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ハ デイ ー ス サヒ ー フ ムス リム 第 1 卷 



アツ サラーム アラ イ クム 


世界の ムス リムが 最も 信頼す る ハディー スの ひとつ 「サ ヒーフ ムス リムけ 巧 本人 イスラー ム学 
徒の 手に より 和訳され、 1987 年、 日本 サウ ディア ラビア 協会から 出版され た。 その後 2001 年に 
同 協会の ご 厚意に より、 当 •日本 ムス リム 協会で 再版す る 機会が 与えられた。 この ハディー ス集 
は 本が 初の アラビア 語原 典からの 翻訳で ある ことから、 特に 日本人の ムス リムたち、 イスラー ム研 
究 をたち の 間で ま 用され てきた。 この度、 広 〈よりを 〈の 人たち に 利用して もらうた めに 日本 ムス リ 
ム 協会の ホー ム ページ 上で一 般 公開す る ことと した。 

預言 ま ムハンマド (彼の 上に 平安 あれ） の 言行録 集で ある ハディー スは アツ ラーの 言葉を 記した 
聖典 「クル ア ーン」 に 次ぐ 大切な 書と して、 ムス リムに とっては 生き方の 指針と なり、 生まの 規範と 
なって いるもの である。 した 力 《 って ムス リムに とっては イスラー ムを 理解し 実行す るた めに、 また 非 
ムス リムに とっては イスラー ム をより 深な 日る ための 文献と して 必須な ものである。 

今日、 世界に 約 14 億の ムス リムが いると 言われ、 イス ラームは 世界の 政治、 経る にも 大きな 影 
響を ちえつつ ある。 この 公開 ホー ムぺー ジをま 用して いただき、 日本に おいても イスラー ム への 理 
解と 関 むを より一層 深めて いただけれ ばと 願って いる。 


2009 年 11 月 20 日 

イスラー ム暦 ズルヒ ツジ ヤ月 
日本 ムス リム 協会 会長 徳増 公明 



1 ."ハ デイー ス" について 


本書は、 イマー ム ■ムス リム ゼン •アル •バッジ ヤージ の 著作 「サ ヒーフ ムス リム」 （ムス リム 正伝 集) の 
日本語訳 (全； 巻) である。 本書は、 イスラー ムの 預言を ムハンマド に関する ハディー ス (伝承)、 すなわち 、頑 
言を の 言葉、 行為、 また、 黙認 事項な どの 豊富な 採録 集で あり、 預言者の 日常を 詳細に 記録した これらの 
ハ ディースを 通じ、 信徒ら は イス ラームの 基本を 項の みならず、 預言者と 共に 生きた 当時の 教 ちら (サ ハー 
バ) の 生まの 仕な に 至る まで 知り 得る 内容と なって いる。 

イスラー ムな 前から、 アラブ 部族 間では 先祖伝来の 生ま 慣習を" スン ナ "と 称して 遵奉す る 傾向が あった が、 
イス ラームな 降には、 預言者 ムハンマドの 言動が 全 信徒の 日常生活 や 信仰の 有り 巧を 示す 規節 とみな され、 
いれ も 新しし、" スン ナ "としての 位置を 占める ことに なった。 そして、 この 預言を の スン ナ に関する 知識は、 
クル アーン の 教義 同様、 全 信徒の 共有すべき 知識、 つまり、 ハ ディース として 相互に 伝達され 遵守され るに 
至った。 

周 かの よ 引 こ、 ク ルアー ン における 啓示は 信仰の みならず、 信徒の 生を 全般に わたる 広範な 教 説を 含む も 
ので あるが、 その 具体的 指導は 預言者の スン ナ によって 補足され る 必要 力 s ' あった。 たとえば、 礼拝 や 巡礼に 
関する 言葉は ク ルアー ンの 中に 何度も 繰り返され ている 力 《、 それらに 伴う 細かい 規則に ついての 言及は み 
られ ない ので、 信徒は 預言を の スン ナに 做って 実際の 形式を 学ばねば ならな 力、 ったので ある。 

このように、 預言者 在世の 頃から ハ ディースは 信徒の 実生を 上 不可欠な 知識であった わけで、 そのため 頑 
言を 自身 も" 相互に スン ナを 伝達し 合うよう に" と教 友ら に 指示され たと しかれる。 ただ、 預言を 在 命中には、 
不明な 問題が 生じた 時、 人々 は 直接 預言者に 問いた だす ことができ たので、 ハ ディースは 記憶 や 私的な 記 
録 として 断片的に 保存され ただけ た 組織的に まとめられる ことは な 力、 った。 預言を 没後の 四大 カリフ 時代 
な 降、 急速に イス ラーム 世界が 化大 発展す るに 伴った 幾多の 新しい 問題 やが 況に 対処して いく 関係 上、 初 
めて 権威 ある 参考 指標と しての ハ ディース に対する 全般的 知識の 必要性が 痛感され るよう になった ので あ 
る。 そのため、 遠く 征服 地 や 新開地な どに 分散した 教 友ら をたず わて 預言を に関する ハ ディースを 聴聞 収集 
する 者たち が 現われ だした。 当時、 マディー ナは 元より、 マッカ、 クー ファ、 バスラな どには 比較的を くの 教友 
や ハディー スに 詳しい 人々 が 居住して しが こと も あって、 これらの 町には ハディー ス 学習を 志す 多くの 学徒 
が 参集した とし ホれ る。 ハディー ス 聴聞の ため 遠隔地まで 苦労を 重ねて 旅した 人々 の 逸話は 数多な n られ 
ている。 これらの 篤実な 学徒の 研鑽 や" 旅" を 契機と して 幾多の 貴重な ハディー スは 保存され、 また、 を 地方 
の 信徒に も 広く 伝播され る ことに なった ので ある。 

ともあれ、 イス ラーム 世界 各地に 流 伝す る ハ ディースの 組織的 編 養が 試みられ るのは、 8 世紀な 降の こと 
であん 散逸した とはいえ ヒジヤー ズの アブ ドル •マーリク (767 没)、 クー フアの スフ ヤーン •サウ リーロ 77 巧め 
どに より、 先駆 的な ル ハディー ス 集が 編 養され たこと が 知られな' る。 

現存す る 初期の 重要な ハディー ス 集は、 イマー ム •マー リク (7 ぉ 激 による 『ムワ ッタア 集 J である 力 《 、 内容は 
ハディー スを 題目ち に 整理し 法律 事典 的 要素を 備えた 体裁と なって いる。 なお、 このように 題目ち に 分類し 
て 編 農す る 方式は ムサン ナフ 型と 呼ばれ、 後代の ハ ディース 編纂 様式の 主流と なった ものであるが、 この ム 
サン ナフ お 式に 巧し、 ハ ディースを 最ネ 刀の 伝承を の 名の 下に一括して 記述す る お 式を とる もの も あり、 ムス 



ナド 型と 呼ばれて いる。 ムス ナド 型の 著名な ハディー ス 集には、 イマー ム •アフ マド ゼン •ハン バル (855 没) に 
よる 「ムス ナド 集」 が ある。 

後代、 正伝の 名を 忌せられ た 六書は、 いずれも ムサン ナフ お 式を 採る ものた か 項目 や 簡単な 説明が 編 
を 自身に よって 付され たもの も あん いずれも 参照に 便利な 体裁に なって いる。 なお 六書、 すなわち、 六 正伝 
集とは、 ブ ハー リー巧 70 没)、 ムス リム (875 没) の両 "サ ヒーフ 集" に加えて イブ ン •マー ジャ (886 没)、 アブー 
ダウード (888,9 没)、 ティル ミズ ィ ー(892 没)、 ナサー イー けけ 没) らの四 『スン ナ 集』 の 総称で ある。 

ハ ディース 編 裏は、 これら 六書に 終わった わけでは なく、 その後 も 数 世紀に わたって 継続的に 行われ、 バ 
イ ハキー (1063 没)、 ス ニーティーり 505 没め どに よる 著名な 集録 も 編まれて いる。 また、 イス ナード (伝承を 経 
路) を 最初の 語り手な かは 全部 省略し、 マトン (本文) のみを 記述す る 簡単な 形式の ハ ディース 集 も 編 墓され 
ている。 

ブ ハーリー や ムス リムの 両 "サ ヒー フ集 "は、 内容の 多様 さ、 また' 採録に 当っての 真偽 扯; 判 基準の 厳格 さ 
によって、 もっとも 信頼で きる ハディー ス集 としての 声価を 得た ものであるが、 この 真偽に ついての 検討は イ 
スナー ドと マトンの 両面から 為される のが 通常であった。 イスナー ド、 すわち、 伝承 者の 経路に ついての 検討 
とは" A は B より 聞き、 B は C より 伝えられた" とし、 うお 式で、 正し 〈最初の 語り手に 迦源 できる かどう かにつ 
いての 調査を 意は する が、 この場合、 を 伝承 者の 知的能力、 信頼 度、 年齢、 居住地 域、 更には、 本文を 伝え 
る 伝承を 経路の 数も吟 はされ た。 マトンす なわち、 伝承 本文の 検討に おいては、 イス ラームの 教義に 反して 
いない か、 特定の 党派への 偏向は みられな いか、 歴史 事実に 即して いる 力、、 などと 共に アラビア 語 ま 現 上 
の 品性まで も證 索され ている。 これらの 検討を 受けた ハ ディースは 全て、 サ ヒー フ (確実な もの)、 ハ サン (妄 
当 性を もつ もの)、 ダイー フ视拠 薄弱な ものめ ど = 段階に 分類され た。 ブ ハー リーや ムス リムは、 彼らな りの 
判定 基準た 確実な ハディー ス のみを 採録した との 見解から" サ ヒーフ 集" の 名を 冠した ので ある。 

ハ ディース がま 学 上では ク ルアー ン にさ まれる 規定を 補足す る 権威 ある 源泉で あり、 イス ラーム 初期の 歴 
史 研究 上 重要な 文献と なって いる ことは 再 言す るまで もない 力 《 、信徒に とっては なによりも これらの 存在は、 
信仰への 理解と 預言を 像への 親近感を 促進す る 大きな 要素と なって いる。 


2 .著を ムス リムに ついて 


「サ ヒーフ ムス リム」 の 著者 イマー ム ■ムス リムは 正確には、 アブー •アル •フサ イン •ムス リム ゼン •ア 
ル •バッジ ャージ .アル •クシ ャ イリー ■アン. ナ イサー ブーリ ー(81 7/21 -875) と 呼ばれる。 イランの ナ イサー ブ 
-ル じー シャ ープー ル) で 生れ、 死後 も その 郊外の ナス ラーバードに 埋葬され た。 四大 カリフ 時代、 枢要な 
地位を 占めた 先祖を もつ 名家の 出身と も 伝えられ るが、 詳し 〈はわ かってい ない。 15 ネ 頃より ハ ディース 学 
習を 志し、 広 〈アラビア、 エジプト、 シリア、 イラクな どを 旅行して イス ハー ク •ビン •ラフ ワィ ヒ、 アフ マド ’ビン- 
ハン バル、 クタ イブ •ビン •サイード など 当時の 秀れた 伝承 学を に 学んだ。 イマーム •ブ ハーリー とも 親交が あ 
ん 終生、 ブ ハーリーの ハ ディース に関する 学識を 尊敬して やまなかった といわれる。 

なお、 イマー ム •ムス リムは 生涯に 約 30 万の ハディー スを 収集した と 伝えられる。 そのうち サ ヒーフ 集に 収 
めら れた ハディー スの 総数は、 話題 別に 分類した 場合、 3,000 余で あるが、 伝承を 経路 (イス ナー 円の 数で 計 
算 した 場合には、 この 2 倍な 上の 数量に 達する といわれる。 この サ ヒー フ集 なかに も、 彼の 著作 や 論 稿は 20 



数 種 も あり、 その 大半は ハ ディースに 関連した ものである。 なおまた、 彼には 多くのを 子が おり、 なかには ア 

ブ ー •ハ T ム .っ — ズイ ー 、ム ー サ ー •ビン •ハ ー ル ー ン、 それに 『スン ナ集 J] の 編者 了 イルミ ズイ ー ら著 名人 

の 名が みられる。 


イマーム •ムス リムの サ ヒーフ 集の 特色は イマーム •ブ ハーリーの 収録と 異なり、 大 題目な 外には、 か 題目、 
解説の 類が 一切 付され てない 点で ある。 現在 ほとんどの テキストに 大 題目 区分と して" キタ ーブ (… 書)"、 内 
容を 説明した か 題目 区分と しての" バー ブ "が みられる 力 《、この ル 題目 区分は 後代のを 釈 者の 筆に よる もの 
た イマー ム •ムス リム 自身が 付記した わけでは ない。 第二の 特色と しては、 イス ナード および マトンの 記述 
が 厳密で、 人物 名 やま 現 巧 語 上の 差異に 関して こまごまとした 指摘が みられる 点が を げられ る。 

本文は、 信仰、 礼拝、 婚姻、 商取引、 遺産、 戦争、 神学、 終末、 を釈 論な ど、 今回 我々 の テキスト とした 「サ 
ヒーフ ムス リム J では、 56 書 (キター ブ) に 分けられ 多様な 内容と なって いる。 

なお、 この サヒ ーフ 集のを 积書 としては、 イマー ム •アン 寸ワ ウィー (1277 恐に よる 『シャルフ サヒ ーフム 
スリム J1 が 有名で ある。 

3 .翻訳に ついて 

本書の アラビア 語 テキストと しては、 エジプトの 石 頁 学 ムハンマド •フ アード •アブ ドル •バー キー 校訂の 「Sahih 
Muslim Lil-Imami Abi 卜 Hussain MuslimJ (カイロ 1955 年刊 初版 本ぶ 訳出 原本と し かつ イマー ム •アン •ナワ 
ウィ ー のを 釈付 『S ホ ih Muslim b 卜 Sharhi An-NawawiJK カイロ 1929 年刊) にある ハディ ー ス 本文を 併用した。 
テキスト 前部には、 ハディー ス 全般に 関する 解題 や 説話の 紹介が 記されて いるが、 本書では それらは 省略 
され、 訳出は、 "信仰の 書 (キタ.ー ブル •イマー ン) "な 降より 始められた。 

訳出に 関しては、 な 下の 諸 点に ついても 予め 断って おきたい。 

a) 第一巻の 翻訳は 3 名が 分担し、 人物 名 や 地名な ど 頻出 度の 多い 事項の 表記に 関しては 統一を 図った。 文 
体 やい ちし、 ちの 用語 まは 訳者 それぞれの スタイルに一 任された。 

b) イスナー ド (伝承を 経路) に 現れる 人物 名を 逐一 列記す るのは 煩雑す ぎる ため、 最初の 語り手な 外は 省略 
された。 この 方式は、 Muhammad Al-Husain Al-Baghawi り 122 没) の 「M が ホ ih As-Sunna」 および これに 若干 
の 変更を 加えて、 1336 年頃 改題、 再版され た 『Mi ホ k が AI-M ぉ abihJl や イマー ム •アン •ナワ ウィー (前 出) によ 
る 「Riyad As- な lihin」 に 做つ たもので ある。 


C) 預言者、 アツ ラーのみ 使い、 ムハンマドと いった 呼称には 必ず" アツ ラーの 加護と 平 まを (サツ ラツ ラー フア 
ライヒ ワ サツ ラマ!)" という 析 願の 言葉を 付す のが 伝統的 慣習で あるが、 頻度が あまりにを すぎる ため、 訳 
出は 省略せ ざるを 得な 力、 った。 教 友ら に関する ネ斤 願に ついても 同様で ある。 



が マトン ホ义唐 現用 語の 差異に ついては、 前述した ように、 極めて 厳密な 指摘が みられる が、 訳語 上の 限 
界も あり、 訳者 それぞれの 判断に よって 簡略 化されたり、 補足説明が 加えられた 場合が ある。 

e) 前述した ように、 テキストの ル 題目 (バー カは 著を イマー ム • ムス リム 自 身の 筆に よる ものでは なく、 後代 
のを 釈 をら によって 書き加えられた ものである。 それ 故、 これ も 訳者の 判断で 内容 中む に 簡略 化された とこ 
ろが ある。 

り 会話 体のを い ハディー ス では、 内容を 変更し か 順り、 必ずしも 直訳 お 式を とらめ 場合 力 《 あった。 また、 理 
解を 容易に する ため、 テキスト にない 状況 説明を 付加した ところ も ある。 

9) 訳出に 当っては、 前述した イマ ー ム •アン •ナワ ウィ ー のを 积書 「Sha ホ As-Sahih MuslimJ および 
AbdiH-Hamid Siddiqi による 英訳 じか ih Muslimj(Lahore 1973) を 参照した。 なお、 クル ア ー ン について は 「 聖ク 
ルアー ン」 （日本 ムス リム 協会 昭和 58 年 版) を 参考に した。 

h) テキスト 全体は、 = 分冊で 出版され るが、 第一 巻に おいては" 信仰の 書"、 "斎戒の 書" および" ハイドの 書 
"を 磯崎 定 基、" 礼拝の 書" および" モスクと 礼拝 場所の 書" の 大半を 飯森嘉 助、 残りの" 礼拝の 機会を 失した 
時の 償い" な 降" 旅行者の 礼拝の 書" までを ルを 原 良を が 巧 当した。 

ク ルアー ンの 日本語訳が すでに 数 種 も 存在す る 現兮、 イス ラーム 理解を 一層 深める ためには、 権威 ある 
ハ ディース 集の 翻訳 紹介が 急務で あるとの 見解から、 イマーム •ムス リムの" サ ヒー フ集 "がその 対象に 選ば 
れ たので あるが、 訳業が 実際に 進められ だした のは 1984 年の 夏 頃からで あった。 爾来、 非力を 嚷 じながら も、 
本業の 傍ら、 担当者は それぞれ 翻訳に 苦む してきた ので あるが、 語学 や 表現 上の 未熟 さ 故に 思わめ 誤りを 
犯して いるかと も 省みて いる。 ささやかな 我々 の 努力に よる 本書が 日本に おける イスラー ム 理解に し々 さか 
なりと も 貢献で きる ことを 願う と共に、 将来、 これを 敵と してより一層 完全な ハディー ス 翻訳書が 数を 〈紹介 さ 
れる ことを むより 期待したい。 

なお、 この 翻訳は、 日本 サウ ディア ラビア 協会の お 田 巧 ま 氏、 富 塚 俊 夫 氏、 武 藤英臣 氏ら の 巧 (車 篇に 免） 

と 全面的な 協力に よって 進められた。 また、 和义 井生一氏には 翻訳 文体の 全般的 調整を お願いした。 ここに 
記して 感謝 申し上げたい。 


19 の 年 1 月 



これまで、 ハディー ス 学、 イスラー ム 法学 基礎 論、 イスラー ム 法学に おける ハディー ス 
と スン ナの 意味を 見て きました が、 これらの 議論を 纏めた のが Jil 下の 表です。 


学問 間の ハディ ー スとス ンナの 比較 


学問 

定義 

ハディ ース 

ハディ ース学 

( 1 ) 預言者 ム ハン マ ドに 帰属す る、 あるいは 

( 2 ) 教 友に 帰属す る、 もしくは 

(吕） 後続 世代 （ター ビ イー） に 帰属す る 

① 発言、 感 行為、 ©承認、 ④ 形容 

スン ナ 

イス ラーム 法学 基礎 論 

( 1 ) 預言者 ム ハン マ ドに 帰属す る 

① 発言、 ② 行為、 ③ 承認 

スン ナ 

イス ラーム 法学 

推奨 行為 

※ハ デ イース 学に おける ハ ディ ー スはハ デ イース. ク ドウス ィー、 ハ デ イース .マル フー 

ウ、 ハ ディース. マウ クー フ、 ハ ディース. マクト ウー ウを 含む。 

出典： 筆者 作成 


ハ ディースは 発言者 毎に 下のと おり 区分され ます。 


発言者 別の ハ ディースの 区分 

発言者 

区分 

アッ ラー 

ハ デ イース •ク ドウス イー 

預言者 ム ハン 

マド 

ハ デ イース. マル フー ウ 

単に ハ ディースと 言われた 場合には、 一般的には ハ ディース •マル フー ウ 

が 意図され ている。 

教友 

ハ デ イース. マウ クー フ 

後続 世代 

ハ デ イース •マク トウ ーウ 

出典： 筆者 作成 


ハ ディースと スン ナ という 言葉の 使い方は 一見す ると 複雑です が、 各 学問 毎の 意味の 
違いを 見て ゆけば 明晰に 理解され うると 思います。 


(K. S. ) 


第 1 巻 
信仰の 書 


イマー ン (信仰） に関して 

ヤヒヤ-ゼン. ヤア マルは こう 伝えて いる。 

バスラで 初めて カダル （天命） について 語った のは、 マー バド •ジュ ファ ニーであった。 

私と フマ イド ゼン • アブ ドル •ラフ マー ン •ヒム ヤリー は/ V ジジ （大 巡礼） 及び ウ ムラ （ル 巡 
ネ L ) に 出かけた が、 その 折、 私たちは、 もしも アッ ラーのみ 使いの 教 友たち ヴス ハー ブ） 

の 誰かに マッカで 会う ことができたら、 力み レ （天命） について どのように 考える のか 聞き 
たい もの だと 話し合って いた。 

私たちは、 たまたま モスクに 入ろうと していた アブ ドッラ ー ■ ビン •ウマル ゼン •ハッター ブに 
出 占っ? 二 。 

そこで 私たちは 取り 西む ように 彼の 左ち に 立って一同僚が 化に 質問を まかせて いるよう 
なので一化が 代表して 彼に 次のように 問い かけた。 

「私たちの ところに 聖 クル アーン を 読み ハディー ス についての 知識 も 深い 人々 が やってき 
て、 様々 に 体験談を 語って くれた。 彼らは その 話の 中で、 カダルつ まり 予め 定められた 天 
命な どち りえない と 語って いた」 

アブ ドッ ラーは これに 巧し 次のように 答えた。 

「そのよう なをたち に また 会う 機会が あれば 告げる がよ い。 化は 彼らの 見解に 同意で きな 
い。 

私に とって 彼らは 全く 無縁の 輩に すぎない と」 

アブ ドッ ラーゼン •ウマルは 次のように も 述べた。 

「アッ ラーに 誓って 申す が、 そのよう なをが たとえ、 ウフド 山に も 匹敵す る ほどの 黄金を 持 
ち、 それを 善行の ために 使った としても、 カダルを 信じない 限り アッ ラーは 喜び 給わめ だろ 
ラ」 

アブ ドッ ラーは 更に lil 下の 話 も 語って 〈れ た。 

「私の 父 ウマル ゼン •ハッター ブ はこう 話して いた。 

私が アッ ラーのみ 使いのと ころに しが 或る日、 純白な 衣服を 着、 真黒の 髪を した一人の 男 
が 突然 現われた。 

どこか 遠 〈から 旅して きた 様子ではなかった 力 《 、我々 の 誰一人と して 彼に ついて がる 者は 
いなかった。 

彼は 預言を の 側に 膝を 組み、 手のひらを 太腿の 上に おいて 座り、 次のように いった。 
『ムハンマドよ。 イスラー ム について 述べて みよ』。 



アッ ラーのみ 使いは 答えた 『イスラー ム とは アッ ラーの 他に ネ申 はなく、 ムハンマドは アッ ラ 
-の御 使いで あると 証言し サラ ー K 礼拝) を 行い、 ザ カー ト (喜捨) を 供し ラマダー ン月 
には 断食し、 旅の 資金に 支障がない 限り、 アッ ラーの 館けー バ 神殿） に 巡礼す る ことで 

す』。 

その 男は これに 巧し 『あなたの 言葉は 正しい J ] といった。 

この 事に 関して、 父 ウマル ゼン •ハッターカが 彼が そのような 質問を し また その 答えが 
真実で あると 確信した ことに 驚いた』 と 語って いた。 

その 男は 更に、 『イマー ン (信仰） について 告げよ J ] とも いった 力 《 、 み使いは はこれ に 巧し 
『アッ ラー、 その 天使たち、 経典 類、 使徒たち、 審判の 日 についての 信仰、 善悪に 対する 力 
ダルを 信ずる ことです 化 述べた。 

その 男は、 この 答えを 『正しい』 といい、 更に また 『イ フサー ン （善が について 述べよ』 と 問 
ラた。 

み使いは これに 巧しても 『あたかも 目前に 座す かの ように アッ ラーを 崇める ことです。 あな 
たに アッ ラーの お 姿を 巧す る ことができな 〈て も、 アッ ラーは あなたを みて おいでにな るか 
ら です 化 答えた。 

彼は 更に 『週末の 時期に ついて 述べる ように J ] といった 力 《 、 み使いは 『おたず わになる 方 
な 上に、 私が これに 関して 存じて いる わけでは ありません』 といわれた。 

その 男は また、 『審 半り の 日の 近づ 〈兆候に ついて 語れ J ] とも 述べた 力 《 、 これに 巧し み使い 
は、 『その 時期に なると、 奴隸 女が 女ち 人を 生み、 裸足で 衣服 もまと わめ 羊飼いの 者ら が 
競い合って 豪華な 住いを 建てる ことで しよ 別と いわれた。 

その後 この 人物は 立ち去った。 

私は しばら 〈の 間、 そこにと どまって いたが、 この 時、 み使いは 『ウマルよ、 あの 質問を が 
誰で あるか 知っています か』 といわれた。 

おが 『アッ ラーと アッ ラーのみ 使いの みが 最も 良 〈ご 巧知で ありまし よう』 と 答える とみ 使い 
は 『あの方は 天使 ジブ リー ルです。 あなたた ちに 信仰に ついて 教える ため、 ここに こられ 
たのです J ] といわれた」 


ヤヒヤ ー •ビン •ヤ アマ ルは、 別の 伝承 者 経路で 次のように 伝えて いる 

「マー バ がけ ダルの 問題に ついて 語った 力 《 、私たちは その 見解に 賛同し なかった」 

なお、 この 伝承を 経路の 口述 まの一人 カフ マスの 伝える ハディー ス には、 前記 内容と や 
や 異なった 表現が みられる。 



ヤヒヤーゼン •ヤ アマ ル 及び フマ イド ゼン •アブ もい ラフ マー ンは 別の 伝承を 経路で こう 伝えて 
いる 

「私たちは アブ ドツ ラーゼン •ウマルに 会い カダル やそれ に 関連す る 事柄に ついて 話し合 
った。 アブ ドツ ラーは 預言を について ウマルの 語った ハディー スを 私たちに 伝えて 〈れ た」 
なお、 この ハ ディースの 後半には、 前記とは やや 異なった 表現が 使われて いる。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 父 ウマルから 聞いた イブ ン •ウマルに よっても 別の 伝承 者 経路で 
伝えられ ている 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが 人々 と一緒に おられた 或る日の こと、 一 人の 男が そこに まてこう いっ 
た。 

「アツ ラーのみ 使いよ、 イマー ン とはなん です か」 

これに 対しみ 使いは、 けツ ラーとその 天使たち、 経典 類、 最後の 審判の 日に アツ ラーにお 
会いす る こと、 その 使徒ら、 そして ま 世に おける 復 まを 信仰す る ことです」 と 答えた。 

彼は 更に 「アツ ラーのみ 使いよ、 イスラー ム とはなん です か」 と 問うた。 

み使いは これに 巧し 次のように 答えた。 

「イスラー ム とは、 アツ ラーのみを 崇拝し アツ ラーなかの いかなる ものを も 巧 さめ こと、 義 
務 として 課せられる 礼拝を 行い、 定めの ザ カートを 提供し、 ラマダー ン 月の 断食を 守る こと 
を 意味し ます」 

質問 まは 更に 続けて、 けツ ラーのみ 使いよ、 善行 （イ フサー ソ とは、 どのようなことです 
か」 と 問うた。 

み使いは な 下の ように 答えた。 

「アツ ラーを あたかも あなたの 目前に 座す かの ように 崇拝す る ことです。 

たとえ あなたが アツ ラーをみ る ことができなくても アツ ラーは あなたを みて おられる のです」 
彼は またけ ツ ラーのみ 使いよ、 最後の 審判の 時は、 いつであろう か」 と 問うた が、 み使い 
は 次のように 答えた 

「たずねられる 者が、 おたず わになる 方な 上に それに 関して 知っている わけでは ありませ 
ん。 

しかしながら、 私は その 時の 兆候の 幾つかを 申し上げます。 

その 時期が 近づ 〈と 奴隸 女が、 成長して から 自分の 主人と なる 子供を 生み、 また 裸体で 
靴 もは かめ まらが 人々 を 支配す るよう になる のです。 

こう しづ 類の 事柄が 終末 期の 兆候です。 

更に その 時、 黒 羊を 飼う 牧童ら は 大きな 建物を 競い合って 建てます が、 それ も アツ ラーな 
外は 誰も 知り 得め 五つの 兆候の 中の一 つです」 

この あと、 み使いは クル アー ンの聖 句を お誦 みに なった。 



「アッ ラー、 本当に かれ だけが、 審判の 時を 知って おられる。 

かれは 雨を 降らせられる。 

また 胎内に ある ものを 知って おられる。 

だが 人間は 誰も 明日 自分が 何を 稼ぐ かを 知らず、 誰も 何処で 死め かを 知ら か、 

本当に アッ ラーは 全知に して 凡てに 通晚 される 御 方で あられる バ クル アーン 第 31 章 34 

節） 

この 後、 そのち は 立ち去った。 

み使いが 「あのち を 私の 巧に つれ 戻す ように」 といわれ たので、 教 友たち は 急いで 探し ま 
わった が 見つける ことは できなかった。 

み使いは、 この 折、 「あの か ホ、 人々 に 信仰に ついて 教える ため まられ た ジブ リー ルな の 
です」 といわれた。 

前記の ハディー スは 、ムハンマド ゼン •アブ ドッ ラーにより 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ るが、 「奴 
隸 女が 将来 そのち 人 (ラッカと なる 子供を 生む」 という 表現には "ラップ’ にかわり" バの レ" は 
人 •所有者） と しづ 言葉が 用いられな、 る。 

アブー •フライ ラは こう 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは 「信仰の 問題を 私に たずねる ように」 と 述べられた 力 《 、 （み使いを 畏敬 
する あまり） 教 友たち の 誰一人と して、 質問す る まは し々 かった。 

とかくす る 中に、 一 人の 男が そこに 来、 み使いの 膝 近 〈に 座って いったけ ッ ラーのみ 使い 
よ、 イス ラームとは なんです か」。 

これに 巧し み使いは 答えた 「しけ、 なる ものを も アッ ラーと 同等と せず、 礼 巧を 行い、 ザ ヵー 
卜を 供し、 ラマダー ン月 のが 食の 定めを 守る ことです J 。 

その 男は 「あなたの 言葉は 正しい」 と 述べ、 更に 「アッ ラーのみ 使いよ、 信仰とは なんです 
か」 とたず わた。 

み使いは いわれた 「それは アッ ラーとその 天使たち、 その 経典 類、 アッ ラーにお 会いす る 
こと、 その 使徒たち、 更に 復 まと 天命け みいを むから 信仰す る ことです」 

その 男は またけ ッ ラーのみ 使いよ、 イ フサー ン请 行） とはなん です か」 とも 問うた。 

これに 対し み使いは 「イ フサー ン とは アッ ラーを あたかも あなたの 目前に みる かの ように 
恐れ 尊む ことです。 

あなたに アッ ラーを 見る ことは できない 力 《 、 アッ ラーは あなたを いつも 見て おられる ので 
す J と 答えられた。 

その 男は、 「あなたの 言葉は 正しい」 と 述べ、 更に 「審 半り の 時は いつです か」 とたず わた。 
み使いは じれに 関しては、 質問す る 方が される まよりも よ 〈御存 がで ありまし よう。 
しかしながら、 その 化 候の 幾つかを 述べる とすれば、 奴隸 女が 将来 自分の ち 人と なる モ 
供を 出生す るのを 見る の も 化 候の一つで すし 裸足で 衣服 も 着けめ 盲目の 誓哑 をら （無 
かで 愚かな 人々） が 地上の 支配を になる のを 見る の も 兆候の一 つです。 



更に 黒 羊を 飼う 牧童ら が 豪華な 建物を 競い合って 造る の も 兆候の一つです。 

審判の 時は、 アツ ラーなかに そ 日り 得ない、 我らには がる ことので きめ 五つの 事項 中 の一 
つな のです」 と 述べ、 次いで 次の 聖 句を お唱えに なった。 

けツ ラー、 本当に かれ だけが 審判の 時を 知って おられる。 

かれは、 雨を 降らせられる。 また 胎内に ある ものを も 知って おられる。 

だが 人間は 誰も 明日 自分が 何を 稼ぐ かを 知らず、 誰も 何処で 死め かを 知らない。 
本当に アツ ラーは 全知に して 凡てに 通晚 される 御 方で あられる J (クル アーン 第 31 章 34 
節） 

その 男は 立ち上がり 去って 行った。 

み使いが 「あのち を 私の 処 につれ 戻す ように」 といわれ たのた 人々 はすぐ 彼を 捜した が 
発見で きなかった。 

み使いは この 巧、 「あの方は、 ジブ リール 様です。 あなたた ちが 私に 質問し なかった ので、 
信仰に ついて あなたた ちに 教えようと したので す」 といわれた。 



礼 巧に ついて 


かい V ビン •ウ バイ ドツ ラーは 伝えて いる 

ざん ばら 髪の、 ネジド 出身の一人の 男が アツ ラーのみ 使いの 処 にやって きた。 

私たちは、 初め 彼 （の 声け 《 一 体 何 か、 ってし、 るの か 理解で きなかった 力 《 、彼が み使いに 
近づ 〈に 及んで、 ようやく、 イスラー ム について たずねて いる ことを がる ことができ たの だっ 
た。 

この 折、 み使いは 彼に むかって、 「昼と 夜の 間に 五 度の 礼拝を する ことです」 と 説明され た。 
これに 巧し 彼は 「それな 外に も 礼拝し なければ ならない のです か」 とたず わた 力 《 、 み使い 
は、 「いや、 必要ない。 ただし 任意に 礼拝す るのは 構わない」 といわれた。 

み使いは 断食と ザ カー ト についても 彼に 説明され た。 

彼は 「規定 レが りこは 行う 必要はありません か」 とたず わたが、 み使いは 「いや、 その 必要 
はない。 ただし 自発的な 敬神 行為で あれば 構わない」 と 答えられた。 

この 男は 立ち去る 時、 けツ ラーに 誓って。 私は 定められた 通りに やる つもりです」 と 述べ 
た。 

み使いは、 これに 巧し 「もし 彼が 今の 言葉 通りに 行えば 大変 結構な ことです」 といわれた。 

みいぃ ビン •ウ バイ ドツ ラーによる 前記と 同 内容の ハディー スは 、マーリク ゼン •アナスに よっても 
たえられ るが、 アツ ラーのみ 使いの 言葉に 表現 上 多少の 差異が みられる。 

マーリクの 伝承には 、アツ ラーのみ 使いは 「あの 男の 父親に 誓ってい うが、 彼が その 言葉 通りに 行 
うなら 大変 結構な こと だ」 

または、 「彼の 父親に 誓ってい うが、 誓い 通りに 行うならば 彼は 天国に 入る ことができる だろう」 と 
いわれた と 記されて いる。 



アツ ラーへの 信仰に 関して 


アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

私たちは 、アツ ラーのみ 使いに 特に 必要ない 限り 質問す る ことを 禁じられて いた。 

それが 砂漠の 住民の 誰か 賢明な 男が み使いの 化に 来て、 質疑す るのを 私たちは 喜び、 
それを 拝聴した のだった。 

或る時、 砂漠から一人の 男が み使いの 処に 来て、 「ムハンマド 様、 あなたの 使いが 私たち 
の 化に き、 アツ ラーが あなたを 預言 まとして お遣わし になった という あなたの お 言葉を 私 
たちに 語って しなした」 と 告げた。 

み使いは これに 対し 「彼の 言う 通りです」 といわれた。 

すると その 男は 「だれが 天を 創造され たのです か」 と 質問した。 

み使いは これに 巧し 「アツ ラーです」 とお 答えに なった。 

その 男は 更に 「だれが 地上を 創造され たのです か」 と 問うた 力 《 、み使いは けツ ラーです」 
とお 答えに なった。 

その 男は また 「だれが これらの 山々 を 高く しそ こに ある 様々 な ものを 造った のです か」 と 
もたず わた 力 《 、み使いは それに も 「アツ ラーです」 と 答えられた。 

これに 巧し その 男は いった 「天と地を 造り、 そこに 高い 山々 を 置かれた 御ち に 誓って 申し 
ますが、 （その 御ち） アツ ラーが あなたを お遣わし になった のです 力、」 み使いは 「そうです」 
と 答えられた。 

その 男は 更に また いった 「あなたの 使いの 方々 は、 夜と 昼の 間に 五 度の 礼拝を 行うよう に 
と 化たち に 教えました」。 

み使いは これに も 「彼のい う 通りです」 と 答えられた。 

その 男は いった 「あなたを 遣わされた 御 方に 誓って 申します が、 その 礼拝を 命じた のは、 
アツ ラーです 力、」 み使いは 「そうです」 と 答えられた。 

その 男は 続けて いった 「あなたの 使いの 方々 は、 化たち の 財産に 対し、 ザ カートの 義務が 
課せられ ると 告げました」 み使いは これに も 「彼の 言葉 通りです」 とお 答えに なった。 

その 男は また いった 「あなたを 預言者と して 遣わされた 御 方に 誓って おたず わします が、 
その ザ カー トに ついて あなたに 命じた のは、 アツ ラーです か」。 

み使いは 「そうです」 とお 答えに なった。 

その 男は 更に いった 「あなたの 使いは、 毎年 ラマダー ン 月に 断食す る ことが 私たちの 義務 
であると 告げました」。 

み使いは これに も 「彼の 言葉は 正しい」 と 答えられた。 

その 男は いった 「あなたを 預言を として 遣わされた 御 方に 誓って お聞きし ますが、 それを 
命じられ たのは アツ ラーです か」。 

み使いは 「そうです」 と 答えられた。 

その 男は いった 「あなたの 使いは けー バ の） 館への 巡礼 レ V ジジけ 《 、そこまで 旅する こと 



が 可能な をに とって 義務で あると 私たちに 説きました」。 

み使いは 「彼のい う 通りです」 とお 答えに なった。 

その 男は 立ち去る 時こう 述べた 「真理を あなたに 授けられた 御ち アツ ラーに 誓って 申し ま 
す 力 《 、私は これらの ことを一切 付加す る こと も 省略す る こと もな 〈定めの 通り 遵守し ます」。 
預言 まは これに 巧し 「もしも 彼 力 巧の 言葉 通り 行った としたら、 彼は 天国に 入れる であろ 
う」 といわれた。 


サ ービト によると、 アナスは 次のように 伝えて いる 

「私たちが アツ ラーのみ 使いに あれこれ 質問す る ことは、 クル アーン によって 禁じられ てい 
た」 

この あと アナスは 前記と 同 内容の ハディー スを 語った。 



天国に 入る ための イマー ン (信仰） に関して 


アブー •アイ ユーブ •アンサー リー によると、 ある 日 アツ ラーのみ 使いの 旅 中に一人の ベドウィンが 
現われ、 彼のら 〈だの 量 綱を とらえて 次のように いった 

「アツ ラーのみ 使い様 ほた は、 ムハンマド 様） 私を 天国に 導き 地獄の 火から 遠ざける もの 
に関して 教えて 下さい」 

預言者は しばらく 立ち どまり、 教 友ら を一普し てから、 こうい われた じの 人は よい 機会に 
恵まれた J (または、 「よい 考えに 気付いた」） 

預言 まは その ベドウィンに 質問を 繰り返させた 後、 次のように 説かれた 「あなたを 天国に 
近づけ 地獄より 遠ざける 行為は、 あなたが アツ ラーを 崇 い、 アツ ラーなかの なにものを も 
尊ばない こと、 礼拝を 行い、 ザ カートを 支 化い、 親族には 善行を 為す ことです」 

この 言葉を 述べた 後、 預言を は その ベドウィンに らくだの 鼻綱を はなす よう、 お命じに なつ 
た。 


この ハディー スは 、アブー •アイ ユーブ •アンサー リー によっても 別の 伝承を 経路で 伝えられ ている。 

アブ ー ■ アイ ユー ブに よると、 一 人の 男が 預言を の処に まて 次のように いった 

「私を 天国に 近づけ、 地獄の 义 から 遠ざける 行為に ついて 教えて 下さい」 

これに 巧し 預言を はけ ツ ラーを 崇め、 なにものを も アツ ラーと 同等に 尊んで はならない。 
礼拝を 行い、 ザ カートを キムい、 親族に 善を 行いなさい」 と 告げた。 

その 男が 帰り かけた 時、 預言を は 「もしも これらを 守る ことができれば、 あなたは 天国に 
入る だろう」 といわれた。 


アブー •フライ ラに よると、 一 人の ベドウィンが アツ ラーのみ 使いの 処に 来て、 次のように 述べた 
「み使い 様、 私が 天国に 入り 得る 行為に ついて 教えて 下み り 

これに 巧し み使いは 「アツ ラーを 崇拝し 彼な 外にな にものを も 尊んで はならない。 定めら 
れた 礼拝を 行い、 義務と しての ザ カー トを 支出し ラマダー ン 月の 断食を 守りな み M と 説 
かれた。 

その ベドウィンは 「生命の ちた る アツ ラーに 誓って 申します 力 《 、私は これらを 忠実に 守り、 
欠ける ことのな いよう 怠らず 努めます」 といった。 

彼が 立ち去った 時、 預言を が 天国に 住む ものたち は、 喜んで 彼の 姿を そこに 見る ことで 
あろう」 といわれた。 


ジャー ビルに よると、 ヌ アマー ン ゼン •カウ ファ ルが 預言者の 処に 来て こういった。 



「もしも おが 礼拝 義務を 守り、 シャ リーア （イスラー ム まげ 禁ずる ものを 避け、 許す ものを 
守って ゆけば、 化は 天国に 入れる でしよう か」 

これに 巧し 預言者は 「その 通りです」 といわれた。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 者 経路で ジャー ビルに よっても 伝えられ、 それには 次の 
表現が 加えられ ていが 私は、 あなたが いわれた 通りに 致します」 


ジャー ビルは 伝えて いる 

或る 男が かつて アツ ラーのみ 使いに こう 質問した 「私が 礼拝 義務を 怠らず、 ラマダー ン月 
の 断食を 巧い、 （シャ リーア によって） 正当と 認められ ている ことを 守り、 禁じられる ことを 
避けて 勝手な 判が を 加えない 場合、 天国に 入れる でしょう か」 

み使いが これを 肯定な さると、 その 男は けツ ラーに 誓って、 おは 必ら ずみ ャリー アが正 
しく 守ります 」 といった。 



r イスラー ムの 基本は 五つの 柱より なる」 との 預言を の 言葉に 関して 


ウマルの 息子 アブ ドッ ラーによると、 預言を はこうい われた 

「イスラー ムの 基本は 五つの 柱で 構成され る。 即ち、 唯ー ネ申 アッ ラーへの 信仰、 礼拝の 実 
践、 ザ カー トの 供出、 ラマダー ン 月の 断食、 マッカへの 巡礼で ある」 

或る 男が アブ ドッ ラーに、 「巡礼と ラマダー ン 月の 断食と では、 どちらが 上位です か」 とた 
ず わた 時、 彼は 「預言者は 『ラマダー ン月 の 断食が 巡礼より 上位で ある』 とし ホれ た」 と 答 
えた。 


ウマルの 息子 アブ ツドツ ラーによると、 預言を はこうし ホれ た 

r イスラー ムは 五つの 柱より 成り立って いる。 それらは アツ ラーのみが 崇拝され アツ ラーな 
外には いかなる 神々 も 拒否され る こと、 礼拝の 実践、 ザ カー トの 供出、 神の 館 (力ー バ) へ 
の 巡礼、 ラマダー ン月 の 断食で ある」 

ウマルの 息 モア ブドツ ラーによると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

r イスラー ムの 基み ホ、 五つの せより 成り立って いる。 それらは、 アツ ラーなかに ネ 申は なく 
ムハンマドは ネ 申の しもべで ありみ 使いで ある ことを 証言す る こと、 礼拝を 行う こと、 ザ カー ト 
を 支出す る こと、 け一/ く） のネ申 殿への 巡ネ ぶます こと、 ラマダー ン 月の 断食を 守る ことで 
ある」 


夕ー ウー スに よると、 或る 男が ウマルの 息 モア ブドツ ラー にこうたず わた 
「どうして あなたは 遠征に 参加な さらない のです か」 

これに 対し 彼は 次のように 述べた。 

「アツ ラーのみ 使いが、 イスラー ムは 五つの 柱より 成り、 それらは、 アツ ラーな 外の 神は な 
いとの 信仰告白と、 礼拝の 実践、 ザ カートの 供出、 ラマダー ン月 のが 食、 神殿への 巡礼で 
ある といわれ るのを 私は 聞いた ことがある （を）」 

(を） 「老 令の ため 遠征に 参加し 得ない 故、 私は ムス リムと して 五つの 柱の 義務を またす 
だけで ある」 という 意味で こう 述べた ので ある 



アツ ラー 及び その 預言を への 信仰に ついて 

イブ ン ■アツ バース によると、 アブ ドル •カ イスの 使節が、 アツ ラーのみ 使いの 処 にやって まて 次の 
ように 述べた 

「み使い 様、 私共は ラビ ーア 部族の 者です が、 あなた 様と 私共の 間に 不信者 ム ダル 部族 
の 居住地が あり、 私共は 神聖 月間な 外には、 自由に あなた 様の 処に まること がで きませ 
ん。 

それが、 私たち だけで できる こと、 また、 私たちの 周 巧に 住む 者ら を 導く ため、 なにを 行う 
べき かにつ いて 教えて 〈ださし、」 

これに 対し み使いは こうい われた 

「それでは、 あなたた ちに 四つの 巧うべき 事柄と アツ ラーより 禁じられる 四つの 品目に つい 
て 次の ことを 命じます。 

先ず 為すべき 四つとは アツ ラーに 巧す る 信仰 行為で、 アツ ラーなかに 神は な 〈ムハンマド 
は 神の み使いで ある との 真理を 証言し 礼拝を 行い、 ザ カー トを 供し また、 あなたたち 
の 得た 戦利品の 五分の一 (フムス) を 提出す る ことです。 

更に、 私は あなたた ちに 酒を 入れる ひよう たんつぼ （ドウ ツバー)、 ミ 酉が め レ \ン タム）、 木 
鉢 (ナ キール）、 皮 袋 (ム カイヤ ル） （注) を 使う ことを 禁止し ます」 

ハ ラフは これに 関連して 次の 言葉を 加えて いる 「『アツ ラーなかに 神は ない と 証言す る こ 
と』 と 説明しながら 預言者は 、アツ ラーの 唯一なる ことを 指で お示しに なった」 

(を) いずれも ナ ビーズ 酒の 製造、 保存に 使われた 

アブ— •ジャム ラは 伝えて いる 

私は イブ ン •ア ツバー スの 話を 人々 に 説明す る 役だった 力 《 、その 折 たまたま一人の 女性が 
きて、 ナビー ズ 酒の 容器に ついて たずねた。 

それに 巧して 彼 （イブ ン •ア ツバー ス） はこう 語った 

「アブ ドル •カ イスの 使節が、 アツ ラーのみ 使いの 処 にきた 時、 み使いは 彼らの 部族 名を お 
たずねに なった。 

彼らが 『ラビー ア 部族のを です』 と 答えた ところ、 み使いは 大変 歓迎され た。 両者 間には こ 
れ まで なんら 対立 関係はなかった からで ある。 

彼らは 次のように 述べた。 

『み使い 様、 私たちは 遠隔地から やって来 ましたが、 あなた 様と 私たちの 間には 不信 まの 
ム ダル 族が 居住して いるた め、 聖月 間な かに あなた 様の 処に まること が 困難です。 
それが どうか 化たち の 仲間への 導き や 天国に 私たち も 入れる ような 教えを いただきた 〈思 
います』 

これに 巧し み使いは 次のように いわれた 



『私は あなたた ちに 四つの 巧 為を すすめ、 別に 四つの 行為を 禁じます J 

更に 付言して 『化は あなたた ちに アツ ラーへの 強い 信仰を 持つ ことを 望みます』 と 述べ、 

『アツ ラーへの 信仰とは 何を 意味す るか、 理解して います か』 とおたず わに なった。 

彼ら 力 《 『知りません 化 答える と、 み使いは 『それは アツ ラーな 外に 神は 存在せ ず、 ム ハン 
マドは 神の み使いで あると 証言す る こと、 礼拝の 実践、 ザ カー トの 支出、 ラマダー ン 月の 
断食、 更に、 戦利品の 五分の 一を 提出す る こと を 意味し ます。 

なお 私は、 あなたた ちに ひよう たんつぼ や 酒が め、 または 他の 飲 ミ 酉 容器 類を 使う ことを 禁 
じます』 といわれた」 

シュウ バ による ハディー ス には、 容器に 関し 木製 鉢 (ナ キー ル）、 または、 皮 袋 （ム カイヤ 
ル） と しづ 表現が みられる。 

み使いは また 「これらの ことを 記憶し、 ここに 来れなかった またち に 伝える ように」 ともい わ 
れ たと 記されて いる。 

イブ ン •ア ツバー ス による ハディー スは 前記の シュウ バの それと 同 内容で ある 力 《 、その 中に 次の 表 
現が みられる 

預言者は こうい われた 

『私は ひよう たんつぼ や、 木 鉢、 ニス 塗りの 瓶、 または 松脂を 塗った 容器な どで ナビー ズを 
作る ことを 禁ずる』 

また イブ ン •ムア ーズは 彼の 父より 聞いた 話と して、 アツ ラーのみ 使いが アブ もい カ イス 
族の ア シャツ ジュ にがし 『あなたは、 アツ ラーが 悦び 給う 二つの 美点、 即ち 理解力と 思慮 深 
さを そなえて いる 化 いって 賞 讚した ことを 伝えて いる。 

カター ダに よると、 アブ ドル •カ イス 族の 使節団の一人 がな 下の 話を 彼に 語った が、 アブー •サイー 
ド •フ ドリーによれば その 人の 名は アブー ■ナ ドラであった という 

アブみ い カ イス 族の 人々 は アツ ラーのみ 使いの 咖 こきて、 次のように いった 
「アツ ラーの 預言 ま 様、 私たちは ラビー ア 族のまで すが、 私たちと あなた 様との 中間に 不 
信を のム ダル 族 居住地 域が あるた め、 聖月 間な 外には 化たち は あなた 様の 処に まるこ 
とは 不可能です。 

どうか 化たち の 仲間の ために も、 天国に 入れる よう 善行に ついて 教えて 〈だみ、」 

アツ ラーのみ 使いは それに 巧し こうい われた 

「私は あなた 方に 四つの 善行を すすめ、 別に 四つの 悪行を 禁じます。 

善行とは アツ ラーを 崇拝し アツ ラーにな にものを も 比肩して はなら め こと、 礼拝を 巧い、 

ザ カー トを 支出し ラマダー ン 月の 断食を 守る ことです。 

それに 戦利品の 五分の一を 提出し なければ なりません。 

私が 禁ずる 四つとは、 乾いた ひようたん つぼ、 緑色の 瓶、 ニス 塗りの 容器、 なつめやしの 
木で 作った 鉢け キづ りを 使用す る ことです」 



彼らが 寸キー ル" とはな にかと 質問した ところ、 預言者は それが 木の 幹を くりめ いた 容器 
た 中に 小粒の なつめやしの 実 （サイードに よると、 預言 まは" タム ル" といわれ たと しづ） 
を 入れ、 

水を 注ぎ 発酵 させて 酒を 造ったり、 また それを 飲んだり する ために 使われる 道具で ある 
と 答え、 「あなた 方の一人は 酔った あげく、 その 従兄を 剣で 傷つけた ではない か」 といい 加 
えられた。 

彼らの一人は これに 巧して 「実際 私たちの 仲間の一人が 酔っ ぱらっ て 人を 傷つける 事件 
を 起こした のです が、 そのこと を 恥じ、 み使い 様には 内密にして いたのです。 

し 力ん ながら、 もし 私たちが これらの 道具を 使えない とすれば どんな 容器が 水を 飲む のに 
適当で しよう か」 とたず ねた。 

み使いが これに 巧し 口元を 縄で 結ぶ 皮 製の 水 袋が 適当で あると 述べる と 彼らは 「み使い 
様、 私たちの 国には 野わず みが 多 〈、 皮の 水 袋は それらに かじられて しか、 ます」 と 答え 
たが、 アツ ラーの 預言を は 兰度も 繰り返して 「たとえ 野わず みに かじられよう とも 皮 袋を 使 
うように」 と 指示され たのでした。 

アツ ラーの 預言を はこの 後、 アブ ドル •カ イス 族の ア シャツ ジュ にむ かい 「あなたは アツ ラー 
の 喜ぶ 二つの 特性、 即ち 理解力と 思慮 深さに 富む 人物です」 といって おほめに なった。 


カタ ー ダに よる アブ ドル •カ イス 族が アツ ラーのみ 使いの 処 にやって きた 時の 前記と 同 内容の ハ デ 
ィース は、 別の 伝承 ま 経路で も 伝えられ るが、 それには 「ル 粒の なつめやし (ク タィー ア ー)、 また 
は、 （普通の） なつめやし (タム ル） の 実、 およん 水を それにを ぐ」 などの 言葉は 記されて いない。 
また、 サイードが 伝える 預言を の 言葉％ つめ やしの 実 (タム ル)」 と しづ 表現 も みられ か、 

アブー ■サイド •フ ドリーによると、 アブ ドル •カ イス 族の 使節は、 アツ ラーの 預言者の 処に まて 次の 
ようにい った 

けツ ラーの 預言を 様、 アツ ラーが 私たちを あなた 様の ために 役立たし めます ようにと 願っ 
ております。 

(ところで) どんな 飲物が 化たち に 良い の 力、、 教えて 〈だみ り 

預言 まは これに 対し 飲物に ついては 触れず 「ミ 酉 用 木 鉢け キール) から 飲んで はなら な 
い」 と 述べ、 ナキー ルとは 何かとの 質問に 対し 「内部を がめ いた 木の 株で ある」 と 答える と 
共に 

「ひょうたん 瓶 や 酒器を 用いて はなら か、。 

縄で 口元を しめる 皮 袋仏ウ カー) を 使うよう に」 と 指示され た。 



イス ラームの 宣教 法に 関して 

イブ ン •ア ツバー ス による t ムア ーズは 次のように 語った 

アツ ラーのみ 使いは 私を イエメンに 派遣す るに 当り、 こうい われた 

「あなたは、 啓 典を 信ずる 人々 に 会う だろう が、 先ず 彼らに 巧し 『アツ ラー lil 外に ネ 申は なく、 

私 仏 ハン マド） は アツ ラーのみ 使いで ある 化 説きな み、。 

彼らが それを 信仰したら、 次に、 アツ ラーは一日 五 度の 礼拝を 命じな 苗 ことを 説き、 更に 
それを 受 入れたならば、 アツ ラーは ザ カー トを 義務と して 定めて おり、 それは 貧を に 給す 
るた め 富裕 者より 集められる ことを 教えな み、。 

ただし 彼らが これを 受 入れた としても 彼らの 最も 大切な 財産まで ザ カー ト として 徴収して 
はならない。 

迫害され ちしむ 人々 の 祈りの 声は むして 聴 〈ように。 アツ ラーとその 人たち との 間には な 
んら 障壁 もな く、 彼らの 声は そのまま アツ ラーの もとに 達する ものです （を）」 

(お 迫害され る まの ネ斤 りは たとえ 不信を の それで すら、 直接 アツ ラーに 達する とし ホれ る 

イブ ン •アツ バース による t 預言を はムア ーズを イエメン にが 遣な さった 巧、 次のように いわれた 
「あなたは、 啓 典を 信ずる 人々 に 会う だろう」 な 下は 前記 ハディー スと同 内容で ある。 

イブ ン •ア ツバー ス による t アツ ラーのみ 使いは ムア ーズを イエ メソ こは 日 事と して) 派遣した 時、 
こうい われた 

「あなたは これから 啓 典の 民ら の 地域に 赴 〈ので ある 力 《 、先ず 最初に 彼らに 説 〈べき こと 
は アツ ラーへの 信仰で、 

彼らが これを 十分 理解したならば、一 日 五 度の 礼拝が 課せられ ている ことを 説き、 

更に、 これが 守られる ようになったならば、 アツ ラーが 彼らに ザ カー トを 義務と して 命じて お 
り、 これは 富裕 者より 集め 貧を に 分配され る ことを 話しな み、。 

そして これに 彼らが 納得したならば、 ザ カー トを 集めな み、。 

ただし 彼らの 最も 大切な 品々 まで ザ カー ト として 徴収す るよう な ことがあって なりません」 



不信者に 対する 戦闘 命令に ついて 


アブー. フライ ラは こう もえて いる 

アッ ラーのみ 使いが t 〈なられ、 アブーバクルが カリフ （後継 ま） に 選ばれた 時、 アラブの 
幾つかの 部族が イスラー ム 信仰を 案て た。 

これに 関し ウマル ゼン •ハッター ブは アブ ー ■ バ クルに 次のように いった 
「アッ ラーのみ 使いは、 かつて 

『"アッ ラーなかに ネ申 はない" との 信仰を 持ため 者と 戦うよう アッ ラーより 命ぜられた。 信仰 
を 告白した ものは、 私の 責任に おいて 庇護され るが (罰に 価す る） 違反者への 報いは アッ 
ラー (の 判断） に 委ねられる』 

と 述べられ たが、 あなたは (背信者ら と) 戦う つもりで すか」 

これに 対し アブーバクルは 「ザ カー トと 礼拝を 分離させる をに 私は 必ずや 戦いを いどむ 
だろ ラ。 

ザ カートは 礼拝 同様 信仰の 基本で あり 富める 者の 義務で ある。 

今、 （ザ カー ト 運搬 用の らくだの 脚を むすんだ) 紐を ゆるめようと しないを らも、 み使い 在世 
の 頃には 谨務 として ザ カー トお支 化って いたので ある。 

今 それを やめる 者に 巧して、 私は 断固と して 戦う であろう」 と 答えた。 

この 言葉に ウマル •ビン •ハッター ブは 「アツ ラーに 誓って 申します、 今や アツ ラーは アブ 
- •バ クルの むを 開き、 ザ カー ト 供出を 拒否す る まらに がする 戦いが 正当で ある ことを 気 
づ かせ 給うた。 

アブー •バ クルの 決意は 正当で あると 私は 思う」 と 述べた。 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは かつてこう いわれた 

「私は、 人々 カヴッ ラーな 外に 神は ない と 証言し ないかぎ り、 これと 戦うよう 命ぜられた。 
それを 話 言した まの 生命 財産の ま 全は 私に よって 保証され る。 

ただし まを 犯した 違反者は 別た その 処置は アツ ラーの 判断に まかせられる」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「私は、 人々 カヴツ ラーな 外に 神は ない と しづ 真理を 記 言し 私 カヴツ ラーのみ 使いで あ 
る こと、 およん 化が 託された 教えを 信ずる まで 戦うよう 命ぜられて いる。 

人々 力 巧れ を 行ったならば、 彼らの 血と 財産の 安全は 私に よって 守られる。 

ただし まを 犯した 違反者は 別た その 処置は アツ ラーの 判断に まかせられる」 


ジャー ビルに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 

「私は、 人々 カヴツ ラーな 外に ネ申 はない と 記 言す るまで 戦う ことを アツ ラーから 命ぜられた。 
人々 が、 アツ ラーな 外に 神は ない と 話 言した 時、 彼らの 血と 財産は 私に よって 守られる。 



ただし まを 犯した 違反を は 除かれ、 その 処置は アツ ラーに まかせられる」 

この 後、 み使いは 次の クル アー ン聖 句を お誦 みに なった。 

「だから、 あなたは 訓戒しなさい。 本当に あなたは一人の 訓戒 者に 外なら なし、 かれらの 
ための 支配を ではない」 （クル アーン 第 88 章 21-22 節） 

アブ ドツ ラー •ビン •ウマルに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「私は 人々 力 《 『アツ ラーな 外に 神は な 〈、 ムハンマドは 神の み使いで ある J ] と 証言し 礼拝 
を 行い、 ザ カー トを 支出す るまで 戦うよう アツ ラーに 命ぜられた。 

もし 彼らが それらを 行う 時、 彼らの 血と 財産は 私に よって 保証され るだろう。 

ただし' 彼らが まに 反する 行為を 犯した 場合は 別で、 その 化 置は アツ ラーに 委ねられる」 

アブー •マーリクに よれば、 彼の 父は アツ ラーのみ 使いが こうい われる のを 聞いた 

「アツ ラーな 外に 神は ない と 証言し アツ ラーな 外にし け々 るネ 申を も 崇拝し ない 者は、 財産、 
生命を 脅かされる ことは ない。 その まらの 処遇は アツ ラーに 委ねられる」 

アブ ー. マー リクに よれば、 彼の 父は 預言 まがこう いわれる のを 聞いた 
「アツ ラーの 唯一性を 信ずる をは …… 」 
lil 下は 前記と 同 内容の ハディー ス である。 



信仰に ついて 


サイード ゼン •ム サイ イブが 彼の 父から 聞いた ハディー ス によると、 アブー •夕ー リブの 臨終に 近い 
頃、 アツ ラーのみ 使いは 彼を 見舞いに おいでになった。 

そこには、 アブ ー • ジャ フル •アム ル •ビン •ヒシ ャーム と アブ ドツラ ー • ビン •アブ ー • ウ マイヤ ‘ビン- 
ムギー ラが いた。 

み使いは こうい われた 

「伯父 上よ、 『アツ ラーなかに 神は ない』 と 告白して 下み、。 

そうすれば あなたが 信者で ある ことを アツ ラーの 前で 私が 証言し ます」 

これに 対し アブ ー ■ ジャ フルと アブ ドツラ ー ■ ビン •アブ ー ■ ウ マイヤは いった 

「アブ- •夕- リブよ、 あなたは 父 アブ ドル •ムツ タ リブから 受け継いだ 先祖伝来の 信仰を 案 

てるので すか」 

み使いは、 伯父に 巧し 信仰告白 をす るよう 繰り返し 頼んだ が、 アブー •ジャ フルら も 彼の 
(同 む 言葉を 繰り返して いった。 

アブー •夕ー リブは 最後に 決が して、 アブ ドル •ムツ タ リブの 信仰を 守る ことと し けツ ラー 
な かに 神は ない」 と 告白す る ことを 拒否した。 

これに 巧し み使いは いわれた 

「アツ ラーよ、 私は あなたが 止める よう 命ずる まで、 あなたに 伯父の ための 許しを ち; い 続け 
るで しけ」 

その後 間もなく 、アツ ラーは 次の 聖 句を 啓示され た。 

「巧言まで あれ、 信者で あれ、 不信 まの ために 許しを 乞う のは、 たとえ その 親族であった 
としても、 許されない。 

(彼らが) 地獄の 居住 またる ことは、 すでに 明白で あるの だから J の ル アーン 第 9 章 1 13 

節） 

次の 聖句も アツ ラーのみ 使いに 啓示され た。 

「あなたが 愛する をであって も、 正しい 道に あなたが その まを 導き 得る わけでは か、。 

アツ ラーこそ 人を 思いのままに 導き 給う 方で あり、 だれを 導き 給う か 最も 良く 巧り 給う 方で 
あられる」 （クル アーン 第 28 章 56 節） 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 ズ フリー によっても 別の 伝承を 経路で 伝えられる。 

ただし、 クル アーン のこれら 二聖 句に 言及し ない 伝承 まも あって、 後半 部分に 表現 上 若干の 差異 
が みられる。 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは 死の 床に 臥す 彼の 伯父に こうい われた 
「『アツ ラーな 外に 神は ない』 と 告白して 下さい。 

そうすれば 私が 審判の 日 にあな たが ムス リムで ある ことの 証言 まになります」 



しかし 伯父 ヴブー •夕ー リカは これを 拒否した。 

この 折、 アツ ラーは 次の 聖 句を 啓示され た。 

「あなたが 愛する をであって も、 正しい 道に あなたが その 者を 導き 得る わけでは か、。 
アツ ラーこそ 人を 思いのままに 導き 給う 方で あり、 だれを 導き 給う か 最も 良く 知り 給う ちで 
あられる」 （クル アーン 第 28 章 56 節） 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは 臨終 近い 彼の 伯父に こうい われた 

「『アツ ラーなかに 神は ない』 と 唱えて 下み、。 そうすれば 審判の 日に 私は、 あなたが ムス 
リムで ある ことの 証言 まになります」 

これに 対し アブ ー ■ 夕ー リカれ、 った 

「死を 恐れる あまり 改宗した の だと 私を クライ シュ 族の 者ら が 非難す をむ 配 さえなければ、 
私は お前の 言葉に 従った だろう に」 

この 折、 聖 句が 啓示され た。 

「あなたが 愛ず るを であっても、 正しい 道に あなたが その 者を 導き 得る わけでは か、。 
アツ ラー こそ 人を 思いのままに 導き 給う 方で あり、 だれを 導き 給う か 最も 良 < 知り 給う 方で 
あられる」 の ル アーン 第 28 章 56 節） 



信仰に よって アツ ラーにお 会いす る ことにつ いて 

ウス マー ン によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「『アツ ラーな 外に 神は ない』 との 真 巧を 十分 がって、 死を 迎える まは 天国に 入る」 


フ ムラー ン によると、 ウス マー ン はこう 語った 

「私は アツ ラーのみ 使いが、 （前記と 同 内容の ハディー ス を） 語る のを 聞いた」 

アブ ー フライ ラは 次のように 語った 

私たちは 預言 まと 共に タブークへの 遠征に 参加した。 

その 途中 食糧が ほとんど 尽き、 状況が 切迫した。 

そのため 人々 は 乗 用ら 〈だを 食糧と して 屠殺す る ことにした。 

ここに 至って ウマルは いった 

けツ ラーのみ 使い様、 どうか 兵たち それぞれの 持っ 僅かな 食糧で も 全部 集め、 あなたが 
その上に アツ ラーの 加護を 析って 〈だみ、」 

預言者は それに 同意な さった。 

そこで 麦を 持っ ものは その 麦を、 なっめの 実を 持っ 者は、 そのな っめの 実を それぞれ 手 
にしながら 寄り集まった。 

ムジ ャーヒ ドに よると、 なつめの 種を 持参した まら も おり、 なつめの 種で どうす るの かと 聞 
かれた 時、 彼らは じれを しやぶ りながら 水を 飲む の だ」 と 答えた と しづ。 

(ともあれ) 預言 まは これらの 食糧の 上に アツ ラーの 恵みを 析っ た。 

(すると その 分量は 奇跡的に 増大し） 人々 は、 食糧を 十分に 補充す る ことができ たので あ 
っ た。 

この 時、 預言を は 次のようにい われた。 

「アツ ラーな 外に ネ申 はな 〈、私は アツ ラーのみ 使いで ある ことを 証言し ます。 

(アツ ラーの） しもべに して これら 二つに 疑念を 抱かず 審判の 日 に アツ ラーにお 会いす るを 
は 必らず 天国に 入れる であろう」 


アブー •フライ ラ、 または、 アブー •サイードより 聞いて、 アア マシ ュ はこう 伝えて いる 
タブーク 遠征の 巧、 食糧が 欠乏し 兵たち は 飢えに 苦しんだ。 

彼らは アッ ラーのみ 使いに 乗 用 ラク ダを 殺して 食糧と しその 脂肪を 使いたい と 許可を 求め 
た。 

み使いは 「望む ようにしなさい」 とお 答えに なった が、 ウマルが そこにき て 次のように いっ 
た 

けッ ラーのみ 使い様よ、 もし 彼らに それを 許したら 乗り物が 足りなくなります。 提言し ます 
が、 ちたち それぞれに 残って いる 食品を 持って くるよう に 命じ、 それらの 食品に アッ ラーの 



恵みを ホって 下み、 そうすれば アッ ラーが 加護を 下さる に 違いありません J 
み使いは これに 同意な さった。 

そして 皮 製の マットを 持って こさせ、 それを 敷いて から 兵たち に 食糧の 残りを 持って 集まる 
ぶ ラ 命じた:。 

それで 或るを は一握りの 穀物 やひと つかみの なつめの 実な どを 持って 集まった。 

パンの 切れ端を 持って来る まも あった。 

僅かず つ 集まった これらの 食品は マットの 上に 置かれた。 

み使いは これら 食品の 上に アッ ラーの 恵みを がって 後、 こうい われた 
「各自 容器 こ いっぱい 食品を とりなみ、」 

それで 兵たち は それぞれの 容器に 食物を あふれる ばかりに 満たした 力 《 、一人 として 空の 
容器を 持つ 者は いなかった。 

彼らは 腹一杯 食事を したが、 マットの 上には まだ 余りが 残されて しが。 

み使いは この 巧、 次のようにい われた。 

「アッ ラーな 外に ネ申 はな 〈、 私は アッ ラーの 使 巧で ある ことを 証言し ます。 まことに この 二つ 
に 疑念を 抱 〈ことなく アッ ラーにお 会いす る ことを 願う を ホ、 天国から 決して 遠ざけられる こ 
とはない であろ ラ」 

ウバー ダ ゼン •サー ミトに よれば、 アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「『アッ ラーなかに 神は な 〈、アッ ラーは 唯一にして 彼に 比肩すべき ものは ない。 
ムハンマドは アッ ラーの しもべに して 使徒で ある。 

イエス もまた アッ ラーのし もべ、 そのし もべ 女の 息子で あり、 アッ ラーが マリアを 介してた 
達された そのみ 言葉、 その 精霊で ある。 

天国は 存在し 地獄 もまた 存在す る』 と 証言す るを を、 アツ ラーは それぞれの 望みの まま 八 
つの 門の どれから でも 天国に お入れになる」 


前記と 同 内容の ハディー ス は、 ウ マイル ゼン •ハーニーによっても 伝えられ ている。 

ただし これには けッ ラーはに れらの 真理を 確信す る まが 八つの 門の どれから でも 望みの まま 
天国に 入らし め 給う」 と しづ 表現は みられない。 

スナー ビヒー はこう 伝えて いる 

彼は 死の 床に あった ウバー ダ •ビン •サー ミトを 見舞い おしみ 泣いた。 

これに 巧し ウバー ダは 次のように 述べた。 

「落着きなさい。 どうして 悲しむ のです か。 

アッ ラーに 誓って、 もし 私が 話 言を 求められたら あなたが 信を たる ことを 必ず 証言し ます。 
また、 もし 執り成しを 求められたならば、 あなたの ために 必ず 執り成しを 致します。 

そして、 もし 他に もで きれば、 あなたの ために 役に立ち たいと 思います」 



それから 彼は 言葉を 続け T いった 

「アツ ラーのみ 使いから 私が 聞いた 話は あなた 方に とっても ち 益で あり 私は その 全てを 話 
しました が、 まだ一つ だけ 残って います。 

私は もうす ぐ 死め 身で も あり、 今 話して おき ましよう。 

み使いは 次のようにい われました。 

『アツ ラー lil 外に 神は な 〈、ムハンマドは アツ ラーのみ 使いで ある ことを 証言す る まに 巧し 
アツ ラーは 地獄の 日を 禁じ 給う だろ 列と」 

ム アーズ ゼン •ジャ バルは こう 伝えて いる 

私は、 ろばの 背で 預言 まの すぐ 後に 座り、 間には 輯 の一部が みえる だけだった。 

預言者は この 折 「ム アーズ •ビン •ジャ バルよ！ 」 と お呼びに なった。 

私は けツ ラーのみ 使い様、 あなたの お 側に おります。 なんなりと お申しつ け 下み りと 答 
えた。 

同じ ことが しばら 〈間を おいて 二度 ほど 繰り返された 後、 預言者は こうい われた 
「あなたは アツ ラーが、 どのような 権利を しもべら に 要求な された か 知っな 巧す か」 

私は これにが し r アツ ラーとその み使いが 最もよ 〈ご存知です」 と 答えた。 

預言者は けツ ラーが しもべら に 要求した 権利は、 しもべら が アツ ラーを 崇め、 アツ ラーに 
なにものを も 混え ては ならない と しづこと です」 といわれた。 

その後、 しばらくして 預言者は 「もしも アツ ラーをな にものを も おえる ことな 〈信仰した 場合、 
しもべら が アツ ラーに 要 ホすべき 権利は 何 かかって います か J と 問い かけられ、 「かりませ 
ん」 と 化が 答える と 「それは アツ ラーが 彼らを (地獄の 業火で) ちしめ か、 ようにと 願う こと 
です」 といわれた。 

ム アーズ ゼン •ジ かシ レは こう 伝えて いる 

私は ウ ファイルと しづ 名のろ ばの 背で アツ ラーのみ 使いの 後に 座った。 

この 巧、 み使いは こうい われた 

「ム アーズ よ、 あなたは しもべら にがす る アツ ラーの 権利と、 アツ ラーにが する しもべら の 
権利に ついて かってい ます か」 

私が 知りません と 答える と、 み使いは こうい われた 

「しもべら に対する アツ ラーの 権利は 彼ら カヴツ ラーのみを 崇拝し アツ ラーに 巧し なにも 
のを も 同位を としない ことです。 尊き アツ ラーにが する しもべら の 権利は、 アツ ラーになに 
ものを も 混えない 者を 罰し かにと です」 

ム アーズ がみ 使いに 巧し じの 喜ばしい 教えを 人々 にから せても お'' です か」 とたず わる 
と、 彼は 「誰に も 話して はならない。 人々 が (イスラー ム のにれ な 外の 教えを 守らな 〈なる 
恐れが あるから です」 といわれた。 



ム アーズ ゼン •ジ かシ レに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「ム アーズ よ、 あなたは しもべら にがす る アツ ラーの 権利を かってい ます か」 

ム アーズ がけ 日り ません」 と 答える と、 み使いは いわれた 

「アツ ラーのみを 崇拝す べきた なにものを も 彼の 同位 まとして はならない ことです」 
更にみ 使いは 「もしも、 しもべら がその 通りに 行った 場合、 アツ ラーに 巧す る しもべら の 権 
利は なんです か」 とおたず わにな り、 私が 「知りません」 と 答える と、 けツ ラーが 彼らを 罰し 
ない ことです」 といわれた。 

ア スワ ド •ビン •ヒ ラールに よると、 ム アーズ はこう 伝えて いる 
アツ ラーのみ 使い 力 《 、私の 名を お呼びに なった。 

私が 答える と 「あなたは、 人々 に対する アツ ラーの 権利に ついて かってい ます か」 とい わ 
れ た。 

これな 下の 記述は、 前記の ハディー スと同 内容で ある。 

アブー •フライ ラは こう 伝えて いる 

ネムたち は、 アツ ラーのみ 使いの まわりに 座り、 アブー •バ クル や ウマル も一緒だった。 
しばらくして み使いは 立ち上り、 外に 出て 行った まま、 長い間 帰って まなかった。 

そのため、 化 達は 「誰も 彼に ついて 行かなかった ために 敵に とらわれ たのでは ないか」 と 
む 配し だした。 

不安に なって 私たちは 立ち上がった が、 最初に 危惧し だした のは 私だった。 

それで 化は、 み使いを 探しに 外に 出て、 アンサールの 居住 区に ある バヌー ナツ ジャー ル 
巧 有の 庭園に 行き、 その 門の あたりまで みて まわった が 誰もい なかった。 

しかし 外部の 井戸から 庭園に ひき 込まれた ル 川 （ラビ ィ かが 見えた のた 私は それに ひ 
かれきつ わの ように そっと 近づいて 行った。 

すると、 そこにみ 使いが おられた のだった。 

み使いは けブー フライ ラ か」 といわれた。 

私が 「そうです」 と 答える と、 また、 「どうしたの だ」 といわれた。 

私は 「あなたが 私共のと ころから 立って 出て 行かれ、 長い間 帰って来な いので、 誰もい な 
い処で 敵に とらわれ たのでは ないかと 不安に なりました。 

私が 最初に そのような 危惧に とらわれた のです。 

それで 化は 庭園に 来て、 T 度き つ わがやる ように、 そっと 近づいた のです。 

仲間ら もす ぐに ここに やって 参ります」 と 答えた。 

み使いは け ブーフ ライラよ」 と 呼ばれ、 履物を おに 下さって からこう いわれた 
「私の これらの 履物を 持って行き なみ、。 

そして この 庭園の 外で、 アツ ラーなかに 神は ない と 真実 記 言す る ものが いたら、 その まは 
天国に 入れる ことを 伝え 喜ばせて あげなさい」 



さて、 私が 会った 最ネ 刀の 人物は ウマルでした。 

彼は それらの 履物は 何かと 私に たずねた ので、 私は 次のように 答えた。 

「これは み使いの 履物です。 

これらと 共に 彼は、 アツ ラーな 外に ネ申 はない とむ の 底から 記 言す る ものは 誰でも 天国に 入 
れ ると しづ 良き 知らせを 告げる ことを 私に 託した のです」 

この 時 ウマルが、 突然 私の 胸を 強く 押した ので、 私は ひっくりかえって しまった。 

彼は いったけ ブーフ ライラよ。 戻りなさい」 

私は み使いの ところへ 戻った が ほとんど 泣き出さん ばかりでした。 

ウマルは 私の すぐ 後に ついて きた。 

み使いが 「どうした のか」 といわれ たので、 「ウマルに 出会い アツ ラーのみ 使い様が 私に 託 
した 朗報を 彼に 話した ところ、 彼は 私の 胸を たたかい 後に ひっくりかえらせ、 ここに 戻る よ 
うにと 命じた のです」 と 告げた。 

これに 関してみ 使いは 「どうして そのような 事を したの 力、。 ウマルよ」 といわれた。 

ウマルは これに 答えて 「アツ ラーのみ 使い様、 父母に かけて 申し上げます 力 《 、 あなたは、 
アブー •フライ ラに 履物を もたせて 、アツ ラーな 外に 神は か、 とむ の 底から 証言す る 者に 
会ったら 誰でも そのを は 天国に 入れる と しづ 良き 知らせを 託した のです か」 とたず ねた。 
み使いが 「その 通りです」 とお 答えに なると、 ウマルは 次のように いった 
「どうか、 そのような 事は なさらないで 下さい。 

なぜならば、 私は 人々 力が こだ その 事 だけを 信ずる のをむ 配す るからで す。 

彼らに 善行を 奨励して 下さい」 

み使いは ウマルの 言葉に 同意され 「そう 割め よう」 とし ホれ た。 

アナス ゼン •マーリク はこう 伝えて いる 

アツ ラーの 預言 まは ムア ーズ ゼン •ジ かシ レに 巧し 彼が 預言を の 後で 共に ろばの 背中 
に 乗って いた 時、 「ム アーズ よ」 と 呼び かけられた。 

ムア ーズは 「あなたの お 側に おります 。何なりと ご用 命 下さい」 と 答えた。 

この ことが 兰度 繰り返された 後、 アツ ラーのみ 使いは 次のように いわれた 

「アツ ラーな 外に ネ 申は なく、 ムハンマドは ネ 申の しもべで あり、 神の 使 おで あると む 底から 記 

言す るまで あれば、 誰でも アツ ラーにより 地獄の 業火から 守られる であろう」 

これに 巧し ムア ーズカ 《 、 「その 事実を 人々 に 知らせて 喜ばせて はいけ ません か」 といった 
ところ、 み使いは こうい われた 

「もし 彼らに 知らせたならば、 彼らは ただ それだけに 頼る ことになるだろう」 

ム アーズ は、 この 話を 彼の 死の 床に おいて 初めて 語った ので ある 力 《 、 それは 人々 に 誤ち 
を 犯させない ためであった。 


イ いくー ン ゼン •マーリクは マディーナヘ 来て、 こう 語った 



何 かの 原因で 私の 視力が 悪化した。 

そこで 私は アツ ラーのみ 使いに 次のように 記した 手紙を 送った 

「私は あなた 様が 私の まに おいで 下さる ことを むより 願って おります。 あなたの ご 出席の も 
とに 礼拝を 行う その 場所を、 私は ネ斤 りの 場に したいと 思います」 

預言者は そこに おいでになり、 また、 アツ ラーが お望みに なった 教 友の 何人 かも 共に やっ 
て さた。 

預言を は 家に お入りに なり 礼拝を なされた。 

彼の 教 友たち は 仲間 同志で 話を 始め、 話題は マーリク ゼン •わフ シャム にお よんだ。 
彼らは、 預言を が マーリクを 呪って 死に 到らし める か、 または、 災難に 会わせる よう 神 アツ 
ラーに ネ斤願 すれば よいのに と 話して いた。 

この間に アツ ラーのみ 使いは、 礼 巧を 終え、 次のように いわれた 

「マ-リク ゼン •ドウ フ シャムは、 アツ ラーレ:; 外に 神は な 〈、 私が アツ ラーのみ 使いで ある こ 
とを 話 言 しないので すか J 

これに 巧し 「彼は 勿論 証言は 致します 力 《 、 しかし 決してむ 底からの ものではありません」 
と 彼らが 答える と、 み使いは けツ ラーレ U 外に 神は な 〈、 私 カヴツ ラーのみ 使いで あると 話 
言す る 者は、 地獄に 入る ことは な 〈、 業义も そのを を 焼き 尽 〈す ことは かであろう」 とし ホ 
れ た。 

アナスは これに 関連し 次のように 述べて いる 

「この ハ ディースを 聞いて 私は 非常に 感動し ました。 それで 私は 息子に これを 書きと どめ 
るよう に 命じました」 

アナスに よると、 盲目の イ いくー ン ゼン •マーリク はこう 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いに 手紙を 送り、 私の 家に まて、 礼拝 場 巧を 定めて 下さる よう お願い 
した。 

それた み使いは 教 友ら 共々、 おのまに 来られた 力 《 、その 時、 マーリク ゼン •ドウ フ シャム 
という 人物に ついて 教 友の 間で 論議が かわされた。 

な 下は 前記と 同 内容の ハディー ス である。 



信仰の 喜びに ついて 


ア ツバー ス ゼン •アブ ドル •ムツ タ リブに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「信仰の 喜びを 味わう とは、 アツ ラーを 主と 崇め、 イス ラームの 教えを 日々 の 導きと しム 
ハン マドを アツ ラーのみ 使いと 信じる ことで ある」 


イマー ンの 種類に ついて 

アブー •フライ ラに よると 預言を はこうい われた 

「信仰 （イマー ソ には 70 lil 上の 種類が ある。 謙譲 も 信仰の一つ である」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「信仰には 70 な 上、 もしくは、 60 な 上の 種類が ある。 

その 最善なる ものは、 アツ ラーのかに 神は か、 と 話 言す る ことで あり、 最も 小なる 信仰と 
は 道路から 邪魔になる をを 片付ける 巧 為で ある。 

謙譲 も 信仰の一つ である J 

サー リムは その 父から 聞いて こう 伝えて いる 

預言 まは、 或る 男が その まに 謙譲に ついて 教えて いるのを 聞き、 こうい われた。 

「謙譲は 信仰の一つ である」 

ズ フリーは 前記と 同 内容の ハディー スを 伝え、 次の 表現を 加えて いる 

預言者は、 たまたま アンサー ルの ある 男が その まに 謙虚 さに ついて 諭して いる 時、 その 
傍らを お通りに なった。 

イム ラー ン ゼン •フサ インは、 預言を の 次の 言葉を 伝えた 
「謙虚で あれば 善い 結 まが 生ずる ものです」 

これに 関連し ブ シャイ ル •ビン •カア カが 知恵の 書 にも 節制 及び 平穏は 謙譲より 生ずる 
と 記されな、 ます」 と 語った が、 イム ラー ンは 「私は あなたに アツ ラーのみ 使いの 言葉を 伝 
えてい るのに、 あなたは あなたの 読んだ 本に ついて 話して おられる」 といって 彼を をめ た。 

カターダ はこう 伝えて いる 

私達は、 イム ラー ン ゼン •フサ インと一緒に 座って いた。 

そこには ブシ ヤイ ル ゼン •カ アブ もしが。 

イム ラー ン は、 アツ ラーのみ 使いが 或る時 お話しに なった r 謙虚 さは 完全なる 善行で ある _! 



もし 〈は 「謙虚 さは 善行を 完全に する」 と しづ 言葉に ついて 語った。 

これに 関して ブシ ャイ ル ゼン •カア カれ、 った 

「或る 種の 書物、 または、 知恵の 書には、 謙虚 さがむ の 平穏 や アッ ラーにが する 分別を 生 
ぜ しめる と あり、 また 謙虚 さには 弱点 も あると 記されな'^ る」 

この 言葉に イム ラー ンは 両眼が 赤 〈なるほど 怒って 「化 カヴッ ラーのみ 使いの ハディー ス 
を あなたたち にお 話しして いるのに、 あなたは それに ホ 目 反する ことを 述べようと している で 
はない か」 といった。 

私 (カターダ） が 思う に、 イム ラー ンは アッ ラーのみ 使いの ハディー スを 語った のに 巧し、 ブ 
シャイ ルは それと 同じ 類の一 般 的な 話を したため イム ラー ンが 怒った ので ある。 

それで 私たちは、 イム ラー ンに 巧し 「アブー •ヌジャイ ドよ （イム ラー ンの 呼び名） ブシ ャイ ル 
は 私たちの 仲間で あり、 なにも 間違った 事を 述べた わけでは ない」 といって なだめた。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 イム ラー ン ゼン •フサ インに よっても 伝えられ ている。 



イスラー ムの最 重要な 教えに ついて 


スフ ヤーン •ビン • アブ ドツ ラー • サカ フイーは 伝えて いる 
私は アツ ラーのみ 使いに こういった 

「あなたが t き 後 （もしくは あなたな 外に） イスラー ム に関して 誰に も 質問す る 必要の ない 
ほどに 重要な 事項を 教えて 下み り 

これに 巧し み使いは けツ ラーを 信じます と 唱え、 それを 固く 守って い 〈ことです」 といわれ 
た。 


イス ラームの 長所に 関して 

アブ ドツ ラー •ビン •アム ルは こう 伝えて いる 

或る 男が アツ ラーのみ 使いに 「イスラー ムの 長所は どんな 点に あります か」 とたず わた。 
み使いは これに 対し 「食物を 分ち 合い、 がって いる 者 や 知らめ まの 区別な 〈挨楼 を 交わす 
点です」 とお 答えに なった。 

アブ ドツ ラー •ビン •アム ル •ビン. アース はこう 伝えて いる 

或る 男が アツ ラーのみ 使いに 「どんな ムス リムが よい ムス リムです か」 とたず わた。 

これに 巧し み使いは 「言葉に よってで も、 手に よってで も 他人を 平 まに する 人が よい ムス 
リムです」 といわれた。 

ジャー ビルに よると、 預言者は こうい われた 

「ムス リムとは、 手に よってで も、 言葉に よってで も 他の ムス リムたち を 安ん ずる 人の こと 
です」 


アブー ■ム ーサー アシュ アリーは 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いに 「イスラー ムの 何が 最も 秀れ ている 点です か」 とたず わた。 
これに 関しみ 使いは こうい われた 「お 互いの 言葉と 行動に よって ムス リムたち が 守られ、 
ま 全で ある 点です」 

ブライ ド •ビン •アブ ドツ ラーは、 これと 同 内容の ハディー スを 伝えて いる 力 《 、 それに 次の 表 
現が みられる。 

「アツ ラーのみ 使いは 『どんな 人たち がよ い ムス リムです か』 と 質問され た」 



信仰の 真髓 について 


アナスに よると、 預言者は こうい われた 

「信仰の 素晴らし さを 見出した をは 誰でも 兰 つの 特長を もっています。 

第一は、 彼に とって アツ ラーと そのみ 使いは 他の いかなる ものより 尊い こと、 
第二は、 アツ ラーの 教えに 従って 他人を も 愛する こと、 

第兰は （アツ ラーを 信ずる 故に） 地獄の 業火に 投げ入れられる ことなく 救われた の 
であるから、 不信者に 戻る ことを 嫌う ことです」 

アナスに よると、 アツ ラーの み使いは こうい われた 

「信仰の 真髓を 知った 人は だれでも 兰 つの 信条を 身に つけて いる。 

ア ツ ラーの ための みに 人を 愛する こと、 彼に とって ア ツ ラーと そのみ 使いは だれよ 
り も 尊い 存在で ある こと、 アツ ラーを 信ずる 故に 救われた ので あるから 不信の 徒に 
戻る より は 業火の 中に 投げ こまれる ホを よ しとす る ことで ある」 


アナスに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承を 経路で も 伝えられ 
ている。 

それには 「不信の 徒に 戻る よりは」 の 代りに 「再び ユダヤ教 徒、 または、 キリ 
スト 教徒になる よりは J と しづ 表現が みられる。 



預言者を 愛する ことにつ いて 

アナスに よれば、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「いかなる しもべで あれ (アブ ドル •ワー リスに よれば、 "いかなる 人であって も"） 私を その 
家族、 財産、 あるいは、 全人 類よりも 愛する ようにならない 限り イスラー ムの 信仰 まとは い 
えない」 


アナス ゼン •マーリク によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「あなた 方 誰もが、 私を あなた 方の 子供、 父親、 あるいは 全人 類よりも 大切な 存在と 考え 
るよう にならない 限り、 イスラー ムの 信仰を とはいえ ません」 


同胞愛に ついて 


アナス ゼン •マーリクに よると、 預言者は こうい われた 

「あなた 方が 自分自身を 愛する ように、 兄 まや 隣人を 愛する ようにならない 限り、 まことの 
信仰を 持つ とはいえ ません J 

アナスに よれば、 預言者は こうい われた 

「私の 命を 司る 方に 誓って 申します が、 自分の ためになる ものを 隣人の ため、 もしくは、 兄 
弟の ために も 役立てようと しないを ホ、 まことの 信仰を 持つ とはいえ ません」 


隣人を 傷つけめ ことにつ いて 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「隣人を 不当な 行なで おびやかす をは、 天国に 入る ことができない 


隣人 や 弱者に 寛大で ある ことにつ いて 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

けツ ラーと 審判の 日を 信ずる 者は、 良き 言葉の みを 語る か、 さもなければ、 沈 熟を 守りな 
さい。 また、 アツ ラーと 審判の 日を 信ずる まは、 隣人に 巧し 寛容を もって 接しな み、。 そし 
てまた、 アツ ラーと 審判の 日を 信ずる 者は、 客人に 巧し 十分な 親切を 尽 〈しなみ り 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 



けツ ラーと 審判の 日を 信ずる まは、 隣人を 傷つけて はなり ません。 アツ ラーと 審判の 日を 
信ずる 者は、 客人に 巧し 寛容を 示すべき です。 そして また、 アツ ラーと 審判の 日を 信ずる 
をは、 良き 言葉を 話す か、 さもなければ、 沈默を 守るべき です」 

アブー •ハ シーン の 伝える ハディー スも Jil 下の 言葉を 除き、 前記の アブー •フライ ラに よる ものと 同 
内容で ある。 

アツ ラーの 使徒は こうい われた 

けツ ラーと 審判の 日を 信ずる まは、 隣人に 親切を 尽 〈すべきです」 

アブー •シュ ライハ •フ ザー イー によると、 預言を はこうい われた 

けツ ラーと 審判の 日を 信ずる を ホ、 隣人に 親切を 尽 〈すべきです。 アツ ラーと 害 半 りの 日を 
信ずる 者は、 客人を 歓待すべき です。 そして また、 アツ ラーと 審判の 日を 信ずる をは、 良 
きこと を 語る か、 さもなければ、 な 熟を 守るべき です」 



嫌悪すべき ものの 排除に ついて 

夕ー リク ゼン •シ ハー ブ はこう 伝えて いる 

イー ドけ 叙の 礼挥 前に、 フレ 《(説教) を 行う 習慣を 始めた のは マル ワーン であった。 
ある 男が 立ち上がって 「礼拝は フレ 《の 前に 行われるべき である」 と 抗議した のに 巧し マ 
ル ワーン は 「その 慣習は 廃止された」 と 答えた。 

これに 関連して、 アブー •サイードは 次のように 述べた 

「この 人物は、 彼に 課せされ た 義務を またしたの である。 私は、 アツ ラーのみ 使いが 次の 
ようにい われる のを 聞いた ことがある。 『あなた 方が なに か 嫌悪すべき ものを 見た 場合、 
手で それを 排除すべき です。 そしても しも 排除す るた めに 十分な 力がない 場合は、 舌 (言 
葉) で それを 行うべき です。 そしても しも それすら もで きない 場合には、 むの 中で それを 拒 
否すべき です。 それ も、 最も ささやかな 信仰の一端です J ]」 

前記と 同 内容の ハディー スは 、アブー サイード •フ ドリーによっても マル ワーン に 関連す る 物語と 
共に 伝えられ ている。 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウード によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「私な 前に、 アツ ラー によって それぞれの 国に 遣わされた 預言者は 全て、 人々 の 間に 弟子 
たちと 教 友ら を 持ち、 彼らは 預言者の 教えと 命令に 従った ので ある。 

その 彼らの あとに、 彼らが 行わなかった 事を 話し、 また、 彼らが 命じられなかった ことを 行 
う 彼らの 後継を たち が 現われた のであった。 

それらの をに 巧し、 手を 用いて 反 巧した をは 信仰を であった。 

彼らに 巧し 舌を もって 反対した 者 も 信仰を であった。 

そして また、 彼らに 巧し むで もって 反が したを も 信仰まで あった。 

それらな かの 者には、 唐が らしの 種 ほどの 信仰す らも あった とはいえない」 

これに 関連し アブー •ラーフィは 次のように 述べて いる。 

「私は この ハディー ス を、 アブ ドツ ラーゼン •ウマルに 話した 力 《 、 彼は これを 否定した。 

その 時、 たまたま、 アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードが カナーりこ 滞在して いたので、 アブ ドツ 
ラーゼン •ウマルは 私と 共に 彼を 訪問す る ことを 望んだ。 

それた 私は、 彼に ついて 行き、 イブ ン •マ スウードの 前に 座って、 この ハディー スに 関し 
て 質問した。 

彼は、 私 力 《 イブン •ウマルに 告げた のと 同 内容の ハディー スを 物語って くれた」 

なお アブ ドツ ラー •ビン •マ スウード による これと 同 内容の ハディー スは 別の 伝承 者 経路で 
も 伝えられ、 それには 次の 表現が みられる。 

「預言者の 中で その 指導に 従い、 その 教えを 守る まモ たちを 持たない をはい なかった」 



な 下は 前文と 同 内容で ある 力 《 、ただし イブ ン •マ スウードの 浦 在 や 彼と イブ ン •ウマルと 
の 会見に ついては 言及され ていない。 



イエメン 人の 信仰に 関して 

イブ ン •マ スウードに よると、 預言 まは、 イエメン のち 角を 手で 指し示しながら、 こうい われた 

「イマー ン (信仰） はこの 方角の 人々 にある。 む 情のを 酷 も 粗雑 さは 、 らくだを 尻尾の 後 
で 追い立てる 飼主ら の 間で 見られる。 そこでは 悪魔み ャ イター ソが両 角を むきだし てい 
る。 彼らは ラビー アとム ダルの 両 部族で ある」 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「イエメン 人ら が やってきた 力 《 、 彼らは、 む 情の やさしい 人たち である。 信仰は イエメン 人ら 
に 根ざし 信仰の 理解 も イエメン 人ら に 深い。 そして また、 イエメン 人ら は 十分な 賢明 さを 倫 
えてい る」 

アブー •フライ ラは、 前記と 同 内容の ハディー スを 別の 伝承を 経路で 伝えて いる 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「 あなたた ちの 化に イエメン 人ら が やってき たが、 彼らは む やさし 〈、 感情が 豊かな 人たち 
です。 イエメンの 人たち は 信仰を よ 〈理解して おり、 十分に 賢 さを 備えな^」 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「最も 不信なる 者たち がま 方に ある。 傲慢、 自惚れは 天幕 住いの 馬 やら 〈だの 飼育 まらの 
間に 見られる。 一方 静穏 さは、 やぎ や 羊を 飼育す る 人たち に 見られる」 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「信仰は イエメン 人ら の 間に あり、 不信は ま 方に ある。 静穏 さは、 やぎ や 羊の 飼育 者の 中 
にあり、 高慢と 偽善は 馬 やら 〈だの 飼育 者の 間に 見られる」 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「傲慢と 偽善 がら 〈だの 飼育 者ら に 見られ、 静穏 さは やぎ や 羊の 飼育を の 間に 見られる」 

前記と 同 内容の ハディー スがズ フリーに よっても 伝えられ、 それには 次の 言葉が 付加され ている 
「信仰は イエメン 人ら にあり、 險明 さも イエメン 人ら にある」 

アブ ー ■ フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「イエメン 人ら が やってきた 力 《 、 彼らは 感情が 細やかで、 む やさしい 人たち である。 信仰は 
イエメン 人ら にあり、 聴 巧 さも イエメン 人ら にある。 

静穏は やぎ や 羊の 飼育 まらの 中に 見られる。 



一方、 高慢、 偽善は らくだの 飼育 まらの 間に 見られ、 彼らは 日の 昇る 方角 に テント 住いを 
する をたち である」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「あなたた ちのと ころに イエメン 人ら が やってきた 力 《 、彼らは む やさし 〈柔和な 人たち である。 
信仰は イエメン 人ら にあり、 彼らは 聴 巧 さを 備えて いる。 

— 方、 不信の 最 たるまら はまの 方角に いる」 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 アア マシ ュに よっても 別の 伝承 ま 経路で 伝えられ るが、 「不信の 最 
たるまら はまの 方角に いる」 という 表現は みられない。 


シュウ バの 伝える ハディー ス は、 前記と 同 内容で あるが 次の 言葉が イ寸 加され ている 

「傲慢と 偽善は らくだの 飼主ら の 間に 見られる。 平穏と 誠実は 羊の 飼主の 間に 見られる」 

ジヤー ビル •ビン •アブ ドツ ラーによると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「野卑な む 情と 傲慢 さは ま 方の 人々 の 間に あり、 信仰は ヒジヤー ズ 地方の 人々 の 間に あ 
る」 



信を lam は 天国に 入れ かにと に関して 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「信仰む を 持ため 限り、 誰も 天国に 入る ことは できない。 また、 お 互いが 愛し 合わない 限り、 
信仰む を 持つ とはいえない。 

そうする ことで 互いに 親愛 感を 育てる 方法を 私は あなた 方に 教えなかったです か。 

それは、 お 互い カヴツ サラー ム •アラ イ クム！ （あなたち の 上に 平 まを！ 化 言って 挨搂を 
交わす ことです」 

ジャリールは アア マシ ュ からき いて アツ ラーのみ 使いの 言葉を こう 伝えて いる 

「私の 生命を 手に して おられる 方に 誓って。 信仰が なけ かも あなたち は 天国に 入る こと 
はでき ない」 

なお、 この ハディー スの 他の 部分は 前記と 同 内容で ある。 



誠実な 信仰に 関して 


タミ ー ム •アツ タ ー リ ー によると、 預言を はこうい われた 

「アル •ディー ン しち 教） とは 真 掌た る ことを 意味す る」 

これに 関し 私たちが 「誰に 対してで すか」 とおたず わした ところ、 預言 まは 「アツ ラー、 そ 
の 経典、 そのみ 使い、 そして、 ムス リムの 指導者たち、 及び一 般の ムス リムに 巧して です」 
といわれた。 

タミー ム •アツ ダー リー による 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

タミー ム •アツ ダー リー による 前記と 同 内容の ハディー ス は、 更に 別の 伝承 者 経路で も 伝えられて 
いる。 

ジャリール はこう 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いに、 礼拝を 守り、 ザ カー トを キムい、 そして、 全ての ムス リムに 巧し 誠 
意を な 〈す ことを 誓った。 

ジヤー ド •ビン •イラーカは ジャリール ゼン •アブ ドツ ラーがこう 話す のを 聞いた 
「私は 預言を に、 全ての ムス リムに 対し 誠意を な 〈す ことを 誓った」 

ジャリール はこう 伝えて いる 

「私は 預言 まに 巧し よ 〈教えを 聞き それに 従う ことを 誓った。 預言を は 私に 巧し、 全ての 
ムス リムの ためにで きる 限り、 誠意を な 〈すよう にと 教示な さった」 



不信者の 行為に 関して 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「赛通 者が 寮 通を 続ける 限り 信までは ない。 

窃盜 まが 窃盜を 続ける 限り 信を ではない。 

大ミ酉 飲みが 酒を 飲み 続ける 限り 信者では ない」 

伝承 者の一人は 父親から 聞いて この ハディー スを 語り 次のように いった 
け ブーフ ライラは こう 付言して いる 『人々 のを 目を 集める ほど 高価な 品物を 略奪す る 者 
は、 その 行為を 続ける 限り 信を で はない』」 

アブ ー ■ バ かい ビン •アブ ドル •ラフ マー ンは アブー •フライ ラから 聞いて こう 伝えて いる 
アツ ラーのみ 使いは しかれた 「寮 通 まが 寮 通を 続ける 限り」 

Jil 下は 前記と 同 内容の ハディー ス である。 

ただし" 略奪" という 言葉は みられる が‘ 高価な 品物" という 表現は か、 

なお、 イブ ン •サイード •ビン •ムサ イブと アブー サラマ カ ヴブー •フライ ラから 聞いて 伝え 
る ハディー ス にが‘ 略奪" という 表現は みられない。 

アブー •フライ ラに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 アブー •バか レ、 及び ズフ リー によっても 伝え 
られ ている。 

なお それ 口で 略奪" という 言葉は あるが" 高価な 品物" という 表現は みられ か、 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 フマ イド ゼン •アブ ドル •ラフ マー ンや ハン マー ム •ビン •ムナ ツバに 
よっても 別々 の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラに よる 前記と 同 内容の ハディー スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられる 力 《 、 中には 
「人々 の 注目を 集める ほど」 との 表現が みられな いもの も ある。 

ハン マー ム による ハディー ス には 「信 またち をを 視 させる」 また r 略奪を 続ける 限り 信までは かり 
更に また 「拷 取を は その 行為を 続ける 限り、 信までは か、 それ 故、 これらの 悪を 避けよ」 などの 
言葉が 付加され ている。 

アブー •フライ ラは 預言 まの 言葉を こう 伝えて いる 

「寮 通 者は、 その 行為を 続ける 限り 信を ではない。 窃盗を は 窃盜を 続ける 限り 信者では 
ない。 酒飲みは それを 飲み 続ける 限り 信を ではない。 その 罪を 職 おする をは 後に 許され 
るで あろ ラ」 

ザクワ ーヌは アブー •フライ ラより 聞いて、 前記と 同 内容の ハディー スを 伝えて いる。 



偽善者の 特徴に ついて 


アブ ドツ ラー •ビン •アム ルに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「次の 四つの 特徴を 持つ まは、 全 〈の 偽善を である。 

これらを一つ でも 持つ を ホ、 それを 案て め 限り 偽善者で あり 続ける だろう。 

それらは、 話せば 嘘を 言い、 同盟 すれば それを 裏切り、 約 まを すれば それを 破り、 争い事 
になる と 不正を 行う をたち である」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 

「偽善者には 兰 つの 特徴が ある。 それらは、 話す 時 嘘 言を 口にし、 約 ま 事には そむき、 信 
頼され ると それを あざむく ことで ある」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 

「偽善には； つの 特徴が ある。 それらは、 話す 時 嘘を 言い、 約ます ると それに そむき、 信 
頼され ると それを 裏切る ことで ある」 

アラーゼン •アブ ドル •ラフ マー ンは 前記と 同 内容の ハディー スを 伝え、 更にこう 付言して いる 

「(前述の）； つが 不信を の 特徴で ある。 たとえ 彼が 断食 や 礼拝を 行い、 ムス リムで あると 
主 弓 長した として 屯」 

前記と 同 内容の ハ ディースは 別の 伝承 者 経路で も 伝わって いる 



ムス リム 同胞を 不信者と 呼ぶ をに 関して 


イブ ン •ウマルに よると、 預言者は こうい われた 

「或る人が 信仰 上の 兄弟の一人を 不信まで あると いったと すれば、 （少なくとも） その 二人 
のど ちらかは 不信者で あるに 違いない」 

イブ ン •ウマルに よれば、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「或る人が 兄弟を、 不信仰を と 呼ぶ 場合、 その どちら かは 不信の 巧で あるに 相違ない。 
不信者と 呼ばれた としても それが 真実で か N 場合は、 その 言葉を 口にした 者に その 非難 
は 返る ことにな ろう」 


父親を 否認す るを の 信仰に ついて 

アブー. ザ ツルに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「 自分の 父親な かの 人物を、 承知の 上で 父親で あると 主張す るを は、 不信の 巧な 外の 何 
をで もない。 

また、 実際は 自分の もので もない のに その 権利を 主張す るを は、 我らの 仲間では ない。 
そのよう なをは 地獄に 住む ことにな ろう。 

また、 誰かを 事実で もない のに、 不信 ま、 もし 〈は、 アツ ラーの 敵と 呼ぶ とすれば、 その 言 
葉は 当人に 戻って 〈る ことだろう」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 

「自らの 父親を 嫌って はならない。 自らの 父親を うとむ まは 不信仰の 罪を 負う ことにな ろ 
ラ」 


サード ゼン •アブー •ワッカー ス によると 、アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「 自分の 本当の 父親で ない ことを 知りながら、 他の 人を 父親で あると 偽って 主張す るを は 
大罪 者に 相当し 天国は 彼には 禁じられる」 

アブー •バクラ •サカ フィ ュ もまた、 アッ ラーのみ 使いから これと 同 内容の ハディー スを 聞い 
たと 述べて いる。 

サード 及び アブー •バクラは それぞれこう 伝えて いる 

私の 両耳が 聞き 化の むが 記憶して いるが、 ムハンマド 様は こうい われた 

「事実を かりながら、 自分の 父親な かの 人物を 父親で あると ち 張す る 者に 天国は 禁じら 

れ ている」 



ムス リム 同胞を 非難す る ことにつ いて 


アブ ドツ ラー •ビン •マ スウード によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「同胞の ムス リムを 非難す る ことは 不法で あり、 ムス リム 同志が 相 争う のは 不信 行為で あ 
る」 

ズ バイダに よれば、 アブー. ワーイ ル もこの ハディー スを アブ ドッ ラーから 伝えられ ている。 
アブ ドッ ラーによる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 ま 経路で も 伝えられ ている。 


ムス リム 同志の 争いは 不信 行為で ある ことにつ いて 

ジャリール ゼン •アブ ドッ ラーは 伝えて いる 

預言者は 最後の 巡礼の 巧、 彼に 人々 をな 默 させる ように お命じに なって 後こう しかれた 
「私の t き 後、 互いに 殺し 合うよう な 不信者に 戻って はならない」 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 イブ ン •ウマルに よっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

アブ ドッ ラー ビン •ウマルに よると、 預言 まは 最後の 巡礼の 巧こう いわれた 

「を 意せ よ！ （もしくは、 むせよ！） 私の t き 後、 互いに 相 争う 不信を に 戻って はなら な 
い」 


前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 


中傷 や 悲嘆に 関して 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 

「二つの 事柄が 不信 まに 近い まらの 間に 見られる。 それらは 他人の 血統を 中傷したり、 
死を を 過度に 悲嘆す る ことで ある」 



逃 t 奴隸を 不信者と 呼ぶ ことにつ いて 

ジャリールに よれば、 預言 まは こうい われた 

「逃げ出した 奴隸 は、 ち 人のと ころに 戻らめ 限り、 背信 行為を 犯す ことになる」 

マンスー ルは これに 関連し 次のように 述べて いる 

けツ ラーに 誓って、 この ハディー ス は、 預言を の 語られた ものである。 

しかしながら、 バスラで 私の 口から、 この ハディー スが 人々 に 伝えられ るのを 私は 喜びと 
しないは)」 

(ミ 主） 当時 バスラでは、 ハワー リジュ 派が 勢力を 占め、 この 派の 信奉 まなかを 不信を とし 
て 非難して いた。 

マンスー ルは 使徒の 言葉が ハワー リジュ 派の 見解と 同一 視 される のを 恐れた ので ある 

ジャリール によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「逃げ出した 奴隸 のち 人は、 その 奴隸 に関する一切の 責任を 免除され る」 

ジャリール ゼン •アブ ドツ ラーによれば、 預言を はこうい われた 

「奴隸 がち 人のと ころから 逃 t した 時、 その 奴 隸のネ 斤り は受 入れられない」 



星座を 信仰す るを について 


ザ イド •ビン •ハー リド •ジュ ハ ニーは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは フダ イビー ヤで 早朝 礼拝を 為さった。 

その 折、 前夜 まの 降雨の 跡が みられた。 

礼拝 後、 み使いは 人々 に 向かい 「あなた 方には、 私たちの 主が 何を いわれた かわかり ま 
すか」 と 問われた。 

彼らが けツ ラーとその み使いの みが 最もよ 〈御存じです」 と 答える と、 み使いは こう 話され 
た。 

「アツ ラーは 『私の しもべら の 中には、 私を 信仰す るを と 不信なる まとが ある。 アツ ラーの 
加護と 慈悲に よって 降雨が あった と 述べる を ホ、 私を 真に 信仰す るを であり、 ま 座を 崇拝 
する をら ではない。 そして、 これこれの 星の 動きの 故に 降雨が あった と 語る まは、 私への 
信仰を 持たず、 星座を 信ずる 者ら である 化い われた」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 

「あなた 方には 主が 何を いわれた 力、、 わかりません か。 主は こうい われた のです 
『しもべら の 中で いつも、 星座で あると か 星座に よると か 語って いる一部の 不信者ら に 亥 t 
し 私は なんらの 恩寵 も 与えないで あろう』 と」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

けツ ラーは (彼の 加護が 信ずる ことなく、 朝を 迎える 者ら に 巧し 決して 恩寵を 天から 下 
し 給わないだろう。 彼らは アツ ラーが 雨を 降らした のに、 しかじかの 星座が その 原因で あ 
ると 話す をたち である」 


イブ ン •アツ バース による t 或る 夜の 降雨に 関し、 まだ ご 巧 命であった 預言を ホ、 こうい われた 
「人々 の 中には アツ ラーへの 感謝の念を 持って 朝を 迎える をと、 不信な まま 朝を 迎える を 
とが ある。 

感謝を もって 朝を 迎えた 者は、 これは アツ ラーの 恩寵で あると 語り、 恩から ずの をら は、 し 
力、 じかの 星座の おかげで あると 語って いる。 

次の 聖 句が 啓示され たのは この 事に 関してで ある。 

「わたしは なんで ゆく 星に かけて 誓う。 

それは、 本当に 偉大な 誓いで ある。 

もし あなた 方に 分かれば よいの だが。 

本当に これは、 非常に 尊い クル アーン である。 

(それは) 秘蔵の 啓 典の 中に 書かれて あり、 清められた をの 外に 触れる ことは できない。 
万有の 主からの 啓示で ある。 



これは、 あなたち が 軽んじる ような 教えであろう か。 

まわ、 あなたち は (それ お 虚偽で あると 申し立て、 あなた 方の 暮らしを 立てる のか」 の ル 
アーン 第 56 章 75 -の 節） 



アンサー ルに ついて 


アナスに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「偽 信者の 記しは、 彼らが アンサール ほ) を 嫌悪す る ことで あり、 また 信仰者の 証し はア 
ンサー ルを 愛する ことで ある」 


(を) アンサールとは、 イスラー ム初巧 マッカからの 移住 をら （ム ハージルー ソを 助けた マ 
デイー ナ 在住の ムス リムたち を 意味す る 


アナスに よると、 預言を はい われた 

「アンサー ルを 愛する のは 信仰の 話しで あり、 アンサー ルを 憎む のは 偽 信の 証し である」 


バラー ウ によると、 預言 まは アンサー ルに ついて こうい われた 

「信仰者の かに 彼らを 愛する をはな 〈、偽 信 まの 外に 彼らを 嫌う をはい ない。 

彼らを 愛する をを アツ ラーは 愛し 彼らを 憎む をを アツ ラーは 憎み 給う」 

シュウ バ によると 彼は、 伝承を の一人 アディ ュに 巧し じの ハディー ス むく ラー ウ から 直 
接 聞 いたので すが」 とたず わた。 

すると 彼は 「バラー ウが 化に 語って 〈れた ハディー ス です」 と 答えた と しづ。 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 

けッ ラーと 審判の 日を 信ずる を ホ、 アンサールに 憎しみを 抱 〈ことは な、」 


アブー. サイード •フ ドリーによると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

けツ ラーと 審判の 日を 信ずる まは アンサールを 決して 憎む ことは ない」 

ジツ ルに よると、 アリー はこう 語った 

「種子を 散らし、 様々 な 生き物を 創り 給うた ちに 誓って。 （文字から ずの） 預言を は、 かつ 
て 化に 関しこう 述べられた。 信仰 まは アリーを 愛し 偽 信者は アリーを 憎む であろう」 



信仰に 欠ける 女性に ついて 


アブ ドツ ラー •ビン •ウマルに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「女たち よ！ サダ カを 供し 神の 許しを 求めを く 祈りな み、。 私は 数を 〈の 女たち を 地獄 
の 住民の 中に 見ました」 

- 人の 賢そう な 女性 力 《 「み使い 様、 どうして、 私たち 女性が 地獄に をい のです か」 とたず 
わた。 

これに 対してみ 使いは 「あなた 方には 人を 呪う を、 また 夫たち に 忠実では ない 者が をい。 
私は 女性 ほど 知性に 欠け、 信仰む が 薄 〈、 男たち の やさしい む 情に つけこむ ものを 見た こ 
とがない」 といわれた。 

すると その 女性は 「私たちの か 性 や 信仰で 何が よくない のです か」 と 質問した。 

み使いは こうい われた 「あなたち のが 性の 不足は、 二人の 女性の 証言が 男性一人の そ 
れと 同等で あると しづ 事実から も わかります。 

また、 あなた 方は 何日 も 礼 巧す る ことな 〈過し ラマダー ン月 でも 日中の 断食を 守っな々 
い。 

これらが 信仰む に 欠けな'' る 記 拠です」 

これと 同 内容の ハディー ス は、 イブ ン •ハードに よっても 別の 伝承を 経路で 伝えられ てい 
る。 

イブ ン •ウマルに よる 前記と 同 内容の ハディー スは 、アブー •フライ ラに よっても 伝えられ ている。 



礼拝を 行わない をに 関して 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

アダムの 子が スジ ュード (平伏 叩頭） に関する 聖 句を 唱え 平伏 叩頭した も 悪魔 (シャイ タ 
-ン） は、 独り ひきこもって をきながら こういった。 

『ああ！ ヴブー クライブに よると、 ああ、 悲しし、 かな！） 

アダムの 子は 命ぜられる まま 平伏 叩頭した ため、 天国を 約 まされた。 

私は 平伏 叩頭す るよう 命ぜられても、 それ も 拒んだ ために 地獄に 落とされ るので ある』 
前記と 同 内容の ハディー スはア アマ シュ によっても 伝えられ ている 力 《 、それには 悪魔の 言葉と して 
「私は 命令に 従わなかった ために、 地獄に 落とされ るので ある」 と 記されて いる。 

ジャー ビルに よると、 預言者は こうい われた 

「まことに 人々 の 中で、 多神教 徒 や 不信を は 礼拝を 行わめ まらで ある」 

アブー ■ズバイルに よると、 ジャー ビル ゼン •アブ わ ラーはこう 伝えて いる 
私は アツ ラーのみ 使いが 次のように いわれる のを 聞いた。 

「人々 の 中で 多神教 徒、 不信仰 者の 輩は、 礼拝を 放棄した 者たち である」 



アツ ラーへの 信仰は 最善の 行為で ある ことにつ いて 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは、 最善の 行為に ついて たずねられた 時 「それらは ア 
ツ ラーへの 信仰 （イマー ン） 、アツ ラーのた めの 努力ぶ ハード）、 更に 規定に 従った 巡礼 （ハ ツジ） で 
ある」 とお 答えに なった。 

なお、 ムハンマド •ビン •ジャウ ハルに よる ハディー ス には、 アツ ラーのみ 使いの 言葉は 「アツ ラーと 
そのみ 使いに 巧す る 信仰」 であると 記されて いる。 

なおまた、 これと 同 内容の ハディー スはズ フリー によっても 伝えられ ている。 

アブー. ザ ツルは 伝えて いる 

私が アツ ラーのみ 使いに 「どのような 行為が 最善です か」 とたず わた 時、 み使いは こう 答 
えられた 

「アツ ラーへの 信仰と、 アツ ラーのた めの ジ ハードで ある」 

私は 更に 「どのような 奴隸を 解放す るの が 最善で しよう か」 とたず ねた。 

み使いは これに 巧し 「を 族の 役に立ち、 しかも 値段の 高い 奴隸が 最善で ある」 といわれた。 
「もし 私に それが できない 場合には、 どう すれば よいので すか」 とたず わると、 み使いは 
「労務者を 助ける か、 もし 〈は 不慣れな 仕事を する 者に 役立って あげなさい」 といわれた。 
私は いった 

「み使い 様、 私は 御覧の ように 弱 〈これら 全てを 行う ことは できません」 

これに 対しみ 使いは いわれた 

「他人に 迷惑を かけめよう 慎し みなみ、 それ も あなたからの サダ か 施し） になります」 

アブ—. ザ ツルに よる 前記と 同 内容の ハディ— ス は、 別の 伝承を 経路で も 伝えられ ている。 

アブ ドツ ラーゼン •マ スウードに よると、 次の 話が 伝えられ ている 

私は アツ ラーのみ 使いに 「どのような 行為が 最善です か」 とたず ねた。 

み使いは 「定められた 時刻の 礼挥 です」 といわれた。 

「次は 何です か」 と 繰り返したず わたと ころ、 み使いは こうい われた 
「両親への 親切、 アツ ラーにな 〈すため の 努力 （ジ ハード) です」 

私は もっとたず わたかった 力 《 、 み使いの 迷惑を 恐れ、 質問を それだけに とどめた。 

アブ ドツ ラーゼン •マ スウード はこう 伝えて いる 

私が けツ ラーの 預言者 様、 どのような 行為が 人を 天国へ より 近づける のです か」 とたず 
わたと ころ、 預言 まは 「定めの 時刻の 礼拝で わと しかれた。 

「その 次は 何です か」 と 繰り返したず わたと ころ、 預言を が 両親への き 養と アツ ラーのた 
めの 努力です」 といわれた。 



アブ ー ■ アム ル •シャイ バー ニーはか つて、 アブ ドツ ラーのをを 指さし ながらこう 語った 

この 家の ち 人 アブ ドツ ラーは、 アツ ラーのみ 使いに 次のようにたず ねたと 私に 語った こと 
力 《ある 

「『どんな 行為が アツ ラーに 愛される のです かにれ におし み使いは 『定時 刻の 礼拝で あ 
る』 とお 答えに なり、 『次は 何です か 化 順次 繰り返し たずねた ところ、 『両親に 対する 善行、 
アツ ラーのた めの ジ ハードで ある』 といわれた」 

アブ ドツ ラーはまた、 こう も 語って いた 

「これ カヴツ ラーのみ 使いから 私が 聞いた 話の 全てで ある 力 《 、もしも 私が 更に 質問を 続け 
たなら ばみ 使い様は、 もっと 語って 下さった に 相違ありません」 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 シュウ バ によっても 別の 伝承 ま 経路で 伝えられ、 それには 「アブ 
- •アム ルは アブ ドツ ラーのをを 指さした 力 《 、彼の 名前までは いわなかった」 との 言葉が 付加され 
ている。 

アブ ドツ ラーによると、 預言を はこうい われた 

「もろもろの 行為のう ち 最善なる もの、 もし 〈は、 最善の 行為は 定めの 時刻に おける 礼 巧 
の 遵守と 両親への 孝養で ある」 



多 神 信仰は 最大の 罪 行で ある ことにつ いて 

アブ ドツ ラーは こう 伝えて いる 

私が アツ ラーのみ 使いに 「アツ ラーの 目から みて、 最大の 罪は 何でし ようか」 とたず わた 時、 
彼は 「あなた 方を 創った アツ ラーにがし 同格を を 置に とで わと しかれた。 

「まことに それは 大罪です」 と 述べた 後、 私は それに 次ぐ 大罪に ついて たずねた。 

彼は これに 巧し 「食料 不足への 恐れから、 あなた 自身の 子供を 殺す ことです」 といわれた。 
ネムは 更に、 これに 次ぐ 大罪に ついて 問うた。 

すると 彼は 「あなたの 隣 まの 夫人と 寅 通行 為を する ことで わと し ホれ た。 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードに よると、 或る 男が こういった 

「アツ ラーのみ 使い様、 アツ ラーの 目から みて、 何が 最大の 罪 行です か」 

これに 巧し 彼は 「あなたち を 創り 給うた アツ ラーに 巧し 同格を を 置 〈ことです」 といわれた。 
その 男が 重ねて 「次の 大罪とは なんです か」 と 質問を 繰り返した ところ、 

彼は 「食料 不足への 恐れから、 あなた 自身の 子供を 殺す ことです。 

更には また、 隣家の 夫人と 赛通 する ことです」 とお 答えに なった。 

これに 関連す る 証し として、 アツ ラーは 次の 聖 句を 啓示され た。 

「(信仰を とは) アツ ラーと 並べて、 外の どんな 巧に もがらない ま、 正当な 理由がない 限り、 
アツ ラーが 禁じられた 殺生を 化す ことなく、 また 畜淫 しないを である。 

だが 凡そ そんな ことを する をは、 懲罰され る J (クル アーン 第 25 章 68 節） 



最大の 罪 行に ついて 


アブ ドル •ラフ マー ン ゼン‘ アブー •バクラに よると、 彼の 父は こう 語った 

私たちと一緒に おられた 時、 アツ ラーのみ 使いは 「最大の 罪 行に ついて、 私は これまで 話 
さなかった のです か」 と兰度 繰り返され、 その後こう いわれた 

「それらは アツ ラーに 巧し 同位 者を 置に と、 両親に 従わめ こと、 偽りの 証言、 もし 〈は、 偽 
りの 言葉を 述べる ことです」 

み使いは、 初め 背を 後に もたれさせ ながが 座り 直し 何度も この 言葉を 繰り返して いわ 
れ た。 

私たちは、 もう おやめに なれば よいのに と 思った ほどであった。 

アナスに よると、 預言を は 大罪に ついて こうい われた 

「それらは アツ ラーにおし 同位 者を 置 〈こと、 両親に 従わ かにと、 人を 殺したり、 偽りの 言 
葉を 口にする ことで ある」 

ウ バイ ドツ ラーゼン •アブー. バ クルは こう 語って いる 

私は アナス ゼン •マーリクから 聞いた ので ある 力 《 、アツ ラーのみ 使いは 大罪に ついて 人々 
から 質問され た 時 「大罪とは アツ ラーに 同位 まを 置に と、 人を 殺す こ t 両親に 従わない 
ことで ある」 といわれた。 

み使いは 更に 続けて 「私は 次の 罪 行に ついて 話さなかった か」 といわれ、 「偽りの 言葉、 も 
しくは、 偽りの 記 言 も 大罪に 相当す る」 と 付言され た。 

これに 関連し シュウ バ はけ ツ ラーのみ 使いが いわれた のは 恐ら ぐ 偽りの 証言" という 
表現だった に 相違ない」 と 述べて いる。 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「セ 種の 罪 行を 避けよ」。 

人々 が 「それらは なんです か」 とたず わると、 アツ ラーのみ 使いは こう 述べられた 
けツ ラーに 何もので あれ 同位 まを おにと、 魔術を 信仰す る こと、 正当な 理由 もな 〈アツ ラ 
-の 禁ずる 段 人を 行う こと、 孤 巧の 財産を 横領す る こと、 高利 子を 取る こと、 軍隊の 進撃 
に 参加し かにと、 貞淑な 女性 信 まを 軽率に 中傷す る こと である」 

アブ ドツ ラーゼン •アム ル ゼン •ア ース によると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「己れ の 両親を 副 謗す る ことは、 大罪の一つです」 

これに 対し 人々 は 「み使い 様、 己れ の 両親を 排謗 する 人が いるので すか」 といった。 
するとみ 使いは 「その 通りです。 なお、 もし 或る 男が 他人の 父親を 凯謗 すれば、 その 人 も 



この 男の 父親を 副 謗し ます。 また 他人の 母親を 副 謗 すれば、 その 人 もこの 男の 母親を 言 非 
謗す るよう になり まわと しかれた。 

前記と 同 内容の ハディー スは サード •ビン •イブ ラ ヒーム によっても、 別の 伝承を 経路で 伝えられて 
いる。 



高慢 さを 禁ずる ことにつ いて 


アブ ドッ ラー •ビン •マ スウード による t 預言を はこうい われた 

「むの かこ 力みし 種の 実の 重さ ほどで も 高慢 さを 持つ を ホ、 天国に 入る ことは できない」 
或る 男が これに 巧し 「とも すれば 人は よい 衣服 や 履物を 好み それを 誇りたがる ものです」 
と 述べた ところ、 

預言者は 更にけ ッ ラーは 確かに 美し 〈、また 自ら 優美 さを 好まれる ちです。 

ただ 虚栄む が もたらす 高慢 さは 真実を 軽んじ 人々 を 軽蔑す る もとになる ものです」 とい わ 
れ た。 


アブ ドツ ラー •ビン •マ スウード によれば 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「むの 中にから し 種の 実 ほどで も 信仰を 持つ まは、 地獄に 落ちる ことは ない。 
また、 むにから し 種の 実 ほどで も 高慢 さを 持つ 者は、 天国に 入る ことは できない」 


アブ ドッ ラーによれば、 預言者は こうい われた 

「むにから し 種の 実 ほどで も 高慢 さを もつ を ホ、 天国に 入る ことはないだろう」 



天国 や 地獄に 入る まに ついて 


イブ ン •ヌ マイルに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 

けツ ラーに 何 かを 比肩させる をは 地獄に 落ちる であろう」 

この 言葉に 関連し アブ ドツ ラーゼン •マ スウードは 「アツ ラーに 何ものを も 比肩させる こと 
なく、 死んだ 者は 天国に 入る だろう」 と 述べて いる。 

ジャー ビルに よると、 或る 男が 預言者の 処に 来て こういった 

けツ ラーのみ 使い様、 義務と してむ 得べき 二つの 重要な 事柄は 何です か」 

これに 巧し 彼は けツ ラーに 何で あれ 同位を を 置 〈ことな 〈死め をは 天国に 入り、 アツ ラー 
に 何もの かを 比肩させる 者は 死後、 地獄に 落ちる と しづこと で わと しかれた。 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーによると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「何もの も 同位を を 置 〈ことなく、 アツ ラーに 会える をは 天国に 入り、 アツ ラーに 何 力ぶ 比肩 
させる をは 地獄に 落ちる だろう」 

ジャー ビルに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承を 経路で も 伝えられ ている。 

アブ— •ザ ツルに よると、 預言者は こうい われた 

「天使 ジブ リー ルカ 《 、化の 処に 来て よいから せを 伝えて 下さった。 

彼は こういった 『あなたの ウン マ (信仰 共同体） の 人たち た アツ ラーに 何で あれ 比肩す る 
ことな 〈死め をは、 天国に 入る だろう』 と」。 

私び ブー •ザ ツル） が これに 巧し 「亮通 や 盗みを 行った 者 もです か」 とたず わたと ころ、 み 
使いは 「その 通りです。 たとえ 赛通 罪や盜 罪を 犯した をであって も」 とし ホれ た。 

アブー. ザ ツルは こう 伝えて いる 

私が 預言を の処 にきた 時、 彼は 白い 布を 身体に かけて おって おられた。 

私 は 再度 おたずね したが、 その 時 も おって おられた。 

しかし 兰度 目に おたずねした 時には、 起きて おられた ので 私は 彼の お 傍に 座った。 

この 折、 預言者は しかれた けツ ラーな 外に 神な しとの 信仰を 堅持す る しもべた その 信 
仰の まま 死め をは、 必ず、 天国に 入る ことができる」 

この 時、 化は 「もし 赛 通や盜 みの 罪 お 己した まで もです か」 とたず わた。 

預言者は これに 巧し 「その 通りです。 たとえ 赛 通や盜 みの 罪を 化した としても」 とお 答えに 
なった。 

私は 巧び 同じ 質問を 繰り返し たが 預言を は 同じ 答えを； 度 口にされ、 四 度 目に 「たとえ ア 
ブ ー ザ ツルは 納得 しないと しても」 といわれた。 



なお、 アブール •ア スワ ドは、 アブー •ザ ツルは その 場 巧から 出て 行きながら 「たとえ アブ 
ー ザ ツルが 納得 しないに しても」 と しづ アツ ラーのみ 使いの 言葉を 繰り返し 唱 していた と 
伝えて いる。 



カリマ (信仰告白） を 唱えた 不信 まに ついて 


ミク ダード ゼン •ア スワ ドは アツ ラーのみ 使いに こう 質問した 

「み使い 様、 もし 私が 戦場で 不信を の一人と 出会い、 その後が 私と 闘い、 剣で 私の一方 
の 手を切り 落とし その後に なって、 私の 攻撃から 身を 守る ため 木の 陰に かくれながら 
『私は アツ ラーを 信じ ムス リムになります』 と 述べた とします。 み使い 様、 この場合、 その 言 
葉に 構わず 彼を 殺しても よいので しよう か」 

これに 巧し み使いは 「彼を 殺して はならない」 とお 答えに なった。 

私は 続けて こういった 

「み使い 様、 彼は 私の 手を切り つけ、 そして それを 切が した 後に、 この 言葉を 述べた ので 
す。 このような 場合、 彼を 殺すべき ではないで しよう か」 

しかし み使いは こうい われた 

「殺して はいけ な、。 もし あなたが 彼を 殺したならば、 彼は あなたが 彼を 殺す 前と 同じ 立場 
に 付 〈ことにな り、 あなたは 彼が 信仰告白 け リマ) をす る 前の 立場に 置かれる ことにな り 
ます」 


前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 老 経路で も 伝えられる。 

なお、 アウ ザー イと ジュラ イジ ュ による ハディー ス には、 次の 言葉が 付加され ている 
「私は アツ ラーのた め、 イスラー ムを受 入れます」 

また、 マ アマ ルに よる ハディー ス には 次の 言葉が みられる 

「私が 彼を 殺す ため 抑えっ けた も 彼は 『アツ ラーなかに 神は なし、』 といった」 

バヌー •ズフ ラの 同盟まで アツ ラーのみ 使いと 共に、 バド ルの 戦闘に 参加した まの一人 ミク ダード 
はこ ラし、 った 

「み使い 様、 次の 場合 どう お考えで すか。 もし 私が 戦場で 不信者の一人と 出会った 時」 

な 下は 前記と 同 内容の ハディー ス である。 

ウサ-マ ゼン • ザ イドは こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 我々 を 襲撃 隊 としてが 遣な さった。 

我々 が 朝 ジュハ イナの フラ カー トを 急襲した 時、 私は一人の 男を 捕え、 その 男が 「アツ ラー 
な かに 神は ない」 と 唱えた の も 構わず 檀で 刺し殺した。 

そのこと を 思い出し たので 私は 預言 まに 正直に 報告した。 

するとみ 使いは けツ ラーな 外に 神は ない と 彼は 唱えた の 力、、 それに も 拘わらず あなたは 
彼を 段した のか」 といわれた。 

私は これにが し 「み使い 様、 彼は 殺される のを 恐れて その 信仰告白を 口にした のです」 と 
いった。 



しかしみ 使いは 「あなたは むの 底から その 告白 力 《 なされた のか どうかが るた めに 彼の 胸 
を 切り裂いた のか」 といわれ、 何度も その 言葉を 繰り返された。 

そのため 私は、 この 事件 la 前に イスラー ムに 改宗し なければ よかったろう にと 今更に 省み 
た ほどであった （を）。 

これに 関連し サー ドは 「アツ ラーに 誓って。 たとえ、 この 太った 人物 （ウサーマ） が 殺した と 
しても、 私は いかなる ムス リムを も 殺す ことはないだろう」 と 述べた。 

また、 この 話に 関連し 或る人が けツ ラーはこう 教えて しなす。 

(すなわち） 「迫害が な 〈なって、 この 教義が アツ ラーのためになる また かれらに 対して 戦 
え」 （クル アーン 第 2 章 193 節） といった 時、 サー ドは 「我々 は 迫害を な 〈すため に 戦った。 
しかし、 あなた や あなたの 仲間たち は 戦う ことで かえって 迫害を ひきおこして いるでは あり 
ません か」 と 述べた。 

(ミ 主） イスラー ムに 改宗す る ことた 過去の 罪 か一切 許される ためこう いったの である 

ウサ-マ ゼン • ザ イドは こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 ジュハ イナ 部族の 居住地 フラ カー トに 我々 を 派遣した。 

我々 は 早朝 この 部族を 襲い 敗北せ しめた 力 《 、 この 巧、 秘と アンサール （マディーナ 出身の 
ムス リム） の一人は 敵一名を 捕えた。 

我々 が 捕えた 時、 彼は けツ ラーなかに ネ申 はない」 と 唱えた ので 私の 仲間は 手を 止めた 力 《 、 
私は 構わず 槍で 披を 刺し殺した。 

この ことが 預言者に すぐ 伝わった ため、 我々 が 帰った 時、 預言 まは 私に むかって こうい わ 
れ た。 

「ウサー マよ、 アツ ラー lil かに ネ申 はない と 彼が 告白した のに あなたは 彼を 殺した のか」 
これに 対し 私は いった 

「み使い 様、 彼は この 告白を 難を 逃れる ため 唱えた だけです」 

預言者は しかし 「あなたは 彼が、 アツ ラーなかに 神は ない と 告白した 後で 彼を 殺した の 
か」 と 私に 何度も 繰り返して いわれた。 

そのため、 私は この 日 lil 前に イスラー ムに 改宗し なければ よかったろう にと 省みた ほどで 
した。 


サ フワー ン ゼン • ムフ リズに よると、 イブ ン •ズ / くイ ルら の 騒乱 当時、 ジュン ダブ • ビン •アブ ドッラ 
-■/ く ジャリーは、 アスア ス • ビン • サラーマに 使いを 送って こう 述べた 

「 あなたの 家族の 人たち を 集めなさい。 話したい ことがあ ります」 

それで アスア スは 使いを 出し 親族の をら をよ び 集めた。 

彼らが 集まった 時、 ジュン ダブは 黄色の 頭巾 付き マントを 着、 そこに やって来て 「そのまま 
話し合いを つづけな み、」 といった が、 順番に 話し手が をり ジュン ダブの 番 になった 時、 頭 



巾を 脱いで 次のように 語り 出した 

「私が あなた 方の 処に またのは 他で もな 〈、 あなた 方に 預言を に関する 次の ハディー スを 
伝える ためです。 

げ なわち） アツ ラーのみ 使いは 或るを 神 教徒の 部族に ムス リムの 小隊を 派遣な さった。 
両軍は 相 戦った が、 多神教 徒 軍の一人力 巧 ことに 勇で 目を つけた ムス リムと 戦う 毎に 必 
らず 打ち殺した。 

ムス リム 軍 中に も その 男を 倒そうと わらう をが いた。 

我々 は その 者が ウサーマ ゼン •ザ イドで あろうと 話し合って いた。 

(ともあれ） ウサーマが この 多神教 徒の 戦 ± と 戦い 剣を 振り上げ たも 彼は 『アツ ラー Jil 外 
にネ 申は ない』 と 唱え だした が ウサー マは、 構わず 彼を 殺して しまった。 

この 勝利の 吉報を 伝える 使いが み使いの 処に また 時、 み使いは 戦いの 様子を おたずね 
になった。 

それで 使いの まは、 ウサーマ について 彼が 行った ことを 報告した。 

そのため み使いは ウサーマを お呼びに なり 『どうして その 男を 殺した のか』 と 質問な さった。 
ウサーマは 『み使い 様、 彼は ムス リムを 襲い、 だれかれ を 殺した のです』 といって 殺された 
何人 かの 名を あげた。 

そして 続けて こう 述べた 

『私が 彼に 立ちむ かった 時 彼は 私の 剣を 見て" アツ ラーな 外に ネ申 はない" と 唱えた のです J 
み使いは これに 巧し 『あなたは 彼を 殺した のか』 といわれ、 『その 通りです 化 答える と 『もし 
その 男が、 審判の 日 にあな たの 前に やってきた 時、 "アツ ラーな 外に ネ申 はない" と 唱えた こ 
とに 関して、 どう 弁解す るの か』 といわれた。 

ウサーマは 『み使い 様、 アツ ラーに 化への 許しを ネ 斤って 下み、』 といった 力 《 、 み使いは これ 
に 答えず ただ 『審判の 日に どうす るつ もりな のか』 と 同じ 言葉を 繰り返される ばかり だっ 
た」 



ムス リムに 敵対す るを について 


アブ ドッ ラー •ビン •ウマルに よると 預言者は こうい われた 

「我らに むかって 武器を 取る を ホ、 我らの 仲間では ない」 

イー ヤース ゼン •サラマは その 父より きいて、 預言を の 言葉を こう 伝えて いる 
「我らに むかって 剣を抜 〈まは、 我らの 仲間では ない」 

アブ ー ■ム ー サ ー によると、 預言者は こうい われた 

「我らに むかって 武器を とる をは、 我らの 仲間では ない」 


ムス リムに 対し 不誠実な をに ついて 


アブー •フライ ラに よると アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「我らに むかって 武器を とる をは、 我らの 仲間では ない。 我らに 巧して 不誠実なる 者は、 
我らの 仲間では ない」 

アブー •フライ ラは こう 伝えて いる 

或る時、 アッ ラーのみ 使いは 穀物を 積み重ねた 場 巧の 傍を 通りかかった。 

彼が 手を その 積み重ねた 穀物の 中に さし 入れた 時、 指が 水気で めれ た。 

それで 彼は その 穀物の 持ちに 対して 「どうした のか」 とおたず わに なった。 

持 おが 雨で びし よめれ になった のです」 と 答えた。 

彼は これに 巧し 「どうして あなたは、 このび しよ めれ になった 穀物を 上の 方に 出して おかな 
いの か。 そうすれば 人々 は、 たやす 〈気がつ 〈だろう に。 このよう にして 他人を あぎむ こうと 
する をは、 おの 仲間とは いえない」 と 述べを 意な さった。 



過度に 嘆き悲しむ ことにつ いて 


アブ ドツ ラー •ビン •マ スウード によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「 自らの ほほを 巧ち、 シャツの 前面を 裂き、 また、 ジャー ヒリー ヤ 時代 （イスラー ムな 前） の 
人々 がよ 〈発した ような 叫び声を あげる をは、 我らの 仲間では ない」 

な も'、 イブ ン •ヌ マイル 及び アブー •バ クルの 伝える これと 同 内容の ハディー ス には、 「裂き、 
そして 叫ぶ 者は」 と しづ 表現が みられる。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 アア マシ ュに よっても 伝えられ、 それに も 「裂き、 そして 叫ぶ まは」 

と しづ 言葉が 記されな'' る。 

アブー ヴルダ ゼン •アブー •ム ーサ はこう 伝えて いる 

或る時 アブー ■ムー サーは 激痛に ちしみ、 失神して 頭を 彼の 妻の 膝の 上に 横たえて いた。 
妻の一人が この 折を き 叫んだ 力 《 、彼は 彼女に 何も しづこと がで きめ ほどであった。 

しかし 痛みが 少し おさまって 後、 彼は こういった 

「私は アツ ラーのみ 使いが 無視な さった 類のを を 相手に しようとは 思わない。 

み使いは、 悲しみの 余り 大声で をき 叫んだり、 髪を 切り取ったり、 衣服を ひき 裂いたり する 
をを 相手には なさらなかった」 


アブー づル ダに よると アブー •ム ーサが 激痛の ため 気を 失った 時、 彼の 妻 ウン ム •アブ ドツ ラーが 
そこにき て 大声で 泣き叫んだ 

アブ ー ■ ムーサ はや や 病が よ 〈なった 時 「おまえは 知らな 力、 ったの か」 といって から 「かつて 
アツ ラーのみ 使いは 『髪を 切り とったり、 大声で をき 叫んだり、 また 衣服を ひき 裂いたり し 
ておしむ ような 女に 私は 関む を もたない』 といわれた」 と 彼女に 語って 聞かせた。 

アブー •ム ーサー による 前記と 同 内容の ハディー ス は、 他 にも； つの 異なった 伝承を 経路で 伝え 
られ ている。 

その 中には、 アツ ラーのみ 使いの 言葉が 「関 也を もたない」 ではな 〈、 「そのよう なまは、 我らの 仲 
間では ない」 となって いるもの も みられる。 



蜂 話を いいふらす ことにつ いて 

フザイ ファは、 出 まかせ 話を 広める 男の 蜂を 聞いた 時、 アツ ラーのみ 使いの 言葉を こう 伝えた 
「悪い 峰を いいぶ みすまけ ミーマり ホ、 天国に 入れない」 

ハン マー ム ゼン •ハーリス はこう 伝えて いる 

暗 話 かの も か 事 ヴミづ レ） に 報告す る 男が いた。 

ある 日 私たちが モスクに いた 時、 蜂 話を 知事に 報告す ると 人々 がいって いる 当の 男が や 
っ てきて 私たちの 近くに 座った。 

フ ザイフ ァ はこの 巧 「『告げ口を する ものは、 決して 天国に 入れない であろう 化 アツ ラーの 
み使いが いわれる のを 聞いた」 と 語った。 

ハン マー ム ゼン •ハーリス はこう 伝えて いる 

私たちが モスクで フザイ ファと一 繳 こしが 時、一 人の 男が きて 近 〈に 座った。 

誰か カウ ザイフ ァ に、 この 人物は 権力を (ス ルター ソに蜂 話を 告げ口す る 男で あると 話し 
た。 

フザイ ファは、 この 人物に 聞かせた いと 願いながら 「私は アツ ラーのみ 使し、 が 『他人の 蜂 
をい いふら すまは、 天国に 入る ことは ない J ] といわれ たのを 聞いた ことがある」 と 語った。 



兰 種の 人間に ついて 


アブ ー ■ ザ ツルに よると、 預言者は こうい われた 

「 兰 種の 人間に 巧して、 アツ ラーは 審判の 日、 決して 話しかける こと も 慈悲の 目差しで 見る 
こと も、 また、 彼らを 清める こと もな さらず、 彼らには 厳しい 罰が 課せられる であろう」 

アツ ラーのみ 使いは この 言葉を 兰度 繰り返された。 

アブ ー ザ ツルは 「それでは 彼らは 救われず、 全てを 失う ことになります。 

—体 どんな 人たち です か」 とたず わた。 

み使いは 「彼らとは、 衣服を ひきずりながら 威張って 歩く を、 恩 着せが ましい ま、 偽りの 言 
葉を 述べた て 品物を 売る をの ことで ある」 といわれた。 

アブ ー ■ ザ ツルに よると、 預言者は こうい われた 

「次の； 種の 者ら には、 審判の 日 アツ ラーは 何らの 言葉 も 語り かけ かがろう。 

それらの をは、 言葉 だけで 実際は なにもち えない 偽 慈善 者、 偽 わりの 誓いを いい 立てな 
がら 品物を 売る を、 巧 眼を ひきずって 歩 〈威張 匡で ある」 

スライ マー ンは 前記と 同 内容の ハディー ス にな 下の 言葉を 加え 伝えて いる。 

「次の 兰 種の 者ら にがし アツ ラーは 話しかけず、 見る こと もな 〈、 彼らの 罪を 清めよう ともな 
さらない。 

彼らは 厳しい 罰を 受ける ことだろう J 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「次の； 種の 者たち に 巧し アツ ラーは 審判の 日、 話しかける こと も 罪を 清めて やる こと も 
なさらないだろう」 

なお、 アブ ー • ムアー ウイ ヤは 次の 言葉を 加えて いる。 

けツ ラーは 彼らを 見ようと もな さらず 彼らには 厳しし、 罰が あたえられる だろう。 

その まらは 分別 あるべき 年令の 赛 通を、 嘘の 多い 統治を、 そして、 威張った 態度の 物 S 
いらで ある J 

アブー •フライ ラに よると アブー バ クルの 話と して、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「次の； 種の 者ら にがし、 アツ ラーは 決して 語り かけ も 彼らを 見る こと も、 また、 彼らの 罪 
を 清めて やる こと もせず、 彼らを 厳し 〈罰する ことだろう。 

彼らは 十分に 水を 持ちながら、 砂漠で 他の 旅人に それを ちえようと しないを、 また、 天使 
らが巧 集う 聖 なる 日 お前び スル) 礼拝 後の 時間に、 人々 に 品物を 売り さばき、 

しかも 『ネ 申に 誓って。 

その 品物は これこれの 値段で 購入した もの だ 化 嘘八百 並べた てて 買手を 信用させる 者、 
更に また、 世俗の 利益を 目的に 指導者 (イマー ム） に 忠誠を 誓い、 その 指導を が 何 か 利 



になる 物を 与えた 時に 忠誠を 尽 しながら、 もし 何も 与えない 場合には 誓いを 守らない まら 
である」 


前記と 同 内容の ハディー スは 別の 伝承 ま 経路で も 伝えられ るが、 それには 「他人に 品物を 売る た 
め 駆け引きを する ま」 という 表現が みられる。 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは、 こうい われた 

「審判の 日に、 アツ ラーが 話しかける こと も、 見る こと もな さらず、 厳しい 罰の みを 課する ま 
に 次の 兰 種が ある。 

聖 なる 曰;’ 曼前 （アスル） の 礼拝の 後、 ムス リムの 財産に 関し 取引き 契約の 誓いを 述べて お 
きながら、 それを 破る を」 

な 下の 部分は、 前述の ハ ディースと 同 内容で ある。 



自殺に 関して 


アブー •フライ ラに よると、 アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「刃 剣で 割腹 自殺した を ホ、 地獄の 火中で その 刃 剣を 手に もって 自らの 腹を 永久に 刺し 
続ける まとなる だろう。 

また、 毒を 飲んで 自殺した をは、 地獄の 火中で 永遠に 毒を すすり 続ける をと なる だろう。 
更に また、 山頂から 投身 自殺した 者は、 地獄の 火中を 永遠に 落ち 続ける まとなる だろう」 
前記の ハディー ス は、 別の 伝承 ま 経路で も 伝えられな^。 

サ ービト ゼン •ダッハー ク によると、 彼は 或る 木の 下で アッ ラーのみ 使いに, を 誠を 誓った 力 《 、その 
折、 み使いは こうい われた 

「たとえ、 偽りで あっても、 イスラー ムな 外の 他の 宗教に 誓いを 立てた としたら、 その 宗教 
の 信徒と なる だろう。 

また、 何 かの 道具を 用いて 自殺した 場合、 塞 半 りの 日に その 道具に よって 罰を 受ける こと 
になる だろう。 

また、 人は 己の 巧ち 物な かを 奉納物と しては ならない」 

サ ービト ゼン •ダッハー ク によると、 預言を はこうい われた 

「自己の 巧ち 物な かを 奉納 品と しては ならない。 信 まを 呪う ことは その まを 殺す ことに 等 
しい。 

この 世た ある 道具を 用いて 自殺した を ホ、 審判の 日に その 道具で 罰せられる ことにな ろ 
ラ。 

富を 増やす ため、 偽りの ち 張を する まに アッ ラーは 同情せ ず、 かえって その 富を 減少せ し 
める だろう。 

偽りの 誓いを する 者は 報いを 受ける ことだろう」 

サ ービト ゼン •ダッハー ク によると、 預言を はこうい われた 

「イスラー ムな 外の 宗教に 入る ことを 誓った 者は、 たとえ それが 意図的な 似非 誓言で あっ 
て も、 その 宗教の 信 まとみ なされよう。 

また、 何 かの 道具を 用いて 自殺した をに 巧し アッ ラーは、 地獄の 义 中で その 道具を 用い 
てこのを を 罰す るであろう」 

なお、 シュウ バ による ハディー ス には、 アッ ラーのみ 使いの 言葉が こう 伝えられて いる。 
「イスラー ム なかの 宗教に、 たとえ 偽りで あっても 誓言した 考 は、 その 宗教の 信者と みなさ 
れ よう。 

また、 なに かの 道具を 用いて 自殺した 者は、 害 半 りの 日、 その 道具で 殺される ことにな ろう」 



アブー •フライ ラは こう 語って いる 

我々 は アツ ラーのみ 使いと 共に フ ナインの 戦いに 参加した 力 《 、 この 折、 み使いは ムス リム 
であると 主張す る一人の 男を 指差して、 彼は 地獄の 住民の一人 であると いわれた。 
戦闘が 始まる と、 その 男は 死に物狂いに 戦い 負傷した。 

この 時 或る人 力 《 「み使い 様、 あなたが 前に 地獄の 住民で あると 述べた 男は 勇敢に 戦って 
死にました」 と 伝えた。 

み使いは これに 巧し 「彼は 地獄の 义 中に 入れられた」 といわれた。 

けれども この あと、 その 男は 死んだ のでは な 〈致命傷を 負った だけで あるけ 日ら された た 
め、 一部の 人たち の 間には、 み使いの 言葉に 疑念を 持つ をが 現われた。 

しかし 夜に なって から その 男は、 傷の 痛みに 耐え かわ、 自殺して してし まった。 

み使いは この ことを がらされた 時 「アツ ラーはま ことに 偉大な お 方です。 

私は アツ ラーの しもべで あり、 み使いで ある ことを 記 言 致します」 といわれ、 

その後、 ビラールに まことの ムス リムの みが 天国に 入り 得る こと、 更に、 アツ ラーは 罪人を 
例 記と してで も、 この 宗教の 正し さを 人々 が 教えようと なさる ことを 人々 に 知らせる よう お 
命じに なった。 

サフ ル ゼン •サアド •サー イデーはこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いと 多神教 巧ら の 軍勢が 遭遇し 両軍は 戦った。 

み使いが 味方の 軍隊に 戻った 時、 敵方 も 自分の 陣地に ひき 返した。 

み使いの 教 友の 中に クズマー ンと しづ 名の 偽 信仰 まがおり、 彼は 敵が 出て 〈ると つけねら 
って 必ら ず、 自らの 剣で 相手を 倒した。 

教 友ら は 口々 に 「今日、 あの 男な 上の 働きを したを はいない」 といって ほめた が、 こが こ 
対しみ 使いは 「彼は 地獄に 落ちる ことだろう」 といわれる のみであった。 

これを 聞いた一人が 「それでは 私が 彼を 尾行して みまわと いって、 彼と 共に 出て 行き、 彼 
が 止まる と 止まり、 彼が 走り だすと ただちに 走って 彼の 後を 追った。 

そうこう する 内に 遂に その 男は、 重傷を 負い 痛みに 耐え かわて 死を 急いだ。 

剣の 刃を 地面に 立て 胸に その 切っ先を 当てて 自らの 身体を 押しつけて 自殺して しまった 
ので ある。 

彼を 尾行した 男は み使いの 咖 こきて 「あなたが まことの アツ ラーのみ 使いで ある ことを 私 
は 証言 致し まわと いった。 

これを 聞いて み使いは 「なにが 起った のか」 おたずねに なった。 

その 男は 「あなたが 彼を 地獄に 落ちる を だとい われた ので 私たちは 驚いた のです が、 私 
は 彼の 様子を 人々 に 知らせた いと 思い、 ずっと 彼を 尾行し 結局 彼が 重傷を 負い、 傷の 痛 
みから 死を 急ぎ、 自らの 剣を 地面に 立て その 切っ先に 胸を あて、 身体を 押しつけ 自殺した 
のを 見た のです」 と 答えた。 

これに 巧し み使いは いわれた 



「人々 の 目には 天国の 住民た るに ふさわし いと 見える 行為を する 者であって も、 実際は 地 
獄に 落ちる 場合が ある。 

また、 人々 の 目には 地獄に 落ちる をの 所業と 見られる 行為を する まであって も、 実際は 
天国の 住民た るに ふさわしい 人物で ある 場合が ある J 

ハ サンは こう 伝えて いる 

「かつて 或る人が 腫物に ちしみ、 激痛の 余り、 矢筒から一本の 矢を ひきめいて その 腫れ 
物を ひっかい たため、 流血が 止ら なくなり 死んで しまった。 

主は この 時 『私は 天国に この 男が 入る のを 禁じた』 といわれた」 

この 話を 語って 後、 ハ サンは 片手を モスクの 方に 伸ばしな がらけ ツ ラーに 誓って。 

ジュン ダブが 実に この モスクで アツ ラーのみ 使いから この ハディー スを 聞き、 私に 語って 〈 
れ たのです」 といった。 

ハ サンは こう 伝えて いる 

「ジュン ダブ ゼン • アブ ドツ ラー • / く ジャリ ーが 前記の/ 、ディー スを この モスクで 語った が、 
私たちには 忘れ 難い 話であった。 

私たちは アツ ラーのみ 使いに 関する ジュン ダブの 話には、 一片の 偽り もない と 確信して い 
る J 



戦利品の 私物 化に 関して 

ウマル •ビン • / V ソ ターブ は 伝えて いる 

ハイバルの 戦いの 日、 教 友ら の一行が そこにき て 「某々 は 巧] 教ま である」 などと 話して い 
た。 

彼らは 傍を 通った 或る 男に 巧しても 「某は 狗教 をで ある」 といって ほめたてた。 

これを きいた アッ ラーのみ 使いは 「いや、 そうでは ない。 私は 彼が 衣服、 もし 〈は、 マントを 
戦利品から 盗んだ 罪で 業火に 焼かれる のをみ た」 といわれ、 次いで 「イブ ン •ハッター ブ よ、 
行って 人々 に、 まことの 信仰 まな 外は 天国に 入る ことは できない と 伝えよ」 とお 命じに なっ 
た。 

これに 関し ウマル ゼン •ハッター カが 私は すぐ 外に 出て、 まことの 信仰を lil 外は 天国 
に 入る ことは できない と 人々 にがらせた」 と 語って いる。 

アブー- フライ ラ は 伝えて いる 

我らは 預言を と共に ハイバルの 戦闘に 参加した。 

アッ ラーは 我らに 勝利を 与えて 下さった。 

我らは 金 •銀の 類は一切 略奪せ ず、 戦利品と して 手に したのは、 小さな 品物 や 食物、 それ 
に 巧 服な どに すぎなかった。 

我らは その後、 アッ ラーのみ 使いと 共に 谷間に 下った。 

この 折、 み使いには ド かく イブ 族の一員 ジュ ザー ム 家の リ ファー ア ゼン •ザ イドなる 人物 
力、 ら 贈られた一人の 奴隸が 付いていた。 

我らが その 谷間に 着 〈と、 その 奴隸は 立った ままら 〈だの 轉 をはず し 始めた。 

しかし この 時、 突然一本の 流れ矢が 飛んで きて 彼に 刺さり、 それが 彼の 致命傷と なった。 
我々 は 口々 に 「み使い 様、 狗教 まとして 倒れた のです から、 彼のた めには、 めでたい こと 
です」 といった。 

これに 巧し み使いは、 「いや、 それは 違う。 私、 ムハンマドの 命が その 御手に ゆだねられ 
ている ちに 誓って 申す が、 ハイバルの 戦闘の 折、 戦利品の 中から 不当に 小さな マントを 
盜ん だた め、 彼は 衣服と 共に 地獄の 义で 焼かれて いる」 といわれた。 

人々 はこの 言葉を 聞いて ひど 〈む 配し だした。 

或る 男は一本、 もし 〈は、 二 本の レー ス (組み ひも） を 持って やって まて、 「み使い 様、 私は 
これむ 、イ バルの 戦いの 日に 手に入れました」 と 述べた。 

これに 巧し み使いは じれら は义 おの 取り付いた レー ス である」 といわれた。 



或る 自殺を について 


ジャー ビルは こうおえ ている 

トウ ファイル ゼン •アム ル •ダ ウシーが 預言者の 処に 来て けツ ラーのみ 使い様、 あなたは 
強固な 要塞と 化 護を 必要と します か」 とたず わた。 

ダ ウス 族は ジャー ヒリー ヤ 時代から 堅固な 要塞を もっていた。 

預言者は この 申し出を 断った が、 それは アツ ラーがす でに 彼の 保護を アンサー ルに 託し 
ていたからで あった。 

預言者が マディー ナに 移った 時、 トウ ファん い ビン •アム ル も、 彼の 部族 員の一人を 連れ 
て そこに 移り 住んだ。 

しかし マディー ナの 気候は その 人 （トウ ファイルの 部族のを） に 合わず 病気に なった。 
そして 苦しみの あまり、 鉄製の 矢の 穂先で 指の 関節を 切り裂い たため、 両手からの 出血 
を 止める ことができず 死去して しまった。 

トウ ファイル ゼン •アム ルは 或る 夜 彼の 夢を見た。 

彼の 状況は 良好に みえた 力 《 、両手を 布で 包んで いた。 

トウ ファイル はこの 時、 彼に 「アツ ラーはお 前に 何を して 下さった のか」 とたず ねた。 

彼は これに 巧し けツ ラーは 私が 預言 まの 許に 移った ことを 賞し 化を 許して 下さった ので 
す J と 答えた。 

トウ ファイルは 更に いった。 

「お前は、 どうして 両手を 布で 包んで いるの か」 

彼は 「『なんじ 自らが 傷つけた ものを 秘は 癒す ことは しない』 と アツ ラーがい われた からで 
す」 と 答えた。 

トウ ファイル カ じの 夢の 話を み使いに 告げた 時、 み使いは 「おお、 アツ ラー よ、 彼の 両手を 
も 許し 給え」 とネ斤 願な さった。 



審判の 日 に 吹く 風に ついて 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「その 日 アツ ラーは、 イエメン 方向から 絹よりも やわらかな 風を 吹かせ 給う。 

それに 当たる をは、 むに ヴブ ー アル カマの 言葉に よれば) 穀物の 粒の 重さ ほどの 信仰 
さえ あれば、 

また、 ヴブ ドル •アズ ィーズ の 言葉に よれば) 極 〈少量の 塵の 重さ ほどの 信仰 さえ あれば、 
だれでも 死 （を) を 迎える ことができる であろう」 

(をに の 場合が‘ 死" は、 信仰を を 天国に 導く ため か‘ 死" を 意味す る 


騒乱の 起る 前に 善行を 積む ことにつ いて 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「善行を 積む よう 急ぎなさい。 

暗黒の 夜の 一部の ような 大 騒動の 時代が 始まる 前に。 

その 時期には、 朝 信仰まで あった 者が 夜には 不信を となり、 また、 夜 信仰 まだった まが 
朝には 不信を となる のです。 

そして 人々 は 信仰を 物的 利益の ため、 たやす 〈売り 換える のです」 



信を の 恐れに ついて 


アナス ゼン •マーリク はこう 伝えて いる 

次の 聖句 「信仰す る 者よ、 あなたがたの 声を 預言者の 声よりも 高 〈上げて はならない。 
また、 あなたがたが 互いに 声高に 話す 時の ように、 かれに 大声で 話して はならない。 
あなた 方の 気 かかない 中に、 自分の 行いを 虚しん ないた めに J (クル アーン 第 49 章 2 節) 
が 啓示され た 時、 

サ ービト •ビン. カ イスは 「 自分は 地獄に 落ちる まの一人に 違いない」 といって まに とじこも 
り、 預言を の 化に も 行 力、 な 〈なった。 

預言者は サアド ゼン •ムア ーカこ 「アブー アム ルけ アドの 呼び名） よ、 サ ービト はどうし 
たの か。 

病気に なった のか」 とおたず わに なった。 

サアドは これに 巧し 「私は 彼の 隣人です 力 《 、 彼の 病気に ついては 知りません」 と 答え、 彼 
の 化に 行った 折 アツ ラーのみ 使いの 言葉を 伝えた。 

その 折、 サ ービト はこう 語った 
「 あのような 啓示が 下された のです。 

あなた も かってい るよう に、 私の 声は み使いの 声よりも 大きい のです。 

それが 私は 地獄に 落ちる をの一人な のです」 

サアドは サ ービト のこの 言葉を み使いに 伝えた。 

するとみ 使いは 「いや、 そうでは ない。 

サー ビトは 天国の 住民の一 人になる のです」 といわれた。 


アナス ゼン •マー リクに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ、 それに 
は 「サ ービト •ビン •カ イスは アンサールの 中で も 雄弁まで がられて いた。 この 啓示を 下された 時 
云々」 と 記されて いる。 

なお、 後半の 記述には サアド •ビン •ム アーズ についての 言及は みられない。 

なおまた、 更に 別の 伝を ま 経路で 伝えられる 同 内容の ハディー スに はじの 啓示 「あなた 方の 声 
を 預言を の 声よりも 高く 上げて はならない」 が 下された 時 云々」 と 記される が、 これに も サアド •ビ 
ン •ム アーズ についての 言及は みられない。 


アナスに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 更に 他の 伝承 ま 経路で も 伝えられな、 る 力 《 、 それに 
も サアド •ビン •ム アーズ についての 言及は なく、 次の 言葉、 すなわち 「天国の 住民と なる一人が 
我々 の 間を 歩き まわって いるのを 見た」 が 付加され ている。 



改宗 前の 行為に ついて 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウード による t 人々 は アツ ラーのみ 使いに こうたず ねた 

「み使い 様、 私共は イス ラームに 改宗な 前の 行為に ついても 責任を 持つ のです か」 
これに 巧し 彼は 「あなた 方の 中で イス ラームの 教えに 従い 善行を 積む をは、 改宗な 前 
の 行為に 巧して 責任は 問われないだろう。 

しかし、 イス ラームに 改宗した 後で も 悪を 重ねる まは、 改宗な 前の 罪に 巧しても 改宗 後の 
罪と 同様に 責任を 問われる ことになるだろう」 とお 答えに なった。 

アブ ドツ ラー ビン •マ スウード はこう 伝えて いる 

我々 はかつ て アツ ラーのみ 使いに 「イスラー ムに 改宗な 前の 行為に ついても 責任を 持た 
ねばならな いのです か」 とたず ねた。 

み使いは 次のように 答えられた。 

「イス ラームの 教えに 従って 善行を 為す 者は、 改宗な 前の 行為に ついての 責任は 問われ 
ない。 

しかしながら 改宗した 後で も 悪行を 続ける 者は、 改宗な 前と な 後、 ホ 目方の 行為に ついて 
責任を 問われる だろう」 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 アア マシ ュ によっても 別の 伝承を 経路で 伝えられて いる。 



改宗、 ヒ ジュラ 及び 巡礼の 功徳に ついて 

イブ ン .シャ マー サ .マフ リー はこう 伝えて いる 

私たちは 死期 間近い アム ル •ビン •アースの 病床を 見舞った。 

その 折、 私たちを 見て、 彼は 長い間を きつ づけ 壁の 方を むいて しまった。 

彼の 息子 アブ ドツ ラーはやさし 〈なだめながら 「アツ ラーのみ 使いが 来世に ついて、 よき 知 
ら せを あなたに 話して 下さった ではありません か」 と 繰り返し いって 慰めた。 

アム ルは それでよ うやく 顔を 私たちの 方に むけて 次のように 語り だした。 

「我々 にで きる 最善の 行為は アツ ラーなかに ネ申 はなく ムハンマド 様は ネ申 のみ 使いで あると 
証言す る ことです。 

私の 人生には 兰 度の 大きな 局面が ありました。 

最初の それは、 私 lil 外には だれに も 見られなかった ほじ み使いに 強い 憎しみを 抱いて 
いた ことです。 

その 頃、 ネムは 彼を 迫害し 殺害し ようと 強く 願って しがので す。 

もしも そのような 状態の 時 私が 死んだ としたら、 私は 間違いな 〈地獄の おとなった ことで し 
ょう。 

その後、 アツ ラーが 化の むに イスラー ム への 愛を 徐 々に 教え こんで 下さった 時、 私は み 使 
し、 の処に 行きこう 話した のです 

『どう カホな たのち 手を 伸ばして 〈だみ、。 そうすれば、 私は あなたに を 誠を 誓います』 
み使いは すぐち 手を さしだされた。 

しかし 私は この 時、 私の 手を ひっこめました。 

み使いが 『どうした のか』 といわれ たのた 私は 『或るを 件を 申し上げたい』 といしな した。 
『どんなを 件で あるか J ] と 問われた ので 化は 『これまでの 秘の 行為を 許して いただきたい 
の です』 と 申し上げ たの です。 

み使いは これに 対し 『イスラー ムに 改宗す る ことた それな 前の 罪が 全て 許される こと、 ま 
た、 ヒ ジュラし たを (マディー ナに 移り 住んだ を も、 巡礼を 行った まも それな 前の もろもろ 
の 罪を 許される ことを 知らなかった のか』 といわれました。 

ああ、 秘に とってみ 使い ほど 愛すべき 方は おられな いし またみ 使い liLh に 私の 目 に 尊 〈 
映る 方は おられな 力、 ったので す。 

あまりに 尊崇の 思いが 強いた めに、 み使いの お 顔を 十分に 拝す る ことができない ほどで 
した。 

それが、 み使いの 御 容貌に ついて 問われても、 私の 目 が 完全には み使いを 巧して ない の 
で 述べる ことができない ほどです。 

もしも こんな 状態に ある 時 私が 死んだ としたら、 私は 十分 天国に 入り 得る 希望を 持ち 得た 
かも 知れません。 

この 後 化には ムアー ウィ ヤの 下で アリーの 軍勢と 戦ったり、 エジプトの 知事に 任命され た 



りするな ど、 責任を 伴な う 様々 なを 転が ありま した。 

勿論 それが 化に とって どのような 結 まを もたらす かわかる はず もなかった のです。 

私が 死んでも 決して 泣き 女を 雇ったり、 松明を かぎすな どの 大げさな 葬式は しか'' で 下さ 
い。 

墓に 埋葬す る 時には 十分 ± を かぶせて 下み、。 

そしてら くだを 屠殺す る 間、 できれば 私の 墓の 周りに しばら 〈立っ！: いて 下さり、 その 肉の 
幾分 かを 受取って もらえれば、 私は あなたち と一層 親密 さを 保つ ことにな り、 そのこと はま 
た、 アツ ラーの 天使たち が 私を 半り 断す る 場合の 良き 証し になる であり ましよう」 

イブ ン .アツ バース はこう 伝えて いる 

多神教 徒の 或る まらは、 を 〈の 人々 を 殺し また しばしば、 寮 通 罪を 犯した。 

その 彼らが、 ムハンマド 様の 処 にきて 「あなたの 主張 や 説教は まことに 結構な 内容です。 
もしも 私たちが 過去に 犯した 行為が 膚 罪される と あなたが 約まして 下さるならば 私たちは 
イスラー ムに 改宗 致します」 といった。 

この 折、 次の 啓示が 下された。 

「(信仰者とは) アツ ラーと 並べて、 外の どんな 神に も 巧ら か咕、 正当な 理由の ない 限り 
アツ ラーが 禁じられた 殺生を 犯す ことなく、 また 裏淫 しない 者で ある。 

だが 凡そ このような 行為を なすを は 懲罰され るであろう。 

復 まの 日には 懲罰は 罪に 応じ 倍加され、 その 地獄で 屈辱の 中に を 遠に 住む であろう。 
悔悟して 信仰し、 善行に 励む をは 別で ある。 

アツ ラーは これらの 者の、 いろし々 な ホ 行を 変えて 善行に される J (クル アーン 第 25 章 

68-70 節） 

「言って やる がいい。 『自分の 魂に 背いて 過ちを 犯した わが しもべた ちよ。 

それでも アツ ラーの 慈悲に 絶望して はならない。 

アツ ラーは 本当にす ベての 罪を 赦 される。 

かれは 寛容に して 慈悲 深 〈あられる』」 （クル アーン 第 39 章 53 節） 



イス ラームに 改宗 前の 善行に ついて 

ハキ- ム ゼン •ヒ ザ- ムは ウル ワ ゼン’ ズバイルに 次のように 語った 

私 カヴツ ラーのみ 使いに 「改宗な 前の 私の 敬神 行為に 巧す る アツ ラーの 報酬は いかなる 
ものです か」 とたず わた 時、 み使いは こうい われた 

「あなたは 改宗 Jil 前の 善行に よって イスラー ムを受 入れる ことができた のです」 

ハキ- ム ゼン •ヒ ザ- ムは ウル ワ ゼン •ズバイル にこう 語った 

私は 「アツ ラーの み使い 様、 私が 改宗な 前に 行った 施し (サダ カ）、 奴隸の 解放、 親族 内の 
協調と いった 様々 な 敬ネ申 行為に 対し 審判の 日に アツ ラーは 私に なんらかの 報償を お 与 
え 下さる と あなたは 思います か」 とたず ねた。 

これに 対しみ 使いは 「あなたは 改宗な 前の それらの 善行 お 陰で イス ラーム 教徒と なれた 
のです」 といわれた。 

ハキーム •ビン •ヒ ザー ム はこう 伝えて いる 

私は、 アツ ラーのみ 使いに 「改宗な 前に 幾つかの 善行を 致しました」 と 申し上げた 
(ヒシ ャーム ゼン •ウル ワは それらを アツ ラーに対する 敬ネ申 行為で あると 説明し な^) 
これに 対しみ 使いは、 「あなたが イスラー ムを受 入れた のは、 あなたの 過去の 善行の お 陰 
なのです」 といわれた。 

私は またけ 申に 誓って。 私は 改宗 Jil 前と 同じく、 イスラー ムの 教えを 余す ことな 〈実行 致し 
ます」 と 申し あげた。 

ヒシ ャーム ゼン •ウル ワ は 彼の 父から きいて 次の 話を 伝えて いる 

ハキー ム ゼン •ヒ ザー ムは イスラー ムに 改宗す る lil 前に （アツ ラーの 御名に おいて） 1 00 
名の 奴隸を 解放し、 100 頭の らくだを 献納した。 

それから イスラー ムに 改宗して 後、 更に 100 名の 奴隸を 解放し、 100 頭 のら 〈だを 献 じた。 
この 後、 彼は 預言者の 処 にきて、 前記と 同 内容の 話を したので ある。 



信仰の 誠実 さに ついて 


アブ ドツ ラーはこう 伝えて いる 

次の 聖句 「信仰して 自分の 信む に 不義を 混じえない を、 にれ ら のをは 安全で あん 正しく 
導かれる 者で ある）」 （クル アーン 第 6 章の 節） が 啓示され た 時、 教 友たち は 非常な 不安 
にかられ 口々 に 「我々 の 仲間で一体、 誰か 誤ち を 犯さない 者が いるだろう か」 といい 合っ 
た。 

これに 巧し アツ ラーのみ 使いは 次のように いわれた 
「 この 啓示の 意味は、 あなたた ちが 想像す るよう な ものではありません。 

賢 ま ル クマー ンが 彼の 息子に むかって 「息子ん アツ ラーに 他の 巧を 同等に 配して はなら 
ない。 

それを 配す るのは 大変な 不義で ある」 （クル アーン 第 31 章 13 節） と 述べた 時の 言葉な の 
です」 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 アア マシ ュ によっても 別の 伝承を 経路で 伝えられて いる。 



むの 全てを 見通す アツ ラーの 言葉に 関して 


アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いに 次の 聖句 「天に あり、 地に ある、 凡ての ものは アツ ラーの 有 （もの） で 
ある。 

あなた 方 自身の 中に ある ものを、 現わして もまた 隠しても、 アツ ラー は それと あなたがたを 
清算して おられる。 

アツ ラー は、 おぼしめし のをを 赦し また おぼしめし のをを 罰される。 

アツ ラーは 凡ての ことに 全能で あられる」 （クル アーン 第 2 章 284 節） が 啓示され た 時、 教 
友たち は 余りに 厳しす ぎる と 思った。 

それでみ 使いの 処に まて ひぎまず いて 座り、 こういった 

「み使い 様、 私共は 礼拝、 断食、 アツ ラーのた めの 戦い、 貧を への 施しな ど、 私共が 為し 
得る 幾つかの 義務を またす よう 命じられ T います。 しかるに 今、 このような 啓示が あなた 
に 下されました。 私共には この 啓示に 従って 暮らす のは 不可能です」 

これに 巧し み使いは いわれた 

「あなた 方は ずっとな 前に 『私たちは 挥 聴す るが 従わない』 といった 二つの 聖典 信仰者、 
すなわち ユダヤ教 おや キリスト教徒 たちと 同じ 言葉 か ホう とする のです か。 

あなた 方は それよりも むしろ 『私たちは 御 教えを 聞き 服従 致します。 主よ、 あなたの 御赦し 
を 願います。 わたしたちの 帰り 巧は あなたの 御 許であります』 と 唱えるべき です」 

それで 教 友ら は 「私たちは 御 教えを 聞き、 服従 致します。 

主よ、 あなたの 御赦 しを 願います。 

わたしたちの 帰り 所は あなたの 御 許であります」 の ル アーン 第 2 章 285 節） と 唱えた。 
人々 が この 言葉を 唱え、 しかも それが 流れる ように 美しく 彼らの 舌で 発せられた そのす ぐ 
後に、 アツ ラーは 次の 聖 句を 啓示され た。 

「使 お t 主から 下された ものを 信じる。 

信者たち もまた 同じで ある。 

皆、 アツ ラーと 天使たち、 諸 啓 典と 使徒たち を 信じる、 わたしたちは、 使徒たち の 誰に も 差 
別を つけない という、 また かれらは がって こういう 
『わたしたちは 教えを 聞き、 服従し ます。 

主ん あなたの 御赦 しを 願います。 わたしたちの 帰り 所は あなたの 御 許であります』」 の 
ルアー ン第 2 章 285 節） 

人々 が 教えに 従った 時、 アツ ラーは 先の 言葉を 廃棄され、 新たに 次の 言葉を 啓示され た。 
「アツ ラーは 誰に も その 能力な 上の ものを 負わせられない。 

その 稼いだ もので 自分を 益し その 稼いだ もので 自分を 損う。 

『主よ、 わたしたちが もし 忘れたり、 過ちを 犯す ことがあっても、 咎めないで 下さい』」 

預言 まは アツ ラーによ り これらの 言葉を 唱える よう 導かれながら こうし ホれ た 



「はい、 「主ん わたしたちな 前のを に 負わせられた 重荷を、 わたしたちに 負わせないで 
下み り」 

預言者は 更にこう 唱えた 

「はい、 「主よ、 わたしたちの 力で かなわな いものを 担わせないで 下さい」」 

預言者は つづけて 唱えた。 

「はい、 「わたしたちの 罪障を 消滅な され、 わたしたちを 赦 し、 わたしたちに 慈悲を 御 〈だし 
下み、 

あなた こそ わた 〈したち の 愛護 者で あられます。 

不信 也の 徒に 対し、 わたしたちを 御 助け 下さい」 （クル アーン 第 2 章 286 章)」 

にの 言葉に 巧し) アツ ラー は 「承知した」 といわれた。 

イブ ン .アツ バース はこう 伝えて いる 

次の 啓示、 「あなたがた 自身の 中に ある ものを、 現わして もまた 隠しても、 アツ ラーは それ 
と あなたがたを 清算して おられる。」 （クル アーン 第 2 章 284 節） が 下された 時、 人々 はか 
つて 経験した こと もない ほど 恐れの 思いを 抱いた。 

預言 まは この 様子を 見て 「『わたしたちは 御 教えを 聞き、 それに 従い、 服従 致します』 と 
唱えなさい」 といわれた。 

アツ ラーはこの ようにして 人々 のむ に 信仰を 徐 々に 教え こまれ、 そして 後、 次の 啓示を 顕 
わされた。 

「 アツ ラーは 誰に も その 能力 な 上の ものを 負わせられない。 

人々 は 自分の 稼いだ ものた 自分を 益し その 稼いだ もので 自分を 損う。 

『主よ、 わたしたちが もし 忘れたり、 過ちを 犯す ことがあっても、 をめ ないで 下さい』」 

アツ ラーはこの 言葉に 巧し 「そのよう にす るであろう」 といわれた。 

また 「主よ、 わたしたちな 前のを に 負わされ たような 重荷を、 わたしたちに 負わせないで 
下さい」 との 願いに 対しても アツ ラーは 「そのよう にす るであろう」 といわれた。 

そして、 更に、 「わたしたちを 赦し 、わたしたちに 慈悲を 御 < だし 下さい。 

あなた こそ わたしたちの 愛護 看で あられます」 （クル アーン 第 2 章 286 節） との 願いに 巧し 
て もまた アツ ラーは 「そうする であろう」 といわれた。 



アツ ラーが 也 中の 邪悪を 許される ことにつ いて 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「アツ ラーは 邪悪な 思いに とらわれた 私の 民人で も、 それを 人に 語ったり 実行したり せめ 
限り お許しになる だろう」 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

けツ ラーは 我らの 仲間のを がむ 中に 邪悪な 思いを 抱いた としても、 それを 誰に も 話さ も 
また 実行し ない 限り お許しになる であろう J 

前記と 同 内容の ハディー スは 、カターダに よっても 別の 伝承を 経路で 伝えられて いる。 



善行 および 悪行の 記 銀に ついて 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「アツ ラーは 天使たち に 『わたしの しもべに 悪む を 抱く をが あっても、 それを 記録して はなら 
ない。 

もし 実際に 彼が 悪を 化した 場合は 罪 行一つと 記しな み、 

また、 もしも 善む を 持ちながら、 それを 実行して ない 者が おれば 彼のた め 善行一つと 記録 
しなみ、 

もし それを 彼が 実行した 場合には、 彼に 関する 記録 簿に 善行 10 箇と 記しなさい 化 お命じ 
になった」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 

「アツ ラーはこう 述べられた 『私の しもべで 善行を 為そうと 志しながら、 それを 実行して ない 
をに 巧し 私は 善行 一つと 記録す る。 

しかし もし 彼が それを 実行した 場合には、 彼のた めに その 程度に 応じて 10 から 700 まで 
の 善行 巧を 記録す る。 

また一度 悪行を 犯そうと しながら 実行し なかった まに 巧して は 私は 何も 記録に とどめる こ 
とはし ない。 

そしても し 実行した としても 悪行一つと 記す のみで ある』」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使い、 ムハンマド 様は いわれた 

「アツ ラーはこう 話された 『もしも 私の しもべた 善行を 志しながら 実行して ない まが あれば、 
私は その まの ために 善行一つと 記す。 

また、 もし それを 実行した 場合には、 彼のた めに 善行 10 箇と 記入す る。 

もし 悪行を 企図しながら、 それを 実行し なかった をが あれば 私は それを 許して 記録せ ず、 

実際に 犯した 場合に のみ、 彼の 名の 下に 悪行一つと 記す 山 

み使いは こう もい われた 

「天使たち は、 次のように 語って 〈れ た。 

『あなたの しもべ 力 《 、 なに かの 悪行を 化そうと している 時、 そのこと に 極めて 敏感で あられ 
る お ホ、 "よ 〈監視し もし 彼が 罪が 己したならば それを 記せ。 

ただし 何も 化さめ 場合には、 彼のた め 善行一つと 記入せ よ。 

なぜなら 彼は 化ヴツ ラー） のために 罪を 化す ことを 思いとどまった ので ある" といわれ 
た』」 

アツ ラーのみ 使いは こう もい われた 

「あなた 方のう ち、 正しい 信仰を 持つ をに 巧して、 その 善行の 全ては 程度に 応じて 10 倍 か 
ら 700 倍まで 増加して 数えられ 記録され ます。 



罪を 犯した 場合には 全てが そのまま 記録され ます。 

この 記録を もって 審判の 日 に アツ ラーにお 会いす るので す」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「善行を 志しながら それを 行わなかった まに 対しては 善行 一つが 記録され 、善行を 志し そ 
れを 実行した 者には、 その 程度に 応じて、 10 倍から 700 倍の 善行 印が 記録され る。 

なお、 悪 巧を 企図した 者で も それを 実行し なかった 場合には なんら 記録され る ことは ない。 
ただ 悪を 実際に 犯した 場合には そのまま 記録され る J 

イブ ン •ア ツバー ス は、 アツ ラーのみ 使いが 主につ いて 語った 言葉を こう 伝えて いる 
「まことに アツ ラーは 善行、 悪行に ついて よ 〈記録な さる 方で ある。 

善行を 志しながら、 まさなかった 者に アツ ラーは 善行一 つと 記され、 また 善を 志し それを 
実行した 者に 巧して は、 アツ ラーは 10 倍から 700 倍の 増加分、 また それ Jil 上の 善行 数を 
記録な さる。 

悪行を 企図しても それを 行わなかった 場合、 アツ ラーは 完全な 善行 一箇を 記して 下さる。 
またもし 悪を 企て それを 行った 場合には、 アツ ラーは 彼に 悪行一つと 記録な さるので ある」 

前記と 同 内容の ハディー スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ な^が、 それには 次の 言葉が 付加 
されて いる 

「アツ ラーは 人の 犯した 悪行を 抹消す る こと さえな さる。 アツ ラーはまた、 極悪 ま (を） な 外 
には 誰を も 破滅させる ことは なさらない」 


(お 原文は" ハーリグす なわち" 破滅を 運命 づけら れ ている 者" という 意味。 
悪行を 専らに し 一片の 善意を も 持ため まを いう 



信仰者が 悪を ささやかれる ことにつ いて 


アブー •フライ ラに よると 教 友ら が 預言者の 化に 来て こういった 

「まことに 我らの む 底には 誰し も 口にする のを はばかられる 事柄、 すなわち 悪への 誘惑む 
が ある ことに 気付いて おります」 

アツ ラーのみ 使いは これに 巧し 「あなた 方は 本当に そこに 気付いた のか」 とおたず わにな 
り、 「その 通りです」 と 彼らが 答える と、 「それと 戦う ことで 真実の 信仰む が はっきりして くる 
のです」 といわれた。 

アブー •フライ ラに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

アブ ドツ ラー ビン •マ スウード はこう 伝えて いる 

預言者は 悪への 誘惑に ついて たずねられた 時 「それは 純俾な 信仰を 持つ ためにち 益な も 
のです （お」 と 答えられた。 

(を) 信仰の 純度が 高まる と、 む 中の 些細な 悪に 巧しても 敏感になる ことを 意味す る 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「人々 は あれこれと 互いに 疑問を 述べ 合し、、 まてには 『アツ ラーは 万物を 創造され たが、 
それでは一体 だれ カヴッ ラーを 創った のだろう』 などと しづ 者 も 出て 〈るだろう。 

しかし 人智の 及ばめ アツ ラーについての 疑念が 論議され る 場所では、 信 まは ただ 『私は 


アツ ラーを 信仰して おります』 と 述べる だけで よいので ある」 


前記と 同 内容の ハディー ス は、 ヒシ ャーム ゼン •ウル ワ によっても 伝えられる 力 《 、 それには 次の 表 
現 も 加えられて いる 

アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「悪魔 (シャイ ターソ カ 《 あなたち一人一人の 処に 来て 『一体 だれが 天を 創り、 地を 創ら れ 
たの か』 という 時、 人々 は 『アツ ラーです 化 答える ことだろう」 


アブー •フライ ラに よると、 アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「悪魔が あなた 方一人一人の 処に まて、 あれ や これは 誰に よって 創ら れ たかと いい、 遂に 
は、 誰が あなたの ちを 創った のかとまで 質問す るだろう。 

その 時には、 アッ ラーに 加護を ネ 斤り、 そのような 無益な 問いは 無視すべき である」 



アブー •フライ ラが ウル ワ ゼン •ズバイルに 語った 前記の ハディー ス は、 別の 伝承 者 経路に よって 
も 伝えられ、 それには 「悪魔 カヴッ ラーの しもべの 処に まて 『誰が あれ や これを 創った のか』 と 問う 
ことだろう」 と しづ 表現が みられる。 


アブ ー- フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「人々 は 絶えず あなた 方に （イスラー ム に関する） 知識に ついて 問いつ づけ、 まてには 『ア 
ツ ラーは 化たち を 創造され た 力 《 、 しかし 誰が一体 、アツ ラーを お 創り になった のです か 化 
までい いだす に 相違ありません」 

アブー •フライ ラは この ハディー スを 語った 時、 或る 男の 手を とらえながら 「アツ ラーと アツ ラ 
一の み使いは 真実を お告げに なった。 

すでに 二人の 人物が これと同じ 質問を おにした。 この 人は 兰 人目の 質問を であった」 

(別 伝に よると、 「すでに一人が 私に 質問し、 この 人物は その 二人目に 当る」） といった。 
なお、 アブー •フライ ラに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承を 経路に よっても 伝 
えられる 力 《 、それには 「預言者が こうい われた」 と しづ 言葉は ない。 

また、 この ハディー スの 最後は けッ ラーとその み使いは 真実を お告げに なった」 と しづ 言 
葉で 終って いる。 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「アブー •フライ ラよ、 人々 は、 あなたに 絶えず アツ ラーについての 様々 な 事柄を たずねる 
ことた' ろ ラ。 

そして まてには 『それ カヴツ ラーだとす ると一体 誰 カヴツ ラーを 創造され たの か 化い うに 
相違ない」 

この 話に 関連し アブー •フライ ラは 次のように 語って いる 

「私たちが モスクに いた 時、 何人 かの ベ トウ ィンが そこに まて 『アブー フライ ラん それが 
アツ ラーだと すると、 一体誰 カヴツ ラーを 創造され たの か』 といった のた 私は 手に 小石を 
つかみ、 それを 彼らに 投げつ けながら 『立ちなさい！ 立って 出て 行きなさい！ 化の 友 
ムハンマド 様の 言葉は 本当だった の だ！ 』 と 叫んだ」 

ヤズ ィード •ビン •アサ ンムは 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いが 次のように いわれた と、 アブー •フライ ラから 聞いた。 

「人々 は あなた 方に 必ず 全 ゆる 事柄に 関して 問い、 まてには 『アツ ラーは 万物を 創造され 
た。 しかし一体 誰 カヴツ ラーを 創った のか』 とまでい うこと だろう」 

アナス ゼン •マーリクは アツ ラーのみ 使いより 聞いた 次の ハディー スを 伝えて いる 



「アツ ラーはこう いわれた 『まことに あなたの （ウン マの） 人々 は、 あれこれ について 絶えず 
質問を し、 まてには 必ず 『万物を 創造され た アツ ラーが 実在 するとしても、 一体 誰が アツ ラ 
一を 創った のか』 といいだ すに 違いない』」 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 ま 経路で も 伝えられ るが、 それには 「アツ ラーはこう いわ 
れた 『まことに あなたの （ウン マの） 人々 は』」 と しづ 表現は みられない。 



偽誓に より ムス リムの 権利を 横領す るを について 


アブ— •ウ マ-マに よると、 アツ ラ-のみ 使いは こうい われた 

「偽 わりの 誓いを 述べて 他の ムス リムの 権利を 横領す るを に 巧し アツ ラーは 地獄の 义を 
彼 にん さわし いものと なさり、 天国に 入る ことを 禁じられる だろう」 

これを 聞いた 或る 男が 「み使い 様、 たとえ、 取る に 足らない ル 事であって もです か」 と 問う 
たと ころ、 

み使いは 「その 通りです。 たとえ、 それ 力な ラー ク樹の ル ほ一本であって もです」 といわれ 
た。 


アブー •ウ マーマに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別 のた 承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

アブ ドツ ラー •ビン •ウマルに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「ムス リムの 財産を 横領し ようとして 偽誓を し しかも 実際に 虚偽 行為を したを に 巧し、 ア 
ツ ラーは 怒りを もって 接する であろう」 

たまたま この 時、 ア シュア ス •ビン •カ イスが そこに やって来て、 人々 に 「アブー •アブ ドル- 
ラフ マーン (アブ ドツラ ー ビン •ウマルの 呼び名） は どんな ことを あなた 方に 話した のか」 と 
たずねた。 

人々 がし かじかの 内容だった と 彼に 告げた ところ、 彼は け ブー アブ ドル •ラフ マー ンの話 
は 正しい。 

実は この 言葉は 化に 関連す る 問題に ついてい われた ものです。 

私は、 イエメンに 巧ち する ± 地の 権利に 関し 或る 男と 争って しなした。 

私は その 男と一緒に 争いを 預言者の 処に 持ち込み 解決を 願った のです。 

その 折 アツ ラーのみ 使い 力 《 『あなたの 主張を 支持す るた めの 話 拠は あるか』 といわれ たの 
で 『なにもありません 化 答えた ところ、 み使いは 『それでは この間 題の 解決は 彼の 誓言 
によるな 外 ある まし、』 いわれた のです。 

私は これに 巧し 『彼は ふたつ 返事で 誓う ことで しようよ 化 述べた のです 力 《 、この 時み 使い 
はこうい われました 

『ムス リムの 財産を 横領し ようとして 偽りの 誓いを する 虚言を に 巧し アツ ラーは 怒りを も 
って 接する であろ 別 この 折、 次の 聖 句が 下された のです。 

「アツ ラーの 約 まと、 自分の 誓いと を 売って 僅かな 利益を 賭う 者は、 来世に おいて 得分は 
ないで おろ ラ。 

復 まの 日 には、 アツ ラーは かれらに 御言 葉を ちえず、 また 顧みられず、 清められる こと も 
ない。 

かれらは 痛ましい 懲罰を 受ける であろう」 の ル アーン 第 3 章 77 節） 



アブ ドツ ラーは、 預言 まがこう 語る のを 聞いた と 伝えて いる 

「或る 財産が 自分の 所有で あると 誓言し、 しかも それが 偽りで ある 場合、 アツ ラーは その 
をに 対し 怒りを もって 巧す るであろう」 

なお、 アブ ドツ ラーにより 別の 伝承 ま 経路で 伝えられる この ハディー スの 後半は、 次の 表 
現を 除けば 前記と 同 内容で ある。 

「私と 或る 男との 間で 井戸に 関する 争いが 起った。 

我々 は、 アツ ラーのみ 使いの 処 にこの 問題を 持ち こんだ が、 彼は その 時 私に むかって 『あ 
なた の 主張を 支持す る 二人の 証人を 出さなければ、 彼の 誓言が ち 効で あると 認められる 
ことにな ろう J ] といわれた」 

イブ ン •マ スウードは 伝えて いる 

ネムは アツ ラーのみ 使いが こうい われる のを 聞いた 

「ムス リムの 財産に 関し 正当な 根拠 もな 〈巧ち 権が あると 誓言す る まに 巧し、 アツ ラーは 
怒りを もって 巧す るであろう」 

その あとみ 使いは、 この 言葉の 証として、 前記 クル アーン 啓示 （第 3 章 77 節） を 最後まで 
お唱えに なった。 

ワーイ ルは こう 伝えて いる 

ハドラマウトから 来た 男と キン ダから また 男が 共に 預言を の処 にやって 来た。 
ハドラマウトの 男は いった 

「アツ ラーのみ 使い様、 まことに この 男は、 私の 父の ものだった ± 地を 私から 取り あげた 
のです」 

これに 巧し キン ダの 男は じれは 化の ± 地です。 私が 耕作した のです。 あの ± 地に 関し 彼 
にはなん の 権利 もありません」 といって 反駿 した。 

そこでみ 使いは、 ハドラマウトの 男に 巧し 「あなたは なに か 証拠 品を 持って います か」 とた 
ずね た。 

彼が 「ありません」 と 答えた のでみ 使いは 「それでは この 件は、 彼の 誓言に よって 決定され 
る ことになります」 といわれた。 

ハドラマウトの 男は これに 巧し 「み使い 様、 彼は 嘘つきで 何でも 平気で 誓い、 しかも、 それ 
を 守ろうと しない 男です」 と 述べた 力 《 、 み使いは 「それな かには いかなる 手段 もない ので 
す」 といわれた。 

キン ダから 来た 男は 誓言を 述べ 始めた。 

この 男が 帰って 行った 後、 み使いは いわれた 

「もし あの 男が ハドラマウトの 男の 財産を 横領し ようとして 誓言を 述べた としたら 、アツ ラー 
は 必ずや あの 男を 拒否な さるだろう」 



ワーイ ルは、 彼の 父 フジ ユルが 次のように 語った と 伝えて いる 

私 カヴッ ラーのみ 使いの 処 にしが 時、 ある ± 地 に関して 争って いる 二人の 男が やって ま 
た。 

そして その一人 がいった 「み使い 様、 この 男が イスラー ム Jil 前に、 私の ± 地を のっとって し 
まった のです」 

こう 申し立て たのは イムル •カ イス ゼン •アー ビス •キン ディーで、 その 相手は ラビー アゼ 
ン •イブ ダー ン というを であった。 

み使いは そう 申し立てた イムルに 巧し 主張を 立 記す るた めの 資料が 有る かと 問し' 「有り 
ません」 との 答えに 対し 「それでは、 彼、 すなわち ラビー アの 誓言に よって 半り 断す るな 外に 
ない」 といわれた。 

イムルは 「そうすれば ± 地は 彼の ものに なって しか、 ます」 といって 抗議した 力 《 、み使いは 
「これな 外に あなたには どうしよう もない のです J と 述べ、 一 ちの ラビー アが 誓言す るた め 
に 立ち上った 時には 次のように いわれた 

「不正な 手段で ± 地を 横領す るを に 巧し アッ ラーは 怒りを もって 巧す るであろう」 

なお、 イス/ \ -ク は、 訴え 人の 名を ラビー ア • ビン •イブ ダー ン ではなく、 ラビー ア ゼン •ア 
イダー ン であると 記して いる。 



他人の 財産を 不正に 強奪す る まに ついて 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

或る 男が アッ ラーのみ 使いの 処に 来て 「み使い 様、 もしも 私の 財産を 奪おうと する をが 来 
たら、 どうすべき でしよう か」 といった。 

み使いは 「財を 取られて はならない」 と 答えられた。 

その 男が また 「もし 私に 戦いを いどんで きたら どうす べきです か」 とたず わたのに 対し、 み 
使いは 「その 時は 戦いな みり と 教え、 更に 「もし 私が 殺されたならば、 どうなる のです 力、」 
との 質問に 巧して は r 巧) 教者 となる だろう」 とお 答えに なった。 

更に また 「私に よって 殺された 相手は どうなります か」 との 問いに 対しては 「彼は 地獄に 落 
ちる だろう」 といわれた。 

サ ービト はこう 伝えて いる 

アブ ドッ ラー •ビン •アム ルと アン バサ •ビン •アブー •スフ ヤーン が 互いに 戦闘 準備を してい 
た 時、 ハー リ ド' •ビン •ア ース が、 アブ ドッ ラー •ビン •アム ルの 処に 馬で 駆けつけ、 戦いを 中 
止す るよう 説得した。 

これに 巧し アブ ドッ ラー ビン •アム ルは 「あなたは 『財産を 守る ために 戦って 死め をは 巧！ 
教ま である』 とみ 使いが いわれた のをから ない のです か」 といった。 

なお、 この ハディー スは 別の 伝承を 経路で も 伝えられ ている。 



不正な 支配を に関して 

ハ サンは こうおえ ている 

ウ バイ ドツ ラー. ビン. ジヤー がけ アキ ル. ビン. ヤサー ル ■ム ザン ニーの 病床を 見舞った。 

マ アキ ルは 後に この 病いで 死去した 力 《 、 この 折、 次のように 語った 

「私が アツ ラーのみ 使いから お聞きした 中た もしも 私が もっと 長生きで きる とわ かってい 

るなら、 決して 人には いいた 〈ない 或る 話を あなたに 伝えて おきます。 まことに 化は み使い 

力に うい われる のを 聞いた のです 『アツ ラーに 託されて 支配 まと なった しもべ 力 《 、不正に 

人々 を 圧迫す るを であれば、 その 死を 迎える に 当って 天国は 彼のた め 禁じられる ことに 

なろう』」 

ハ サンは こうおえ ている 

ウ バイ ドツ ラー •ビン •ジ ヤー ドは マ アキ ル •ビン •ヤ サー ルを 見舞った 力 《 、その 時 マ アキ ル 
は 病に ちしんで いた。 

ウ バイ ドツ ラーは 彼の 病気の 具合に ついて たずねた。 

この 折、 マ アキ ルは いった 

「今、 私は 過去に 話す のを 避けて きた 或る ハディー スを あなたに 伝えて おきたい。 まことに 
アツ ラーのみ 使いは こうい われた のです 『アツ ラーに 臣下の 状態を みるよう 委託され たし も 
ベら が 過酷な 支配を であった 場合、 その まが 死の 時を 迎えた としても 天国には 入る こと 
は 許されないだろう』」 

イブ ン •ジヤ ード はこの 言葉を 聞き 「どうして もっとな 前に この 言葉を 私に 語って 〈れ なかっ 
たのです か」 といった が、 マ アキ ルは これに 巧し 「私が 話さなかった のは、 適当な 時期で な 
いと 考えた からでした」 と 答えた （を）。 

(を） ウ バイ ドツ ラーは ウ マイヤ 朝 始祖 ムアー ウィ ヤの 義弟 ジヤー ドの 子で、 自ら も アリー 
の モフ サインの かいく ラー 殆教の 折、 イラクの ウ マイヤ 朝 知事と して 兵を 率し ロサ インー 
行の 進路を はばんだ 人物で ある。 

マ アキ ルは イスラー ム暦 60 年に 死を 迎えた 故、 その一年後す なわち、 同 61 年の ムハツ ラ 
ム月 10 日 （西暦 680 年 10 月 10 日） フサ インの かい 《ラー 狗教 事件は 起った ことになる。 
ともあれ、 この ハディー スは 預言を 家系を 圧迫す る ムアー ウィ ヤー 族に 巧す る、 マ アキ ル 
の 最後の 警告と なった ものである 

ハ サンは 伝えて いる 

私たちが マ アキ ル ゼン •ヤ サー ルの 病気 見舞いに いった 時、 ウ バイ ドツ ラー •ビン •ジャー 
ド も そこに やって来た。 

その後に マ アキ ルは こう 語った 



「まことに、 私は アツ ラーのみ 使いの 語った 或る ハディー スを あなたに 話したい と 思う」 
そういって 彼は、 前記 二つと 同 内容の ハディー スを 語った。 

アブ—. マリ— フ は、 こう 伝えて いる 

ウ バイ ドツ ラー •ビン •ジ ヤー ドが マ アキ ル ゼン •ヤ サー ルの 病気を 見舞った 時、 マ アキ ル 
は 彼に 次のように 語った。 

「 もしも 私が このような 病床に 臥して なければ、 決して 話す こと もなかった に 相違ない 或る 
ハディー スを あなたに 語って あげます。 私は アツ ラーのみ 使いが こうい われる のを 聞いた 
ことがあります。 げ なわち） 『アツ ラーによって、 ムス リムの 面倒を みるよう 責任を 託された 
支配者で ありながら、 彼らの 生まを みるた めに なんらの 努力 もせず、 また、 誠意を な 〈そう 
としない まは、 彼らと 共に 天国に 入る ことはないだろう』」 



信頼 や 信仰が 失われる ことに 関して 


フザイ ファは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 私たちに 二つの ハディー スを 話して 下さった 力 《 、私は その 中の一つが 
実現され るのを 見る ことができた。 

私は 他の一つも 実現され る ものを 巧 待し！: いる。 

(ともあれ) み使いは こうい われた 

「誠実 性が 人間の むに 植え こまれた 後 クル アーン が 啓示され た。 

人々 は クル アーン や 私の 行いな ンナ） から それにつ いて 具体的に 学んだ のです」 
それからみ 使いは、 誠実 性が 失われた 場合に ついて おたちに 次のように 話された 
「人が 眠りに 就 〈と、 その 誠実 さもむ の 中に かすかな 印象を 残す だけで 消え去って しまう。 
それは T 度 木の 燃えさし が あなた 方の 足の 皮膚に 残す 水ぶ 〈れ のよう な もので、 張れ 上 
ったと しても 中にはな にもない のと 同じです」 

み使いは 小石を ひろい、 ご 自分の 足の 方に ころがしながら 続けて こう もい われた 
「人々 は 互いに 商売を ずっと 続けて ゆく ことだろう が、 頼りになる 誠実な 人々 の 数は だん 
だん 少なくなる ことだろう。 

そうなる と 『某々 の 部族に 信頼で きる 人物が いると か、 個人に 関して いえば、 むにから し 
粒の 重さ ほどの 信仰む も 持たない 人物が 『なんと 慎重な 人であろう！ 』 『なんと 上品な 人 
物であろう！』 

また 『なんと 賢明な 人物だろう！ J などと いわれ 珍しがられる ことになるだろう ほ)」 

これに 関連し フザイ ファは 次のように 付言して いる 
「かつて、 私は 誰と 商売を しようと 不 をは 抱かなかった。 

なぜならば、 相手が ムス リムの 場合、 その 信仰が 十分 信頼の 保証と なった し キリスト教 
おや ユダヤ教 徒の 場合、 彼らの 支配 まが 私に 対する 商売 上の 義務を また させた からで 
す。 

しかしながら、 今日、 私は あなた 方の 中、 某々 など 二、 兰の 者な 外、 誰を も 信頼で きず 商 
取引を する 気になれ ないち 様です」 


(を) ずる 賢 〈商売す る まらが これらの 言葉で ほめられ、 正直 まが イ氏 〈評価され るよう にな 
ると いう 意味 


前記と 同 内容の ハディー ス は、 アア マシ ュ により 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



イス ラーム 教義の 特異性に 関して 

フザイ ファは 伝えて いる 

私たちが ウマルと一御 こしが 時、 彼は 「あなた 方のう ち 誰か、 アッ ラーのみ 使いが 災害 口 
ィ トナ） について 話される のを 聞いた 人が います か」 とたず わた。 

或る人たち 力 《 「我々 は その 話を 聞きました」 と 答える と ウマルは それに 巧し 「恐ら 〈、災害 
の 時には、 人は ま 族 や 隣人を む 配す る ことだろう」 と 述べた。 

人々 が 「その 通りで わと しづと、 ウマルは 「しかし そのような 不安は、 礼拝、 断食、 喜捨 
(サダ カ） などの 行為で 解消で きる ものです。 

ところで あなた 方の 中、 誰か、 み使いが、 災害は 大洋の 波の ように 続けて 襲って まると い 
われた のを 聞いた 人は います か」 とたず わた。 

人々 はこの 言葉に 静まり かえった。 

この 時には 私 ロザ イ ファ） だけが 「聞きました」 と 答えた 力 《 、それに 巧し ウマルは 「あなた 
の 父上は 敬虔な 人でした」 と 述懐して いた。 

ともあれ 私は 続けて こう 話した 

「み使いは いわれました 『もろもろの 誘惑への 思しけ 《 、T 度 筵が 葦 草の一本一本 によって 
編まれる ように 人々 のむ に 次々 と 浮かんで くる ことだろう。 

そして、 その 誘惑を 受け入れた をのむ には 黒い 印が 付され、 それを 拒否した 者の むには 
白い 印が がされる だろう。 

その 結果 二種の むが 生じ、 白 石の ような 白い むは、 天地が 続 〈限り、 いかなる 災害 や 誘 
惑に も 損われる ことはないだろう。 

もう一方の ひっ 〈りか えった 容器の ように 黒く ミちれ た 也は、 善を 判断したり、 悪を 避けたり 
する ことができず、 その 時々 の 気分に 支配され る ばかりと なる だろう』 と」 

私 （フ ザイフ ァ） はまた、 ウマルに 次のように いった 

「あなたと その 災害との 間の 通路は、 あなたが 防禦な さるた めに、 閉じられて いるかの よう 
です。 しかし それ も 今や 破られそう です」 

これに 巧し ウマルは 「破れる だろう か。 

あなたは 父親を t くした が、 もしも 彼が 生きて いれば、 たとえ 通路の 戸が 開いて いても、 彼 
の 協力に よって もろもろの 悪を 防ぐ ための その 戸を ちび 閉じる ことができた のであろう に」 
といった。 

私は、 これに 巧し 「いや、 それは 無理 かも 知れません J と 述べ、 「通路の 戸口が 破れる とい 
う 意味は 人が 殺される か、 もし 〈は、 死め ことを 指して いるので す ほ）」 といった。 


な） ウマルが 後に 刺 段され る ことを 予見した 言葉と も 受け取られる 



リビ ー> r ゼン •ヒ ラー シュは 伝えて いる 

フザイ ファが ウマルの 許から 帰り、 座って から、 次の 話を 我々 に 語った 
「昨日、 私が 信者の 長 ウマルの 触 こいた 時、 彼は 教 友ら にこう いった 『あなた 方の 中、 誰 
か 災害の 時に ついて アツ ラーのみ 使いが いわれた ことを 記憶して いる 人は いません か 山 
Jii 下は 前記と 同 内容の ハディー ス である。 

リ ビーイ ゼン •ヒ ラー シュ は、 フザイ ファから 聞いた 次の ハディー スを 伝えて いる 
ウマルは こうし、 った 

「アツ ラーのみ 使いが 災害に ついてい われた ことを、 誰か （もし 〈は、 あなた 方の 中、 誰か） 
我々 に 語って 〈れ ます か」 

すると 彼らの 中に いた フザイ ファが 立ち上り 「化が 述べます」 といった。 

Jii 下は 前記と 同 内容の ハディー ス である。 

なお、 これに 関連し フザイ ファは 「私が 述べた ハディー スに誤 まりはありません」 とし'' い 「み 
使いから 直接 聞いた 話です」 と 語つな^。 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「 初め イスラー ムは 人々 に とって、 何 か 耳新しい 教えと して 始まった。 
イスラー ム はこれ から も 新しい 教えで ありつ づける だろう。 

初めての をに とって イスラー ム はまこと によき 教えで ある J 


アブ ドッ ラー •ビン •ウマルに よると、 預言 まは こうい われた 

「イスラー ム はか こか 特異で 新鮮な 教えと して 始まった。 

そして ちん 始まった 時と 同様な 状況に 戻りつつ ある。 

マッカと マデイー ナの 二つの モスクの 間に、 T 度 蛇が その 穴に 這えず り 帰って しべ ように、 
戻って 力を 貯えようと している J 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 

「まことに 信仰は、 T 度 蛇が 穴に 這い 入る ように、 マデイー ナの 町に 浸透して ゆく こと だろ 
ラ」 



"最後の 時ヴ ツサーの "について 


アナスに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 

「"最後の 時" は、 地上で 人々 の アツ ラーへの ネ 斤り が 続 〈限り、 まること はない」 


アナスに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

けッ ラーにが 願を 捧げ 続ける 限り" 最後の 時" は 誰の 上に も 起こる ことは ない」 


恐怖む からの 信仰 隠しに ついて 

フ ザイフ ア はこう 伝えて いる 

ネムたち が アツ ラーのみ 使いに 従っていた 時、 彼は こうい われた 
「 イスラー ム への 入信を 告白した をを、 数えて がらせなさい」 

私たちは これに 巧し 「み使い 様、 あなたは 化たち について 何 かむ 配して おられる のです 力、。 
私たちの 人数は 600 から 700 名 ほどです」 と 申し あげた。 

すると 彼は 「あなた 方には 予想 もつ かないだ ろうが、 今後 あなたち は 何度かの 試練に さら 
される ことだろう」 といわれた。 

実際、 わたしたちは 困難な 事件は） に 遭遇し その 時には、 或る人た ちは 礼拝 すら 隠れ 
て 行わねば ならない ほどであった。 


なけ リフ •ウス マー ン 殺害事件 前後の 騒動を 意味す る。 この 内乱では 多 〈の ムス リムが 
殺された 



ムス リムと 信仰を (ムウ ミソ に関して 


アー ミル ゼン •サアドに よると、 彼の 父、 アブー •ワッカ スは 次のように 語った 
アッ ラーのみ 使いは 教 友ら に 戦利品を 分配な さった。 

この 折 化は 「み使い 様、 某々 にも 分け与えて 下さい。 彼は まことの 信仰者 （ムウ ミン （を）） 
です」 と 申し上げた。 

これに 巧し 預言者は 「単なる ムス リムでは ない のか」 といわれた。 

私は 「彼は、 信仰まで す」 を 繰り返し たが、 預言者は その 度に； 回 も 同じように 「単なる ム 
スリムで はない のか」 といわれた。 

そして、 後に 「私は この 分け前を 或る 男に 与え、 アッ ラーがその 男を 業火の 中で 額ず かせ 
ないよう ネ 斤りたい と 思う。 いうまでもなく 私に とって その 男より 他の 人の ちが もっと 大事な 
のは 十分 承知して おる けれども」 といわれた。 

(お ムス リムとは イスラー ム 信仰を 告白した ま、 信仰を 仏 ウミソ とは イスラー ム をむ 底 
より 信ずる を の 意味で ある。 

信仰 まは 全て ムス リムで あるか、 単に 口先で イスラー ム 信仰を 告白した だけでは 信仰を 
(ムウ ミン） とはいえない。 

なお、 ムス リムと なっても 也の 底て は その 教えに 帰依して ない をは ムナーフイ ク (偽 信 ま） 
と 呼ばれる 


サアドは こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが 或る グルー プの 人たち に 戦利品を 分配して おられた。 

私 も その 中に 座って いた 力 《 、 み使いは その グルー プの 数名のを には 何も 与えなかった。 
その 無視され た一人は、 見たところ、 他の 人たち よりも ずっと 分配を 受ける に ふさわしい と 
思える 人物だった ので、 化は 「み使い 様、 どうして 某には 与えない のです 力、。 化が がる 限 
り 彼は まことの 信仰まで す」 といった。 

これに 巧し み使いは 「ただの ムス リムでは ない のか」 といわれた。 

私は一 寸な默 したが、 ちび 彼に ついて 知っている ことを 述べた くな り 「み使い 様、 どうして 
某には 与えない のです か。 私の かる 限り 彼は まことの 信仰を です」 といった。 

これに 巧し み使いは また 「ただの ムス リムでは ない のか」 といわれた。 

私は一 寸な默 したが、 また 彼に ついて 述べた くな り、 結局； 度 も 「み使い 様、 どうして 某に 
は 与えない のです か。 

私の 知る 限り、 彼は まことの 信仰者です」 と 繰り返しな'^ った。 

み使いは これに 巧し 「いや、 彼は ただの ムス リムに すぎない。 

ともあれ、 時として 私は 与え か' と 悪行に 走り、 その 結 ま 地獄の 义 中で 巧ち 倒されて 焼か 
れ ると 懸念され る 者に 分け前を 与える ことがある。 



分配で きな 力、 つた 他の 人々 の 方が その 者に 比して、 おに とっては もっと 大事で ある ことは 
承知して いるの だけれ ども」 といわれた。 


サアドは 別の 伝承を 経路で も、 こう 伝えて いる 

「アツ ラーのみ 使いは、 私 も その 中に 座して いた 或る ダルー プの 人々 に 戦利品を 分配な さ 
っ た」 

な 下は 前記 ハディー スと同 内容で あるが、 これには 次の 表現 も 加えられ ている。 

「私は 立 上って、 み使いの 処に 行き 『どうして あなたは 某に 分配 品を 与えない のです か』 と 
ル 声で たずねた」 

前記と 同 内容の ハディー スは ムハンマド •ビン •サアドに よっても 伝えられる 力 《 、それには けツ ラー 
の み使いは 私の 首と 肩の 間を たたいて こうい われた 『サアドよ、 あなたは、 私が 或る人 物に 分配 
品を ちえた ことを 不満に 思って いるの か』」 と しづ 言葉が みられる。 



証明に よって 気持が 安定す る ことにつ いて 

アブー. フライ ラは こう もえて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 預言 ま アブラハムに ついての 次の 啓示 「『主ん あなたは 死を を ど 
う 酉ら せられる のか、 わたしに 見せて 下み'』 とヴ ブラ ハムが) いった 時、 主は いわれた。 
『あなたは 信じない のか』。 

かれは 申し上げた 

『いや、 ただ わたしの 也を まらげ たいので あります』」 の ルアー ン第 2 章 260 節） に 関連し 
「私には アブラハムな 上に アツ ラーにおたず わしたい ことがあります」 といわれた。 
み使いは またこう いわれた 

けツ ラーよ、 ロト （口ー ト） に 慈悲を 給わらん ことを！ 彼は 力強い 支持を 願って いたので 
すは 1)」 

そして 更にこう もい われた 

「私が もし 預言を ユー スフと 同じ ほど 長く 牢獄に 捕らわれ ていたと しても、 私は 私を 巧いた 
人に ユー スフと 同じ 言葉を 述べた であろう （をの」 

(を 1) クル アーン 第 2 章 80 節 男色 まの 手から 使徒ら を 守ろうと した ロトの 物語を 受ける 
内容 

(を の 無実が 記 巧され るまで 牢獄に とどまった であろう という 意味で ある。 

クル アーン (第 12 章 50 節） に 記される、 ユースフが 或る 貴婦人の 誘惑を 拒絶した ため 讀 
言に 会い 投獄され るが 結局は 潔白を 証明され る 話を 受けて いる 

アブー •フライ ラに よる 前記の 同 内容の ハディー ス は、 マーリクに よっても 伝えられる 力 《 、 それには 
次の 言葉が 加えられ ている 

「アツ ラーのみ 使いは 「ただ 秘の むを 安らげたい のであります」 という 啓示の ル アーン 第 2 
章 260 節) を 終りまで お唱えに なった」 

前記と 同 内容の ハディー スはズ フリー によっても 伝えられ、 それに も 「アツ ラーのみ 使いは この 啓 
示 (第 2 章 260 節) を 全部 終りまで 唱えられた」 と 記されて いる。 



預言者 ムハンマドへの 啓示に 対する 信仰に ついて 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「預言者たち はいずれ も 過去の 預言 まらと 同類の 啓示を 与えられて おん 人々 は 誰でも そ 
れらを 信仰して います。 私は アツ ラーが 啓示され た クル アーン を 託されて います。 私は、 審 
判の 日に、 化の 説 〈教えに 従う まが、 最も 多い ことを 願って います」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「ムハンマドの 生命が その 御手に 委ねられた 御ち に 誓って。 ユダヤ教 や キリスト教の 社会 
のをは 誰も 私の 言葉を 聞こうと しなし、。 私に 啓示され た 教えを 信ずる こと もな 〈死を 迎える 
をは 地獄の 住民と なる のみで ある」 


シャ ー ビ ー によると、 フラ ー サ ー ンの 住民の 一 人が 彼に こうたず わた 

「アブ— •アム ルよ！ 我々 の 仲間の フ ラーサーンの 或る人た ちは、 自分が 解放した 女 奴 
隸と 結婚した 男は、 犠牲に 捧げた 動物に 乗る をに 等しい と 語って いるが 本当です か」 
これに 対し シャ ー ビ ー はいった 

「アブー づルダ ゼン •アブー •ムー サーが 彼の 父から 聞いて 私に 語って 〈れた 話に よると、 
アツ ラーのみ 使いは こうい われた 『人々 の 中で 二重の 報償を アツ ラーからち えられる のは 
次の； つに 属する 人たち である。 

啓 典の 民で その 預言 まの 教えを 信じ、 しかも 預言者 ムハンマドの 時代まで 生きて 彼の 教 
えに 帰依し 彼に 従い、 彼の 言葉 全てを 正しい と 確信した 者、 その 者には 二重の 報償が 
与えられる。 

また、 アツ ラーに対する 全ての 義務を 行い、 かつ、 その 主人に 巧す る 義務 も 忠実に またす 
奴隸に 巧しても、 二重の 報償が 約 まされる。 

更に、 女 奴 隸を巧 有する をが、 彼女に 十分な 食事を ちえ、 よく 面倒を み、 教養を 身に つけ 
させ、 立派な 作 まを 教え、 自由の 身に してやり、 その 女と 結婚したならば、 そのを に対して 
も 二重の 報償が 下される』」 

この ハディ ー スを 語った 後、 シャ ー ビ ー はフラ ー サ ー ン 人に むかって 「あなたに 述べた ハ 
ディースを そのまま 信じなさい。 

人は かつて、 それより もっと 簡単な 内容の ハディー スを すら 求めて、 マディー ナま でも 旅し 
たのです （を）」 といった。 

(を) それに 比べれば あなたに 語った ハディー スは 十分 真実味の ある 内容た 棄て 去る に 
は 惜しい ものです の 意 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 二つの 伝承 者 経路で シャ ービー より 聞いた サ ーリフ ゼン •サ 
-リフ によって 伝えられ ている。 



イエスの 降臨に ついて 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「私の 生命を その 御手に 握って おられる ちに 誓って。 

マリヤの 息子 （イエス） は あなた 方の 化に 正しい 裁き 人と して 間もなく 天下って まるで あろ 
ラ。 

そして、 彼は 十字架を 巧ち 壊し、 豚を 殺し ジズヤ （人頭税) を 廃止す るだろう （を）。 

また、 富は あふれん ばかり 豊かと なり、 誰も それを 受け取る まは いなくなる だろう」 

(お 全人 類 力 《 イスラー ムを 受け入れる ため 披 保護 民げ ン ミー） はい なくなり、 従って 彼ら 
力、 ら 徴収す るた めの ジズヤ 制度 も 廃止され る ことになる 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 ズ フリー によっても 伝えられ ている。 

なお、 この 伝承 口述 まの一人 イブ ン •ウヤ イナは 「正義の 指導 ま、 公正な 裁き 人と して」 と 記して い 
る 力 《 、同ュ ーヌス は r 公正な 裁き 人と して」 と 記す だけが 正義の 指導を として」 と しづ 言葉は 述べ 
ていない。 

なおまた、 同サー リフや ライスは 「正義の 裁き 人と して」 という 表現を 用いて いる。 

ジヤー ドの 伝える ハディー ス には 「ただ一度の 礼拝が 全世界よりも 尊い ものになる だろう」 と あり、 
それに 続けて けブー フライ ラは 『望むならば、 次の 聖句 「啓 典の 民の 中、 イエスを その 死の 前に 
しつ 力、 りと 信じる まは、 一人 もい なかった」 （クル アーン 第 4 章 159 節) を 唱えよ』 と しづの が 口ぐ せ 
であった」 とも 記されて いる。 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは いわれた 
「アツ ラーに 誓って。 

マリヤの 息子 (イエのは 必らず や 公正な 裁き 人と して 天より 下り またり、 十字架を 巧ち 壊 
し 豚を 殺し ジズヤ （人頭税) を 撤廃し、 若い めすら くだを 解き放って しまう だろう。 

そして また どこに も それらを 使って ザ カー トを 集めようと 努力す る まは いな 〈なる だろう。 
恨み や 憎しみ、 また 嫉み 合いは 消え去り、 彼が 人々 に 富を 分け与えようと 呼びかけても、 
だれ一人 として それを 受取る まは いない 有様と なる だろう」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「マリヤの 息子 （イエス） が あなた 方の 間に ま 臨し、 あなたち の 指導者 （イマー ム） となった 
時、 あなたち の 状態は どうなる であろう か （を）」 

(注） イエスは ムス リムの一人 としてち 臨す るので、 イスラー ム まに 従って 世を 治める 指導 
まとなる 



なお、 この ハディー スは 「イマー ム •マフ ディー 嫩世 おがす でに 存在す ると ころに 預言者 
イエスが 再臨した 場合、 どうなる のか」 と しづ 意味に 解釈され る 場合 も ある 

別の 伝承を 経路に よると、 アブー •フライ ラは アツ ラーのみ 使いの 言葉を 次のように 伝えて いる 

「マリヤの 息子 (イエス) が あなた 方の 間に 再臨し あなたち を 指導したら、 あなた 方は どう 
なる であろう か」 

更に 別の 伝承を 経路に よると、 アブー •フライ ラは アツ ラーのみ 使いの 言葉を 次のように 伝えて い 
る 

「あなた 方の 間に マリヤの 息子 （イエス） が 再臨し あなたち の 仲間の一人 として あなた 方 
を 指導したら、 あなた 方は どうなる であろう か」 

イブ ン •アブー ズ ィーブ によると、 アブー フライ ラは 「あなた 方の 仲間から 出た 指導者」 と 
も 述べた と しづ。 

なお、 イブ ン •アブ ー • ズィ ーブが 「あなた 方の 仲間の一人 として あなた 方を 指導す る」 とは 
どんな ことか 説明して 欲しい と 述べた ところ、 アブー •フライ ラは 「彼は 主の 下した 啓示と 預 
言を の スン ナ (伝承） に 従って、 あなた 方を 指導な さるであろう」 と 答えた と 伝えられ てい 
る。 


ジヤー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

私は 預言を 力 じうい われる のを 聞いた 

(すなわち） 「私の ウン マ (信仰 共同体） のまら は、 真理を 広める ため 努力し 戦う ことを やめ 
ず、 それは 審半 りの 日まで 続けられる だろう。 

マリヤの 息子 イエスが 再臨す るだろう が、 ムス リムたち の 指導を が 彼を 巧いて 礼拝を 指 
導す るよう 頼んでも、 イエスは 『いや (できない)』 と 言って がわる ことだろう 
(とも あが あなた 方は 他の 人々 を 指導す る 役目を 担う だろう が、 それは この ウン マの 
人々 に対する アツ ラーの 恩寵の 現われに 他なら ない」 



アツ ラーに 対する 信仰が 受け入れられない 時に ついて 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「"最後の 時" は、 太陽が その おする 場所から 异 るまで 起る ことは ないで あろう。 

その おする 場所から 太陽が 昇る 日に なって、 人々 全てが一 斉に 信仰す ると 誓っても、 そ 
れ lil 前から 信仰に 入り その 信仰に 従ってき 行を 積まなかった 者に とっては、 なんらの 役 
にも 立たないだろう」 

アブー •フライ ラに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 他に 四つの 伝承 者 経路に よっても 伝えられ 
ている。 


アブー •フライ ラに よると、 アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「次の 兰 つが 現われた 時、 それ Jil 前から 信仰に 入って 善行を 為さなかった をの 信仰は な 
んら 役立つ ことはないだろう。 

それらは 太陽が その おする 巧から 現われる こと、 ダッジ ャール ほ 1) 及び 大地からの一 
獣 げッ / く トル • アルド (を 2) ) が 現われる ことで ある」 

(を 1) ダッジ ャー ルは アンチ クリスト (偽 キリスト）、 詐欺師な どと 同意た 悪を もって 真実を 
覆う まとさん 世の 終りの 時期 策略 •奸計を もって 人々 を 惑わす とし ホれ る 

(を の クル アーン 第の 章の 節には、 この一獣に ついての 啓示が みられる。 終末の 日に 
現われ 人々 を 破滅に 導 〈動物と いわれる 


アブー. ザ ツルは こう 伝えて いる 

預言を は 或る日、 「あなた 方は、 この 太陽が どこに 行く の 力、、 がって います か」 といわれた。 
人々 がけ ツ ラーとその み使いが 最もよ 〈ご存知のは ずです」 と 答える と、 預言を はこう 説 
明され た。 

「まことに 太陽は、 アツ ラーの 玉座の 下の 憩いの場 巧に 着 〈まで 進み 続ける のです。 

そして、 額ず いて 礼拝し、 『起きて お前が 出て 来た 処 まで 戻りなさい 化 命ぜられ るまで そ 
の 状態で ここにと どまる のです。 

それから 太陽は 戻って 行き、 その 昇る 場所から 現われて、 玉座の 下の 休み場 巧に 達する 
まで また 動き 続ける のです。 

そして 額ず いて 礼拝を 行い、 また 『起きて お前が でて きた 処 まで 戻りな み'』 とし ホれ る ま 
で その 状態で とどまり 続ける のです。 

このよう にして また、 太陽は 元の 場所に 戻って 行き、 その 昇る 化より 昇り、 そこから 定まっ 
た 軌道を 進む わけです。 



しかしながら 人々 はこの ように、 太陽が 玉座の 下の 休み場 巧まで 辿り着く ことにつ いて、 
何も がらない のです 

(ともあれ、 このような 状態が 正常で あるのに) 或る時、 突然 太陽は 『起きて お前が おした 
場所から 异れ』 と 命ぜられ 、その;’ 曼 した 場所から 昇る ことになる のです」 

アツ ラーのみ 使いは 続けて こう もい われた 
「あなたた ちは、 それが いつ 起る かがって います か。 

それは 俄か 信を の 信仰が 役に立たない 時、 または、 その 信仰に よって、 人々 がま だなん 
らの 善行 もして ない 時に 起る のです （注）」 

(おその 時期に なって 信仰を 持っても 善行を 為す 時間は ない と しづ 意味で ある 
アブー. ザ ツルに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承を 経路で も 伝えられ ている。 

アブー •ザ ツルは 伝えて いる 

私が モスクに 入った 時、 アツ ラーのみ 使いは そこに 座って おられた。 

そして、 太陽が 西 空に おした 時こう いわれた 

「アブ ー ザ ツルよ、 あなたは 太陽が どこへ 進む のかを 知っな 巧す か J 

私が けツ ラーとその み使いが 最も 良 〈ご 巧知でありましょう」 と 答える と、 み使いは ほこと 

に 太陽は アツ ラーに 跪 拝す る ことへの 許可を S うため 進み それを 許される のです。 

そして ある 時、 太陽は 『お前の 来た 場 抓 こ 戻りな み、』 と 命ぜられる のです。 

それで 太陽は;’ 曼 した 場所から、 昇る ことになる のです」 といわれ、 

次いで アブ わ ラーに クル アーン の聖句 ほた 太陽は 規則正し 〈運行す る。 これ も 全能 全 
智な御 方の 摂理で ある」 （第 36 章 38 節) を誦 ませた 後、 ご 自分で も お唱えに なった。 

アブー •ザ ツルは 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いに、 アツ ラーの 言葉 「太陽 力 巧の 定めの 休み場 抓 こ 行 〈」 と しづ 意 
味に ついて たずねた。 

み使いは これに 巧し、 「 定めの 場所は アツ ラーの 玉座の 下に ある」 といわれた。 



アツ ラーの み使いに 対する 啓示の 始まりに ついて 

預言 まの 妻の一人 アー イシ ャ はこう 伝え ている 

「アツ ラーのみ 使いに 下された 最初の 啓示は、 睡眠 中に 正し 〈現われた ものであった。 
彼は その 時、 夜明けの 薄光の ように 現われた その 啓示を 見た のです。 

その 時 Jil 来、 彼は 独居を 好まれ、 ヒ ラー山の 洞窟に こもって か心ヌ スト ネ申教 信む） の 
行に お 頭され ました。 

この 行は 何日 も 続く ため、 を 族の 下に 戻る までの 必要な 食糧を 準備せ ねばな りません。 
それが 尽きる と 妻 ハディー ジャ の処に 帰り、 同じように、 また 数日 分の 食糧を 準備な さった 
のでした。 

こうした 状況で 彼が ヒ ラー山の 洞窟に こもって いた 或る日、 彼に 啓示が 下された のです。 
その 時、 彼の 化に 天使が 現われ、 こう 命じた のです。 

「読みな み''!」 

これに 巧し 彼は 「おは 文字が 読めません」 と 答えた のです。 

(み使いは これに 続けて な 下の ように お話しに なった） 

「すると 天使は 化を とらえ、 やっと 耐え 得る ほどきつ 〈押えつ けこう いわれた 
『読みな み M J 

『私は 文字が 読めません 化 答える と 天使は、 またち び 私を とらえ、 更に 耐え 難い ほどきつ 
〈私を 押えつ けにな り、 そうして 後 『読みな み、！ 』 と 繰り返しし ホれ たのです。 

これに 対し 私は 『文字が 読めません 化 同じ 答えを 述べた のです。 

すると 天使は 化を つかみ、 兰度目 もき つ 〈巧え つけに なった 後、 私を 放し 次の 聖 句を お唱 
えに なった のです。 

「読め。 

創造な される 御 方、 あなたの 主の御名に おいて。 

- 凝血から、 人間を 創ら れ た。 

読め。 

あなたの 主は、 最高の 尊貴で あられ、 筆に よって 書く ことを 教えられた 御 方、 人間に 未知 
なること を 教えられた 御 方で ある J (クル アーン 第 96 章 1-4 節） 

アツ ラ ー のみ 使いは、 そのまま お帰りに なった が、 む 臓は 恐怖の あまり 震えつ づけた。 
ともあれ、 彼は ハディー ジャ の処に 戻りこう いった 
「私を なに かで 覆い隠して お 〈れ ！ 」 

「包み隠し ておくれ！」 

それで 人々 は 彼を その 恐怖が 去り 気が 静まる まで 布で 包み隠した のでした。 

その後 彼は ハディー ジャ にこう いった 
「ハディー ジャ ん一体 何が 私に 起った の だろ が、」 

そういって、 彼は 経験した ことを 彼女に 語り 「私は 自分が 怖 〈なった」 と 話した。 



これに 巧し 彼女は いった。 

「恐れる 必要はありません。 

むしろ お喜びなさい。 

アツ ラーは 決して あなたを おしませる ことは なみ 巧 せん。 

アツ ラーに 誓って 申します が、 あなたは 親族を 大事に なさる し、 正直に お話しになる。 

それに 人の 面倒 事を ひき 受け、 貧乏人を 助け、 また 客人に 親切を 尽し 現世の 浮な にち 
しむ 人々 を 助けて こられた ではありません か」 

ハディー ジャ はこう いった 後、 彼を ワラ カ ゼン •ナウ ファ ル ゼン •アサ ド' •ビン •アブ ドル •ウ 
ツ ザーの 化に 連れて行った。 

彼は ハディー ジャの 伯父の 息子で あり、 その 伯父は 彼女の 父の 兄まで あった。 

彼 （ワラ かは イスラー ム 宣教な 前ぶ ャー ヒリー ヤ 時代） に キリスト教に 改宗した 人物で ア 
ラビア 語に よる 何 冊 かの 著作が あり、 その 中には 神の 命ずる ままに 書いた インジ づレ (福 
音 書） についての 著書 も あった。 

彼は 盲目の 老人であった。 

(ともあれ) ハディー ジャは ワラ カに こういった。 

「伯父 上 （長上への 尊称）、 あなたの 兄弟の 息子の 言葉を 聞いて 下さい」 

これに 巧し ワラ カ ゼン •ナウ ファ ルは 「我が 兄弟の 息子よ、 何を 見た のです か」 とたず わた。 
アツ ラーのみ 使いは、 それで 経験した こと 全てを 話した。 

すると ワラ カは、 彼に 「それ こそ ナー ムース （天使） です。 

神が 預言 ま モー ゼに 下された 天使です。 

ああ、 もしも 私が あなたの ま 動 時期に 若者で あり、 またもし も 人々 が あなたを 追放す る 時 
私が 生きて おれば、 お 役に立つ であろうに！ 」 と 語った のでした。 

み使いが 「人々 が 私を 追放す るので すか」 とたず わると、 ワラ カは 「そうです」 と 答え 「あな 
たと 同様に、 これを もたらされた 人で 敵意に 苦しめられな 力、 った 方は いません でした。 

もし 私が あなたの ま 動す る 時代に 生きて おれば、 必ずや 全力を 尽 〈して あなたを 助ける で 
ありまし ように」 といい 添えた。 

アー イシ ャ による 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承を 経路で も 伝えられる。 

ただし 「アツ ラーのみ 使いに 下された 最ネ 刀の 啓示は J に 始まる 前文と 同 内容で ある 力 《 、 これには ハ 
ディー ジャの 言葉け ツ ラーに 誓って 申します が、 アツ ラーは 決して あなたを 悲しませる ことは なさ 
いません」 及び 「伯父 上、 あなたの 兄弟の 息子の 言葉を 聞いて 下さい」 という 表現は みられない。 

アー イシ ャ による 前記と 同 内容の ハディー ス は、 更に 別の 伝承を 経路で も 伝えられる。 

なお、 これには けツ ラーのみ 使いは ハディー ジャ の処に 戻った 力 《 、 むは 震え おののい ていた」 と 
記されて いるが、 ハディー スの 最初の 部分、 すなわちけ ツ ラーのみ 使いに 下された 最初の 啓示は 
睡眠 中に 正し 〈現われた ものであった」 と しづ 表現は みられない。 



ただ 前記 ハディー スと 同様にけ ツ ラーに 誓って 申します 力 《 、アツ ラーは 決して あなたを 悲しませる 
ことは なさい ません」 

「伯父 上よ、 あなたの 兄弟の 息子の 言葉を 聞いて 下さい」 などと いう ハディー ジャの 言葉は 記され 
ている。 

アツ ラーのみ 使いの 教 友の一人 ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラー •アンサー リーは 常々 こう 語って い 
た 

アツ ラーのみ 使いは 最初の 啓示な 後、 しばらく それが 中断され たこと について 語った 後、 
次のように いわれた 

「私が 歩いて いた 時、 天より 或る 声が 聞こえた。 

私が 頭を あげる と、 天地 間に 浮んだ 台座に 座しながら ヒ ラー山に いる 私の 処に 下って ま 
る 天使が 見えた。 

私は そのため 恐怖に おびえ、 家族の 下に 帰って こういった 
『私を 包み隠して くれ！ 秘を 包み隠して 〈れ！ 』 

それで 彼らは 化を 布で 隠して くれた。 

すると 恩寵 深 〈至尊なる アツ ラーは、 次の 啓示を 下された 
「大巧に 包る をよ。 

立ち上って 警告しなさい。 

あなたの 主を 讚え なさい。 

また あなたの 衣を 清潔に 保ちな み、 

不浄を 避けな み クル アーン 第 7 4 章卜 5 節）。 

ここでい う 不浄とは もろもろの 偶像の ことで ある。 

それから 後、 啓示は 続けて 下される ようになった ので ある」 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーによる t 彼は アツ ラーのみ 使いが こうい われる のを 聞いた 
「私に 対する 啓示 （ワヒ ー) は、 しばら 〈の 間中 断され た。 そして 私が 歩いて いた 時」 

な 下は 前記と 同 内容の ハディー ス である。 

なお ュー ヌスの 伝える ハディー ス には r 私は 恐怖の あまり 地上に 倒れた」 と しづ 表現が み 
られ、 また、 アブー •サラマの それには 「不浄とは、 もろもろの 偶像を 意味す る。 

この あと、 次々 とを くの 啓示が 下された ので ある」 と 記されて いる。 

ュ ーヌス による 前記と 同 内容の ハディー ス は、 ズ フリー から 聞いた マ アマ ルに よっても 伝えられ、 
それには 「恩寵 深く 至尊なる アツ ラーは 次の 句を 啓示され た」 

「大巧に 包る をよ、 立ち上って 警告しなさい。 

あなたの 主を 讚え なさい。 

また あなたの あを 清潔に 保ちな み、 



不浄を 避けな みり の ル アーン 第 74 章卜 5 節） 

「礼拝が 義務づけられる 前であった」。 また 「私は 恐怖に おののいた」 と しづ 記述が みられる。 
ヤヒヤーは 伝えて いる 

私 力な ブーサ ラマに 「クル アーン で 最初に 啓示され たのは 何です か」 とたず わたと ころ、 
彼は 「大 あに 包る 者よ （クル アーン 第 74 章 全 15 節) である」 と 答えた。 

私は これに 対し 「読め、 創造され る 御 方、 あなたの ちの 御名に おいて (凝血の 章） では あり 
ません か」 といった。 

私は、 また、 ジャー ビル •ビン •アブ ドッ ラーにも クル アーン で 最初に 啓示され たのは 何かと 
たず わたが、 彼 も 「包る 者 章で ある」 と 答えた。 

私が 「凝血の 章ではありません か」 といった ところ、 ジャー ビルは こう 語った 
「私は アッ ラーのみ 使いが 化たち にい われた ことを、 あなたち に 話して いるので す。 

み使い 様は こうい われました 
『私は ヒラ ー 山に ー ヶ月 こもった。 

私の ここでの 滞在が 終った 時、 私は 山から 下り、 谷底の 方に 行った。 

その 時、 私は 誰かに 呼ばれた。 

私は 前後左右を 見た が 誰もい なかった。 

私は 巧び 名を 呼ばれた ので 探し まわった が 誰もし々 かった。 

私は 更に また 名を 呼ばれた ので 頭を 上げた。 

すると 空中に 浮かぶ 玉座の 上に 彼、 すなわち ジブリールが 座して おられた のだった。 

私が、 恐怖の あまり 震え出し ハディー ジャ の処に 帰って 『私を 包み隠して 〈れ』 といった の 
た 家族の まらは 私を 包み隠し、 私に 水を かけて 〈れ た。 

アッ ラーはこの 時 「大 あに 包む をよ、 立ち上って 警告し なみ、。 

あなたの 主を 讚え なさい。 

また あなたの 巧を 清潔に 保ちなさい」 （クル アーン 第 74 章卜 5 節） と 啓示な された (注）」 

(を) クル アーン 最初の 啓示は 「凝血の 章 借 96 章)」 といわれる。 

ここが 包る ま 章 (第 74 章）」 を 最初の 啓示で あると 述べて しぶのは、 中断 後の 最初の 啓 
示と 理解すべき であろう 

ヤヒヤーゼン •アブー •カ シー ルは 前記と 同 内容の ハディー スを 伝えて いる 力 《 、それには 「ジブ リ 
- ルは 天地 間に 浮んだ 玉座の 上に 座って おられた」 と 記されな^。 



夜の 旅 (イスラー) と 昇天 ち イラー ジュ） について 

アナス ゼン •マーリク によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「私の ブラー ク （を 1) が 連れて こられた。 

それは 白色で 順 体が 長 〈、ろばよりは 大きい がら ばよりは 小さ 〈、それでいて その ひづめ 
を 視界の 広さまで 伸ばす ことので きる 動物であった。 

私は それに 跨がり、 エルサレムの 聖 寺院 レ くイ いい マク デス） までき た。 

そして 私は、 預言者ら が 使う 輪に ブラー ク をつな いでから、 モスクに 入り ニ ラ カー トの 礼拝 
を 行った。 

その あと、 外に 出た ところ、 天使 ジブ リー ルが ぶどう酒 入りの 容器と ミルク 入りの 容器を も 
ってき たので、 私は ミルクを 選んだ。 

ジブ リー ルは これに 関し 『あなたは 良い もの ほ 2) を 選んだ』 といった。 

その後、 彼は 私を 連れて 天に 昇り、 天の 門を 開ける よう 頼んだ が、 その 折、 『誰か』 とたず 
ねられる と 『ジブ リー ルです 化 答え、 更に、 『誰が あなたと一緒で すか』 と 問われる と、 『ム 
ハン マドです』 と 答えた。 

更に また 『彼は アツ ラーの 使徒で あるか』 と 問われた 時 ジブ リー ルは 『その 通りです』 と 答 
えた。 

その後、 天の 門は 私たちの ため 開かれた が、 なんと そこには 預言者 アダムが おり、 私を 
歓迎し 私の ため 善 かれと ネ 斤って 〈れ た。 

その後 私たちは、 第二 層の 天界に 昇った。 

ジブ リー ルは その 門を 開ける よう 頼んだ 力 《 、その 巧、 『誰か』 とたず ねられる と 『ジブ リール 
です』 と 答えた。 

彼は また 『誰と一緒 か』 と 問われ、 『ムハンマドと一緒です 化 答えた。 

それに 巧し 更に 『彼は 使徒の一人 か』 とも 問われた が、 『まことに その 通りです』 と 答えた。 
その後 天の 門は 私たちの ために 開かれた。 

そこには、 母方の 従兄弟に 当る イーサ ー ■ ビン •マリヤ ム （マリヤの モイ エス） と ヤヒヤ ー ■ 
ビン • ザカリヤが おり、 私を 歓迎し 私の ため 善 かれと がって くれた。 

それから ジブリールは 私を 第兰の 天界に 連れて 昇った。 

彼は、 そこで 門を 開く よう 頼んだ。 

そして 『誰か 化い われた 時、 『ジブ リー ルです 化 答え、 『誰と一緒 か 化 問われた 時、 『ム 
ハン マドです』 と 述べた。 

更に 『彼は 使 巧の一人 か 化たず わられ、 『その 通りです』 と 答えた。 

すると 門は 私たちの ために 開かれ、 なんと そこには、 世界の 実の 半分を ち えられた とい わ 
れる 美しい 顔立ちの 預言者 ュー スフが おり、 私を 歓迎し 私の 幸福の ため 析って 〈れ た。 
その後、 私たちは 第 四の 天 界に异 った。 

そこで ジブ リー ルは 門を 開ける ように 頼んだ。 



その 折 『誰か』 と 問われて 『ジブ リー ルです』 と 答え、 また 『誰と一緒 か』 とたず わられ、 『ム 
ハン マドと一緒です』 と 答えた。 

更に 『使徒の一人 か』 と 問われた 時には、 『その 通りです』 と 述べた。 

私たちの ため 門が 開かれた が、 そこには なんと 預言を イド リース が おり、 私を 歓迎し 私 
の 幸し ぶ析 って 〈れ た。 至高に して 尊貴なる アツ ラーは、 この イド リース について 「われは、 

イ がー スを 高い 地位に きげ む （クル アーン 第 1 9 章 57 節） と 啓示して おられる。 

その あと 私たちは、 第五の 天界に 昇った。 

ジブ リー ルは、 ここでが 巧 開ける よう 頼み、 『誰か』 と 問われた 時 『ジブ リー ルです 化 答え、 
更に 『誰と一緒 か』 との 問いには 『ムハンマドです』 と 述べ、 また 『ムハンマドは 使徒の一人 
か』 との 質問には 『使 おの一人です』 と 答えた。 

門が 化たち のために 開かれた 時、 そこには 預言者 ハールー ン （アー ロン） が おり、 私を 歓 
迎し 私の 幸いを 祈って 〈れ た。 

その後、 私たちは、 第 六の 天 界に异 った。 

ジブ リー ルが 門を 開ける よう 頼む と 『誰か』 と 問われた が、 それには 『ジブ リー ルです』 と 答 
えた。 

更に 『誰と一緒 か』 といわれた 時、 『ムハンマドです』 と 述べ、 『使 巧の一人 か 化たず わら 
れ ると 『その 通りです』 と 答えた。 

すると 門は 私たちの ために 開かれ、 そこには 預言 ま ムーサー (モー ゼ) が おり、 化を 歓迎 
し 私の 幸し ぶ 祈って 〈れ た。 

その後、 ジブリールは 私を 連れて 第 セの 天界に 昇った。 

ジブ リー ルは 門を 開ける よう 頼んだ 力 《 、その 折 『誰か』 といわれ 『ジブ リー ルです』 と 答えた。 
『誰と一緒 か』 と 聞かれた 時、 彼は 『ムハンマドと一緒です 化 答え、 また 『ムハンマドは 使 
徒の一人 か 化たず わられた 時 『その 通りです』 といった。 

すると 門が 私たちの ため 開かれ、 なんと そこには 預言を イブ ラヒ ームヴ ブラ ハムけ シくイ 
トル‘ マ アムール 体 断に 詣 でられる 聖殿 (を 3)) に 背を 寄り かからせながら 座って いた。 
そして ここでは また、 毎日 セ 万人の 天使が、 それぞれた だ一度ず つの 機会を ち えられた 
巡拝の ため 門 巧に 入って ゆ 〈姿 も 見られた。 

その後、 私は 『速く 涯 にある シド ラ 木 （シド ラトル •ムン タ ハー (を が）』 の処に 案内され たが、 
その 葉は 象の 耳に 類似し、 その実は ± つぼの ように 大きかった。 

この 木が アツ ラーの 命令に よって 巧で 覆われた 時の 美し さは アツ ラーの 創造物の 誰一人 
として 讚え 尽す ことができない ほど 素晴らしい ものである。 

アツ ラーはこの 折 啓示を 給わり、 毎 昼夜、 50 回の 礼拝を 義務と する よう 私に 命じられた。 
その後、 私が ムーサ ー( モ ーゼ） の 化に 下りて 行った 時、 彼は こうたず わた 
『主は あなたの ウン マ （信仰 共同体） に 何を 命ぜられ たのです か』 

私が じ 0 回の 礼拝です』 と 答える と、 

彼は 『主の 処に 戻って 礼拝の 回数を 減らして 下さる よう お願いし なみ、。 



なぜなら あなたの ウン マの 者は その 負 巧に 耐えられない からです。 

私自身 イスラエルの 民に 試み 彼らに それを 課した のです が、 彼らは そのような 重い 負担 
に 耐え きれな 力、 ったので す』 

(アツ ラーのみ 使いは いわれた） 

それで 私は ちの 許に 戻り 『我がち よ、 私の ウン マの ため、 負 巧を もっと 軽 〈して 下さい』 と 
頼んだ。 

その 結果 主は 私の ため 五 回 分 だけ 礼拝を 減らして 下さった。 

おが ムーサーの 処に 下りて 『主は 私の ため 礼拝を 五 回 分 だけ 減らして 下さった J と 話した 
ところ、 ム ー サ ー はこう いった。 

『あなたの ウン マは、 その 負 巧に 耐える ことは できないだろう。 

それが、 ちの 許に 戻り、 もっと 負担を 軽く する よう お願いし なみ'' J ] 

それから 私は 幾度 も、 恩寵 深く 至高なる 主と ムーサーの 間を 行き戻り 続けた。 

主は 最後に、 こうい われた 

『ムハンマドよ、 毎日 昼夜 五 回の 礼拝が 妄 当であろう。 

その 毎回の 礼拝を 10 倍に 数えれば、 日に 50 回の 礼 巧を 行う ことにな ろう。 

- つの 善行を 志しながら それを 実行し なかった をに 対しては、一 つの 善行 印が 記録され 
る。 

そしても し 彼が それを 実行した 場合には 彼のた め 10 倍して 記録され るので ある。 

また一方、 一 つの 悪行を 企図しながら それを 実行し なかった をに 巧して は、 なにも 記録 さ 
れる ことは ないし、 それを 実行した としても、 ただ一回の 悪行との み 記録され るだろう』 
その後、 私は 下って ムーサ ーの処 に 行き、 この ことを 彼に 話した。 

すると ムー サー はまた 『ちの 許に 戻り、 負担を もって 軽く する よう お願いし なみ、』 といった。 
にれ に 関し アツ ラーのみ 使いは 次のようにい われた） 

『私は すでに 私自身が ちに 巧し 恥ずかし 〈なるほど、 たびたび 主の 許に 戻り 負担を 軽 〈す 
るよう お願いした のです』」 

姓 1) ブラー ク 天馬の一種。 稲妻 レシ レク） と 同類 語て ある 点から 動作の 迅 まなる ことか 
想像され る 

(を 2) 良い もの ロィ トラ） 自然 性に 力々 っ たもの と しづ 意味 

な 3) バイト ル •マ アム づレ (不断に 詣 でられる 聖 殿) クル アーン (第 52 章 4 節） にも 記さ 
れ る。 



創造主 アッ ラーを 讚え るた め 天国に おいて 無数の 巡拝を が詣 でる 聖堂。 

マッカの 力ー バネ申 殿の 原型と もい われ、 それぞれが 天と地に あって アッ ラーの 唯一性の シ 
ン ボル、 巡礼の 中む 地と されて いる 

(を が シド ラ 木み ドラい い ムン タ ハー) クル アーン （53 章 14 節、 16 節。 56 章 28 節） にも 
天国の 至福の 象徴と して 記述され ている。 

原意が‘ だれも 越える ことのて きない 涯 にある シド ラの 木" で その 濃い 緑 蔭は しばしば アッ 
ラーの 加護の 深さに たとえられる。 

"をの 耳の 如き 葉" が‘ ± つぼの 如き 実" は、 ネ申 のが 恵の 広大無辺 さの 表象と いわれる 

アナス ゼン •マーリク によると 、アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「天使たち が、 化の 処に 来て、 私を カーバ 神殿 近 〈の ザム ザム 井戸に 連れていった。 
そこで、 私の む 臓は 切り開かれ、 ザム ザムの 聖 水で 洗を された。 

その後、 私は 元の 場所に 置き去りに された」 

アナス ゼン •マーリク はこう 伝えて いる 

天使 ジブリールが 仲間の 少年たち と 遊んで いた アッ ラーのみ 使いの 処 にやって きた。 
天使は 彼を とらえ、 地面に 寝かせ 胸部を 切り裂い てむ 臓を 取り出し そこから 血の塊を 摘 
出して 後 じれは あなたの 中に 巣 〈っていた 悪魔 (シャイ ターソ の一部です」 といった。 
その後 天使は、 ザム ザムの 聖 水の 入った 黄金 製の 水盤の 中で それを 洗い清め、 綴じ 合 
わせて それを 元の 場所に 戻した。 

一緒に 遊んで いた 仲間の 子供たち は、 彼の 育ての 母、 つまり、 乳母の 処に陆 けて 行き、 
「ムハンマドが 殺された」 と 叫んだ。 

それで 人々 は 急いで 彼の 化まで 行って みた。 

しかし 彼は 無事で ただ 顔色の みがい つもと をって いる だけだった。 

これに 関連し アナスは 「化 自身、 ムハンマド 横の 胸部に、 その 時の 縫い 痕を 見ました」 と 語 

ってし、 る。 

マーリク ゼン •アナスは、 力ー バ 神殿の ある 聖 モスクからの アッ ラーのみ 使いの 夜の 旅 （イスラー) 
につし、 てこ ラ 伝えて いる 

兰 人の 天使が、 力ー バの モスクに いる アッ ラーのみ 使いの 処 にやって きた 力 《 、 夜の 旅と 异 
天に 関する 命令が 啓示され る 前まで、 彼は その 聖 なる モスクで 旧って おられた。 

レ： <1 下の ハディー スは 前記と 同 内容で あるが、 話の 順を その他に 多少の 異同が みられる。 



アナス ゼン •マーリクは、 アブー •ザ ツルカ ヴツ ラーのみ 使いの 次の 言葉を いつも 語って いたと 伝 
えてい る 

「私が マツ かこいた 時、 私の 家の 屋根が 裂けて、 ジブ リづ レが そこから 下りて また。 

そして 私の む 臓を 切り開いて ザム ザムの 水で 洗い清めた。 

その後 知恵と 信仰を 満たした 金色の 水盤を 持って きて、 それを 私の 胸の 中に をぎ 込んで 
後、 胸を 閉じ 合せた。 

それから、 私の 手を とって 連れ出し 天に 昇った。 

おたちが 最も 下層の 天け マーウル •ドニのに 着いた 時、 ジブ リー ルは そこの 番人に 『開 
けよ』 とし、 った。 

そして 香 人が 『どなたで すか』 と 問うた 時 『ジブリールです』 と 答えた。 

番人が 更に 『誰かが あなたと一緒で すか 化 問う と 『はい。 ムハンマドが 私と一緒です』 と 答 
えた。 

番人は 『ムハンマドは 使 巧の一人で すか』 ともたず わた。 

ジブ リー ルは これに 巧し 『その 通りです 化 返事した。 

その後、 番人は 門を 開いて 〈れ た。 

私たちが 最下 層の 天界に 入った 時、 私は一人の 人物が そこに 座って いるのを 見た。 

そのち 側、 ち 側には、 それぞれ一 団の 人々 が ひかえて いたが、 この 人物は ち 側の 人々 を 
見て は 笑い かけ、 左側の 人々 を 見て は 涙を 流して いた。 

その 人物は 化に むかって 『敬虔なる 預言を よ、 正義の ± よ、 よく ぞ こられた』 といった。 

おが ジブ リー ルに 『あの方は 誰です か』 とたず わたと ころ、 『彼は 預言 ま アダムです。 

彼の 右側、 左側の 人々 はいずれ も 彼の モ 巧の 霊魂で、 ち 側の 人々 は 天国の 住人、 左側 
の 人々 は 地獄の 住人な のです。 

それが、 アダムは 右側を 見る 時は ほほえみかけ、 左側を 見る 時にはを 〈のです 化 語って 
くれた。 

それから ジブリールは 第二 層の 天界に 私を 連れて 昇り、 そこの 番人に 門を 開ける よう 頼 
ん だ。 

番人は 第一天 界の 番人と 同様の 質問を 繰り返した 後、 門を 開けて 〈れ た」 

これに 関連し、 アナス ゼン •マーリクは、 「アツ ラーのみ 使いは 天界 で、 アダム、 イ ドリー ス、 
イエス、 モーゼ そして アブラハムに 会った といわれ たが、 第一天 界の アダムと 第 六 天界の 
アブラハムな 外に これら 預言 またち の 住いの 様子に ついて 何も 語って おられない」 と 述べ 
ている。 

(ともあれ) ジブ リー ルと アツ ラーのみ 使いが イド' リース の処を 通った 時、 彼は 「敬虔なる 頂 
言 まよ、 有徳の 兄弟よ、 よく ぞ こられた」 といった。 

アツ ラーのみ 使いが そこを 通りす ぎてから 「彼は どなたで すか」 とたず わると、 ジブ リール 
は 「イ ドリー ス です」 と 教えて 〈れ た。 

アツ ラーのみ 使いは 更にこう いわれた 



「その後 私は モー ゼの処 を 通りす ぎた。 

彼は 私に むかって 『正義の 預言を、 有徳の 兄弟よ、 よく ぞ こられた』 といった。 

私は ジブ リー ルに 『彼は どなたで すか』 とたず わ、 『モ ーゼ です』 と 教えられた。 

その後 私は イエスの 化を 通った。 

その後は 『ようこそ！ 正義の 預言を、 有徳の 兄弟よ』 といった。 

私は ジブ リー ルに 『あの方は 誰です か』 とたず わ、 け リヤの 息子 イエスです』 と 教えられ 
た」 

アツ ラーのみ 使いは 続けて こうい われた。 

「その後 化は アブラハムの 化に 行った。 

後は 化に むかい 『ようこそ！ 正義の 預言者、 有徳の 兄弟よ J といった。 

私が 『彼は どなたで すか』 とたず わると 『アブラハムです』 と ジブ リー ルは 教えて 〈れ た」 
これに 関連し イブ ン ふ/ 、ーブ は、 イブ ン • / \ ズム が、 イブ ン • アツ/ くー ス 及び アブ ー ハツ 
バ •アンサー リーら から、 たびたび 聞いて 彼に 語った ハディー ス を、 次のように 伝えて いる。 
アツ ラーのみ 使いは いわれた 

じの あと ジブ リー ルは 私を 連れて ペンの きしる 音の 聞こえる （注 1) ほじ 高い 処 まで 异っ 
た」 

イブ ン •ハ ズム 及び アナス ゼン •マーリクに よると、 その後、 アツ ラーのみ 使いは こうい わ 
れた 

けツ ラーは、 その 折、 私の ウン マに 巧し 日に 五 〇 回の 礼拝を 義務と して お命じに なった。 
おが その 命令を 奉じ 帰りに モーゼ の処を 通りかかった 時、 彼は 私に 『ちは あなたの 民人 
に 何を 命じた のです か』 とたず ねた。 

それで 私は 『五 〇 回の 礼拝が 彼らに 義務と して 課せられました』 と 答えた。 

すると モーゼ は 『ちの 許に 戻りな きい。 なぜなら あなたの 民人は そのような 負担に 耐える 
ことができない からです』 といった。 

それで 私は、 ちの 許に 戻った。 

主は ホの 命令の 幾分 かを 免じて 下さった。 

それから、 ちび 私は モーゼ の処に 行き、 そのこと を 彼に 話した。 

しかし 彼は また 『主の 許に 戻りなさい。 あなたの ウン マの 人々 は、 それには 耐え 得ないで 
しよ ラ』 とし、 った。 

それで 私は ちび 主の 許に 帰った ので あるが、 その 時ち はこうい われた 

『日 に 五 回の 礼拝を 命じる。 これは、 五 〇 回の 礼拝に 相当す る 数で ある （をの。 私が一度 

口にした 言葉は、 変更され る ことは ない』 

私は その後 また モー ゼの処 に 行った。 

モーゼ はまた 『ちの 許に 戻り もっと 負担を 軽 〈する ようちに お願いし なみ^と いった 力 《 、こ 
れに 対し 『私は、 主に 巧し 恥ずかしい のです』 と 述べた。 

この あと ジブ リー ルは、 私を 誰も 越せない ほど 遠 〈にある シド ラ 木の 処に 連れて行った。 



その 木は 化の 知らない 様々 な 色で 覆われて いた。 

私は また、 天国に 入る ことを 許された 力 《 、 そこには 真珠の ドー ムが あり、 地面には じゃこう 
が 敷き つめられ ていた」 


(を 1) アツ ラーの 命令を 書き取る 天使ら の ペンの きしる 音が 聞こえる 処 まで 近づいた、 と 
しづ 意味で ある 

(を 2) - 回の 善行に こでは 礼拝） は一 〇 倍に 数えられ 報償され る ことを 示す 

アナス ゼン •マーリクは、 恐ら 〈彼と 同 部族の マーリク ゼン •サ アサ ア から 聞いて 次のように 伝え 
ている 

アツ ラーの 預言 まは こうい われた。 

「私は、 力ー バのネ 申 殿 近くで 夢うつつ の 状態で いた 時、 傍らで おっていた 二人、 すなわち 
ハムザ 及び ジャウフ ァルな 外の 誰か； 人目の 人力 《 、なに かを 話して いるのを 聞きました。 
その後 この 人物は 私の 処 にきて、 化を 連れ出しました。 

そして ザム ザム 聖 水入りの 黄金 製 水盤を 私の 処に 運び、 私の 胸を しかじかの 部分まで 切 
り 開いた のです」 

これに 関連し カター ダは、 この 話を 語った 人に 「しかじかの 部分まで とは どんな 意味です 
か」 とたず わたと ころ、 彼は 「それは アツ ラーのみ 使いの 胸部の 下まで 切り開い たと しづ 意 
味です」 と 答えた、 とおえ ている。 

(この 後、 預言を の 言葉が 続く） 「私の む 臓は 取り出され、 ザム ザムの 聖 水で 洗浄され た 
後、 元のと ころに 戻されました。 

これな 来、 私の 胸は 信仰と 知 恵で 満たされた のです。 

その後 私の 処 に、 ブラー クと よばれる 白色の、 ろばよりは 大き 〈らばよりは ル 型の 動物が 
連れて まられ ました。 

その 走り 幅は まてし ない ほどの 距離です。 

ともあれ、 私は それに 乗せられて 出発し 最も 地上に 近い 天界に 到着した のです。 

ジブ リー ルは そこで 門を 開ける よう 頼みました。 

そして 『誰か 化たず わられた 時 『ジブ リー ルです』 と 答え、 更に 『誰と一緒 か』 と 聞かれた 時 
には 『ムハンマドと一緒です J と 答え、 更に また 『彼は 使徒の一人 か』 とも 問われる と、 『そ 
うです』 と 答えました。 

それで 門が 私たちの ために 開かれ、 『ようこそ！ 到着され た 方々 に 神の ご 加護が ありま 
すよう に！ J ] といわれた のです。 

それから 私たちは、 アダムの 処に 行きました」 

この ハディー スの 後半を アナス ゼン •マー リクは 次のように 語った。 

アツ ラーのみ 使いは こうい われました 



「第二の 天界 で、 イエスと ヤヒヤーに、 また 第兰 の天界 でユー スフに、 第 四の 天 界でイ ドリ 
-ス に、 第五の 天界で ハールー ンに 会った のです。 

それから 私たちは 天界の 旅を 続け、 第 六の 天界に 至って モーゼ の処に 着き、 彼に 挨楼を 
しよ レす、。 

彼は なう こそ 有徳の 兄弟、 正義の 預言 まよ』 といって 歓迎して 〈れ ました。 

私 力 巧ー ゼの 傍を 通りす ぎた 時、 彼は をき だし それに 巧し 『どうしてを 〈のか』 という 声が 
聞こえました。 

この 時 モーゼ は 『ちよ、 あなた 様が、 私の あとに 預言 まとして 遣わした この 若い 人物の 信 
奉 をら は、 私の 信奉 またち よりもを 〈天国に 入る であり ましよう』 と 嘆いて 訴えた のでした。 
この あと、 私たちは 第 セの 天界 まで 昇り、 アブラハムの 処に 至った のです」 

アナス ゼン •マー リか ホ、 この ハディー スの 中で アツ ラーの 預言を は 「四つの 河が シド ラ 木 
の 根元から 流れて いる 力 《 、 その 中二つ の 河は、 はっきりと 見える 河で あり、 他の 二つの 河 
は 見えない 河で ある」 といわれた、 と 伝えて いる。 

(ともあれ 、アツ ラーの 預言を は 更に 次のようにい われた） 

「私 力 巧 ブリー ルに にれ らの 河は 何です か』 とたず わると、 彼は 『二つの 見えない 河は 天 
国に ある 巧で、 また、 はっきり 見える 二つの 巧は、 ナイル 河と ユーフ ラ テス 河な のです 
(お』 と 答えて くれました。 

この あと、 バイト ル •マ アムール （巡拝 まの 絶えない 聖 殿) が 私の 目前に 現われた のです。 

私が 『ジブ リー ルよ、 これは 何です か 化たず わると、 彼は こういい ました 

にれ は バイい い マ アムールです。 日に セ 万の 天使が 巡拝の ためこ こに 入ります。 

そして 彼らには 出て 行った 後、 巧び 入る ことができない 処 です』 

この 後、 二つの 容器が 私の 処に 運ばれて 来ました。 

- つには ぶどう酒が、 他には ミルクが 入って おり、 二つ共 私の 前に 置かれました。 

私は ミルク 入りを 選んだ 力 《 、 それに 巧し 『あなたは よいちを 選んだ！ アツ ラーは あなたを 
通じ、 あなたの ウン マを 無理な 〈（自然の 理に かなった ちまで) 導き 給う ことで しよう！』 と 
いわれました。 

この 後、 日に 五 〇 回の 礼拝が 私に 義務と して 課せられた のでした」 

アツ ラーの 預言 まは 続けて この ハディー スの 残りの 部分を 最後まで お 話に なりました。 

(をに の 両測こ はさまれた 地域が イスラー ムの 中む 領域で ある、 と しづ 意味に も 解釈 さ 
れ ている 



マーリク ゼン •サ アサ アに よると、 アッ ラーのみ 使いは 前述と 同 内容の ハディー スを 語って 後、 な 
下の 言葉を 付け加えられた 

「私の 処 に、 か 恵と 信仰を 谎 たした 黄金の 水盤が 運ばれた。 

それから、 胸の 上部から 腹部 下まで 真直に 切り開かれ、 ザム ザムの 聖 水で 洗い清められ 
て 後、 知恵と 信仰が をぎ こまれた」 

カター ダに よると、 アブー •ア ーリヤ は、 預言を の 従兄 イブ ン •ア ッバー ス から 聞いて、 彼に こう 語っ 
た 

アッ ラーのみ 使いは、 夜の 旅 （イスラー） について 話された 時 「預言を モーゼ はシャ ヌーア 
部族の 人々 のように、 背の 高い 方で あり、 また 預言 ま イエスは 中背で ちぢれ 毛の 方で あ 
った」 といわれた。 

この 折 彼は 地獄の 番人 マーリク や、 ダッジ ャー ルに ついても お話しに なった。 

アブー •アー リヤは 伝えて いる 

あなた 方の 預言を の 伯父の 息 モイ ブン •ア ッバー ス は、 私たちに アッ ラーのみ 使いが こう 
いわれた と 語った 

「私は その 夜ム ー サ ー •ビン •イ ムラ ー ン （イム ラ ー ンの 息子 モ — tf ) の処を 通った。 

彼は やや 褐色で 背が 高く、 シャ ヌーア 部族の 人々 のように 体格の よい 人物だった。 

私は マリヤの 息 モイ エスに も 会った 力 《 、 彼は 中背で 白暂の 顔に 赤味が かった 色つ やを し、 
頭は ちぢれ 毛であった。 

私は アッ ラーが 私に 示された もろもろの みしる しのな かた 地獄の き 人 マーリク や、 終末 
期に 現われる 偽 救世主の ダッジ ャールを も 見せて もらった」 

この 話に 関連し アブー ア ーリヤ はけ ッ ラーのみ 使い 力なー ゼに 会われた ことに 疑う 余 
地はありません」 と 述べ、 また カターダ も 「アッ ラーの 預言者は 確かに モーゼ にお 会いに な 
った」 と 語って いる。 

アブー •ア ーリヤ は、 イブ ン •ア ッバー ス から 聞いて こう 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは アズ ラク 谷を 通った 時 じこは、 どの 谷 か」 とおたず わに なった。 

人々 がけ ズ ラク 谷 （を 1) です」 と 答える と、 こうい われた 

「私には モーゼ が 大声で アッ ラーへの タ ルビー ヤ （を のの ネ斤 りを 唱えながら、 山道を 降り 
て 来る 姿が あたかも 目 に 見える 思いが する」 

それから み使いは ハル シャー （を 3) 山道に 着いた。 

み使いは じの 山道は 何と しづの か」 とおたず わにな り、 彼らが 「ハル シャー の 山道です」 

と 答える と、 こうい われた 「私には マッターの 息子 ユー ヌス (ヨナ） が 骨格の よい ホ 色の め 
すらく だに 乗り、 ウー ルの 外套を 着、 フ ルバ (なつめの 木の 繊維） で 作った 手綱を 持ち、 夕 
ルビー ヤを 唱える 姿が 目に 見える ような 気がする」 



イブ ン •ハン バルの ハディー ス によれば、 フシ ヤイ ムはフ ルバを、 なつめの 木の 繊維で ある 
と 説明して いる。 


(を 1 ) アズ ラク 谷 （ワー デイ •アズ ラが マッカから マデイー ナに むかって 約ーマイル ほどの 
処 にある 谷。 

アズ ラクと いう 人物に 因んで 付けられ たという 


な 2) か レビー ヤ （巡礼 朗誦） 「私は ここに おります 。アツ ラーよ、 あなたは 比肩す る もの も 
ない 唯一の 御 方です。 御前に 参りました。 私は あなたに 従います」 と 唱える 


(を 3) ハル シヤー 山 シリ ヤと マデイー ナの 間、 ジュ ファの 近くに ある 山の 名 


アブ ー ■ ア ーリヤ によると、 イブ ン •ア ッバー ス はこう 語った 

私たちは アッ ラーのみ 使いに 従い マッカと マディー ナの 間を 旅し 或る 谷を 通りかかった。 
その 折 じれは 何と しづ 谷 か」 とみ 使いが いわれた のた 人々 はけ ズ ラク 谷です」 と 答え 
た。 

み使いは 「化には モーゼ が 目に 見える 思いです」 といわれて、 モーゼ の 顔色 や 髪な どに つ 
し、 て (伝承を の一人 ダウード カな 〈記憶で きなかった 事柄 おお 話しに なり、 更に 「モ ーゼ 
は、 指を 両耳に 当てて 大声で アッ ラーに対して タ ルビー ヤの析 りを 唱えを がら、 この 谷を 
通って 行った」 といわれた。 

私たちは 更に 旅して 或る 山道に さしかかった。 

み使いが 「これは どの 山の 道 か」 といわれ たので、 人々 は 「ハル シヤー 山、 もし 〈は、 リフト 
山です」 と 答えた。 

するとみ 使いは 「私には、 ヨナが 羊毛の 衣を 着、 ホ いら 〈だに 乗って 通る 姿が 目前に 見え 
るよう な 気がする。 らくだの 背で 彼は、 なつめの 木の 皮から 作った 手綱を 手に し、 タル ビー 
ヤを 唱えながら この 谷を 通りす ぎて 行った」 と 話された。 

ムジ ヤーヒ ドは こう 伝えて いる 

私たちは、 イブ ン •アッ パ'— スの処 で、 ダッジ ヤー ルに ついて 話し合った。 

この 折、 ある 人が 「ダッジ ャー ルの 両眼の 間には、 力ーフィル （不信を と しづ 言葉が 書か 
れ ている」 といった。 

イブ ン •ア ッバー ス はこれ にがし 「化は、 アッ ラーのみ 使いから それにつ いて お聞きし たこ 
とはな 力、 った。 

しかし 彼が こうい われた のを 覚えて いる。 

すなわち 『アブラハムに 関しては、 あなたち の教 友、 つまり ムハンマド その 人を 見れば よ 
いは）。 



モーゼ に関して 言えば、 彼は なつめの 木の 繊維で 作った 手綱を 手に して、 ホい らくだに 乗 
つた やや 褐色の 顔付きの 体格の よい 人物で ある。 

私には その後 力 《 、谷を 降りながら タ ルビー ヤを 唱える 姿が 目に 見える ような 思いが する』 
と」 


(を) ム / \ン マドは アブ ラ/ \ム の 生き写しで あると しづ 


ジャー ビルに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「或る時、 もろもろの 預言者が 私の 前に 現われた。 

モーゼ も その 中に おり、 彼は あたかも シャ ヌーア 部族の 人々 のように 背が 高 力、 った。 

私は マリヤの 息 モイ エスを 見た が、 彼に 最もよ 〈似て いるのは、 ウル ワ ゼン •マ スウード 
でち ろうと, 思う。 

私は、 また、 アブラハムを 見た が、 彼は あなたち の教 友、 すなわち ムハンマド 自身に 最も 
よ 〈似て いると 思う。 

私は ジブ リー ルを も 見た 力 《 、 彼に 最もよ 〈似た 人物は、 デイ フヤ （イブ ン •ル ムフ によると、 
デイ フヤ •ビン •ハ リー ファ） であると 思う J 

アブー •フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「夜の 旅に 連れ出され たも 私は、 モーゼ に 会った」 

この 後、 預言を は 次のように お話しに なった 

「モ ーゼは あたかも シャ ヌーア 部族の 人々 のように 背が 高 〈頭髪を 長 〈した 人物だった。 私 
はまた、 イエスに も 会った」 

こう 語って 預言を は イエスに 関して 「中背で あたかも 風呂から 出て きた ばかりの ように ホ 
味が かった 顔つ やの 人物だった J と 述べた。 

預言者は こう もい われた 

「私は アブラハムを 見た が、 彼の モ 巧の 中で 私が 彼に 最もよ 〈似て いる」 

預言者は また、 こう も 語られた 

「私の 処に 二つの 容器が 運ばれて またが、 その一つには ミルクが、 他の一つには ぶどう 
酒が 入って おり、 私は そのうち どれでも 選ぶ ようにと いわれた。 

それが 私は ミルク 入りの 容器を 取り、 それを 飲んだ。 

すると 天使は 『あなたは イスラー ムの 教えに を 順で ある （もし 〈は、 教えの 真髓を 会得して 
し、 る） もし あなたが ぶどう ミ 酉を 選んだならば、 あなたの ウン マは 正道を ふみはずす ことにな 
ったで あろ ラ』 といった」 



イエスと 偽 キリスト (マ スイーフル •ダッジ ヤー ル） について 


アブ ドッ ラー •ビン •ウマルに よると、 アッ ラーのみ 使いは こうい われた 
「或る 夜、 私は カーバの 近 〈にいた。 

その 時、 私は かつて あなたが 見た こと もない ほじ 白 〈美しい 顔立ちの 男を 見かけた。 
彼は 巻毛で、 それ も あなたが かつて 見た こと もない ほど 美しい 巻毛であった。 

彼が それを 撤で すいた ため 水が したたり 落ちて いた。 

後は 二人の 男 （もし 〈は、 二人の 男の 肩） に 寄り かかりながら、 力ー バ 神殿の 周りを タワー 
フ （巡回ん ていた。 

『彼は どなたで すか』 と 化が たず わると、 『マリヤの 子 イエスです J ] と 告げられた。 

この 折、 化は また 別の 人物を 見た。 

その 人は 頑丈な 体格を し、 ちぢれ 毛であった がち 目 がつ ぶれ、 ぶ、 〈れ たぶ どうの ようにな 
っていた。 

『彼は 誰です か』 と 私が たず わると 『彼は マ スイーフル •ダッジ ャづレ (偽 キリスり です J ] と 
告げられた」 

アブ ドッ ラー •ビン •ウマルに よると 或る日、 アッ ラーのみ 使いは 人々 に マ スイーフル •ダッジ ヤール 
について こうお 話しに なった 

「 まことに アッ ラーの 両眼は 健全で あられる。 

しかるに マ スイーフル •ダッジ ヤー ルの 右目は 見えず、 それ もぶ どうの ように 脹れ 上って い 
るので す」 

つづいて アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「私は 或る 夜、 夢で 力ー バの 近くに、 美しい 顔立ちの 男が いるのを 示された。 

その 人は、 あなたが かつて 見たい かなる 人よりも すっきりした 顔立ちを していた。 

ほどよ 〈ちぢれた 巻き 毛は 彼の 而肩 にか かり、 そして 頭からは 水の しずくが たれ 落ちて い 
た。 

彼は 両手を 二人の 男の 肩に かけ、 その 二人には さまれ ながら 力ー バの 周りを タワー フし 
ていた。 

『彼は 誰です か』 と 私が たず わると、 人々 はけ リヤ のモメ シヤ伟 リスり です 化 答えた。 
私は また 彼の 後に、 髪を ちぢらした 頑丈そう な、 ち 目が つぶれた 男を 見た。 

私が これまで 会った 人々 の 中では、 イブ ン •カ タンに よ 〈似た 顔付きの 男だった。 

彼は、 力ー バの 周りを タワー フ しながら、 両手を 二人の 男の 肩に かけて いた。 

『彼は 誰です か』 と 私が たずねる と、 人々 はけ スイーフル •ダッジ ャー ルです』 と 教えて くれ 
た」 



イブ ン •ウマルに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「私は、 力ー バの近 〈で、 頭髪の 長い すっきりした 白い 顔立ちの 人物を 見かけた。 

彼は 両手を 二人の 男の 上に おいていた。 

水が 彼の 頭から 流れて いた （もし 〈は、 したたり 落ちて いた）。 

私 力 《 『彼は 誰です か』 とたず わると 人 かが 彼は マリヤの モイ エス、 もじは、 マリヤの 子メ 
シヤ （キリスト） です』 と 告げて くれた」 

(イブ ン •ウマルは、 どちらの 言葉であった か 記憶して ない と 語って いる） 

アツ ラーのみ 使いは 続けて こうい われた 

「私は 彼の 後に、 ちぢれ 毛で ホら 顔の 体格の よい、 ち 目 が 盲の 男を 見た。 

彼は イブ ン •カ タンに よ 〈似た 顔付きを していた。 

私が 『彼は 誰です か J ] とたず わた 時、 人々 は 『マ スイーフル •ダッジ ヤー ルです J ] と 教えて 〈 
れ た」 


ジャー ビル ゼン •アブ ドッ ラーによると 、アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「クライ シュ 部族の 人々 が 私の 言葉を 信じなかった も 私は、 ヒジュ ル (力ー バ 神殿の 西側 
にある 半円 径の 囲い 《ハ テーム》 壁） の処 にいた。 

この 折、 アッ ラーは 私の ために、 バイい いマク デスに ルサ レムの 神殿) を 天空に あげて 
下さった。 

私は それを 見ながら、 クライ シュ 部族の 人々 に、 そこの 様々 な 特長 (ア ーヤ りこつ いて 語っ 
て 聞かせた」 

ウマル •ビン •ハッター ブ によると 、アッ ラーのみ 使いは 或る時こう いわれた 
「私は 夢の 中で 力ー バを タワー フ しな、 る 自分自身を 見た。 

私は また そこで、 柔らかな 長い 髪を した 色白の 美しい 人物が 二人の 男には さまれ ながら、 
力 ー バの タワ ー フ をす る 姿を 見た。 

彼の 頭からは 水が したたり 落ちて いた （もしくは、 頭から 水が 流れて いた） 

『彼は 誰です か』 と 私が たず わると、 人々 はけ リヤの 息子です』 と 教えて くれた。 

それから 私は 前方に 進み 周囲を ながめ まわした。 

その 時 赤ら顔で 頑丈そう な、 頭髪が ちぢれ、 しかも 片目 が 脹れ あがって ぶどうの ようにな 
っ ている 男を 見かけた。 

私 力 《 『彼は 誰です か 化たず わると 人 かが 彼は ダッジ ャー ルです』 と 教えて 〈れ た。 

ダッジ ヤー ルは、 イブ ン •カ タンに よ 〈似た 人物だった」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 



「私は 夢の 中で ヒジュ ルの 処 におり、 クライ シュ 部族の まらに、 "夜の 旅" について 質問 さ 
れ ていた。 

私は バイト ル •マク デスの 様子を たずねられた 力 《 、それに 関してよ 〈は 記憶して なかった。 
そのため 私は かつて 経験した ことのない ほど 大変 困惑して しまった。 

すると その 時 アツ ラーは、 バイい いマク デスを 私の 目の前に 浮び 上がらせて 下さった。 
その お 陰で 私は よう や 〈彼らの 質問に 何でも 答える ことができた のであった。 

私は また、 私自身が 他の 預言 まらと一緒 にいる 夢を見た。 

そこでは モーゼ が 立って 礼拝を していた。 

彼は あたかも シャ ヌーア 部族 出身を のように、 立派な 体格を した 人物だった。 

私は また マリヤの モイ エスが 立って 礼拝して いる 姿を も 見かけた 力 《 、 身近な 人々 の 中で 
最もよ 〈イエス に似てい るのは、 ウル ワ ゼン •マ スウード '•サカ フィー である。 

私は また、 アブラハムが 立って 礼 巧して いるのを 見た が、 彼に 最もよ 〈似た 人は あなたち 
の教 友、 すなわち ムハンマド 自身であろう。 

礼拝の 折には、 私が 彼らの イマー ム 谱師） となった。 私が 礼拝を 終えた 時、 或る人が こう 
いった 

『ムハンマドよ、 ここに 地獄の 主、 マーリクが いる。 彼に 挨搂 なさい』 

それで 私は 彼のち をむ いたが、 彼の 方から 先に 挨搂 して 〈れ た」 



シド ラトル •ムン タ ハーについて 

アブ ドツ ラー •ビン. ウマルは こうおえ ている 

アツ ラーのみ 使いは" 夜の 旅" に 連れ出された 時、 "シド ラトル •ムン タ ハー (遠い 涯に ある 
シド ラ 木）" まで 案内され た （を 1)。 

その 木は 第 六天界 にあった。 

この 天界は 地上から 昇って またもの の 終 着 点と され、 それらは 全て ここに とどめられた。 
ここは また、 上から 下りて きた ものの 到着 点で も あって、 それら も 全て ここに とどめられて 
いた。 

これに 関連して 「覆う ものが シド ラ 木を こん もりと 覆う も （クル アーン 第 53 章 16 節） と アツ 
ラーは 啓示され たが、 覆う ものとは、 黄金の 蛾の 群の ことで ある。 

アツ ラーのみ 使いは ここで、 兰 つの ことを 許可され た。 

それらは 日 に 五 回の 礼拝を 行う こと、 クル アーン 雌牛の 章 （第 2 章） の 最後の 部分に 関連 
する こと （を 2)、 更にみ 使いの 信奉を で、 アツ ラーに 巧し一切 同位 者を 置かない をの 罪が 
許される こと などで ある。 

(を 1) シド ラトル •ムン タ ハーは、 前 出の ハディー ス によれば 第 七 天界 にある とされる が、 
ここでは 第 六 天界に 位置す ると 記されて いる。 

それが この 木に ついては、 第 六 天界に 根を 張りながら その 枝葉が 第 セ天界 まで 伸び、 繁 
茂して いるものと 考えるべき であろう 

(を 2) 雌牛の 章の 最後 286 節には、 アツ ラーがを 人に 能力な 上の 負担を 負わせ かにと、 
過ちを 許す ことな どに ついての 啓示が 記されて いる 

シャイ バ ー ニ ー はこう 語って いる 

私が ジツル ゼン •フ バイ シュに アツ ラーのみ 言葉 「凡そ 弓 二つ、 いや それよりも 近い 距離 
にあっ む （クル アーン 第 53 章 9 節） について 質問した 時、 彼は 「イブ ン •マ スウードは、 そ 
の 折 預言 まが 六 百の 翼を 持った 天使 ジブ リー ルを ごらんに なった と 話して おられた」 と 語 
っ た。 

アブ ドツ ラーゼン •ウマルは こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 言葉 「 I むは 自分が 見た ことを 偽らない」 （クル アーン 第 53 章り 齡 とは、 アツ 
ラーのみ 使いが 六 百の 翼を 持った ジブリールを 確かに 見られた ことを 意味す る もので あ 
る。 



アブ ドツ ラーはこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 言葉 r 彼は 確かに、 主の 最大の しるしを 見た ので ある J (クル アーン 第 53 章 
18 節） は、 アツ ラーのみ 使いが 600 の 翼を 持った ジブ リー ルの 姿を 見た ことを 示して いる。 



アツ ラーの み 言葉 「彼を 見た J に 関連して 


アブー. フライ ラは こう もえて いる 

アッ ラーのみ 言葉 r 本当に 彼 仏 ハ マンド) は、 巧 度の 降下に おいても、 彼を 見た ので あ 
る」 （クル アーン 第 53 章 13 節） は、 アツ ラーのみ 使いが ジブ リー ルを 見た ことを 示して いる 

(を）。 


(を) 預言を が 天使 ジブリールの 真の 姿を 拝した のは 二回の みで、 最初の 場合は ヒラー 
山で 初めての 啓示を 受けた 時で あり、 二度目は 夜の 旅、 昇天の 巧であった といわれる 

イブ ン .アツ バース はこう 伝えて いる 

預言 まは アツ ラーをむ の 中で 見られた ので ある。 

イブ ン •アツ バース はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 言葉 r 也は 自分が 見た ことを 偽らない」 （クル アーン 第 53 章り 節） 及び 「本当 
に 彼 仏 ハン マド） は、 再度の 降下に おいても、 彼を 見た ので ある」 （クル アーン 第 53 章の 
節） は、 アツ ラーのみ 使いが 二度 も、 むの 中で 彼を 見た ことを 示して いる。 

アブーぶ ャフ マは、 前記と 同 内容の ハディー スを 別の 伝承 者 経路で 伝えて いる。 

マス ルー クは 次のように 伝えて いる 

私が アー イシ ャの 家で 休息して いた 時、 彼女は こういった 

「アブ ー •ア ー イ シャよ (マス ル ー クの 呼び名）、 兰 つの 大切な 事柄が あります。 

その 中の一つ でも 口にすれば 、アツ ラーに 対し、 大きな 虚偽を 語った ことになります」 

私が 「それらは 何です か」 とたず ねる t 彼 かれ、 った 

「ムハンマド 様が、 アツ ラーを 直接 目で 見た と 主張す る まは、 アツ ラーに 関し 最大の 嘘を 述 
ベた ことになります」 

私は それまで 横に なって いたが、 この 言葉を 聞な 起きて 座り 直しこう いった 
「 信 まの 母よ (預言を の 妻の 呼び名）、 一寸 待って 下さい。 

そう 話を 先に 急がないで 下さい。 

アツ ラーはこの ことに 関連し 「彼は 明るい 地平線 上に はっきりと 彼を 見た」 （クル アーン 第 
81 章の 節）、 及び 「本当に 彼は、 再度の 降下に おいて 彼を 見た ので ある」 （ク ルアー ン第 
53 章 22 節） といわれなかったです か」 

彼女は いった 

「私は 信を の 中で 最ネ 刀に、 この 件に 関し アツ ラーのみ 使いに おたずねした をです。 
み使いは こうい われた のです 



『彼とは まこと、 ジブ リー ルの ことです。 

私 カヴツ ラーによって 造られた 彼の お 姿を 見た のは、 クル アーン に 示される 前記の 二度 
の 場合な かにありません。 

すなわち 私は、 彼が 天から 降下して 来、 天と地の 間を その 御 姿の 雄大 さで、 満たされ たの 
を 見た のです』 と」 

彼女は 続けて いった 

けツ ラーカ じう 啓示され たみ 言葉を 聞いた ことはありません か 「（こちら か 視覚では、 彼 
を 見る ことは できない。 

だが 彼は こちらの まなざしまで すっかり お 見 透し に なられる。 

まことに 做 ホ、 全てに 親切で あり、 熟知して おられる J (クル アーン 第 6 章 1 03 節） 

それに、 アツ ラーのこ のみ 言葉 も 聞いた ことはありません かけ ツ ラーが 人間に （直 お 語 
り 力 M ナら; tx る ことは なし、。 

啓示に よる か、 帳の 蔭から、 または 使徒 (天使) を 遣わし、 アツ ラーが 命令を 下して、 その 
御望み を 明かす。 

本当に アツ ラー は、 至高に して 英明で あられる J (クル アーン 第が 章 51 節）」 

アー イシ ャは 続けて こう 語った 

「 み使い カヴツ ラーの 啓 典の 教えを なぜか 隠して いると 主張す る 者は、 アツ ラーに 巧し 大 
きな 虚偽を 語る ことになります。 

アツ ラーはこう 啓示され ました 

「使徒ん 主から あなたに 啓示され たこと を 人々 に 伝達し なみ、 さもないと 彼の 啓示を 伝 
達す ぺき 使命は 果せない ことになるだろう」 （クル アーン 第 5 章の 節） と」 

アー イシ ャは 更にこう 話した 

「明日 起こる ことを 予か できる と 主張す るを ホ、 アツ ラーにがし 大 なる 虚偽を 語る ことにな 
ります。 

アツ ラーは 「いって やる がよ し、。 

幽玄 界を 知る ものは 天地の 間で アツ ラーの 外には ない ので ある」 （クル アーン 第 27 章 65 
節） と 啓示な された のです」 

ダウード も 前記と 同 内容の ハディー スを 別の 伝承 者 経路で 伝えて いるが、 その 中に 次の 表現が 加 
えられて いる 

アー イシ ャ はこう 語った 

「もし ムハンマド 様 力 《 なんらかの 啓示を 隠される としたら、 次の 啓示を 必らず お隠しな され 
たで あろ ラ。 

(すなわち） けツ ラーの 恩恵を 授かり、 また あなたが 親切を 尽 したを (ザイ のにこう いった 
時を 思え。 

"妻を あなたの 許に 留め、 アツ ラーを 畏れなさい"。 



だが あなたは、 アツ ラーが 暴露し ようと された、 自分の 胸の 中に 隠し " C いた こと (養子の 妻 
との 結婚が 人の 口 の 端に 上がる こと) を 恐れて いた。 

むしろ あなたは アツ ラーを 恐れる のか 本当であった (を)」 （クル アーン 第 33 章 37 節）」 


(お 預言を は 養子 ザ イドが その 妻ザイ ナブを 離婚した 時 彼女を 己れ の 妻の一人 に加え 
たが、 己れ の 養子の 元の 妻との この 結婚が 醜聞と して 人々 に 蜂され るのを 恐れた ので あ 
る 

マ スイ レー クは 伝えて いる 

私が アー イシ ャに ムハンマド 様が 主を 本当に 見られた かどう かにつ いてたず わた 時、 彼 
女は こういった 
けッ ラーを 讚美 致します！ 

あなたが そのような ことを しづと、 私の 髪は 恐ろし さに 逆立つ 思いです」 

この あと マス ルー クは 前記と 同 内容の ハディー スを 語った。 

なお ダウードの 伝える ハ ディースは これより 長 〈完全な 内容で ある。 

マ スイ レ ー クは {五え ている 

私は アー イシ ャに 「アッ ラーのみ 言葉 「それから 降りて 来て、 近 かいた。 

凡そ 弓 二つ、 いや それよりも 近い 距離であった か。 

そしてし もべ (ム ハン マのに 彼の 啓示を 告げた」 （クル アーン 第 53 章 8-10 節） について ど 
う 考えます か」 と 質 間した。 

彼女は こういった 

「それは ジブリールの ことです。 

彼は 人間の 姿を していつ も アッ ラーのみ 使いの 処に まられ たのです。 

しかし この 時には、 彼 本 まの 姿で 現われ 空の 渥まで 満たされた のです」 



"巧は 光で ある" と しづ 言葉に 関して 

アブ—. ザ ツルは こう 伝えて いる 

化が、 アツ ラーのみ 使いに 「あなたは 主を 見た のです か」 とおたず わした 時、 彼は 「私が 見 
た 主は 光であった」 といわれた。 

アブ ドツ ラー •ビン •シャキー ク はこう 伝えて いる 

私が アブー •ザ ツルに むかって 「もし アツ ラーのみ 使いに お会いで きたら、 質問した いこと 
力 《 あ ります」 と 話した ところ、 彼は 「どんな ことにつ いてです か」 といった。 

私は 「み使いが 主を 見られた かどう か、 おたず わしたい のです」 と 述べた。 

これに 対し、 アブー •ザ ツルは 「実は おは そのこと を おたずねした のです。 

その 折、 み使いは 『私は 光りを 見た』 とお 答えな された のです （を)」 と 語った。 

(を） 「主は 光りであった」 「私は 光りを 見た」 と しづ 前記 両 ハディー スの 表現に ついては 「私 
と 主の 問に、 光りの 幕 (ベール） が あった。 それ 故 見る ことができなかった」 「化は 光りの 幕 
(ベール） を 見た のみで ある」 とする 解釈 も ある 



"アツ ラーはお 眠りに ならない"" 覆いは 光りで ある" について 

アブ ー •ム ー サ ー はイ 占えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 私たちの 問に 立って アツ ラーに 関し 五つの 事を こうお 話しに なった。 
すなわち 「アツ ラーはお 眠りに ならない。 

また、 おりを 必要と されない 方で ある。 

アツ ラーは しもべら の 所行を 判定す るた めの f 平り を 低めたり、 高めたり なさる ちで ある。 
夜の 行為は 昼の 行為の 前に、 また、 昼の 行為は 夜の 行為の 前に、 アツ ラーの 許に 報告 さ 
れ る。 

アツ ラーの 覆い （ベール） は 光りで ある 《アブー •バ クルの 伝える ハディー ス によると、" 光 
り" ではなぐ 火" となって いる》 

もし アツ ラーがその 覆い バづ りを はずす ような ことがあれば、 お 顔の 輝きの ため、 その 
御 目 が 届 〈範囲に ある アツ ラーの 創造物は、 全て 焼きな される だろう」 

ア アマ シュは 伝えて いる 

「アツ ラーのみ 使いは 私たちの 間に 立った まま、 四つの ことを 話された」 

lil 下の 内容は 前述の ハディー スと 同じで あるが、 "アツ ラーの 創造物" という 言葉は か、。 

ただし" アツ ラーの 覆いは 光りで ある" と しづ 表現は みられる。 

アブ ー .ム — サ — は 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 私たちの 間に 立って、 四つの ことを いわれた 
「まことに アツ ラーはおる ことが な 〈、また 眠りを 必要と される 方では ない。 

彼は、 人の 善悪を 定める 巧り を 上げたり、 下げたり なさる。 

人の 昼間の 行為は 夜に、 夜の 行為は 昼に 彼の 許に 報告され る J 



主に 目 見える 方法に ついて 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

人々 カヴツ ラーのみ 使いに 「私たちは、 復 まの 日に 主に 会える でしよう か」 とたず わた 時、 
彼は こうい われた 

「満月の 夜、 月を 見る のは 困難です か」 

人々 が 「し ル、 え、 み使い 様」 と 答える と、 彼は 更に 「雲が かかって ない 時、 太陽を 見る のは 
難しいで すか」 といわれた。 

彼らが 「いいえ、 み使い 様」 と 答える と 次のように お話しに なった。 

「下 度 それと 同じように、 あなたた ちは 主を 拝す る ことができる のです。 

主は 復 まの 日 に 人々 を 集めこう いわれる でしよう 
『全てのを を、 それぞれが 崇拝した ものに 従わし めよ』 

それが 太陽を 崇めた まらは 太陽に 従い、 月を 崇めた まらは 月に 従い、 またもろ もろの 偶 
像を 崇めた まらは これらの 偶像に 従う ことになります。 

この イスラー ムの信 まの みは 後に 残される 力 《 、その 中には 偽 信者ら も 含まれる ことで しよ 
ラ。 

アツ ラーは、 それから、 彼 本来の 姿とは 別の、 彼らに も 容易に 見る ことので きる お 姿を して 
彼らの 処 においで になり 『私は あなたた ちの 主で ある』 といわれる でしよう」 

しかし 人々 はかれが 主で ある ことに 気付かず 
『アツ ラーよ、 私たちを この 人から 守り 給え！ 

私たちは あなたが 私たちの 処 においで になる まで ここに おります。 

あなたが 本当に おいでになれば、 私たちに はすぐ あなたを 判別す る ことができる のです』 
とい ラで ち) y ましよ ラ。 

その後 アツ ラーは 彼らに も 十分 判別で きる 本来の お 姿で 現われ 『私は あなたたち のちで 
ある』 と 仰せになる ので、 よう や 〈彼らは 『あなた こそ 私たちの ちです』 といって 彼に 従う こ 
とでし よ ラ。 

その後 地獄の 業义の 上に かけられた一本の 橋の 上を、 化と 私の 信 おたちは 最初に 渡る 
ことになります 力 《 、 その 日には 使 巧たち な 外には 誰も 声を 発する 者は なく、 その 曰の 使徒 
たちの ホり も 『アツ ラーよ、 安全を お守り 下さい。 無事を お願い致します』 という 言葉の みで 
ありまし よう」 

地獄には、 サア ダー ン樹 のとげ のように 長い 鉄製の 鉤 がおかれ な^。 

アツ ラーのみ 使いは 「サア ダー ン樹を かってい ます か」 とおたず わにな り、 彼らが 「はい」 と 
答える とこうい われた 

「まことに これらの 鉄鉤 は、 サア ダー ン樹 のとげ にも 似て います 力 《 、 アツ ラーな 外に その 大 
きさに ついて 知る 方は おられない。 

これらの 鉤が 悪行を 化した 者を 捕らえる のです。 



信を のうち、 善行 者は 捕らえられる ことは なく、 その 善行の 故に 救済され 報奨され るを さ 
え もい るので す。 

アツ ラーは その しもべら を 裁き 終える 時、 その 大 いなる 慈 おむから 思いのままに 地獄に 苦 
しむ 者ら の一部を 救い出そうと なさり、 そのため アツ ラーに 何ものを も 同位 まとして 配 さな 
かった まらを、 地獄から 連れ出す よう 天使たち にお 命じになる のです。 

これらの まは 『アツ ラーレが りこ ネ申 はいない』 と 唱えた をら のうち、 アツ ラーが 特に 慈 おを お 
ちえに なった 人たち です。 

天使ら は 彼らを 業火の 中で、 脆 巧の しるし、 すなわち 額の 黒い 療の 有無に よって 見分け 
るので す。 

なぜなら、 業义は 人間の 身体 全てを 焼きな すが その 脆 拝の しるしの みは 残る からで あり、 
アツ ラーが 業义に 対し その しるしを 消滅させる ことを 禁じられた からです。 

その後 業义の 中から 焼かれた まま 連れ出された 彼らは、 生命の 水を まがれ、 T 度 洪水に 
よって 運ばれた 種子が 新芽を 出す ように 蘇生 させられる のです。 

アツ ラーが しもべら の 裁きを 終えよう とする 時、 地獄に 面した 処に 取り残された 天国に 最 
後に 入る はずの 男が、 『ちよ、 私の 顔を 業义 から 遠ざけて 下さい。 

地獄の 凰 か 私を 毒し、 その おが 私を 焼き殺します！ 化 叫び 出し、 ヴツ ラーカ 《 そうする こ 
とを 許す かぎり） 繰り返し 訴えつ づける ことでしょう。 

これに 巧し アツ ラーは 『もし 私が お前の 願い 通りに したならば、 お前は 恐ら 〈それな 上の こ 
とを また 頼んで くるに 相違 あるまい』 といわれ るが、 

その 男は 『いいえ、 私は これなかの ことは、 お願い 致しません J といって、 アツ ラーに 巧し 
約 まし 確言す る ことで しょう。 

それで、 アツ ラーは その 男の 顔を 業火から 別の 方角に おを えになる ので あるが、 彼が む 
きをを え 天国の ちを 見た 時、 彼は しばらくな 熟した 後でこう 述べる でしょう 
『主よ、 どうか 私を 天国の 門の 処に 進ませて 下み、』 

これに 巧し アツ ラーは 『お前は 私が 与えた もの Jil 外 何も 頼まない と 約 まし 確言した ので 
はなかった か！ 

イ巧 という こと 力、！ アダムの 子孫よ！ 

何と 当てに ならない ことか！ 』 といわれる 力 《 、彼は 『ちよ J ] といって 訴えつ づける のた 遂に 
は アツ ラーは、 彼に こう 仰せになる のです 

『もしも 私が それを 許すならば、 お前は 恐ら 〈もっと 他の こと も 頼んで 〈る ことだろう J 
し 力ん ながら、 ちに 巧し 彼は 『あなたの 偉大 さに 誓って 申し上げます 力 《 、 ホして そのような 
ことは 致しません』 といって、 また 約 まし 確言す る ことで しょう。 

アツ ラーは、 それで 彼を 天国の 門まで 連れて行かれ るが、 その 門に 立って 目前一杯に 広 
がる 天国の 恵みと 喜びを 見る と 彼は しばら 〈ホ 黙して 後、 こうし、 い 出す のです 
『主よ、 私を 天国に 入れて 下さい』 

これに おし アツ ラー は 『おが お前に 与えた ものな 外に お前は 何も 望まない と 約 まし 確言 



したでは ないか！ 

何たる ことか！ おお、 アダムの 子孫よ！ 

何と 不誠実な 男だろう！ 』 としかれ るが、 

彼は 『主よ、 私は あなたの 創造物の 中で もっとも あわれな 巧 在には なりたくない のです』 と 
し、 って、 アツ ラーが お笑いになる まで 訴え 続ける ことで ありまし よう。 

そして 彼に むかって お笑いに なった アツ ラーは、 その 時 『天国に 入りなさい』 とお 許しな さる 
のです。 

彼が 天国に 入る 時、 アツ ラーは 『お前の 願いを 述べな み、』 とし ホれ、 彼は (アツ ラーが 気 
付かせ 給う ままに) 様々 の 願い ごとを 申し あげる 力 《 、それが 終る と アツ ラーは 直ちに にれ 
はお 前の もの、 お前の 願いと 同じ ものである 化 仰せに なって それらを お与え 下さる ので 
す」 

これに 関連し アター ゼン •ヤ ジー ドは 次のように 述べて いる 

「アブー •サイード •フ ドリーは アブー •フライ ラと 共に おりながら、 アブー •フライ ラの 語る こ 
の ハディー スに なんら 異議を はさまなかった が、 

ただ アツ ラーが、 その 男に 『お前の 願いと 同じ ものである』 といわれ たという 表現に 巧して 
のみ 『お前の 願いの 10 倍に およぶ ものである』 とを え 訂正を 加えた。 

アブー •フライ ラは、 これに 巧し にれ はお 前の もの、 お前の 願いと 同じ ものである』 という 
表現な 外 覚えて いないと 語った 力 《 、 ともあれ アブー •サイード •フ ドリー は 『化は アツ ラーの 
み使いが" これは お前の もの、 お前の 願いの 10 倍に およぶ ものである" といわれた ことを 
証言し ます』 とまで 述べな が。 

なお、 アブー •フライ ラは 『その 男は 天国の 住民と して 最後 にげ 国に） 入る 人物で ある 化 
語って いた」 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

人々 は 預言を に 巧し けツ ラーのみ 使い様、 私たちは 復 まの 日に 主に 会う ことができ るで 
しよう か」 とたず わた。 

な 下の 部分は 前記と 同 内容の ハディー ス である 力 《 、別の た 承 者 経路で 伝えられ ている。 

ハン マー ム ゼン •ムナ ツ ビフは、 アブー •フライ ラが アツ ラーのみ 使いから 聞いて 語った 数多くの ハ 
ディー スの 中の一つを 次のように 伝えて いる 
み使いは こうい われた 

「天国で 最も 末端の 席に いる あなた 方の 仲間の一人は アツ ラーに 『なんでも 欲する ことを 
願いなさい』 といわれ、 願い ごと や 望みを 訴える ことだろう。 

その後 『願いを 述べた か 化 問われ、 彼が 『はい 化 答える と アツ ラーは 『お前の 願い ごと や 
それと 同類の 事柄は 許される』 と 仰せになる だろう」 



アブー ■サイード •フ ドリーは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが 在世の 頃、 或る人々 がこう いった 
「 み使い 様、 化たち は復 まの 曰 にち に 会う ことができる でしよう か」 

これに 対し み使いは 「その 通りです」 と 答え、 次の 言葉を 加えられた 

「一片の 雲 もない 日中に 太陽を 見る こと や、 また 雲の ない 満月 の 夜に 月を 眺める ことは 困 

難 だと 思います か」 

人々 か 「いいえ、 み使い 様」 と 答える と、 彼は こうい われた 

「復 まの 日、 アツ ラーに 会う ことは T 度 これらを 見る のと 同じように なんの 困難 もない こと 
です。 

復 まの 日が 来る と、 ムアツ ジン (通常は、 礼拝 時刻を 告げ るん ここでは 単に、 伝達を の 
意味） 力 《 こう 叫ぶ ことで しよう 

『それぞれの 団体のを は 各自が 崇拝した ものに 従うよう にせよ』。 

この あと、 アツ ラーレ U 外に 偶像 や 石 物を 崇めて いた 者ら 全ては 業义の 中に 落ち ゆき、 その 
結 ま、 敬虔なる 者 や 不行跡な ま、 また 啓 典の 民の一部 など、 アツ ラーを 信仰す る 者ら が 
残される だけと なります。 

その あと ユダヤ教 をら が 呼び だされて、 『何を 信仰した のか』 と 問われ、 彼らが 『アツ ラー 
の 息子 ウ ザイルです』 と 答える と、 それに 巧し 『お前たち は 虚偽を 申して いる。 アツ ラーに 
は 妻子は いない』 といわれます。 

『何を 望む か』 と 問われた 時、 彼らが 『のどが 渴 いななす。 ちよ、 水を お与え 下さい』 と述 
ベる と、 彼は 或る 方角に 彼らを 導き 『どうして あそこに 行って 水を 飲もうと しないの か』 とい 
いながら、 彼らを 業义 のちへ 押し出す ので、 そのため 彼らは あたかも 量気楼 のように 高 〈 
おを 上げて 燃えさ かる 業义の 中に をち ゆ 〈ことになる のです。 

その後、 キリスト教徒ら が 呼び だされて 『何を 信仰して しがの か』 と 問われ、 彼らが 『アツ ラ 
-の 息子 イエスです』 と 答える と、 それに 巧し 『お前ら は 嘘を 申して いる。 アツ ラーには 妻 
モ はいない J ] といわれます。 

その後、 彼らは、 『なにを 欲する のか』 と 問われ、 『私たちは のどが 渴 いてし なす。 主よ、 渴 
きをい やして 下さい』 と 述べる 力 《 、彼らは 或る 場酣こ 連れて ゆかれて 『どうして あそこに 巧 
って 水を 得ようと しないの か』 といわれ、 業火の 方に 押し出されます。 

次々 と あを あげて 焼き 尽す 業火は、 あたかも 養気楼 のように も 見える ことだろう が、 こうし 
て 彼らは その 業义の 中に 落ち ゆき、 残る のは 善行を であれ 悪行まで あれ、 アツ ラーを 信 
仰す る 者 だけと なる のです。 

その後、 宇宙の 主 アツ ラーは、 彼らの 目に も 判別し 得る お 姿で 彼らの 処 においで になり 
『お前たち は 何を 待って いるの か。 

各 ウン マは それぞれ 信仰した まに 従う ので ある 化い われる が、 

これに 対し 彼らは 『主よ、 私たちは 前世では 貧に 苦しみ 助けを 必要と する 時で も 他 宗教の 
まらとは 離れて 暮し 彼らの 仲間と なること はありません でした』 と 口々 に 訴え だします。 



そして、 アツ ラーが 『私は あなたたち のちで ある』 といわれ ると、 彼らは 『あなた 様、 アツ ラー 
に 御 加護を 願います。 私たちは なにものを も アツ ラーと 並べる ことは 致しません J ] と 二度 も 
兰度も 繰り返し 述べた てるのです。 

この 時、 偽 信仰を の 何人 かは 背を むけて、 その 場所を 離れよう とする に 違いありません。 
この 折には また 『人間の お 姿を したち には あなたち に 半 I 刷で きる ための みしる しが あるの 
です か』 と 問われ、 彼らは 『はい 化 答える でしょう。 

その後には 次の ような 様々 な 事柄が 見られる ことになります。 

(すなわち） 自発的に 礼拝す る 者には アツ ラーは それを お許しになる が、 他人の 目を 気に 
し 見せ掛けの 礼拝を する まに 巧して は、 アツ ラーは その 者ら の 背中を一枚の 平たい 板 
状に して、 礼拝す るた びに 彼らを 後に ひっ <リ 返らし めな さるので す。 

また、 礼拝の あと 頭を あげる と アツ ラーは、 彼らが 初めて 見る お 姿に をって 『私は お前たち 
の 主で ある』 と 仰せられ、 彼らは これに 巧し 『あなたは 私たちの ちです』 と 述べる ことにな り 
ます。 

その後、 地獄の 上に一本の 橋が かけられ、 執り成し (弁護を) が 許される が、 彼らは この 
折 『主よ、 安全を 守り 給え。 ご 加護を お願い致します！ 』 と 述べる ことでありましょう」 

人々 が 「それは どんな 橋です か」 とたず わると、 アツ ラーのみ 使いは 「すべりやすい 巧で、 
ここには 鉤や鉄 も それに ナジュ ド 地方で サア ダー ンと 呼ばれて いる とげの 樹 のよう な 針 
などが 付いています」 といわれ、 また 次のように 話を 続けられた 

「ともあれ 信 まらは その 橋を 雷、 または 風、 或いは 鳥、 更には 駿足の 馬 やら 〈だのよう に ま 
ばた きする 間に 通って しまいます。 

或る まらは 安全に、 或る 者ら は鉤で ひっかけられながら も 通り抜け るが、 捕われて 地獄の 
义 中に ひとまとめに 落される をら もい ます。 

また 信 まらの 中には 更に その 業义 から 救出され るを も おります。 

ところた 私の 命を 司る 御 方に 誓って 申します が、 人間の 中で 信を ほど 復 まの 日に、 業义 
から 同胞を 救い出す よう アツ ラーに 強 〈懇願す る ものは し々 いでありましょう。 

信 まらは こう 述べる のです 

『主よ、 彼らは 私たちと 共に 断食、 礼拝、 巡ネぶ 行った ものです』 

これに 対し おが お前たち が 認める まらを 地獄から 連れ出す ように』 とお 命じに なり、 それ 
ら のをに 巧し 業义は 禁じられ、 をく のをが 連れ出されます。 

しかし それまでには 大半の 人々 は 鉢の 半分 力、、 ひざ 半ば ほどまで 焼かれて しまって いる 
のです。 

(ともあれ) その 時 彼ら 力 《 『主よ、 あなたが 救うよう お命じに なった をは一人と してもう 地獄 
には 残って おりません』 と 述べる と、 アツ ラーは 『もう一度 戻って、 むに 1 デイー ナー ルの 重 
さほどで も 善意を 持つ まを 見付けたならば 連れ出す ように』 とし ホれ ます。 

それで 彼らは 再びを 〈の 人々 を 業义の 中から 連れ出し 『主よ、 あなたが 命じた をは 全部 
救い出され、一 人と して 残って おりません』 と 申し上げる のです。 



これに 巧して アツ ラーは 更に 『戻って むに 半 ディー ナー ルの 重さ ほどの 善意を 持つ 者が あ 
れば 連れ出す ように 化 お命じに なり、 それで 彼らは 更にを 〈の 人々 を 連れ出し 『ちよ、 お 
命じに なった 者ら を 残らず 連れ出しました』 とまた 申し上げる のです。 

アツ ラーは これに 巧しても 更に 『戻って むに 微塵の 重さ ほどで も 善意を 持つ をが あれば 連 
れ出 すよう に』 といわれ、 彼らは その 言葉に 従ってな おまた 多 〈の 人々 を 連れ だして ま 『主 
よ、 私たちは 軽く 僅かで も 善意を 持つ まが あれば一人 残らず 地獄から 連れ出しました 化 
申し上げる ことになります」 

アブー •サイ-ド '•フ ドリ-は これに 関連し 次のように 語って いる 

「もしも 私の 語る この ハディー スを 信じない 者は、 次の 聖 句を 誦ん でみ るが よし、。 

「まことに アツ ラーは 微塵の 重さ ほど も 間違えられ か、 もし一善が あれば、 彼は これを 倍 
加な され、 また 彼の 御 許から 偉大な 報奨を ち えられよう」 （クル アーン 第 4 章 40 節)」 
「その後、 アツ ラーはこうし ホれ ます 『天使たち が 執り成し をし 預言を たちが 執り成し をし 
更に 篤信 者ら が 執り成しを する ため、 残される のは アツ ラーの 深い 慈悲に ゆだねられ たま 
たちだけ となる だろう』 と。 

アツ ラーは それで 業义の 中に 手を 入れ、 これまで いかなる 善行 も 為した ことのない、 もう 既 
に 木炭の ようにを り まてた 人々 を ひとつかみ にして 取り出され、 それらを 天国の 端に ある 
生命の 河と 呼ばれる 河の 中に 投げ込まれます。 

すると 彼らは 洪水に 運ばれた なおから 植物の 種子が 新 まを 出す ように 再生す るので す。 
あなた 方は きっと 石 や 木の 傍らた 太陽に さらされ 黄色 または 緑色に、 また 木蔭では 白色 
に 見える それらを 眺める ことで ありまし よう」 

この 言葉を 聞いた 人々 はけ ツ ラーのみ 使い様、 あなたは 草原の 牧畜 者の ように 何でもよ 
〈ご存知な 方です」 といった。 

この あとみ 使いは また 話を お続けに なった。 

「彼らは 首にしる しを つけられ、 真珠の ように 顔を 輝かせながら 出て 来る のです。 

天国の 住民たち は 彼らを 見て にの 人たち は アツ ラーによって 解放され たのです 。アツ ラー 
は 過去の 行為 や 善行の ち 無に も 関係な く これらの 人々 が 天国に 入る ことを お許しな さっ 
たのです J とい ラ ことで しよ ラ。 

それから アツ ラーはこうい われます 

『天国に 入りなさい。 そこで 見る ものは 全て お前たち の ものです』 

これに 巧し 彼らは 『主よ、 あなたは 世界の 誰に も お与えに ならなかった ほどの 恩寵を 化 
たちに ちえて 下さいました』 と 感謝の 言葉を 述べます。 

し 力ん アツ ラーは ほ だ これよりも 尊い ものが お前たち のために 配慮され な、 る』 と 仰せに 
なり、 彼ら 力 《 『主よ、 これより 善い ものとは 何でし よう 力、』 と 問う と、 こうお 答えになる のです。 
『それは 私が お前たち に 満足して おり、 これな 後 決して お前たち に 怒りを 示す ことは ない と 
い ラ ことで ある』 と」 

アブー ■サイード '•フ ドリーによる この ハディー ス は、 別の 伝承を 経路で も 次のように 伝えら 



れ ている。 

私たちが けッ ラーのみ 使い様、 秘 たちに 主を 見る ことができます か」 とたず ねた 時、 み 使 
いはこう いわれた 

「雲の ない 日、 太陽を 見る のは 困難です か 
」 私たちは 「し ル、 え」 と 答えた。 

な 下の/ 、ディー スは 前記と 同 内容で あるが、/ \ フス •ビン • マイ サラの 伝える ハディー スに 
は 次の 表現が 加えられ ている。 

「いかなる 事を も 為さずに、 もじは、 過去に いかなる 善行を も なすこと なしに」 またけ ッラ 
-は 彼らに 『そこで 見る もの や、 そこに ある ものは 全て お前たち の ものです』 といわれた」 
なお、 アブー •サイード •フ ドリーによる ハディー ス には 「私は その 橋が 髪の毛よりも 細 〈、 
剣よりも 鋭い と 聞いた」 と しづ 言葉が みられる。 

なおまた、 ライスの 伝える ハディー ス には 「ちよ、 あなたは 世界の 誰に も 与えなかった 恩 
寵を 私たちに ちえて 下さった」 という 表現は みられない。 

ハ フス ゼン •マイ サラは、 別の 伝承を 経路で 前記と 同 内容の ハディー スを 伝えて いるが、 それに 
も 表現 上 多少の 異同が みられる。 


地獄から 最後に 連れ出される をに ついて 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウード によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「私は 地獄から 最後に 連れ出され、 天国へ そこの 住民と して一香 後から 入る をを 知ってい 
る。 

業义の 中から 這い 出た その 男に アツ ラーは 『行って 天国に 入れ』 とお 命じに なり、 それで 
彼は 天国に 入る が、 後には 天国が一杯で、 彼の 住む 場所は ないように 思えた。 

それで 彼は 戻って 『主よ、 私の 入る 場所はありません』 と 申し上げ るが、 おが 行って 天国 
に 入れ J ] とち 度い われる。 

それで その 男は また 天国に 行 〈ので あるが、 依然として一杯で 入る 場所 もない ように 見え 
た。 

それで 彼は、 ち 度 戻って ちに 『一 杯です 化 申し上げ るが、 アツ ラーはまた 『行って 天国に 
乂リ なさい。 

お前の ために、 地上に いた 時と 同じ もの、 し 力、 も それと 同じ ものが 10 倍 も 用意され ている。 
もし 〈は、 地上の 10 倍の 物が お前の 巧 有になる J ] と 仰せになる。 

これに 対し その 男は 『あなたは 私に 冗談を いってい るので すか。 

さもな 〈ば、 私を 嘲笑な さるので すか。 

勿論 あなたは 王様です から 何でも おできになる でしよう が』 というの である」 



こう 語って 後、 み使いは 奥歯が 見える ほど 大き 〈口を 開けて お笑いに なりながら 「その 男 
の 地位は 天国の 住民 中で も 最下位に 属する」 といわれた。 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウード によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「私は 地獄から 最後に 連れ出される 男を 知っている。 

その 人が 這い 出て 来る 時、 主は こうお 命じになる 『行って 天国に 入りな み、』」 

み使いは 続けて 話された 

「それで この 男は 天国に 入る が、 すでに 人々 が 全ての 場 巧を 占ち している のを 知る。 

彼は アツ ラーに 『お前は 地獄に いた 時い つ 出るべき か、 適当な 時期に ついて 考えなかった 
のか』 といわれ 『はい 化 答える が、 ともあれ 『何 か 望みは ないか』 と 問われ 希望を 述べる。 
それに 巧し おが お前は 望む ものを 得られる。 それ も 地上に しが 時の 10 倍の ものを』 と告 
げられ る。 

それに 巧し、 彼は 『あなたは 私に 冗談を いってい るので すか。 

あなたは まるで 王様の ような ちです 化 述べる ので あるに う 語りながら、 み使いは 奥歯が 
見える ほど お笑いに なった。 

イブ ン .マ スウードに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「最後に 天国に 入る まは、 つまずきながら 歩く、 かつて 業义に 焼かれた 男で ある。 

地獄を 脱した 時、 彼は 後を ふりむいて 『業火より 私を 救って 下さった 方、 アツ ラーを 讚え ま 
す！ アツ ラーは 私に、 過去 未 まを 通じ 誰に も 与えなかった ほどの 恩寵を お与え 下さっ 
た』 と 感謝の 言葉を 述べる ことだろう。 

その 時、 一本の 木が 彼の 前に 現わされる。 

それを 見て 彼は 『主よ、 私を この 木の 近くに 連れて行って 下み、。 

そうすれば 私は その 木蔭で 休み、 その 水を 飲む ことができ ますから 化 しづだろう が、 アツ 
ラーはこう お答えになる 

『アダムの モ 巧よ、 もし 私が お前に それを 許したら、 お前は 私に もっと 別の ことを 願う だろ 
ラ』 

彼は しかし 『いいえ、 ちよ』 といって それな かには 何も 主に お願い しないと 約ます る こと だ 
ろぅ。 

それで アツ ラーは 彼の 願いを お許しになる が、 それ も 彼 力 巧う してやらめ 限り 耐え きれま 
し、 と 同情な さった からで ある。 

そこで アツ ラーは 彼を 木の 近くに 連れて まられ るので 彼は その 木蔭で 休み その 水を 飲む 
こと だろ ラ。 

その後、 この 最ネ 刀の 木よりも もっと 美しい 一本の 木が 彼の 前に 現わされる。 

彼は 『主よ、 私を この 木の 傍らに 連れて行って 下み、。 

私は そこで 水を 飲み、 あの 木廈で 休みたい のです。 



私は それな かには 何も あなたに お願い 致しません』 といい、 

アツ ラーは これに 巧し 『アダムの モ 巧よ、 お前は 先に これ liLh 何も 願わない と 私に 約 まし 
たでは ないか。 

もしも 私が お前を その 近くまで 連れて行けば、 お前は また それな かのこと も 頼んで 来る だ 
ろう』 と 仰せになる ことだろう。 

彼 カヴツ ラーに、 何も 他には お願い しないと 約ます ると、 アツ ラーは 彼のそう 願わざる を 得 
ない 気持に 同情され て、 彼の 願いを お許しになる だろう。 

それで アツ ラーは 彼を その 木の 近くに 連れて行 〈のた 彼は その 木の 蔭に 憩い その 水を 
飲む ことで あ) ろう。 

その あと、 また、 天国の 門の 処 に、 前の 二 本よりも もっと 美しい一 本の 木が 現わされる。 
彼は これを 見て 『主よ、 私を この 木に 近づけて 下み、。 

私は この 木の 蔭で 休息し、 その 水を 飲みたい のです。 

私は これな 外には 何も あなたに お願い 致しません』 と 訴える。 

これに 巧し アツ ラーは 『アダムの モ 巧よ、 お前は 先に これ lil 外 何も 願わない と 私に 約 まし 
たでは ないか J 1 といわれ るが、 彼は 『その 通りです。 ちよ、 です が 私は これ la 上 何も お願い 
致しません』 と 繰り返す ので 主は、 彼のそう 願う 気持を お 察しに なり、 彼の 願いを 容れ て、 
彼を その 木の 近くに 運ぶ ことだろう。 

アツ ラーが 彼を その 木の 近 〈に 運ばれた 時、 彼は 天国の 住民たち の 声を 聞き 『ちよ 私を 天 
国に 入れて 下さい』 とまた 訴える。 

これに 対し アツ ラーは 『アダムの モ 巧よ、 お前の 願い事は いつ 終る のか。 

もし 私 力 《 、 お前に 全世界を、 もし 〈は、 全世界に も 匹敵す る ものを 与えたならば、 お前は 谎 
足す るの か』 と 仰せになる だろう。 

彼は これに 巧し 『主よ、 あなたは 私に 冗談を 言って いるので すか。 

勿論 化は、 あなたが 全世界の ちで あり、 万能な 方で ある ことは わかって おります が 化い う 
こと だろ ラ」 

イブ ン •マ スウード はこう 語りながら 笑った。 

そして 人々 にわかい 「なぜ 私が 笑う のかと、 どうしてた ずわない のです か」 といった。 
それで 人々 が 「どうして 笑う のです か」 と 問うた ところ、 彼は けツ ラーのみ 使いが このよう 
にお 笑いに なられた からです。 

教 友ら がみ 使いに 『どうして 笑う のです か』 とおたず わした も み使いは 『全 宇宙の ち、 ア 
ツ ラーは 彼 （天国に 入りたい と 願った 男） が" あなたは 私に 冗談を いってい るので すか。 
勿論 あなたは 万能の 全 宇宙の 主で あられ ますが" と 述べた 時、 お笑いになる からです。 
なお、 アツ ラーはこの 折" 私は お前に 冗談を いっている のでは ない。 

私には なにごと であれ 思いのままに 実現す る ことが 可能で ある" といわれる』 ともお 話しに 
なった」 と 語った。 



天国に おける 最下位 まに ついて 


アブー ■サイード •フ ドリーによる t アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「天国の 住民のう ち 最下位に いるを ホ、 アツ ラーがそ のまの 顔を 地獄から 天国に むけら 
れた 人物で ある。 

アツ ラーが 彼の 前に 蔭の 濃い一本の 樹木を お示しに なられた も 彼は 『我が 主よ、 木蔭に 
入れる よう あの 木の 処に 化を 進ませて 下さい。 

そうすれば、 私は あの 木蔭で 憩えます から』 といった」 

この 後半は 前述の イブ ン •マ スウードの ハディー スと同 内容で ある 力 《 、ただけ ツ ラーは、 
こうい われた 『アダムの モ 巧よ、 お前の 願い事は いつ 終る のか』」 

な 下の 話は 伝えられ てな 〈、それに 代って 次の 言葉が 加えられ ている 

「アツ ラーは 御ゴ しかじかの 事を 願いなさい』 と 呼びかけ、 彼の 願い事が かなえられた 時 

こうい われる だろう 

『それは お前の ものです。 お前の 願いより 10 倍 ほど もあります 山 

また 「彼が 自分の まに 入る 時、 黒い 大きな 瞳を もった 二人の 妻 も 彼に 従って 家に 入り、 こ 

ういう だろう 

『わたしたち のために あなたを 創り、 また あなたの ために 私たちを お 創り になった アツ ラー 
を 讚え ます J 

これに 巧し 彼は 『私 ほどを 〈を 与えられた をはい ない 化 述べる ことだろう」 


ムギー ラ ゼン •シュウ バ によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「モ ーゼ が、 彼の 主に 『天国の 住民で 誰が 最下位の 人物です か J とたず わたと ころ、 アツ ラ 
-は 『当然 入る に 価す る 人々 が 天国に 入れられた 後た 最後に 天国に やって まる 人物で 
ある』 といわれた。 

そして 次のように 話された。 

彼は 『天国に 入りなさい』 と 告げられ るが、 『主よ、 先に また 人々 が それぞれの 場 抓 こ 落 
着き、 取り分 も 確保し な、 るの た どうして 私の 入る 余地な どありましょう か』 と 答える だろ 
ラ。 

それに 巧し アツ ラーが 『お前は 世界の 諸 王ら それぞれが 有する 王国 ほどの 広さが あれば 
満足す るの か J と 述べる と、 彼は 『その 通りです。 ちよ J と 答える ことだろう。 

アツ ラーが そのため 『あれは お前の もの、 これ も それ も あれ も、 また それ も お前の もので あ 
る 化 五つ も 指示を 与えな さると、 それでよ うや 〈彼は 『ちよ、 私は 大変 満足です J と 述べる 
こと だろ ラ。 

アツ ラーはま たにれ はお 前の もの、 これに 10 倍す る もの も お前に 与えられる。 お前が 望 
み、 喜ぶ ものは 全て お前の ものである』 といわれる。 

彼は これに 巧しても 『主よ、 私は 大変 満足です』 と 述べる ことだろう。 



モーが ホ、 更に 『天国の 住民の 中で 最も 上位の 者は 誰です か』 と 問うた。 

アツ ラーはこれ にがし 『化が 自ら 選んだ またち である。 私は 私自身の 手で 彼らの 名誉を 定 
め、 誰の 目 にも 見えず 誰の 耳に も 聞こえず、 いかなる 人間の むに も 判別で きない しるしを、 
その 名誉の 上に 張り付けた』 といわれた。 

この ことは、 アツ ラーの 聖典に も 次のように 記 言され ている 

「かれらは その 行った ことの 報奨と して、 喜ばしい ものが 自分の ために、 ひそかに 巧 意 さ 
れ ている のを 知らない」 （クル アーン 第 32 章 1 7 節） 

シャ ービー は、 ムギー ラ ゼン •シュ かなな ン バル (説教 壇） で 話す のを 聞いて 伝えて いる 

「モ ーゼ は、 天国の 住民の 中で 最下位の まに 対する 報奨に ついて アツ ラーに 質問した」 

な 下の ハ ディースは 前記と 同 内容で ある 

アブー. ザ ツルに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「私は 天国の 住民の 中で 最後に そこに 入った を、 地獄に 落された まの 中で 最後に そこ か 
ら出 てきた まを 知っている。 

その 男は、 復 まの 日 にち の 前に 連れ出され こうし ホれ るだろう 

『彼の 犯した ル 罪悪を 見せて やりな み、。 彼の 大罪に ついては 保留して おきなみ、』 

それた 彼の ル 罪悪の 数々 が 彼に 示され 『しかじかの 日に これこれの ことを お前は 行った。 
そして また、 これこれの 日に お前は しかじかの ことを 行った』 といわれ、 彼は 『その 通りで 
す』 と 答える ことだろう。 

彼に とって、 それらを 否定す る ことは 不可能た むしろ 彼は 自分の 犯した 大罪 こそが 目の 
前に 示される ことを 恐れた ので ある。 

ともあれ アツ ラーはまた 彼に 『お前の 化した この 悪行 記録の 場 巧には （お前が すなおに 前 
非を 悔いて いる 様子な ので) 善行の しるしが 付され るだろう』 といわれる 力 《 、これに 巧し 彼 
は 『私は まことに、 ここで 示された な 外に も 多 〈の 悪行を 犯しました』 と 告白す るだろう」 

こう 語りながら 使徒 様が 奥歯が 現われる ほど 大き 〈口を あけて お笑いに なった のを、 化 
(アブ— •ザ ツル） は 見ました。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 アア マシ ュ によっても 別の 伝承を 経路で 伝えられて いる。 

アブー ズバイルは、 ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーから、 復 まの 日に 人々 が 巧く 場 抓 こ 関する 話 
を 聞いて こう 伝えて いる 

ジャー ビルは 「復 まの 日に 私たちは しかじかの 場 抓 こ 行 〈ことに なって いるび ブ ーズバ 
イル による どし かじか" とが‘ 至尊ぎ’ の 意味で あると いう）」 と 述べてから 続けて 次の よう 
に 語った 

「人々 は、 それぞれが 信仰した 偶像 共々一 人一人 呼び出される。 



その あと 主が 私たちの 処 においで になり 『誰を 待って いるの か』 とおたず わになる が、 

人々 が 『私たちの 主を 待って います J ] と 答える と 『化が あなたた ちの 主です』 といわれる。 
これに 巧し 人々 力 《 『あなたを よ 〈見ない 限り、 なんとも 確かめられない』 と しづと、 ちは 笑い 
ながら 彼らに、 主 本来の お 姿を 明らかに 示される。 

それで 人々 はちの 後に 従って一緒に 進み出す ので ある。 

その後、 偽 信 ま、 篤信を の 別な く 全ての 人々 は 明りを 持たされ、 彼に 従って 地獄の 橋の 
上に 行け 《 、そこには アツ ラーが 命ずる ものを 捕らえる ための 鉤や大 串が 用意され ている。 
ここで 偽 信 まらの 明りは 消える。 

そして 篤信 まらの みは 救 巧され る ことになる。 

こうして 救われた 最初の 一団は セ 万人に も 及び、 彼らの 顔は 満月の 夜の 光の ように 喜び 
に 輝く。 

彼らは 罪を 問われる ことは ない ので ある。 

続いて 彼らの あとに 従って 橋を わたった まら も 喜びの ため、 天空で 最も 明るい 光を 放つ 星 
のよう な 顔を 見せる。 

このような 状態が 次々 と 見られた 後には、 執り成しの 行われる 場面が 続き、 執り成し 役を 
許された 人々 は 『アツ ラー la かに 神は ない』 と 記 言し むの 中に 大麦 粒の 重さ ほどの 善意 
を 持つ をで あれば、 それらの をが 地獄から 出られる よう、 アツ ラーに 懇願す る。 

その 結果 彼らは 天国の 庭園に 連れ出される。 

住民ら が 彼らの 上に 水を をぎ かける と、 彼らは 洪水の 中で 種が 新芽を ふきだす ように 蘇 
生し 焼け どの 跡 も 消え去って しまう。 

その後、 彼らは 主に 懇願し、 この 世界の 数々 の 恩恵を 共々 10 倍にして 与えられ るので あ 
る」 

ジャー ビルは、 預言を がこうい われる のを 聞いた と 伝えて いる 
けツ ラーは 地獄から 人々 を 連れ出し 天国に 入れ 給う」 

ハン マード. ビン •ザ イドは こう 伝えて いる 

ネ しが、 アム ル ゼン •ディー ナー ルに 「あなたは、 ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーから、 アツ ラ 
-は 執り成しの 懇願を 許し 地獄から 人々 を 連れ出し 給う と しづ アツ ラーのみ 使いの 言葉 
を 聞きました か」 と 問うた ところ、 彼は 「はし、、 聞きました」 と 答えた。 

ジヤー ビル ゼン •アブ ドッ ラーによ かも アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「まことに、 人々 は 地獄から さえ も 救出され るだろう。 

彼らは 天国に 入る また 顔の 表面な かを 焼かれる ことだろう ほ）」 


(を） 主の 前で 顔を 地面に かけて 平伏す るた め、 顔の 面の みは 焼かれな いので ある 



ヤズ ィード •フ アキールは こうたえ ている 

「大罪を 化した をら は、 永遠に 地獄で 罰せられる とい シ のー リジュ 派の 見解を 化は 信じ 
ていた。 

私たちは ハ ツジ (巡礼) を 行う 目的で 多数の 団体を 組んで 出発した。 

そして その 旅 中 度々、 ハワー リジュ 派の 見解を 宣伝す るた め 人々 の処に 出掛けた。 
私たちは マディー ナ で、 たまたま ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーカ 《 、 せの 近 〈に 座って 人々 
に アツ ラーのみ 使いの ハディー スを 語って いると ころを 通り か 力、 った。 

彼が 地獄の 住民に ついて 語った 時、 私は 彼に こう 質問した。 

『み使いの 教 友よ。 あなたの 説に とと 次の アツ ラーの 言葉とは どう しづ 関係が あります か。 
「本当に あなたは、 業 义に掛 ず 込まれた をを 必ず 屈辱で おおわれる」 の ル アーン 第 3 章 
192 節) 及び、 

「地獄から 出ようと する 度に かれらは その 中に ひき 戻される」 の ル アーン 第 32 章 20 節） 
これらの 聖 句に 関し どんな 説明を する のです か』 

これに 巧し 彼は、 私に 『クル アーン を誦ん だか』 と 問い、 私が 『はい』 と 答える と、 

更に 『ムハンマド 様の 尊い 地位、 つまり アツ ラーが お遺しに なった 使命に ついて がって いる 
か』 とたず わ、 私が 『はい J と 答える と、 

彼は 『まことに ムハンマド 様の 地位は ホ まある もの （を 1 ) です。 

その 光 まの 巧に、 彼の 意見を 容れ て、 アツ ラーはお 望みの ままに 人々 を 連れ出され るの 
です』 と 語った。 

彼は この あと、 地獄の 上に かけられた 橋と、 そこを 通る 人々 の 状況に ついて 話し 『おは 他 
のことは あまり 記憶して ないか も 知れな しけ 《 、たた 地獄に 拟于 込まれた 人々 がそ こから 
出て まると いわれた こと だけは、 はっきり 憶えて います。 

彼らは 地獄から、 あたかも ごまの 木の ルは （注 のの ように 黒 〈焼かれて 出て 来る のです。 
そして 後、 天国に ある 河の一つに 入って ホ おを し、 そこから 紙の ように 白い 姿に なって ち 
度 現われる のです』 とも 語った」 

ヤ ズィー ドは、 更に 次のように も 伝えて いる。 

「私たちは その 帰り道に こう 語り合った 
『なんという ことだろう！ 

どうして このような 老人が アツ ラーのみ 使いの 言葉に ついて 虚偽を 語る はずが あろう 
か！ J ] ム 

私たちは 巡礼を 終え 無事に 帰った。 

そして ネ 申に 誓って。 

ただ 独りを 除き 私たち 全員が この ハワー リジュ 派の 集団から 脱退した のであった」 

同様の ハディー ス は、 アブー •ヌ マイルに よっても 伝えられ ている。 



(を I ) クル アーン の聖句 「主は、 ムハンマドを 光栄 ある 地位に 就かせて 下さる （第 17 章 79 
節）」 に 対応す る 言葉で ある 

(を のごま （サー シム） ではな 〈、 黒たん （サー サム） の 誤記と もい われる 

アナス ゼン •マーリク によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「四 名のを が 地獄から 連れ出され アツ ラーの 前に 引き出される ことだろう。 

そして、 この 中の一人 が 地獄の 方を ふり かえりこう いうだろう 

『我が 主よ、 あなたは 私を 地獄から 連れ出して 下さった。 ちん そこに 戻さないで 下さい』 
アツ ラーは 彼を 地獄から お救いになる ことだろう」 

アナス ゼン •マーリク によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「復 まの 目、 アツ ラーは 人々 を 集合せ しめる 力 《 、人々 は その 時、 不安に 駆られる ことだろう 
(イブ ン •ウ バイ ドに よれば、 彼らは 霊感を 受け 『もし 主に 巧し だれか 執り成し をして くれる 
人が いれば、 私たちは ち 境から 救われる だろう』 と 語り合う と しづ）」 

み使いは 続けて いわれた 

「そこで 彼らは、 アダムの 処に まてこう 述べる 

『アダム 様、 あなたは 人類の 祖 であり、 アツ ラーが 自らの 御手で お造りに なり、 神の 霊感 
(ルー フ) を 吹き込まれた ちです。 

アツ ラーの 命令で 天使たち は、 あなたの 前で 礼拝して おります。 

それほどの あなたで あります 故、 どうか 主に 私たちの ため 執り成しを なさって 下さい。 
そうすれば 主は 化たち を この 苦境から 救って 下さる でしよう』 

これに 巧し アダムは こう 答える だろう 
『私は それを 為し 得る 立場には ありません』 

もしも 彼が そうすれば、 かつて 化した 自らの 過失を 思い出し 彼は そのため 恥じて 神を 避 
ける ようになった であろ ラ。 

ともあれ、 彼は 『アツ ラーが 遣わした 最ネ 刀の 使 巧 ノアの 処に 行きな み、』 と 告げる こと だろ 
ラ」 

み使いは 話を 続けて いわれた 

「それで 彼らは ノアの 処 にやって まる 力 《 、彼 も 『私は それを 為し 得る 立場に ありません』 と 
答える だろう。 

もし 彼 力 巧う すか も 彼は かつて 犯した 自らの 過失を 思い出し それを 恥じて ちを 敬遠す 
るよ ラに なった であろ ラ。 

ともあれ、 彼は 『あなた 方は、 アツ ラーの 友人、 アブラハムの 処に 行きなさい 化 告げる だろ 
ラ。 

そこで 披らは アブラハムの 処に 行く が、 彼 もまた 『私は それを 為し 得る 立場に ありません J 



と 答える こと だろ ラ。 

もし 披 がそう すか も 彼は かつて 犯した 自らの 過誤を 思い起し そのため 恥じて 主を 避け 
るよ ラに なった であろ ラ。 

ともあれ、 彼は 『モー ゼの処 に 行きなさい。 

彼は アツ ラーに 話しかけられ、 卜ーラ 五書を 授けられ たちです 化 告げる だろう。 

み使いは 続けて いわれた 

「そこで 彼らは モーゼ の 処に行 〈が、 彼 も 『化は それを 為し 得る 立場に ありません』 と 答え 
る ことだろう。 

もし 彼が そうすれば かつて 化した 自らの 過誤を 思い出し そのため 主を 避ける ことにな っ 
たで あろ ラ。 

ともあれ、 彼は 彼らに 『アツ ラーの 精霊、 アツ ラーのみ 言葉、 イエスの 処に 行きなさい』 と 指 
示す る ことであろう。 

そこで 彼らは アツ ラーの 精霊、 アツ ラーのみ 言葉、 イエスの 処に行 〈が、 彼 も 『私は それを 
あなた 方の ために 為し 得る 立場に ありません』 と 答え 『ムハンマドの 処に 行きな み、。 彼は 
先に 化した 罪、 後で 犯した 誤ち 全てを 許された 神の しもべです』 と 指示す る ことだろう」 
み使いは 続けて こう 話された 

「それで 彼らは 私の 許に まるので あるが、 私が 主に お願いを すると、 主は それを お許し 下 
さるので ある。 

ともあれ、 私が ちを 巧し 平伏す ると、 主は、 お望みの ままに 私を その 状態に 置かれた 後、 
こうい われる 

『ムハンマドよ、 頭を 上げよ。 いう ことがあれば 聞 も 頼み 事が あれば 与え、 執り成しが あ 
れば 受け入れる であろう』 と。 

それで 私は 頭を 上げ、 主が 私に 教えて 下さった 言葉を 述べて 主を 讚美し その後 執り成し 
を 始める が、 それには 一定のを 件が 付せられ ている。 

ともあれ、 こうして 化は 人々 を 地獄から 連れ だして 天国に 入らし め、 そして 後、 戻って ちの 
前に 平伏す る。 

主は 思いのままに 私を そのような 状態に 置かれた 後、 こうい われる だろう 
『ムハンマドよ、 頭を 上げよ。 

いう ことがあれば 聞き、 望み 事が あれば 与え、 執り成しが あれば 許されよう J 
それで 化は 顔を 上げ、 主が 私に 教えて 下さった 言葉を 述べて 主を 讚美す る。 

そして 後、 私は 執り成しを 行う が、 それには を 件が 付せられ な、 る。 

ともあれ、 こうして また 私は、 人々 を 地獄の 業义 から 連れ だし 天国に 入れし める ので ある」 
アナス ゼン •マー リクは この ハディー スに 関連し 「私は み使い 力 《 、 次の 言葉、 すなわち 『ち 
よ、 クル アーン の 中で 業火が 永遠の 定めと 記される 者 (不信仰を なかには、 もう 誰も 地 
獄に 残って いません』 といわれ たの 力 《 、 兰度目 力、、 あるいは 四 度 目の 時であった のか 憶 
えてい ない」 と 述べて いる。 



なお、 イブ ン‘ウ バイ ドに よると、 カターダは 上記の 言葉を 「永遠に 地獄に 住む ことを 命ぜら 
れ ている 者の 意味で ある」 と 語った という。 


アナスに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「信 またち は、 復 まの 日、 呼び集められ るが、 彼らは そのこと で 不安に おびえる （もしくは、 
也 配し だすに とだろう」 

この 後半の ハ ディースは 前記と 同 内容で ある 力 《 、次の 表現が 付加され ている 
「 それから、 私は 四 度 目 も 戻って 『ちよ、 クル アーン が 定めて いるものな 外 だれも 残って お 
りません』 と 述べる ことだろう 

アナス ゼン •マーリクに よると、 預言者は こうい われた 

けツ ラーは 復 まの 日に 信 まらを 召集な さるが、 彼らは それにつ いて 不安を 抱 〈こと だろ 
ラ」 

lil 下は 前記 ニ ハ ディースと 同 内容で あるが、 次の 言葉が 付加され ている 

「四 回目に 私 願 言を） は 『ちよ、 クル アーン が 定めな 苗 ま、 すなわち、 永遠に 運命 づけ 

られ ている まな 外、 地獄に 残って いるを はありません』 と 述べる であろう」 


アナス ゼン •マーリク による t 預言者は こうい われた 

「『アツ ラーな 外に 神は ない』 と 記 言す る 者は、 たとえむ に 僅か 大麦 粒の 重さ ほどの 善意を 
持つ 者であって も、 業义 から 連れ出される だろう。 

また 『アツ ラーなかに 神は ない』 と 証言す る 者は、 たとえ そのむ に 小麦 粒の 重さ ほどの 善 
意を 持つ まであって も、 業义 から 連れ出される だろう。 

更に また 『アツ ラーな 外に ネ申 はない J ] と 証言す るを ホ、 たとえ そのむ に 微塵 (おの 重さ ほ 
どの 善意を 持つ まであって も、 業火から 連れ出される だろう」 

(お 微塵 (ザツ ラ) ではな 〈、穀粒が ツ ラ) と 記す ハディー スも ある 

マ アバ ド ゼン • ヒ ラール • ア ナジーは 伝えて いる 

「私たちは サー ビトに 紹介を 頼み 共ん アナス ゼン •マーリクの 処に 行った。 

私たちが 彼の まに 着いた 時、 アナスは 朝の 礼拝を 巧って いた。 

サー ビトが 化たち を 紹介し 私たちは 彼のを に 入った。 

アナスは サー ビトを 彼の 寝台に 座らせた。 

サー ビトは アナスに 「アブー •ハムザび ナスの 呼び名） よ、 バスラに 住む あなたの 信仰 上 
の 兄弟たち が、 あなたに 執り成しに ついての ハディー スを 話して 下さる よう 願って しなす」 
といった。 

アナスは これに 答えて 次のように 語った 



「ムハンマド 様は 私たちに こうい われた 

『復 まの 日が まると 人々 は うろたえて 走り まわり、 あげ 〈には アダムの 処 にまで‘ 主に あな 
たの子 巧の ための 執り成し をして 下さい" と 頼む ことだろう。 

しかし 彼は これに 巧し" 私は 適任では なし、。 アブラハムの 処に 行きな み、。 彼は アツ ラー 
の 友人です から" と 告げる だろう。 

そこで 彼らは アブラハムの 処に 行け 《 、 彼 も" 私は 適任者では ない。 モーゼ の処に 行きな 
み、。 彼は アツ ラーの 対話を です" と 答える ことだろう。 

そこで 人々 は モー ゼの処 に 行 〈が、 彼 もまた" 私は 適任では ない。 イエスの 処に 行きな さ 
い。 彼は アツ ラーの 精霊で あり、 み 言葉です" と 答える だろう。 

それで 彼らは イエスの 咖こ 行け 《 、 彼 もま ピ‘ 私は 適任までは なし、。 ムハンマドの 処に行 
きなさい" と 告げる ことだろう。 

それで 彼らは 私の 処に まるので ある。 

私は 彼らに 巧し" 私は そのための 最 適任者で ある" と 告げ、 その あとちの 許に 出掛けて お 
願いし そのこと を 許される ので ある。 

この 折 化は ちの 前に 立って、 今は 私には できない が、 主が 私に 教示され た 方まで ちに 巧 
する 讚美の 言葉を 述べる ことだろう。 

私が 主にむ かって 平伏す ると、 主が‘ ムハンマドん 顔を 上げよ。 いう ことがあれば 聞きと 
のナ 、願い ごとが あれば かなえ、 執り成す ことがあれば 受け入れる であろう" と 仰せになる 
だろ ラ。 

私が ちよ、 私の 民 （ウン マ） を！ 私の 民を！ "と言うと、 ちが おって、 むに 小麦 粒や大 
麦 粒の 重さ ほどで も 信仰を 持つ をが あれば、 地獄から 連れ だすよう ピ 'とお 命じに なるこ 
とだろ ラ。 

それで 化は、 出掛けて しかれた 通りの ことを 行い、 その後 主の 許に 戻り、 ちの 教えて 下さ 
った 讚美の 言葉を もって 主を 讚え るので あるが、 その あと 私が 平伏 するとち はまた こう 仰 
せになる だろう 
"ムハンマドよ。 顔を 上げよ。 

いう ことがあれば 聞きと どけ、 願い ごとが あれば 許し 執り成す ことがあれば 受け入れる 
であろ ラ’’ 

それで 化が" 私の 民を！ 私の 民を！ "と しづと、 主が‘ 行って、 むにから し 種の 重さ ほどで 
も 信仰を 持つ まが あれば、 地獄から 連れ出す ように" と 仰せになる ことだろう。 

それで 化は 出掛けて それを 行い、 ちび 主の 許に 帰って 教えられた 讚美の 言葉を 述べて ち 
を 讚え るので あるが、 その あと 私が 平伏す ると 主は 更に 私に" ムハンマドん 顔を 上げよ。 
いう ことがあれば 聞きと どけよう。 

願い ごとが あれば、 それを 許そう。 

執り成し ごとが あれば それ も 受け入れよう" と 仰せになる だろう。 

お 力 《 、 ただ" ちよ、 私の 民を！ 私の 民を！ "と しづと、 ちが ホって むの 中に 極 〈極 〈最少 



のからし 種の 重さ ほどで も 信仰を 持つ 者が あれば、 地獄から 連れ出す ように" と 仰せに な 
り、 私は 出掛けて その 通りに 行う ことであろう』」 

な 上は、 アナスが 私たちに 語った ハディー ス である。 

私たちは 彼の まを 辞去し ジャ ツバー ン 墓地の 上部に 着いた。 

その 時、 私たちは 「アブ ー •ハリ ー ファの 家に ウ マイヤ 朝 将軍 ハツ ジャ ー ジ ー •ビン •ュ ー ス 
フの 迫害を 避け 隠れて 住む、 ハ サンに 会って 挨搂 したい もの だ」 と 話し合った。 

彼け アバ ド ゼン •ヒ ラー ル） はこの 話を 続けて こう 語った 

「それで 私たちは、 彼の 処に 行き、 挨搂 して 後 『アブー サイード (ハ サンの 呼び名） よ、 私 
たちは あなたの 兄弟 アブー •ハムザ ヴ ナスの 呼び名） のをから 帰る ところです。 私たちは、 
執り成し について 彼が 語って くれた ハディー スを かつて 聞いた こと 力 《 なかった のです』 とい 
っ た。 

これに 対し 彼 力 《 『その 話を 語って みなさい J ] といった ので、 私たちは 聞いて きた ハディー ス 
を 全て 彼に 話した。 

そして 彼が 『もっと 話す ように』 といった 時、 私たちは 『彼は これな 上の ことは 話して 〈れま 
せんでした』 と 告げた のだった。 

すると 彼は 次のように 述べた 

『アナスは、 その ハディー スを 20 年な 上 も 前に 私たちに 語って 〈れ たが、 その 頃 彼は 気力 
にあ ふれて いた。 

拝聴した ところに よると、 今の 彼の ハディー ス には 省略が 見られる。 

私には あの 老人が 忘れた のか、 もし 〈は、 あなたたち がその 話を 頼りす ぎて そのため 善行 
を 放棄す る ことの か'^ ように、 故意に それを 話す のを 避けた のか どうか わから か、』 

それで 私たちが、 急き込んで その 省略 部分を 語って 〈れ るよう 頼んだ ところ、 彼は 笑って こ 
ういった 

『人間は 本来 せっかちな ものら しい！ 

私は、 次の ハディー スを あなたたち にも 知って 賞いたい ので お話しし ます』 

そして 彼は み使いの 言葉を こう 加え 足した 

『私は その後、 四 回目に 主の 処に 戻り、 教わった 讚美の 言葉を 唱えて 主を 讚え その あと 
平伏す るが、 

この 時 主は" ムハンマドよ、 頭を 上げよ。 

いう ことがあれば 聞きと どけよう。 

願い ごとが あれば、 許す であろう。 

執り成しを 望むならば 受け入れる であろう" といわれる。 

それで 私が" 主よ、 アツ ラーな 外に 神は ない と 告白した まに 巧す る 権限を 私に お与え 下 
み^’ と 申し あげる t 

主が‘ む 底から それを 告白した かどう 力ぶ 識別す る ことは お前の 役目では ない (もし 〈は、 
お前に 課せられた 仕事では ない）。 



ともあれ、 私の 名誉、 ま ホ、 威厳、 そして 権力に かけて 申す が、 アツ ラーなかに 神は ない、 

と 告白した まを 私は 必らず 地獄から 連れ出す であろう" といわれる』」 

なお、 マ アバ ドは じの ハディー ス は、 今から 20 年 前に 当時 元気だった アナス ゼン •マー 
リクから 聞いた ハ サンが、 私たちに 直接 語って 〈れ たもので ある ことを 記 言し ます」 とも 述 
ベて いる。 

アブー •フライ ラは こう 伝えて いる 

或る日、 アツ ラーのみ 使いの 処に 肉が 運ばれ、 彼の 好む 前脚 部分が 提供され た。 

彼は その 肉の一 片を 前歯で かみ 切って からこう 話された 
「私は 復 まの 曰 に 人類の 先導を となる だろう。 

どうして かわかり ます か。 

アツ ラーは 復 まの 日に、 過去 未来 全ての 人類を 或る 高地に 召集な さる。 

その 時 宣言 者の 声が 聞こえ、 或る 視力が 彼ら 全てを 見通す と共に、 太陽が 近づいて まる。 
人々 は 耐え 難く、 おおできな いほ どのち 痛と 不安に 襲われる。 

そして 互いに 『何が一体 起こった のか わからない のか』 『どんな 災害に 襲われた のか 見当 
力た) かないの か J ] 『主に 執り成し をして 〈れる 人を どうして 捜さない の 力、』 などと 口々 にいい 
合 ラ こと だろ ラ。 

その 結果 或る人が 『アダムの 処 にか ナ』 といい、 それで 彼らは アダムの 許に 行って こう 述 
ベる だろう 

『アダムよ、 あなたは 人類の 父です。 主 アツ ラーは あなたを 自らの 御手で お造りに なり、 主 
の 精霊を 吹き込まれ、 天使たち には あなたの 前で 礼拝す るよう お命じに なりました。 

どうか 私たちの ため、 ちに 執り成しして 下み、。 

あなたは 私たちが どんな 災難の 中に あり、 どんな 不幸に 襲われて いるか 御存知で はあり 
ません か J ] 

これに 巧し アダムは こう 答える だろう 

『まことに、 我がち は 今日、 かつて 見た こと もない ほど おに 巧し 立腹して おられます。 

と しづのは、 ちが 私に あのりん ごの 木に 近づに とを 禁じた のに、 私は それに 従わな かっ 
たからです。 

それ 故、 私は 自分の ことが む 配です。 

誰か 他の 人の 処に 行きな み、。 

ノアの 処に 行きなさい』 

それで 彼らは ノアの 処にま レアよ、 あなたは アダムの あと、 最初に 地上に 遣わされた 使 
徒です。 

アツ ラーは あなたを‘ 感謝 深いし もべ" と 呼んで おられます。 

どうか 私たちの ため 主に 執り成しして 下さい。 あなたは 化たち が どんな 災難の 中に あり、 
どんな 不幸に みまわれて いるか 御存知な いのです か』 と 訴える ことだろう。 



しかし ノアは 『まことに、 我が 主は 今日、 力つ て 見た ことのない ほじ 私を 怒って おられ ま 
す。 

と言うのは 私が 警告す るよう 命ぜられた 時、 それを 無視した まらを 呪った からです （を 1 ) 。 
私自身の ことが む 配です』 と 二度 繰り返して 述べ 『アブラハムの 処に行 〈よう』 と 指示す る 
こと だろ ラ。 

それで 彼らは アブラハムの 許に 行き 『あなたは アツ ラーに 遣わされた 預言を であり、 この 
地上の 人間の 中 でた だ 独 りの アツ ラーの 友人であります。 

どうか 私たちの ためち に 執り成しして 下み、。 

私たちが どんな 災いの 中に おり、 どんな 不幸に 襲われて いるか、 あなたは 知らないので 
すか』 というが、 

これに 巧し アブラハムは 『まことに 私の お ホ、 今日 かつてなかった ほど ひど 〈私に 立腹し 
て おられます J ] と 述べて ちを 立腹せ しめた 彼の 噓言 （を 2) について 話し 
その あと 『自分の ことが む 配です』 と 二度 繰り返して 述べ、 『誰か 他の 人の 処に 行きな み、。 
モー ゼの処 に 行きなさい』 と 告げる だろう。 

そこで 彼らは モーゼ の 許に 行き 『モ ーゼ よ、 あなたは アツ ラーの 使徒で あり、 アツ ラーは、 
あなたを 使徒 役、 対話を として 人々 の 中で も 特に 恩寵を 授けて おられます。 

どうか 私たちの ため、 ちに 執り成しして 下み、。 

あなたは 私たちが どんな 苦しみ、 どんな 不幸の かこいる か御存 かないので すか』 と 訴える 
が、 

モーゼ はこれ に 巧し 『まことに 我が お ホ、 あとに も 先に もない ほど、 私を 怒って おられます。 
と言うのは 私が、 そう 命ぜられても いないを を 殺した からです (を 3)。 

私は 自分の 不安で一杯な のです』 と 二度 繰り返して いい、 次いで 『イエスの 処に行 〈よう 
に』 と 彼らに 示唆す るだろう。 

そこで 彼らは イエスの 許に 行き 『イエスよ、 あなたは アツ ラーの 使徒で あり、 揺り籠 （をが 
の 中で 人々 とお 話しに なった ちです。 

あなたは マリヤに 遣わされた 主の み 言葉で あり、 主の 精霊です。 

どうか 化たち のために、 主に 執り成しして 下み、。 

私たちが どんな 災いの 中に おり、 どんな 不幸な 思いを している か御存 かないので すか J ] と 
訴える が、 

イエスは これに 巧し 『まことに 我がち は 今日、 後に も 先に もなかった ほど ひど 〈私を 怒って 
おられます』 と 述べる だろう。 

イエスは しかし 彼の 犯した 過失に ついては 何も 語らず 『おは 自分の ことが む 配です』 と 二 
度 繰り返し ていい、 

『他の 人の 処に 行きな み、。 ムハンマドの 処に 行きなさい 化 彼らに 勧める ことだろう。 

そこで 彼らは 化の 許に 来て 『ムハンマド 様、 あなたは アツ ラーの 使 巧で あり 使 おとして 最 
後の方です。 



アッ ラーは あなたの 過去、 将来に わたる 過誤の 全てを お許しに なりました。 

どうか、 あなたの ちに 私たちの ため 執り成しして 下さい。 

あなたは 私たちの 苦しみ、 私たちの 不幸を 御存 かないので すか 化 訴える ことだろう。 
それで 化は ちの 許に 出かけ、 玉座の 下に 来て、 ちの 前に 平伏す るので あるが、 この 折ち 
は 私に、 私な 前のを には 誰に も 啓示し なかった 主にが する 讚美と 賞揚の 言葉を 教えられ 
『ムハンマドよ、 顔を 上げよ。 願い ごとが あれば 許されよう。 

執り成す ことがあ かも 受け入れよう 化し ホれ る。 

それで 私が 頭を あげ 『ちよ、 化の 民を お救い 下さい！ 私の 民を お救い 下さい！ 化 申し 
あげる と、 

おが ムハンマドよ。 天国の もろもろの 門のう ち 右の 門から、 お前の 民で 罪を 犯さなかった 
をを 入れなさい。 

彼らは、 これな 外の 他の 門から 入って また をら と一緒になる ことだろう』 と 仰せになる だろ 

う」 

この あと アッ ラーのみ 使いは 「わたしの 生命を その 手に 握って おられる 御 方、 アッ ラー に 
誓って 申します が、 天国の 門の 両側の 支柱 間の 幅は マッカと バ ハレー ンの ハジ ャル 、もし 
〈は、 マッカと バスラ 間の 距離 ほど も あるので す」 といわれた。 

(を 1) クル アーン 71 章卜 2 節、 71 章 5 節、 71 章 21 節、 71 章 26 節には、 ノアが 人々 を 
呪う に 至った 経緯が 記されて いる 

(を の クル アーン 6 章 77 節、 21 章 62-63 節、 37 章 の- 89 節が、 アブラハムの 嘘 言に 関 
連す る 啓示と いわれる。 

これには、 星を" 我がち である" といった あと それを 巧 消した 話、" 偶像に たずねよ" と 語っ 
た 話、 諸 星を 見て むを 痛ましめ た 話な どが 記されな、 る。 

ただし いずれも 二重の 意味に 解され る 内容た いわゆる" 嘘"" 出 任 ザ’ に 類す る 物語では 
ない とされる 

(を 3) クル アーン 28 章 1 5 節には、 モー ゼが 争いに まき 込まれ、 敵ち のまを 拳で 打殺した 
話が 記される。 

相手は エジプト 人であった という 


(を が クル アーン 19 章 29-30 節には、 揺り籠の 中の ホモ （イエス） が、 "アツ ラーのし もべ 
である" と 人々 に 告げた 話が 記されて いる 


アブー. フライ ラは こう もえて いる 



アッ ラーのみ 使いの 前に、 バン 切れ 入り スープ の 木皿と 肉が 置かれた。 

アッ ラーのみ 使いは、 最も お好きな 羊の 前脚を お取りに なり、 その一 片を 食べな がらこう 
いわれた 

「復 まの 日、 私は 人類の 先導者と なること だろう」 

この 後、 彼は また その 肉を お食べに なり、 再度 「私は 復 まの 日、 人類の 先導を となる だろ 
う」 とし ホれ たが、 教 友ら が この 言葉に ついて 彼に 何も 質問し か'^ のを 見て 「あなた か ホ 
『なぜそう なる のか』 と 質問 しないので すか」 といわれた。 

それで 人々 は 初めて 「み使い 様、 どうして そうなる のです か」 とたず わたので した。 

ともあれ、 これに 対しみ 使いは、 こうお 答えに なった 

「人々 は その 日、 全 宇宙の ちの 前に 立たされる ことになるだろう」 

これな 下の 話は 前記と 同 内容で あるが、 アブ ー ズルア から 聞いて、 アブ ー ハイ ヤーン 
が 伝えた ハディー ス には、 アブラハムの 物語に 関連し 次の 説明が 加えられ ている 
「(すな わが それらは、 彼が 或る 星に 関して にれ は 私の ちです おた 偶像に 関して 『彼ら 
のうち 最も 大きい 偶像が それを する ことで しよう』 更に 『本当に 私の むは 痛みます』 などと 
述べた 言葉で ある」 

また これには 次の 言葉 も みられる 

「『ムハンマドの 生命を 手に して おられる 主に 誓って 申します 力 《 、 天国に ある 門の 両側の 
支柱 間の 距離は マッカと ハジ ャル 、もしくは、 ハジ ャ ルと マッカ 間の 距離と 同じ ほどです』」 
なお、 これに 関して 彼は 「私は、 み使いが どちらを 先にい われた か 憶えて いない」 とも 述べ 
ている。 


アブー •フライ ラ 及び フ ザイフ ァ によると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「復 まの 日、 アツ ラーは 人々 を 召集な さるが、 信 まらは、 天国が 彼らの 処に 近づけられる 
まで 立ち 続けさせられる ことだろう。 

彼らは アダムの 許に 行别 我らが 父よ。 天国を 我らの ために 開けて 下さい』 と 頼む が、 彼 
は 『お前たち を 天国から 遠ざける ことに なった のは、 お前たち の 父 アダム、 すなわち 私の 
化した 罪の ためでは ないか。 私は それを 行う 立場には ない。 アツ ラーの 友で 私の 子 巧に も 
当る アブラハムの 処に行 〈がよ い』 と 告げる に違いない」 

み使いは 続けて こうい われた 

「アブラハム はしかし 『私は その 立場には ない。 

確かに 私は ずっとは るかに 昔から、 アツ ラーの 友では あるの だが。 

お前たち は モー ゼの処 に 行く がよ い。 

彼は アツ ラーと 巧 話した 人で ある』 と 告げる ことだろう。 

それで 彼らは モーゼ の 許に 行 〈が、 彼 もまた 『化は それを 行う 立場には か、。 

お前たち は、 アツ ラーのみ 言葉、 その 精霊 イエスの 化に 巧く がよ い』 と 指示す るだろう。 
しかし イエス もまた 『私は それを 為し 得る 立場には ない』 と 述べる に 相違ない。 



それで 人々 は 結局 ムハンマドの 化に 来る ことにな り、 彼らの 願いを 聞いた ムハンマドは 起 
き 上って 主の 許に 出掛ける。 

その 結果、 天国の 門を 開ける ことを 彼は 許される。 

こうして、 生前 信頼され ていた ま、 親族に なした を、 次いで 道の ちと 左の 両側に 立って 待 
ってし が 者ら は 順次 天国に 送られて 行 〈ので ある 力 《 、 あなたたち のうち、 最初に 送られる 
者は、 まるで 雷光の ような 速さで そこを 通り過ぎる ことだろう」 

この 話に 関連し フザイ ファは 次のように 伝えて いる。 

「私は こうたず わた 

『私の 父母よりも 尊い お 方よ！ 

"雷光の 通りす ぎる ように" とは どんな ことです か』 

これに 巧し み使いは いわれた 

『あなたは 雷光が、 目 ばた きする 間にむ こうに、 また こちらに と 走り回り、 光る 様子を 見た 
ことはありません か。 

その後の 人々 は 風が 吹き通って 行 〈ように、 次いでは、 鳥たち の 飛び去り 行 〈ように 通り 
過ぎて 行く のです。 

人々 の 通過す る 速さは、 生前の 巧 為の いかんに よるので す。 

また、 あなたた ちの 預言 ま 仏 ハン マのは その 道に 立って" 主よ、 彼らを 救い 給え、 救い 
給え" とネ 斤り 続ける のです。 

このよう にして、 生前の 巧 為の もたらす 力の 弱い しもべら まで 通って 行き、 遂には、 這いず 
って 道を 進み 行 〈まさえ 現われる のです』」 

この 話を、 アブー •フライ ラは 次のように 補足し 説明して いる。 

「その 道の 両側には 鉤が ぶらさげられ、 主にそう する よう 命じられ たまを 捕らえる 力 《 、 中に 
は その 鉤に ひっかけられながら も、 よう や 〈道を わたって 救われる をが おります。 

また、 鉤に かけられ、 地獄に一 まに 重ねて 落される まむ、 るので す。 

アブ ー フライ ラの 生命を 手に 握った ちに 誓って 申します 力 《 、 地獄の 底に 達する には 70 年 
も 要する のです」 



天国での 最初の 執り成し 役、 預言 ま ムハンマドの 言葉に ついて 

アナス ゼン •マーリク によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「私は 天国で 最初に 執り成しを する 者と なる だろう。 

そして 使徒たち の 中で 復 まの 日に 私は 最もを くの 追随 者を 持つ ことだろう」 

アナス ゼン •マーリク によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「使徒たち の 中で 化は、 復 まの 日 最大の 追随 まを 持ち、 また 天国の 門を 開ける ため 最初 
に 門を たた 〈まとなる だろう」 

アナス ゼン •マーリク による t 預言を はこうい われた 

「私は、 天国に おける 最初の 調停者と なる であろう。 

また 預言 まらの 中で 誰一人、 私 ほど 多くの 人々 によって、 アツ ラーの 預言者で あると 証言 
される をはい ないだろう。 

まことに 預言 またち の 中ロ ホ、 ただ一人の 信 まな 外に 証言 者を 得られない まもい る こと 
だろう」 

アナス ゼン •マーリク によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「復 まの 日、 私は 天国の 門に 行き そこを 開ける よう 頼む が、 香 人は その 時 『あなたは 誰で 
すか J ] とたず わ、 私 力 《 『ムハンマドです』 と 答える と 『私は あなたの ため、 あなたが おいでに 
なる まで 誰に も 門を 開けて はならない と 命じられて いました』 という ことだろう」 



預言者が 特別が 願を 執り成しの ため 残した ことに 関して 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「全ての 預言を は一度ず つ 特別の ネ斤 願を する ことを 許されて いるが、 私は その 析 願を 復 
まの 日の 私の ウン マ (信仰 共同体） の 人々 の 執り成しの ために、 残して 置きたい と 願って 
いる」 


アブー •フライ ラに よると、 アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「全ての 預言を には 各一回、 特別の 析 願が 認められ ている。 

もし アッ ラーが 許すならば、 私は そのが 願の 機会を 復 まの 日の 私の 信者ら の 執り成しの 
ため 取って 置く ことにしたい」 

アム ル ゼン •アブー •スフ ヤーン は、 アブー •フライ ラから 聞いた 前記と 同 内容の ハディー スを 伝え 
ている。 

カ アブ •ア フバー ルは アブー •フライ ラから 聞いて、 預言を の 言葉を こう 伝えて いる 

「全ての 預言者は、 を一回ず つちに 懇願す るた めの 特別な 析 りの 機会を 与えられ ている。 
もし アツ ラーが 許すならば、 私は その ネ 斤り を復 まの 日 における 私の 信 まらの 執り成し のた 
めに 残して 置きたい」 

カ アブ カ ヴブー •フライ ラに 「あなたは この ハディー スを アツ ラーのみ 使いから 直ち 聞いた 
のです か」 とたず わたと ころ、 彼は 「その 通りです」 と 答えた。 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「全ての 預言を には、 各一回の 懇願の ための 巧り が 認められる 機会が 与えられ ている。 
他の 預言 まらは そのが りを 急いで 行う が、 私は 復 まの 日まで 私の 信を の 執り成しを 析願 
する ために 残して 置く つもりです。 

もし アツ ラーがそう 望むならば 、アツ ラーに 何ものを も 同位を を 配す る ことな 〈死んだ 私の 
信を にがす る 執り成しは 認められる でしよう」 


アブー •フライ ラに よると、 アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「全ての 預言を は、 各一回 アッ ラーになに 事で あれ 懇願の がりを 奉げ る 機会が 与えられ 
ており、 その 願いは 許される ことに なって いる。 

私は、 しかし、 その 析 りを 復 まの 日に おける 私の 信者の 執り成しの ためし まって 置いた」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 



「全ての 預言を は、 それぞれの 信を のた め 特別に 祈る 機会を 与えられ、 それは 聞き届け 
られる ことに なって いる。 

私は、 もし アツ ラーが 許すならば、 私の その ネ 斤り を、 復 まの 日 における 私の 信を の 執り成 
しのた め 使うよう 残して 置 〈ことにしたい」 


アナス ゼン •マーリクに よると、 預言者は こうい われた 

「各 預言を は それぞれの ウン マ (信仰 共同体) のた め、 アッ ラーに ネ斤 願す る ことを 許されて 
いる。 

私は その 祈願を 復 まの 日 の 私の ウン マの ために 残して 置いた」 

この ハディー スは 、カターダに よっても 別の 伝承 ま 経路で 伝えられ ている。 

なお、 ミスの け カターダから 聞いて これと 同 内容の ハディー スを 別の 伝承を 経路で 伝え 
ている 力 《 、それには 表現 上 多少の 異同が みられる。 

ムウ タミルの 父は、 アナスから 聞いて、 前述の カターダと 同 内容の ハディー スを 伝えて いる。 

アブー •ズバイルは、 ジャー ビル ゼン •アブ ドッ ラーが 預言者から 聞いた ハディー ス をこう 伝えて い 
る 

「各 預言を は、 それぞれの ウン マの ため一回 だけ 特別に ネ斤 願す る ことを 許されな、 る。 
私は、 復 まの 日 に 私の ウン マの 執り成しの ため 使うよう その ネ斤 願の 機会を 残しな^」 



ウン マの ための 預言を の 祈り について 


アブ ドツ ラー •ビン. アム ル •ア ース はこう 伝えて いる 

「預言者は、 アツ ラーの 啓示を お誦 みに なった が、 それは アブラハムの 言葉 「主よ、 彼らは 
人々 の 多 〈を 迷わせました。 わたしの 道に 従う をは 本当に 私の 身内であります J (クル ア 
ーン第 14 章 36 節） 

及ん イエスの 言葉 「あなたが、 たとえ 彼らを 罰せられても、 まことに 彼らは あなたの しも 
ベです。 また あなたが、 彼らを お赦 しなされても、 本当に あなた こそは 偉力なら びな 〈英明 
であられます J (クル アーン 第 5 章 1 18 節） に関する ものであった。 

その後、 彼は 両手を 上に あげて 『おお 主よ、 私の ウン マを お赦し 下さい。 

私の ウン マを お赦し 下さい』 と 言って おを きになった。 

それを 見て アツ ラーは 『ジブ リー ルよ、 ムハンマドの 処に行 も どうしてを 〈の 力、、 彼に たず 
ねて みよ。 

もとより 私は その 理由を 十分 知ってい るの だが』 とお 命じに なった。 

それで ジブ リー ルは ムハンマドの 処に 行き その 理由を 問うた。 

そこで 彼は をきながら 訴えた 言葉を (アツ ラーは 勿論 十分 ご存知で あるが) ジブリールに 
告げた。 

これに 対し アツ ラーはい われた 
『ジブ リ— ルよ。 

ムハンマドの 処に 行って 告げる 力ない" まことに アツ ラーは、 あなたの ウン マに 関し、 あな 
たを 満足させる であろう。 

あなたを おしませる ことはないだろう" と 山 


不信者への 執り成しは 許され かにと に関して 

アナス ゼン •マーリク はこう 伝えて いる 

「或る 男が 『アツ ラーのみ 使い様、 私の 父は どこに いるので すか』 と 質問した。 

これに 対しみ 使いは 『彼は 業火の 中に しなす』 と 答えた 力 《 、 その 男が 帰り かけた 時、 呼び 
とめて また、 こうい われた 

『まことに、 化の 父 も あなたの 父 同様、 業火の 中に いるので す J]」 



アツ ラーの 啓示、 "なんじの 近親者に 警告せ よ" に関して 


アブー. フライ ラは こう 語って いる 

「 次の 聖句 「 あなたの 近親者に 警告し なみ'」 の ル アーン 第 26 章 21 4 節） が 啓示され た 折、 
アツ ラーのみ 使いは クライ シユ 部族の まらを 招待され た。 

それで 彼らが 集まった 時、 彼は イス ラームに 関する 基本的な 事柄と 或る 部族を 例に した 
特別な 話を なさった。 

そして 後、 こうい われた 

『カ アブ ゼン •ル ワィーの 子孫たち よ、 業火から 自らを 救いなさい！ 

ムツ ラ ゼン •カ アブの モ 巧よ、 業火から 自らを 救いなさい！ 

アブ ド •シャム スのモ 巧よ、 地獄から 自らを 救いなさい！ 

アブ ド •マナー フの 子孫よ、 地獄から 自らを 救いなさい！ 

ハーシム まの 子孫たち よ、 業火から 自らを 救いなさい！ 

アブ ドル •ムツ タ リブの 子 巧よ、 業火から 自らを 救いなさい！ 

ファーテ ィマよ、 業火から 自らを 救いなさい！ 

私は あなたた ちの 親族で あるが、 アツ ラーの 定めに おしてまで、 あなたた ちを 守る 力は 私 
にはありません から 山 


前記と 同 内容の ハディー スは 、アブ ドル •マリク ゼン •ウ マイルに よっても 伝えられる。 

ただし ジャリールを 伝を 口述 者の一人 とする 前記 ハディー ス がより 完全で 理解し やすい 内容で 
ある。 


マ r シャ はこう 伝えて いる 

「次の 聖句 「あなたの 近親者に 警告し なみり の ル アーン 第 26 章 21 4 節） が 啓示され た 時、 
アツ ラーのみ 使いは サ ファーの 岩山に お立ちに なり、 こうい われた 
『ムハンマドの 娘、 ファーテイ マよ！ 

アブ ドル •ムツ タ リブの 娘、 サフィー ヤ よ！ 

アブみ い ムツタ リブの 息子たち よ！ 

私には アツ ラーの 定めに より、 あなたた ちに 何も 役立つ ことは して あげられません！ 

それが、 せめて 私の 財産に あなた 方が 欲しい 物が あれば、 何なりと 望みを いいなさい J ]」 

アブー •フライ ラは こう 伝えて いる 

「次の 聖句 「あなたの 近親を に 警告し なみり の ル アーン 第 26 章 21 4 節け 《 啓示され た 時、 
アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

『あなた 方自 身を アツ ラーから 賭い なさい 请 行を 積む ことで アツ ラーの 救済を 願いな み、） 
私には アツ ラーの 定めに おしてまで、 あなた 方の 役に立つ ことは できません！ 



アブ ドル •ムツ タ リブの 息子たち よ、 私には アツ ラーの 定めに 背いて まで、 あなた たちのた 
めに 尽す ことは 不可能です！ 

ア ツバー ス ゼン •アブ ドル •ムツ タ リブよ、 私には、 アツ ラーの 定めに 反対して まで あなたに 
なすことは できません！ 

サフィー ヤ （み使いの 伯母） よ、 私には アツ ラーの 定めに 背いて まで あなたに 役立つ ことは 
できません！ 

ファーティ マよ、 ムハンマドの 娘よ、 なに か 望みが あれば いいなさい。 

ただ 私には、 お前の ため アツ ラーに 特に お願いし てまで、 何 かして やる ことは できない け 
れ ども！』」 


アブー •フライ ラに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 アー ラジュ や ムアー ウィ ヤ などを 含む 別の 
伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

カ ビ—サ •ビン •ム ハ-リク 及び ズバイル •ビン •アム ルは こう 伝えて いる 

「この 聖句 r あなたの 近親者に 警告し なみ クル アーン 第 26 章 2 1 4 節） が 啓示され た 時、 
アツ ラーの 預言 まは 山の 大 岩の 処 においで になり、 その 頂まで 登って こうい われた。 

『アブ ド •マナー フのモ 巧たち よ、 私は 警告を です。 

私の 立場と あなたた ちの 立場は、 いわば、 敵が 現われた 時を 族を 守る ため 戦う 男が おり、 
そのため 敵は その 男を 恐れ、 攻撃し ない こと も ある といった 類の ものです』 

この あと 預言 まは 『それぞれが 自戒し なみ、！ 化 叫ばれた」 

前記と 同 内容の ハディー スは 、ズ ヘイル •ビン •アム ル 及び カ ビーサ ゼン •ム ハーリクら によって 別 
の 伝承を 経路で も 伝えられ ている。 

イブ ン .アツ バース はこう 伝えて いる 

「次の 聖句 「あなたの 近親 ま （と 善行を の 一団） に 警告しなさい」 （クル アーン 第 26 章 ZM 
節） が 啓示され た 時、 アツ ラーのみ 使いは 家を 出て サ ファーの 丘に お登りに なり 『おの お 
の 自戒しなさい！ 』 と 叫んだ。 

人 かが 誰が 叫んで いるの か J ] 『ムハンマドです』 などと いい 合いな 力 も 彼の 近くに 集まっ 
た。 

彼は 『某々 の 息子たち よ！ 

かの子 巧ら よ！ 

アブ ド •マナー フの 子孫ら よ！ 

アブみ い ムツ タ リブの モ 巧ら よ！ 』 と 呼びかけた。 

彼らが 周りに 集まった 時み 使いは 『もしも 私 力 《 、敵の 騎馬 兵ら が この 山の 麓に 現われた と 
からせたならば、 あなたた ちは 私の 言葉を 信じます か』 といわれた。 

彼ら 力 叩 私たちは あなたが 嘘 かづのを 聞いた ことがありません 化 答える と、 み使いは 



『私は あなた 方に 対する 厳しい 懲罰に ついての 警告 者です J ] といわれた。 

この 時、 アブー •ラ ハカが 消えて しまえ！ こんな ことのた めに お前は 我々 を 集めた の 
か！ J といって 怒った。 

それでみ 使いは 立ち上った 力 《 、 その 時、 次の 聖句 「アブー •ラ ハブの 両手は 滅び、 かれ も 
滅びて しまえ」 （クル アーン 第 111 章 1 節） が 啓示され た。 

アブー •ラ ハブは 実際 その 言葉 通り 滅ん でし まった。 

ともあれ、 アア マシ ュ はこの 聖 句を 続けて、 「彼の 富 も 儲けた 金 も、 彼のた めに 役立ちは し 
ない。 やがて 彼は、 燃え盛る 炎の 業义の 中で 焼かれよう。 彼の 妻は その 薪を 運ぶ、 首に 
掠 欄の 荒縄を かけて」 の ル アーン 第 111 章卜 5 節） と 終りまで 唱えた」 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 アア マシ ュ によっても 伝えられ、 それには 「或る日、 アツ ラーのみ 使 
いは サ ファー山に 登り、 『自戒せ よ』 と 叫ばれた」 と ある。 

lil 下の 部分は 前記と をら かけ 《 「 近親者に 警告し なみり と しづ 啓示に ついての 言及は か、。 



アブー •ター リブに 関する 預言を の 執り成し について 


ア ツバー ス ゼン •アブみ い ムツ タ リブに よると 彼は こういった 

「アツ ラーのみ 使い様、 あなたを 保護し 守って くれた アブー •夕ー リブが 有利になる よう、 あ 
なた は 何 かなさい ました か」 

これに 巧し み使いは 「はい、 それゆえ 彼は 地獄の 最も 浅い 処 にしな す。 

もし 私 力 巧う 取 計らわなければ、 彼は 地獄の 最も 深い 風 こいる ことに なった でしよう」 とい 
われた。 


アブ ドツラ ー ビン •ハー リスは、 ア ツバー ス がこう 語った と 伝えて いる 

アツ バース はけ ツ ラーのみ 使い様、 まことに アブー ター リブは あなたを 保護し また 助け 
た 方です。 

そのこと が 彼の 役に立って います か」 と 質問した。 

み使いは 「その 通りです。 

私は 彼を 地獄の 底で 見付け、 最も 浅い 処に 連れ出した のです」 といわれた。 

前記 ハディー ス は、 アブー •ア ワナー によっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられて いる。 

アブー. サイード •フ ドリーはこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 伯父 アブー •夕ー リブに ついて たずねられた 時、 次のようにい われた。 
「 復 まの 日 の 私の 執り成しは、 彼のた め 役立つ ことだろう。 

彼の 頭は 熱さに 茹だる が、 業火が 彼の 両足 首まで 達する だけの 浅い 処に 移される こと だ 
ろう J 



地獄での 最も 軽い 罰に ついて 


アブー ■サイード •フ ドリーによる t アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「地獄の 住民で 最も 罰の 軽い 者は、 業义の 燃えつ いた 二つの 靴を はかされ るが、 その 靴 
の 熟さの ため 彼の 脳は 茹でた ぎる ことだろう」 

イブ ン •ア ツバー ス による t アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「地獄の 住民の 中で アブ ー ター リブは 最も 罰の 軽い をで ある 力 《 、 彼は 火の ついた 二つの 
靴を はかされ、 そのため 腦を 茹でた ぎら せる ことだろう」 

ヌ アマー ン ゼン •バ シー ルは 説教を 行い、 その 中で こう 語った 

「私は アツ ラーのみ 使いが 次のように いわれる のを 聞いた ことがある。 

『復 まの 日、 地獄の 住民のう ち 最も 罰の 軽い まは 足の裏に 二つの 燃えさし を 置かれ、 そ 
のた め腦を 茹でた ぎら せて いる 男であろう』」 

ヌ アマー ン ゼン •バ シール によると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「地獄の 住民のう ち、 最も 罰の 軽い 者は 义の ついた 二 本の ひもを 着けた （二つの） 靴を は 
かされる。 

このため、 彼の 頭脳は 料理な ベが わき 立つ ように 沸 臆する ことだろう。 

その 時 彼は、 自分 liLh に ひどい 罰を 受ける まは 誰もい か、 と 思う だろう が、 実際には、 彼 
は 最も 軽い 罰を 課せられて いるので ある」 


不信仰の まま 死んだ をの 行為に 関して 

ア ー "^ r シャは 伝えて いる 
私は こうたず わた 

「アツ ラーのみ 使い様、 私の 親族の ジュ ドアー ンの 息子は イスラー ムな 前げ ャー ヒリー ヤ 
時代) 親族を 大事に し 貧を に 食を 与えました。 

それらの 善行が 彼のた め 役立ちます か J 

これに 対しみ 使いは 「彼のた めには 何ら 役に立たない。 

なぜなら 彼は 『主よ、 復 まの 日 に 化の 罪を 赦し 給え』 とかつ てネ 斤った ことが かけ、 ら です」 
といわれた。 



信を のみが 友人で ある ことにつ いて 


アム ル •ビン •ア ースは 伝えて いる 

「私は アツ ラーのみ 使し け 《 、公然と 明確に こうい われる のを 聞いた 
『見なさい！ 私の 父の一族の をたち、 某々 を！ 

彼らは 私に とって 親しい 者たち ではない。 

まことに アツ ラーと 敬虔な 信者ら のみが 私と 親しい ち々 なのです J ]」 



天国に 受け入れられる ムス リムに ついて 

アブー •フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「私の 仲間の 信を セ 万人は、 何らを を 受ける ことな 〈天国に 入る だろう」 

或る 男が いった 

「アッ ラーのみ 使い様、 私 も その一人 に加える よう アッ ラーに 析って 下み、」 

次いで 別の 男が 立ち上って 「アッ ラーのみ 使い様、 化 も その一人 に加える よう アッ ラーに 
ネ斤っ て 下み^ と しづと、 それに 対しみ 使いは じの ことでは ウッカー シャが あなたより 先で 
す」 といわれた。 

ムハンマド •ジ ヤー ドは、 アブー •フライ ラから 聞き 前記と 同 内容の ハディー スを 伝えて いる。 

アブー •フライ ラに よると、 アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「喜びで 満月 の 明るさの ように 顔を 輝かせながら、 セ 万人から なる 私の ウン マの 集団が 天 
国に 入る ことだろう」 

この 言葉に 関連し アブー •フライ ラは 次のように 語って いる 

「この 時 ウッカー シャ ゼン •ミフ サン •アサ ディーが 毛織りの 外套を まとった まま 立ち上り こ 
ラ いった。 

『み使い 様、 私を その一人 に加える よう アッ ラーに ネ斤っ て 下み、』 

それでみ 使いは 『アッ ラーよ、 どうか 彼を その 中に 入れて 下さい』 とがった。 

すると、 アンサール （マディー ナ 在来の ムス リム） の一人が 立ち上って いった 

『み使い 様、 私 も その一員 に加える よう アッ ラーにがって 下み 、 J 

み使いは これに 対し 『ウッカー シャが この 件では あなたより 先です』 といわれた」 

アブー •フライ ラに よると、 アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「セ 万人の 人々 が一つの 集団と なって 天国に 入る ことだろう が、 その 中には 顔を 月光の よ 
うに 輝かせな^ 人々 が 見られる だろう」 

イ ムラー ン によると、 アッ ラーの 預言を はこうい われた 

「私の ウン マのを セ 万人は なんのを めを 受ける ことなく、 天国に 入る ことを 許される。 

人々 が 『アッ ラーのみ 使い様 それは どんな 人たち です か 化たず わると、 預言者は 『人を 幻 
覚 させたり、 魔法を 掛けたり せず、 ひたすらち におす がりす るを たちです』 といわれた。 

この 時、 ウッカー シャは 立ち上って 『私を その 中の一人 に加える よう アッ ラーに ネ 斤って 下さ 
し、』 と 述べた が、 預言を は 彼に むかって 『あなたは すでに その 中の一 人です』 といわれた。 
この あと一人の 男が 立ち上って 『アッ ラーのみ 使い様、 私 も 彼らの 中に 入れる よう アッ ラー 



にネ 斤って 下さい』 と 頼んだ 力 《 、 これに 巧し 預言者は 『ウッカー シヤが この ことでは あなたより 
先です』 といわれた」 


イム ラー ン ゼン •フサ インに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「私の ウン マの 者 セ 万人は なんら 審理され る ことな 〈天国に 入る だろう」 

これに 対し 彼らが 「どんな 人たち です 力、、 み使い 様」 とたず ねたと ころ、 彼は 「人を 魔術に 
かけたり、 不吉な 予言を したり、 幻覚 させたり する ことな 〈、 ひたすらち におす がりす る 人 
たちです」 とお 答えに なった。 

アブー •ハー ズ ィムは、 サフ ル ゼン •サア が、 ら 聞いて アツ ラーのみ 使いの 言葉を こう 伝えて いる 
「セ 万人、 もし 〈は、 70 万人のを (アブー •ハー ズ ィムは どちらが 正確な 数であった か 記憶 
してない が） は 互いに 手を 取り、 支え 合いながら 天国に 入る。 

この 時には、 最初に 天国に 着いた まも、 最後のを が 到着す るまで 待ち、 共々 同時に 入っ 
てす 子 〈こと だ' ろう。 

彼らの 顔は、 喜びで 満月 の 夜の ように 輝 〈ことだろう」 

フサ イン ゼン •アブ ドル •ラフ マー ン はこう 伝えて いる 

私は サイード ゼン •ジュバイルと一緒だった 力 《 、その 時 彼 力 《 「昨夜、 誰か 流れ星を 見た 人 
がいます か」 とたず ねたの が 化が 見ました」 と 答え 「化は 実は 礼拝して いたわけ ではな 〈、 
さそりに 曜 まれた ので 起きて 流れ星を 見た のです」 といい 添えた。 

彼が 「それで 何を したので すか」 とたず わたの た 私は 「呪文を 唱えました」 と 答えた。 
「どうして そのような ことを したので すか」 と 彼が 聞いた のた 私は こう 答えた 
「私は シヤウ ビーの 語った ハディー スに 従って その 通りに 行った のです」 

すると 彼は 「シヤウ ビーは 何を あなたに 語った のです か」 といった。 

私は これに 巧し 「彼は ブライダ ゼン •フサ イブ •ア スラ ミーから 聞いて、 凶 眼に 魅入られた 
時 も また、 さそりに ホ にれ た 場合な どの 呪文には 効 まが あると 私たちに 話して 〈れ たの 
です」 と 答えた。 

すると 彼は、 次のように 話した 

けツ ラーの 預言者の 教えに 従って 行動す る ことは 正しい ことです。 

イブ ン •ア ツバー スは 預言を の 言葉を 私たちに こう 語って しなす 
『を 〈の 人々 が 私の 前に 連れて来られる。 

私は その かこ 小さな 集団を 率いる 預言者、 また一人 か 二人の 信奉者 と共にい る 預言を、 
また だれも 従う をのい ない 預言 まな どの 姿を 見かける ことだろう。 

非常に 大きな 集団が 私の 処に 連れて まられ る 時化は、 私の ウン マの まだと 錯覚す る、 そ 
の 時" これは モーゼ と 彼の 民です。 地平線の 方を 見なさい" と 告げられる。 

そちらを 眺める とそ こには 大 集団が 見える。 



私は 更に 地平線の 別の 方角を 見る ようにと し ホれ て 目を 転じる が、 そこに も大 集団が 見 
られ "これが あなたの ウン マです。 彼らのう ち、 七 万人は なんら 審理され る こと も 罰を 受け 
る こと もな 〈天国に 入れる のです" と 告げられ るので ある J 
こう 話して 後、 み使いは 立ち上り、 ご 自分の まに 入って 行かれた。 

その あと 彼らは 『一体 どんな 人たち が 審理され る こと も、 罰を 受ける こと もな 〈天国に 入る 
ことを 許される のか』 と、 熱む に 論じ 始めた。 

或る人は 『それは 多分、 み使いの 教友 として一緒に 過した 人々 であろう』 といい、 また 別の 
者は 『生まれな がらの ムス リムで、 アッ ラーに 何ものを も 比肩し なかった 人々 のこと であろ 
う』 といった。 

これら lil 外に も 様々 な 意見を 人々 は 述べ 合った。 

その 時み 使いが、 また、 彼らの 処に 出て まられ 『あなたた ちは 何に ついて 論じて いるので 
すか』 とおたず わに なった。 

彼らが それらの 話題に ついて 述べる と、 み使いは こうい われた 

『彼らとは、 呪文を 自分で 唱えたり、 他人に それを 頼んだり、 また、 予言を 信じたり せず、 

—途に 主に おすがり する 人々 のこと です』 

この 時、 ウッカー シャ •ビン •ミフ サンが 立ち上って いった 
『私を 是非 彼らの一人 として 下さる よう アッ ラーにがって 下み 、 J 
み使いは 彼に 『あなたは すでに、 彼らの 中の一人です J ] といわれた。 

この 時、 また 別の 男 も 立って 『アツ ラーが 私を 彼らの 中の一人 に加える よう ネ 斤って 下み 、 J 
と 頼んだ 力 《 、み使いは 『ウッカー シヤが あなたより 先です』 といわれた J 


イブ ン •ア ツバー ス による t アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「復 まの 日に、 人々 が 私の 処に 連れて来られる」 

な 下の 話は 前記 ハディー スと同 内容で あるが、 この 話の 前の 部分に ついての 記述は みら 
れ ない。 



ムス リムが 天国の 住民の 半分を 占める ことに 関して 


アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 私たちに こうい われた。 

「あなたた ちは、 天国の 住民の 四 分の一を ムス リムが 占める のを 喜ばしし にと と 思い ませ 
ん か」 

それに 巧し 私たちは けツ ラー フ •ア クバ ル！ （アツ ラーは 偉大な り！ ）」 と 叫んで 主を 讚え 
た。 

み使いは 次いでこう いわれた 

「あなたた ちは、 ムス リムの 数が 天国の 住民の 兰 分の一にも 達する のを 喜ばしい ことと 思 
いません か！」 

私たちは また 「アツ ラー フ •アク バル！ 」 と 叫んで ちを 讚美した。 

み使いは 更にこう いわれた 

「私は あなたた ちの 数が 天国の 住民の 総数の 半分に も 達する ことを 願って います。 

その 理由は、 不信 まらの 中の 信仰者の 数は、 黒 雄牛の 絲 にある 白 毛、 もしくは、 白い 雄 
午の おに 生える 黒い 毛よりも を 〈はない からです （注）」 


(を) 篤信を の 数は 不信者の 数に 比較す ベ 〈もない ほど 少ない こと、 及び、 信 ま、 不信を 
の 行動は、 白と 黒の ようにが 照 的で、 両 ま 間には 大きな 差が ある ことを 示す 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウード はこう 伝えて いる 

私たち 凡そ 40 名のを が アツ ラーのみ 使いと 共に 天幕の 中に いた 時、 み使いは こうい われ 
た 

「もしも、 天国の 住民の 四 分の一を あなたた ちで 占める とすれば 喜ばしし にと では ありま 
せんか」 

私たちは 「 はい、 喜ばしし です」 と 答えた。 

み使いは また 「あなたた ちが 天国の 住民の 兰 分の一を 占める とすれば 嬉し 〈ありません 
か」 といわれた。 

それに 巧しても 私たちは 「その 通りです」 と 答えた。 

み使いは 次いでこう いわれた 

「私の 生命を 司る 御 方、 アツ ラーに 誓って。 

私は あなたた ちの 数が 天国の 住民の 半数を 占める ことを 願って います。 

その 理由は、 信を lil 外には 天国に 入る ことを 許されない からです。 

不信者ら の 中の あなたたち 信を の 数は、 黒い 雄牛の 皮に 生える 白い 毛、 もし 〈は、 ホい 雄 
牛の 皮の 黒い 毛の 数よりも を 〈はない からです」 



アブ ドツ ラーゼン. マ スウード はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 私たちに 説教な さった あと、 皮 天幕に 背を もたらせな がらこう いわれ 
た 

「見なさい！ イスラー ムを 信じて いるを lil かには 誰も 天国に 入る ことは ない のです！ 

おお、 アツ ラーよ！ 私は あなたの み 教えを 人々 に 伝え 得た でしよう か！ 

おお アツ ラーよ！ 私が それを 伝え 得た と 証言して 下さい！」 

み使いは、 この 後、 教 友たち にわかって 「あなたた ちの 数が 天国の 住民の 四 分の一にも 
達すれば と 願いません か」 といわれた。 

私たちが 「はい、 み使い 様」 と 答える と、 み使いは また 「あなたた ちの 数が 天国の 住民の 
兰 分の一ほ ども 占めれば と 思いません か」 といわれた。 

人々 が これに 巧しても 「はい、 み使い 様」 と 答える と、 こうい われた 

「私は あなた 方が、 天国の 住民の 半数を 占める ようになる ことを 願って います。 

あなた 方は 人類の 中で、 たとえば 白 雄牛の 棘に 生える 黒い 毛、 もしくは、 黒 雄牛の 棘の 白 
い 毛に も 類す る ほど 数 少ない 存在な のです」 



地獄に 送られる 人々 について 


アブー. サイードに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「アツ ラーが 『アダムよ！ 化 呼び かけられ ると、 アダムは 『私は ここに おります。 御意の ま 
まに！ ちよ！ 幸いは あなたの 御手 次第です！ 』 と 答える ことだろう。 

アツ ラーはこの 折 彼に むかい 『地獄の 住民の一 団を 引き出せ』 とお 命じになる が、 アダム 
は 『地獄の 住民とは 誰の ことです か』 とたず わるに 相違ない。 

これに 対し アツ ラーは 『彼らは、 100 0 名の 人間に つき、 999 名に も 及ぶ をたち である』 とい 
れれる こと だろ ラ」 

み使いは 続けて こうお 話に なった 

「この 言葉を 聞く と 恐怖の あまり 全ての 子供ら の 髪の毛は 白くな り、 全ての 妊婦は 流産す 
る ことだろう。 

また、 あなたたち はこの 時、 錯乱 状態の 人々 を 見る だろ が 《 、 彼らは 実際は 酔って いるの 
ではな 〈、アツ ラーの 厳しい 罰を 恐れる あまり そうなる ので ある 

」ヴ ブー •サイードは じれは 人々 に とって あまりに 厳しす ぎる 言葉であった」 と 述べて い 
る） 

人々 は 「み使い 様、 化たち の 中で、 だれが 地獄に 落とされ るので すか」 とたず わた。 

それに 巧し み使いは 「あなた 方に とっては 良い 知らせです！ 

マグと マゴ グ (を） に 率いられた 人々 が、 地獄の 住民と なる これら 数千のを たちな のです。 
天国に 入る のは、 あなた 方の 中から 選ばれる 人々 なのです」 といわれた。 

み使いは、 また、 こうむ ホれ た 
「私の 生命を 司る 御 方に 誓って。 

私は あなたた ちの 数が 天国の 住民の 四 分の一を 占める よう 願って います」 

私たちは その お 言葉を 聞きけ ル ハムド •リツ ラー! 」 と 叫んで アツ ラーを 讚え、 またけ ツラ 
-フ •ア クバ ル！ 」 と 叫んで アツ ラーを 讚美した。 

み使いは その後、 こうむ ホれ た 
「私の 生命を 司る 御 方に 誓って。 

私は あなたち が 天国の 住民の； 分の一を 占める ことを 願って います」 

私たちは それに 巧しても アツ ラーを 賞揚し 讚美す る 言葉を 叫んだ。 

み使いは 更にこう いわれた 

「私の 生命を 手に なさる 御 方に 誓って。 

私は あなたち の 数が 天国の 住民の 半数に 達する ことを 願って しなす。 

あなた 方は、 たとえて いえば、 黒 雄牛の 皮に みえる 白い 毛、 もし 〈は、 ろばの 前脚に ある 
一本の 縮 筋 ほどに も 数 少ない 存在な のです」 

(をけ グと マゴ グ (ヤ ージュ ージュ •ワ •マー ジュー ジュ) 聖書 や クル アーン にも 説かれる 終 



末期に 現われる 二部 族の 名前。 

黒 ミちの 北部、 または、 ま 北部より 現われ、 多くの 王国を 侵略し 災害を もたらす といわれ 
る 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 ア アマ シュに よっても 伝えられる 力 《 、 それには 次の 表現、 すなわち 
「あなた 方は 復 まの 日、 あまたの 人々 の 中で、 T 度 黒 雄牛の 棘の 白い 毛、 もし 〈は、 白 雄牛の 骑 
の 黒い 毛の ような 存在と なること だろう」 が みられる。 

ただし 「ろばの 前脚に ある一本の 縮 筋」 という 言葉は 記されて ない。 



斎戒 （タ ハーラ） の 書 


ウ ドウ ー (ル 浄) の 功徳に ついて 

アブー •マーリク •ア シュ アリーによると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「清浄で ある ことは 信仰の 半ばを 満たす ことです。 

アル ハムド' •リツ ラー ヴツ ラーに 称 讚 あが！ と唱 する ことは （善悪の） f 平り を 善行 側に 傾 
けます。 

スブ ハーナツ ラー ヴツ ラーのま 光を 称え 奉る）！ や アル ハムド' •リツ ラー! と 唱えて、 ア 
ツ ラーを 崇挥 する ことは、 天と地の 間を 満たす ことです。 

礼拝は な 明です。 施しは 信仰の 証し です。 

そして 忍耐は アツ ラーへの 服従を 示す 光です。 

更に また、 クル アーン は あなたの 善行を 立 記す る もの、 もしくは、 あなたの 悪行に 巧す る 
反証と なる ものです。 

人は 全て、 朝 毎に 出掛け 自分を 売り歩 〈商人の 如き 存在で、 その 行為の いかんに よって、 
来世に 救われる ま、 破滅され るを が 生ずる のです」 


清浄 さが 礼拝の 基本た る ことにつ いて 

ムサ アブ •ビン •サアドは こう 伝えて いる 

アブ ドツ ラーゼン •ウマルは、 病床に あった イブ ン •アー ミルを 見舞った。 

この 折 「イブ ン •ウマルよ 、化の ため アツ ラーに ネ斤っ て くれません か」 と 頼まれた 彼は 次の 
ように 答えた 

「私は アツ ラーのみ 使いが 『アツ ラーは 清浄で ない まの 礼拝は 受け入れ ないし 不正 手段 
で 得た 富に よる 施し も お認めに ならない J ] といわれ るのを 聞いた ことがあ ります。 まして、 
あなたは かつて バスラの か 事ではなかった です か （を）」 


(を） イブ ン •アー ミルは、 バスラの か 事 時代、 人々 をち しめ 悪評の 高い 人物だった。 
そのような 人物の ための 祈りには なんの 効 まも 期待で きない 故、 自ら 深く 反省し 纖悔 すべ 
きこと が 肝要で ある とたし なめた ので ある 



前記と 同 内容の ハディー ス は、 シュウ バや シマー ク •ビン •ハル ブ などに よっても 伝えられ ている。 


ハン マー ム ゼン •ムナ ッ ビフは、 アブー •フライ ラから 聞いて 次の ハディー スを 伝えて いる 
アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「不浄 者の 礼拝は、 彼が ウ わ一を 行わない 限り 受け入れられ かがろう」 


ウド ゥー (ル 浄) の 方法に 関して 

ウス マー ンの元 奴隸フ ムラー ン は、 こう 伝えて いる 

ウス マー ン •ビン •アツ ファー ン は、 水を 運ばせて 後、 ウ ドゥーを 次の 順を で 行った。 

先ず 両手を 兰度 洗い、 口を すすぎ、 次いで 鼻孔を 清めた 後、 顔を 兰度 洗った。 

その後、 右腕を がまで 兰 度、 次いで 左腕を 同様に 兰度 洗った。 

それから 頭部を めぐい、 その後、 ち 足を くるぶしまで； 度、 次いで 左足を 同様に； 度 洗っ 
た。 

ウ わ一を 終えた 後、 彼は 次のように 語った。 

「私は アツ ラーのみ 使いが ウ ドゥーを、 私が 今 行った のと 同様にな さるのを 見た ことがある。 
その 時、 み使いは 『私の やり方に 従って ウ ドゥーを 行し、、 その後、 立ち 起って ニ ラ カー トの 
礼拝に 専念す るを ホ、 過去に 犯した 罪 全てを 許される』 とし ホれ た」 

イブ ン •シ ハー ブ は、 この ハディー スに 関連して 「我々 の 学を たち （ウラ マー) は、 これ こそ、 
礼拝の ための 最も 完全な ウ ドゥーの 方法で あると 評した」 と 述べて いる。 

ウス マー ンの元 奴隸フ ムラー ン は、 こう 伝えて いる 

「私は ウス マー ン が、 水 容器を 運ばせ、 ウ ドゥーを 行う のを 見た。 

彼は 兰回 水を 両手に をいで 両手を 洗い、 その あと、 右手を 容器に 入れて 口を すすぎ 鼻 乳 
を 清めた。 

更に また 顔を 兰 度、 次いで 両手を がまで 兰度 洗って から 頭を 手で めぐい、 その後 両足を 
それぞれ 兰度 ずつ 洗った。 

彼は この 折 『私と 同様に ウ ドゥーを 行し、、 雑念な 〈ニ ラ カー トの 礼挥を 捧げる をの 過去の 
罪を アツ ラーは 全て お許しに なろう』 と しづ アツ ラーのみ 使いの 言葉を 語って 〈れ た」 



ウ ドウ ー 後の 礼拝の 功徳に ついて 

ウス マー ンの元 奴隸フ ムラー ン は、 ウス マー ンの 話を こう 伝えて いる 

礼拝 時刻を 告げる 役目の 者 仏 アツ ジソ が、 アスル （日を 前） の 礼拝 時間に やってきた 時、 
ウス マー ンは モスクの 中庭に いた。 

ウス マー ンは 水を 運ばせ、 ウド ウーを 行って からこう 語った 

「アツ ラーに 誓って。 もし アツ ラーの 啓 斯ゴ神 兆 や 正しい 導きを 隠して はならない J ] との 言 
葉がなければ、 私が 話す こと もなかった 或る ハディー スを 伝えて おきたい。 アツ ラーのみ 
使いは こうい われた のです 

『ウ ドウーを 正しく 行って から 礼拝を 捧げる ムス リムの、 各 礼拝 時刻の 間に 犯した 罪 全て 
は、 アツ ラーによって 許される』 と」 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられる。 

なお、 アブー •ウサーマ による ハディー ス には 「ウ ドウーを T 寧に 巧し、、 その後 定めの 礼拝を する 
まは」 と しづ 表現が みられる。 

フ ムラー ン によると、 ウス マー ン は、 ウ ドウーを 行った 時こう 語った 

「アツ ラーに 誓って。 私は あなたた ちに 或る ハディー スを 伝えたい。 アツ ラーの 聖典に そう 
せよ と しづ 意味の 言葉が なけ かも 私は この 話を あなたた ちに 語る ことはなかった に ホ 目 違 
か、。 （ともあれ) アツ ラーのみ 使いは 『ウ わ一を 正し 〈行った 後 礼拝を する 者は、 その 礼 
拝と 次の 礼拝までの 間に 犯した 罪を 全て 許される J ] といわれた のです」 

これに 関連し ウル ワ は、 聖典の 言葉とは 「われらが すでに 聖典の 中で 人々 に 明示して あ 
るのに、 われらが 下した 明 証と 導きと を 隠す をは 必ず アツ ラーの 怒りに 触れ、 呪う 人々 
(即ち、 天使たち 及び 全人 類) の 呪いを も 受ける ことだろう」 （クル アーン 第 2 章 159 節け 
あると 述べて いる。 

アム ル ゼン •サイード ゼン •ア ースは 伝えて いる 

私が ウス マー ンの処 にいた 時、 彼は ウ ドウー用の 水を 持って まるよう 命じて からこう 語っ 
た 

「私は アツ ラーのみ 使いから 次の 言葉を 聞いた 

(すなわち） 『定めの 礼拝の 時刻が また 時、 ウド ウーを T 寧に 行い、 ひたすら 謙虚に 礼拝を 
捧げる ムス リムで あれば、 彼の 過去の 数々 の 罪は、 それが 大罪で ない 限り、 いつも 許さ 
れる ことだろう』」 

ウス マー ンの元 奴隸フ ムラー ン は、 伝えて いる 

私は ウス マ ー ン •ビン •アツ ファ ー ンの ため、 ウ ドウ ー 用の 水を 運んだ。 

彼は ウ ドウーを 済ませてから 「まことに 人々 は、 アツ ラーのみ 使い に関するを 〈の ハ デ ィー 
スを 語り合って いるが、 私は それが どんな 内容で あるか 知らない。 

たも 私は み使いが ウ わ一を T 度 私が 今 行った やり方で なさる のを 見た しにの 通りに ウ 



ドゥーを 行う をは、 過去の 全ての 罪を 許され、 この 後の 礼拝 や モスク 参りに 対しても 余分 
の 報奨が 約 まされる』 とし ホれ たのを 覚えて いる」 と 語った。 

なお、 これと 同 内容の イブ ン •アブ ダに よる ハディー ス には 「私が ウス マー ンの処 に 寄った 
時、 彼は ウ わ一を 行って いた」 と しづ 表現が みられる。 

アブー •アナスは、 次のように 伝えて いる 

ウス マー ンはマ カ ー"^ r ド (を） の 処でウ ドゥーを 行って 後、 「アツ ラーのみ 使いの ウ ドゥーの 
なさりち を、 化は あなたたち にこれ まで やって みせなかったです か」 といって、 おの 各部 分 
を兰 回ず つ 洗った。 

この ハディー スに 関連し クタ イバ はじの 時 ウス マー ン と一 繳 こ、 み使いの 教 友ら がいた」 
と 付言し な'' る。 

なけ 力 一^^ r ドに 関しては 二 説あリ 、カリフ •ウス マー ンが 自らの 邸 まの 前に 建てた 店舗、 
もし 〈は、 彼が 友人ら と 過ごす ため モスク 近くに 造らせた 座り 台の 名称 といわれる 
フ ムラー ン ゼン •アバー ン は、 こう 伝えて いる 

私は いつも ホ お 用の 水を ウス マーンの 処に 置いた。 

少量の 水を おに かけて、 彼は 毎日 ホ おを する 晋慣 だった。 

或る時 彼は 次のように 語った 

「アツ ラーのみ 使いは 私たちが 礼拝から 戻る 時間に、 或る 話を なさった にれ に 関連し マ 
イサ ルは 『アスル （日 沒: 前） の 礼拝の 時だった と 思います』 と 述べて いる） 

その 折、 み使いは 『私には この 事を あなたた ちに 話すべき か、 黙って いるべき か、 わから 
ない 化い われた ので おたちは、 『み使い 様、 もしも 善い 事で したら 話して 下み、。 それ lii 
外の 場合は、 どうすべき か アツ ラーとその み使いが 最もよ く 御 巧知で ありまし よう』 といって 
お願いした。 

それでみ 使いは 『自ら 身を 清めて アツ ラーの 定めた 通りに ホ おを 行し、、 その後、 日に 五 回 
の 礼拝を 捧げる ムス リムは、 これらのを 礼拝 時刻の 間に 化した もろもろの 罪を 許される こ 
とだろう 化 話された のであった」 

ジャー ミウ ゼン. シャツ ダードは 、こうおえ ている 

ビ シュルが が 事だった 時代、 フ ムラー ン •ビン •アバー ンが この モスクで アブ ー ■ ブルダに ウ 
スマー ン ゼン •アツ ファー ンの 言葉を 語る のを 私は 聞いた ことがある。 

それによ ると 「アツ ラーのみ 使いは 『アツ ラーが 命じた 通りに ウ わ一を 完了し 義務と して 
定められた （五 回の） 礼拝を 行う をは それぞれの 礼拝と 礼拝の 間に 犯した 様々 な ル 罪を 
許される であろう』 と 述べられた」 という。 

この ハディー ス は、 イブ ン •ムア ーズの 口述から 採録され た。 

なお、 グン ダルの 伝える ハディー ス には 同 内容ながら、 「ビ シュルが 知事だった 時代」 や 
「 定められた」 と しづ 己 某は みられない。 

ウス マー ンの元 奴隸フ ムラー ン は、 こう 伝えて いる 



或る日、 ウス マー ン ゼン •アツ ファー ンは T 寧に ウ ドウーを 行って から 次のように 語った 
「私は アツ ラーのみ 使いが 非常に T 寧に ウ ドウーをな さるのを 見た 力 《 、その 折み 使いは 
『私の やり方に 準じて ウ ドウーを 巧った 後、 礼拝す る こと だけを ひたすら 願って モスクに 出 
掛ける 者は、 過去に 犯した 罪 全てを 許される だろう 化し ホれ た」 

フ ムラー ンは ウス マー ン から 聞いた アツ ラーのみ 使いの 言葉を、 こう 伝えて いる 

「礼拝の ための ウ ドウーを 正し 〈行って から 出掛けて、 人々 と共に、 もしくは、 団体た また 
は、 モスクで、 定めの 礼拝を 捧げる をに 巧し アツ ラーは、 彼の もろもろの 罪を お許しに な 
るだろう」 



曰々 の 礼拝、 金曜 礼拝、 ラマ ダーン 月 の 礼 巧に ついて 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「一 日 五 回の 礼拝と 金曜から 次の 金曜に 至る までの 礼 街 ホ、 大罪が E してない 限り、 その 
間に 行った もろもろの 罪の 償いと なること だろう」 

アブー •フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「一 日 五 度の 礼拝と 金曜日 毎の 礼拝は、 その 間に 犯した 罪を 償う ことだろう」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「曰に 五 度の 礼拝、 金曜 礼拝から 次の 金曜 礼拝、 また、 ラマ ダーン 月から、 次の ラマダ ー 
ン 月までに 行われる 礼拝は、 それが 大罪な げか 順り、 この間に 犯した もろもろの 罪 行 
の 償いと なる だろう」 

姓) おん 強盜、 窃盜、 寮 通、 中傷、 飲酒な どの 犯罪、 いわゆる、 フ わード (固 お 罪を 意 
味す る 


ウ ドウ ー の 効用に 関して 

ウ クバ ゼン •アー ミルは こう 伝えて いる 

私たち はら 〈だの 世話を まかせられ ていた。 

私の 番に 当り、 私 がら 〈だの 放牧から 夕方 帰って来た 時、 アツ ラーのみ 使いは 立った まま 
人々 に 説教して おられた。 

その 時 ネムは 「ウ わ一をき まり 通り 行い、 その後、 立ち上って、 ニ ラ カー トの 礼拝を 真筆に 
むを こめて 行う ムス リムに 巧し 天国は 約 まされる だろう」 と しづみ 使いの 言葉を 聞いた。 
「なんと 素晴らしい ことだろう！ 」 と 私が 思わず 口走る と、 私の 前にいた 人は 「先に 話され 
た 言葉は これより もっと 素晴らしかった」 といった。 

おが ふと 見る と、 その 人物は なんと ウマルだった。 

そして 続けて 「私は、 あなたが この 少し 前に 放牧から 帰って来 たのを がって いる」 と 彼は い 
し、、 み使いが 先に 説教され た 言葉を 私に 次のように 語って 〈れ た。 

「あなた 方の うちだれ でも ウ ドウーをき ちんと 終えてから 『アツ ラーの 他に ネ申 はな 〈、 ム ハン 
マドは アツ ラーの しもべで あり、 み使いで ある』 と 記 言す るを に 巧して 天国の 八つの 門は 
開かれ、 どれでも 好きな 門から そこに 入る ことができる だろう」 



ウ クバ •ビン •アー ミルは 伝えて いる 

「まことに アツ ラーのみ 使いは、 こうい われた」 

な 下の ハ ディースは 前記と 同 内容で ある。 

ただし 「ウ わ一を 巧って から 『私は 唯一なる アツ ラーの 他に ネ申 はなく、 アツ ラーに 比肩す ベ 
きもの もない ことを 記 言 致します。 

私は また、 ムハンマド カヴッ ラーの しもべで あり、 使 巧で ある ことを 証言 致します 化い うを 
に 巧して」 と 記され、 表現 上に 多少の 差が みられる。 


預言を の ウド ウーに 関して 


アツ ラーのみ 使いの 教 友の一人、 アブ ドツ ラーゼン •サイド ゼン •アー シム •アンサー リーは 伝えて 
いる 

「私は 人々 にこう 頼まれた 『おたちに み使いが 行った 通りの ウ ドウーの 仕方を 示して 下さ 
い』」 

それで 彼は 水の 入った 容器を 持って まさせ、 水を 注いで 両手を 兰度 洗って 後、 口を ゆす 
ぎ、一 ちの 手の平で 軽く 押さえながら 鼻を ふん ふん させて すすいだ。 

これらは 兰度 ずつ 巧 われた。 彼は 更に 水で 手を 濡らし 両腕を それぞれ がまで 二度ず つ 
洗った。 

その あと 更に また、 水で 手を 濡らし 頭部を 前から 後に 両手で 拭った。 

この あと、 彼は 両脚を 〈るぶ しまで 洗った。 

そして じの ようにみ 使いは ウ わ一をな さった のです」 と 語った。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 アム ル ゼン •ヤヒヤーによっても 伝えられる 力 《 、 それには 「両 くる 
ぶし」 と しづ 言葉は か、。 

マーリク ゼン •アナスは、 アム ル ゼン •ヤヒヤーから 聞いて 前記と 同 内容の ハディー スを 伝えて い 

る。 

ただし、 表現 上に 多少の 差が みられる。 

たとえば 彼は 「口を ゆす も 水を 鼻孔に 入れて； 度す すぐ」 とは 述べて いる 力 《 「一 ちの 手の平で」 
とはいって なし、。 

また、 次の 言葉 「彼は 両手で 顔の 前部から 首筋まで 拭った 後、 また そこから 前部まで 拭い 戻した。 
その後、 彼は 両足を 洗った ので ある _! が 追加され ている。 


バフ カホ、 ウハ イブ カ ヴムル ゼン •ヤヒヤーから 聞いた 前記と 同 内容の ハディー スを 伝えて いる 
が' それには 次の 表現が みられる 



「彼は 口を ゆすぎ、 その後 兰回 手の平で 水を 掏って 鼻孔に 吸い込み、 鼻を すすいだ。 
それから 手で 頭の 前部から 後部に かけて一回 拭った」 

これに 関連 レり ズ はじの ハディー スを 化に 語った のは か \ イブで ある 力 《 、彼は 『アム 
ル-ビン •ヤヒヤーが 二度 もこう 話して 〈れ た』 と 述べて いた」 と 語って いる。 

アブ ドッ ラー •ビン •ザ イド ゼン •アー シム •マー ジ ニーはこう 伝えて いる 
私は アッ ラーのみ 使いが ウ ドウーをな さるのを 見た。 

その 折、 み使いは 口を ゆすぎ、 鼻孔を 清め、 その あと、 兰度 顔を お洗いに なった。 
それから 右手を 兰 度、 左手を 兰度 洗われた。 

そして 後、 ぶみ かえた 新しい 水を 使って 頭を なでつけ、 その後 両足を きれいになる まで お 
洗いに なった。 



鼻孔の 清め 及び トイレ 後の 始末に 関して 


アブー •フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「用便 後、 小石で ふきとる 時 ロ ホ、 一つ ずつ 取って 使うよう にしなさい。 

また、 ウ ドウーを 行う 時には、 鼻孔に 水を 吸い込んで、 それを 吹き出す ようにしなさい」 

ハン マー ム ゼン •ムナ ツ ビフは こうおえ ている 

「アブー •フライ ラは、 アツ ラーのみ 使い、 ムハンマド 様の ハディー ス のを 〈を 化たち に 語っ 
たが、 これ も その一 つです。 

み使いは 『あなたち がウ わ一を 行う 時には、 鼻孔に 水を 吸い込ん でから それを 吹き出す 
ようにしなさい』 といわれた」 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「ウ ドゥーを する をは、 鼻を きれいに すすぎなさい。 

用便 後の 始末に 小石を 用いる 者は、 それを一つ ずつ 取って 使いな み、」 


アブー •フライ ラ 及び アブー •サイード •フ ドリーは、 前記と 同 内容の アツ ラーのみ 使いの 言葉を 伝 
えてい る。 

アブー •フライ ラに よると、 預言 まは こうい われた 

「あなた 方は、 おりから 覚めた 時、 ウ ドウーを 行い、 鼻を 兰 回す すがねば なりません。 
なぜならば、 悪魔は 夜を 鼻孔の 中で 過ごす からです」 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーによると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「用便 後、 小石を 用いる をは、 それを一つ ずつ 使って 何度も 巧き なみ M 



両足の 洗浄に ついて 


シャッ ダード •ビン •ハードの 元奴隸 、サー リムは こうおえ ている 

私は 預言を の 妻アー イシ ャの触 こ、 サアド ゼン •アブー •ワッカー スが 死んだ その 日に 行 
っ た。 

アブ ドル •ラフ マー ン ゼン •アブー •バ クル もまた そこに 来て、 彼女の 処でウ ドウーを 行った。 
この 折、 彼女は 「アブ ドル •ラフ マー ン よ、 ウ ドウーを T 章に 行いなさい。 

アッ ラーのみ 使いは 『業火に 焼かれる 両種は 災いなる かな！ 』 といって おられ ましたよ 
(お」 と 語った。 

(おウ わ一の 際 両脚の 洗浄は、 とも すれば、 なおざり にされ がち 故こう いわれた ので あ 
る 

シャッ ダードの 元奴隸 、アブ ドッ ラー は、 アー イシ ャの処 に 来て 彼女から 聞いた 前記と 同 内容の 頂 
言 まの ハディー スを たえて いる。 

マフ リーの 元 奴隸、 サー リムは こう 伝えて いる 

「私と アブ ドル •ラフ マー ン ゼン •アブ ー ■ バ クルは、 サアド ゼン •アブ ー ■ ワッカー スの 葬式 
に 加わる ためやって ま、 アー イシ ヤの 住居の 門の 傍らを 通った。 

その 時 彼は アー イシ ヤが 語った 前記と 同 内容の 預言 まの 言葉を 語って くれた」 

シャツ ダード ゼン •ハードの 元 奴 隸サー リムは 「私は アー イシ ヤの処 にしが」 と 語って 後、 前記と 同 
内容の ハディー スを 伝えた。 


アブ ドッ ラーゼン •アム ルは 伝えて いる 

私たちは アッ ラーのみ 使いと一緒に マッカから マディー ナに 帰った。 

その 途中、 水 場に 近づいた 時、 或る人々 は 先を 急ぎ、 アスル （曰 お前） の 礼拝 時刻で も あ 
り、 あわただし 〈ウ ドウーを 行った。 

私たちが 彼らの 処に 着いた 時、 すでに 乾き きった 彼らの 足には 水気が 全 〈みられなかった。 
それを 見て、 み使いは 「業义 に 焼かれる 両種は 災いなる かな！ 」 といわれ 「ウ ドウーを きち 
んと 行いな み''! 」 とを 意な さった。 

シュか 《も 前記と 同 内容の ハディー スを 伝えて いる 力 《 、それには 「ウ わ一をき ちんと 行え！ 」 とい 
う 表現は みられない。 

アブ ドツ ラーゼン •アム ルは こう 伝えて いる 



預言者は、 旅 中、 遅れて 私たちより ずっと 後を まられ た。 

そのため 私たちは、 後方に 戻って 彼と一緒に なった。 

T 度、 アスル （日 お前） の 礼 巧の 時刻と なった のた 私たちは 両足の ウ ドウーを 簡単に こ 
する だけで を まそうと した。 

この 時、 み使いは 「災いは 両種より 来る。 業义の 元で ある ぞ！ 」 といわれた。 


アブー •フライ ラは こう 伝えて いる 

預言 まは、 種を 洗わない 男を 見て 「両種は 業火の もと 故、 気をつけん とし ホれ た。 


アブー •フライ ラは こう 伝えて いる 

彼は 人々 が 水つ ぼを 使って ウ ドウー をして いるのを 見た 時 「ウ ドウーを きちんと やりな か、。 
私は アブー カーシム 仏 ハン マドの 呼び名け 叩 膝の 隨は 、業火に 焼かれる 元になる 化 
いわれた のを 聞いた ことがある」 と 告げた。 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「業义 の 元た る 両種は 災いなる かな！」 



ウ ドウーを 規則 通りに 行う ことにつ いて 


ジャー ビルに よると、 ウマル ゼン •ハッター ブ はこう 語った 

或る人は ウ ドゥーを 行った 力 《 、足の 讯の 部分を 洗わなかった。 

預言 まは それを 見て 「戻って、 ウ わ一をき ちんと やり直しな み''」 とし ホれ た。 
その 人は一 旦 家に 戻り、 ウ ドウーを やり直してから 礼拝を 行った。 


ウド ウーの 水が 罪を 洗浄す る ことにつ いて 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「ムス リムで あれ、 信者で あれ、 しもべが ウ ドウーの 規則に 従って 顔を 洗う 時、 彼が 日頃 気 
にして いる あらゆる 罪は、 彼の 顔から 水と 共に、 もし 〈は、 水の 最後の一滴 と共に 洗い流 
される。 

また 彼が 両手を ホう 時、 その 両手が 犯した あらゆる 罪は、 水と 共に、 もしくは、 水の 最後 
の一滴と 共に 洗い落とされる。 

更に また、 彼が 両足を 洗う 時、 彼の 両足の 歩みが 犯した あらゆる 罪は、 その 水と 共に、 も 
しくは、 水の 最後の一滴 と共に 流し 去られる。 

その 結 まとして、 彼は 全く 罪 巧れ のない 人と なる ので ある」 


ウス マー ン ゼン •アツ ファー ン によると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「ウ わ一を 完全に 行う まの もろもろの 罪業は、 棘から、 はたまた、 の 下から さえ も、 流 
れ 落ちる こと だろ ラ」 


ウ ドウーで 額と 足首を なう ことにつ いて 

ヌア イム ゼン • アブ ドツ ラー • ムジ ミルは こう 伝えて いる 
私は アブー •フライ ラが ウ ドウーを 行う のを 見た。 

彼は 顔を T 章に 洗って 後、 ち 手を 腕の 部分まで ホい、 次いで 左手 も 腕の 部分まで 洗った。 
そして 後、 頭を 巧い、 次いで 右足を 腔まで 洗い、 続いて ち 足 も 腔まで 洗った。 

この 後 彼は じれが 私の 見た アツ ラーのみ 使いの ウ ドウーの なさり 方でした」 といった。 

彼は また この 時、 み使いの 言葉を こう 伝えた 

「あなた 方は ウ ドウーの 完全 さがに、 復 まの 日、 顔 や 両足 首を 輝かせる ことだろう。 

あなた 方のう ちで きる を ホ、 額 や 両足 首の 輝きを もっと 強 〈しなみ り 



ヌア イム ゼン •アブ ドツ ラー は、 伝えて いる 

私は アブー •フライ ラが ウ ドウーを 行う のを 見た。 

彼は 顔を 洗って から、 両手を それぞれ 腕まで 洗い、 そして 後、 両足を それぞれ 腔まで 洗っ 
た。 

その後 彼は 次のように 語った 

「私は、 アツ ラーのみ 使いが こうい われる のを 聞いた ことがある。 

『私の ウン マ (信仰 共同体） のをは ウ わ一のし るし 故に、 顔、 而も 両足 共々 きらきら 輝 
かしながら やって まること だろう。 

それが、 額の 輝きを もっと 強める ことので きる をはそう しなみ、 山 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「私の 水槽は (シリ ヤのあ 岸 町) アイラと、 （イエメンの あ 辺の 町) アデンとの 間の 距離より 
も 大きい。 

そして、 その 水は 氷よりも 白 〈、 牛乳 入りの 蜂蜜よりも 甘い。 

また、 ここで 使う 容器は 星の 数よりも 多い。 

私は、 T 度 水 場の 所有を が 他人 のら 〈だに 水を 与える のを 禁ずる ように、 信仰な き 人が 
そこに まること を 許さないで あろう」 

人々 が 「み使い 様、 あなたには その 日、 おたちが 誰で あるか、 わかります か」 と 問うた とこ 
ろ、 

彼は 「はい、 わかります。 

あなたた ちは 他の 人に ない 明らかな しるしを 持って いるから です。 

それは、 ウ ドウーの 証跡で、 額、 両手、 両足を きらきらと 輝かせながら 私の 処 にやって まる 
力、 ら です」 とお 答えに なった。 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「私が 支配した 人々 力 《 、 私の 貯水 場に やって まるだろう が、 私は、 信を な 外のを たちを、 
T 度、 或る人が 他人 のら 〈だを 自分 のら 〈だから 追い立てて ひき 離す ように、 追い出す こと 
だろう」 

人々 はけ ツ ラーの 預言を 様、 その 時、 おたちを 識別で きます か」 とたず ねた。 

これに 巧し 彼は 「できます。 

あなたた ちは 他の 人々 にはない しるしを 持って いるから です。 

あなたた ちは、 ウ わ一を 行った 記 拠と して、 額に 白い 流星 じる しや 両足に 白い 斑点を イ寸 
けて、 私の 処 にやって 来る からです。 

ただし あなたた ちの 或る 集団は、 私の 処に 来る ことを 阻まれ 到着す る ことができないで 
ぁろぅ。 

そのため 私は 『主よ、 彼らは 私の 教 友たち です』 といって 訴える 力 《 、 これにが して 天使が 主 



に 代わって 『あなたは、 これらの 人々 が あなたの 歹复 後、 何を した かかって います か J ] (を） と 
い ラ こと だろ ラ」 と 話された。 


(を) ムハンマド 巧 後、 カリフ •アブー •バ クルの 時代に、 イスラー ムの 信仰から 離れて いつ 
た 部族の まらを 指す 


フザイ ファに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「私の 貯水 場は アイラと アデン 間の 広さより 大きい。 

私の 生命の 主に 誓って。 

私は 信を lil 外の 人々 を、 T 度、 見知らめ らくだを 水 場の 所有者が 追い出す ように、 そこ か 
ら 追い 化 ラ こと だろ ラ」 

教 友たち は 「み使い 様、 その 場合 私たちを 識別で きます か」 と 問うた。 

み使いは 「はい。 あなたた ちは ウ ドウーの しるしを 顔、 両手、 両足に 白 〈輝かせながら 私の 
処に まるから です。 

あなたた ちな 外に だれも この しるしを 持つ 者は ないから です」 とお 答えに なった。 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 墓地に まてこう お唱えに なった 
「あなた 方に 平安が あります ように！ 

信 まの 館の 方々 よ。 

私たち も、 アツ ラーの 御む によって、 あなたち の処に 参る であり ましょう！ 

私は、 まことに、 私の 同胞の 方々 とお 会いした 〈願って います」 

この お 言葉を 聞いた 人々 は 「み使い 様、 化たち は あなたの 同胞ではありません か」 といっ 
た。 

彼は これに 巧し 「あなたた ちは、 私の 友人です。 

私たちの 同胞とは、 まだ この 世に 生まれて ない 人たち のこと です」 と 答えた。 

これを 聞いて 人々 は 「み使い 様、 まだ 生まれて もない あなたの ウン マの 人々 を、 どうやっ 
て 識別な さるので すか」 と 質問した。 

み使いは こうい われた 

「或る人が、 全身 真黒の 馬 群の 中に 額と 両足のと ころに 白い 星型の 斑点を 持った 何 頭 か 
の 馬を 巧 有して いる 場合を 想像して みなさい。 

その 人には、 自分の 馬たち を 識別で きないで しょうか」 

これに 巧し 人々 は 「確かにで きます」 と 答えた。 

み使いは 続けて こう 話された 

「彼らは ウ ドウーを 行った ため、 顔、 両手、 両足を 白 〈輝かせながら やって まるので す。 

私は 彼らより 先に 私の 水 場に 到着して います 力 《 、 T 度 迷ったら 〈だが 追い出される ように、 



或る人た ちは 私の 水 場から 追い出される でしよう。 

私が 大声で 『まなみ M 』 と 呼びかけよう とする 時 『彼らは あなたの 劇轰 、信仰を をえ てし 
まった 者たち です 化 天使から 告げられ、 それた 私は 『行きなさい。 去りな み'』 と しづから 
です」 


アブー- フライ ラは、 別の 伝承を 経路で こう 伝えて いる 
アツ ラーのみ 使いは、 墓地に 行きこう いわれた 
「信仰者の 館に いる 人々 よ、 あなた 方に 平安が あリ ますよう に！ 

アツ ラーの 御意 志が あれば、 私たち も あなた 方の 化に 参る ことで しよう」 

な 下は 「或る人々 は 私の 水 場から 追い 化 われる だろう」 と しづ 表現を 除き、 前記 ハ デ ィー 
スと 同 内容で ある。 



状況が 困難な 場合に も ウド ウーを 行う ことにつ いて 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「アツ ラーが、 どう すれば もろもろの 罪を 消し 去り 来世での 地位を 高くな さる かにつ いて、 私 
は あなたた ちに 話しませんでした か」 

人々 が これに 巧し 「はい、 まだです。 み使い 様」 と 答える と、 彼は 「たとえ 状況が 困難な 場 
合で も、 ウ わ一を T 寧に 行う こと、 モスクに しばしば 足を 運ぶ こと、 礼拝 後には 次の 礼拝 
時 亥 峰む して 待つ こと、 これらが 留意すべき ことなの です」 といわれた。 

前記と 同 内容の ハディー スは 、アラーゼン •アブ ドル •ラフ マー ン によっても 伝えられる。 

なお、 伝承 まの一人 シュウ バ による ハディー ス には 「留意すべき こと （リバー ト）」 と しづ 言葉は ない 
力 《 、 同じ 伝承 者の一人 マーリクの ハディー ス には じれは あなた 方に とって 留意すべき こと （リバー 
卜) です」 という 表現が 二度 繰り返され ている。 



ぶ 楊枝 (シワーがの 使用に ついて 

アブー •フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「もし 信者ら な バイ ルに よると 『私の ウン マ』） に 負 巧でないなら ば、 私は 彼らに 礼拝の 
度 毎に ぶ 楊枝を 使うよう 命じたい と 思う J 

ミク ダー ム ゼン •シュ ライフは、 彼の 父が こう 語った と 伝えて いる 

私は アー イシ ャに 「預言を が 家に 帰って 最初に なさる ことは 何でした か」 とたず わた。 
すると、 彼 かが 預言を は 先ずぶ 楊は を お使いに なった」 と 答えた。 

ア ー"^ r シャ はこう 伝えて いる 

預言者は まに 入る と、 先ず 第一に 爪楊枝を お使いに なった。 

アブ ー •ム ー サ ー はこう イ 五え ている 

私が 預言を の処に 行った 時、 彼の 舌の 上に / n 楊は の 端が 見えた。 

フザイ ファは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 深夜の 礼拝 (タハ ツジュ ド) のた め 起きる 度に、 爪 楊 巧で 口中を 掃除 
なさった。 

フ ザイフ ァ による 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承を 経路で も 伝えられ t いる。 

ただ、 これには けツ ラーのみ 使いは、 夜 起き 出す 度に」 とは あるが、 「深夜の 礼拝 (タハ ツジュ の 
のために」 という 言葉は ない。 

フザイ ファは こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 夜 起きる 毎に、 いつも; a 暢 はを 使って 口中を 清潔に なさった。 

イブ ン •アツ バース は、 こう 伝えて いる 

彼は ある 夜、 預言 まの 家に 泊った。 

アツ ラーの 預言者は 深夜 礼挥 のた め 起き、 かに 出て 空を 眺め、 その後 聖典の 「イム ラー ン 
家 章」 の 中から 次の 聖 句を お誦み になった。 

「本当に 天と地の 創造、 また 夜と 昼の 交替の 中には、 思慮 あるを への しるしが ある。 
または 立ち、 または 座り、 または 横たわって 坏 断に）、 アツ ラーを 唱 念し 天と地の 創掛こ 
ついて 考える をは 言う。 

『主よ、 あなたは、 徒らに これを 御 創り になった のでは ない のです。 

あなたの 栄光を 讚え ます。 



义の 懲罰から 私たちを 救って 下さい J 」 （クル アーン 第 3 章 190-192 節） 

それから 彼は をの 中に 戻り、 爪楊枝を 使って から ウド' ゥー をな さり、 その後 立ち上って 礼 
拝を 行った。 

そして この あと 床に 就かれた。 

そうして 後、 しばらくして からまた 起き だし 外に 出て 空を 眺め、 先程の 聖 句を 巧び お誦み 
になって から 家に 入った。 

そして、 の 楊は を 使って から ウ わ一を 行い、 その後 立ち上って 礼拝を なさった。 



使徒たち の スン ナ （フイ トラ） について 


アブー •フライ ラは、 預言をから 聞いて こう 語って いる 

預言 まらの スン ナ (フイ トラ （を）） は 次の 五つで ある （もし 〈は、 次の 五つが フイ トラに 近い 
行為で ある） 

それらは 割ネ しする こと、 陰毛を 制る こと、 のを 切る こと、 肢 毛を 巧に と、 口琵を そろえる こ 
と である J 


(を) フィ トラとは 本来、 性癖、 気質、 傾向を 意味す る 言葉で あるか、 宗教 的 感覚と 訳す 場 
合 も ある。 ここでは、 使徒ら の スン ナ (慣行） と 同意義に 用いられ ている 

アブー •フライ ラは、 アツ ラーのみ 使いから 聞いて こう 伝えて いる 

フィ トラには 次の 五つが あり、 それらは、 割礼す る こと、 恥毛を 制る こと、 口 藍を 切り そろえ 
る こと、 讯を 切る こと、 版 毛を 抜に と である。 

アナスは こう 伝えて いる 

期日を きめて 口琵を 整え、 を 切り、 版 毛を 抜き、 恥毛を 制る ようむ 掛け、 それらを 40 日 
な 上 怠る ことのない ようにすべき である。 

イブ ン •ウマルに よると、 預言 まは こうい われた 

「 口琵 をき れいに 整え、 頭 藍を 蓄えなさい」 

イブ ン •ウマルは、 別の 伝承を 経路で こう 伝えて いる 

預言 まは 私たちに、 口 藍を きちんと 切り そろえ、 黑 藍を 蓄える よう お命じに なった。 

イブ ン •ウマルに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「多神教 徒らに 同調して はならない。 

彼らと 弁別す るた めに も 口 藍を きれいに 手入れし 頸 藍を 伸ばしな みり 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「口 髮を撃 乙、 頸 藍を 伸ばしな み、 巧 义教巧 (マジ ュ ース） らに 同調して はならない！」 

ア— イシ ャ によると、 アツ ラ-のみ 使いは こうい われた 

「次の 十 種が フィ トラ 願 言を の スン ナ） に 相当す る 行為た それらは □藍を 整える こと、 頸 
藍を 伸ばす こと、 ぶ 楊枝を 使う こと、 水で 鼻孔を 洗う こと、 ぶを 切る こと、 指の 関節を 洗う こ 
と、 販 毛を 抜 〈こと、 恥毛を 刺る こと、 陰部を 水で 清潔に する こと である」 



この ハディー スの 伝承 まの一人 ムス アブは 「化は 十 香 目を 忘れた が、 多分、 口を ゆすぐ こ 
とであろう」 と 述べて いる。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 ムス アブ •ビン. シャイ バに まっても 伝えられる 力 《 、 それには 「『私は 
十 番目を 忘れた』 と 彼の 父が いった」 と 記されて いる。 



用便 後の 処理に ついて 


サルマー ン はこう 伝えて いる 

彼は (異教徒から） 「あなたた ちの 預言者は、 排便 関係の ことまで 全て 教える のです か」 と 
質問され た。 

彼は これに 巧し r その 通りです。 預言者は 排便、 または、 排尿の 時キ ブラ (マッカの 方角） 
に 面する こと、 右手を 使う こと、 兰箇な 下の 小石 や 動物の 糞、 または 骨な どを 使って 用便 
後の 処理す る ことな どを 禁じて おります J と 答えた。 

サルマー ン によると、 多神教 徒の一人が 彼に こう 述べた 

「あなたた ちの 友人が、 排便 関係の ことまで 教えて いるのを 化は 見ました」 

これに 対し サルマー ンは 「その 通りです。 

彼は 実際、 用便の 巧、 私たちが ち 手を 使ったり、 キ ブラの 方角に 面したり する のを 禁じて 
います。 

彼は また、 動物の 糞 や 骨な どを 使う こと も 禁じ、 更に 兰箇な 下の 小石を 使って 簡単に 処理 
を 済ませない ようにと も 教えて います」 といった。 

ジャー ビルは こう 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは、 骨 やら 〈だの 糞な どを 排泄 後の 拭き取りに 使う ことを 禁じられた。 

アブー •アイ ユーブ によると、 預言を はこうし ホれ た 

「野原に 出て 用を 足す 時、 顔 や 背を キ ブラの 方角に むけめ よう、 まか 西に むける ようにし 
なみ''」 

アブー •アイ ューブ はこれ に 関連し 「私たちが シリ ヤに 行った 時、 な 前から あった 便所は キ 
ブラの 方角に 面して いました。 

それで 化たち は、 それらを 見ない ようにしながら、 アツ ラーへの 析 りを ささげた のです」 と述 
ベた。 

預言者は これに 巧し 「それでよ ろしい」 といわれた。 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「あなたた ちが 用便す る 時には、 顔 や 背が キ ブラの 方角に 面しない ようにを 意しなさい」 

ワ ーシウ ゼン. ハ ツバー ン はこう 伝えて いる 

私が モスクで 礼拝を 行って いた 時、 アブ ドツラ ー ■ ビン •ウマルは 背中を キ ブラの 方角に む 
けて 座って いた。 

私は 礼拝を 終えた 後、 混雑し な、 たが 彼の 近 〈に 構から 割り込んで いった。 



アブ ドツ ラーはこの 時 「人々 は 用便 中、 顔を キ ブラ や バイト ル •マク デス （エルサレム） の 方 
角に わけては ならない と 話して いるが、 私は 或る 家の 屋上に をった 時、 アツ ラーのみ 使い 
カ シくイ いい マク デスの 方角に 顔を むけ、 二 枚の 巧 瓦の 上に しやがん で 用を 足して おられ 
るのを 見掛けた ことがあります な)」 と 話しな V / ■二。 

(を) 野原 や 砂漠な ど 広い 場所では、 キ ブラ や バイト ル •マク デスの 方角を 配慮すべき であ 
るが、 建物 内 や 囲いの 中な ど 狭い 処 では その 必要がない ことを 示して いる 

アブ ドツ ラー •ビン. ウマルは、 こう 伝えて いる 

私は、 私の 姉な ハ フサの 家の 屋根に 登った 時、 アツ ラーのみ 使いが お 顔を シリ ヤ、 背中 
をキ ブラの 方角に むけながら、 用便して おられる のを 見掛けた。 



右手の 使用を 禁ずる 場合に 関して 


アブー •カターダの 父に よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

ル 用を 足す 時ち 手で 陰堇 をつ かんだり、 用便の 折、 右手を 使って 処理したり しては ならな 
い。 

また 巧れ るた め、 水を 入れた 容器に 息を 吹き かけて はならない。 

アブー •カターダの 父に よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「トイレに 入った 時、 右手で 陰茎に 触れて はならない」 

アブー. カターダ はこう 伝えて いる 

預言 まは 私たちに、 容器に 息を 吹き かける こと、 ち 手で 陰堇 にさ わる こと、 用便 後 右手で 
拭き取る ことを 禁じられた。 


ウド ウーを ち 側から 始める ことにつ いて 

ア ー^^ r シャ はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 ウ わ一を 行う も 髪を 梳 〈時、 また、 靴を お 時、 右側から 始める の 
を 好まれた。 


マ r シャ はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 靴を は 〈時、 髪を 梳く 時、 また、 ウ わ一をな さる 時な ど 万事を 右側 
から 始める のを 巧 まれた。 


道路 や 日 蔭での 用便を 禁ずる ことにつ いて 

アブー •フ ライフに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 
「呪いを ひき 起す 二つの 事柄に 気をつけなさい」 

人々 が 「み使い 様、 呪いを ひき 起す とは どんな ことです か」 とたず わると、 彼は 「人々 の 通 
る 路上、 または、 休息の ための 日蔭で 用便す る ことです」 とお 答えに なった。 



用便 後の 手洗いに 関して 


アナス ゼン •マーリク はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが 囲いの 中に お入りに なると、 私たちの 中で 最 年少の 召使いが、 水つ 
ぼを 持って 彼の あとに ついて 行き、 それを 口ートス 木 (シド ラ （注）） の 傍らに 置いた。 
み使いは 用便 後 囲いから 出て、 その 水で 両手を お洗いに なった。 

(を） 口ートス 木 （シド ラ） は、 なつめの 木の一種 

アナス ゼン •マーリク はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使い 力 《 トイレに 入られた 時には、 私と 召使いが、 水の 入った 皮 袋と 先のと が 
った 杖を 運んだ。 

み使いは その 水で 両手を お洗いに なった。 

アナス ゼン •マーリク はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 いつも 人の 目 に 触れない 遠 〈へ 行き、 用便な さった。 

その 時には 私が 水を 運び、 み使いは それで 両手を お洗いに なった。 


靴下の 上を 拭く ことにつ いて 

ハンマー ム はこう 伝えて いる 

ジャリールは 小 尿を してから ウ ドウーを 行い、 その後 而 靴下を 拭いた 
「あなたは そのような ことを する のか」 といわれた 時、 彼は 「はい、 アツ ラーのみ 使いが 放 
尿 後、 ウ わ一をな さり、 それから 而 靴下の 上を お拭きになる のを 私は 見た からです」 と 答 
えた。 

これに 関連し アア マシ ュ は、 次のように 述べて いる 

「イブ ラ ヒーム は、 この ハディー スが 人々 を 驚かせた と 語って いる 力 《 、 なぜならば ジャ リー 
ルが イスラー ムに 改宗した のは、 クル アーン の 『アル •マ ー^^ r ダ (食卓） 章、 第 6 節 J が 啓示 
された 後で あるから だった （を)」 

(を) クル アーン 『アル •マーイダ (食卓) 章、 第 6 節』 には、 ウ わ一に 際し 「両足を くるぶし 
まで 洗え」 との 啓示が 記されて いる。 

なお、 神意の 具現を 使徒 ムハンマドが、 靴下の 上を 拭 〈だけで 両足の ウ ドウーをる ませた 
という 事実は、 この 方法 も 許される ことを 示す ものである。 

スン ニー系 各 学派では、 この ハ ディースに 基づき 靴下のを 件に ついて、 皮 製靴 下の 場合 



(イマ ー ム •マ ー リク）、 靴を はいている 場合 （イマ ー ム •シャ ー フィ ー ）、 また、 厚手の 靴下 
の 場合 （イマー ム • アブー ユー スフ 及び イマー ム •ム / \ン マド） のみ 可能で あると しづ 見解 
を それぞれ 述べて いる 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 アア マシ ュ によっても もえられる。 

なお、 伝承 者イ ーサー 及び スフ ヤーン による 記録には じの ハディー ス は、 アブ ドッ ラーの 友人た 
ちを 驚かせた。 

なぜなら ジャリールは、 アル-マ r ダ 章の 啓示 後、 イスラー ムに 改宗した からで ある」 と しづ 言葉 
が みられる。 

フ ザイフ ア はこう 伝えて いる 

「私は 預言 まと 共に、 或る 部族の トイレ 場 （ミち 物 案て 場） に 行った。 

その 折、 預言 まは 立った まま 小便を なさった。 

私は その 傍らにし がが 預言者が 「もっと 側に まるよう に」 といわれ たの 近づいて 彼の 真 後 
ろに 立った。 

その後、 預言 まは ウ わ一をな さり、 靴下の 上を 手で お拭いに なった は）。 

(を) 預言を ムハンマドは、 座った まま 放尿す るの が 常だった といわれる。 

この場合は 巧 物 場に 適当な 場 巧がなかった ため、 立った ままで 放尿した ものと 思われる。 
- 説では、 背中の痛みの ため 座る ことかで きなかった ともい われる。 

フザイ ファに 近 〈へ 寄る よう 命じた のは、 用便 中の 姿を 他人の 目から 隠す ためであろう 

アブー. ワーイ ルは こう 伝えて いる 

アブー •ムーサーは、 （長 首 状の） つぼの 中に を 意 深 〈排尿す る 習慣だった。 

そして 彼は 常々 「イスラエル 人は だれでも 陰茎の 皮膚を ル 尿で 巧す ような ことがあれば、 
その 部分を 鉄で 切り取った」 と 語って しが。 

この 話を 聞いた フザイ ファは 「私は あなたち の 教友仏 ハン マド) がその ような 厳しさを 強 
制な さらない ことを 願って しなす。 

(ともあれ) 化が アッ ラーのみ 使いと一緒に 壁の 後ち にある 巧 物 案て 場に 行った 時、 彼は 
あなた 方と 同じように 立った まま 放尿な みなした。 

私は 彼から 離れようと したが、 合図され たので 彼の 処に 行き、 すぐ 後ろに 彼の 放尿が 終る 
まで 立って いました J と 語った。 

ムギー ラ ゼン •シュウ バの 息子は、 こう 伝えて いる 



アツ ラーのみ 使いが 用便の ため 外に 出られた ので、 ムギー ラは 水入りの つぼを 持って イ寸 
し' て 行き、 み使いが 戻られた 時 水を 両手に をぎ かけた。 

み使いは、 その 折、 ウ ドゥーを なを 人 靴下の 上を お拭いに なった。 

ヤヒヤーゼン •サイードは、 前記と 同 内容の ハディー スを 別の 伝承を 経路で 伝えて いる。 

それには 「彼は 顔と 両手を 洗って 後、 頭部を 拭い、 それから 而 靴下を お拭きに なった」 と しづ 言葉 
が 追加され な'' る。 

ムギー ラ ゼン •シュウ バは 伝えて いる 

或る 夜、 秘は アツ ラーのみ 使いと一緒だった。 

み使いが 馬から 下り、 用便を を ませて 戻って 来られた 時、 化は 持って いたつ ぼから 水を 
をいで あげた。 

み使いは その 水で ウ ドゥーを 行い、 その後、 両 靴下を 拭って お清めに なった。 

ムギー ラ ゼン •シュウ バは 伝えて いる 

私が 旅行に お供した 折、 預言を はこうい われた 
「ム ギー ラよ、 この 水つ ぼを 持ちなさい」 

それで 化は そのつ ぼを 持ち、 後を 付いて行った。 

私は 途中で 立ち止まった が、 アツ ラーのみ 使いは 見えな 〈なるほど 先に 行かれ、 用便を る 
ましてから 戻って まられ た。 

当時、 み使いは 両袖の きつい シリ ヤ 風の 上衣を 着て おられた が 袖口が 狭いた め 両腕を 
出す ことができず、 結局 上衣を 脱いで 両手を 自由にな さった。 

私は その 両手に 水を 注いだ 力 《 、み使いは この 時 礼拝の ための ウ ドゥーを なさり、 次いで 両 
靴下の 上を 拭いてから 礼拝を お始めに なった。 

ムギー ラ ゼン •シュウ バ はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 用便の ため かに 出て 行かれた。 

彼が お戻りに なった 時、 私は 水つ ぼを 持って行き 彼の 両手に 水を 注いで あげた。 

彼は 顔を 洗って 後、 両腕 も 洗おうと された が、 両袖が きつかった ため 上衣を 脱いで 両腕を 
出された。 

そして 両手を 洗い、 頭部を なでつけ、 而 靴下を お拭きに なって 後、 礼拝を なさった。 

ウル ワ ゼン •ム ギー ラは、 彼の 父の 言葉を こう 伝えて いる 
私は 或る 晩、 預言を と一緒に 旅を していた。 

この 巧、 彼は 私に 「水を 持って いるか」 といわれた。 

私が 「はい」 と 答える と 彼は 馬から 下り、 夜の 闇に お 姿が 見えな 〈なるほど 遠 〈まで 行かれ 



た。 

しばらく してから 戻って まられ たので 私は つぼの 水を 注いで あげた 力 《 、彼は それで 両手と 
顔を お洗いに なった。 

この 折、 彼は 羊毛 製の 上衣を 着て おられた が、 袖口 力 《 きつ 〈両腕を 出す ことができ なかっ 
た。 

結局、 上 あを 脱いで お出しに なって から、 その 両腕を ホい 頭部を お 巧い になった。 

その あとは、 靴下を 脱ぐ ため かがまれた 力 《 「 このままに しよう。 

私が 靴下 をれ V / ■こ 時 両足 共き れいだった」 といわれ、 靴下の 上を おがい になった だけ だつ 
た。 


ウル ワ ゼン •ム ギー ラは、 彼の 父から 聞いて こうおえ ている 

ネムの 父 ムギー ラは 預言を がウ ドゥーをな さるのを 手伝った が、 預言を はこの ウ ドゥーの 折、 
而 靴下の 上を お拭いになる だけだった。 

それで ムギー ラは 両足の 洗浄に ついて たずねて みた。 

預言者は この 時 「私は、 両足を 洗って から、 靴下を はいたの です」 とお 答えに なった。 


額と 夕ー バンを 拭う ことにつ いて 

ウル ワ ゼン •ム ギーラ ゼン •シュウ バ は、 彼の 父から 聞いて こうおえ ている 

アッ ラーのみ 使いが、 旅行 中 遅れて 進まれた ので、 私 も それに 従い 遅れた。 

み使いが 用便を 済まされて 後 「水は あるか」 といわれ たので、 化は 水つ ぼを 持って行った。 
み使いは それで 両手の 平と 額を お洗いに なった。 

しかし 袖の 部分 力 巧つ 〈両腕を 出す ことができなかった ため、 その上 衣の 下から 手を 出し 
て (すなわち、 上 巧を 脱いで) 両 肩に それを お掛けに なり、 両腕を 洗い、 それから 額と 夕一 
バンと、 両 靴下を お拭きに なった。 

そして 後、 乗馬され たので 私 も 乗馬し、 仲間の 処に 追い付いた。 

ネムたち が 着いた 時、 彼らは アブ ドル •ラフ マー ン •ビン •アウ フを 導師と してす でに 礼拝を 始 
め、 ーラ カー トを 終えて いた。 

アブ ドル •ラフ マー ンは 、預言者が 到着され たのを かると 後列に 下がろうと したが、 預言 ま 
は そのまま 導師を つづける よう 合図を され、 彼らと一緒に 礼拝を なさった。 

アブ ドル •ラフ マー ンが 「アッ サラー ム •アラ イ クム！ （あなた 方に 平安を！ ）」 とお 楼 のこと 



ばを 唱えた 時、 預言を は 立ち上り 化 も それに 従った。 

そして 私たちが、 到着す る 前に 終って いた ラ カー ト 分の 礼拝を 完了した。 

イブ ン •ム ギー ラは、 彼の 父から 聞いて こう 伝えて いる 

預言者は、 而 靴下、 額、 夕ー バンの 上を お拭いに なった。 

イブ ン •ム ギー ラの 語った 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承を 経路に よっても 伝えられ てい 
る。 


バ かい ビン •アブ ドツ ラーは、 イブ ン •ム ギー ラから 聞いて こう 伝えて いる 

預言者は、 ウド ウーを なさった 折、 額を 拭われ、 その後 ターバンと 両 靴下の 上を お拭きに 
なった。 

ビラール はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 而 靴下と 夕ー バンの 上を お拭きに なった。 

なお、 これに 関連し、 イ ーサー ゼン •ュー ヌスの 伝える ハディー ス には 「ビラールが 私に こ 
ういった」 と 記されて いる。 

この ハディー ス はまた、 アア マシ ュに よっても 別の 伝承を 経路で 伝えられ、 それには 「私 
は アツ ラーのみ 使いが こうな さるのを 見む と しづ 言葉が 付され な 苗。 


靴の 上からの ウド ウーの 有効期限 について 

シュ ライフ .ビン./ 、一二 一はこう 伝えて いる 

私は 靴の 上からの 清めに ついて 質問す るた めアー イシ ャの卿 こ 行った 力 《 、彼女は けブ 
- •夕ー リブの 息子 アリーの 処に行 〈力ない。 

彼は いつも アツ ラーのみ 使いと 共に 旅行して いたから」 といった。 

それで 私たちは アリーに 質問した。 

彼は けツ ラーのみ 使いは、 （靴の 上からの ウ ドウーの 有効期限は） 旅行者には； 日； 晩、 
居住者には一 日一晩で あると 規定され た」 と 語って 〈れ た。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 ウ バイ ドッ ラー •ビン •アム ル 及び サイド •ビン •アブー •ウナ 
イサら によっても 伝えられ ている。 


シュ ライフ ゼン •ハーニーはこう 伝えて いる 



私は アー イシ ャに靴 をれ がま まの 清めに ついて たずねた。 

彼女は 「この 件は、 私より アリーがよ 〈知っている 故、 彼の 処に行 〈ように」 といった。 
それで 化は、 アリーの 処に 巧った。 彼は 預言を の 述べた 前記と 同 内容の 話を 語って 〈れ 
た。 


ただ 一回の ウド ウーで 五 回の 礼拝を 行う ことに 関して 

スライ マー ン ゼン ヴラ イダは、 彼の 父から 聞いて こう 伝えて いる 

預言 まは マッカ 征服の 日、 ただ一回 ウ わ一をな さり、 しかも 而 靴下の 上から 足を 清めら 
れ ただけ で 五 回の 礼拝を 済まされた。 

ウマルは これを 見て 「あなたは 今日、 な 前には なさらなかった 事を 初めて おやりに なり まし 
た」 といった。 

預言 まは これに 対し 「 ウマルよ、 私は 故意に そう やった のです」 と 答えられた。 



水 容器の 中 に 手を 入れない ことにつ いて 

アブー •フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「あなた 方は おりから 覚めた 時、 兰度 洗わない 限り、 水 容器の 中に 手を 入れて はなり ませ 
ん。 

なぜなら、 夜の 間に 手 が师 こ 触れた かわから ないから です」 

アブー •フライ ラに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられな^。 

アブー ■サラマ 及び イブ ン •ムサ イヤ カホ、 アブー •フライ ラから 聞いて 前記と 同 内容の ハディー ス 
を それぞれ 別の 伝承を 経路で 伝えて いる。 

アブー •フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「あなたたち はおりから 覚めた 時、 両手を 容器に 入れる 前に 兰回 洗わねば なりません。 
誰でも 夜の 間に 手が 何に 触れた かわからない からです」 

アブー •フライ ラに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別 にも 数多 〈の 伝承を 経路で 伝えられ てい 
る。 

いずれも 「手を 洗う ことにつ いての 話で あるが、 その 回数を 「兰 度」 と 特別 明示して ない もの も あ 
る。 



犬の おめ ずり について 


アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「もしも 犬が 誰かの 食器 具を S 氏め た 場合、 中味を 案て、 その 容器を セ 度 も 繰り返し 洗わね 
ばなら ない」 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 アア マシ ュに よっても 別の 伝承 ま 経路で 伝えられる 力 《 、 それには 
「 中味を 棄 てんとは 記されて いない。 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは 「もしも 犬が あなた 方の 食器から 水を 飲んだ 時には、 
その 食器を セ 回 も 繰り返し 洗いなさい」 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「あなた 方 誰かの 容器を 犬が 祇 めた 場合には、 最初、 砂を 用いて 清め、 セ 回 ホい なさい」 


ハン マー ム ゼン •ムナ ツ ビフは、 アブー •フライ ラから 聞いた アツ ラーのみ 使し、、 ムハンマド 横の ハ 
ディー ス の一つを 次のように 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは こうい われた 「犬に 巧め られた あなたち の 食器は、 セ 度 繰り返して 洗 
浄 されねば ならない」 

イブ ン •ム ガツフ アルは こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使い 力 《 、 或る 種の 犬を 殺す ことを お命じに なった 時 「あれら、 つまり、 他の 種 
類の 犬に ついては どうか」 といわれた。 

そして、 結局、 巧 猫 犬 や 番犬は 飼う ことを お許しに なった。 

み使いは この 巧、 「犬が 食器 類を おめ た 場合、 セ 回 水洗いを し 砂で 八 回 こすりなさい」 と 
いわれた。 

これと 同 内容の、 ハディー スは ハー リド •ヤヒヤーゼン •サイード 及び シュウ パら によって 
も、 それぞれ 別の 伝承を 経路で 伝えられ ている。 

なお、 ヤヒヤーの ハディー ス には 「 家畜の 番犬、 巧搬 犬、 農場の 香 犬に ついては 飼う こと 
を お認めに なった」 と 記されて いる 力 《 、 農場の 香 犬に 言及して いるのは、 ヤヒヤーの 伝え 
る この ハ デイー ス のみで ある。 



巧みでの 放尿を 禁ずる ことにつ いて 

ジ ャビー ルは こうおえ ている 

アツ ラーのみ 使いは、 流れの ない 水 場に 放尿す る ことを 禁じられた。 

アブー •フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「あなた 方は ミを み 水に ル 便して はならない。 また、 そこで 洗い物を しては ならない」 

ハン マー ム ゼン •ムナ ツ ビフは、 アツ ラーのみ 使し、、 ムハンマド 様より 聞いて アブー •フライ ラが 語 
った ハ デイー スの 一つを こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは いわれた 

「 あなた 方は、 流れの ない ミを み 水に むかって 排尿して はならない。 

また、 その 中で 洗い物を しては ならない」 


みでの 放尿を 禁ずる ことにつ いて 

ジ ャビー ルは こうおえ ている 

アツ ラーのみ 使いは、 流れの ない 水 場に 放尿す る ことを 禁じられた。 

アブー •フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「あなた 方は ミを み 水に ル 便して はならない。 また、 そこで 洗い物を しては ならない」 

ハン マー ム ゼン •ムナ ツ ビフは、 アツ ラーのみ 使し、、 ムハンマド 様より 聞いて アブー •フライ ラが 語 
った ハ デイー スの 一つを こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは いわれた 

「 あなた 方は、 流れの ない ミを み 水に むかって 排尿して はならない。 

また、 その 中で 洗い物を しては ならない」 



モスク 内での 排尿 跡を 清める ことにつ いて 


アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

或るべ ドウ ィンカ 《 モスク 内で 放尿を した。 

人々 が 立って 彼を 叱責し ようとした 時、 アツ ラーのみ 使いは 「ほって おきなみ、。 

止めて はいけ ない」 といわれた。 

そして、 この 男が 放尿を 終えた 時、 水入り 容器を 運ばせ、 その 跡を 洗い流させた。 

アナス ゼン •マーリクは、 こう 伝えて いる 

砂漠の 民 ベドウィンの一人が、 モスクの 片隅に 立って 放尿を 始めた。 

人々 は 「止めよ！ 」 と 口々 に 叫んだ 力 《、アツ ラーのみ 使いは 「ほって おきなみ、」 といわれ、 
彼が 放尿を 終えた 時、 水入り 容器を 運んで 来る よう お命じに なり、 その 場所を 洗い流させ 
た。 


アナス ゼン •マー リか ホ、 別の 伝承 ま 経路で こう 伝えな、 る。 

私たちが アツ ラーのみ 使いと一緒に モスクに いた 時、 一 人の ベドウィンが 来て、 立った ま 
ま モスクの 片隅で ル 便を 始めた。 

み使いの 教 友ら は 初め 「止めよ！ 止めよ！ J と 口々 に 叫んだ 力 《 、み使い 力 《 「止めて はい 
けない。 そっとして おきなさい」 といわれ たので そのまま にして おいた。 

放尿を 終えた 時、 み使いは その 男を お呼びに なりこう いわれた 

「これらの モスクは、 放尿 や 排泄の 場所では ない。 f こだ、 アツ ラーを 念じ、 礼拝を 行い、 ク 
ルアー ンを 朗唱す るた めの 場所な のです」 （他に もみ 使いは これと 類似の ことを いわれ 
た） 

ともあれ、 この 後、 み使いは そこにいた 人々 の 中の一人に 水入りの 容器を 運ばせ、 小便 
跡を 洗い流す ように お命じに なった。 



乳児の 排尿に 関して 


預言 まの 妻アー イシ ャ はこう 語った 

「乳が 旧ら が アッ ラーのみ 使いの 咖こ 連れて来られ たので、 み使いは 彼らの ため 神の 恩 
寵をネ 斤ら れ、 その後、 晒んで 軟らか 〈したな つめの 実を 彼らの 口に 含ませて おやりに なっ 
た。 この 折、 み使いは一 人の 乳児を お抱きに なった が、 その 児は み使いの 上衣に 放尿し 
てし まった。 み使いは この 時 水を 持って まるよう に 頼み、 小便 跡に その 水を ふりかけ ただ 
けた 特に 上衣を 洗う ことは なさらなかった」 

ア ー"^ r シャ はこう 伝えて いる 

- 人の 幸 L 旧が アッ ラーのみ 使いの 処に 連れて来られた 力 《 、彼は み使いの 膝の 上に 放尿 
してし まった。 

み使いは この 巧 水を 運ばせ、 ル 便 跡に それを おかけになる だけだった。 

ヒシ ャーム は、 前記と 同 内容の ハディー スを 別の 伝承を 経路で 伝えて いる。 

ミフ サンの 娘 ウン ム •カ イスは こう 伝えて いる 

彼女は アッ ラーのみ 使いの 処に まだ 乳 触れして いない 彼女の 児を 連れて来、 み使いの 膝 
の 上に 座らせた。 

その 折、 この 胤 ホ 放尿して しまったが これに 対しみ 使いは 膝の 上に 水を 少し ばかり かけ 
ただけ で、 それな 上は なにもな さらな 力、 った。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 ズ フリーに よっても 別の 伝承 ま 経路で 伝えられる 力 《 、 それには 「ア 
ッ ラーのみ 使いは 水を 求められ、 膝の 上に ふりかけられた」 と 記されて いる。 

更に、 同 内容の ハディー ス は、 ウ バイ ドッ ラーゼン •アブ ドッ ラーゼン •ウ いく •ビン •マ スウードに 
よっても 次のように 伝えられ ている。 

ミフ サンの 娘、 ウン ム •カ イスは、 アッ ラーのみ 使いに 忠誠を 誓った イスラー ム 初期の け ッカから 
の） 女性 移住者の一人 であり、 アサ ド •ビン •フザ イマ 部族 貝の一人、 ウッカー シャ •ビン •ミフ サン 
の 姉妹であった。 

その 彼女が 語った ところに よると、 彼 か ホ、 まだ 食物が 喃 める 年齢に も 達して いない 彼女の 息子 
を 連れて アッ ラーのみ 使いの 化に 行った 力 《 、 その 折、 この 子供は、 み使いの 膝の 上に 放尿して し 
まった。 

この 時、 み使いは 水を 持って まるよう お命じに なり、 尿を かけられた 上衣の 上に その 水を 少 々ぶ、 り 
かけた だけた T 寧に 洗い流す ことは なさらな 力、 った。 



精液を 洗い 落す ことにつ いて 


アル カマ 及び ア スワ ドは、 こう 伝えて いる 

ァー イシ ャの まにあ まった 或る 男が 朝に なって、 巧 服を 洗い 始めた。 

それを 見て アー イシ ャは 次のように いった 

「精液が あ 服に 付着し な、 る 場合は、 その 個所 だけを ホい 落せば よいので す。 

また、 それが 付着して ない 場合は、 巧した 個所の 回り だけに 水を ふりかければ 十分です。 
私は、 アツ ラーのみ 使いの 衣服に それを 見付け、 ただこす り 落した だけでした 力 《 、 み使い 
は その 巧 服を 着た まま 礼 巧なさい ました」 


ア スワ ド 及び ハン マー ム は、 アー イシ ャの 言葉を こう もえて いる 

私は アツ ラーのみ 使いの 衣服から、 精液の 付着 物 か、 つも こすり 落しました。 

アー イシ ャの 語った 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

ハン マー ム は、 前記と 同 内容の ハディー ス をアー イシ ャ から 聞いて 伝えて いる。 

アム ル •ビン •マイムー ン は、 こう 伝えて いる 

私は スライ マー ン ゼン •ヤ サー ルに、 衣服に 付着した 精液は 洗い 落されるべき か 否かに 
ついて たずねた。 

それに 巧し、 彼は 次のように 答えた 

けーイシ ャは 化に 『アツ ラーのみ 使いは 精液を 洗い 落した 後、 その 衣 眼を 着て 礼拝に 行 
かれた。 私は その 洗った 跡を 見ました』 と 語って 〈れ た」 

アム ル ゼン •マイムー ン による 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ てい 
る。 

なお、 伝承 者 イブ ン •ム バー ラク 及び アブ ドル •ワ ーヒ ドに よる ハディー ス にはけーイシ ャは 『私は 
アツ ラーのみ 使いの 衣服から いつも それを 洗い 落した』 と 語って いた」 と しづ 言葉が みられる。 

アブ ドツ ラーゼン •シ ハー ブ •ハウラーニーは、 こう 伝えて いる 

私は アー イシ ャ のまに 泊った が、 夢精を し、 その 痕跡で 巧 眼の 上下を 巧した。 

それた 翌朝、 肌着 上着 共々 水に 付けた が、 これを 女中が 見て アー イシ ャに 告げた。 
そのため アー イシ ャは 「 どうして、 そのよう に 巧 眼を 洗う のか」 と 使いを 寄越して 私に たず 
わた。 

それで 化は 「眼る 人が よ 〈見る 夢を 化 も 見た のです」 と 答えた。 

すると 彼 かが 何 か 衣服に 付着して います か」 といった。 

私が 「し ル、 え」 と 答える と、 彼女は％ にか 付着して いる 場合は 洗い 落すべき です。 



私は アツ ラーのみ 使いの 衣服に、 度いた 精液の 跡を 見付ける 度に ぶで かき 落しました」 と 
語って くれた。 


生理に よる 巧れ について 

ヒシ ャーム ゼン •ウル ワに よると、 アブー •バ クルの 娘ア スマー ウ はこう 伝えて いる 

或る 女性が 預言を の処に 来て 「生理の 血痕 力 《 、私たちの 衣服に しみついた 場合 どうす ベ 
きでしょう か」 とたず ねた。 

預言 まは これに 対し 「それを ので かき 落としてから 水で もみ 洗い、 更にき れいな 水で ゆす 
ぎなさい。 

それから その あ 服を 着て 礼拝 すれば よい」 とお 答えに なった。 

ヒシ ャーム •ビン •ウル ワ による 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承を 経路で も 伝えられ てい 
る。 



ハイドの 書 


生理 中腰 巻を まとう ことにつ いて 

アー イシ ャ は、 こう 伝えて いる 

私たち （預言者の 妻ら） の 誰かが 月 経の 折には、 アッ ラーのみ 使いは 腰巻を まとうよう 命 
じ、 それから 抱擁な さった。 

アー イシ ャ は、 こう 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは、 私たちの 誰かが 生理の 時には、 その 期間 ずっと 腰巻を まとうよ うお 
命じに なり、 それから 抱擁な さった。 

ア ー "^ r シャ はまた 次のように も 語って いる。 

「あなた 方の一体 誰が、 み使い ほどに (欲望が 自制で きる でしよう か」 

預言者の 妻の一人 マイムー ナ は、 こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 月経 中の 妻たち にがして は、 彼女ら の 腰巻の 上から 抱擁され た。 


生理 中の 女性との 同 床に 関して 


イブ ン •ア ツバー スの 元奴隸 クライブは、 預言を の 妻の一人 マイムー ナの 言葉を、 こう 伝えて いる 
アツ ラーのみ 使いは、 生理 中の 私の 横に 臥される 時には、 私との 間に一枚の 布を 置かれ 
るの が 常だった。 

ウン ム. サラマは、 こう 伝えて いる 

お カヴツ ラーのみ 使いと 柔らかな ビロ ウドの 敷物の 上に 臥して いた 時、 私の 生理が 始まっ 
た。 

それで 化は 寝床を 抜け出、 生理 中に いつも 着る 衣類を まとった。 

み使いが これを 見て 「生理が 始まった のか」 とおたず わに なった のた 私は 「はい」 と 答え 
た。 

その あと、 私を お呼びに なった ので 私は またみ 使いの 傍らで 横に なった。 

み使いは、 通常は、 交接 後 私と 同じたら いで 躯を お洗いに なった ものでした。 



生理 中の 女性に 許される ことにつ いて 


マ r シャ はこう 伝えて いる 

預言者が イ ウテ カー フ (を） の 折、 私の ちに 頭を 傾けた ので、 私は 髪を 梳い てあげた。 

その 期間 中 彼は トイレに 行くな か、 家の 中には お入りに ならなかった。 

(を) モスクに 数日 間 籠る こと、 特に ラマダー ン月 の 最後の 十日 問、 モスクに 籠って ネ斤 願す 
る ことを いう 

アブ ドル •ラフ マー ンの娘 アム ラに よると、 預言者の 妻アー イシ ャ はこう 語った 

「私は イ ウテ カー フの 行に 入る と、 トイレに 行 〈時 だけを に 入り、 通りが かりにを 族の 安否 
について たず わると しづ 風であった。 

なお、 アツ ラーのみ 使いが モスクに お籠りに なった 或る時、 頭を 私の ちに 突き出され たの 
で 化は 髪を 梳 いてさし 上げた。 

彼は イ ウテ カー フ 中には、 トイレに 行 〈用事な 外に まに 入る ことはなかった」 

これに 関連す る イブ ン •ル ムフ による ハディー ス には 「アツ ラーのみ 使いと その 夫人たち の 
イ ウテ カー フ 中口む と しづ 表現が みられる。 

預言者の 妻アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使い 力 《 イ ウテ カー フで お籠りの 折、 頭を モスクから 私の ちに 出された ので、 
私 は 生理 期間 中 では あった がその 頭を 洗って さし 上 げた。 

ウル ワに よると、 アー イシ ャ はこう 語った 

「わたしが 部屋に しが 時、 アツ ラーのみ 使いが モスクから 私の ちに 頭を お傾けに なった の 
で、 私は 生 巧 中であった が、 彼の 頭の 髪を あいて さし 上げました」 

ア スワ ドに よると、 アー イシ ャ はこう 語った 

「私は 生理の 期間 中で も、 アツ ラーのみ 使いの 頭を 洗って あげました」 

力ーシム ゼン •ムハンマド によると アー イシ ャは 、こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが 私に 「モスクから 筵を 持って まるよう に」 といわれ たの ザ 私は 今、 月 
経 中です」 と 申し上げた。 

これに 巧し、 み使いは 「あなたの 月経は 手には 関係ない のです」 といわれた。 

力ーシム ゼン •ムハンマドに よると、 ア ー^^ r シャ はこう 伝えて いる 



アッ ラーのみ 使いは、 私に 「モスクから マットを 持って まるよう に」 とお 命じに なった。 
そこが 化は 今、 月経 中です」 と 申し上げ たのです 力 《 、み使いは り ットを 取って来 なみ、。 
生理は あなたの 手の 中に 起って いる わけでは ない のです から」 といわれた。 


アブー •フライ ラは こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使い 力な スクに おられた 時、 「アー イシ ヤ よ、 衣服を 取って来なさい」 といわれ 


た。 

彼女が 「化は 生理 中です」 と 答える とみ 使いは 「あなたの 生理は、 手には 関係 おいので 
す」 といわれた。 

それで 彼女は み使いの 衣服を 取って来た のでした。 


ミリ ダー ム ゼン •シュ ライハの 父に よると、 アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

月経 中、 水を 飲む ために 私が 使って しが 容器を 預言を にお 渡しす ると、 預言者は、 私が 
口を 触れた ところに 御 自分の 口を 当てて 水を お飲みに なった。 

私が 月経の 折、 骨つ き 肉を 食べ、 残りを 預言を にお 渡しす ると、 預言を は、 私の 口が 触 
れた ところに 御 自分の 口を 当てて その 残りを お食べに なった。 

なお、 この ハディー スの 伝承 老 の一人、 ズハイルは、 「預言を も 水を お飲みに なった にと 
に関しては 言及して いない。 

マンスールの 母に よると、 アー イシ ヤ はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 生理 中の 私の 膝に もたれながら、 クル アーン をお誦 みに なった。 

サ ービト によると、 アナスは こう 伝えて いる 

ユダヤ人の 中には、 生理の 始まった 女性と 食事を 共に しなかったり、 家の 中で一緒に 生 
ましない をたち がいる。 

それた 教 友たち はこの 件に ついて 預言者に 質問した。 

この 時、 アツ ラーは 次の 啓示を 下された 「かれらは 月経に ついて、 あなたに 問う だろう。 い 
って やる がいい。 『それは 不浄で ある。 だから 月経 時には、 妻から 遠ざかり、 清まる まで 近 
かいては ならない。 それで 清まった 時には、 アツ ラーが 命じられる ところに 従って、 かの 女 
らの抓 こ 赴け。 まことに アツ ラーは 悔悟す るを を 愛でられ、 また 純潔のを を 愛される』 J の 
ルアー ン第 2 章の 2 節） 

(ともあれ) 質問に 巧し アツ ラーのみ 使いは 「性行為な 外は 何を やっても 構わない」 とお 答 
えに なった。 

この 言葉を 聞いた ユダヤ人 たちは 互いに 「この 人物は、 私たちが 反対して いる ことを 禁じ 
ようとし ない」 といい 合った。 

それで、 ウサイ ド ゼン •フ ダイ ル 及び ア ツバード ゼン ゼ シュルが やって まて 「み使い 様、 



ユダヤ人たち はしか じか 申して おリ ます。 それ 故、 月経 中の 女性に 接するべき ではない と 
思います」 と 述べた。 

この 折、 み使いは 顔色を お変えに なった （を）。 

そのため 私たちは、 み使いが この 二人に 巧し 大変 立腹され たの だと 思った。 

しかし 彼らが 出て 巧こうと した 時、 たまたま、 み使いの 処に 牛乳が 送られて 来たので ある 
が、 み使いは 彼らを すぐ 呼び返され、 彼らに も その 牛乳を おちえ になった。 

それで 化たち は、 み使いが 彼らに 巧して 立腹して いない ことを 知った のだった。 

(を) み使いが 顔色を をえ たのは、 この 二人の 言葉に ユダヤ人の 慣習に 同調す る 風が み 
えたた めで あろ ラ。 

イスラー ム には、 月経 中の 女性に 巧して 性行為 その他に 若干の 制約を 付す だけた 隔離 
するな どの 慣習は ない 



精 あにつ いて 


アリ— ビン •アブ- •タリ- ブ はこう 伝えて いる 

私は よ 〈精液を 漏らす 質で あるが、 預言を に それにつ いてたず ねる ことは、 彼の 娘婿の 立 
場 上 恥ず か しいの で ミク ダー ド' ゼン •ア スワ ドに 頼んで 質 問して もらった。 

預言者は こうし ホれ た 「その 場合、 陰茎を 洗って から、 ウ わ一を 行いな みり 

アリーはこう 伝えて いる 

私は 預言を が 化の 妻 ファーティ マの 父に 当り、 私が 娘婿で も ある 関係 上、 精液に ついて 
質問す るのを 恥ずかし 〈思って いた。 

それた ミク ダードに、 私に 代わって たずねて 〈れ るよう 頼んだ。 

ミク ダードの 質問に 巧して 預言者は 「そのような 場合には、 ウ わ一を 行うよう に」 とし ホれ 
た。 


イブ ン •ア ツバー スは 、アリーより 聞いて こう 伝えて いる 

私たちは ミク ダード ゼン •ア スワ ドを アツ ラーのみ 使いの 処に 遣って 「精液が 陰茎から 漏 
れ 出た 場合、 どうす べきです か」 とたず わさせた。 

み使いは これに 対し 「ウ わ一を 行い、 性器を 洗いな み M とし ホれ た。 


夜半の 洗浄に 関して 

イブ ン .アツ バース はこう 伝えて いる 

預言を は、 夜半 起き 出して 用便を る まされて 後、 顔 や 両手を お洗いに なり、 それから また、 
就寝な さった。 



交接 後の 就寝に 関して 


マ — r シャは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 交接 後で あっても 就寝な さる 前には、 いつも 礼挥 用の ウ ドゥーを お 
こな われた。 

ア ー "^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 交接の 後、 食事したり 就寝な さろうと する 時には、 必ず 礼挥 のた め 
のウ ドゥーを 行われた。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 シュウ パに よっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

イブ ン. ウマルは こう 伝えて いる 

私の 父 ウマルは けッ ラーのみ 使い様、 交接の 後 そのまま おっても よいで しよう か」 と 質問 
した。 

これに 巧し み使いは 「ウ ドウー後 であれば 眠っても よい」 といわれた。 


イブ ン •ウマ J レは こう 伝えて いる 

私の 父 ウマルは 預言 まに、 法律み ャリー の 上の 問題と して 「私た か ホ、 性交 後 そのまま 
眠っても よいので しよう か」 とたず ねた。 

これに 対し 預言者は 「交ち の 後には ウ ドウーを 行って から 眠るべき です。 

また、 望むならば ホ おすべき です」 といわれた。 

イブ ン •ウマ J レは こう 伝えて いる 

ウマル ゼン •ハッター ブカ 《 、アッ ラーのみ 使いに 昨夜 性交を 行った と 話した ところ、 み使い 
は 彼に 「ウ わ一をし 性器を 洗って から、 おる ように J といわれた。 

アブ ドッ ラー •ビン •アブー •カ イスは こう 伝えて いる 

私は アー イシ ャ に、 アッ ラーのみ 使いの ウィ トル （深更 時の 礼拝） に関して 費 問し 或る ハ 
ディー スに 言及して 後 

「交接を 終えた あと、 み使いは どうな された のです か。 

就寝前に 躯を 洗われた のです か。 

それとも 躯を 洗わずに おられた のです か」 とたず ねた。 

これに 巧し ア ー"^ r シャは 

「み使いは これら 全てを おやりに なりました。 

時には 躯を 洗った 後 おやすみ になり、 また 時には ウ ドウーをる まされた だけで 就寝な さっ 
たのです」 と 答えた。 



この 言葉を 聞いて 私は 「万事を 行い やすいよう にお 定めに なった アツ ラーを 讚美 致し ま 
す！ 」 といった。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 ムアー ウイ ア ゼン • サーリ ハに よっても 別の 伝承を 経路で 伝えら 
れ ている。 


アブー. サイード •フ ドリーによると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「あなたた ちの 誰でも 妻と 性交を 行って 後、 更にもう一度 それを 繰リ 返そうと する 場合には、 
ウ ドウ ーを しなければ な りません」 

アブー •バ クルの 伝える ハディー ス には、 「二度の 交合の 間には一度 ウ ドウーを 行うべき で 
す」 「ウ ドウー後、 望むならば また 性行為を 繰り返 えせば よい」 と 記されて いる。 


アナス ゼン •マーリク はこう 伝えて いる 

預言者は 夫人たち と 交ち を 繰り返した 後で も、 ただ一回 ホ おされる だけでした （を）。 


(を) 預言を は、 交接の 度に 必ず ウ ドウーを 行った が、 ホ おに 関しては その 限りでは なか 
つた 



女性の 夢精に ついて 


アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

イス ハー クの 祖母 ウン ム. スライムは、 アー イシ ャ と共にい る アッ ラーのみ 使いの 処に まて 
「み使い 様、 女性が 男性の 見る 夢を み、 男性の 経験す る こと （夢精) を 経験した 場合、 どう 
すれば よいので す 力、」 といった。 

アー イシ ャは 「ウン ム •スライムよ、 あなたは 女性を 辱める ことを 口にな さる！ 

あなたの ち 手が ± 砂で 覆われます ように！ （そんな ことを 口にして はいけ ません！ ）」 とた 
しなめ たが、 

み使いは アー イシ ャに 「あなたの ち 手 こそ、 ± 砂に 覆われる ように！ 」 といい 「さて、 ウン 
ム •スライムよ、 その 場合、 女性は ホ おすべき です」 とお 答えに なった。 

アナス ゼン •マーリクは、 ウン ム •スライムの 話を こう 伝えて いる 

彼女が、 男が 見る ような 夢を みた (すなわち、 夢精を した) 女性に ついて 質問した 時、 アッ 
ラーのみ 使いは 「その 場合、 女性は ホ おすべき です」 といわれた。 

これに 関し ウン ム •スライムは 次のように 語って いる 

「こんな 質問を する ことは 恥ずかしかった 力 《 、私は また 『そのような ことが 起こる でしよう 
か J とたず わた。 

預言者は これに 巧し 『その 通りです。 

さもな け かも どうして 母親に 似た 子供が 生れる のです か。 

男の 精子は 淡い 白色です 力 《 、女性の 精液は 薄い 黄色です。 

これらの 精子の 強さ、 もし 〈は、 優勢 さに よって 男女 どちら かに 似た 子供が 生れる のです』 
といわれた」 


アナス ゼン •マーリク はこう 伝えて いる 

或る 女性が、 アッ ラーのみ 使いに、 男性と 同じような 夢精を 体験した 女性に ついて 質問し 
たと ころ、 み使いは 「そのような 場合、 ホ おすべき です」 といわれた。 

ウン ム ■サラマは こう 伝えて いる 

ウン ム •スライム カ 《 、 預言を の処に 行きけ ッ ラーのみ 使い様、 まことに アッ ラーは 秘め事 
に関する 真理を も 明示な さる 方です。 

夢精した 女性は ホ おすべき でしよう か」 とたず わた。 

これに 巧し み使いは 「その 通りです。 もしも 女性が 腔 水を 漏らした 場合には」 といわれた。 
ウン ムサ ラマは この 巧 「み使い 様、 女性 も 夢精し ます か」 とたず わた。 

するとみ 使いは 「あなたの 両手に ± 砂を かぶせる がよ い！ 



女性が 瞳 水を 出さなければ、 どうして 子供が その 母親に 似る ことがあ ります か」 といわれ 
た。 


前記と 同 内容の ハディー ス は、 ヒシ ャーム ゼン •ウル ワ によっても 伝えられる 力 《 、それには 「ウン 
ム •サラマは この 巧、 ウン ム •スライムに 『あなたは 女性の 恥じらう ことを 口にな さる 化 いった」 とい 
う 言葉が 追加され ている。 

預言 まの 妻アー イシ ャ は、 こう 語って いる 

「バニー •アブー •タル ハの 母 ウン ム‘ スライムが アツ ラーのみ 使いの 処に また」 

lil 下は 前記 ヒシ ャーム による ハディー スと同 内容で ある 力 《 、 これには 次の 言葉が 追加 さ 

れ ている 

「アー イシ ャは 『女性が 性行為の 夢を見る だろう か、 といって 彼女を 非難した』 と 語った」 

ア ー"^ r シャ は、 こう 伝えて いる 

或る 女性 カヴツ ラーのみ 使いの 処に まてこう 質問した 

「女性が 性交の 夢を み、 その 結ま瞎 水を 漏らした 場合、 ホ おすべき でしよう か」 

み使いは これに 巧し 「その 通りです」 といわれた。 

ア ー "^ r シャ はこの 時 彼女に むかし'' 「あなたの 両手に ± が かけられ、 傷つ けられ ますよう 
に！ 」 といった が、 み使いは 「そのような ことを 口にして はいけ ない！ 」 と 彼女を たしなめて 
後 

「子供が 母親に 似る のは、 女性の 精液が 男性の それより 優って いる 場合た この 折 子供 
は 母方に 類似し ます。 

男性の 精液が 優っな^ 場合は、 子供が 父方に 類似す るので わと し ホれ た。 



男女の 精 あにつ いて 


アツ ラーのみ 使いの 元奴隸 、サウ バーン は 次のように 伝えて いる 

おが アツ ラーのみ 使いの 横に 立って いた 時、 ユダヤ人の ラビ （聖職者） の一人が 来て こう 
いつた 

「あなたに 平安が あります ように！ ムハンマドよ」 

これを 聞いた 私は 彼を ちき 押した のた 彼は 倒れそう になった 

「なぜ 私を 押す のか」 と 彼が いうの た 私は 「なぜ アツ ラーのみ 使いよ！ といわない のか」 
といい 返した。 

すると 彼は 「我々 は、 彼のを 族が 付けた 名前で 彼を 呼んで いるに すぎない」 といった。 
み使いは これに 巧し 「確かに 私の 名は ムハンマドた 私のを 族が 名付けて 〈れ たもので 
す」 といわれた。 

その ユダヤ人は r 私は あなたに 聞きたい ことがあって 来たので す」 といった。 

それに 巧し み使いが 「それは、 あなたに 役に立つ ことです か」 といわれ ると、 彼は 「是非 お 
聞きしたい のです」 と 答えた。 

み使いは 手に した 杖で 地面に 線を 引かれた （気持を 整える ための 動作） 

そして 後 「さあ、 なんでも 質問しなさい」 といわれた。 

それで、 この ユダヤ人は 「大地が 他の 大地に を わり、 天 もまた 同様にを わる 世の 終りの 
曰、 人間は どこに 留まる のです か」 と 質問した。 

み使いが 「彼らは、 真暗闇の 中で 天国に 通ず る 橋の 近 〈に 留まる ことで しけ」 と 答える と、 
その ユダヤ人 はまた r その 橋を 最初に 渡る のは どんな 人たち です か」 とたず ねた。 
するとみ 使いは 「彼らは イスラー ムに 改宗し マディー ナ にやって 来た 移住者の 中の 貧を 
たちです」 とお 答えに なった。 

ユダヤ人は 更に 「天国に 入った 時の 彼らの 朝食は なんです か」 とたず わた。 

み使いは これに 対し 「魚の 肝です」 と 答えられた。 

ユダヤ人 はまた 「その あとの 食物は 何です か」 とも 問うた が、 み使いは これには 「天国の 
各地で 飼育され た 雄牛が 彼らの ため 屠殺され ます」 と 述べ、 「飲み ものは 何です か」 との 
質問には 「サル サビールと 呼ばれる 泉の 水が 与えられます」 とお 答えに なった。 

その ユダヤ人は、 r よく わかりました」 といって から 更に r 私は この 地上の 人々 の 中た た 
だ一人の 預言を、 もしくは、 彼 Jii 外、 僅かに一 人が 二人の 者し か 知らない 事柄に ついて 
あなたに おたずねした 〈てこ こに 来たので す」 といった。 

み使いが 「もし 私が それにつ いて 話せば、 あなたの 役に立ちます か」 とおたず わになる と、 
彼は 「真剣に 伺います」 といい 「私が ここに またのは 子供に 関して 質問す るた めです」 と述 
ベた。 

これに 対し み使いは 次のようにい われた。 

「男性の 精子は 白 〈、 女性の それは 黄色です。 



男女が 性行為を した 時、 男性の 精子が 女性の それに 優る 場合、 アツ ラーの 定めに より、 
男 旧が 生まれる のです。 

そして、 また、 女性の 精子が 男性の それに 優つな^ 場合、 アツ ラーの 定めに より、 女 巧 
が 創ら れ るので す」 

この 言葉を 聞いた ユダヤ人は 「あなたの いわれた ことは 真実です。 

まことに あなたは 預言まで す」 といい、 その後 帰って 行った。 

み使いは 「彼は 私の 知らない 幾つかの 事柄に ついても たずねた 力 《 、アツ ラーがその 答え 
のた めの 知識を 私に お与え 下さった のです」 といわれた。 


前記と 同 内容の ハディー ス は、 ムアー ウィ ア •ビン •サラー ム によっても 伝えられる 力 《 、 それには 
「私は アツ ラーのみ 使いの 横に 立って いた」 と しづ 言葉は ない。 

この 他に も 二、 兰 表現 上に 異同が みられる。 



交接 後の 沐浴に ついて 


マ — r シャは 伝えて いる 

交接の あと、 アツ ラーのみ 使いが ホ おを なさる 時には、 先ず 両手を 洗い、 次いでち 手で 水 
を 左手の 上に をぎ、 陰茎 部分を お ミ 先い になった。 

そして 後、 礼拝の 時と 同様の ウ ドゥーを 行われた。 

その後、 水の 中に 指を 入れ 濡らしてから、 髪の 根元を その 指で かき 回し 髪が 適当に 湿っ 
たと ころで、 手一杯の 水を 兰度 頭に おかけに なった。 

それから 躯 全体に 水を 注ぎ、 次いで 両足を お洗いに なった。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 ヒシ ャーム によっても 別の 伝承を 経路で 伝えられ ている 力 《 、 それ 
には 「両足を 洗った」 と しづ 言葉は ない。 

ヒシヤ ームの 父は、 アー イシ ヤ から 聞いて こう 伝えて いる 

預言者は、 交接の あと ホ おされた が、 その 時には、 先ず、 両手の 平を 兰度 お洗いに なっ 
た。 

レ： <1 下の ハディー ス は、 前記と 同 内容で あるが、 これには 両足の 洗浄に ついての 記述は な 
い。 

ウル ワ は、 アー イシ ャ から 聞いて こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 性行為の 後 ホ おを なさった が、 たらい に 手を 入れる 前に、 先ず 両手 
を お洗いに なった。 

そして 後、 礼拝 前にな さるよう なウ ドゥーを 行われた。 

イブ ン •アツ パー ス は、 母方の 伯母 マイムー ナの 言葉を こう 伝えて いる 

私は、 アツ ラーのみ 使いの 近くに、 性行為 後の ホ おのた めの 水を 置いた。 

彼は 手の平を 二度、 もしくは、 兰度 洗い、 その後 片手を たらい に 入れて 汲んだ 水を まぎな 
がら、 左手で 陰部を 洗浄な さった。 

それから その 左手で 地面を たたき、 手の平を 強 〈こすった。 

この 後、 礼拝の 時と 同様の ウ ドゥーを 行って から、 水を 兰杯 頭に かぶって、 全身を お洗い 
になった。 

そして 後、 この 場所から 離れ、 両足を 洗浄な さった。 

私は タオルを お渡しし たが、 それを 使う ことな 〈そのまま お返しに なった （を）。 

(を) タオルの 使用が 禁じられ ている わけでは ない。 

ただ、 暑さを しのぐ ため 水気を 拭き取らなかった だけであろう 
前記と 同 内容の ハディー ス は、 ア アマ シュに よっても 伝えられる 力 《 、 伝承を ヤヒヤーゼン •ヤヒヤ 
- 及び アブー •クライブ による ハディー ス には 「水を； 度 頭に かぶった」 と しづ 表現は ない。 

なお、 伝承 者 ワキー ウの ハディー ス には、 口す すぎ、 鼻孔の 洗を など、 ウ ドゥーの 全 過程が 記され 



ている。 

なおまた、 アブ ー • ムアー ウィ アの ハディー ス には、 タオルに ついての 記述は みられない。 

イブ ン .アッ バ ー ス は、 マイム ー ナ から 聞いて こう イ 占えて いる 

預言 まは タオルを 渡された が、 それで 躯を お拭きには ならなかった。 

水に 濡れた ままで おられ、 自然に 輯 〈のを 好まれた ので ある。 

アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは、 性行為の 後、 ホ おを なさった が、 その 折には たらい を 運ばせ、 手一 
杯の 水を 取って 最初に ち 手、 次いで 左手の 表面を 洗浄され てから また一杯の 水を 取り、 
頭に おかけに なった。 



沐浴の ための 水の 量に ついて 

アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは、 交接の 後、 水が 1 ファ ラク （を） （約 8 リッい いほ ど 入った たらいで ホ 
浴を なさった。 

(を) ファ ラクは マディーナ 地方の 計量 単位。 時代に よって 多少の 増減が あるが、 略 7-8 リ 
ツト ルに 当る 

ア ー"^ r シャ はこう 伝えて いる 

「アッ ラーのみ 使いは、 約 8 リットル ほど 水の 入った たらし、 で ホ おされた。 

私 もみ 使いと 同じたら いの 水を 使って ホ おした のです」 伝承 者の一人 スフ ヤーン は 「一つ 
のたら いで」 と 記して いる。 

なお、 クタ イバ は、 1 ファ ラクを、 3 サーア (を） （約 8 リッ H いに 巧 当す ると 説明して いる。 

(を) サーア とは、 アラブの 計量 単位で 約 2.5 リッ hi レに 当る 

アブ ー ■ サラマ •ビン •アブ ドル •ラフ マー ン はこう 伝えて いる 

私は アー イシ ャの卦 兄弟と 共に 彼女の 処に 行き、 彼女に 性行為 後の 預言 まの ホ おにつ 
いて 幾つか 質問した。 

その 折 彼女は、 1 サーア （約 2.5 リッい い 入り ほどの 容器を 運ばせ、 力ーテンで 仕切られた 
奥の 部屋で ホ おを 始め、 水を 頭から 兰度 かぶった。 

当時、 預言を の 夫人たち は 皆、 髪を 両耳の あたりまで 伸ばして いた (注）。 

(を） 「ワフ ラ」 と しづ 言葉 か 使われて いる 力 《 、 これには、 髪を 頭に たば わると 力、、 耳た ぶま 
でたら すな どの 意味が ある 

サラマ ゼン •アブ ドル •ラフ マー ン は、 アー イシ ャ から 聞いて こう 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いが ホ おなさる 時には、 先ずち 手に 水を かけて 洗って から 始められた。 
その後、 そのち 手で 不浄 部分に 水を をぎ、 左手を 使って 洗い流してから、 頭に 水を おか 
けに なった。 

アー イシ ャは 「私と み使いは、 交接の 後、 同じたら いの 水で ホ おを しました」 と 語って いる。 
アブ ドル •ラフ マー ン ゼン •アブー •バ クルの 娘 ハ フサは、 アー イシ ャ から 聞いた 話を こうおえ てい 
る 



アー イシ ャと 預言を は、 およそ 3 ムッ ド ほ） （約 6 リッ ル） ほどの 水の 入った 同じたら いで 
ホ おを なさった。 

(を) ムッ ドは アラブの 計量 単位で ある 力、、 地方に よって 基準が 異なる。 

「サ ーア より 少ない」 とを 釈 される 故、 ここでは 2 リットル 程度に 計算した。 

アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

私と アツ ラーのみ 使いは 交ち の 後、 同じたら いで ホ おを したが、 その 折、 私たちの 手は た 
らいの 中で よ 〈ぶつかった。 


ア ー ^^ T シャ はこう 語って いる 

「私と アッ ラーのみ 使いは、 二人の 間に 置かれた 同じたら いで ホ おを した 力 《 、 み使いは 私 
より 早 〈ホ おを 済ませる ので、 私は いつも 『水を 私の ため 残して おいて 下さい。 水を 残して 
おいて 下さい J といった ものです」 

なお、 彼女は 「性行為の 後には、 きまって ホ おしました」 と 語って いる。 

イブ ン •ア ツバー ス による t 預言を の 妻 マイムー ナ はこう 語って いる 
「私と 預言 まは 同じたら いで ホ おを しました」 

イブ ン .アツ バース はこう 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは、 妻 マイムー ナが 使い残した 水で ホ おを なさった。 

ウン ム ■サラマの 娘の ザイ ナブは こう 伝えて いる 

ウン ム ■サラマと アッ ラーのみ 使いは、 性行為の 後、 同じたら いで ホ おを しました。 

アナスに よると、 アッ ラーのみ 使いは 五 マックー ク （を） （約 10 リッ ル） の 水を 使って ホ おされ、一 
マックー クじ リットル 程度） の 水で ウ ドゥーをな さった。 

なお、 イブ ン •ムサン ナーは 5 マックー クの 代りに 5 マ カー キーヤ と しづ 言葉を 使って いる。 

(を) マックー ク (マ カー キーヤ はこの 複数形） は 計量 単位で、 1 ムツ ド (約 2 リツ ['ル） に 相当す ると 


アナスは こう 伝えて いる 

預言者は、 ウド ウーに 1 ムツ ド (約 2 リツ H レ） の 水を 使い、 ホ おの 時には、 1 サーア (2.5 リ 
ツ トル） から 5 ムツ ド (約 10 リツ hi レ） の 水を お使いに なった。 



サフィー ナ はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 性行為の あと 1 サーア （約 2.5 リットル） の 水で ホ おされ、 1 ムツ ド (約 2 
リットル） の 水を 用いて ウ ドウーをな さった。 


サ フィーナは こう 伝えて いる 

み使いは、 1 サーア の 水を 用いて ホ おされ、 1 ムツ ドの 水で ウド ウーを なさった。 

イブ ン •フジ ュ ルは これに 関連し 「み使いの ウ わ一には、 1 ムツ ドの 水で 十分 足りた」 と 語 
ってい るが、 この ハディー スの 伝承を の一人 イス マイールの 高齢 さ 故に、 本文 内容の 信 
頼 度には し々 さか 疑念が もたれる とも 述べて いる。 



水を； 回 かぶる ことに 関して 

ジュバイル •ビン •ム トウ イムは、 こう 伝えて いる 

人々 は アツ ラーのみ 使いの 前で ホ おの 仕ち について 論争し、 或る人た ちは 「私は、 頭を こ 
れ このよう にして 洗う J などと いい 立てた。 

これに 巧し み使いは 「化に 関して いえば、 水を； 杯 頭に かける だけです」 と 話された 

ジュバイル •ビン •ム トウ イムに よると、 預言者は、 彼に 交接 後の ホ おにつ いて 話し 「私は 水を 頭に 
兰度 かぶります」 といわれた。 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは、 こう 伝えて いる 

サキー フ 族の 使節団が まて 預言を に 「私たちの 国は 寒い 巧です。 

そのような 地域での、 ホ おは どう すれば よいので すか」 と 質問した。 

預言 まは これに 巧し 「私は 頭に 水を； 度 かける だけです」 といって、 きい 時期には 簡単に 
ホ おを 済ます よう 教示な さった。 

なおこの ハディー スに 関連し、 アブー ゼ シュルは、 「サキー フ 族の 使節たち は。 アツ ラーの 
み使い 様 化 呼んだ」 と 伝え T いる。 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーはこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 交接の 後 ホ おを された が、 その 折には いつも、 水を 兰杯 だけ 頭に お 
かけに なった。 

ハ サン ゼン •ムハンマドは、 この ハディー スに 関連し、 ジャー ビルに 「秘の 髪は 濃い ので 
す （兰 杯の 水では 足りません の 意味）」 と 述べた が、 ジャー ビルは 「私の 兄弟の 息子よ、 み 
使いの 髪の毛は、 あなたの 毛よりも もっと 濃く、 しかも、 もっと 美し 力、 った」 と 語った。 



女性の 編み 毛に ついて 


ウン ム ■サラマは こう 伝えて いる 

私は アッ ラーのみ 使いに むかって 「私は きつ 〈頭髪を 編んで しなす。 

交接 後、 ホ おのた め 髪を ほどかなくても よいで しよう か」 とたず ねた。 

これに 巧し み使いは 「解き ほどく 必要はありません。 ただ 頭に； 杯の 水を かけ、 その後 躯 
に 水を あびる だけで 十分です。 そうすれば あなたは 清浄になります」 とお 答えに なった。 
前記と 同 内容の ハ ディースは 、アイ ユー ブ •ビン •ムーサーにより 別の 伝承 ま 経路で も 伝えられる。 
なお、 伝承 者の一人、 アブ ドル •ラッサー ク による ハディー ス には、 月経 及び 交ち に関する 言及 も 
みられる。 

なお、 アイ ユーブ ゼン •ム ーサー による ハディー ス は、 更に 別の 伝を 者 経路で も 伝えられ、 そか こ 
は 「交接の あと、 私は 編み 毛を ほどいて 洗うべき でしよう か」 と 記される 力 《 、 月経に ついて 言及は み 
られ ない。 

ウバ イド ゼン •ウ マイルは こう 伝えて いる 

アブ ドッ ラーゼン •アム ルが 女性たち に 頭の 編み 毛を ほど 〈よう 命じた こと 力 《 、アー イシ ャ 
に 伝えられた。 

アー イシ ャは これに 関し 「イブ ン •アム ルカ 《 、 女性たち に ホ お 時、 編み 毛を 解 〈よう 命ずる 
(を） とは 奇妙な ことです。 

それほどに しづなら ば どうして 彼は、 彼女ら に 頭髪を 制って しまうよう 命じない のだろう！ 
私と アッ ラーのみ 使いは一つのたら いで ホ おした 力 《 、化は たも 頭に； 杯 水を かける だけ 
で、 それな 上な にもし な 〈てよ かった のです」 と 語った。 

(を） アブ ドツ ラーゼン. アム ルの この 命令に ついては、 

(1) 水が 髪の 根元まで 浸透して ない 場合に 限っての 処置であった 
(の 彼は ウン ム ■サラマ やアー イシ ャの 語った ハディー スを 知らなかった 
け) 洗浄に 関し 彼は 特に 厳しい 見解を 持って いた 
など 兰 つの 場合が 考えられる 



磊 香で 清める ことにつ いて 


マンスール ゼン •サフィー ヤの 母に よると、 アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

或る 女性が 預言を に、 月経の あと どのように ホ おすべき かにつ いて 質問した。 

彼女の 語る ところに よると、 預言 まは これに 巧し ホ おの 仕方を 教え、 その後 襄 香を 巧き 込 
めた 綿布で 拭き 清める ようにと 彼女に 告げた。 

彼女が 「それを どのように 使って 身を 清める のです か」 とたず わたと ころ、 預言 まは 「先ず、 
スブ ハーナツ ラー! ヴツ ラーを 讚え まつる） と 唱えてから、 その 綿布で 拭いて 身を 清めれ 
ば お'' のです」 といいながら 顔を 覆われた。 

この ハディー スを 伝える スフ ヤーン ゼン •ウヤ イナ も、 預言を 力 《 なさった ように 私たちの 前 
で 顔を 覆う 仕草を 示した。 

これに 関し ア ー "^ r シヤは 「私は 預言者が なにを お考えに なった かを 理解した のた 彼女を 
私の 方に ひっぱり にの 壽香 入りの 綿布を 流血した 隠 部に 当てなさい J ] と 教えた」 と 語つ 
た。 


マンスールの 母に よると、 アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

或る 女性が 預言を に、 月経 期間 中、 どのように 洗浄すべき かにつ いて 質問した。 
預言者は これに 巧し 「覇香 入りの 綿布で 躯を 巧き 清めな み、」 と 教えた。 

レ： TF は、 前記 ハ ディースと 同 内容で ある。 

サフィー ヤに よると、 アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

ア スマーが 預言者に、 生理 期の 不浄に ついて 質問した。 

これに おし 彼は 「あなたたち 女性は、 シド ラ 木 (なつめの一種） の 葉を 浸した 水を 使って 躯 
を 洗い、 その後 水を 頭に かけ、 水が 髪の 根元まで 達する よう 強く こすって から、 また 水を 
かぶりな み、。 

それが 済んだならば、 霸 香を 巧き 込んだ 綿布を 使って 躯を 拭き 清めな かりと 述べた。 
これに 対し ア スマー ウは 「それを どのように 使って 躯を 清める のです か」 と 言った。 
預言者は 「スブ ハーナツ ラー! ヴツ ラーを 讚え まつる） と 唱えながら それを 使って、 躯を拭 
き 清めれば よいので す」 と 教えた。 

この 時、 アー イシ ャは ほい 声で 彼女に 「それを 流血 部分に 当てる ように」 といい 添えた。 

ア スマー ウは 次いで、 交接 後の ホ おにつ いても 質問した。 

これに 巧し 預言者は 「水で 躯 をよ 〈拭 〈か、 もしくは、 洗い流して 清めた 後、 頭から 水を か 
ぶりなさい。 そして、 髪の 根元まで その 水が 浸透す るよう 強に すり、 その あと、 もう一度 水 
を かぶりな みり と 教示な さった。 

この 話に 関連し、 アー イシ ャは 「女性たち にご 加護が あります ように！ 



アンサール (マディー ナ在 まの ムス リム） の 女性たち は、 信仰を 学ぶ ためには なんら 恥じ 
らう ことのない 人たち です！ 」 といった。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 シュウ バ によっても 伝えられる 力 《 、 これ 口が 預言者は 『それを 使っ 
て躯を 清めなさい』 といって からはに かみ、 顔を お覆いに なった」 と 記されて いる。 

サフィー ヤ .ビン ト- ジャイ/ くによる と、 アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

ア スマーゼン ト •シャ か レは、 アツ ラーのみ 使いの 処に 来て こう 言った 
「み使い 様 化たち は 生理の あと、 どのように ホ おを すべきで しよう か」 

な 下は 前記 ハ ディースと 同 内容で あるが、 交接 後の ホ おにつ いての 言及は ない。 



ムス か ダ (を） について 


(を) ム スタ ハーダとは、 月経、 または、 分娩な 外の 理由で 血 流 (下り物） が 続く 女性を 
称する 


ヒシ ャーム ゼン •ウル ワの 母に よると、 アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

アブー •フ バイ シュの 娘、 ファーテ ィマが 預言者の 処に まてけ ムの躯 は、 生理が 過ぎても 下 
り 物が 止まらず、 躯を 清める ことができない 状態です。 

それが、 私には 礼拝は 許されない でしよう か」 とたず わた。 

これに 巧し 預言者は 「いや、 それは 単に 血管に よる ものた 生理の ためでは ない。 

それが、 生理 期間 中 だけ 礼拝を 避け、 それが 過ぎたならば、 躯に 付いた 血痕を 洗い 落し 
てから 礼拝し なみり といわれた。 

前記と 同 内容の ハディー スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられな^。 

なお、 ジャリ ー ルに よる ハディ ー ス にはり ァ ー ティ マ •ビン ト •アブ ー •フ バイ シュ •ビン ■アブ ドノい ム 
ツタ リブ ゼン •アサ ドが 預言を の処に 来た。 彼女は 我々 の 仲間の一 人だった」 と 記されて いる。 

ウル ワに よると、 アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

ウン ム •ハ ビーバ •ビン ト •ジャ フシ ュ は、 アツ ラーのみ 使いに 「私の 躯 は、 生理 期間が 終っ 
て も 下り物が 止まらない 状態です」 といって 意見を 求めた。 

これに 巧し み使いは 「それは ただ、 血管に よる ものが、 ホ おしてから 礼拝す るよう に」 とい 
われた。 

それで 彼女は 礼拝 時 毎に いつも ホ おした ので ある。 

これに 関連し、 ライス •ビン •サ アー ドは 「み使いは 彼女に、 礼拝の 度 毎に ホ おする よう 命 
じたので はない が、 彼女は 自発的に それを 行った ので ある」 と 述べて いる。 

なお、 イブ ン •ル ムフの 伝える ハディー ス には 「ウン ム •ハビ ーバ」 と しづ 言葉は な 〈「ピント- 
ジャ フシ ュ」 とのみ 記されて いる。 

預言者の 妻、 アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いの 義妹で、 アブ ドル •ラフ マー ン ゼン •アウ フの妻 ウン ム .ハ ビーバ ゼン 
卜 •ジャ フシ ュ は、 セ 年間 もム スタ ハーダの 状態であった。 

それ 故 彼 か ホ、 み使いに これに 関する 意見を 求めた。 

み使いは 「それは 生理に よる ものでは な 〈、 血管からの 流血で あるから、 ホ おした あと 礼 
拝 すれば よい」 と 答えられた。 

なお、 これに 関連し アー イシ ャは 「彼 か ホ、 彼女の 妹ザイ ナブ ゼン ト •ジャ フシ ュの 部屋に 
ある 洗濯 だら しで ホ おを した 力 《 、 水が 流血で 真 ホに 染まる ほどであった」 と 語って いる。 
更に これに 関連し イブ ン •シハ ーブは 次のように 述べて いる 



「私は、 アブー •バ クル •ビン •アブ ドル •ラフ マー ン ゼン •ハーリス ゼン •ヒシ ャーム にこの 
ことを 言 舌した。 

すると 彼は 『アツ ラーよ、 ヒン ダに 慈悲を 与えた まえ！ 

もしも 彼女が この ことを 知ったならば、 必ずや、 彼女は 仏 スタ ハーダの ため） 礼拝し なか 
ったこと を 悲しみ 嘆 〈ことだろう』 といった」 

アー イシ ャ による これと 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承を 経路で も 次のように 伝えられ ている。 

「ウン ム •ハ ビーバ ゼン ト •ジャ フシ ュが アツ ラーのみ 使いの 処に また 力 《 、彼女には セ 年間 
もム スタ ハ ー タ の 状態が 続いて いた」 

lil 下の 話は 前記と 同 内容で あるが、 ただ 「水が 血で 真 赤に 染まる ほどであった」 と 記され 
る だけで、 それ lil 上の ことには 言及され ていない。 

アー イシ ャ による 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 ま 経路で も 伝えられ、 それには 「ジャウ 
シュの 娘は セ 年間 ムス タ ハーダであった」 と 記されて いる。 

アー イシ ャに よれば、 ウン ム •ハ ビーバ は アツ ラーのみ 使いに、 生理 期間な 後の 流血に ついて 質 
問した 

これに 関連し アー イシ ャは 「私は 彼女の 洗濯 だら いが 血で一杯に 染まる のをみ た」 と 述べ、 
「この 巧、 み使いは 彼女に 『生理 期間に 相当す る 日数の 礼拝を ひかえ、 その後は ホ おし 
てから 礼拝を しなさい』 といわれた」 と 語って いる。 

預言者の 妻アー イシ ャ は、 こう 伝えて いる 

アブ ドル •ラフ マー ン ゼン •アウ フの 連れ 合し、、 ウン ム •ハ ビーバ •ビン ト •ジャ フシ ュは 、ア 
ツ ラーのみ 使いに、 生理な かの 下り物に 関しての 悩みを 訴えた。 

これに 巧し 彼は 「あなたの 通常の 生理 期間 日数 分 だけの 礼拝を 省き、 それが 過ぎたら、 

ホ おして 礼拝を 行いなさい」 といわれた。 

それで 彼女は 礼拝す る 前、 必ず ホ おを 行った。 



理 中の 断食、 礼拝に 関して 

ムアー ザは こう 伝えて いる 

或る 女性が アー イシ ャに 「化たち は、 生理 期間 中 割愛した 礼拝 分を 補足すべき でしよう 
か」 と 聞いた。 

アー イシ ャは これに 巧し 「あなたは、 ハ ワーリ ジュ派 信奉を （おです か。 

アツ ラーのみ 使いの 時代には、 生理 中の 礼拝を 禁じられても、 その 分を 後で 補足 完了す 
る ことは 命じられませんでした」 と 答えた。 

(を） 原文は 『ハルー リ ーヤ』 クー ファ 近くの ハルーラ 部落に 因んだ 呼び名で、 ハワ ーリジ 
ュ 派は 最初に ここに 本拠を 置いた。 

彼らは 女性が 生理 中 免ぜられた 礼挥や ラマ ダーン 月 の 断食は、 生理 か 終った あと 補足 
完了され るべき であると した。 

たた これは 彼ら 独特の 見解で イスラー ムの法 原則には 関係し か、 

ムアー ザは 次のように 伝えて いる 

彼女が アー イシ ャに 「生理 中の 女性は、 その 間の 礼拝を 生理が 終わった 後で 補 巧すべき 
でしお か」 と 質問した 時、 

ア ー イシ ャは 「あなたは ハワ ー リジュ 派です か。 

夫人たち が 月々 の 生理の ために 行わなかった 礼拝の 埋め合わせ など、 アツ ラーのみ 使い 
はお 命じに なった でしよう 力、」 といった。 

ムハンマド ゼン •ジャウ ハルは 「『埋め合わせ』 とは 補足 完了す る ことを 意味す る」 と 説明 
している。 

ムアー ザは こう 語って いる 

私は アー イシ ャに 「生理 中だった 女性には、 断食の 埋め合わせを 命じ、 礼キ丰 には それが 
命じられな いのは どうしてで すか （お」 と 質問した。 

彼女は これに 対し 「あなたは ハルー リーヤ レ \ ワーリ ジュ派 信奉者） です か」 といった が、 
私は 「し ル、 え、 違います。 ただ、 おたずねした だけです」 と 答えた 

(とも あが 彼 かが 私たちは 生理を 終えた 後で 断食 日数の 完遂を 命じられ ましたが、 礼拝 
の 埋め合わせに ついては なにも 指示され ませんで した」 と 語って 〈れ た。 

(を） が 食 日数の 埋め合わせは、 一 年な 内に 行えは よいだ けに、 それほど 困難では ない 
が、 礼拝は 回数が 多いだ けに 欠 分の 補充は 難しい。 

無理を 強いない イス ラームの 基本 姿勢 かこ こには うかがわれる 



ミ さ 時の 力ーテンの 使用に ついて 


アブ ー •夕 ー リブの 娘、 ウン ム ■ハ ー ニ ー はこう 伝えて いる 

私は、 マッカ 征服 当時の 或る日、 アッ ラーのみ 使いの 処に 行った。 

その 時、 彼は ホ お 中で、 娘の ファーテ ィマが 彼の 周りに 力ーテンを めぐらせ ていた。 

アブ ー •夕 ー リブの 娘、 ウン ム ■ハ ー ニ ー はこう 伝えて いる 

マッカが 征服され た 年の 或る日、 彼女は おの 高台に 住んで いた アッ ラーのみ 使いのを を 
日ち^3た。 

彼は この 時 ホ お 中で、 ファーテ ィマが、 彼の 周りに 力ーテンを 張って 外から 見えめ ようさえ 
ぎって いた。 

その後み 使いは 衣服を 取って 身に まとし、、 午後の 礼拝を 8 ラ カー ト なさった ほ）。 

(注） ラ カートとは、 イス ラームの 礼拝 単位で、 直立、 拝礼、 跪 拝と つづく一連の 動作を いう。 
なお、 午後の 礼拝は 通常 四 ラ カート 行われる 
前記と 同 内容の ハディー スは 、サイード ゼン •アブー •ヒン ドに よっても 伝えられる。 

なお、 これには 「預言を の 娘 ファーティ マが、 彼の あ 服を 用いて 力ーテンを 張った。 ホ おが 終る と、 
彼は 衣服を 取って 身に まとい、 立ち上がって 午後の 礼 巧を 8 ラ カー ト 行った」 と 記されて いる。 

マイムー ナ はこう 伝えて いる 

私は 預言を のた め 水を 用意し、 力ーテンを 張った。 彼は、 その内 側で ホ おを なさった。 


他人の 局部を 見ない ことにつ いて 

アブ ドル •ラフ マー ンの 父、 アブー ■サイード •フ ドリーによると、 アッ ラーのみ 使いは こうい われた 
「男子は、 他の 男の 局部を 見て はならない。 

女子 も 同じ 〈、 他の 女の 局部を 見て はならない。 

また 男子は、 他の 男と一枚の 布で 臥して はならない。 

同様に 女子 も 他の 女と 共に一枚の 布に 秋して はならない」 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 イブ ン •アブ ー ■ フ ダイク 及び ダッハー ク •ビン •ウス マー ン によって 
も 伝えられる。 

彼らは 共々 「男女の 裸体の 局部は 陰蔽され るべき である」 と 述べな 苗。 



モー ゼの 沐浴に 関して 


アブー •フライ ラは、 アツ ラーのみ 使い、 ムハンマドが 語った ハディー ス の一つを こう 伝えて いる 

イスラエルの 民は 真裸で ホ おを する 慣晋が あり、 その 折、 お 互いの 局部を 見る 機会が あ 
っ た。 

しかし モーゼ だけは 独りで ホ おした ので、 人々 は 「神に 誓ってい うが、 モーゼ が 我々 と一 
緒に ホ おしない のは、 彼が 陰囊 ヘルニア だからで ある」 といって 彼を あざけった。 

或る日の こと、 モーゼ が ホ おに 行き、 衣服を 岩の 上に 置いた 時、 その 岩は、 彼の 衣服を 
乗せた まま 転がり 出した。 

モー がが 岩よ、 私の 衣服を 返せ！ 岩よ、 化の あ 服を 返せ！ 」 と 叫びながら、 その 跡を 
走って 追い かけた。 

この 折 イスラエルの 人が ホ、 モーゼ の 局部を 見る ことができ、 口々 に 「神に 誓って。 モーゼ 
はなん の 病気に も 冒されて いないでは ないか！ 」 といい 合った。 

(ともあれ) 岩は その後 停止した 力 《 、 この間に モーゼ は、 裸体を 人々 に 見られて しまったの 
である。 

彼は 衣服を 着けてから その 岩を 巧ち たたいた。 

この 話に 関連し アブー •フライ ラは けツ ラーに 誓って 話す が、 その 岩には モーゼ が 6 〜 7 
回 巧った 痕跡が 残って いる」 と 語った。 



局部の 陰蔽に 関して 


ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

力ー バ 神殿が ち 建され た 時、 預言を と 伯父の ア ツバー ス は、 共々 石 運びを 手伝った。 

この 時、 ア ツバー スは 預言者に 「あなたの 腰巻 （イザー ル) を 脱いで 肩に かけ、 その上で 石 
を かつぐ ように」 といった。 

預言 まは その 通りに したが、 すべって しまい、 両眼を 天に むけて 地面に ひっ 〈り 返って しま 
っ た。 

その あと 立ち上がった 預言を は 「私の 腰巻は！ 私の 腰巻は！ 」と いって お捜しに なった。 
それな 後み 使いは、 腰巻を きつ 〈お締めに なった。 

なお、 イブ ン •ラーフィー による ハディー ス には、 「首の 上に」 と あり、 「肩に」 とは 記されて い 
ない。 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは、 こう 語って いる 

アツ ラーのみ 使いは、 人々 と一緒に 力ー バ 神殿 構築の ため 石材を 運んだ。 

その 時 彼は 腰巻を 付けて いた。 

伯父の ア ツバー スが 「私の 甥よ！ 腰巻を はずして 肩に かけ、 それに 石を 乗せれば 楽に 
なる」 といった ので、 彼は 腰巻を ほどき 肩に かけた が、 すべって 倒れ 気を 失って しまった。 
ジャー ビルは この 話に 関連し 「み使いは その 日な 後、 決して 裸体を 人に お見せに なること 
はなかった」 と 語って いる。 

ミ スワ ル ゼン •マフラ マは こう 語っ ている 

「私は 重い 石を 運搬して いた 力 《 、 腰巻が ゆるかった ため、 たやす 〈ずり 落ちた。 

そのため、 持って行った 石を 積んだり、 適当な 場所に 運んだり する ことが 容易に できな か 
っ た。 

これを 見た アツ ラーのみ 使いは 『腰巻を 付け直して 腰に しっかりと 締め、 落ち か、 ようにし 
なさい。 裸で 歩いて はならない』 といわれた」 



用便の t 斤 身を 隠す ことにつ いて 


アブ ドツラ ー ■ ビン •ジャウフ アルは、 こう 伝えて いる 

「アツ ラーのみ 使いは 或る日、 私を らくだの 後に 乗せ、 私が まだ 誰に も 話した ことのない、 
ある 秘密 話を 私に 語って 下さった。 

(ともあれ) み使いは、 用便の 折には よ 〈、 岡の 〈ぼみ、 もしくは、 なつめの 木の 房の 蔭に、 
躯を 隠された」 

イブ ン •ア スマ ーは 「なつめの 木」 に 関連し 「それは、 なつめの 木に よる 囲いを 意味す る」 
と 説明し な^。 


精液を 洗い流す ことに 関して 

サイード •フ ドリーによると 彼の 父は 次のように 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いと一緒に、 月曜に クバーへ 行き、 サー リム 部族の 住居 地に 着いた。 
み使いは イト バーン の 家の 戸口に 立ち、 大声で 彼の 名を お呼びに なった。 

それで イト バーン は、 腰巻を ひきずりながら 出て また。 

み使いは その 様子を 見て、 「我々 はこの 人 （イト バーソ を あわてさせて しまった」 といわれ 
た。 

イ レくー ン はこの 巧 「み使い 様、 もし 男が 射精 前に 突然 彼の 妻から 引き離された 場合、 

ホ おに 関しては どう すれば よいので すか」 とたず ねた。 

これに 巧し み使いは 「射精した 場合に のみ、 ホ おは 義務と なる のです」 とお 答えに なった。 
アブー •アラーゼン •シ ツヒー ルは こう 語った 

アツ ラーのみ 使いは、 教 令の 幾つかを 別の 教 令で 廃棄な された。 

それは T 度、 クル アーン の 或る 部分が、 別の 啓示に よって 廃棄され たのと 同じで ある。 
アブー ■サイード •フ ドリーは、 次のように 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 アンサールの 或る 男の 家の 近くを 通りかかり、 彼に 使いを 出した。 
彼は すぐ 出て またが、 水を 頭からした たらせて いた。 

その 様子を 見た み使い 力 《 「我々 は あなたを 急がせて しまったよ うです」 といわれ ると、 彼は 
「その 通リ です。 み使い 様」 と 答えた。 

この 時、 み使いは 「あなたが 急いでい る 時、 もし 〈は、 射精し なかった 時、 ホ おは 義務とは 
ならない。 ウ ドウーが 必須と される だけです」 と 教示な さった。 

かく イー ビン •カア カホ、 こう 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いに、 妻と 交ち した 男が 射精 前に 彼女を 離れた 場合に ついて 質問し 
た。 



み使いは これに 巧し 「男は その 場合、 妻からの 分泌液を 洗い 落すべき です。 

その後 ウ ドゥーを 行って 礼拝 すれば よいので す」 といわれた。 

か 《イー ビン •カア カホ、 アツ ラーのみ 使いの 言葉を 次のように 伝えて いる 

「妻と 交接しても 射精し なかった 男は、 陰茎を よく 洗い、 その あと ウ ドゥーを 行うべき です」 
アブー サイード •フ ドリーによる t 預言者は こうし ホれ た 
「射精した 場合、 ホ おは 必須の 義務で ある」 

ザ イド. ビン. ハー リ ド. ジュハ ニーは、 こう 伝えて いる 

彼は ウス マー ン ゼン •アツ ファー ンに 「妻と 交接しながら、 射精し なかった 男に ついての あ 
なた の 意見を お聞きしたい」 といった。 

ウス マー ンは これに 巧し 「彼は 礼拝の 時と 同様に ウ わ一を 行い、 陰茎を 洗うべき で わと 
答え、 更に 「私は、 み使い からこの ことを 聞いた のです」 と 語った。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 アブー •アイ ユー ブ によっても、 別の 伝承 者 経路で 伝えられ てい 
る。 



沐浴が 義務と される 場合に ついて 

アブー •フライ ラに よると、 預言を はこうい われた 

「交ち の あとの ホ おは、 男女 それぞれに とって 義務で ある」 

なお、 マ タルの 伝える ハディー ス には 「たとえ 射精し なかった としても」 と 記されて いる。 

前記 ハ ディースは、 カター ダに よっても 別の 伝承 者 経路で 伝えられ るが、 表現 上に 多少の 相違が 
みられる。 

なお、 「射精し なくても」 と しづ 言葉は 省かれて いる。 

アブ ー ■ム ー サ ー はこう イ 五え ている 

ム ハージル （マッカからの 移住 ムス リム） と アンサール （マディーナ 在 まの ムス リム） の両 
グループ 間で 意見の ホ 目 違が 生じた。 

アンサール •グループは 「性交 後、 ホ おが 必須と される のは、 射精、 もし 〈は、 分泌液が み 
られる 場合に 限る」 とち 張し これに 巧し ム ハージル •グルーカが 性交が 行われた 場合、 
ホ おは、 射精の 有無に 関わらず 必須で ある」 と 述べた。 

これに 関し アブー •ムー サーは 「ムハー ジル •グルー プの 見解に 同意す る」 と 述べ、 次の よ 
うに 話した 

「私は ある 日、 起き上がって アー イシ ャの処 に 行き 質問の 許可を 求め、 それが 許された の 
でこう いった 『母よ！ （もし 〈は、 信を の 母よ！ ） 、私は 少 々恥ずかし しにと を おたず わした 
い にれ に 巧し 彼 かが あなたを 生んだ 母親に 質問で きる ことを 私に たずねる のは、 何も 
恥ずかし しにと ではありません！ なぜなら、 私 もまた あなたの 母親ではありません か J ] と 
いった。 

それで 私は 『どんな 場合、 ホ おが 必須な のです か』 とたず ねた。 

すると 彼女は 『あなたは、 その 件に 関し 最適 任 者に 質問して います！ 

アッ ラーのみ 使いは、 女性の 四胺の 上に 臥し、 割礼 部分を 互いに 触れ合わせた をに 巧し、 
ホ おは 義務と なります といわれた のです』 と 語って 〈れ た」 

預言者の 妻アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

或る人が アッ ラーのみ 使いに、 妻と 交接しても 射精す る ことな 〈離れた 場合の ホ おの 是非 
について 質問した。 

ア ー"^ r シャは その 時 横に 座って いた。 

み使いは 「私と 彼女は、 交接の 後、 いつも ホ おしな、 る」 とお 答えに なった。 



火を 使った 料理に 関して 


ザ イド ゼン •サ ービト によると 、アッ ラーのみ 使いは こうい われた 

「义を 通した 料理を 食べた を ロ ホ、 ウ わ一が 義務と して 課せられる J 

アブ ドッ ラーゼン •イブ ラ ヒーム ゼン •力ーリズは、 モスクで ウ ドウーを 行って いる アブー- 

フライ ラが こう 語る のを 聞いた。 

私は チー ズ (を） を 食べた ので ウ ドウー をして いるので す。 

アッ ラーのみ 使いは、 义を 使って 料理した 食物を 食べた 後には、 ウ ドウーをす るよう にと 言 
われた のです。 

ウル ワ は、 預言者の 妻アー イシ ャの 言葉を こう 伝えて いる。 

アツ ラーのみ 使いは 「义を 使って 料理した 食物を 食べた 後には、 ウ わ一をして 清めん と 
いわれた。 

(を） 原文は 「ア キト」 カテジ チーズの一種 


火を 使った 料理に 関する ハ ディースの 廃棄に 関して 

イブ ン .アツ バース はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 焼いた 羊の 肩 肉を お食べに なった あと、 ウ ドゥーもな さらず、 そのまま 
礼拝を 行われた (を）。 

(をに れらの ハディー ス により、 前章の 「火を 通した 料理を 食した 場合、 ウ ドゥーは 必須と 
される」 と しづ 規定は 廃禀 された ことになる 

イブ ン •アツ バース はこう 伝えて いる 

預言 まは、 骨 付き 肉、 または、 肉片を お食べに なって から、 すぐ 礼 巧を 行われた。 

その 巧、 ウ ドゥーをな さらず、 水に も お触れに ならなかった。 

ジャウフ ァル •ビン •アム ル ゼン •ウ マイヤ •ダム リーは、 彼の 父が こう 語る のを 聞いた 
私は アツ ラーのみ 使いが 羊の 肩 肉を 切り取って お食べになる のを 見た。 

その後 礼拝され たが、 ウ ドゥー はなさらなかった。 

ジャウフ ァルゼン •アム ル ゼン •ウ マイヤ •ダム リーは、 彼の 父の 言葉を 次のように 伝えて いる 
私は、 アツ ラーのみ 使いが 羊の 肩 肉を 切り取って お食べになる のを 見た。 

礼拝の 時刻をから された 時、 彼は ナイフを そこに 置いた まま お立ちに なり 礼拝され たが、 



その 折ウ ドウー はなさらなかった。 

クレイ カホ、 預言者の 妻 マ イナー ム から 聞いて こう 伝えて いる 
預言者は、 彼女の 処で 羊の 肩 肉を お食べに なった。 

そして 後、 礼拝を 行った が、 ウ ドウーをな さらなかった。 

預言者の 妻 マイムー ナ から 聞いた ク レイブが 伝えた 前記と 同 内容の ハディー スは 、別の 
伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 

アブー •ラーフィ はこう 述べて いる。 

私は な 下の ことを 記 言 致します 

(すなわち） 私は いつも 羊の レバーを アツ ラーのみ 使いの ため 焼いて さし 上げました 力 《 、み 
使いは それを お食べに なった 後、 ウ ドウーをな さる ことな 〈、 礼拝され ました。 

イブ ン .アツ バース はこう 伝えて いる 

預言 まは ミルクを 飲んだ 後、 水を 求め、 口を ゆすがれた。 

そして じれには 脂肪が 含まれて いる」 といわれた。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 ズ フリー によっても 別の 伝を 者 経路で 伝えられ ている。 

イブ ン .アツ バース はこう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 衣服を 着替えてから 礼拝に お出掛け になった が、 その 折 パンと 肉を 
贈られた。 

み使いは それを； 口 ほど お食べに なって から、 他の 人々 と一緒に 礼拝を なさった。 

この 時、 水には 手を お触れに ならなかった。 

前記と 同 内容の ハティー ス は、 ムハンマド •ビン •アム ル •ビン •ア ター によっても 伝えられ、 これに 
は 「私は イブ ン •ア ツバー ス と一緒だった。 彼は 預言者が 前記の ようにな さるのを 見た。 預言 まは 
礼拝を なさった」 と 記されな'' る。 

なお、 これには 「人々 と一 鄕 こ」 と しづ 表現は みられない。 



らくだ 肉を 食べた 後の ウド ウーに ついて 

ジヤー ビル ゼン •サム ラは こう 伝えて いる 

或る人が アツ ラーのみ 使いに、 羊肉を 食べた 後ウ わ一をすべき かどう かにつ いて 質問し 
た。 

み使いは 「そう 願うなら 行い、 した 〈ないならば 行わなくても よい」 といわれた。 

その 人は 更に、 ら 〈だ 肉を 食べた 後ウ ドウーを 為すべき かどう かにつ いても 質問した。 
み使いは 「為すべき です。 ら 〈だ 肉を 食べた 後には ウ わ一を 行うよう に (を 1)」 といわれた。 
その 人は、 また 「羊 囲いの 中で 礼拝しても よい かどう か」 について たずねた 力 《 、 み使いは、 
それに 巧し 「よろしい」 といわれた。 

しかし 「ら 〈だの 休む 場所で 礼拝しても よいだ ろうか」 との 質問に 対しては、 み使いは 「いや、 
いけない （を 2)」 とお 答えに なった。 

(を 1) ら 〈だ 肉の 場合の みウ ドウーが 必須と される 理由と しては、 

(1) ら 〈だ 肉が、 特に 不快な 臭いを 発する ため、 

(の ユダヤ教 などで 禁食 とされる らくだ 肉を ムス リムが 特に 許される ことに 巧す る 感謝の 
表現と して、 など か 挙げられる 

(を のら 〈だ 囲いでの 礼拝を 禁じた のは、 らくだが 時として 危険な 行動に 走る 動物で ある 
ためであろう 


前記と 同 内容の ハディー スは 別の 伝承 者 経路で も 伝えられ ている。 



礼拝 中の 悪臭に 関して 


ア ツバード‘ ビン •タミー ム は、 彼の 父方の 伯父から 聞いて こう 伝えて いる 

或る人 物が 預言者に、 礼拝 中に せっかくの ウド ウーを 無効に しかわない 不快な 経験を した 
と 訴えた。 

預言 まは これに 巧し 「下痴 による 腹 音を 耳に したり、 放 居の 臭いを 鼻に した 場合を除き、 

ち ウド ウーの ため 礼拝 場所を 離れる 必要は ない」 といわれた。 

これに 関連し アブー •バ クル 及び ズハイル •ビン •ハルカが 或る人 物とは、 アブ ドツ ラー 
ビン •ザ イドの ことで ある」 と 語って いる。 

アブー •フライ ラに よると、 アツ ラーのみ 使いは こうい われた 

「もし、 あなた 方の 誰かに 腹具合の 悪い 人が いても、 誰が 悪臭を 放った か 疑わしい 場合、 
モスクから その 人を かに 出て 行かせる 必要は なし、。 ただし 放 おの 音 や 臭いから 当人が 明 
らか である 場合は この 限りでは ない」 



皮を 疑す ことにつ いて 


イブ ン •ア ツバー ス は、 次のように 語って いる 

マイム ー ナの元 女 奴隸に 喜捨と して 贈られた 羊が 死んだ。 

アツ ラーのみ 使いは、 たまたま、 その 羊の 屍体の 近くを 通りかかり 「どうして 皮を 剥がない 
の 力、、 鞋 して 使えば 役に立つ のに！ 」 といわれた。 

教 友ら 力 《 「死んで いるので す」 と 述べる と、 み使いは 「動物の 屍体を 食す る ことが 禁じられ 
る だけです」 といわれた。 

これに 関連し アブ ー バ クル 及び イブ ン •アブ ー ウマルは じの 話は マイムー ナ によって 
語られた」 とおえ ている。 

イブ ン •アツ バースは、 別の 伝承 ま 経路で こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 マイムー ナの元 女 奴隸に 喜捨と して 贈られた 羊の 死骸を ごらんに 
なった。 

この 折み 使いは 「どうして 羊の 皮を 役立てようと しないの か」 といわれた。 

人々 力 《 「死骸 だからです」 と 答える と、 み使いは 「（死んだ 動物の 肉 か 食す る ことが 禁じら 
れる だけです」 といわれた。 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 イブ ン •シ ハー ブに よっても 伝えられな、 る。 

アター は イブ ン •アツ バース より 聞いて、 こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 マイムー ナの元 女 奴隸に 喜捨と して 与えられた 羊の 死骸が、 巧げ 
棄 てられて いる 場所を お通りに なった。 

預言 まは これを 見て 「どうして 皮を 剥がない の 力、、 鞋 して 使えば 役に立つ のに」 といわれ 
た。 


イブ ン .アツ バ ー ス は、 マイム ー ナ から 聞いて こう イ 占えて いる 

アツ ラーのみ 使いの 妻たち の一人が ま 富を 飼って いた。 

それが 死んだ 時、 み使いは 「どうして、 その 皮を 剥いで 利用 しないの か」 といわれた。 


アター によると、 イブ ン •アツ バース はこう 伝えて いる 

預言 まは、 マイムー ナの元 女 奴隸が 飼って いた 羊の 死骸の 傍らを 通りかかった 折 「どうし 
て 皮を 剥いで 利用 しないの か」 といわれた。 


アブ ドツ ラーゼン •ア ツバー ス によると 、アツ ラーのみ 使いは こうい われた 



「皮は 辖 される と、 清浄になる （を)」 


(を） 宗教 上 禁忌 レ \ ラーム） とされる 犬 や 豚の 皮は、 勿論、 これには 該当し ない 

イブ ン •アツ バースに よる 前記と 同 内容の ハディー ス は、 他に も 幾つかの 伝承を 経路で 伝、 そられ 
ている。 

アブー •ハイルは こう 伝えて いる 

私は、 イブ ン •ワ アラ •サバー イーが 毛皮を 着て いるの た それに 触って みた。 

彼は 「どうして 触る のです か」 といって から 次のように 話した。 

「私は、 かつて、 イブ ン •ア ツバー ス にこう 質問した ことがあります 

『私たちは マグ リブ (北 アブけ 西部） に 住んで います。 そこには バー バリ 人やゾ ロア スター 
(拝 义教) 教徒ら も 住んで います。 彼らは 雄 羊を 飼い 屠殺し ますが、 私たちは、 彼らの 殺し 
た 動物の 肉は 食べません。 彼らは また 脂肪が一杯 つまった 皮 袋を 私たちの 処に 持って来 
ます』 

これに 対し イブ ン •アツ バース は 『私たちは かつて アツ ラーのみ 使いに それにつ いて 質問 
したが、 その 折み 使いは" 皮は 鞋 される ことによって 浄化され る （たとえ 非 イスラー ム教を 
の 手た 銭され た 皮であって も）" とし ホれ た』 と 語って 〈れ た」 

イブ ン .ワ アラ. サバー イー は、 こう 伝えて いる 

私は アブ ドツ ラーゼン •ア ツバー スに 「おたちは マグ リブ 地方の 住民です。 ゾ ロア スター 教 
徒ら が、 水と 脂肪の 入った 皮 袋を 持って 私たちの 処に 来て 『飲め』 といい ます。 あなたは 
飲む ことに 同意し ます か」 とたず わた。 

これに 巧し イブ ン •ア ツバー スは 「私は アツ ラーのみ 使いが 『銭す ことた 皮は 清浄になる』 
といわれ たのを 聞いた ことか ある」 と 語って 〈れ た。 



タヤ ンムム (砂 ウ ドウー） に関して 

アー イシ ヤ はこう 伝えて いる 

「私たちが アツ ラ ー のみ 使いに お 伴した 或る 旅の 途中、 バイダ ー 、 もじは、 ザ ー トル •ジャ 
イシ ュと 呼ばれる 場所に 着いた 時、 私の 首飾りが 壊れ どこかに 落ちて しまった。 

アツ ラーのみ 使いは それを 捜す ため、 他の 人々 と一緒に ここに 停止な さった。 

この 地域には 水 場は な 〈、 また、 誰も 水を 持って いるまは なかっ: た。 

それた 或る人たち はおの 父、 アブー •バ クルの 処に 行き 『ア ー r シャが 何を した かがって 
います か。 

彼女は み使いと 彼に 従ってい る 人たち を 弓 I き 止めて いるので す。 

ここには 水 もない し、 誰も 水を 持って いないの です』 といった。 

そのため アブー •バ クルは ここに やって またのです 力 《 、その 時み 使いは 私の 腿に 頭を 乗 
せて 眼って おられました。 

アブー •バ クルは この 折 『お前は み使い や 他の 人々 を 引き止めて しまった。 

ここには 水 場は ないし 誰も 水を 持って いないと しづのに！ 』 といい ました」 

アー イシ ヤは 続けて こう 語った。 

け ブーバ クルは ヴツ ラーカ 巧う しかしめ 給う まま 口 私を 非難し そして 私の 腰を 彼の 
手で つついた のです。 

しかし 私は、 み使いが 私の 腿を 枕に して 眠って おられた ため、 身動きする こと もで きな かっ 
たのです。 

(ともあれ) み使いは この 水の ない 場所で 朝まで お休みに なりました。 

そして この 折、 アツ ラーは タヤ ンムム に関する 啓示を 下された のでした （クル アーン 第 4 章 
43 節）。 

それでみ 使い や教 友ら は タヤ ンムム を 行った のです （注）」 

この 折、 指導を 格の一人、 ウサイ ド' ゼン •フ ダイ ルは 「アブー •バ クルの 家族の 人々 よ！ 
これまで も みられた こと だ 力 《 、あなたち はまこと に 数々 の 恩寵に 恵まれて おられる！ 」 とい 
っ た。 

了 r シャは 「その後、 私 のら 〈だを 立たせた ところ、 その 下に 首飾りは 落ちて いました」 と 
も 語った。 

(を) タヤ ンムム とは、 きれいな ±、 または、 壁面に 触れて 顔 や 手を 清める 水の ない 場所 
での 特別の ウド ウーを 意味す る。 

クル アーン 第 4 章 43 節、 第 5 章 6 節な どに これに 関する 啓示が みられる 



ヒシャ ームの 父は アー イシ ャ について こうおえ ている 

彼女は 姉 巧の ア スマー ウ から 首飾りを 借りた 力 《 、 それを 落して しまった。 

アツ ラーのみ 使いは 人々 を 遣って その 首飾りを 探させた。 

彼らは 定めの 時刻には、 水の ない 化 故、 ウド' ゥー もせずに 礼 巧を 行った が、 預言者の 処 
に 戻った 時、 そのこと について 不満を 述べた。 

その 折、 タヤ ンムム に関する 聖 句が 啓示され たのであった。 

この 話に 関連して、 ウサイ ド •ビン •フ ダイ ルは アー イシ ャに 巧し 「アツ ラーが あなたに よき 
報償を 給わらん ことを！ 

あなたが 困難に 会われ、 アツ ラーカ 《 あなたの 紛失 物を 発見せ しめなかった のは、 この 機 
会に ムス リムたち に 恩寵を 与えようと なさった からです」 と 述べた。 

シャキー クは 次のように 伝えて いる 

私は アブ ドツ ラーゼン •マ スウード 及び アブー. ム ーサー と共に 座って いた 力 《 、 この 時、 ア 
ブー •ム ー サ ー はこう いった 
「 アブ ドル • ラフ マー ン （アブ ドツ ラーの 呼び名） よ！ 

一力 月 も 十分な 水がない 場合、 交ち した 男は 礼拝の 時 どう すれば よいので すか」 

アブ ドツ ラーは これに 巧し 「たとえ一力 月間 も 十分な 水力 《ない 場合で あっても、 タヤ ンムム 
をして はならない」 といった。 

アブー •ムーサーは 「それでは、 クル アーン の 食卓の 章 (アル •マーイダ） の聖句 r 女と交わ 
っもまで 水を 見つけられ か嗎 合は、 清浄な ± に 触れ、 あなたがたの 顔と 両手を 撫でな 
みり （クル アーン 第 5 章 6 節） について どう 考えます か」 とたず わた。 

これに 巧し アブ ドツ ラーは 「もし この 聖 句を 理由に して、 譲歩が 認められる としたら、 人々 
は 水が あっても それが 非常にを たい 場合、 ± を 手に して タヤ ンムム を 行うよう になる こと 
だろう」 といった。 

アブー •ム ーサー は、 この 時 アブ ドツ ラーに 次のように 語った 
「 あなたは、 アン マールが こう 話した のを 聞きませんでした か 
(すなわち） 『アツ ラーのみ 使いは 用 あって 私に 使いを 寄越されました。 

私は その 時 交接 後であった が 水力が ぶかった のた T 度、 動物が 砂の 上を 転がる ように 私 
も 砂上を 転がって 清め、 その後み 使いの 処に 行き、 そのこと を 申し上げた のです。 
するとみ 使いは" このように 行えば よい" とし ル々 がら、 両手で 地面を一回 たたき、 次いで 
右手を 左手で こすって から、 続けて 手の平と 顔を 同様に こすられた のです』」 

この 話を 聞いた アブ ドツ ラーは 「あなたは、 ウマル カに の アン マールの 言葉 だけでは 納得 
しないだ ろうと 思いません 力、 （注）」 といった。 

(をけ リフ •ウマルと アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードは、 交接 後の ちれは タヤ ンムム では 浄 
化で きないとの 見解だった。 



しかし アン マール その他の ハ ディー ス によって、 後には、 水の ない 処 での タヤ ンムム に、 
通常の ウ ドゥーや ホ お 同様の 効能を 認める 見解に をった 

シャキー ク による 前記と 同 内容の ハディー ス は、 別の 伝承 ま 経路で も 伝えられ、 それには 次の 言 
葉が みられる 

「アツ ラーのみ 使いは 両手で ± の 上を たたき、 その あと （両手の） ± を ふるい 落してから、 顔と 手の 
平を こすられた」 

アブ ドル •ラフ マー ン ゼン •アブ ザーは、 彼の 父から 聞いて こう 伝えて いる 

或る 男が ウマルの 処に まて 「私は 時々 精液を 漏し ますが、 清める ための 水が ありません」 
といった ところ、 ウマルは 「そのような 場合 礼拝して はならない」 と 述べた。 

この 話を 聞いた アン マールは、 次のように いった。 

「信 まの 長よ、 あなたは、 私と あなたが 襲撃 隊に 加わった 時の ことを 憶えて います か。 

その 折、 精液を 漏した が ホ おすべき 水がなかった ため、 あなたは 礼拝を なさらなかった。 
私に 関して 言えば、 化は 砂の 上を 転がって から 礼拝を 行った のでした。 

そして、 この ことを 預言を に 申し上げた ところ、 彼は 『地面を 両手で たたいた 後、 ± を 吹き 
落とし 顔と 両手を こすれば 十分で ある』 とし ホれ ました」 

これに 巧し ウマルは けン マールよ！ アツ ラーを 恐れなさい！ （言葉を 慎みなさい！）」 と 
いった。 

アン マールは 「あなたが そう 願うなら、 私は この 話を だれに も 致しません」 と 述べた。 

この ハ ディースは、 別の 伝承を 経路で も 伝えられ るが、 それには 「ウマルは 『あなたが 述 
ベた ことを 私たち も 信用し ます J といった」 との 言葉が みられる。 

アブ ドル •ラフ マー ン ゼン •アブ ザーは 彼の 父から 聞いて こう 伝えて いる 

或る 男が ウマルの 処に まて 「化は 性行為を しました 力 《 、ホお すべき 水が ありません」 とい 
っ た。 

これな 下の 部分は、 次の 言葉の 追加な か、 前記と 同 内容で ある。 

「アン マールは 『信 まの 長よ、 アツ ラーは 化より あなたに より 多くの 権限を おちえ に なられ 
たが、 私は、 もし あなたが そう 望むならば、 この ハディー スを 誰に も 話さ かり もりです』 と 
いった」 

イブ ン •アツ バース の 元 奴隸ウ マイルは こう 伝えて いる。 

私と 預言 まの 妻 マイムー ナの 元奴隸 アブ ドル •ラフ マー ン •ビン •ヤ サー ルは、 アブール ■ 
ジ ャフム ゼン •ハーリス ■シン マ ■アンサー リー のまに 行った。 

この 時、 アブール •ジ ャフム はこう 語った 

「ある 人が、 ビイル •ジャマルの 方角 力、 ら 来られた アツ ラーのみ 使いに 道路 上で 出会った。 
この 時、 その 人は 挨搂 したがみ 使いは なにも 返事を なさらず、 そのまま、 壁の 巧まで 行っ 



て 顔と 両手を こすられた。 

そして、 その あと ネ刀 めて 挨搂を お返しに なった」 

イブ ン. ウマルは こう 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが 放尿な さっな^ 時、 或る人が 挨楼 したが、 み使いは それには お答え 
にならなかった。 



ムス リムの 清浄 さに ついて 


アブー •フライ ラに ついて こう 伝えられ ている 

彼は、 マディー ナに 通ず る 道路 上で 預言を に 会った が、 交接 後の 巧れ の 状態だった ため、 
こっそり 立ち去り ホ おを 行った。 

預言 まは 彼を お捜しに なり、 彼が 戻った 時け ブ ー フライ ラよ、 どこに いたの か」 といわれ 
た。 

アブー •フライ ラは けッ ラーのみ 使い様、 お会いした 時 私は 巧れ ていたた め、 ホ おして 身 
を 清める まで あなたの お 側に 座りた 〈なかった のです」 といった。 

み使いは この 言葉を 聞いて けッ ラーに 讚え あれ！ まことに、 信 まは 巧れ な 〈清浄な 
人々 です！ 」 といわれた。 

フ ザイフ ア はこう 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いが 彼に 会われた 時、 彼は 交接 後で 巧れ ていた。 

それで 彼は こっそり 立ち去って ホ おを 行い、 その後 戻って 「私は、 清浄でなかった のです」 

と 告げた。 

み使いは、 これを 聞いて ほこと に、 ムス リムには 巧れ がない」 といわれた。 


アッ ラーを 常に 念ずる ことにつ いて 

アー イシ ャ はこう 伝えて いる 

預言者は、 どんな 時に も アッ ラーを 念じて おられた。 



食前の ウド ウーは 不要で ある ことにつ いて 


イブ ン .アツ バース はこう 伝えて いる 

預言 まが トイレから 出て 来られた 時、 食事を 提供され た。 

その 折 人々 は 「ウ ドウーをな さるので すか」 とおたず ねした。 

これに 巧し 預言 まは 「ウ わ一をして 礼 巧せ ねばな りません か」 といわれた （を）。 


(お 食事 前には 手を 洗う だけで よ 〈、ウ わ一を 行う 必要は ない 
イブ ン .アツ バース はこう 伝えて いる 

私たちが 預言を の処 にいた ある も トイレから 出て 来られた 預言を の 前に 食事が 運ばれ 
た。 

この 折 「ウ わ一をな みなせん か」 とたず ねられた 力 《 、預言を は％ ぜ 私が 今、 礼拝の た 
めの ウ ドウーを 行う のです か」 といわれた。 

アブ ドツ ラー. ビン-アツ バース は、 こう 伝えて いる 
アツ ラーのみ 使いは トイレに 巧 かれた。 

戻って また 時 食事を 出された が、 この 折 「み使い 様、 ウ ドウーをな さらない のです か」 とた 
ず わられた。 

み使いは これに 対し 「どうしてで すか。 

礼拝を せねば なりません か」 といわれた。 

イブ ン •ア ツバー ス は、 次のように 語って いる 

預言者は、 用便 後 トイレから 出て まられ た。 

その あと 食事が 出され、 彼は それを お食べに なった が、 水には お触れに ならなかった。 
サイード ゼン •フ ワイ リスの 伝える ハディー ス には、 これに 関連し、 次のように 記されて い 
る 

「教 友の一人が 預言 まに むかって 『あなたは ウ ドウーをな みなせん でした』 といった 時、 
預言者は 『私は 今ウ わ一をして 、礼拝を 巧う つもりは ありません』 といわれた」 


トイレで 唱えられる 言葉に ついて 

アナスは こう 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは トイレ レ \ ラー) に 入った 時 ロシャ イムの 伝える ハディー ス によれば、 
み使いは 禪り （カ ニー フ） に 入った 時）、 いつも、 こうお 唱えに なった 
けッ ラーよ、 私を 邪悪と 忌 わしき 事々 から お 護り 下み M 」 

前記と 同 内容の ハディー ス は、 アブ もい アズ ィーズ によっても 伝えられ、 それには 「私は アッ ラー 
に、 邪悪と 忌 わしき 事々 から お 護り 下さる ようが 願 致します」 と 記されて いる。 



居眠り 後の ウド ウーに 関して 

アナスは こう 伝えて いる 

人々 は 礼拝の ため 立ち上がった が、 アツ ラーのみ 使いは、 或る 男と 小声で 話を 続けて お 
られた 

(アブ ドル •ワー リスの 表現に よると、 アツ ラーのみ 使いは 或る 男と 内密の 話を なさって お 
られ た） 

そのため、 礼拝が いつまでも 始まらず、 人々 の 中には 居眠りを する 者 もいた ほどだった。 
アナス ゼン •マーリク はこう 伝えて いる 

人々 は 礼拝の ため 立ち上った が、 預言 まは 或る 男と 小声で 話し込んで おられ、 教 友たち 
が 居眠りを 始める 頃 また 話し合いを 中断な さらなかった。 

預言者は、 その後よ うや 〈出て おいでになり、 人々 と一緒に 礼拝を なさった。 

カターダ はこう 伝えて いる 

私は アナスから、 アツ ラーのみ 使いの 教 友たち が 居眠りを した 後 礼拝を 行い、 その 際、 ウ 
ドウ ー を 省いた ことを 聞いた。 

これに 関連し カターダ はけ ナスから 直接 その 話を 聞いた のです か」 と 人に たずねられた 
折け ツ ラーに 誓って。 その 通りです」 と 答えた。 

アナスは こう 伝えて いる 

人々 が 夜 （イシ ヤー） の 礼拝の ため 立ち上った 時、 或る 男が まて 「お話ししたい ことがあり 
ます」 といい 出した。 

それた 預言 まは 彼と 内密の 話を 長々 とな さった。 

人々 は （もし 〈は、 一 部の 人々 は） そのため 居眠りを 始めた ほどであった が、 その後よ うや 
〈礼拝が 行われた 



礼拝の 書 


ア ザーン けし 拝 時刻 告知の 詠唱) の 由来 

イブ ン •ウマル ヴ ブドッ ラー) は 次のように 伝えて いる 

ムス リム 達 （マッカの 信徒ら） が マデイー ナ にやって また 時证暦 622 年の ヒ ジュラ) 彼等は 
皆 集まって 礼拝 時刻 到来の 告 がを 待って いた。 

しかし 誰も その 時刻の 到来を がらせる をはい なかった。 

そこで 某日、 人々 はこの ことにつ いて 話し あう ことにな ったが 或るを は キリスト教 巧が 用い 
ている 鐘の ような ものでは どうかと いい、 また 或るを は ユダヤ教 巧が 用いる 角笛の ような 
ものでは どうかと いいだした。 

すると ウマル （後に 第二 代 カリフに 就任） はこう 云った。 

「誰かに 皆さんが 委任して その まに 礼拝 時刻の 到 まを 肉声で 呼び掛けても らうべき では 
ない のでし ようか」 

力、 〈して アツ ラーの 使 おはこう 仰せられた。 

「ビラ づレ （およ、 立って 人々 に 礼拝への 呼び掛けを せよ」 

(を） 美声で 知られた エチオピア 系 元奴隸 出身の 黒人 ムス リム 


ア ザーンの 言葉は 二回、 イ カーマの それは一回 唱える こと 

アナスは 次のように 伝えて いる 

ビラールは アツ ラーの 使徒から ア ザー ンの 言葉は を 二回ず つ 繰り返し (を 1) イカーマけ L 
拝 直前の 小声で 早口の ルア ザーン） （を のの 言葉は を一回 だけ 唱える よう 命じられた。 
ところで 伝承を の一人は" イカーマを 除いて" と しづ 語句を 最後に つけ 加えた ほ 3)。 

(を 1)- 息の 詠誦を 二度 繰り返す と しづ 意味で たとえば 次の ①②の 例は どちらも 正しし、 

① 「 アツ ラー は 偉大な り」 「 アツ ラー は 偉大な り」 

② 「 アツ ラーは 偉大な り、 アツ ラーは 偉大な り」 「 アツ ラーは 偉大な り、 アツ ラーは 偉大な り」 
(を 2) 二つの 意味が あ リル ア ザー ン そのものの 意味の 做 こ （を 3) のよう ピ‘ 礼拝は まさに 
始まらん とす" という一節 だけを も 意味して いる 

(を 3) それが‘ 礼拝は まさに 始まろうと している" と しづ一句を 除いて ルア ザー ンの 全ての 
文 言を 二回 繰り返す よう 命じられた 意 



アナス ゼン •マーリクは 次のように 伝えて いる 

彼等 馈 友達） は 礼拝 時刻の 到 まを 誰に でもよ 〈解る 何ら かのち まに よって 知らせるべき 
であると して そのこと で 議論して いた。 

或る 者は 义を ともすべき だとし ル \ また 或る まは 鐘を 鳴らすべき だと いった。 

そこで ビラールが 肉声で もって ア ザー ンの 言葉を を 二回 繰り返し" イカー プ’ は一回 だけ 
唱える ように 命じられた。 

この ハ ディースは 前記/ \ ディースと 別の 伝承を 経路を 経て カーリ ド • / V ソザー ウ によって 
次のように 伝えられ ている。 

を 〈の 人々 が この ことで 議論を 始めた 時、 彼等は 前記の ハディー スの 如くに 礼拝 時刻を 
告知すべき であると した。 

しかし ここでが‘ 彼等は 火を おこすべき である" といった 表現を 用いて いる。 

アナスは 次のように 伝えて いる 

ビラールは ア ザー ンの 言葉を 各 二回ず つ 繰り返し" イカーマ" の 言葉は一度 だけ 唱える よ 
う 命じられた。 


ア ザーンの 詠唱 ま 

アブー •マフ ズー ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 預言を は 彼に な 下の ア ザーン 詠唱 法を 教えて 〈れ た。 

けツ ラーは 偉大な り。 アツ ラーは 偉大な り。 

私は アツ ラーの 他に 神な しと 証言す る。 

私は アツ ラーの 他に 神な しと 証言す る。 

私は ムハンマドが アツ ラーの 使徒で ある ことを 記 言す る。 

私は ムハンマド カヴツ ラーの 使徒で ある ことを 証言す る」 

それから 彼 ヴブー •マフ ズー ラ） は 前記の 言葉を さらに 繰り返し てこう 言った ほ）。 

「私は アツ ラーの 他に 神な しと 証言す る。 

おは アツ ラーの 他に 神な しと 記 言す る。 

私は ムハンマドが アツ ラーの 使徒で ある ことを 証言す る。 

私は ムハンマド カヴツ ラーの 使徒で ある ことを 証言す る」 

それから さらにつ づけて 「礼拝の ために 来たれ」 （これを 二回） 「成功の ために 来たれ」 （こ 
れを 二回） 

な 上に ひきつづいて 伝承 者の一人 イス ハー ク はな 下の 言葉を 加えて いる。 

けツ ラーは 偉大な り。 アツ ラーは 偉大な り。 アツ ラーの 他に 神な し」 



(おな 下の 繰り返しは アブー •マフ ズーラ 独自の スタイル である。 
結局 ア ザーンの 言葉の 繰り返し 回数には 決定的な 決まりは ない 


- つの モスクに 二人の ム アツ ジン （ア ザー ンの 詠唱を） がいる ことは 好まし 
いこと である 

イブ ン •ウマルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒には 二人の ムアツ ジンが いた、 それは ビラールと 後に 失明した アブ ドツラ 
— •ビン‘ ウン ム •マクト ー ム である。 

この ハディー ス はアー イシ ヤ （預言者の 妻のう ちの一人） を 起点と した 別の 伝承を 経路に よっても 
伝えられ ている。 


明敏 さを 具えて いれば 失明者に よる ア ザーン も 可能で ある こと 

アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

イブ ン •ウン ム •マク I ムは アツ ラーの 使徒に 仕えて ア ザー ンの 詠唱を していた 力 《 、その 
時 彼は 失明して いた。 

同様の ハ ディースが 別の 伝を ま 経路を 経由して 伝えられ ている。 


預言を が 異教徒の 地 (ダールル • クフ ル） に 住んで いる 人々 の 間で アザ ーン 
の 詠唱を 聞いた 時には 彼等に 対する 攻撃を 止めた こと 

アナス ゼン •マーリクは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 夜明けと ともに 敵を 攻撃す る ことを 常と してし が。 

その 際に 彼は ア ザー ン 詠唱の 有無に 聞き耳を たてた ものでした。 

それで ア ザー ンの 詠唱を 耳に したば あいには 攻撃を 止め、 聞かなかった 場合には その ま 
ま 攻撃を 続行した。 

こうした 或る時 或る まがけ ツ ラーは 偉大な り、 アツ ラーは 偉大な り」 と 詠唱して しが。 

これを 聞いた アツ ラーの 使徒は 「彼 （或る 者） は 本然の 姿 （イスラー ム） に 従ってい る」 とい 
っ た。 

それから その 男が 「アツ ラーな 外に 神な しと 私は 記 言す る。 

アツ ラーな 外に ネ申 なしと 化は 証言す る」 といった。 



これを 聞いて アツ ラーの 使徒は 「あなたは 地獄の 業火から 逃れる ことができました」 といつ 
た。 

そこで 人々 は その 男を 注目して よく 見た が (驚いた ことに） 彼は ただの 山羊 飼でした。 


ア ザーンを 聞いた 者は (誰でも) それと 同じ 言葉を 唱和すべき こと。 

その後 預言者を 祝福し それから 彼のた めに ワ スイーラ 刷の 座に 最も 近い 
楽園 最高 位の 座) を アツ ラーに 請うべき である こと 

アブー ■サイード •フ ドリーは アツ ラーの 使徒が 次の よう 語った として 伝えて いる 

「あなたた ちは 礼 巧への 呼びかけび ザー ソを 聞いたなら ア ザー ンの 詠唱 者が 唱えて い 
る ことを 同じように 繰り返し なみり 

アブ ドツ ラー •ビン •アム ル •ビン •ア ースは 預言 まが 次のように いった ことを 聞いた として 伝えて い 
る 

「あなたた ちは ムアツ ジンの 詠唱を 耳に した 時には 彼の いっている ことを 同じように 繰り返 
しなみ、 

それから 私 (預言を) を 祝福しなさい。 

私を 祝福した 者は 誰でも アツ ラーより 10 倍の 祝福を うける だろう。 

それから 私の ために ワ スイーラを アツ ラーに 請いなさい。 

ワ スイーラとは アツ ラーの 下僕 (信徒） 達の 中で ただ一人 のために 用意され た 天国での 特 
別席です が、 私は そのた だ一人になる ことを 望んで 止みません。 

私の ために この ワ スイーラを アツ ラーに 請うた をは 誰でも 最後の 審判の 際には 私からの 
執り成しが 保証され るでしょう」 

ウマル (後に 第二 代 カリスは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

ム アツ ジンが けツ ラーは 偉大な り、 アツ ラーは 偉大な り」 と 詠唱したら、 少 〈とも あなたたち 
の一人が それに 答えて、 けツ ラーは 偉大な り、 アツ ラーは 偉大な り」 と 唱和すべき である。 
それから ム アツ ジンが けツ ラーなかに ネ申 なしと 私は 証言す る」 と 詠唱した 時には そのを は 
答えて けツ ラーなかに 神な しと 私は 証言す る」 と 唱和すべき である。 

それから ムアツ ジンカ 《 「ムハンマドは アツ ラーの 使徒で あると 私は 証言す る」 と 詠唱した な 
ら そのを は 答えて 「ムハンマドは アツ ラーの 使を であると 私は 証言す る」 と 唱和す べきで 
ある。 

それから ムアツ ジンカ 《 「礼拝の ために またれ」 と 詠唱した 時には そのを は 答えて けツ ラー 
に よる ことなしに はしけ々 る 権能 も 力 も 存在せ ず」 と 唱えるべき である。 

その後 ムアツ ジンが 「成功の ために またれ」 と 詠唱した 時に もまた そのを は 答えて 「アツ ラ 
— による ことなしに はしけ々 る 権能 も 力 も 巧 在せ ず」 と 唱えるべき である。 



それから ム アッ ジンが けッ ラーは 偉大な り、 アッ ラーは 偉大な り」 と 詠唱した 時は そのを 
は 答えて けッ ラーは 偉大な り、 アッ ラーは 偉大な り」 と 繰り返し 最後に ムアッ ジンが けッ 
ラーなかに 神な し」 と 唱えた 時は そのを は それに 答えて けッ ラーな 外に 神な し」 とむ から 
娼 念すべき である。 

こうすれば その 者は 天国に 入る であろう。 

サアド •ビン •アブー •ワッカー ス けーデシ イヤの 戦の 総 指令 官 として 知られて いる） は アッ ラーの 
使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

ムアッ ジンの 声を 聞いた 時に けッ ラーな 外に ネ申 なし アッ ラーは 唯一をに して 同位 まなし 
また ムハンマドは アッ ラーの 下僕で あり 使徒で あると 私は 証言す る。 

私は 我がち として アッ ラーをむ から 信じ、 使 おとして ムハンマドを むから 信じ、 宗教 （生ま 
律法） として イスラー ムを むから 受け入れました」 といった まは 誰でも その まの 宗教 上の 
罪は 許される であろう。 

ところで イブ ン •ル ムフ による 別の 伝承に よれば 「そして 余人は ともかく この 私は …… と 記 
言す る」 と ある 力 《 クタ イバの 伝承では 単に 「私は …… と 記 言す る」 となって いる。 



ア ザー ンの 美徳、 また ア ザー ンを聞 くと 悪魔は 逃げ去る と しづこと 

かい V ビン •ヤヒヤーは 彼の 叔父から 聞いた 話と して 次のように 伝えて いる 

私は ムアー ウィ ヤ ゼン •アブー •スフ ヤーン （ウ マイヤ 朝の 創始 ま） の 巧に いた。 

すると 彼の もとに ムアツ ジンが 礼 巧 時刻の 到来を からせに やって来た。 

その 時 ムアー ウィ ヤは アツ ラーの 使徒が かつて 次のように 語った ことを 耳に したと いった。 
「復 まの 日には ムアツ ジン 達が 最も 首の 長い 人達 (傑出した 人物に がする 比喩) です 
。主)」 

イ —サ— •ビン • タル/ \ もまた ムアー ウィ ヤ から 前記と 同じ アツ ラーの 使 おの/ \ ディー スを 
聞いた と 伝えて いる。 

(を) 復 まの 日には 彼等が 実際 長い 首を した 姿で 現われる とも 考えられ ている 

ジャー ビルからの 伝聞と して アブー •スフ ヤーン は 次のように 伝えて いる 
私は かつて 預言を が 次のように 語った 言葉を 耳に しました。 

「悪魔は 礼拝への 呼びかけを 聞 〈と ラウ ハーの あたりまで 遠 〈に 逃げ去る」 

さて スライ マー ン はこう 言った 「そこで 私は ラウ ハーとは どこです かと 彼 願 言 者） に 尋ね 
た」 

すると 彼は 答えて 言った 「それは マディー ナ から 36 マイル 程 離れた ところに あります」 

この ハディー スは 別の 伝承を 経路に よっても 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは 預言を の 次の ような 言葉を 伝えて いる 

「悪魔は 礼拝の 呼びかけを 聞 〈とその 声が 聞こえ か、 ように 背を 向けて 放歴 する。 

しかし その 呼びかけが 終わり 静かになる とまた 舞い戻り 礼 巧に 集まった 人々 のむ を 惑わ 
そうとする。 

その後 イカーマけ L 拝 直前の ルア ザー ソを 聞く とその 声が 届かめ ところまで ちび 逃げて、 
イカーマが 終り 静かになる とまた 舞い戻って きて 惑わそう とする」 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「ム アツ ジンが ア ザーンを 詠唱す ると 悪魔は 種を 返して一目 散に 陆け 去る」 

ス ハイルは 次のように 伝えて いる 

私の 父は 私を バニー •ハーリサ 族の もとへ 使いに さし 向けた。 

その 時 私は、 少年だった か 成人だった かは 〈覚えて いないが) ともかく一人の 随行を と一 
緒だった。 

そして 誰かが 壁の 向こう側から 私の 随行を の 名前を 呼んだ ので 彼は 壁の 方を を 意 深 〈見 



ました。 

しかし そこには 人影は 見当らなかった。 

そこで 私は この 出来事を 父に 話した ところ 父は 次のように 語った。 

もしお 前が そのような 状況に 置かれる と 前もって 解って いたならば そのような 巧へ お前を 
使いに 出さなかった だろう。 

それにしても もしし な一度 そのような 悪魔の 呼び声 レ、ー テフと いって イスラー ムな 前から 
恐れられ ていた) を 聞いたならば ア ザー ンを 唱えなさい。 

なぜならば 私は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った と アブー •フライ ラから 聞い ななす。 
「そもそも 悪魔は ア ザー ンの 詠唱を 聞けば ただちに一目 散に 退 参す るであろう」 

アブ ー- フライ ラは 預言 まが 次のように 語った として 伝えて いる 

「悪魔は 礼拝への 呼びかけの 声を 聞な その 声が 聞え な 〈なる ように 背を 向けて 放 居す る。 
しかし ア ザーンの 詠唱が 終る と 悪魔は また 戻り 近づいて くる。 

それから イカーマが 唱えられ ると 悪魔は ちび 種を 返して 逃げ去り、 イカーマが 終る とまた 
戻り 礼拝を に 近付いて 『しかじかの ことを 思い起せ！ しかじかの ことを 思い起こせ！』 と 
ささやいて その 男が lil 前には 考えた こと もない ことを 思い起させ ては 彼を 惑わす。 

その 結果、 礼拝 者は 何回 礼拝した かも 自分で も 分らな 〈なって しまう」 

前記と 同様の ハディー スが 別の 伝承を 経路を 経て アブー •フライ ラに より 伝えられて いるが それは 
次の一節の一部が 違って いる だけで ある。 

「彼は どのよう にして 礼拝した のか 自分で も わけが 分から なくなって しまう」 



礼拝 動作の 中で 屈 身したり、 上体を 起したり する 際には タク ビールを 唱える 
べき こと、 ただし 屈 身 礼から 上体を 起こして 直立の 姿勢に 移る 際は 別で、 こ 
の 時は けツ ラーは 彼を 讚美す る 者の 声を 聞きた もう」 と 唱える ぺ きこと 

アブー- サラマ ゼン • アブ ドル • ラフ マー ンは 次のように 伝えて いる 

アブー •フライ ラは 皆の ために 礼拝の 先導を する イマー ム馈 導師） の 役を 勤めた もの だっ 
た。 

その 際 彼は 身を 屈めたり 身を 起したり する ごとに タク ビー ルを 唱えた。 

そして 礼拝を 終えた 時 彼は 次のように いった。 

「アツ ラーに 誓って 私は 皆さんの 誰よりも アツ ラーの 使徒の 礼拝に 最も 近い 礼拝の 言葉を 
唱えて います」 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 礼拝の ために 立ち上がった 斷 こ、 直立の 姿寶で タク ビー ルを 唱え、 そ 
れ から 屈 身 礼に 移る 際に 巧び タク ビールを 唱え、 屈 身 礼から 身を 起す 時には 「アツ ラーは 
彼を 讚美す る 者の 声を 聞きた もう」 と 唱えた。 

それから 彼は 立った ままの 姿勢で 「おお 我等が ちよ、 称 讚は あなたに のみ」 と 唱え、 つい 
で 身を なめて 平伏 礼に 移る 斷こ タク ビー ルを 唱え、 それから 平伏 礼の 姿勢から 頭を 起す 
時に もまた タク ビー ルを 唱え、 もう一度 つづけて 平伏 礼に 移る 際に も タク ビー ルを 唱え、 頭 
を 起こす 時に も タク ビー ルを 唱えた。 

そして 預言を は 残りの ラ カート （一回の 屈 身 化と 二回の 平伏 礼より なる 礼拝 構成単位 りこ 
ついても 同様の 作法で タク ビー ルを 唱え、 ニ ラ カー ト (最小限の 完結した 礼拝 単位) を 終え 
て 正座の 姿勢から 立ち上る 際 (第； 回目 の ラ カー トに 移る ため） にも タク ビー ルを 唱えた。 
それから アブー •フライ ラは 次のように いった 

「私の 礼掛ホ あなたち のうちで も 最も アツ ラーの 使を の 礼拝に よく 似て しなす」 


イブ ン •ハーリス ヴブ ドル •ラフ マー ン） は アブー •フライ ラが 次のように 語った として 伝えて いる 
アツ ラーの 使徒は 礼拝の ために 立ち上った 時 タク ビー ルを 唱えた ものだった。 

残りの ハディー スは 前記の ハディー スと 同様で ある。 

しかし 彼は アブー •フライ ラが 語った とされて いか 私の 礼拝は あなたち のうちで も 最も アツ 
ラーの 使徒の 礼衝こ 似な なわと しづ （最後の）一 文には 言及し なかった。 

アブー- サラマ ゼン • アブ ドル • ラフ マー ンは 次のように 伝えて いる 

マル ワーン （ウ マイヤ 朝の か 口け ヴブー •フライ ラを マディー ナ における 彼の 代理 統治 
をに 任命した 時だった が アブー •フライ ラは 義務の 礼拝の ために 立ち上がる 時は いつでも 
タク ビールを 唱えた ものだった。 



残りの ハディー スは 前記の ハティー スと 同じで あるが 最後のと ころで 次の一文が つけ 加え 
られ ていた。 

アブー •フライ ラは 礼拝を 終えて 「皆さんの 上に 平安と アツ ラーの 慈悲と ネ兄 福が あります よ 
うに！ 」 という 所定の 挨楼を 唱えた 後に モスクに 居並んだ 人々 に 向き 直って こう 言った。 
「私の 魂が その 手中に ある お 方ヴッ ラー） に 誓って 申します。 

私の 礼拝は あなた 方のう ちで も 最も アツ ラーの 使 巧の 礼拝に よ 〈似て しなす」 


アブー •サラマは 次のように 伝えて いる 

アブ ー フライ ラは 礼拝に おいて 身を 起したり、 身を 屈めたり する たび ごとに タク ビー ルを 
唱えた ものだった。 

そこで 私達は 彼に こう 尋ねた 

「アブー •フライ ラよ、 この タク ビー ルは 何のた めに 唱える のです か？」 

すると アブー •フライ ラは 答えて いった。 


じれ 力 巧 さし 〈アツ ラーの 使徒の 礼挥に 他なら ないから です」 


ス ハイルは 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

アブ ー フライ ラは 礼 巧に おいて 身を 屈めたり 身を 起したり する たび ごとに タク ビー ルを 唱 
えた ものだった。 

そして 彼は アツ ラーの 使徒が いつも そのよう に 唱えた ものだった と 語って いた。 

ム タツ リフは 次のように 伝えて いる 

私と イム ラー ン ゼン •フサ インは アリーゼン •ア ブーターリブ (後に 第 四 代 カリフ、 預言を 
のい とこで 娘婿） の 後に ついて 礼拝した。 

すると アリーは 平伏 礼を した 腳こ タク ビー ルを 唱え、 上半身を 起して 頭を あげる 時 も タク ビ 
— ルを 唱えた。 

また 彼は 二回の ラ カー トを 終えて いったん 正座し その 姿勢から 立ち上 力 巧 際に もまた タク 
ビー ルを 唱えた。 

そして 我々 が 礼 巧を 終えた 時 イム ラーンは 私の 手を とってこう 言った。 

「まさじ 彼ヴリ ー） は ムハンマドの 礼拝の 作 まに 従って 我々 とともに 礼拝し ました。 換言 
すれば 彼は 私に ムハンマド 様の 礼拝を しばし 思い起こさせ たの だ」 



礼拝の 各 ラ カート 毎に ファー テイ ハ （開扉 章、 ク ルアー ンの第 1 章) を 唱える 
ことは 義務で ある こと 


アツ ラーの 使徒から 聞いた として ウ パーダ ゼン •サー ミトは 次のように 伝えて いる 

「クル アーン の ファーテイ ハ (第 1 章の 開扉 章 (を)） を誦 まない をには いかなる 礼拝 もな 
い」 


(を) 様々 な 異名を 持つ、 「開扉 章」 の 他、 「繰り返す 7 節」 「クル アーン の 母 (精 髓)」 「アル 
力ーフィ （充足 黃」 「 アルカン ズ （ま 蔵 章）」 「 クル アーン の 基石 章」 

ウ パーダ ゼン •サー ミトは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

「クル アーン の 母 (第 1 章の 開扉 章で クル アーン の 精髓の 意） を誦 まない をの 礼 街 ホ 無効 
である」 

かつて アツ ラーの 使徒から 井戸水を 顔に まがれた ことの ある マフ ムード •ビン •ラビー ウ （を） はウ 
バーダ ゼン •サー ミトから 聞き およんだ アツ ラーの 使 巧の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
「クル アーン の 母を 誦 まない をの 礼拝は 無効で ある」 

(を） その 時 マフムードは 5 才のモ 供だった。 

預言者は 子供を 喜ばせる ために 口に 水を 含んで ピュツ とその 子の 顔に 水を かけた という 
この ハ ディースは 別の 伝承を 経路を 経て 伝えられて いるが それに よれば 次の 語句が 加えられて 
いる 

「（ファーティ ハ） とその 他の 若干の 章節 （を誦 まない …… ）」 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「クル アーン の 開扉 章を 誦 まずに 礼拝した としても その まの 礼拝は 不完全で ある」 と 預言 
をは； 度 繰り返して 語った。 

そこで 人々 は アブー •フライ ラに 「我々 はしばし ば イマー ムの 後に ついて、 ただ 彼の 先導に 
従って 礼拝す る だけでは ないか」 と 質問した。 

すると アブー フライ ラは 「それ （開扉 章) をた だむ の 中で 唱えなさい」 と 答えて、 さらにこう 
いった。 

「なぜならば 私は アツ ラーの 使 おの 次の ような 言葉を 聞いな^ からです。 

『至高なる アツ ラーは 申された。 われ ヴツ ラー) は 礼拝の 言葉を われと わが 下僕 仏 ハン 
マド） の 間で 二部に 分けた。 か 〈して わが 下僕には 彼が 求める ものが よ 〈叶えられる であろ 
ラ。 

さて 下僕 力 《 「万世の 主 アツ ラーに 讚 あれ」 と 言えば 至高なる アツ ラーは" わが 下僕 われを 
讚え たり" と しづ。 



下僕が 「慈悲 深く 慈愛 あまねく J といえば 至高なる アツ ラーは" わが 下僕 われを 讚美した 
り" という。 

「最後の ま 判の 日の 主催を」 とい えげ ホが 下僕 われを 称 讚せ り" と しづ。 

また 時には" わが 下僕 われに 全てを 委ねたり" と しづ。 

「あなたを のみ 崇拝し あなたに のみ 助けを 請い 願う」 といえば" これ こそ われと わが 下僕の 
間の 関係な り。 

わが 下僕には 求める ものが け えられん" という。 

「我等を 直き 道に 導きた まえ、 あなたが 祝福した 人々 の 道に、 あなたの お怒りを こうむっ 
た 人々 や 迷える 人々 の 道で なく J といえば" これ こそ わが 下僕の ため、 彼が 求める ものは 
叶えられん" という』」 

伝承 まの一人 スフ ヤーン は 次のように 語った。 

アラー ウ ゼン •アブ ドル •ラフ マー ンは それ (前述の ハディー スの 内容） について 私に 語っ 
て くれた。 

その 時 私は 彼を 訪問 中でした が 彼は 病気で まに いました。 

そこで 私は それにつ いて 彼に 自ら 尋ねた のでした。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 「クル アーン 開扉 章を 誦 まないで 礼拝を るます まは …… 」 と 述べた が 残 
りの ハ ディー スは スフ ヤーン の 伝えた ものと 同一である。 

そして この 二人の ハディー スの 中には 次の 言葉が ある。 

『至高なる アツ ラーはいった" われは 礼拝の 言葉を われと わが 下僕の 間で 二分せ り、一 方 
はわが ため 他ち はわが 下僕の ための もの 1 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して、 次のように 伝えて いる 

「開扉 章を 誦 まず 礼拝した としても その 礼拝は 不完全で ある」 と； 回 繰り返して 申された。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

「 （クル アーン 開扉 章の） 読誦な しには いかなる 礼拝 も 成立し ない」 

これにつ いて アブー •フライ ラは さらに 次のように 述べた。 

それで 皆さんの ために 私は アツ ラーの 使を が 声高に 読誦した 言葉 （を 1 ) について は 私 も 
声高に 読誦し アツ ラーの 使徒が ル 声で 唱えた 言葉な 2) について は 私 も ル 声で 唱え ま 
した。 


(を 1)- 日 五 回の 礼挥 のうち 日の出 前の 礼拝、 日 お 後の 礼拝、 夜間の 礼拝が これに 相 
当す る 

(をの 昼過ぎの 礼拝と 午後の 礼拝が これに 相当す る 



アブー •フライ ラの 言葉と して アター は 次のように 伝えて いる 

礼拝に 際して 皆さんは を ラ カート ごとに クル アーン の 開扉 章を 誦 むべき である。 

私は アツ ラーの 使徒が 皆さんに お聞かせした 言葉に ついては それを 聞き とれる 声で お 聞 
かせした。 

また アツ ラーの 使 巧が 小声で 唱えた 言葉に ついては 皆さんに も 小声で 唱えた。 
すると一人の 男が こう 尋ねた。 

「もし 開扉 章な 外の 章句の 文 言を 何ら 加えなかった としたら その 礼拝は 不完全で しよう か」 
そこで アブー • フライ ラは 答えて 言った。 

「開扉 章の 外に 他の 章句を 加えて 誦 むちが よい。 

しかし 開扉 章の 読誦 だけで 礼拝を 終えた としても それでも 巧 分です」 

アブー •フライ ラの 言葉と して アター は 次のように 伝えて いる 

礼拝に 際して を ラ カー ト ごとに クル アーン 第 1 章を 誦 むことは 不可欠で ある。 

私は アツ ラーの 使徒が 我々 に 聞き取れる 声で 聞かせた 言葉に ついては、 皆さんに も その 
言葉を 声高に お聞かせした。 

そして 彼が 小声で 唱えた 言葉に ついては 私 も そのよう に 小声で 誦ん だ。 

また 開扉 章を 誦ん だを は それで 礼拝を 済ませた ことになります。 

開扉 章に 加えて 別な 章句を よむならば さらに 良い ことです。 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 
アツ ラーの 使徒が モスクに 入った。 

つづいて一 人の 男が そこに 入り 礼拝した。 

それから 彼は アツ ラーの 使徒の 巧に やってきて 挨楼 をした。 

使徒は 彼に 挨搂を かえしてから こういった。 

「もう一度 戻って 礼拝し なみ、 あなたは 礼拝して いないの だから」 

そこで 男は 戻り 前の ように 礼拝した。 

それから 彼は 使徒のと ころに やってきて 巧び 挨搂 をした。 

使徒は 彼に 「あなたの 上に こそ 平安を J と 挨搂を かえしてから 「もう一度 戻って 礼拝し なさ 
し \ あなたは 礼拝して し々 いの だから J と 今度は 後段の 文句を （強調し 口； 度 繰り返した。 
すると その 男は こう 言った。 

「真実を たずさえて あなたを 使わした おち ヴツ ラー) にかけ て、 私は これな 上よ くしよう が 
ありません。 どうか 私に お教え 下み、」 

使徒は これに 答えて 次のように 言った。 

「 あなたが 礼拝の ために 立ち上った 時は タク ビー ルを 唱えなさい。 それから あなたが 覚え 
ている 適切な クル アーン の 章句を よみな み、。 それから 巧 分に 頭を 下げて 屈 身し なみ、。 



それから 上体を 起して 直立の 姿勢に 戻り その後 しっかりと 平伏しな み、。 そして 残りの 礼 
拝 作法 もこの ように おやりなさい」 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 
或る 男が モスクに 入り 礼拝した。 

この 後に つづ 〈ハ ディースは 前記の ハ ディースと 同じ だが Jil 下の 言葉 だけが 追加され て 
いる。 

「あなたが 礼拝の ために 立ち上る 時は ウ ドウー (ル 浄) を 完全に 済ませな み、。 それから キ 
ブラけ ツカの 方向） に 向って" アツ ラーは 偉大な り" と 唱えな み、」 



イマーム かは 彼の 背後で 礼拝の 言葉を 大声で 唱える ことは 禁じられ てい 
る こと 


イム ラーン •ビン • フサ インは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が ズ フル (昼過ぎ) の 礼拝 かまた は アスル (午後） の 礼拝で 我々 を 先導な 
された 時だった。 

それが 終る と 彼は 誰が 彼の 背後で 「いと 高き を 仏 ハン マド) の 主の 名を 讚美 せんな） と 
しづ 言葉を 声高に よんだ のかと 尋ねた。 

すると 或る 男が こう 言った。 

「私です 私は 良 かれと 思って そうしました」 

そこで ムハンマド 様は こういった。 

「私は あなたた ちの 誰かが が 意に 私の 言葉尻を とらえよう としたと 感じた (つまり 声を 出し 
てよ むべき ではない）」 

(を) クル アーン 第 87 章 第 1 節 

イム ラー ン ゼン •フサ インは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は ズ フルの 礼拝を 先導して いました。 

すると 彼の 背後で 誰かが 「いと 高き ホの ちの 名を 讚美せ よ」 という 言葉を 声を 出して よみ 
始めた。 

礼拝が 終る と ムハンマド 様は 「あなたたち のうちの 誰が (例の 言葉を 声高に） よんだ の 力、」 
と 尋ねた。 

すると一人の 男 力 《 「私です」 と 答えた。 

それで 預言を は 「あなたた ちの 誰かが (私が よんで いた 文章の） 言葉尻を とらえよ うとした 
と 思いました」 と 語った。 

この ハディー スは 別の 伝承を 経路を 経て 次のように 伝えられ ている 

アツ ラーの 使徒は ズ フルの 礼拝を 先導した 後で 「あなたたち のうちで 誰かが (私が よんで 
し、 た 言葉の） 言葉尻を とらえようと していた と 感じた」 と 語った。 



預言者が、 慈悲 深く 慈愛 あま わき アッ ラーのみ 名に おいて レな マラ) と しづ 
言葉を 声を 出して 誦 まなかった とする 人々 の 根拠 

アナスは 次のように 伝えて いる 

私は アッ ラーの 使徒 および アブー バ クル (後に 第一代 か 口）、 ウマル (後に 第二 代 カリ 
フ） 、ウス マー ン （後に 第； 代 カリフ） とともに 礼拝した が 彼等の 誰一人から も 「慈悲 深 〈慈 
愛 あま わき アッ ラーのみ 名に おいて」 と しづ 言葉を よむ 声を 聞かなかった。 

伝承 まの一人 シュウ パは 前記 ハ ディースを 次の ような 追加の 言葉と ともに 伝えて いる 
私は カターのこ 「あなたは それを アナスから 聞いた のか」 と 尋ねた。 

すると 彼は 答えて 「そうです、 我々 は それにつ いて アナスに 尋ねた」 と 言った。 

アブ ダは ウマル •ビン •ハッター ブが 次の 言葉を 声を 出して 詠誦して いたと 伝えて いる 

「あなたに ま ホ あれ、 おお アッ ラー、 称 讚は あなたの もの、 あなたの 名前は 神聖に して、 あ 
なた の 尊厳は いと 高し、 あなたな 外には いかなる ネ申 もな し」 

カターダは 書面で アナス •ビン •マーリクが 彼け 夕ー ダ） に 次のように 語った として アブ ダに 
伝えて いる。 

私び ナス） は アッ ラーの 使徒と アブー •バか レ、 ウマル、 ウス マー ン 等の 背後で 礼拝し まし 

た。 

彼等は いきなり 「称 讚は アッ ラーにの み、 万世の ち」 （開扉 黃…」 と 声を 出して 詠唱し 始め 
たが この 詠唱の 後で も 前で も 「慈 お 深 〈慈愛 あま わき アッ ラーのみ 名に おいて」 と しづ 言葉 
を 声を 出して 唱える ことはなかった。 

イス ハークゼ ン •アブ わ ラーは 彼が アナス •ビン •マーリクから 前記と 同じ ハディー スを 聞いた と 伝 
えてい る。 



バス マラ ヴッ ラーのみ 名に おいて…） は クル アーン 第 9 章 r 改 俊の 章 J を 除 
いては 各 章の 一部分で あると 主張す るを の 根拠 


アナスは 次のように 伝えて いる 

或る日 アッ ラーの 使徒は 我々 と一緒に 座って いた。 

彼は ほんの一時 居眠りを して それから ほほえみつつ 頭を 上げた。 

そこで 我々 はけ ッ ラーの 使徒よ、 何が あなたは 笑った のです か」 と 尋ねた。 

すると 彼は 答えて 「今 T 度 私に 1 章の 啓示が 下った ところです」 と 言って それを 詠唱した。 
「アッ ラーのみ 名に おいて、 慈悲 深く 慈愛 あま わき 御 方、 われ ヴッ ラー) はを (預言を) に 
カウ サルを 与えたり、 されば ホの 主の ために 礼拝し 犠牲を 奉納せ よ、 まこと ホの 敵は 恩 
恵に 見放され たる をん （クル アーン 第 108 章） 

それから 預言 まは 「あなたた ちは" カウ サル" とは 何 か 知ってい るか」 と 尋ねた。 

我々 はけ ッ ラーとその 使徒の みが それを 知っている」 と 答えた。 

ムハ マンド 様は それを 説明して 次のように 語った。 

「"カウ サル" とは 至高に して 尊厳に 満ちた アッ ラーが 私に 約 まされ たげ 国の） 川の 名前 
で そこには 恵みが たくさん ある。 

それは一種の 巨大な 貯水槽で 審判の 日には 信徒 達が 水を 飲みに やって 〈る。 

また そこには 大型 コップが 星の 数 程 も ある。 

- 人の 信徒が そこに 集まって いる 人々 の 群から 弓 I き 離されようと している （を）。 

そこで 私 仏 ハン マド） は 『我がち よ、 彼は 私の 信徒のう ちの一人です』 というと、 ちは 答え 
て 『ホは あの まが ホの なき 後け、 ってに） イスラー ムに附 加 物を 加えた ことを 知らないの 
だ』 と 仰せられる」 

ところで イブ ン •フジ ュル はこの ハディー ス について 次の ような 補足 表現を 加えて いる。 
「預言者は 我々 とともに モスクの 中に 座って いた、 おが あはを なき 後 そのを が 捏造した 
ところの もの だ ドのを 知らないの だ』 と 仰せられた」 

(お 未 まの 出 まごと であろ が 巧れ を あたかも 眼前で 起こって いる 如 〈描いて みせる 独特 
な 手法 

ム フタール ゼン •フル フルは アナス ゼン •マーリクより 聞いた として 次のように 伝えて いる 
「アッ ラーの 使徒は一時 まどろんだ」 

その後に つづく 残りの ハ ディース はな 下の 表現 上の 相違を 除いて 前記 ハ ディースと 同じ 
である。 

「それけ ウサ ル） とは 至高に して 尊厳に 満ちた 我が 主が 天国に おいて 私の ために 約 まさ 
れた 川で それに 面して 貯水 檀が ある」 

だが 彼び ナス） は 「そこに 大型の カップが 星の 数 程 も あるに とに ついては 言及して いな 



礼 巧 最初の タク ビ ー ル （イ ヘラ ー ムの タク ビ ー ル） の 後は 胸と おへ そとの 間 
の 位置で 左手 首の 上に 右手 首を 軽く 載せる 姿勢を とる こと、 また 平伏の 際 
には 両手を 両 肩の 位置のと ころで 地面に つける こと 

ワーイ ル •ビン •フジ ュ ルは 預言 まの 次の 動作を 目撃した と 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 礼衝こ 入る 際に 両手を 上げ タク ビールを 唱え （その 時の 手の 位置は ハ 
ン マー ムの 伝える ところに よれば 両耳の 高さまで である） それから 彼 （預言 ま） は 両手を 自 
分の 着物で 包み、 左手 首の 上に 右手 首を 載せた。 

また 彼は 屈 身 礼に 入る 際には 両手を 着物の 中から 出し 両手を 上げ それから タク ビール 
を 唱えて 屈 身 礼を した。 

それから 直立の 姿勢に 戻る 時に けツ ラーは 彼を 讚美した 者の 声を 聞き 給う」 と 唱えて 両 
手を 上げ、 その後 平伏した 際には 広げた 両手の ひらの 間で 額ず き 平伏 礼を した。 



礼 描 こおけ る タシャ ツフド (証言 儀礼) の 言葉に ついて (を） 

なにの 言葉は ニ ラ カー トの 礼拝を 終えた 後に 座った まま 唱えられる。 または 最後の 
正座 礼の 際に も 唱えられる 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードは 次のように 伝えて いる 

我々 が アツ ラーの 使徒の 背後で 礼拝して いた 時、 我々 は 次の 言葉を 唱えた ものでした。 
「アツ ラーに 平安を！ 誰々 に 平安を！」 

すると 或る日の こと アツ ラーの 使徒は 我々 にけ ツ ラーこそ 平 ま そのもの ではない のか！」 
と 仰せられ、 あなた 達の 誰でも 礼拝の 際に 正座の 姿勢に 移った 時には 次のように 唱える 
べきで あると 指示され た。 

「全ての 勤 言と 勤行と 良き ものは アツ ラーの もの、 預言を よ、 平安と アツ ラーの 慈悲と ネ兄福 
が あなたの 上に、 平安は また 我々 と アツ ラーの 誠実な 下僕 達 (信 おの 上に もあります よ 
ぅに！」 

ここで 預言者は 「もし 誰かが これ (前記 末尾の 言葉) を 唱えれば それは 天地の 真正な を 信 
徒への 祈りと して 聞き届けられる であろう」 と 仰せられた がさら につ づけて 次の 言葉を 唱え 
るべき であると して 指示した。 

「私は アツ ラーを 除いてし け々 る 神 も 存在し えない ことを 記 言す る、 そして また ムハンマド 
が アツ ラーの 下僕で あり 使徒で ある ことを 記 言す る」 

そして その後は 礼拝 まが 自ら 好む 机 頭の 言葉を 選んで それを 唱えれば よいと 預言を は 
指示され た。 

た 承 者の一人 シュウ パは マンスールから 伝聞した として 前記と 同様の ハディー スを 伝えて いる。 
ただし 彼は" その後は 礼拝 者が 自ら 好む 析 願の 言葉を 選んで それを 唱えれば よい" と しづ 最後の 
— 文には 言及して いない。 

この ハディー スは マンスールからの 伝聞と して 別の 伝承を 経路を 経て 前記 二つの ハディー スと同 
様に 伝えられ ている。 

し 力ん マンスール はこの ハディー スの 末尾で" その後は 礼拝 まに 自ら 好み 欲する 机 頭 文の 言葉を 
選ばし めよ" として 末 段の一文に 言及して いる。 

アブ ドツ ラーゼン •マ スウードは 次のように 伝えて いる 
「我々 は 礼拝 中で 預言を と一緒に 座って いた」 

残りの ハ ディー ス について は 先の （マンスールの 伝えた） ハ ディー スと 同一である。 

ただし アブ ドツ ラーはこの ハディー スの未 段では" それから 礼拝 者は 自分の 好きな ドアー 
け 斤 願文） を 捧げて よい" としてし、 る。 



イブ ン •マ スウードは 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は T 度 クル アーン の 1 章を 教える 時の ように 彼の 両手の ひらで 私の 手を 
握りし めながら タシャ ッフ ドの 言葉を 私に 教えて 下さった。 

そして イブ ン •マ スウードは タシ ャッ フ ドの 言葉を 前記の ハディー スの 中で 皆が 語った よう 
に 語った。 

イブ ン •ア ッバー スは 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は T 度 我々 に クル アーン の一章を 教える ように タシャ ッフ ドの 言葉を 次の 
ように 教えた ものだった。 

「全ての 祝福に 満ちた 勤 言と 勤行と 良き ものは アッ ラーの もの、 おお 預言を よ、 平安と アッ 
ラーの 慈悲と 祝福が あなたの 上に、 平安は また 我々 と アッ ラーの 誠実な 下僕 達の 上に も、 
私は アッ ラーの 做 こしけ々 る ネ申も 存在 しないと 記 言す る、 また 化は ムハンマド カヴッ ラー 
の 使徒で ある ことを 記 言す る」 

ところで 伝承を の一人 イブ ン •ル ムフの 伝える ところでは 単に" クル アーン を 我々 に 教えた 
ように…" と 表現され ている。 

イブ ン •ア ッバー スは 次のように 伝えて いる 

力、 つて アッ ラーの 使徒は クル アーン の一章を 教える ように タシャ ッフ ドを 教えて 〈れ たもの 
です。 

ハッター ン ゼン •アブ ドッ ラー •ラ カー シーは 次のように 伝えて いる 

私は アブ ー ■ム ー サ ー •ア シュア リ ー と 一 緒に 礼 巧して いました。 

そして 彼 （イマー ム としての アシュアリー） が キア ダ （正座 ネ L ) に 移った 時、 人々 のうちの 誰 
力、 が 「礼拝は 敬虔 さと ザ カー ト (喜捨） とのが 合わせで 命じられ たもの だ」 といった。 

さて ア ブームー サーは 左ち の タス リーム け L 拝 最後の 挨搂 儀礼) を 終えて 礼拝を 済ませ 
ると 人々 のちに 向き 直って こういった。 

「あなた 達のう ちの 誰が一体 かけ、 〈しかじかの 言葉を 口にした のか」 

ところが 人々 はな 款し たま まだった ので 彼は 重ねて 「あなた 達のう ち 誰が一体 か 〈か 〈し 
かじかの 言葉を 口にした のか」 と 尋ねた。 

しかし 人々 は 押し黙った ままだった。 

そこで 彼は 「や一、 ハッター ン、 ひょっとしたら あなたが いったの ではない のか」 と 尋ねた。 
ハッター ン はこれ に対して 「し ル、 え 私は いっていません、 この ことで あなたが 私を 非難す る 
のでは ないかと 秘かに 恐れて いたと ころです」 と 答えた。 

すると一 人の 男が 「私が いいました、 良 かれと 思って 私が いいました」 といった。 

そこで アブ ー ■ム ー サ ー は 次のように 語った。 

あなたた ちは 礼 巧の 際に どう しづべき かからな いのです 力、、 まことに アッ ラーの 使徒は 



我々 に 説教され て 我々 のとるべき 道を 明らかにし 我々 に 礼拝の 仕方を 教えて 下さった は 
ず だ。 

それに よれば 預言を は 次のように いっている。 

「礼拝に 際して は、 まず あなた 達の 人 列を まっすぐに しなさい。 

それから あなた 達の 内の一人を あなた 達を 先導す る イマームと しなさい。 

そして 彼 力 《 タク ビー ルを 唱えたら あなた 達 も タク ビー ルを 唱えな み、。 

彼が 「 …… あなたの お怒りを こうむった 人々 の それでな 〈また 迷える 人々 の それでも なく 
(を)」 といったら、 あなた 達は 『アー ミー ン』 と 唱えなさい。 

そうすれば アツ ラーは あなた 達に お答えになる だろう。 

そして 彼が タク ビールを 唱えて 屈 身 礼を した 時には あなた 達 も タク ビールを 唱えて 屈 身 礼 
をしなさい。 

その 際に イマームは あなた 達より 先に 屈 身して また 頭を 上げます。 

また イマー ムの それぞれの 動作の 間の 取り 方と 後に つづ 〈あなた 達の 間の 取り 方は 時間 
的に 等し 〈なければ ならない。 

さらに 彼が 『アツ ラーは 彼を 讚美す るを の 声を 聞き届け 給う』 といった 時は あなた 達は 『お 
お アツ ラー、 我等が 主に こそ 称 讚が 化 唱えな み、。 

きっと アツ ラーは あなた 達の 声を 聞いて いるで しよう。 

なぜならば 自ら 至福に して 至高なる アツ ラーは 自らの 預言者 仏 ハン マド） の 口を 借りて 
『アツ ラーは 彼を 讚美す る まの 声を 聞き届け 給 列と いったから である。 

それから 彼 （イマー ム） が タク ビー ルを 唱えて 平伏した 時には あなた 達 も それに つづいて 夕 
クビー ルを 唱えて 平伏しな み、。 

その 際 イマームは あなた 達より 先に 平伏し そして 頭を 上げる。 

また 先行す る イマームの 動作の 間の 取り 具合と 彼に つづ 〈あなた 達の 間の 取り 具合は 時 
間 的に 等しい ことは 当然で ある。 

それから イマー ムカ 《 タシャ ツフ ドを 唱える ために 正座の 姿勢に なった 時、 あなた 達の 誰も 
が 最初に 唱えるべき 言葉は 次の 通りで ある。 

『全ての 勤 言と 勤行と 良き ものは アツ ラーに 属します。 

おお 預言を よ、 あなたの 上に 平安が、 そして アツ ラーの 慈悲と 祝福が あります ように。 

我々 の 上に も そして また アツ ラーの 誠実な 下僕 達の 上に も 平安が あります ように、 化は ア 
ツ ラーを 除いてし け々 る ネ申も 存在し かにと を 記 言し ます。 

また ムハンマドが アツ ラーの 下僕で かつ 彼の 使を である ことを 証言し ます 山 

(を) ク ルアー ン第 1 章の 最後の 言葉 

カターダは 同様の ハディー スを 別の 伝承を 経路を 経て 伝えて いる。 

スライ マー ン からの 伝聞と して ジャリールが 伝えた ハディー スの 中で カターダは 次の ような 追加 表 



現を 加えな'' る。 

「もし イマー ムが クル アーン を誦ん でい る 時は あなた 達は ただ 黙って 聞いて いなさし、」 

また 次の 言葉は アブー •ア ワーナ から 聞いた と しづ アブー •力ーミルの 伝承を 除いて 他の 誰の ハ デ 
ィ ー ス にも みられない。 

それは 「なぜなら 自ら 至福に して 至高なる アッ ラーは 預言を の 口を 借りて" アッ ラーは 彼を 讚美す 
るを の 声を 聞き届け 給う" といった の だから」 と しづ一文 である。 

ところで アブー •イス ハー ク （イマー ム .ムス リムの ま 子） は アブー. ナドルの 姉妹の 息子の アブー- 
バか レカ じの ハディー ス について 批判的に 議論した と 語って いる。 

その 時 イマー ム •ムス リムは 「あなたは スライ マー ン よりも 信頼に 足る ハディー ス 伝承 者が 他に 儲 
かいる と 思います か」 と 尋ねた しする と アブ ー ■ バ クルは イマー ム ■ムス リムに けブ ー ■ フライ ラに よ 
って 伝承され た ハディー ス はどうで しよ が、、 つまり 真正と されて いる" クル アーン が 礼拝 中に 誦ま 
れ ている 時は あなた 達は ただ 熟って 聞き入りな み^’ と しづ一文は どうか」 と 逆に 質問した。 

そこで イマー ム‘ ムス リムは 「それは 私の 見解で も 真正 ハディー ス である」 と 答えた。 

すると アブー バ クルは 「では あなたは 何が それを 正伝 集の 中に おさめなかった のか」 と 巧び 質問 
した。 

すると イマー ム •ムス リムは それに 答えて 次のように 語った。 

「私は 自分の 見解で 真正と する ハ ディースの 全てを この 正伝 集に おさめた わけではありません。 
私は 真偽の程は 問わず ハ ディース 学を 達が 真正で あろうと 合意を 見た ハ ディース のみを 選んで 
集成した のです」 


この ハディー スは 別の 伝承を 経路を 経て カター ダに より 次のように 伝えられた ものである 
まこと 崇高に して ま 光に 満ちた アツ ラーは 預言を の 口を 借りて" アツ ラーは 彼を 讚美した まの 声を 
聞き届け 給う" といえ と 命じた。 



タシャ ッフ ドの 後で 預言を に 対し 祝福す る こと 


礼拝への 呼びかけを 夢で 教えられた とされて し^ アブ ドツ ラーゼン •ザ イドは マ スウード •アン サー 
リーからの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 我々 の 巧に やって また 時 我々 は サアド •ビン •ウ バー ダを 困んで 座って 
いました。 

それで バシー ル ゼン •サアドが 預言者に 尋ねました。 

「アツ ラーの 使徒よ、 至高なる アツ ラーは あなたを 祝福す るよう に 我々 に 命じました (クル ア 
-ン第 13 章 56 節） がさて どのよう にして あなたを 祝福したら よいので しょう か」 

すると アツ ラーの 使徒は しばら 〈熟り 込んで しまった。 

それで 我々 は 尋ねなければ よかった と 思った 程でした が やがて アツ ラーの 使 おは 次の よ 
うに 唱えなさい といった。 

「おお アツ ラー、 ムハンマドと ムハンマドの一族 (誠実な 彼の 追随を も 含む) をネ兄 福した ま 
え、 ちょうど あなたが イブ ラヒ ームヴ ブラ ハム） の一族を 祝福した 如 〈、 ムハンマドと ムハ 
ン マドの一族に 恵みを 垂れた まえ、 ちょう ど あなたが 万世に おいて イブ ラ ヒーム の一族の 
をに 恵みを 垂れた もうた 如 〈、 まことに あなたは 称 讚に 値し ま ホに 満ちた おちです」 

これに つづいて 預言 まは 次のように いった。 

「その後は 皆さん もがって いる 左ち の挨搂 (タス リーム） が 来ます」 

イブ ン •アブー •ライラは 次のように 伝えて いる 

カ アブ ゼン •ウ ジュラは 私に 会い 「あなたに ちょっとした 贈物 （を) を さしあげ ましょ が、」 と 
言って 次のように 語った。 

アツ ラーの 使徒が 我々 の 巧に やって また。 

そこで 我々 は 彼に 次のように 尋ねた。 

「あなたの 上に 平安を いかに 祈願す るかは 既に 承が してい ますが、 あなたを 祝福す るに 
はどうしたら よいので しょう か」 

すると 預言 まは 次のように 唱えな み'' といった。 

「おお アツ ラー、 ムハンマドと ムハンマドの一族を ネ兄 福した まえ、 ちょうど あなたが イブ ラヒ 
-ム の一族に 祝福され た 如 〈、 まことに あなたは 称 讚に 値し 栄光に 満ちた おちで ありま 
す。 おお アツ ラー、 ムハンマドと ムハンマドの一 族に 恵みを まれた まえ、 ちょうど あなたが 
イブ ラ ヒーム の一族に 恵みを まれた もうた 如く、 まことに あなたは 称 讚に 値し 栄光に 満ち 
たおち です」 


(を） 物質的な プレゼントでは なし、。 ここでは 貴重な レ： TF の ハディー ス のこと、 つまり 知識 
同様の ハディー スカ シけム からの 伝聞と して ミス アルに よって 伝えられ ている。 

し 力ん ミス アルの ハディー ス には 「あなたに ちょっとした 贈物を さしあげ ましょう か」 の一文は ない。 



同様の ハディー スがハ カムに よっても 伝えられ ている。 

しかし ここでは 彼は" ムハンマドに 祝福 あれ" とは 語った 力ぐ' おお アツ ラー" という 句を はぶいて いる。 

アブー •フ マイ ド •サ ーイ ディーは 次のように 伝えて いる 

彼等 馈 友達） は アツ ラーの 使徒に 彼む け、 ようにして 祝福すべき かを 尋ねました。 

それに 答えて 使徒は 次のように 唱えよ といった。 

「おお アツ ラー、 ムハンマドと 彼の 妻 達 及び モ巧 達を ネ兄 福した まえ、 な 前 あなたが イブ ラヒ 
-ム の一族を 祝福した 如くに、 また ムハンマドと 彼の 妻 達 及び 彼の モ巧 達に 恩賜を 与え 
たまえ、 な 前に あなたが イブ ラ ヒーム の一族に 恩賜を 与えた 如 〈、まことに あなたは 称 讚 
に 値し 栄光に 谎ち たお 方です」 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

私に 巧して一回 祝福した 者には アツ ラーがその 者に 十回 ネ兄 福され よう。 



タス ミー ウヴツ ラーは 彼を 誇え るを の 声を 聞き届け たもうと 唱える 言葉） と 
タフ ミード (おお 我等が 主よ、 称 讚は あなたに のみと 唱える 言葉） と夕ー ミー 
ン (アー ミー ンと 唱える こと） について 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉を 次のように 伝えて いる 

イマー ムが r アツ ラーは 彼を 讚え る 者の 声を 聞き届け たもう」 といったならば 皆さんは 「おお 
我等が ちよ、 称 讚は あなたに のみ」 といい なさい。 

なぜならば 彼の 発声が 天使 達の 発声に 同調す る 時、 そのを の 過去の 罪は 許される から 
です。 

同様の ハディー スが アブー •フライ ラに よって 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉を 次のように 伝えて いる 

イマー ム がけーミー ンじ 主)」 と 唱えたならば あなたたち も 「アー ミー ン」 と 唱えな み、 
なぜならば 彼の 夕ー ミー ン びーミー ンと 唱える こと） が 天使 達の 夕ー ミー ンと 同時に 唱和 
する 時、 そのを の 過去の 罪は 許される からで ある。 

(お キリスト教では ア ーメン という。 「本当に、 確かに」 の 意た 礼拝 用語と して 言葉の 末 
につける 

前記 ハディー スは アブー •フライ ラから 別の 伝承 者 経路を 経ても 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒から 次の 言葉を 聞いた として 伝えて いる 

礼拝の 際に あなた 達の 誰かが けーミー ン」 と 言い、 天上の 天使 達 もまた けーミー ン」 と 
言えば 一方が 他方に 同調し ます。 

こうした 場合 そのを の 過去の 罪は 許される でしよう。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

あなた 達の 誰かが 「アー ミー ン」 とし ル、、 天上の 天使 達 もまた けーミー ン」 といえば一ちが 
他方に 同調し ます。 

こうした 場合 そのを の 過去の 罪は 許されます。 

また 別の 伝承を 経路で 同様の ハ ディースが 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは 次の ような アツ ラーの 使 おの 言葉を 伝えて いる 

読誦 ま （イマー ム） が 「あなたの お怒りを こうむった 人々 の それでは な 〈、また 迷える 人々 
の それでもな 。（クル アーン 第 1 章 末尾の 言葉） といったならば 彼の 背後の 参列 まは 「ア 
— ミ ー ン」 と 唱えます。 



すると 彼の 発声は 天の 住民の 発声に 同調す る ことにな り、 彼の 過去の 罪は 許される でし 
よう。 



礼 巧者は イマームの 作法に 厳格に 従う ことべき 

アナス ゼン •マーリクは 次のように 伝えて いる 

預言者が 落馬して 彼の 右 半身に かすり 傷を 負った 時だった。 

我々 は 彼の 巧に 見舞に 行った 力 巧の 時 礼拝の 時刻と なった。 

それで 彼は 座った ままの 姿勢で 我々 の 礼拝を 先導した ので 我々 もまた 座った まま 彼の 背 
後で 礼拝を 済ませた。 

礼拝が 終る と 彼は 次のように 語った。 

「イマー ムカ 《 タク ビー ルを 唱えたら あなた 達 も タク ビー ルを 唱えな み、。 

イマームが 平伏したら あなた 達 も 平伏しなさい。 

イマームが 頭を 上げたならば あなた 達 も 頭を 上げなさい。 

『アツ ラーは 彼ヴツ ラー) を 讚美す るを の 声を 聞き届け 給う』 と イマー ム がいったならば あ 
なた 達は 『我等が 主よ、 称 讚は あなたに のみ』 と 唱えなさい。 そして イマームが 座って 礼拝 
する 時は あなた 達 も 皆 座って 礼拝しなさい」 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 落馬して かすり 傷を 負った。 

それで 彼は 座った まま 我々 の 礼拝を 先導され た。 
lil 下 は 前記/ \ ディー スと 同じで ある。 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 落馬して 右 半身に かすり 傷を 負った。 

残りの ハディー スは 前記の 二つの ハディー スと 同じで ある。 

ただし 次の この 節が 加えられ ている。 

"彼 （イマー ム） が 立った 姿勢で 礼 巧した 時には あなた 達 も 立った 姿勢で 礼 巧し なみ、" 
アナスは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 乗馬した が 落馬して ち 半身に かすり 傷を 負った。 
lil 下 は 前記/ \ ディー スと 同じで ある。 

また 次の ような 前記の一節 も みられる。 

"彼 （イマー ム） が 立った 姿勢で 礼拝した 時には あなた 達 も 立った 姿勢で 礼拝し なみ、" 
アナスは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 落馬して 右 半身に かすり 傷を 負った。 

残りの ハディー スは 前記の ハディー スと 同じで ある 力 じこでは （ユ ーヌス 及び マーリク によ 
って 伝えられた) 前記の 追加 語句は みられない。 



アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 病気で 苦痛を 訴えて いた。 

そこで 教 友達の一部が 見舞に やって また。 

その 時 アツ ラーの 使徒は 座った まま 礼拝の 言葉を 唱えられ たが 彼等は 彼の 背後で 立って 
礼拝の 言葉を 唱えて いた。 

すると 預言 まは 彼等に 座る ように 指示した ので 彼等は 座りました。 

礼拝が 終る と 彼は 次のように 語りました。 

「礼拝 中の イマームには 従わねば なりません。 

彼が 屈 身した 時は あなた 達 も 屈 身しなさい。 

彼が 頭を 上げた 時には あなた 達 も 頭を 上げな み、。 

そして 彼が 座った まま 礼拝す る 時は あなた 達 も 座った ままし なければ ならない」 

この ハディー スは 前記 ハディー スの 内容と 同じで あるが 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えられ ている。 

ジャー ビルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 病気で 苦痛を 訴えて いた。 

そこで 彼は 座った ままで、 また 我々 は 彼の 背後で 礼 巧す る ことに なった。 

そして アブー • / け ルは 彼 （預言を） の タク ビー ルを 後方の 人々 におえる 役目 をした。 
すると 預言 まは 我々 のちを 振り返り 我々 が 立って 礼拝して いる 姿を みたので 彼は 我々 に 
座る ように 手振りで 指示した。 

そこで 我々 は 彼の 礼拝に 合わせて 座った まま 礼拝した。 

それから 彼は タス リーム を 唱えて 礼拝を 終えた 時に 次のように いった。 

「あなた 達は 先 ほどは ペルシャ 人 や ビザ ン チン 人の 行動を とる ところでした。 

彼等は 王 達の 座つ！: いる 前で 立って いますが そのような 行動を とっては なりません。 
あなた 達の イマー ムの 行動に 従いなさい。 

もし イマームが 立って 礼拝す る 時は あなた 達 もそう すべき だし また イマームが 座って 礼拝 
する 時は あなた 達 も 座った まま 礼拝の 言葉を 唱えるべき です」 


ジャー ビルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 礼拝を 先導され た。 

この 時 アブー •バ クルは 預言 まの すぐ 後に いて 彼 力 《 タク ビー ルを 唱える とそれ を 後方の 
我々 に 聞こえる ように 伝える 役目を つとめた。 

この 後の 残りの ハ デイー スは 前記 ハ デイー スと 同じ ものである。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
あなた 達は イマームの 礼拝 作法に 従うべき である。 

彼と 違った 行動を とっては ならない。 



彼が タク ビー ルを 唱えた 時は あなた 達 も タク ビー ルを 唱えな み、 

彼が 屈 身した 時には あなた 達 も 屈 身しなさい。 

彼が けツ ラーは 彼を 讚美す るを の 声を 聞きと どけ 給う」 といえば あなた 達は 「おお アツ ラ 
一、 我等が 主、 あなたに こそ 称 讚が」 と 唱えなさい。 

そして 彼が 平伏す る 時は あなたたち も 平伏しなさい。 

彼が 座った まま 礼拝す る 時は あなた 達 も 全員 座った まま 礼 巧し なみ、 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路に よって 伝えられ ている。 



タク ビール その他の 礼拝 作まで イマームに 先行して はならない こと 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 教えた 言葉と して 次のように 伝えて いる 
イマー ムに 先行して はならない。 

彼が タク ビー ルを 唱えた 後に つづいて あなた 達 も タク ビー ルを 唱えな み、。 

また 彼が 「 …… 踏み迷える 人々 の それ (道) でな 〈 J な) と 誦んだ 後に つづいて あなたたち 
は 「アー ミー ン」 と 唱えなさい。 

彼が 屈 身した 後に つづいて あなたたち も 屈 身しなさい。 

彼が けツ ラーは 彼を 讚美す るを の 声を 聞きと どけ 給う」 と 唱えた 後に つづいて あなたたち 
ち'— ラ唱 をな さし、 

「おお アツ ラー、 我等が 主、 あなたに こそ 称 讚が」 

(を) クル アーン 第 1 章の 最後 

アブー •フライ ラは 預言 まの 言葉と して 同様の ハディー スを 別に 伝えて いる。 

ただし ここでは イマー ムの 「踏み迷える 人々 の それ (道) でな く」 と しづ 言葉に つづいて あなたたち 
はけーミー ン」 とし ル々 さいと しづ一節の 後に" また 彼 （イマー ム） より 先に 決して 頭を 上げて はな 
ら ない" という一 文を 加えて いる。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

まこと イマームは 盾の ような もの （背後の 礼拝 者の 過失を 守る 意）。 

彼が 座った まま 礼拝す る 時は あなた 達 も 座った まま 礼拝しなさい。 

彼が けツ ラーは 彼を 讚美す るを の 声を 聞きと どけ 給う」 と 唱えたら あなたた ちは 「おお アツ 
ラー、 我等が 主、 あなたに こそ 称 讚が」 と 唱えなさい。 

なぜならば 地上の 住人の 言葉が 天上の 住人 （天使） の 言葉に 同調 するならば 地上の 住 
人の 過去の 罪は 消滅す るからで す。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

まこと イマー ム には 従わねば ならめ。 彼が タク ビー ルを 唱えたなら あなた 達 も タク ビー ルを 
唱えなさい。 

彼が 屈 身したら あなたたち も 屈 身しなさい。 

彼が けツ ラーは 彼を 讚美す るを の 声を 聞きと どけ 給う」 と 唱えたら あなた 達は 「おお アツ 
ラー、 我等が 主、 あなたに こそ 称 讚が」 と 唱えなさい。 

また 彼が 立って 礼拝 するならば あなた 達 も 立って 礼拝し なみ、。 

彼が 座って 礼拝 するならば あなた 達 も 皆 座って 礼拝しなさい。 



病気、 旅行 その他の 正当な 理由に より イマームは 彼の 代行を を 指定で きる 
こと、 立つ ことが 不能な ため イマームが 座って 礼拝す る 場合に 一般 信徒は 
不能で ない 限り 立って 礼拝すべき こと、 座った ままの イマームの 背後では た 
とえ 立つ ことが 出来る をで あっても 座った まま 礼拝すべし とする 規定は 後に 
別の ハディー ス によって 破棄され たこと 

ウ バイ ドツ ラーゼン •アブ ドツ ラーは 次のように 伝えて いる 

私は ア ー^^ r シャを 訪ねて、 彼女に アツ ラーの 使徒の 病状に ついて 尋ねた。 

彼女は 預言 まの 病状は 重体で あると 答えた。 

ところで 預言者が 人々 は 礼拝を ちませ たか どうかを 尋ねた ので 我々 は 次のように 答えた。 
けツ ラーの 使徒 様、 人々 は 皆 あなたを 待って しなす」 

すると 彼は 風呂桶に 水を 用意す るよう 命じた ので それを 用意す ると 彼は 全身 P ホ おした。 
それからち しそうに 動きだそう としたが そこで 彼は （高熱の ため） 失ネ 申して しまった。 
その後し ばら 〈して 意識を とりもどした 時 彼は 人々 が 礼拝を 済ませた かどう かまた 尋ねた。 
そこで 我々 は 次のように 答えた 

「いいえ、 アツ ラーの 使徒 様、 人々 は 皆 あなたを 待って います」 

すると 彼は 再び 風呂桶に 水を 用意す るよう 命じた （注 1 ) 。 


我々 がそれ を 用意す ると 彼は 再び それで 全身 ホ おした。 

それからち しそうに 動き 出そうと したが そこで また 彼は 気を 失って しまった。 

しばらくして 意識を とり 戻す と 彼は 人々 が 礼拝を; ちませ たか どうか 再び 尋ねた。 

そこで 我々 は 「彼等は 皆 あなたを 待って います」 と 答えた。 

すると 彼は もう一度 風呂桶に 水を 用意す るよう 命じた ので 我々 は それを 用意した。 

それで 彼は 全身 ホ おを して それから 苦しそう に 動き 出そうと したが またまた 失ネ 申して しま 
っ た。 

しばらくして 意識を とり 戻す と 彼は 人々 が 礼拝を 済ませた かどう か 再度 尋ねた ので 我々 は 
「皆 あなたを 待っな 巧す」 と 答えた。 

ア ー "^ r シャ はつ づけて 次のように 語りました。 

人々 は アツ ラーの 使徒が 最後の イシ ヤーの 礼拝 （夜間の 礼拝） を 先導され る ものと モスク 
に 詰めて 待って いました。 

そこで アツ ラーの 使徒は 使を を 遣わして アブー •バ クルびーイシ ヤの 実父で も ある） に 礼 
拝の 先導を 命じた じ 主の。 


使を が 彼 ヴブー •バ クル） にアッ ラーの 使徒が 人々 を 率いて 彼に 代って 礼拝の 先導を つ 
とめる よう 命じた ことを 口上す ると アブ ー ■ バ クルは 繊細な 神経の 持主で したので 「ウマル 
(後に 第二 代 カリフ） よ、 あなたが 人々 を 率いて 礼 巧を 先導して 下さい」 と 言った。 


すると ウマルは こう 答えた。 

「し ル' え、 あなた こそ それにん さわし い 人です」 

アー イシ ャは さらにつ づけて 次のように 伝えて いる。 

そこで アブー •バ クルは それらの 日々 （預言 まが 重病に 伏した 日々） の 間、 人々 を 率いて 
礼拝を 先導す る ことに なった。 

それから アツ ラーの 使徒は 少し 気分が 良く なった ので アツ バース ともう一人の 男に 支えら 
れ ながら ズ フル （正午 過ぎ） の 礼拝に 赴いた。 

その 時 アブー •バ クルが 人々 を 率いて 礼拝を 先導して いる 最中でした。 

それから アブー •バ クルは 預言者に 気が付いて 後 かこ 引き下が り はじめた。 

すると 預言 まは 身振りで アブ ー • バ クルに 引き下がら ないよう 合図して お 付の 二人には 
「私を アブー •バ クルの 協に 座らせて くれ」 といった。 

そこで 二人は 預言者を アブー •バ クルの 協に 座らせた。 

その 時 アブ ー バ クルは 立った ままだった が 預言を の 礼拝 （イマー ム としての） の 言葉に 
従って 礼 巧して いた。 

—方 人々 は アブ ー ■ バ クルの 礼拝 （イマー ム としての） の 言葉に 従って やはり 立った まま 礼 
キ军 していた。 

預言者は その 間 座った ままでした。 

さらに ウバ イド ツ ラーは 次のように 伝えて いる。 

私 力な ブドツ ラーゼン •ア ツバー スを 訪ねた 時に 私は 彼に こういい ました。 

け 一 *• r シャが 私に 預言を の 病気に ついて 話して くれた ことを あなたに お伝えし ましよう 
か J 

すると 彼び ブドツ ラー) は 「 （話 おつづけて くれ」 といった ので 私は ア ー"^ r シャの ハディー ス 
を 彼に 伝えた。 

彼は この ハディー ス について 何も 否定的な 言葉を はさまなかった が、 ただ 彼は 次の ような 
質問を した。 

「ア ツバー ス と一緒に いたもう一 人の 男の 名前を ア ー <• r シャは あなたに いわなかった か」 
そこで 私が 「はい、 いいませんでした」 と 答える と 彼は こういった。 

「それは アリーです (をの」 

(を 1 ) 失神す ると 礼拝に 臨んで 不可欠な 清浄 状態が 無効に なり 全身 ホ おを やりなおさな 
ければ ならない。 屋 

(をの 初期 イスラ ー ム における イマ ー ムは 単に 宗教 儀礼 上の リ ー タ ー である ばかり か 同 
時に また 世俗 上の リーダーでも あるので 預言を は イスラー ム 信仰 共同体の 聖俗 両面の 
未来の リー ダー としての 資質を アブ ー • バ クルの 中に 認めて いた ことを 意味す る。 星 
(をの アー イシ ャは 彼女の 名誉に かかわる 或る 過去の 事件に 関連して アリーを 極端に 嫌 
っていた といわれ ている。 


或いは アツ バース が 預言を の一方の 身体を 支え 他方は アリー及び ウス マー ン •ビン •ザイ 
ド 及び ファド ル •ビン •ア ツバー ス の； 人が 支えた ので 敢えて アリーの 名前に 言及し なかっ 
たという 解説 も ある 

アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 病気で 最初に 倒れた ところは マイムー ナ (預言 まがめ とった 最後の 妻） 
の 家でした。 

その 時 彼は 「病気の 間は アー イシ ャの 家で 療養を つづけたい」 として 他の 妻 達に 了解を 求 
めた ので 彼女 達は 彼に そうする ことを 許可した。 

ア ー"^ r シャ はなおつ づけて 次のように 伝えて いる。 

それから 預言者は一ちの 腕を ファドル ゼン •ア ツバー スの 上に かけ 他方の 腕を もう一人 
の 男の 上に かけて 礼拝の ためにを のかに 出た が 彼は 衰弱して いて 両足を 地面に 引きず 
っていた。 

この 話に 関して か 《イド ツ ラーは 次のように 語って いる。 

私は この ハディー スを イブ ン •ア ツバー スヴ ブドツ ラー) に 語った。 

すると 彼は 次の よう 語った。 

「ア ー "^ r シャが 名前を いわなかった 男は 誰 だか わかります 力、。 実は それは アリー なので 
す」 

預言者の 妻アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 病気で 倒れ 病が 重 〈なった 時 彼は 妻 達に 病気の 問は 私 (アー イシ ャ） の 
家に とどまって 療養しても よい かどう かの 了解を 求めた。 

それで 彼女 達は 彼に その 許可を ちえた。 

それから 彼は 二人の 男に 支えられながら 礼 巧の ために ヴー イシ ャの 部屋が 出た が衰 
弱し きって 両足を 地面に 引きずって いた。 

その 時 彼は ア ツバー ス ゼン •アブ ドル •ムツ タ リブと もう一人の 男に よって 支えられ てい 
た。 

かく イド ツ ラーはこれ について 次のように 伝えて いる。 

私は アー イシ ャが 語った ハディー スを アブ ドツ ラーに 語った。 

すると 彼は けーイシ ャ がその 名前を 特定し なかった 男とは 誰か 知っな^ か」 と 尋ねた 
ので 私は け 日らない」 と 答えた。 

すると イブ ン •ア ツバー スは 「それは アリーでした」 と 語った。 



預言 まの 妻アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

私は アツ ラーの 使徒に そのこと ヴブー •バ クルを 病気 中の 預言を の イマー ム 代行と して 
指名す る こと） について 思い止ま るよう 説得を 試みた な）。 

私が 何度も 預言 まを 説得して 思い止まらせよ うとした 理由は (その 時） 人々 が 預言者な き 
後に 彼を 代行す る 人物を 望んで いるな どとは 決して 思い も よらなかった からで あり、 また 
もし 誰かが 代行 すれば 人々 は 必ず そのこと で (預言を の 死期が 近い ことを 感じ とって） 不 
吉に 思う だろうと 私が 考えた からです。 

だから 私は アツ ラーの 使 お カ ヴブー •バ クルを 彼の イマー ム 代行に 指名す る ことを 思い 止 
まって 欲しかった のです。 

(を) アー イシ ヤは 実父 アブーバクルが 預言を の 代理人に なれば イスラー ム 教団 国家の 
元首と しての 重責に ともない さまざま なむ 労と 困難が 予想され るので 親を 思う おむから 前 
もって かかる 重圧から 免責して もらおうと 考えた 


アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 病気で 倒れて 私の 家に 来た 時、 彼は まわりの 人々 に 次のように 命じた。 
「アブ ー バ クルに 人々 の 礼拝を 先導す るよう に 頼みな み、」 

私は そこで 次のように 申し上げた。 

けツ ラーの 使徒 様、 アブー バ クル (彼女の 実父） は 繊細な 神経の 持ちで クル アー ンを誦 
む 時に 涙が 止まらない 程です。 だから （荷が 重過ぎる ので) 他の 誰かを 任命され た 方が よ 
ろし ゆう ございます」 

私び 一 r シャ） は 最初に アツ ラーの 使徒の 地位を 代行す る まを 人々 が きっと 不吉に 思う 
と 考え （実父の） アブー バ クルが そうした 立場に 立つ ことを アツ ラーに 誓ってむ から 嫌って 
いたので 二回 も 兰回も 預言を に アブ ー • バ クルの 任命を 思い止ま るよう 説得した。 

すると 預言 まは 次のように 申されて お叱りに なった。 

「アブ ー • バ クルに 人々 の 礼拝の 先導を させなさい。 

まことに お前 達 女は 預言者 ュー スフを とり 囲んだ 女達の よう だ (を）」 

(を) アブー バ クルに 対する 代理 任命は 原理 原則の 問題で ある にもかかわらず、 この こ 
とで 女性が 口出しを して 男の むを 意の ままに しようと している のはい けません の 意 か 

アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒の 容体が 重く なった 時 ビラールが やって まて 彼に 礼拝 時刻の 到来を 知ら 
せた。 

すると 預言 まは まわりの 人々 に 向って 彼に 代わって 人々 の 礼拝を 先導す るよう アブー •バ 
クルに 命じなさい といった。 



そこで 私びーイシ ャ） は 次のようにい いました。 

「アツ ラーの 使徒 様、 アブー •バ クルは 繊細な 神経の 持ち主で すので あなたの 代行を する 
となると あまりの ことで (蚊 細い 声に なり） 人々 は 彼の 声を 聞き とれな 〈なる でしけ。 
ですから ウマルに 命じたち 力なろ しゆう ございます」 

すると 預言 まは 巧び アブー •バ クルが 代って 礼拝を 先導す るよう 人々 に 命じた。 

そこで 私は ハ フサ （ウマルの 娘で 預言 まの 妻の一人） に 化の 意向と して アツ ラーの 使 おに 
次のように 進言す るよう に 頼んだ。 

けブ ー バ クルは 繊細な ネ申 経の 持ちな ので あなた 願 言 者） の 代行を するとな ると あまり 
のこと で 萎縮して しまい 人々 は 彼の 声を 聞き とれな 〈なる でしよう。 

ですから ウマル （ハ フサの 実父） にお 命じに なった ち 力なろ しゆう ございます」 

すると アツ ラーの 使徒は 次のように いって お叱りに なった。 

「お前 達 女性は まこと 預言 ま ユースフの とりまきの 女達と 同じような ことを する。 

アブ ー ■ バ クルに 礼拝の 先導を させなさい」 

そこで アブー •バ クルは 遂に 礼拝の 先導を 引き受けさせられる ことに なった。 

こうして 礼拝が 始まる と アツ ラーの 使徒は 少し 気分が 良 〈なった。 

そこで 彼は 起き上がり 二人の 男に 支えられながら 礼 巧に 向かった が 衰弱の ために 大地に 
両足を 引きずって いた。 

彼が モスクの 中 に 入って 行 〈と アブー • / け ルは その 気配を 感じて 席を ゆずって 後方に 引 
ささ 力 《 ろ ラと した。 

しかし アツ ラーの 使徒が すの ままで よい" と 手で 合図しつつ アブー •バ クルの 左側に やっ 
てまて そこに 座った。 

こうして 預言を は 座った まま 礼拝を 先導し アブー •バ クルは 立った 姿勢で 預言 まの 礼拝に 
従い、 そして 後ち の 人々 は アブ ー ■ バ クルの 礼拝に 従った。 

アア マシ ユは 別の 伝承 者 経路に よって 同様な ハディー スを 伝えて いる。 

ところで アツ ラーの 使 巧が それが もとで 他界す る ことに なった 病気で 倒れた 時 伝承を の一人、 イブ 
ン •ムス ヒルの 語る 巧に よれば 次のようになる 

「預言者は 彼 ヴブー •バ クル） の 脇に 連れて こられて そこに 座らせられた。 

そして 預言 まは 人々 を 先導して 礼拝した 力 《 、その 際 アブー •バ クルは 後方の 人々 に 聞 こ 
える ように タク ビー ルを 伝えた」 

また イー サーの 語る ところに よれば 次の ようであった。 

「そして 預言 まは 座り 人々 を 先導して 礼拝した。 

その 際に アブー •バ クルは 彼の 脇に いて 後方の 人々 に タク ビー ルを 聞こえる ように 伝えた 
(を）」 


(を） な 上の ハディー スは前 出の 礼拝 まは イマー ムの 作法に 従うべき ことと いう ハディー 



スに みられる 規定のう ちで イマームが 座って 礼拝す る 場合は一 般 信徒 も 座って 礼拝す ベ 
しとす る 規定を 廃棄して いる 


アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 彼が 病気の 間 アブー •バ クルに 人々 の 礼拝を 先導す るよう に 命じた。 
そこで アブー •バ クルは 人々 を 先導して 礼拝した。 

さらに その後の 出来事は ウル ワが 次のように 伝えて いる。 

アツ ラーの 使徒は 少し 気分が 良 〈なった ので 床を 離れて モスクに 出かけた。 

その 時 アブー •バ クルは 人々 を 導いて 礼拝 中でした が 預言を の 姿を 見て 後 かこ 引き さが 
り はじめた。 

すると アツ ラーの 使徒は もとの 位置に 戻って が' と 手振りで 合図した。 

それから アツ ラーの 使徒は アブー •バ クルの 脇に 並んで 座りました。 

こうして アブー • / け ルは アツ ラーの 使 おの 礼拝に 従って 礼 巧し 人々 は アブー • / け ルの 
礼拝に 従って 礼拝した のでした。 


アナス ゼン •マーリクは 次のように 伝えて いる 

アブー •バ クルは アツ ラーの 使徒が 病床に ある 間 人々 を 導いて 礼拝して いた。 

預言者が 他界した 月曜日 もそう でした。 

人々 は 礼拝の ために 整列して いました。 

その 時 アツ ラーの 使徒は アー イシ ャの 部屋の 力ーテンを 開けて 私達の 方を 見ました。 

彼は そこに 立って しなした が 顔は クル アーン の一頁の ように 光り輝いて いました。 
それから アツ ラーの 使徒は 楽しそう に 微笑され た。 

私達は 礼拝の 途中でした 力 《 、アツ ラーの 使徒が 我々 の 巧に 出て こられた ことで 喜ぶ あまり 
混乱し ました。 

アブー •バ クルは アツ ラーの 使徒が 礼 巧の ために 出て こられる と 思って、 人々 と 同列に 引 
きさ 力 《 って 礼拝す ベ 〈腫を 用いて 後ず さりを した。 

しかし アツ ラーの 使徒は 人々 に 向っ で‘ あなた 達の 礼 キ丰を 最後までつ づけよ" と 手振りで 
合図した。 

それから アツ ラーの 使徒は 部屋に 入り 力ーテンを おろされた。 

そして その 日のう ちに アツ ラーの 使 巧は 他界され た。 

ところで アナスは 次に ように 伝えて いる。 

私が アツ ラーの 使徒を 最後に 見た のは 月曜日 で 彼が 力ーテンを 開けた 日 でした。 

ところで 前記の ハディー スの 方が より 完璧で 完結して いる ことは 明らかで ある。 

同様の ハディー スが 別の 伝承を 経路を 経て アナス ゼン •マーリクからの 伝聞と して 伝えられ てい 
る。 



ただし ここでは 「それは 月曜日だった が…」 と ある。 


アナスは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 預言を は兰日 間 我々 の 前に 顔を 出さなかった。 

礼拝が まさに 始まろうと していた 時 アブ ー バ クルは 礼拝を 先導す るた めに一歩 前に 進み 
出よ ラと していた。 

その 時 アツ ラーの 預言を が 力ーテンを 上げた。 

我々 には アツ ラーの 預言者の 顔が はっきりと 見えた がそれ は 今までに 我々 が 見た こと も 
ない 程 お慕わ しい ご 尊顔でした。 

さて 預言者は アブー •バ クルに そのまま一歩 前に 進み出る よう 手振りで 指示し それから 
力 ー テンを おろした。 

その後 我々 は 彼が 他界す るまで その お 姿を 見る ことはなかった。 

アブー •ムーサーは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 病気に なり 容体が 重く なった 時こう 言った。 

「アブ ー • バ クルに 命じて 人々 の 礼拝を ホ 導せ しめなさい」 

すると アー イシ ャ はこう 言った。 

けツ ラ-の 使徒 様、 アブーバクルは 感じ やすい 男です。 

あなたの 立つべき 場所に 立った としても （あまりの 悲しみの あまり） 彼は 人々 を 先導して 礼 
拝を する ことができない でしよう J 
すると 預言 まは 次のように 仰せられた。 

「アブ ー バ クルに 命じて 人々 の 礼拝を 先導せ しめよ。 

まことに お前 達 女性は 預言を ユー スフを とりまいた 女達の よう だ」 

力、 〈して アブー •バ クルは アツ ラーの 使徒の 巧 命中に 人々 の 礼 巧を 先導した わけで ある。 



もし イマームが 遅れた 場合、 人々 は 別の イマームを 立てる ことができる、 
ただし そのこと によって 何 かもめ ごとが 起る 恐れが ある 場合は 別で ある 

サ ハル •ビン •サアド •サ ーイ ディーは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は アム ル •ビン •アウ フー 族の もとに 彼等の 間の もめごとの 調停を 計る ベ 〈 
出かけて 留守だった が T 度 礼拝の 時刻と なった。 

そこで ム アツ ジンけ け 丰告が 人け ヴブー •バ クルの 巧に やって まて 次のように いった。 
「あなたが 人々 の 礼拝を 先導な さいます か。 

先導す るので あれば 私は イカーマ けけ 丰 直前の ルア ザー ソを 詠唱し ます」 

そこで アブー •バ クルは 「先導す る」 と 答え それから 礼拝を 始めた。 

ところが 人々 力 じうして 礼拝して いる 最中に アツ ラーの 使徒が そこへ 戻って まて 人々 の 列 
に 加わった。 

人々 はこの ことを アブー •バ クルに からせる ために 手を たたいた。 

しかし アブー •バ クルは 礼拝 中で それに 気付きませんでした。 

そして 人々 がな おも 激し 〈手を たたいた 時、 よう や 〈彼は 振り向いて、 そこに アツ ラーの 使 
徒を 見ました。 

すると アツ ラーの 使徒は 彼に 手振りで すの 場に とどまりなさい" と 合図し ました。 

アブー •バ クルは このようを 場合に どうすべき かな 前に アツ ラーの 使徒に よって 命ぜられ 
ていた 作法に 従って 両手を 高々 と 上げ アツ ラーを 讚え た。 

それから アブー •バ クルは 人々 の 列に 並ぶ まで 自ら 後退し そして アツ ラーの 使徒が一歩 
前に 踏み出して 人々 の 礼拝を 先導した。 

礼拝が 終了す ると 預言者は こう 尋ねた。 

「アブー •バ クルよ、 なぜ 私が 命じた ように そのまま 留まらなかった のか」 

アブー •バ クルは 次のように 答えた。 

「アブー •ク ハーファの 息子り まり 自分自身 のこと） （おには アツ ラーの 使徒の 面前で 
人々 の 礼拝を 先導す る 権利な どありません」 

それから アツ ラーの 使徒は まわりの 人々 に 向かって こういった。 

「私は あなた 達が 激し 〈手を 巧って 音を たてる 姿を 見ました が、 あれは一体 何です か、 もし 
礼拝 中の 誰かに 何 かが 起こって それを がらせる 時は" 偉大なる 我が 主に 讚 あれ" と 声を 
出して 言いなさい。 

なぜならば それを 口にすれば その まは 必ず 人々 のを 意を 引に とになる でしよう。 

言葉で なく 手を 巧って 伝達す る ことは 女性 だけに 限ります」 

(お アブ ー / け ルは クライ シュ 族の タイム 家に 属し 父の 名を アブ ー か \— ファと 称した 
この ハディー スは 別の 伝承を 経路を 経て 同様に 伝えられて いるが 次の 言葉に 表現 上の 相違が あ 
る。 



"アブー •バ クルは 彼の 両手を 上げて アツ ラーを 讚え、 背後の 列に おさまる まで 後ず さリした" 

サ ハル ゼン •サアド •サ ーイ ディーは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は もめごとを 仲裁す るた めに アム ル •ビン •アウ フー 族の 巧に 出向いた。 
残りの ハ ディースは 次の 追加 表現を 除いて 同じで ある。 

"それから アツ ラーの 使徒が そこへ やってきた。 

そして 彼は 列を 分けな がらけ L 拝の） 最前列まで 進んだ。 

そして アブー •バ クルが 後ず さりを して 最前列の 線まで 後退した" 

ムギー ラ ゼン •シュウ バは 彼が アツ ラーの 使徒に 同行して タブー クの 戦いに 出かけた 時の 出来事 
として 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒 力 勺 ァジ ュル （日の出 前） の 礼拝の 前 じ‘ 用た し" に 出られた ので 私は 水の 
入った 童を 持って 途中まで 彼に ついて 行きました。 

それから アツ ラーの 使徒が 私の 巧に もどって 来た 時、 化は 彼の 両手に 童の 水を をぎ まし 
た。 

彼は これで 両手を 兰回 ホい その後で 顔を 洗いました。 

その後 彼は 外套の 袖口を たぐって 腕 ま 〈りを しようと したが 袖口 力 巧つ かった ので一端 か 
套の 内側に 両手を 入れて （両腕が が、 ら ほいで 両腕を 外套の 下から 出して 肘の 巧まで 
水洗した。 

その後 彼は クツフ （皮 製の 靴下） の 上から 清浄 行為の 儀式 （めら した 手で つま 先から 足の 
甲に かけて なでる） を 巧った。 

それから 彼は 礼拝に 出向いた。 

そこで 私 も 彼と ともに 移動した。 

しかし 人々 は 既に アブ ドル •ラフ マー ン •ビン •アウ フを イマー ムに 立てて 礼拝を 始めて いま 
した。 

アツ ラーの 使徒は ニ ラ カー ト のうちの 後半の ラ カー トに 間に合った ので 人々 とともに 最後 
の ラ カー ト （日の出 前の 礼拝は ニ ラ カー トで 完結す る） の 礼拝を した。 

そして アブ ドル •ラフ マー ンが 左ち の タス リーム け矣楼 儀礼) を 唱えて 礼 巧を 終えた 時 アツ ラ 
一の 使徒は 彼に 残された ラ カートを そのまま つづけて 礼拝を 完結させる ために 立ち上が 
っ た。 

この ことは その 場に 居合わせた 信徒 達を いたく 狼 狙 させ 彼等は その 間に、 ただ 口々 に" ア 
ツ ラーに 称 讚 あれ" という 言葉を 繰り返した。 

それから 預言者は 彼の 礼 巧を 済ませた 後で 人々 に 向かって 次のように いった。 

「 あなた 達は よ 〈やりました」 

或いは 彼等が 決められた 時間に 礼拝を 済ませた ことを 喜んで 「あなた 達の とった 行為は 
正しし、」 とも いった。 



同様の ハディー スが 別な 伝承 者 経路を 経て 伝えられな^。 

し 力ん ここでは 次の 言葉が 追加され ている 

私 仏ギー ラ） は アブ ドル •ラフ マー ン ゼン •アウ フを 後方に 下がらせようと 思った。 
しかし 預言者は 「彼に そのまま つづけさせ なみり と 仰せられた。 



もし 礼拝 中に 何 かが 起こった 場合に 男性は 声高に タス ビーフ (偉大なる 我 
が 主に 讀え あれと 唱える こと) を 唱え、 女性は 手を 巧って 知らせるべき であ 
る こと 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

けし 拝 中に 何 か 起った 場合） タス ビーフ は 男性の ため、 手打ちは 女性の ための 伝達まで 
ある。 

伝承 まの一人 ハルマ ラは イブ ン •シ ハー ブが 彼に 語った として 次の 言葉を 加えて いる。 

私 (イブ ン •シ ハー ブ） は 多 〈の （後代の) 律法 学 ま 力 《 タス ビーフ を 唱え かつ 身振りで 合図し 
ている 現場を みた。 

この ハディー スは アブー •フライ ラからの 伝聞と して 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

同様な ハディー スが 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

し 力ん ここでは" 礼拝 中に （タス ビーフ は 男性の ため）" と しづ 言葉が 加えられな^。 


礼 描 ホき ちんと 完暨ゴ やう やしく 捧げる こと 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

或る日 アツ ラーの 使徒は 礼拝を 先導し それが 終る と 私達の 方に 向き 直りこう いった。 
「や一 そこの 誰々 さん、 なぜ あなたは 礼拝む く ランス 良く 上手に 捧げない のです 力、、 礼 
丰丰 をはた だ 自分自身の ため 礼拝して いると しづ だけで 自分が いかに 礼拝して いるかを な 
ぜ 見ようと はしない のです か。 

私は アツ ラーに 誓ってけ L 拝 中口 あたかも 眼前に いる 人を 見る ように 自分の 後方り まり 
あなた 達) を も 見て います」 


アブー •フライ ラは アッ ラーの 使徒の 言葉を 次のように 伝えて いる 

「あなた 達は 私 願 言 者) がキ ブラ (マッカの 力ー バ 神殿の 方角） ばかり 見て いると 思い ま 
すか。 

アッ ラーに 誓って あなた 達の 屈 身 礼 も 平伏 礼 も 私には 隠し 通せません。 

ほんとうに 化には 背後に いる あなた 達が 見える のです」 

アナス ゼン •マー リクは 預言を が 次のように いったと して 伝えて いる 
「屈 身 札 も 平伏 ネ しも しっかりと やりな み、。 

アッ ラーに 誓って、 たとえ あなた 達は 私の 背後に いても 私は 見て います」 



或いは 彼は こういった かも 知れない。 

「あなた 達が 屈 身したり 平伏した 時に も 私は 背中 越しに 見て います」 

アナスは 預言 まが 次のように 語った として 伝えて いる 
「屈 身 礼と 平伏 礼を きちんと やりなさい。 

アツ ラーに 誓って 私は 背中 越しに しけ、 にあな た 達が 屈 身し いかに あなた 達が 平伏した 
力ぶ ちゃんと 見て います J 

或いは サイードの 伝承では 「あなたた ちが 屈 身し あなた 達が 平伏した 時 （あなたた ちを 
見て いる）」 と ある 



イマームに 先んじて 屈 身したり 平伏した りする こと 及び これらに 類す る 行為 
は 禁じられ ている 


アナスは 次のように 伝えて いる 

或る日 アツ ラーの 使徒は 我々 の 礼拝を 先導して いました。 

そして 彼が 礼拝を 終える と 彼は 我々 の 方に 向き 直って こういった。 

「人々 よ、 私は あなた 達の イマー ム です。 

だから 私より 先に 屈 身したり 平伏したり 立ち上がったり、 顔を 左ち に 向けたり しては なり ま 
せん。 

なぜならば 私は あなた 達を 眼前に 見て いるので す。 

また、 私の 背後に いるま も 見て います」 

それから 彼は さらにこう 言った。 

「ムハンマドの 命が そのみ 手に ある お 方ヴツ ラー) に 誓って、 もし 万一あなた 達が 私が 見 
たものを 見る ことが 出来るならば あなた 達は きっと ほんの 少しし か 笑わず たなんを 〈こと 
になる でしよ ラ J 
そこで 人々 は 尋ねた。 

「アツ ラーの 使徒よ あなたは 何を みたので すか」 

これに 答えて 彼は こういった。 

「私は 楽園と 火獄を 見ました」 

この ハディー スは 別の 伝承を 経路を 経て 前記 ハディー スと 同様に アナスに よって 伝えられ ている。 
しかし 伝承 者の一人 ジャリールの 伝えた ハディー ス には" 顔を 左ち に 向ける…" という一節 はない。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「（平伏 礼の 晩 こ） イマー ム よりも 先に 頭を 上げる をは アツ ラーがそ のまの 首を ろばの 頭 
にを えてし まわれる ことを 恐れない のか」 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った と 伝えて いる 

「礼拝 中に イマームより 先に 頭を 上げる をは アツ ラーが 彼の 姿を ろばの 姿に 変えて しまわ 
れな いと しづ 保証は ない の だ」 


この ハディー スは 別な 伝承 ま 経路を 経て 前記の ハディー ス 同様に アブー •フライ ラに よって 伝えら 
れ ている 力 《 、伝承 まの一人 ラビー ウ ゼン •ムス リムに よって 伝えられた 部分 だけが 違って いる。 
それは" アツ ラーが 彼の 顔を ろばの 顔に してし まわれる" と しづ 部分で ある。 



礼拝 中に 視線を 空に 向ける ことは 禁じられ ている 

ジャー ビル ゼン •サム ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「礼拝 中に 視線を 空に 向けて いるまは それを 避けるべき である。 

さもな 〈ば 彼等の 視力は 戻らない (失明す る） ことになるだろう」 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「人々 は 礼拝 中の ドアーけ 斤 願 儀礼） において 視線を 空に 向ける ことを 避けるべき である。 
さもないと 彼等の 視力 は 奪われる ことになるだろう ほ）」 

(を） ドアーの 際には 視線を 空に 向けても お、 と 解釈す る 宗教学 まもい る 



礼拝 中は 静肃 さを 守る ことが 命じられ ており、 手で 合図したり、 タス リーム 
ほ 右の 挨搂 礼) を 唱える 際に 手を 上げる こと 等は 禁じられ ている、 また 礼 
拝の 人 列は 前の 方から 先に 順々 に 列を 整え 隙間を 空けない こと、 及び 礼拝 
は 集団で 行うべき こと 

ジャー ビル ゼン •サム ラは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 私達のと ころに やって来て 次のように 言った。 

「（タス リー ムの脫 化は あたかも 落ち着き のない 馬の 尾の ように あなた 達が 手を 上げる 姿 
(を) を 見かけた 力 《 、 これは一体 どうしたと しづの も 礼拝 中は 静肃 にしなさい」 

さらに ジャー ビルは 次のように 語った。 

その後 預言者は ちび 我々 の 巧に やって また。 

その 時 我々 が 車座に なって あちこちに 座っ！: いると ころを 見て 彼は 次のように 言った。 
「あなた 達は そのよう に ばらばらに 散らばって いるが これは一体 どうした ことです か」 
ジャー ビルは さらに 次のように 語って いる。 

それから その後 また 預言者が 我々 の 巧に やって まてこう 言った。 

「なぜ あなた 達は 天使 達が 主の お 側近 〈で 隊列を 組む ように 整列 しないので すか」 

そこで 我々 はこう 尋ねた。 

「アツ ラーの 使徒 様、 天使 達は 主の お 側近 〈で どのように 隊列を 整える のでし ようか」 

すると 預言者は 答えて こういった。 

「前の 方の 列から 先に 順次 整えて ゆき、 かつ 列には 隙間を 空けない ように 詰めて 並び ま 
す」 

姓） 恐ら 〈通常の 日常の 挨楼 をす るよう に 左右に 座って いる 者に 巧して 敬礼を したので 
はない かと 思われる 

同様な ハディー スが 別の 伝承 者 経路を 経て アア マシ ュに よって 伝えられ ている。 

ジャー ビル ゼン •サルマは 次のように 伝えて いる 

我々 は アツ ラーの 使徒と ともに 礼拝 中でした が 礼拝の 終わりに あたっ で‘ あなたち の 上に 
平安と アツ ラーの 慈悲が あります ように"、 

"あなた 方の 上に 平安と アツ ラーの 慈 おがあります ように" と 左ち にお 搂 儀礼 （タス リ ーム） 
を 唱えた がその 際に 或るを が 手を 上げて 両脑 のをに 向かって 手振りで (実際に) 挨搂し 
た。 

すると アツ ラーの 使徒は こういった。 

「あなた 達は 落着きの ない 馬の 尾の ように 手を 上げた がその 手で一体 何を 指し示 そうとい 
うの か。 



誰で あれ （両手は） 太肢の 膝の 上に 置いて 左右の 者に 向かって 挨搂 する だけで 充分な の 
です」 


ジャー ビル ゼン •サム ラは 次のように 伝えて いる 

私は アツ ラーの 使徒と一緒に 礼拝し ました。 

我々 は 礼拝 最後の 挨搂 儀礼を 唱える 際に" あなた 方の 上に 平安が あります ように。 
あなた 方の 上に 平安が あります ように" と 左ち に 唱えながら 手振りを 交えて 挨楼 をした。 
すると アツ ラーの 使徒は 我々 の 方を 見て 次のように 申された。 

「なぜ あなた 達は 高々 と 上った 落着きの ない 馬の 尻尾の ように あなた 達の 手を 上げて 指 
し 示す のです か。 

あなた 達は 誰でも 挨楼 儀礼を 唱える 際には 顔 だけを 左ち に 両脇の 同胞に 向ければ それ 
でよ い。 

みして 手振りな どを 交えて はならない」 



集団 礼拝に が^は 人 列を一直線に 揃える こと、 その 際に 最前列が 最もよ 
いが 順次 それに つづく 前の 列が 好ましし にと、 最前列への 割込み 競争の こ 
と、 また 徳の ある まを 前列に 使 先す る こと、 及び 彼等を イマー ムの そばに 近 
づける こと 


アブー •マス ウー ドは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 礼 巧 中 我々 と 肩を 接して 並んだ ものでした。 

そして 次のように いっていた。 

「列を まっすぐに しなみ、 

でこぼこでは いけません。 

なぜならば あなた 達の むの 中に 不和が 生じる からです。 

あなた 達のう ちで 最も 落ち着 きがあり 分別の ある 人々 を 私の そばに 近づけなさい。 
それから 順次 彼等に つぐ 人々 を 後方に 配置し なみ M 
さらに アブ ー ■ マ スウードは こういって います。 

"(預言者の 時代と 比べる と) 今日では 皆さんは ひど 〈不揃いに 並んで います" 
同様な ハディー スは 別の 伝承を 経路を 経ても 伝えられて いる。 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードは アツ ラーの 使 巧が 次のように 語った として 伝えて いる 
「落ち着きが あって 思慮深い 人々 を 私の そばに 近づけなさい。 

その後 方には 彼等に つぐ 人々 を 順次 配置しなさい （と； 回 繰り返された）。 

また 巿 場の 喧 障を (モスク 内に) 持ち込む まに 気をつけなさい」 

アナス ゼン •マーリクは アツ ラーの 使徒が 次のように 仰せられた として 伝えて いる 
「 あなた 達の 人 列を一 直線に 揃えなさい。 

なぜならば 人 列を 整える ことは 完璧な 礼拝の ための一 つのを 件で あるから です」 


アナス ゼン •マーリクは アツ ラーの 使徒が 次のように 仰せられた として 伝えて いる 

「人 列を 揃えな み、。 私は 自分の 背後から あなた 達を 見通す ことができ るので すよ」 

ハン マー ム •ビン •ムナ ツ ビフは 次のように 伝えて いる 

この ハディー スは アブー •フライ ラが アツ ラーの 使 巧の 言葉と して 伝えた ものであるが 彼が 
述べた し、 〈つかの ハディー スの 中で 次の ような 言葉を 伝え！: いる。 

「 礼拝では 人 列を 整えなさい。 

なぜならば 人 列を一直線に 揃える ことは 立派な 礼挥 の一を 件で あるから です」 


ヌウ マー ン ゼン •バ シー ルは アツ ラーの 使徒から 次の ような 言葉を 聞いた として 伝えて いる 



「あなた 達の 人 列を一直線に 揃えな み、。 さもな くば アツ ラーは あなた 達の 間に 不和を 生じ 
せ ■し &る でしよ ラ」 

ヌウ マー ン ゼン •バ シー ルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 我々 の 人 列を一直線に 整える ことを 常と していた。 

あたかも それらの 人 列を もって 矢の 歪みを も 調整で きる 樹こ (独特の 誇張 表現）一 直線に 
揃えた ものだった。 

こうした 訓練は 我々 が 彼から 完全に 学び とった と 彼が 確認す るまで つづいた。 

そんな 或る日の こと 預言を が 礼拝の ためのに 出て まて ホ 頭に 立ち まさに タク ビー ルが 昌 
えて 礼拝を 開始し ようとした 時一人の 男の 胸元が 列から 突び 出して いる ことに 気付いた 時 
に 次のように 仰せられた。 

けッ ラーの 下僕 (信 紙 達よ、 あなた 達の 人 列を 整えなければ なりません、 さもな くば アツ 
ラーは きっと あなた 達の 間に 不和を 起こさせる でしよう」 


同様な ハ ディースが 別の 伝承を 経路を 経て 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「もし 人々 力 化ん なに 卓越した 美徳が 礼拝への 呼びかけの 中に あり、 また 礼拝の 最前列 
に 立つ ことの 中に あるかを 知るならば、 たとえ 最前列に 並ぶ チャンスが 〈じ 弓 I きで しか 決 
めら れな いとしても 彼等は が然 そうした であろう。 

またもし 彼等が 最初の タク ビールから 礼拝に 加わる 美徳を かるならば、 彼等は きっと 先を 
競って (遅れる ことなく) 最初から 礼 街 こ 加わろう とする だろう。 

またもし 彼等が 夜間の 礼拝と 日の出 前の 礼拝の 美徳を かるならば、 彼等は 必ず それらの 
礼拝に やって 〈るだろう。 

たとえ ずって でも 這って でも 参加す るだろう」 

アブ—. サイ-ド •フ ドリ-は 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 何人 かの 教 友達の 間に 礼拝の お勤めに 気乗りし ないかの ごと 〈後方に 
さがる をを みてとって 次のように 仰せられた。 

「前の 方に 出て きて 私の 先導に 従いな み、。 

また 後から 来る 者には あなた 達の 先導に 従わせなさい。 

勤行に 尻込みし つづける 民は アツ ラーが 最後に 彼等から み 恵みを 剥奪され るであろう」 


また 同様な ハディー スを 別な 伝承を 経路を 経て アブー •サイード •フ ドリーは 次のように 伝えて いる 
アツ ラーの 使徒は モスクの 後 かこいる 人々 を 見てから 前記の ハディー スを 語られた。 



アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「あなた 達 か、 または 彼等が 最前列に おける 礼拝の 優れた 美徳を 知るならば、 （先を 争う) 
混雑の ために きっとく じ 引きと しづこと になる だろう」 

また イブ ン •ハル ブの 表現では 次のように 伝えて いる。 

「最前列を 占める ためには 〈じ 引きで みめる 外はないだろう」 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「男性に とって 最も 良い 列は 最前列で あり、 最も 悪い 列は 最後 列で ある。 

また 女性に とって 最も 巧 ましい 列は 最後 列 （男女が一 緒に 礼拝す る 場合） であり、 最も 悪 
い 列は 最前列で ある」 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 者 経路を 経て ス ハイルに よって 伝えられ ている。 



女性は 男性の 後方で 礼拝すべき こと、 また 平伏の 姿勢から 頭を 上げる 際に 
は 女性は 男性より 先に 上げない こと 


サ ハル •ビン •サアドは 次のように 伝えて いる 

貧困の ために 充分な 大きさの 布地を 所持す る ことができな いため T 度 子供達が よくやる 
ように 腰巻の 端と 端と を 貫 頭 衣 風に 首の 巧で 結んだ だけの 姿で 礼拝して いる 男 達を 預言 
をの 後方で 私は 目撃し ました。 

すると 誰かが 次のように 叫びました。 

「女の かたがたよ、 男の かたがたが 頭を 上げて しまうまで 頭を 上げて はなら め ほ）」 


(を) 着物の 丈が 短 かすぎ て 男性が 頭を 下げて いる 間は やや もす ると 大腿な ど 元来 被覆 
されるべき 身体 部分が 露出した ためで ある。 

この ハディー スは多 〈の ムス リムが 未だ 貪し かった イスラー ム 布教 初期の 話と 言われて い 
る 


不道徳な ことを 引き起す 恐れがない 限り 女性が モスクに 行く ことは 許される 
がみして 香水を つけて モスクに でかけて はならない こと 

サー リムは 父ヴ ブドツ ラーゼン •ウマル） から 聞いた 預言 まの 言葉と して 次のように 伝えて いる 
女性 读 やおな りが あなた 達に モスクに 出かける ことで 許可を 求めた 時は、 それを 拒否 
しては ならない。 

サー リムは アブ ドツ ラーゼン •ウマル （父） から 聞いた アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝え 
ている 

「あなた 達の 身内の 女性が モスクに 出かける 許可を 求めたら それを 拒む ことな かれ」 

この イブ ン •ウマル （サー リムの 父） の 伝承を 聞いて ビラール •ビン •アブ ドツ ラー (イブ ン •ウ 
マルの 息子） は 

「わたしら は アツ ラーに 誓って 許しません」 

といった ので イブ ン •ウマルは ビラール （息子） に 向き 直って これまで 私 （サー リムが一度 も 
聞いた こと も か 唯の 悪口雑言を 彼に あびせ かけて こういった。 

「私は お前に アツ ラーの 使徒の 言葉を 伝えた だけな のに、 お前は" アツ ラーに 誓って わたし 
らは 許しません "とは一体 何事です 力、 （を)」 

(お 治安の 悪い 時には 女性は 家で 礼拝すべき であると しづ 預言 まの 別の 勧告 力 お ラー 
ルの 頭には あり、 -方 イブ ン •ウマルの 方は 治安は 良好と いう 認識の 上に 立って おり、 



やや もす ると イス ラームな 前の 部族 慣習に 基づいて 女性の 外出が 不当に 制限され る こと 
をむ 配して いた 


イブ ン •ウマルは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

けッ ラーの 下女 達は 性 信 おが アツ ラーの 礼拝 巧 任ス がに 出かける ことを 拒んで はな 
ら なし、」 


イブ ン •ウマルは アツ ラーの 使徒から 伝聞した として 次のように 伝えて いる 

「あなた 達の 身内の 女性が モスクへ 出かける 許しを 請うたならば それを 許可しなさい」 

イブ ン •ウマルは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「女性が 夜間に モスクに 出向 〈ことを 禁じて はならない」 

すると アブ わ ラー •ビン •ウマルの 息子の一人り まり 自分の 息子け じう 言った。 

「我々 は 決して 彼女 達を か 出させない、 なぜならば 彼女 達は 夜間の モスクへ のか 出を 口 
実にして 堕落の 道に 染る かも 知れない からです」 

すると イブ ン •ウマルは 彼 （息子） を 激し 〈叱って こう 言った。 

「私は アツ ラーの 使徒が か 〈いったと して 伝えて いるのに お前は、 我々 は 彼女 達の 外出を 
許さない、 とは 何事です か」 

同様の ハディー スがア アマ シュ によって 別の 伝承を 経路を 経て 伝えられ ている。 

イブ ン •ウマルは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「夜間に モスクに 出かける ことを 女達に 許可し なみ、」 

すると その 名を ワーキ ドと しづ 彼 （イブ ン •ウマル） の 息子が こういった。 

「それなら 彼女 達は 間違いを 犯す でしょう」 

そこで 彼 （イブ ン •ウマル） は 彼 （息子） の 胸を たたき 次のように いった。 

「私は お前に アツ ラーの 使徒の ハディー スを 伝えて いるのに お前が それを 否認す るとは 何 
事です か」 


イブ ン •ウマルは 父からの 伝聞と して アツ ラーの 使徒の 言葉を 次のように 伝えて いる 

「女性 力 《 モスクに 出かける 許可を 求めて 来たら 彼女 達の チャンスを 奪って はならない」 
すると ビラール （イブ ン •ウマルの 息子） は 次のように いった。 

「アツ ラーに 誓って 我々 はが 固と して 彼女 達の 外出を 阻止す る」 

そこで アブ ドツ ラー (イブ ン •ウマル） はこう 言った。 

「私は アツ ラーの 使徒が か 〈いったと して 伝えて いるのに お前が‘ 我々 は 断じて 阻止す る" 
と 言い張る のか」 



ザイ ナブ •サカ フイ ヤは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「あなた 達 女性 信を は 誰でも イシ ャー (夜間） の 礼拝に 参加す る 際には その 夜の 香水を 控 
えなさい」 

アブ ドツ ラーゼン •ウマルの 妻ザイ ナブは アツ ラーの 使 巧が 次のように 語った として 伝えて いる 
「あなた 達 女性 信 巧は 誰でも モスクに 赴く 時は 香水を つけて はなり ません」 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「香を たきしめた 女性は 誰で あれ、 イシ ヤー (夜間） の 礼拝に 我々 男性と一緒に 参加す ベ 
きでは なし、」 


アブ ドル •ラフ マー ンの娘 アム ラは 預言者の 妻の アー イシ ャが 語った として 次のように 伝えて いる 
もし アツ ラーの 使 巧 力 《 (今日） 女性 達が 生まの 中に 取り入れた 新しい もの ヴクセ サリーや 
香水な ど) を 見たならば きっと 彼女 達が モスクに 赴 〈ことを 禁じた であろう。 

あたかも それは イスラエルの 民の 間で も 女達が 礼拝 巧に 赴 〈ことを 禁じられた 事情と 同じ 
よう だ。 

そこで 私び ムラから この ハディー スを 聞いた 伝承を） は アム ラに" イスラエルの 女達は 礼 
拝 巧に 赴に とを 禁じられ たのです か" と 尋ねた。 

すると 彼女は" そうです" と 答えた。 


同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている。 



有声 礼拝に おいて 声高に 誦む ゆえに 何 か 騒乱の もとになる 恐れが ある 時 
は 中位の 声で ク ルアー ンを誦 むこと 

イブ ン •ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 

至高なる アツ ラーの 次の 言葉 「ホ 仏 ハン マの のがり を 声高に 唱える ことな かれ、 さりと て 
あまり ほ 〈唱えて はなら め」 の ル アーン 第 1 7 章 20 節） は アツ ラーの 使 巧 力け ツカで 身を 隠 
していた 時に 下った ものでした。 

かつて 預言者が 礼 挥で教 友達を 先導して いた 時 クル アーン を 声高に 誦ん だ。 

それでを 神 教徒 達が これを 聞いた 時 彼等は クル アーン とそれ を 啓示した 者と 啓示され た 
をと をのの しった。 

そこで 至高なる アツ ラーは 預言者に 次のように 命じた。 

「礼拝に おいて 多ネ申 教徒に も 聞え る ほど 声高に クル アーン をよ むこと なかれ、 さりと てまた 
教 友達が 聞き取れない ほどに 声を ひそめても いけない。 

教 友達に クル アーン を 読んで 聞かせなさい。 

しかし それを 声高に 唱える のでは な 〈高 〈もな 〈ほなない 中間の 声で 唱えな みり 
ア ー"^ r シャは 次のように 伝えて いる 

巧 厳に して 至高なる アツ ラーの 啓示 「ホの がりを 声高に 唱える ことな かれ、 さりと て あまり 
低く 唱えて はなら め」 （クル アーン 第 17 章 20 節） の一節は 礼拝では な 〈ドアーけ 斤 願） に 関 
連して 啓示され たもので ある。 

同様の ハディー スが 別の 伝を ま 経路を 経て ヒシ ャーム によって 伝えられ ている。 



ク ルアー ン 読誦の 拝聴 


。女 仏 ハン マの の 舌を 動かさな く ともよい J (第 75 章 16 節な 下） と しづ アツ ラーの 言葉に 関 

して イブ ン •ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 

かつて 天使 ジブリールが 預言 まに アツ ラーの 啓示を 伝えた 時、 彼 (預言 ま） は その 言葉を 
即座に 覚え こもうと して 彼の 舌と 口 びる を （もぐ もぐ） 動かした ものだった。 

これは 彼に とって 負担の かかる もので その 様子は 彼の 顔 付に ありあり と 認められた。 
そこで 至高なる アツ ラーは 次の ような 趣旨の 啓示を 下した。 

「 あせって ホの 舌を 動かさな く ともよい」 とが‘ 啓示を 覚え こもうと して あせっ で’ の 意味で あ 
る。 また 「それを 集め それを 誦み 聞かせる のは まさに われ ヴツ ラー) の 任務で ある J とは 
"それを ホ 仏 ハン マド') の 胸中に 集め それを 誦み 聞かせる 任務は まさに アツ ラーの 側に 
あるの だからを はた だ それを （受動的に) 誦め ばよ い" の 意味で ある。 

またければ われが それを 誦んだ 時、 ホは それに つづいて 誦 め」 の 意味は 自明 だが さらに 
アツ ラーは （別な 巧で) 次のように 述べて いる。 

「われは それを 啓示したり、 されば ホは それにを 意して 聞き入るべし」 

そこで 最後に 「それを 解き明か すの もま さに われの 任務な り」 とは" ホの 言語に よって それ 
を 解き明かす" の 意味で ある。 

このように して 預言を は 天使 ジブ リー ルが 彼の もとに 降りて また 時には 沈 熟を 守り、 ジブ 
リー ルが 立ち去った 後に なって から ヴツ ラーが 彼に 約 まされた ように) それを 誦 むように 
なった。 

「あせって ホ 仏 ハン マド) の 舌を 動かさな く ともよし、」 と しづ アツ ラーの 言葉な 1) について イブ ン • 
ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 

力つ て 預言者は 啓示を 受けと める 腳こ 、それを 記憶し ようとして 負担を 感じ あせって もぐ 
もぐと 両口び るを 動かして いた。 

そして イブ ン •ア ツバー スは私 （サイード ゼン •ジュバイル） にけ ツ ラーの 使 おが 両口び る 
を 動かした ように 私 も 動かして みます」 といった。 

それから サイード も 「イブ ン •ア ツバー スが 動かした ように 化 も 動かして みます」 といって 彼 
は 実際に 両口 びる を 動かした (注の。 

さて 至高なる アツ ラーはな 下の 啓示を 下した。 「あせって 汝の 舌を 動かさな もれ、、 それ 
を 集め それを 話み 聞かせる のは まさに われ ヴツ ラー) の 任務で ある」 

つまり" ホの 胸中に それを 集め それから ホが それを 誦ピ’ の 意で あると イブ ン •ア ツバー ス 
はいった。 

「されば われが それを 話んだ 時 ホは それに つづいて 誦 め」 とは" ただ 黙って を 意 深 〈聞き 
なさい、 その後で あが それを 誦 める ように 計らう のは われの 側の 任務で ある" という 意味 
であると イブ ン • アツ/ くー ス はいった。 



こうして 天使 ジブ リー ルが アツ ラーの もとに 天下った 時 アツ ラーの 使徒は 默 って 天使の 伝 
える 啓示に を 意 深く 聞き入り ジブリールが 立ち去った 後で 天使が 話んだ ごと 〈に それを 誦 
ん だ。 

(注 1 ) クル アーン 第 75 章 1 6-1 9 節 

(を の サイ ー ドは ム ー サ ー •ビン •アブ ー •マ — イシ ャに対 ■して 動かして みせた 



曰の 出前の 礼拝では ク ルアー ンを 声を 出して 誦 むこと と ジンに 対する クル ア 
ーンの 読誦 

イブ ン •ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 自らす すんで ジンに 巧して クル アーン を 誦んで 聞かせた わけでは なか 
ったし また それまで それらを 見る こと もなかった (を 1 ) 。 

さて アッ ラーの 使 巧は 数人の 教 友を 伴って ウ カー ズの 定期 巿 （マッカと 夕 一"^ r フの 間に あ 
る 場所で 巡礼の 直前に 年一回の 定期 ホが 開かれた) を 目 ざして 出かけた。 

その 時 悪魔 達と 天の 情報との 間には 既に 障害が あり （を 2) (その 情報を さぐろう とする） 
悪魔 達の 上には 流れ星が 巧げ つけられた。 

そこで 悪魔 達は 止むな 〈仲間の 巧に 戻って 行った が 仲間 達は こういった。 

「一体 君達は どうしたの だ」 

そこで 例の 悪魔の 一団は 次のように 語った。 

「おれ 達と 天の 情報との 間は へだてられな^ それを 聞きた な も 流れ星が 投げつ けられ 
て 近づけな いの だ」 

すると 仲間 達は こういった。 

「それは 何 か 重大な ことが 起った からにち がいない。 大地の まから 西の すみずみまで 旅し 

て 我々 と 天の 情報との 間に なぜ 防 害が あるの か 調べよう J 

こうして 彼等は 大地の まから 西の すみずみまで 旅する ために 出発した。 

ティ ハーマ 胞あ 沿岸 地域り こ 向かった一 団がウ カー ズのホ 場を めざして ナフ ルと しづ 巧 
を 通った 時、 そこで 預言者が 教 友達を 先導して ファ ジュル （ 日の出 前） の 礼拝を していた。 
そこで 悪魔 達は クル アーン の 読誦を 聞き、 じっと それに 耳を 傾け！: いたが こういった。 

「これ こそ 我々 と 天の 情報と をへ だてて しが 原因 だ (注 3)」 

そして 彼等は 仲間の 巧に 帰りこう いった。 

「おい 皆のを、 我々 は 本当に 驚くべき クル アーン を 聞いた。 それは 我々 を 正しい 道に 導い 
て くれる もの だ。 

だから 我々 は それを 信じ、 我々 の 主には 何もの も 配すまい ぞ」 

この 時 崇高に して 偉大なる アッ ラーは 預言者 ムハンマドに 次の 啓示を 下された。 

「いって やる がいい、 私に こう 啓示され たと。 ジンの一囲が (クル アーン じ） 聞き耳を 立て 
た J (第 72 章 1 節） 

(を 1) 次の 話の 筋では 預言者が 明らかに ジンの ために クル アーン を 誦んで 聞かせた リジ 
ンと 出会って いると ころから みて この ハディー スは 極めて ネ刀 期の ものであろう 
(をの 預言を 出現な 前に 人々 は ジンの 力を 借りた 占星術 師や巫 言を などを 通じて 神託を 
受けて いるものと 信じて いた。 

ところが イスラー ムの 出現に よって 神託は 全て クル アーン を 通じて 行われる ようにな りこ 



のた め 古い 神託 者 達は 皆 黙って しまった。 

こうした 事情を 説明し ようとし ている 

(を 3) つまり 天の 啓示は 全て クル アー ンー 本に しぼられて しまったと しづ わけ 

ダウードは アー ミルからの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私びー ミル） は アル カマに イブ ン •マ スウー が 《 ジンの 夜 (預言を 力 巧ンに 会った がに ア 
ツ ラーの 使徒と一緒だった かどう か 尋ねました。 

すると アル カマは 次のように いった。 

私は イブ ン •マ スウードに 「あなたたち のうちで 誰が ジンの 夜に アツ ラーの 使徒と一緒 でし 
たか」 と 尋ねた。 

すると イブ ン •マ スウー ドは いった。 

いいえ 誰も、 しかし 私達は 或る 夜 (その 夜) アツ ラーの 使徒と一緒で したが 彼を 見失って し 
まいました。 

それで 化 達は ワジ (個 谷） や 山 道な どを 捜 しまわり ま した。 

その 時 我々 はこう いった ものでした。 

「彼は ジンに よって 連れ去られ たか 或いは 密かに 殺されて しまったに ちがいない」 

それで 我々 はこれ まで 人が 過した 夜の 中で も 最悪の 夜を 過し ました。 

ところが 夜が 明けた 時 どうで しよう 彼は ヒ ラー山の ちから やって まるではありません か。 
そこで 我々 は 次のようにい いました。 

「アツ ラーの 使徒 様、 私達は あなたを 見失って しまい、 ずっと 捜して いました がつ いに 見つ 
けだす ことができませんでした。 

それで これまで にない 最悪の 夜を 過し ましたよ」 

すると 預言 まは こういった。 

「私のと ころに ジンの 使いが 呼びに やって またので 彼と一緒に 出かけ ジンの 仲間に クル ア 
-ンを 誦んで 聞かせました」 

それから 彼 (ムハンマド） は 我々 を 連れて 出かけ ジンの 仲間が 残した 跡と 彼等が 使った 火 
の 跡を 我々 に 見せた。 

ところで 彼等 ジンの 仲間 達は 預言者に 彼等の 食料に ついて 尋ねた （という）。 

彼は それに 答えて こういった。 

「アツ ラーの 名が 唱えられた 全ての 骨が あなた 達 （ジン） の 食糧で ある。 

それが あなた 達の 手に 落ちた 時、 それは 肉で 被われる ことで しけ。 

またら くだの 糞は あなた 達のを 害の えさで ある」 

そんな わけで アツ ラーの 使徒は 我々 にこう いった。 

「これらの 骨と 糞を （あなたち の） 大小便の 後始末の ために 使って はならない。 

なぜならば それらは あなたち の 兄弟 （ジン） と 彼等のを 富の 食料な の だから」 

ダウードは 前記 ハディー スを 別の 伝承 ま 経路を 経で‘ 彼等の 使った 义の 跡を 見せた" まで 



を 伝えて いる。 

また シャ アビーが‘ 彼ら ジン 達は 彼等の 食糧に ついて 預言を に 尋ねた が 彼等は アラビア 
半島の ジンであった" とし な 下は 前記 ハディー スを 最後まで 伝えて いる。 

また シャ アビーの 言葉は アブ ドツ ラーの ハディー ス から 直接 伝えられた ものである。 

アブ ドツ ラーは 前記の 預言 まの ハディー ス のうち ザ‘ 彼らの 使った 义の 跡を 見せた" まで 伝えた が 
残りの ハディー ス について は 何も 言及して いない。 

アブ ドツ ラー ビン •マ スウードは 次のように いった 

「私は ジンの 夜、 アツ ラーの 使徒と一緒に いなかった。 

しかし 私は あの 時 彼と一緒に いたなら な あと 願った 次第です」 

マ アヌは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 （マ アヌの 父） は マス ルー クに 「ジン 達 力 《 クル アーン を 聞いた 夜、 誰が 預言者に (使いと 
しり がらせた のです か」 と 尋ねました。 

すると マス ルー クは 「あなたの お父さんの イブ ン •マ スウードが 私に 語った ところに よれば 
— 本の 木が 預言を ゴ 日ら せた とのこと です」 と 答えた。 



ズ フル (昼過ぎ) と アスル (午後) の 礼拝 中の クル アーン 読誦に ついて 


アブー •カターダは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 私達を 導いて 礼拝す る時ズ フルと アスルの 礼拝の 最初の 二つの ラ カー 
卜 (屈 身ネ ぶ一回 含んだ 礼拝 構成 単が では クル アーン の 開扉 章 (第 1 章） と 他の 二つの 
章を 誦 みました。 

そして その 時化 達に 時々 クル アーン の一節を 声を 出して 聞かせました （を）。 

また ズ フルの 礼拝では 最初の ラ カー トを 二番目 の ラ カー ト より 長 〈する のが 常でした。 

また 彼は 日の出 前の 礼拝で も 同じように 礼拝し ました。 

(おズ フルと アスルは 各自が お 音で 礼拝の 言葉を 唱えるべき 礼拝で ある 力 《 、ここでは 礼 
拝の 言葉を 信徒に 教える ために 預言を は あえて 声高に 誦ん だのであろう 

アブー •カターダは 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

預言者は ズ フルと アスルの 礼拝に おいて 最ネ 刀の ニ ラ カー トで 開扉 章と 他の一章を 誦 み、 
時々 我々 に その一節を 声を 出して 聞かせ 残りの ニ ラ カートでは 開扉 章の みを 誦 みまし 
た。 


アブー ■サイード •フ ドリーは 次のように 伝えて いる 

我々 は アツ ラーの 使徒が ズ フルと アスルの 礼拝で どれ だけ 長 〈キヤー ム （直立 礼) をす る 
か 計りました。 

ズ フルの 最初の ニ ラ カー ト では 「アリ フ • ラー ム- ミー ム. タン ズイー ル」 で 始まる クル アーン 
第 32 章 (全 30 節) を誦む 長さで あり、 後半の ニ ラ カートでは その 半分の 長さでした。 

また アスルの 礼拝の 最ネ 刀の ニ ラ カー ト では ズ フルの 後半の ニ ラ カー トの 長さに 相当し ア 
スルの 後半の ニ ラ カー ト では その また 半分の 長さて した。 

し 力、 しこの/ \ ディー ス 伝を 者の一人 アブー • / く クルは 「アリ フ • ラー ム- ミー ム- タン ズイー 
ル」 （で 始まる クル アーソ と 述べる かわりに 単に" 30 節を 読む 長さ" であると いった。 

アブー ■サイード •フ ドリーは 次のように 伝えて いる 

預言者は ズ フルの 礼拝の 最初の ニ ラ カートの うちの 各 ラ カートを クル アーン の 30 節を 読 
む 長さで 誦 み、 後半の ニ ラ カートのを ラ カートでは 15 節を 誦む 長さ もしくは 最ネ 刀の 半分の 
長さで 誦ん だ。 

また アスルの 礼拝では 最初の ニ ラ カー ト のを ラ カー トで 15 節、 後半の ニ ラ カー ト のを ラ カ 
ート では その 半分の 長さで 誦ん だ。 


ジャー ビル ゼン •サム ラは 次のように 伝えて いる 



クー ファの 住民が 司令官の サアドの ことで カリフの ウマル •ビン •ハッター ブに 訴えた。 
彼等は サアドの 礼拝の 仕方の ことで 訴えた の だが そのため ウマルは サアドに 使 まを 送っ 
たので サアドは ウマルの 巧に やって来た。 

そこで ウマルは 人々 が 彼け アド) の 礼拝の ことで 非難して いる 点を 彼に 説明した。 

すると サアドは こういった。 

「私は 彼等を 先導して (を 1) アッ ラーの 使 おが 礼拝した 通りに 礼拝して しなす。 
省略したり はして いません。 

私は 彼等を 先導して 最初の ニ ラ カー トは長 〈後半の ニ ラ カー トを短 〈した だけです。」 
そこで ウマルは こう 言った。 

「アブ— •イス ハ— ク （サアドの 結 名） よ、 それ こそ 私が あなたに ついて 考えて いた ことです 
ほ 2)」 


(を 1) 初期 イス ラームに おいては 礼拝での イマームが 即信巧 集団の 政治的 軍事的 リーダ 
— であった 

(をのつ まりあな たは 私が 考えて いた 通りの お 人です の 意 

同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て アブ もい マリク ゼン •ウ マイルに よって 伝えられ てい 
る。 


ジャー ビル ゼン •サム ラは ウマルが サアドに 次のように 言った として 伝えて いる 

「人々 が 礼拝の ことを はじめと して 全ての ことにつ いて あなたに 不平を いっている」 

すると サアドは 次のように 答えた。 

「私は 最初の ニ ラ カー トを長 〈し 次の ニ ラ カー トを短 〈して、 アッ ラーの 使徒が 捧げた 礼拝を 
(どこか 省略す る ことなく 忠実に 守って いる だけです」 

そこで ウマルは こう 言った。 

「それ こそ いかにも あなたら しい、 または それ こそ あなたに ついて 私が 考えて いた 通りで 
す」 

ジヤー ビル •ビン •サム ラは 前記と 同様の ハディー スを 伝えて いるが 彼は それに加えて サアドが 次 
のように いったと して 伝えて いる 

「それらの ベドウィン (遊牧 臥 達が 厚かましく もこの 私に 礼拝の 仕方を 教えようと している 
のです （を）」 


(を） 不平を 申し立て たのは ベドウィン であり 彼等は ラ カー トの 長さは どれ も 皆 等しくな けれ 
ばなら ない と 考えて いた 



アブー ■サイード •フ ドリーは 次のように 伝えて いる 

ズ フルの 礼拝が 始まる と 或る まが 用を たす ために バ キーウ （マディーナの モスクの 隣接 
地） に 行き、 ウ わ一 (ル 浄） した 後に 戻って きた。 

その 時 アツ ラーの 使徒は まだ 最ネ 刀の ラ カー トを 礼拝 中だった。 

これは 彼ヴツ ラーの 使 紙が 最初の ラ カー トを かなり 長く 引きの ばした ためであった。 

カズ アは 次のように 伝えて いる 

私は アブー •サイード •フ ドリーの 巧に やって またが 彼は 多数の 人々 に 囲まれて いた。 
それで 人々 が 彼の もとを 退 参した 時に なって、 私は こういった。 

「私 も あの人々 が 尋ねた ことを あなたに お開きしたい 、アツ ラーの 使 おが 行った 礼 巧に つ 
いて お開きしたい」 

すると 彼 ヴブー サイード） はこう 言った。 

「そうした としても 君には 役立たな いよ」 

しかし カズ アは 同じ 要求を 繰り返した。 それで 彼は 次のように いった。 

「かつて ズ フルの 礼 巧が 始まる と、 私達の 中の一人が バキ ーウに 行って 用を たし、 そして 
彼の 家に 帰って ウ ドウー (ル 浄） をを ませ それから モスクに 戻って 来る と アツ ラーの 使を は 
いぜんとして 最初の ラ カー トを 礼拝 中でした」 



スブフ (を） （日の出 前） の 礼拝 中の 読誦に ついて 

(を) ファ ジュ ルと もガ ダー ト ともいう 

アブ ドッ ラー •ビン •サー イブは 次のように 伝えて いる 

預言者が マッカで 私達を 導いて 日の出 前の 礼拝を した 時でした。 

信を 達の 章 （第の 章) を 読誦し 始め 同 章が 節の モー ゼとア ロンの 巧まで、 または 加 節 
の イエスに ついて 語った 巧 （後 まに ついては ムハンマド •ビン •ア ッバードは 疑問 視 してい 
る、 また 人々 はこれ について は 意見を 異にして いる） まで 誦んだ 時 彼は せきこんで 残りの 
読誦を 中断して 腰を かがめて ル クーウ （屈 身 礼） に 移った。 

この 時 勿論 アブ ドッ ラーゼン •サー イブは そこに 居 合せて いました が アブ ドル •ラッ ザー ク 
の 伝えた ハディー ス では" 預言 まは 残りの 節の 読誦を 省略して 腰を かがめて 屈 身 礼に 移 
った" とあります。 

アム ル ゼン •フライスは 次のように 伝えて いる 

私は 預言を が 日の出 前の 礼拝り ァジ ュ ル) ザ 暗闇を 迎える 夜に かけて」 （第 81 章 全 17 
節) を 声高に 誦む 声を 聞きました な)。 

(を) ファ ジュ ルの 礼拝では 声を 出して よむべし とする 根拠と なる 

クトバ ゼン •マーリクは 次のように 伝えて いる 

私は アッ ラーの 使徒の 指導の もとで 礼拝し ました。 

その 時 彼は 「力ー フ。 栄光に 満ちた クル アーン にかけ て 誓う」 （第 50 章 1 節) から 「そして 丈 
の 高い ナツメ ヤシの 木を」 （同 章 10 節) まで 誦ん だ。 

私は それを もう一度 復誦し ようと 思い ましたが 彼の 誦んだ 意味に ついて 行けません でし 
た。 

クトパ ゼン •マーリクは 次のように 伝えて いる 

私は 預言 まが 日の出 前の 礼拝で 「そして びっしりと 実を 付けた 丈の 高い ナツメ ヤシの 木 
を」 （第 50 章 10 節) と誦む 声を 聞いた。 

ズィ ヤード •ビン •イラーカは 彼の 政 父が 次のように 語った として 伝えて いる 

彼 （叔父） は 預言を と一緒に 日の出 前の 礼拝を 捧げた がその 時 預言を は 最初の ラ カー ト 
で 「そして びっしりと 実を 付けた 丈の 高い ナツメ ヤシの 木む （第 50 章 10 節) まで 誦ん だ。 
或いは おそらなー フ章借 50 章 全が 節） の 全部を よんだ だろう。 



ジャー ビル ゼン •サム ラは 次のように 伝えて いる 

確かに 預言を は 日の出 前の 礼拝で けー フ。 栄 ホに 満ちた クル アーン にかけ て 誓う」 で始 
まる 第 50 章を 誦 むこと が 常でした がその 後の 彼の 礼拝は 短 かかった。 

シマー クが ジャー ビル •ビン •サム ラに 預言者が 行った 礼拝に ついて 尋ねた ところ 彼は 次のように 
語った 

預言 まは 礼拝を 短 〈する のが 常でした （を）。 

彼は 決して これらの 人々 が 行うよう に 礼拝し ませんで した。 

それから ジャー ビルは 私に こう もい いました。 

アツ ラーの 使徒は 日の出 前の 礼拝では 力ー フ章 （第 50 章け、 それと 同じく らいの 長さの ク 
ル アーン をよ むこと を 常と していた。 

(を) ムス リムの 数の 少なかった 初期には 長かった が 後に ムス リムの 数が 増える と 短 〈な 
っ た。 

これは 身体の 弱い 人々 や 女性が 集団 礼拝に 加わって きた ことを 考慮した もの 


ジャー ビル ゼン •サム ラは 次のように 伝えて いる 

かつて 預言者は ズ フルの 礼拝では 「覆われる 夜に かけて…」 で 始まる 夜の 章 (第 92 章 全 
21 節） を また アスルの 礼拝では それと 同じ 〈らいの 長さの 章を よむ ことを 常と していた が 日 
の 出前の 礼拝では それよりも 長し'' クル アーン をよ みました。 

ジャー ビル ゼン •サム ラは 次のように 伝えて いる 

確かに 預言者は ズ フルの 礼拝では 「至高の お 方、 ホの 主の御名を 讚え る」 に 始まる 至高 
をの 章 (第の 章 全 19 節) をよ み、 日の出 前の 礼拝では それよりも 長い 章を よみました。 

アブー •バル ザは 次のように 伝えて いる 

確かに アツ ラーの 使徒は 日の出 前 （ガ ダー ト） の 礼拝で 60-100 節の 長さの クル アーン を 
誦 むこと を 常と した。 

また アブー •バル ザ •ア スラ ミーは 次のように も 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 日の出 前 ロア ジュ ル） の 礼拝で 60-100 節 ほどの 長さの クル アーン をよ 
むこと が 常でした。 

イブ ン •ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 

ハーリスの 娘の ウン ム •フアド ルは （義理の 息子の） イブ ン •ア ツバー スカ 《 r 次々 と 送られる 
風に 誓って」 に 始まる 送られる もの 章 (第 77 章) をよ む 声を 開いて こういった。 

「息子よ、 あなたの よんだ その 章の 読誦は アツ ラーの 使 巧 力け グリ ブ （日;’ 曼 後） の 礼拝で 
誦んだ あの 最後の一 章であった ことを 秘に 思い起こさせました」 



同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て ズフ リー により 伝えられ ている。 しかし 伝承 まの一人 
サー リフは 次のように つけ 加えて いる 

その後 (前記の マグ リブの 礼拝の 後) 預言を は アツ ラーが 彼を お召しになる まで 人々 を 導 
し、 て 礼拝す る ことは な 力、 った （を）。 

(を) アー イシ ャは 預言 まの 最後の 礼拝は 昼過ぎの 礼拝であった とおえ ている。 

し 力、 しこ こでは 日 没後の 礼拝と して 伝えられ ている。 

この 矛盾は 前 まは モスクでの 最後の 礼拝で あり 後を は 家での 最後の 礼拝であった と 説 
明され ている 


ムハンマド •ビン •ジュバイル ゼン •ムト イムは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように もえて いる 

私は アツ ラーの 使徒が 卜ール 山の 章 (第 52 章) を 日 お 後の 礼 街 こ誦む 声を 聞きました。 
同様の ハ ディースが 別の 伝承 者 経路を 経て ズ フリーに よって 伝えられ ている 



イシ ャ ー( 夜) の 礼拝 中の 読誦 

アディー は バラー ウが 預言者に ついて 次のように 語った 話を 聞いた として 伝えて いる 

預言者は 旅行 中 イシ ャーの 礼拝を 行う 時 二回の ラ カート 中の 一つで 「無花果と オ リーブの 
樹 にかけ て J 章 (第 95 章 全 8 節) をよ むこと が 常でした。 

バラー ウ ゼン •ア ーズ ィブは 次のように 伝えて いる 

私は アツ ラーの 使徒と一緒に イシ ャーの 礼拝を しました。 

その 時 彼は 「お 巧果と オリー ブの樹 にかけ て J (第 95 章 全 8 節) をよ みました。 

バラー ウ ゼン •ア ーズ ィブは 次のように 伝えて いる 

私は 預言を 力 《 イシ ャーの 礼拝 ザ 無 巧 まと オリー ブの樹 にかけ て」 （第 95 章) を誦む 声を 
きき ましたが 彼の 声に 勝る 美声を 聞いた ことがありませんでした。 

ジャー ビルは 次のように 伝えて いる 

かつて ム アーズ ゼン •ジャ バルは 預言 まと一緒に 礼 巧し その後一族の もとに 戻って 彼等 
を 導いて 礼拝した ものでした （注）。 

或る 夜、 いつもの ように イシ ャーの 礼拝を 預言 まと一緒に 行い それから一族の 巧に 戻っ 
て イマー ム として 彼等を 先導して 礼拝した。 

その 時 彼が 雌牛 章 (第 2 章) を 読み 始めた ところ一人の 男が 列から 離れて タス リーム (最 
後の 挨搂 儀礼) を 左ち に 行い、 それから 彼は一人で 礼拝して 立ち去った。 

そこで 人々 は 彼に こう 言った。 

「誰 それよ、 あなたは 偽善者に なった のか」 すると 彼は こう 言った。 

「いいえ、 アツ ラーに 誓って、 きっと 私は アツ ラーの 使徒の 巧に 行って この ことにつ いて 話し 
ます J 

こうして その まは アツ ラーの 使徒の 巧に やって まて 次のように 語った。 

「アツ ラーの 使徒よ、 私達は 断えず 水を ちえなければ ならな いら 〈だの 群れを 持って いま 
す。 

また一曰 中 働 きづめ です。 

しかし ムアー ズは あなたと イシ ャーの 礼拝を した 後に 私達の 巧に 来て 雌牛 章 （最も 長い 
章) を 礼拝で 誦み 始めました」 

そこで アツ ラーの 使徒は ム アーズ にこうい った。 

「ム アーズ よ、 あなたは あちらで 人々 を 試練に 落とし 入れる つもりで すか、 礼拝には しか じ 
かの 章を 誦 みなさい」 

伝承 者の一人 スフ ヤーン は その 時 ジャー ビルの いった ことを さらに 次のように 詳しく 伝え 
ている。 



「預言者は 「太陽と 朝の 輝に かけて」 （第 91 章 全け 節） か 「明けは なつ 朝に かけて」 （第 93 
章 全り 節） か、 「闇 迫る 夜に かけて」 （第の 章 全 21 節) か 「讚え よ、 いと 高き ホの 主の み 
名を J (第の 章 全 19 節) 等を 誦 みなさい と 語った」 

ところで アム ルは"〜 など （の 短い 章を よめ）" の一語を 追加して いる。 

(を) 彼の 部族の モスクで 礼 巧した 意、 また この場合 ムアー ズの 二回の 礼拝のう ち どちら 
かが 義務の 礼拝で 残りの 礼拝は ナフ ル (随意） の 礼拝で なければ ならない 

ジャー ビルは 次のように 伝えて いる 

ムア ー ズ •ビン •ジャ バルは 彼の 仲間を ホ 導して イシ ャ ー の 礼拝を した。 

その 時 彼が 礼拝を 長々 と 行った ために一人の 男が 私達の 列から 離れて一人で 礼拝して 
しまった。 

ムアー ズが そのこと を 聞かされた 時 「彼は えせ 信 まだ」 と 断 じた。 

そして そのこと がその 男の 耳に 入った 時 彼は アツ ラーの 使徒の 巧に 行き ムアー ズ のい っ 
た 事を 話した。 

すると 預言 まは ムア ーズ にこう いった。 

「あなたは 人を 惑わす 人間に なりたい のか、 ムアー ズ よ、 もし イマー ム になって 人々 を 先 
導して 礼拝す る 時には 「太陽と 朝の 輝に かけて」 （第 93 章） 力、 r 讚え、 よいと 高き ホの 主の 
み 名を J (第の 黃 か 「ホの 主の み 名 にかけ て誦 め」 （第 96 黃 か 「闇 迫る 夜に かけて」 （第 
92 章) など (の 短い 章) を誦 みなさい」 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは 次のように 伝えて いる 

ム アーズ ゼン •ジャ バルは イシ ャーの 礼拝を アツ ラーの 使徒と一緒に 行った 後に 彼の一 
族の もとに 帰り 彼等を 先導して 巧び イシ ャーの 礼拝を 行った ものでした。 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは 次のように 伝えて いる 

かつて ムア ーズは アツ ラーの 使徒と イシ ャーの 礼拝した 後で 彼の一族の モスクに 戻り 彼 
等を 先導して 巧び 礼拝す る ことが 常でした。 



イマームは 礼拝を 短く、 過不足な 〈行う 義務が ある こと 

アブー •マ スウード •アンサー リーは 次のように 伝えて いる 
或る 男が アツ ラーの 使徒の 巧に やって まて いった。 

「私は 絶 巧に 日の出 前の 礼拝を 皆とは一緒に 行わないで 遅らせて 行います。 

なぜならば イマームの 誰 それは 長々 と 礼拝を 行い それで 私達を 釘付けに する からです」 
私は 預言を が 説教の 中で その 日 ほど 激しく 怒った 姿を一度 も 見た ことがあ りませんでした。 
それで 預言 まは こういい ました。 

「皆さん、 あなた 方の 中には 人を 脅して 追い 化うよう な 人が いるよう だ。 

イマー ム として 人々 を 導いて 礼拝す る 人に 警告す る。 

礼拝を 短 〈しなみ、 

なぜならば イマームの 後に 従う 人々 の 中には 年寄 も いれば 身体の 弱い 人 や 用事の ある 
人 もい るの だから」 

この ハディー スは 別の 伝を を 経路を 経ても 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは 次のように 預言を の 言葉を 伝えて いる 

「あなた 方のう ちの一人が 人々 を 導いて 礼 巧す る 時には その 礼 巧を 短 〈しなみ、 
なぜならば 人々 の 中には 子供 も いれば 老人 もい ます。 

身体の 弱い 人 も いれば 病人 もい るからで す。 

もし一人で 礼拝す る 場合は そのを の 望む だけ 長 〈て も かまいません」 

ハン マー ム ゼン •ムナ ツ ビフは 伝えて いる 

これは アブー •フライ ラが アツ ラーの 使 おにつ いて 語った し、 〈つかの ハディー スの中 の一 
つ である。 

それに よれば アツ ラーの 使徒は 次のように 語った。 

「あなた 方のう ちの一人が イマー ム として 人々 を 先導して 礼挥 する 時は その 礼拝を 短く す 
べきで ある、 

なぜならば 人々 の 中には 老人 も いれば 身体の 弱い 人 もい るから だ、 

しかし 一人で 礼拝す る 場合なら ば 好きな だけ 長 〈礼拝しても かまわない」 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

「あなた 達のう ちの一人が 人々 を 導いて 礼拝す る 時には それを 手 短に 終らせな み、 
なぜならば 人々 の 中には 身体が 弱い 人 や 病人 や 用事の ある 忙しい 人な どが いるからで 
す」 



アブー •バ クル ゼン •アブ ドル •ラフ マー ンは アブー •フライ ラから 聞いた として 次のように 伝えて い 
る 

アッ ラーの 使徒は 前記 ハディー スと 同じ ことむ、 った、 しかし 彼は" 病人" のか わりに" 老人 
"と 言った。 

ウス マー ン •ビン • アブー- 了ー ス. サカ フィー (注） は 次のように 伝えて いる 
預言者は 私 （ウス マー ソ にこう 言った。 

「 あなたの一族を 導いて 礼挥 しなさい」 

そこで 私は こう 答えた。 

「アッ ラーの 使徒 様、 私は むに 何 か 不安を 感じます」 

すると 預言 まは 私に 彼の そばに 近づく ように いって、 私を 彼の 前に 座らせ、 それから 彼の 
手のひらを 私の 二つの 乳首の 間の 胸の 上に 置いた。 

それから ちび 「後を 向いて」 といい 今度は 私の 両 肩の 間の 背中に 手のひらを 置いた。 
それから 彼は 次のように 言った。 

「あなたの一 族の イマー ム になり なさい、 人々 を 導いて 礼拝す る 時には 手 短に それを 終ら 
せなさい。 

なぜならば 彼等の 中には きっと 老人が います。 

また 病人 もい ます、 また 身体の 弱い 人 や 用事が あって 忙しい 人 もい るからで す。 

しかし一 人で 礼拝す る 時は 好きな だけ 長 〈伸ばしても かまし なせん」 


(を) 彼は 預言者に よって 夕 一 "^ r フ のか 事に 任命され た 

ウス マー ン •ビン •アブー •ア ースは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 最後に 私に 訓令した ことは、 もし 人々 を 導いて 礼拝す る 時には 彼等の 
ために 礼拝を 短 〈すべき もと しづこと でした。 


アナスは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は いつも 礼 巧を 短け つ 完全に 行って いました。 


アナスは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 礼拝を 最も 短く しかも 完全に 行う一人でした。 


アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

私は アツ ラーの 使徒な 上に 礼拝を 短 〈、しかも 完全に 行う イマームに 従って 礼拝した こと 
は一度 もありません でした。 



アナスは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 礼拝 中に 母親と一 繳 こいる 子供のを 声を 開な 簡 結な 章 や 短い 章を 誦 
ん だものでした。 

アナスは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

私は 礼拝を 始めた 時 それを 長 〈しようと 思って しなした。 

しかし 子供のを き 声を 開いた ので その子に 巧す る 母親の 深い 悲しみ や 気遣いを 思い 礼 
丰军を 短 〈しました。 



礼拝 基本 動作の バランスと 完結 礼拝の 短縮に ついて 


バラー ウ ゼン • アーズ ィブは 伝えて いる 

私は ムハンマド 様の 礼 巧を よ 〈見て、 彼の キヤー ム （直立 礼）、 彼の ル クーウ （屈 身 礼）、 
それから 屈 身から 元に 戻って 身を 起した イアテ ダール （起立 状態） そして サジダ （平伏 礼）、 
ついで 二回の 平伏 礼の 間の ジャ ルサ (座礼）、 そして 二度 日の サジ ダ、 タス リーム （最後 
の 左ち の挨搂 儀礼） と 退 参との 間の 二度 日 のジ ャルサ これら 全ての 間の 間隔は ほぼ 等し 
し、 ことに 気付きました。 

ハ カムは 次のように 伝えて いる 

ザ マン ゼン •ア シュア スと しづ 男 （本名は マ かい ビン •ナー ジャ） 力 《 クー ファの 町を 支配し 
た。 

そこで 彼は アブー •ウ バイダ ゼン •アブ ドツ ラーに 人々 を 導いて 礼拝す るよう に 命じた。 
ところで 彼び ブー かく イ のはい つも 礼拝の 時に ル クーウ （屈 身 礼) から 頭を 上げ 元の 
キヤー ム （直立 礼） の 状態に なると、 私 レ \ カヤ ム） が 唱える lil 下の ドアー (析 願） の 言葉を 
いい 終える までの 間 そのまま 立って いました。 

その 私の ドアーとはこう である。 

「おお アツ ラー、 我等が 主よ、 称 讚は あなたに、 天を 満たし、 大地を 満たし、 あなたの 望ま 
れる ものを 満たす お 方、 称 讚と 栄光に 値する おち、 あなたが 与えた ものは 誰も それを 阻 
止しえない お 方、 あなたが 禁じた ものは 誰も それを ちえる ことができな いおち、 富を の 財 
産 も あなたの 元では 何の 役に もたたない」 

ハ カムは ついで 次のように 語った。 

私 はこの ことを アブ ドル • ラフ マーン • ビン • アブー- ライラーに 話しました。 

すると 彼は" 化は バラー ウ ゼン •ア ーズ ィブが いった 次の ような 言葉を 聞いた" と 語った。 
「アツ ラーの 使徒の 礼拝で その 屈 身 礼、 屈 身から 頭を 上げた 時、 平伏 礼、 二回の 平伏 礼 
の 間 （の 座礼) などい つも だいたい 均衡して いました」 

また シュウ バ はこの ことを アム ル •ビン •ムツ ラに 話した 巧、 彼は こういった。 

「私は イブ ン •アブー ライラーを 見て 知ってい るが 彼の 礼拝は そのよう では 無かった」 


ハ カムは 次のように も 伝えて いる 

マ かい ビン •ナー ジャカ 《 クー ファの 町を 支配した 時 彼は アブ ー ■ ウ バイダに 人々 を 導いて 

礼拝す るよう 命じた。 

lil 下は 前記の ハ ディースを 伝えた。 

アナスからの 伝聞と して サー ビトは 次のように 伝えて いる 



私ヴ ナス） は あなた 達を 導いて 礼拝す る 時には アッ ラーの 使徒が 私達を 導いて 礼拝した 
通りに 決して 短縮す る ことなしに 礼挥 します。 

ところで サ ービト はこう 言って いる。 

あなた 達が そうして いる 姿を この 秘 （が一度） でも 見た こと もない ような 仕草を アナスは い 
つ 屯して いました。 

それは 彼ヴナ のが 屈 身 礼から 頭を 上げた 時に、 しづ 人に いわせれば 彼は 次の 動作を 
忘れた のでは あるまい かと 思わせる 程 長 〈直立不動で 立ちつ づけた こと、 また 平伏 礼 か 
ら 頭を 上げた 時に も、 いう 人に いわせれば 次の 平伏 動作を 忘れた のでは あるまい かと 思 
わせる ほど 長々 と 座り込ん でいた ことです。 

サー ビトは アナスからの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私は アッ ラーの 使徒が 行った 礼拝より 短 〈て 完璧な 礼拝を 体験した ことはありません。 

アッ ラーの 使徒の 礼拝は ほどよい 長さでした しまた アブー •バ クルの 礼拝 もそう でした。 
ウマル ゼン •ハッター ブの 時代に なると 彼は 日の出 前の 礼拝を 長 〈しました。 

また アッ ラーの 使 巧は" アッ ラーは 彼を 称 讚す るを の 声を 聞き届け 給う" といって 直立の 姿 
費に 戻った 時 彼は 次の 動作を 忘れて しまったの かもしれ ない と 私達が 思う ほど 長い間 立 
った ままでした。 

それから 彼は 平伏 礼を 行い、 次の 平伏 礼との 間を 長な り、 次の 動作を 忘れた のでは ある 
まい かと 思う ほど 長い間 座って いました （を）。 


(お礼 拝 動作の 間の 取り 方には 結局 鉄則がない ことを 示し！: いる 



イマームの 動作に 従うべき こと そして 彼の 後に 行動すべき こと 

嘘を ついた ことのない バラー ウは 次のように 伝えて いる 

かつて 彼等は アツ ラーの 使徒の 背後で 礼拝した ものです 力 巧の 時 預言者が 屈 身 礼から 
頭を 上げて、 つづいて 彼が 地面に 額を つける までは 誰一人と して 背を 巧げ て 平伏 礼に 移 
る まを 私は 見ませんでした。 

こうして 彼の 背後に いる 人々 は 彼に つづいて 平伏 礼を しました。 

嘘を ついた ことのない バラー ウが 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が けツ ラーは 彼を 称 讚す る 者の 声を 聞き届け 給う」 と 唱えた 後に 彼が 平 
伏 礼に 移り 身を 沈める までは 我々 の 内で 誰一人と して 背を 曲げる まは いなかった。 
その後 我々 は 彼に つづいて 平伏 礼を しました。 

バラー ウは 次のように 伝えて いる 

彼等 教 友達は アツ ラーの 使徒と一緒に 礼拝して いました。 

そして 彼が 屈 身 すれば 彼等 も つづいて 屈 身し ました。 

預言者は 屈 身 礼から 頭を 上げた 時け ツ ラーは 彼を 称 著す る まの 声を 聞き届け 給う」 と唱 
えた。 

そして 我々 は 彼が 顔を 地面に つける までは 立 礼の 状態を つづけ それから 彼に つづいて 
平伏 礼に 移った。 

バラー ウは 次のように 伝えて いる 

私達は 預言 まと一緒に 礼拝して いた。 

我々 は 彼が 確かに 平伏した 姿を 見る までは 誰も 背を 曲げて 平伏 礼に 移ろうと しなかった。 
ところで ズハイルは クー ファの 人々 が 伝える ところと しで‘ 彼が 平伏して いる 姿を 我々 が 見 
るまで か ••"と しづ 表現に 言及して いる。 

アム ル ゼン •フライスは 次のように 伝えて いる 

私 は 預言 まの 背後で 曰の 出前の 礼拝を しました。 

その 時 私は 彼が 「いやいや、 化は 運行し 沈み ゆ 〈諸 星に かけて 誓う」 （第 81 章 15-16 節） 
と誦わ 声を 聞いた。 

また 私達の 内で 誰一人と して 彼が 完全に 平伏 礼に 移行し 終る までは 背を 巧げ て 平伏 礼 
に 移ろうと する 者は いなかった。 



屈 身 礼から 頭を 上げる 際に 唱える 言葉 

アブ ドツ ラー •ビン •アブー •アウ ファーは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 屈 身 礼から 背を 起す 時い つも 次のように 唱えて いました。 

けツ ラーは 彼を 称 讚す る まの 声を 聞き届け 給う、 おお アツ ラー、 我等が 主よ、 称 讚は あな 
たにの み、 天と地を 満たし、 その後 お望みの ままに 何でも 満たされる お 方」 

アブ ドツ ラー •ビン •アブー •アウ ファーは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 次の ような ドアーけ 斤 願） の 言葉を 唱えた ものでした。 

「おお アツ ラー、 我等が 主よ、 称 讚は あなたの もの、 天と地を 満たし、 その後 お望みの まま 
に 何でも 満たされる お 方」 

アブ ドツ ラー •ビン •アブー •アウ ファーは 次のように 伝えて いる 
預言者は いつも 次のように いっていました。 

「おお アツ ラー、 称 讚は あなたの もの、 天と地を 満たし、 その後 お望みの ままに 何でも 満た 
す お 方、 おお アツ ラー、 私を 雪や琶 やを 水 (を 1) で お浄め 下さい、 おお アツ ラー、 白衣の 
巧れ が 落される ように 数々 の 罪 や 過ちから 私を お浄め 下み、 (をの」 

(を 1 ) いずれも 地獄の 業火を 消し止める 効 まが あると しづ 比喩 

(を 2) このが 願の 言葉は 預言 まが 信徒に しけ、 に析 願を 捧げる かを 教えた もので これによ 
って 預言を が 罪深かった と しづ 根拠には ならない 

前記 ハディー スは 別の 伝承 ま 経路を 経ても 伝えられて いる。 

その 中で 伝承 まの一人 ムアー ズの 伝えた 言葉には" 白衣の しみが 浄 めら れ るよう に" と あり 別 伝 
承 まの ヤジードの それは" 白衣の ミち 点が" と ある。 

アブー ■サイード •フ ドリーは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 屈 身 礼から 頭を 上げた 時 次のように 唱えた。 

「我等が ちよ、 称 讚は あなたの もの、 天と地を 満たし、 その後 お望みの ままに 何でも 満た 
す お 方、 称 讚と 栄光に 値する お 方、 下僕が 語る 最も 価値 ある お 方、 我々 はこと ごと 〈あな 
たの 下僕です。 

おお アツ ラー、 あなたが ちえた ものを 禁じ 得る 者は なく また あなたが 禁じた ものを ちえ 得る 
をはない おち、 また 富者の 財 も あなたの 元では まるで 役に立たない」 


イブ ン •アツ バース はおえ てし、 る 



預言 まは 屈 身 礼から 頭を 上げる 時に 次のように 唱えた ものでした。 

「おお アツ ラー、 我等の 主、 称 讚は あなたの もの、 天と地を 満たし また それら 二つの 間の 
空間を 満たし、 その後 お望みの ままに 何でも 満たされる おち、 称 讚と ま 光に 値する お 方、 
あなたが 与えた ものを 禁じ 得る をはな 〈また あなたが 禁じた ものを 与え 得る 者は ない、 ま 
た 富まの 財 も あなたの 元では まるで 役に立たない」 

別の 伝承を 経路で 伝わる 前記の ハディー ス では、 イブ ン •ア ツバー スは "その後 お望みの ままに 何 
でも 満たす" まで 述べ 残りの ハディー スは 伝えて いない。 



屈き 礼と 平伏 礼の あいだは クル アーン の 読誦が 禁じられ ている こと 


イブ ン •ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 

人々 カ ヴブー •バ クルに 従って 彼の 背後で 整列して いると アツ ラーの 使徒が 彼の 部屋の 力 
- テンを 上げて こうし、 った。 

「皆さん （善良な) ムス リムが 見る 正夢 かまた は 見せられる 正夢な 外に もはや 預言者に よ 
る 福音は 無 〈なりました。 

さて 私は 屈 身 礼と 平伏 礼の 際に クル アー ンを誦 むこと を 禁じられました （を）。 

だから 屈 身の 際には 偉大で 栄光に 谎 ちた 主を 讚美し 平伏の 際には がりに 専念し なみ、、 
そうすれば アツ ラーは きっと あなた 達に 応えて くれる でしよう」 

ところで アブ ドツ ラーゼン •ア ツバー ス はこう 伝えて いる。 

アツ ラーの 使徒が 力ーテンを 開けた 時、 彼の 頭は それが もとで 死んだ 病気の ために 包帯 
されて いました。 

そして 彼は 次の 言葉を 兰回 繰り返した。 

「 おお アツ ラー、 化は 啓示を 伝えて しまった でしよう か」 

その後 彼は 次のように 伝えた。 

「敬虔な 下僕が みる 正夢 かまた は 見せられる 正夢な かは もはや 預言に よる 福音は 残って 
いません J 

それから 彼は 前記の ハディー スと 同じ ハディー スを 伝えた。 


(をに の 二つの 動作は アツ ラーに対する 人間の 絶対 眼 従の 姿を 示した ものであるから ア 
ツ ラーを 讚え アツ ラーにがる ことは 当然で ある。 

従って クル アーン の 読誦は 立 礼の 際に 限って 唱えるべき こと もまた 当然で ある 

アリ-ゼン •アブ- •夕- リブは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 私が 屈 身 礼 または 平伏 ネぶ 捧げる 際に クル アー ンを誦 むこと を 禁じた。 

アリーゼン •アブー •夕ー リブは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 私が 屈 身 礼 または 平伏 礼に ある 間は クル アー ンを誦 むこと を 禁じ まし 
た。 


アリ-ゼン •アブ- •夕- リブは 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 私が 屈 身 礼 または 平伏 礼を 捧げる 間は クル アー ンを誦 むこと を 禁じた。 
しかし 私は 彼が あなたち にも 禁じた とはいい ません。 



アリーは 次のように 伝えて います 

私の 敬愛す る 預言者は 私が 屈 身 礼と 平伏 ネぶ 行って いる 間は クル アーン の 読誦を 禁じ ま 
した。 


アリーは 次のように 伝えて いる 

預言 まは 私が 屈 身ネぶ 行う 際に その 間に クル アーン を 話む ことを 禁じました。 

しかし この ハディー ス では 前記 兰 つの ハディー スが 伝えて いるよう な 平伏 礼 中の 禁止を 
伝えて いなし、。 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている。 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

私は 屈 身 礼 中に クル アー ンを誦 むこと を 禁じられた。 

しかし ここでは アリーの 名が 伝承 者 中に 述べられて いない。 



屈 身 礼と 平伏 礼の 際に 唱える 言葉 

アブー •フライ ラは アッ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

下僕が 己れ の 主に一 番 近い 時は 平伏して いる 時で ある。 だから その 時は ドアーけ 斤 願) を 
より 多 〈唱えよ。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 平伏 礼の 際に 次のように がるの が 常でした。 

「おお アッ ラー、 ルみ、 ものから 大 お、 も のまた 最初の ものから 最後の ものまで、 顕 かな 
ものから 隠れた ものまで 私の 罪の一切を どうか お赦し 下み、」 

ア ー > r シャが 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 屈 身 礼と 平伏 ネ しの 際に 次のように 何度も 祈った ものでした。 

「あなたに 讚え あれ おお アッ ラー、 我等が 主、 どうか 私を お赦し 下さい」 

このよう にして 彼は クル アーン に 命じられた 常 110 章 3 節な の 通りに 行動した。 

マ r シャが 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 彼の 死の 前に 次のように 何度も 析っ ていた。 

「あなた (アッ ラー) に ま ホ あれ、 また 私は あなたへの 称 讚、 により （あなたを 念じます）、 あ 
なた にお 赦 しを 請い 願い 改梭 致します」 

ついで アー イシ ャが 次のように 尋ねた。 

けッ ラーの 使徒よ、 あなたが 唱えて いる それらの 言葉は 何です か」 

すると 彼は 次のように 言った。 

「我が ウン マ （イスラー ムの 信仰 共同体） にがす るみ しるしが 私に 与えられた。 

私は それを 見た 時 それ (前述の が 願の 言葉) を 口にした のです。 

そのみ しるしと はけ ッ ラーの お助けと 勝利が 来たが"」 な 下の一章 (第 1 10 章 全 3 節） 全 
部で かお」 

(を) 勝利とは マッカ 征服な どの イスラー ムの 大勝 利、 この 章は 短い ので マッカ 啓示と 間違 
いやす いが 預言を による マッカ 征 眼の 後に 下った つまり マディー ナ 啓示で ある 

アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

私は 預言を にけ ッ ラーの お助けと 勝利が 来て…」 （第 1 10 黃 の一章が 啓示され て lil 来、 
常に 彼が 礼拝 か ゴアーけ 斤 願) を 唱える か 或いは 次の ような がりの 言葉を 唱えずに 礼拝 
を 捧げる 彼の 姿を 見た ことはありませんでした。 



その ネ 斤り の 言葉とは" あなたに ま 光 あれ、 我がち よ、 あなたへの 称 讚に より （あなたを 念じ 
ます）、 おお アツ ラーどうか 化の 罪を お赦し 下さい" という 言葉です。 


アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

かつて アツ ラーの 使徒は 次の ネ 斤り の 言葉を 何度も 繰り返した ものでした。 

"アツ ラーに ま ホ あれ、 彼への 称 讚に より、 化は アツ ラーにお 赦 しを 請い 願う、 私は アツ ラ 
一の 元に 立ち返り 改懐 致します" 

さて そこで 秘ヴー イシ ャ） はこう いった。 

けツ ラーの 使徒よ、 あなたは "アツ ラーに ま 光 あれ、 彼への 称 讚に より、 化は アツ ラーに 
お赦 しを 請い 願う、 私は アツ ラーの 元に 立ち返り 改梭 致します" という 析 りの 言葉を 断えず 
繰り返して いますね」 

すると 預言 まは 次のように 仰せられた。 

「主は 我が ウン マに みしる しを 見る だろうと 私に 告げた。 

そして 私は それを 見た ので この ネ 斤り の 言葉" アツ ラーに 栄ホ あれ、 彼への 称 讚に より、 私 
は アツ ラーにお 赦 しを 請い 願う、 おは アツ ラーの 元に 立ち返り 改梭 致します" を 多 〈唱える 
ようにした のです。 

なぜなら そのみ しるしと はけ ツ ラーの お助けと 勝利け ツカ 征服の こと) が 来て、 人々 が大 
拳して アツ ラーの 教えに 入信す るのを 見たら、 ホの 主の 栄光を 讚美し、 主の お赦 しを 請い 
願え、 主は まことによ 〈お赦 しな さる お 方」 （第 1 10 章） の一章の ことで あると 私は 考えて い 
るからで す」 


イブ ン •ジュラ イジ ュが 伝えて いる 

私が ア ターに 屈 身 礼の 際に 何と 唱える か 尋ねた ところ 彼は 次のように 語った。 

"あなた ヴッ ラー） に 栄光 あれ、 あなたへ、 の 称 讚に より、 あなたな かに 巧は なじ’ と 唱え 
ます。 

なぜなら イブ ン •アブー •ムライ カが ア ー"^ r シャ からの 伝聞と して 次の 話を 私ヴタ ー) に 伝 
えて 〈れ たからです。 

私びーイシ ャ） は 或る 夜の こと 預言者を 見失いました。 

その 時 私は 彼が 他の 妻の 巧に 行った のだろう と 思って 捜しに 出かけた 後 戻って みると 彼 
は 屈 身 礼 かまた は 平伏 礼の 最中でした。 

そのと き 彼は、 "あなたに 栄光 あれ、 あなたへの 称 讚に より、 あなたな 外に ネ申 はない" と唱 
えてい ました。 

それで 私は こう 言いました。 

「あなたは 私の 父母に も かえが たい おち、 化は ある ことを 考えて いました。 

ところが あなたは 別な ことに 専念して いました （を）」 



(を) アー イシ ャは 預言 まが 他の 妻の 巧に 行って しまったと 考えた。 

ところが 彼は 勤行 中であった の 意 

アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

私は 或る 夜 アツ ラーの 使徒が 寝床から し々 く なって いる ことを 知りました。 

そこで 手探りで 彼を 捜した 巧 化の 手が 彼の 足の裏に 触れました。 

その 時 彼は 平伏 礼の 最中で 二つの 足の裏は 立って いました。 

そして 次のように 析っ ていました。 

「おお アツ ラー、 化は あなたの 怒りを 逃れて あなたの ご 満悦を 請い 願う、 そして あなたの 罰 
より 逃れて あなたの お赦 しを 請い 願う 

(つまり あなたの お怒りから 逃れて あなたの お助けを 請い 願う） 

あなたが 自ら ご 自身を 称 讚す るよう に 私は あなたを 数え きれない 位 称 讚 致します J 

アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は かつて 屈 身 礼と 平伏 礼の 際には 次のように 唱えた ものでした。 

「ま 光の 極み、 神聖の 極み、 天使と 霊魂の 主よ」 

前記 同様の ハディー スが 別の 伝承を 経路を 経て アー イシ ャ からの 伝聞と して 伝えられて いる。 



平伏 礼の 美徳と そのす すめ 


マア ダー ン •ビン. タル ハ. ヤア マリーが 次のように 伝えて いる 

私は アツ ラーの 使徒の 解放 奴隸の サウ バーンに 出会った。 

そこで 私は 彼に アツ ラーが 天国に 入れて 下さる 行為 或いは アツ ラーが 最も 好ましい とする 
行為は 何かと 尋ねた。 

しかし 彼は 黙って いた。 

そこで 私は 巧び 尋ねた がかが 彼は 熟って いた。 

私が； 度 目 に 尋ねる と 彼は 次のように いった。 

私け ウバ ーソは アツ ラーの 使徒に そのこと を 尋ねました。 

すると 使 おはこう いった 

「アツ ラーにた 〈さん 平伏 礼を しなみ \ あなたが アツ ラーに一度 平伏 すれば アツ ラーは そ 
れ でもって あなたの 天国での 地位を一段と 高く 上げて 〈れ あなたの 過ちを一つ 消して くれ 
ます」 

さらに マア ダー ンは 次のように 付け加えた。 

その後 私 （マア ダー ソは アブー •ダル ダー ウに 会って そのこと を 聞きました。 

すると 彼は サウ バーン が 私に 話した ことと 同じ ことを 語った。 

ラビー ア •ビン •カ アブ •ア スラ ミーは 次のように 伝えて いる 
私は アツ ラーの 使徒と一緒に 夜を 過し ました。 

私が 浄 めの 水と 彼の 必要と する 物は) を もって 行な 彼は 私に 「何でも 尋ねな み、」 といし、 
ましに。 

それで 化は こういった。 

「天国での あなたの 仲間に ついて 聞きたい _! すると 彼は 「その他 何 かありません か」 といっ 
た。 

私は 「それが 全てです J と 答えた。 

そこで 彼は こういった。 

「それなら あなた 自身の ために もどう かた 〈さん 平伏しなさい」 


(を) 歯ブラシ (ミ スワー ク） 、礼拝 用 敷物な ど 



平伏 礼の 際の 四肢の 動作と 礼拝 中に 服 や 髪を 捉 むこと や 髪を 編む こと 等 
は 禁止され ている こと 


イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

預言 まは 平伏 ネぶ する 際に 身体の セヶ 巧を 地面に つける よう 命じられました。 

また 預言 まは その 際に 髪 や 服を 巧む こと も 禁じられた。 

な 上は ヤヒヤーの 伝承です が アブー •ラビー ウ による ハディー ス では" 七つの 骨は 地面に 
つけても、 髪と 服を 巧む ことは 禁じられた" と あり、 セつ の 骨とは 両手の 掌、 両 膝、 両ぶホ 
と 額の ことです。 

イブ ン •ア ツバー スは 預言 まが 次のように いったと して 伝えて いる 

「私 願 言を は セつ の 骨を 地面に 付けて 平伏 ネぶ する ように 命じられました。 

また 服 や 髪を 巧 まかなう 命じられました」 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

預言 まは （身体の） セケ 巧を 地面に 付けて 平伏す るよう に また 髪 や 眼を 巧 まかなう 命じ 
られ ました。 


イブ ン •ア ツバー スは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「私は セつ の 骨、 つまり 額に の 時 彼は 指で 自分の 鼻を 指した? と 両手と 両足と 両 爪先を 地 
面に 付けて 平伏す るよう に 命じられました。 

また 我々 は 髪 や 服を たぐる こと も 禁じられました」 

イブ ン •ア ツバー スは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「私は 身体の セヶ 巧を 地面に 付けて 平伏す るよう、 また 髪 や 服を たぐらか^う 命じられ 
ましに。 

その セケ 巧とは 額と 量、 両手、 両 膝、 両 爪先です」 

ア ツバー スは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「神の 下僕が 平伏す る 際には 身体の セケ 巧を 地面に 付けて 平伏します。 

それらは 顔と 両手の 掌と 両 膝と 両 の 先です」 


アブ ドツ ラーゼン •ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 

彼 （イブ ン •ア ツバー ス） は アブ ドツ ラーゼン •ハーリスが 礼拝して いる 姿を 見た がその 時イ 
ブン •ハーリスの 頭髪は 編まれて 後方に まわられて いた。 

そこで 彼 （イブ ン •ア ツバーのは 立ち上 力 《 って それを 解いて やった。 



礼拝が 終わって イブ ン •ハーリスが 退 参し ようとした 時 イブ ン •ア ツバー スに 出会った ので 
こ ラ 言った。 

「 どうして 私の 頭に 触れた のです か」 

すると イブ ン •ア ツバー スは アツ ラーの 使徒から 次の ような 言葉を 聞いた といった。 

じの ような ま （髪を 頭の 後方に まわて 礼拝す る 人） は 両手を 後に 縛られた まま 礼拝す る 
人の ような もの だ」 



平伏は 適当な 長み こ、 その 時 両手の 掌を 地面に つけ、 両 がを 適度に 脇腹 か 
ら 離し 腹は 両 膝から 離す こと 

アナスは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えた 

「平伏 礼は バランスよ 〈しなみ \ 犬 のように 前腕を 地面に 付けて 伸ばして はならない 
(を）」 


(を） この 姿勢は 礼拝を 軽視した 態度と みられる 
同様の ハディー スは 別の 伝承 ま 経路を 経ても 伝えられ ている。 

また 別の 伝承を の一人 イブ ンぶ ャア ファ ルの ハディー ス では" 誰でも 犬が 前腕を 伸ばす ように 前 
腕を 伸ばして はいけ ない" と 伝え！: いる。 

バラー ウは アツ ラーの 使 お 力 《いったと して 次のように 伝えて いる 

あなたが 平伏す る 時は 両手の 掌を 地面に 付けて 両肘を 上げな み、。 



礼拝の 仕方の 総括、 礼拝の 開始、 礼拝の 終了、 屈 身 礼と その 標準 的 動作、 
平伏 礼と その 標準 的 動作、 各 ニ ラ カート 終了後の 証言 儀礼、 二回の 平伏 礼 
の 間の 座礼、 最初の 証言 儀礼 中の 座礼 等に ついて 

アブ ドツ ラー •ビン •マーリク ゼン •ブハ イナは 次のように 伝えた 

アツ ラーの 使徒は 礼拝を する 時、 彼の 両脇の 下の 白 さが 見える 〈らいまで 両腕の 間を 広 
げ ました （を）。 

(を) つまり 日焼けし ていない 白い 部分 

前記 同様の ハディー スが 別の 伝承を 経路を 経て ジャアファル •ビン •ラビー ア によって もえられて 
いる。 

また アム ル •ビン • / 、ー リスの 伝える 巧では" かつて アツ ラーの 使徒は 平伏を する 際に 白い 而 協の 
下が 見える まで 両肘を 広げました" と ある。 

ライスの 伝える ハディー ス では" アツ ラーの 使徒は 平伏す る 際に 彼の 白い 脇の 下が はっきりと 見え 
るまで 両手を 広げました" と ある 

マイムー ナ (預言を の 妻の一人） は 次のように 伝えて いる 

かつて 預言者は 平伏す る 時には 雌の なやぎ が 彼の 両手の 間を 通ろうと すれば 通れる 位 
広げました。 

マイムー ナは 次のように 伝えて いる 

かつて アツ ラーの 使徒は 平伏す る 時 両手を 広げ、 つまり （両腕が かなり 離した ので 彼の 
後方から 白い 脇の 下が 見える くらいでした。 

そして 座礼に 移った 際には 左の 太股に 体重を かけて 座った ものでした。 


ハーリスの 娘 マイムー ナ はおえ ている 

アツ ラーの 使徒が 平伏した 際には 彼の 背後に いるをから 彼の 而 協の 下の 白 さが 見える ま 
で 両手を 大き 〈広げた ものでした。 

ワキー ウ はこれ を 解説して こういった。 

"つまり 両脇の 下の 白い 部分が 見える まで" 

アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

かつて アツ ラーの 使徒は 礼拝を タク ビー ルを 唱えて 開始した がそれ につ づけ ル アーン の 
読誦は 開扉 章から 始めた ものでした。 

そして 屈 身 礼を した 際には 頭を 下げ 過ぎる こと もな 〈上げ 過ぎる こと もな 〈中間 位置まで 下 



げ ました。 

そして 屈 身 姿勢から 頭を 上げた 際には まっすぐに 直立す るまでは 次の 平伏 礼の 動作に 移 
りませんでした。 

そして 平伏 姿勢から 頭を 上げる 際には きちんと 正座に 戻る までは 次の 平伏の 動作に 移り 
ませんで した。 

そしてを ニ ラ カー トの 終り 毎に タヒ イーヤ (話 言 儀礼） の 言葉を 唱えました。 

その 際 彼の 左足の 甲は 地面に 伸ばされち 足の甲は 立てられて いました。 

また 彼は 両種を 立てた まま その上に 座る 悪魔の 座り 方を 禁じ、 獣が する がを 地面に 付け 
て 伸ばす 仕草げ 伏 礼の 際) も 禁じました。 

そして 礼拝の 終りは タス リーム （左ち への 挨搂 儀礼) を もって 完了し ました。 



礼 巧者の スト ラ (遮蔽物 (を)） について 


(を) 礼拝 者が 眼前の 地面に 置いて 礼拝 場所と 一般の 通行人の 往来と を 観念の 上で 
仕切る 目印と なる 物 


ム —サ— ゼン •タル ハは 彼の 父からの 伝聞と して アツ ラ-の 使徒の 言葉を 次のように 伝えて いる 
「あなた 達の 誰でも 自分の 前に 輯の 後部の ような 物を 置いて 礼拝 するならば その 向う側 
を 歩いて いる 人を 気にする 必要はありません J 

ム ーサー ゼン • タル ハは 彼の 父の 話と して 伝えて いる 

私達が 礼拝して いると よ 〈その 前を ま 富が 通る ので アツ ラーの 使徒に そのこと を 話し まし 
た。 

すると 彼は 次のように いった。 

「鞍の 後部の ような 物を あなた 達の 前に 置けば その 前を 通る ものは 何も 害に なりません」 
イブ ン •ヌ マイルが 伝えた ところに よれば" そうすれば その 前を 通る まが あっても 害に なり 
ません" と ある。 

ア ー"^ r シャは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 礼キ丰 をの スト ラに ついて 尋ねられた。 

そこで 彼は" 鞍の 後部の ような 物" と 答えた。 

アー イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は タブー クの 戦いの 時 礼拝 者の スト ラに ついて 尋ねられた。 

それで 彼は" それは 轉の 後部の ような もの" と 答えた。 

イブ ン •ウマルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は イー ド' (大 叙の 礼 街 こ 出かける 時に 槍を もって 行 〈よう 命じた は）。 
そして それは 彼の 前に しっかりと 据えられた。 

それから 彼は 槍に 向かって 礼拝し 人々 は 彼の 背後で 礼拝した。 

また 彼は 旅行 中で もこの ように 礼拝した。 

こうして 後に アミール 達 力 《 (旅に 出る 際に） 槍を 持って 出かける ようになった。 

(を） 多分 イードの 礼拝は 当時は モスクで はなく マディーナの 郊外の 砂漠て 行って いたた 
めか 



イブ ン •ウマルが 伝えて いる 

預言 まは スト ラを 地面に ちき 立てた ものでした。 

アブーバクルは (預言を が)" 短い 檀を 地面に 突き さし それに 向かって 礼拝した" といった。 
イブ ン •アブー シャイ バは それに加えて" か 《イド ッ ラーが それは 長 槍だった といった" と 
伝えた。 


イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

預言 まは 彼のら 〈だを マッカの 方向に 横にして 座らせ それに 向 力、 つて 礼拝した。 


イブ ン •ウマルが 伝えて いる 

預言者は 彼のら 〈だに 向かって 礼拝し ました。 イブ ン •ヌ マイルの 伝える ところでが‘ 預言 
をはら 〈だに 向かって 礼拝した" 

アブー •ジュ ハイファは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
私 （父） は マッカの 預言 まの 巧に やって来ました。 

その 時 彼は アブ タフ レく ト ハーとも 言う） という 巧の ホい 皮 製の テントの 中に 居ました。 
やがて ビラールが 預言を のた めの 浄 めの 水を 持って 出て きました。 

残りの 水は一部のを がな にがし カホれ を 受け、 また 他の まは さらに それを 別の 人々 に 振 
りまい ていた。 

そして 預言 まも ホい 上衣を 着用して 出て まました。 

その 時 私は ちらっと 彼の 白い 腔を 見ました。 

彼は 浄 めを 行い ビラールが ア ザーンを 詠唱した。 

そこで 私は 彼の 口の 動きに 合わせて 彼が ちを 向いて 唱える 時にはち を、 左を 向いて 唱え 
る 時には 左を 向いて 次のように 唱えた。 

「礼拝に 来たれ、 成功の ために またれ」 

その後 預言者の 短い 槍が 地面に ちき 立てられ ると 彼は 前に 進み出て ズ フルの 礼拝を 二 
ラ カー ト 巧った。 

その 時 彼の 前を一匹の ろばと 犬が 通り過ぎて 行き ましたが 彼は 気にしませんでした。 
それから 彼は アスルの 礼 巧を ニ ラ カー ト 行い それから マディー ナに 帰る まで ニ ラ カー トの 
礼拝を 続けました (を)。 

(を) 旅行 中の 礼拝 規定に よって 短い 

アブー •ジュ ハイファは 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 （父） は アッ ラーの 使徒を ホい 皮 製の テントの 中で 見ました。 

そして ビラールが 預言者が 残した ウ わ一 (浄 め） の 水を 持ち出す ところを 見ました。 



そこで 人々 が 競って その 浄 めの 水を 得ようと している 光景を 見ました。 

それを し 乂らか 手に入れた 者は それで 拭うよう にして 浄 め、 また その 水を 手に入れられな 
力、 ったを は 手に入れた 者の 手から 韦を もらって いました。 

それから ビラールが 短い 槍を 取り出して 来て それを 地面に ちき さした ところを 私は 見 まし 
た。 

それから アツ ラーの 使徒が ホい 上衣を 着て 急いで 出て 来て それ (槍） に 向かって ニ ラ カー 
卜の 礼拝を 人々 を 導いて 行った がその 時 私は その 槍の 前を 人間 や 家畜の 群が 通り過ぎ 
ていった 光景を 見ました。 

アウ ヌ ゼン •アブーぶ ュ ハイファは 彼の 父親からの 伝聞と して 前記の ハディー スが 伝えた ように 
預言者に ついて たえて いる。 

ところで ウマル ゼン •アブー サー イダは それに 付け加えて" （人々 は) 巧 互に ホを 競って" とおえ 
た。 

また マーリク ゼン •ミグ ワ ルの ハディー ス では" 正午に なった 時、 ビラールが 出て きて ズ フルの 礼 
拝の 呼びかけ をした" と ある。 

アブー •ジュ ハイファは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 正午に バト ハーに 出て 行き、 浄め をして ズ フルの 礼拝を ニ ラ カー ト 行い 
それから アスルの 礼拝を ニ ラ カー ト 行った。 

その 時 彼の 手前の 巧には 短い 槍が ささって いた。 

ところで シュウ バは アウ ヌが 彼の 父 アブー •ジュ ハイファからの 伝聞と して 次のように 付け 
加えた として 伝えて いる。 

"その 槍の 向こう側を 女 やろ ばが 通り過ぎて いった" 

シュウ バは 別の 二つの 伝承 者 経路に よって 前記と 同じ/ 、ディー スを 伝えて いる 力 《 、 ハ カムの ハ デ 
ィース は それに 加えで‘ そこで 人々 は 預言を の浄 めに 使った 水の 残りを とり 始めた" と ある。 

イブ ン •ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 
私は 雌ろ ばに 乗って やって来ました。 

その 時 私は 成人になる 少し 手前の 年頃でした。 

アツ ラーの 使徒は ミナーの 谷で 人々 を 導いて 礼 巧を していました。 

私は その 礼拝 列の まん 前を 横切り それから ろば 力 も 降り、 草を 食べさせる ために それを 
ち军き 放ちました。 

そして 私は 礼拝の 列に 加わった のです が 誰も そのこと で 化を 責める まは いません でした。 


アブ ドツ ラー •ビン-アツ バース は 次のように 伝えて し、 る 



彼ヴ ブドッ ラーゼン •ア ッバーのは ろばに 乗って やって来た。 

それは 離別の 巡礼の 年の ことで アッ ラーの 使徒は ミナーの 谷で 人々 を 導いて 礼拝して い 
ました。 

ところで ろばは その 礼拝 列の 前を 通り過ぎました。 

それから 彼 （イブ ン •ア ッバー ス） はろ ばから 降りて 人々 と一緒に 礼拝 列に 加わりました。 
同様の ハディー スが 同一伝承を 経路を 経て ズフ リー からの 伝聞と して イブ ン •ウヤ イナに よって 伝 
ス b れ/ てし、 る。 

し 力ん 彼が‘ その 時 預言を は アラ ファの 谷で 礼拝して いた" と 伝えて いる。 

同様の ハ ディースを マ アマ ルが ズ フリーからの 伝聞と して 同一伝承を 経路を 経て 伝えて いるが そ 
こでは ミナーの 谷と も アラ ファの 谷と も いっていない。 

し 力ん 彼が‘ 離別の 巡礼 かまた は マッカ 開城の 日 かの どちら かの 日 に" と 伝えて いる。 



礼 巧者の 手前を 歩く 通行人は 阻止され るべき こと 

アブー ■サイード •フ ドリーは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
「もし 誰かが 礼拝して いたら 誰も 彼の 手前を 通させるべき ではない。 

通行人は 出来るだけ 遠ざけるべき である。 

もし 彼が 拒否 するならば 力ず くで も 遠ざけるべき である。 

なぜならば 彼は シャイ ターン (悪獻 だからで ある J 

アブ—. サ —リフ •サン マ— ンは 次のように 伝えて いる 

私は アブー •サイード •フ ドリーから 聞いた こと また 彼に ついて 私が 見た ことを 話し ましよう。 
或る日 それは 金曜日だった が 私は アブー •サイードと一緒でした。 

彼は 人々 から 彼を 遮蔽す る 物 (スト ラ） に 向かって 礼拝して しが。 

そこに アブー •ム アイト 族の 若 まが まて 彼の 面前を 通り過ぎよう とした。 

そこで 彼は その 若 まの 胸元を 押し やった。 

しかし その 若者は アブー •サイードの 前し か 通り道を 見つけられず 巧び 通り過ぎよ うとした 
ので、 彼は 初回より もっと 強 〈彼の 胸元を 打って 押し もどした。 

すると 若を は 立ちはだか リア ブー •サイードに 巧み かかった。 

それから 人々 が 集まって きて ごった返 したので その 若を は そこを 巧け 出し マル ワーン （ウ 
マイヤ 朝の カリフ） の 巧に 行き 己れ 力 巧け た 仕打ちを 彼に 訴えた。 

—方 アブ ー ■ サイード もまた マル ワーン の 巧に 行った ので マル ワーン は 彼に こういった。 

「一 体 どうしたと しづんだ。 

あなたの 兄弟の 息子 （同じ 宗門の 信 紙が 来て あなたの ことを 非難して しが」 

すると アブー •サイードは アツ ラーの 使徒から 次の ような 言葉を 聞いた としてこう いった。 
「誰かが スト ラに 向かって 礼拝し な^ 時 彼の （面） 前を 通ろうと する まがいたら そのを の 
胸元を 巧って 押し戻しな み、。 

もし 彼が 抵抗 するならば 力ず くで も 阻止すべき だ。 

なぜなら 彼は 悪魔 だから だ」 

アブ ドツ ラーゼン •ウマルは アツ ラーの 使 巧の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
「誰かが 礼拝 中の 時は 彼の 面前を 誰も 通させて はならない。 

もし 拒む ようならば 力ず 〈でも 止めさせな み、。 

なぜなら その まには 悪魔が ついている からです」 

イブ ン •ウマルは 前記 ハディー スを 別の 伝承を 経路を 経て 伝えて いる。 


ブス ル ゼン •サイードは 次のように 伝えて し、 る 



ザ イド •ビン •ハー リド •ジュ ハ ニーは アブー •ジュ ハィムの 抓 こ アツ ラーの 使徒が 礼拝 者の 
面前を 通る 者に ついて 何と いった かを 聞 〈ために 彼け スル) を 使いと して 送った。 

それで アブー •ジュ ハイムは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 語った。 

「通行人が 礼拝を の 面前を 通る 時、 己れ が どんな 罪を 犯して いるかを 知るならば 立ち 止 
まるべき である。 

礼拝 まの 面前を 通る よりも 立ち止まって 40( 年） でも 待つべき だ」 

ところで ブス ル •ビン •サイード からこの ハディー スを 伝えられた 伝承 まの一人 アブー ■ナド 
ルは こうし、 ってい る。 

「私は 彼が その 時 40 日と いった か 10 ヶ月と いったの か 或いは 40 年と いったの かは かり 
ません」 


アブー •ジュ ハイム •アンサー リーは 前記の ハディー スを 別の 伝承を 経路を 経て 伝えて いる。 



礼拝 地点と スト ラの 間の 間隔を つめる こと 

サ ハル ゼン •サアド •サ ーイ ディーは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒の 礼拝 地点と 壁との 間には 羊が一頭 通れる だけの 空間が あった。 

サラマ •ビン •アク ワウは 伝えて いる 

彼け ラマ） は アツ ラーを 讚え るた めの 場と して クル アーン が 置かれて いる 場 巧を 捜した も 
のでした が 彼は こう 言った。 

アツ ラーの 使徒 もまたい つもそう した 場所を 捜す のが 常でした。 

また ミン バル (説教 台） とキ ブラけ ツカの 方角を 示す モスク 内の 壁面） の 間は 羊が一頭 通 
れる 空間が ありました。 

ヤジィー ドは 次のように 伝えて いる 

力、 つて サラマは 礼拝の 場所と して クル アーン が 保管して あるせ の そばを 捜し求め たもの 
でした。 

そこで 私は 彼に こういった。 

「アブー •ムス リム （サラマ） よ、 あなたは 礼拝す る 場所と して この 円柱を 捜して いたよう で 
すね J 

すると 彼は こう 言った。 

「私は 礼 巧の 際 この 場 巧を 捜して いた 預言者を 見ました」 



礼 巧者を 遮 液す る もの な トラ) の 効力 

アブ—. ザ ツルは アツ ラ-の 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「誰でも 彼の 前に 鞍の 後部の ような 物を 置いて 礼拝す る 時 それは 彼を 隠して いる ことにな 
る。 

もし 彼の 前に 鞍の 後部の ような 物が 無くろ ば や 女性 や 黒 犬が 通過した 場合には 彼の 礼拝 
はお 効になる （を)」 

そこで アブー •ザ ツルから この ハディー スを 聞いた 伝承 者の一人 はこう 尋ねた。 

「なぜ 赤 犬 や 黄色 犬で なく 黒 犬な のです か」 

すると 彼ヴ ブー ザ ツル） はこう 答えた。 

「私の 兄弟の 息子よ、 私は アツ ラーの 使徒に ちょうど あなたが 私に 尋ねた ように 質問し ま 
した。 

すると 預言 まは こういった。 

『黒 犬は 悪魔 だからです』」 

(を)一 時 的に 礼拝 者の 気が 散る 意味で あり、 やり直しを 要求す る ほど 完全に 無効になる 
意味では ない。 

気が 散る 理由は ろばの 声は 耳 ざ わりで 黒 犬の 姿は 醜 〈女性の 姿は 魅力的 だからで あると 
考えられ ている 

同様の ハディー スがユ ーヌス からの 伝聞と して 別の 伝承 ま 経路で 伝えられ ている。 

アブー. フライ ラは アツ ラーの 使徒 力 化、 ったと して 次のように 伝えて いる 

「女性と ろばと 犬け 《 礼拝 者の 面前を 通過した 場合） は その 礼拝を 無効に する。 

しかし 醒の 後部の ような 物は それを 防ぎ 礼拝を 有効に する J 



礼 巧者の 面前に 横たわる こと 


マ ー"^ r シャは 次のように 伝えて いる 

預言者は 夜中に 礼拝した もので したが、 その 時 私は 彼と キ ブラの 間に 寝て おり、 ちょうど 
葬儀 礼拝の 時の ように 私は キ ブラと イマームの 間に 安置され た 死体の ようでした （注）。 


(を) この ハディー スは 女性が 礼拝 者の 前を 通りかかっても 礼 巧は 無効に ならない 証左 
ア ー"^ r シヤは 次のように 伝えて いる 

預言者は 夜通し 礼拝した ものでした がその 時 私は 彼と キ ブラの 間で 寝て いました。 

そして 彼が ウイ トル （一 または 兰の 奇数 ラ カートの 礼拝） の 礼拝を する 時には 私を 起こした 
ので 私 も ウイ トルの 礼拝を しました。 


ウル ワ ゼン •ズバイルは 次のように 伝えて いる 

了 — r シャが 礼拝を 無効に する ものは 何かと いったので 私たちが‘ 女性と ろばです "といっ 
た。 

すると 彼女は こういった。 

「女性が 動物の ように 悪い のです 力、、 私は アツ ラーの 使を の 面前で 葬儀 礼拝の 時の 棺中 
の 死体の ように 横たわって 寝て いました。 

それでも 彼は 礼拝し ました」 

マス ルー クは 次のように 伝えて いる 

アー イシ ャの いる 巧 ザ‘ 礼挥を 無効に する ものは 犬と ろばと 女性で ある" と しづこと が 語ら 
れ た。 

ところ 力 《彼女は こういった。 

「あなた 達は 私たちを ろば や 犬に たとえ ましたね。 

アツ ラーに 誓って、 アツ ラーの 使徒は 私が 彼と キ ブラの 間の 寝台に 横たわって いるに も か 
かわらず 彼は 礼拝し ました。 

私は （生理的 欲求な の 何 か 必要を 感じた 時は アツ ラーの 使 巧の 面前で 起きて 座る ことに 
なり 彼を 邪魔す る ことになるので その 時は （そうなる ことを 避けの ベッドの 脚の 間から そつ 
とすり 巧け て 出ました」 


ア スワ ドは アー イシ ャカ 《いったと して 次のように 伝えて いる 

「あなた 達は 私達 女性を 犬 やろ ばと 同じ だとして たとえました。 

ところで 私が ベッドに 寝て いると アッ ラーの 使徒が そこへ やって まて ベッドの 真中 あたりを 
前にして 礼拝を 始めました。 



このような 中で 私は 掛け布団を 取り去る ことを 好まなかった ので 静かに ベッドの 前の 方の 
脚の 巧から すり 抜けて 掛け布団から 抜け出ました」 


アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

「私が アッ ラーの 使 巧の 前に 寝て いると T 度 私の 足が 彼と キ ブラの 間に ありました。 
それで 彼が 平伏 礼を する 時には 私を 締めつ ける ことにな り 化は 足を 引っ込めました。 
そして 彼が 平伏を 終えて 立ち上が ると 私は 両足を 伸ばしました」 

そして 彼女は こう 付け加えた 

「その 当時は どこの 家に も ランプが ありませんでした」 


預言者の 妻 マイム ーナが 伝えて います 
「預言者は 礼拝 中でした。 

その 時 私は 生理 中でした ので 彼とは 反対側に 寝て いました が 彼が 平伏す ると しばしば 私 
の 上に 彼の 服が かかりました」 


アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

けッ ラーの 預言者は 夜中に 礼拝して いた。 

その 時 私は 生理 中で 彼の 脇に いて 布を かぶって いました がその一部は 彼の 方に も かか 
つてし、 ました」 



一枚の 衣 (布地) で 礼拝す る ことと その 着用の 仕方に ついて (を) 


ほ) 通常は 一枚は 腰巻 風に もう 一枚は 上半身を 被うた め 二 枚は 必要であった と 思わ 
れる 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

或る 費 問を が一枚の あ （おで 礼拝す る ことにつ いて 預言 まに 尋ねた 巧、 彼は こういった。 
「あなた 達は 誰でも 皆 二 枚の 巧を 持って いるでは ありません 力、 （を）」 

(を)一 枚の 布では 上半身を 被う ことができない 恐れが あるので 出来るだけ 二 枚で 身体を 
包みな さいと しづ 意 

同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て アブー •フライ ラに よって 伝えられ ている。 

或る 男が 預言者に 呼びかけて こういった。 

「誰でも一 枚の 衣で 礼拝しても いいです か」 

これに 巧して 預言を はこう 答えた。 

「皆さんの 誰でも 二 枚の 衣 位は、 お待ちで はありません か」 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて し、 る 


「而 肩が か 〈れ ない一枚の 衣で 礼拝して はなり ません」 


ウマル •ビン •アブー •サラマは 伝えて いる 

私は ウン ム •サラマの をで アツ ラーの 使徒が 両端が 肩に かかる一枚の 衣に 身を 包んで 礼 
拝して いると ころを 目撃し ました。 

また 同様の ハディー スが 別の 伝承を 経路を 経て 伝えられて いるが それには" 包んで" という 言葉 
のか わりに" 纏って は）" と しづ 言葉で 伝えな、 る。 

(ミ 主） 元の 意味は一 枚の 布を 左 肩の 上で 装 装 掛けに して まとう こと 

ウマル •ビン •アブー •サラマは 伝えて いる 

私は ウン ム ■サラマの 家で アツ ラーの 使徒が 両端が 交差す る一枚の 衣で 礼 巧す ると ころ 
を 目撃した。 


ウマル •ビン •アブー •サラマは 伝えて いる 



私は アッ ラーの 使徒が 両端が 互いに 交差す る一枚の 衣に 身を 包んで 礼拝す ると ころを 目 
撃した。 

ところで この ハディー ス 伝承 まの あるを はこれ に加えで‘ 彼の 両 肩の 上で (両端が）" とし 
て 伝えて いる。 

ジャー ビルは 次のように 伝えて いる 

私は 預言を が 両端が 交差した 一 かの 巧を 身に 纏って 礼拝す る 姿を 見ました。 

スフ ヤーン は 前記の ハディー スを 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えて いる。 

また 伝承 まの あるを が‘ 私は アッ ラーの 使徒を 訪問した" と 記し！: いる。 

アブー. ズバイル •マッキーは 次のように おえて いる 

彼び ブー ズバイル） は ジャー ビル ゼン •アブ ドッ ラーが 両端が 交差して いる一枚の あで 
礼拝して いると ころを 見た。 

ところで 彼ぶ ャー ビル） には まだた なん 着物が あった が ほ) 彼は こう 言った。 

けッ ラーの 使徒 力 じうす ると ころを 見た」 

(を) ジャー ビルが このような 行動を とった のは 止む を 得ない 場合には一枚の 衣で 礼拝し 
て もよ いこと を 単に 示したかった から 

アブー. サイード •フ ドリーは 伝えて いる 

彼は 預言を を 訪ねた がそ こで 彼は こうおえ ている。 

私は 預言を が 葦で 編んだ 敷物の 上で 平伏して いる 姿を 見た。 

また 私は 彼が 両端の 交差した 衣を 身に 纏って 礼拝して いると ころを 見た。 

前記の ハディー スは 別の 伝承 者 経路を 経ても 伝えられな、 る。 

ところで 伝承を の一人 アブー •クライブが‘ 両 肩の 上に その 両端を 置いて" として 伝えて いる。 

また アブー •バ クルと スワ イドの 伝承には" 両端を 交差 させて" と ある。 



モスクと 礼拝 場所の 書 


タイトル なし 


アブー. ザ ッルは 次のように 伝えて いる 
私は (預言を に） こう 尋ねた。 

「アッ ラーの 使徒よ、 この 地上で 最初に 定められた モスクは どれです か」 

すると 彼は こういった。 

「マッカの 聖 モスクです」 

そこで 私は さらにこう 尋ねた。 

「その 次は どれです か」 

すると 彼は いった。 

「エルサレムの ア クサ ー • モスクです」 

そこで 私は さらに 尋ねて こういった。 

「二つの 間には 何年の 開きが あります か」 

すると 彼は 次のように 語った。 

「40 年です （を）。 しかし どこで 礼拝の 時刻が まようと も、 あなたは その 場で 礼拝しなさい。 
そこが モスクな のです J 

また アブー •力ーミルが 伝えた ハディー ス では 次のように なって いる。 

「それから 礼拝 時刻に なったら あなたは その 場で 礼拝し なみ、 なぜなら そこが モスク だ 
からです」 


(を) 議論の ある 巧で ある。 

第一の 説は どちらの モスク も 最初に アダムが 建設して その 間は 40 年の 開きが あった とい 
うち 張。 

第二の 説は エルサレムの モスクは 最初に ソロモンが 建立した のでは な 〈預言を ヤコブが 
建設した とし 預言 ま イス マイールが 父 アブラハム とともに 建立した 力ー バ 神殿との 開きが 
T 度 40 年になる と しづ もの 

イブ ラ ヒーム ゼン •ヤジィードは 伝えて いる 

私は モスクの 中庭で 父に クル アーン を 読んで 聞かせて いました。 

私が サジ ダげ 伏） と 書いて ある一節を 読んだ 時、 父は 実際に その 場で 平伏した。 

そこで 私は 彼に こういった。 

「お父さん、 道路で あなたは 平伏す るので すか」 

すると 父は こういった。 



「私は アブ ー ザ ッルが 次のように いった ことを 聞いて います J 

「私び ブー ザ ッル） カヴッ ラーの 使 巧に この 地上で 最础こ 定められた モスクに ついて 尋 
ねたら、 彼は 『マッカの 聖 モスク だ J といい ました。 

そして さらに 私が 『その 次は どれです か』 と 尋ねる と 彼は にルサ レムの ア クサー •モスク 
だ』 といい ました。 

それで 私は 『二つの 間には 何年の 開きが あるので すか J と 尋ねる と 彼は 次のように 答えて 
いった。 

『40 年です。 その後 大地は あなたに とって モスクに なりました。 だから 礼拝の 時刻に なった 
ら その 場で 礼拝しなさい』」 

ジャー ビル ゼン •アブ ドッ ラーは アッ ラーの 使徒が 語った として 次のように 伝えて いる 
「私は な 前には 誰一人と して 与えられなかった 五つ （の 特典) を 授けられた。 

即ち、 かつての 預言者 達は それぞれ 彼の 属する 特定 民族の ために 特に 遣わされました。 
しかし 私は 全ての 赤い 人 （を 1) や 黒人の ために 遣わされました。 

また 私には 私な 前には 許されなかった 戦利品の 分け前を 手に入れる ことが 許された。 
また 私の ために この 大地は 豊かで 清浄な ものと され 大地を モスクと する ことが 許された。 
だから 誰でも 礼拝の 時刻に なったら その 場で 礼拝すべき です。 

また 私は 人が 歩いて一力 月 も かかる ほど 遠 〈にいる 敵を も 飲み込んで しまう （敵の） 恐怖 
むに よって 助けられた （をの」 

また 化は シャフ ァーア （来世に おける アッ ラーへの 執り成し） の 特権を ち えられた な 3)。 
(を 1) 黒人に 対する 白人 系 人種の こと 

(をの しばしば 戦わず して 勝利を おさめた 初期 イスラー ムの 歴史を 暗示して いる 
(をの 執り成しの 特権は を 〈の 預言者に 与えられ たが ここでは 他の 預言 まには 与えられ 
なかった 最後の 審判の 日 の 執り成し 特権に ついて 語られて いる 

ジャー ビル ゼン •アブ ドッ ラーの 伝えた 同様の ハディー スは 別の 伝承 者 経路を 経ても たえられて 
いる。 

フザイ ファは アッ ラーの 使を が 語った として 次のように 伝えて いる 

「我々 （イスラー ム 教徒） は兰 つの 点で 他の 人々 に 卓越す るよう に 定められた。 

私達の 礼拝 時の 人 列は 饮 上の） 天使の 隊列と 同じで ある。 また 大地は 全て モスクと され 
その ± は 水の ない 時で も それでもって 浄 めら れる ことと された （を）」 

フ ザイフ ァ はさら にこう 伝えた。 

それから 彼 願 言 おはもう一つの 卓越した 点を 述べた。 



姓) 水の 無い 場合は 砂に よる 清浄 行為 (タ ヤン ムム) が 許されな、 る 
同様の ハディー ス カウ ザイフ ァ から 別の 伝承 ま 経路を 経てつ たえられ ている。 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「私 は 他の 預言を 達より 六つの 点で 卓越 性を 授けられた。 

私は 少ない 言葉で 豊かな 意味を 持つ クル アーン を 与えられた。 
また 敵の 恐怖む によって 私は 助けられた。 

また 戦利品の 分け前を 受けと る ことが 許された。 

また 大地が 清浄な ものと され 礼拝 巧と された。 

また 私は 全ての 被 造 物 （全人 緻に使 おとして 遣わされた。 

また 私を もって 預言 まの 系譜は 封印され た」 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「私は 少ない 言葉で 豊かな 意味を 持つ ク ルアー ンを 携えて 遣わされた。 

また 化は 敵の むに 起った 恐怖む によって 助けられた。 

また 私は 眠って いる 間に 大地の 資源を 開 〈鍵 (を) を 与えられ それらは 私の 手の 中に 納め 
られ た」 

アブー •フライ ラは さらに 次のように 伝えて いる。 

力、 〈て アツ ラーの 使徒は 昇天され たが あなた 達は 今 それを 手に入れる ことに 忙しし、。 

(お 栄誉と か 力と か 勝利な ど 精ネ申 的な ものと 解釈す る 場合と 征 眼に 伴う 諸 王朝の 宝物の 
入手を 想定した 富 や 物質と 解釈す る 場合が ある 

アブー •フライ ラからの 同様な ハディー スが 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている。 

この ハディー スは アブー •フライ ラから 別の 伝承 ま 経路を 経ても 伝えられ ている。 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 
「私は 敵の むに 湧き起った 恐怖む によって 助けられた。 

また 少ない 言葉で 豊かな 意味を もつ クル アーン を 与えられた。 

また 寝て いる 間に 大地の 蔵の 鍵を 与えられ それが 私の 手中に 置かれた」 

ハン マー ム ゼン •ムナ ツ ビフは 次のように 伝えて いる 

これは アブー •フライ ラが アツ ラーの 使 おにつ いて 語った し、 〈つかの ハディー ス のうち の一 
つ である。 

「私は 敵の むに 起った 恐怖む で 助けられました。 そして 少ない 言葉で 多 〈の 意味を もつ ク 
ル アーン をち えられました」 



預言を モスクの 建設 


アナス ゼン •マーリクは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が マデイー ナ にやって また 時 彼は まず 山の手に ある アム ル ゼン •アウ フ 
族の 居留地と 呼ばれる ところに とどまり、 十四 夜の 間 彼等一族の 間で 過し ました。 
それから 彼は バヌー ナツ ジャー ルー族は 1) の 長老 達の もとに 使 まを 送った。 

すると 長老 達は 剣を 肩に かけて やって また ほ 2)。 

私び ナス） は アツ ラーの 使徒が 彼のら くだに 乗り その後ろ に アブー •バ クルを 乗せ、 バヌ 
- •ナツ ジャー ルの 長老 達が 彼の 廻りを 囲み アブー アイ ユーブ の 屋敷の 空地まで まて 
(彼のら 〈だの 行進が) ぴたりと 止まった 光景を 目の 当りに みる 思いが します。 

さて アツ ラーの 使 おは 礼拝の 時刻になる とその 場で 礼拝した が しばしば やぎと 羊の 囲い 
地で も 礼拝した。 

その後 彼は モスクの 建設を 命じた。 

そのため 彼は、 バヌー ナツ ジャ ー ルー族の 長老 達に 使いを 送った。 

それで 彼等が やって来た 時 彼は こういった。 

「/ な一. ナツ ジャー ルー族よ、 あなた 達の この ± 地を 私に い 〈らで 売って くれます か」 
すると 彼等は こういい ました。 

「いいえ、 私達は アツ ラーに 誓って その 値と して アツ ラーからいた だきたい 報酬な かには 何 
も 求めません （をの」 

さて アナスは さらに 次のように つづけて 語って います。 

そこには ナツメ ヤシ や 多神教 徒の 墓 や 廃墟が ありました。 

アツ ラーの 使徒は ナツメ ヤシは 切る ように 多神教 徒の 墓は 掘り起す ように、 また 廃墟は 平 
ら になら す よう 命じました。 

そして ナツメ ヤシの 木は キ ブラの 方角 に 整然と 並べられ そして 石が 戸口 の而 協の 柱と し 
て 置かれた。 

なお 彼等は アツ ラーの 使徒と ともに ラ ジャズの 歌謡 (勤労 歌) を 歌いながら モスク 建設の 
仕事に はげみました。 

その 時 彼等は こう 歌って いました。 

「 おお アツ ラー、 ま 世の 至福な かに 良き ものな どありません。 

どうか 支援を 達 (注 がと 移住者 達 (を のを お助け 下さい」 

(を 1) 預言 まの 母アー ミナの 兄弟 達つ まり 母方の 政 父 達の一族 

(を の 新参 まとしての 預言を の 身の 安全を 守る 決意を 示す。 特に ユダヤ教 徒を 恐れて い 
たという 

(を の 実際には 10 デイー ナー ルで 買い取った ともい われて いる 



(を が アンサール、 マッカからの ムス リムを 受け入れて 支援した マデイー ナの ムス リム 達 
(を 5) ム ハージルー ン、 マッカから マテイー ナに 移住した ムス リム 達 

アナスは 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は モスクが 建てられる 前は やぎ や 羊の 囲い 栅の 中で 礼拝した。 

同様な ハディー スが別 伝承 ま 経路を 経て おえられて いる。 



エルサレムから マッカの 力ー バ 神殿 ヘキ ブラけ け丰の 方向） を 変更した こと 


バラー ウ ゼン •ア ーズ イブは 次のように 伝えて いる 

私は 預言を とともに 雌牛 章の 「そして あなたがたが どこに いようと も、 あなた 方の 顔を そこ 
(マツ かに 向けな み (第 2 章 144 節） の 節が 下る まで エルサレムに 向かって 16 ヶ月 間 
礼拝して いました。 

ちよう どこの 節が 啓示され た 時 預言者は すでに 礼拝を 終った 後でした。 

そこで 彼らの 中の一人の 男が (新しい 啓示を ふれ 廻る ために） 出かけた が 彼は 礼拝 中の 
アンサールけ デイー ナ在 まの 信 巧） の 人々 の そばを 通り 力け、 り 彼等に ヴツ ラーのこの 新 
しい 命令が 話した ので 彼等は 顔を 力ー バ神 腳ソ るりと 向き 直しました ほ）。 

(を） 当時 マデイーナには 真の ムス リムの 他に 偽善 ムス リム や ユダヤ教 徒が 共同 生まを し 
ていたので キ ブラの 変更と いう この 事件は それぞれの グループに それぞれの 反応を 引き 
起した （クル アーン 第 2 章 M3 節 参照）。 

結局 この 事件は 不安定だった イスラー ムの 信仰 共同体 （ウン マ） の 結 まを 強固に する 分 
水嶺 となった (イスラー ム 独自の 民族的 郷± を 持つ 契機と なった） 


アブーイス ハーかわ 《ラー ウ から 次の 言葉を 聞いた として 伝えて いる 

私たち は アツ ラーの 使を と一緒に エルサレムに 向かって 1 6 ヶ月 か 1 7 ヶ月 の 間 礼拝して い 
ましに。 

それから 私たちの 礼拝は 力ー バネ申 殿の ち 向に を えられました。 

イブ ン •ウマルは 次のように 伝えて いる 

人々 力 《 クバーで 日の出 前の 礼拝を 巧って いると一人の 男が やって まてこう 伝えました。 
けツ ラーの 使徒は 昨夜 啓示を 受けました。 

そして 力ー バネ申 殿に 向かって 礼拝す るよう 命じられました。 

だから そうする ように」 

その 時 彼等は シリアの 方向に 向いて いました が 力ー バ 神殿の 方角に ぐるつ と 向きを をえ 
ましに。 


イブ ン •ウマルは 次のように 伝えて いる 

人々 が 曰の 出前の 礼拝を している 時、一 人の 男が やって来て 。前記の ハディー ス 

と 同じ ことを 伝えて いる。 


アナスは 次のように 伝えた 



かつて アッ ラーの 使徒は エルサレムの 方角に 向かって 礼 巧して いました。 

すると 次の 一節が 啓示され た 

「われ ヴッ ラー） は 空を きよろ きよろ 見廻して いる 汝 (ムハンマド) をみ た。 それなら ば ホに 
満足の 行く 方角を 決めて やろう。 ホの 顔を マッカの 力ー バ 神殿の 方角に 向けん （第 2 章 
144 節） 

さて/な一 ■サラマ 族の一人の 男が 歩いて いたが 彼は 途中で 日の出 前の 礼拝で 立 礼して 
いる 人々 を 見た。 

その 時 彼等はーラ カートを 終えて いたが 彼は 彼等に 次のように 大声で 呼びかけた。 

み ブラは 既に 変更され ました」 

すると 彼等は 即座に 新しい キ ブラに 向き 直った。 



モスクを 基の 上に 建てる こと、 そこに 絵を かかげる こと、 また 霊廟を モスクと 
して 使用す る こと 等は 禁じられ ている こと 

アー イシ ヤは 次のように 伝えて いる 

ウン ム • / \ビー/ くと ウン ム • サラマが エチオピアで 見た 教会と その 中 にあった 宗教画に つ 
いて アツ ラーの 使徒に 話した。 

すると 彼は こういった。 

「それらの 人々 はかつ て 彼らの 間に 信む 深い 男が いて その 男が 死んだ 時、 彼の 塞の 上に 
礼拝堂を 建て その 中に 彼の 肖像画を 描いた の だ。 

それらの 人々 は 審判の 日、 アツ ラーのみ もとで もっとも 悪しき 人々 となろう （を）」 

(を) 偶像崇拝に 落ち入り ネ 申の 唯一性を 巧した から 
ア ー "^ r シヤは 伝えて いる 

彼等 （教 友達） は アツ ラーの 使徒の もとで 彼の 病気に ついて 互に 話し あっていた。 

その 時 ウン ム. サラマと ウン ム •ハ ビーバ は 例の 教会に ついて 語った。 

その後は 前記 ハディー スと 同様な ものが 伝えられて いる。 

マ r シヤは 次のように 伝えて いる 

預言者の 妻 達は エチオピアで 見た 教会に ついて 話し合って いた。 

その 教会の 名前は マリヤと いった。 
lii 下 は 前記/ \ ディー スと 同じで ある。 

アー イシ ヤは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 彼が 二度と 巧び 回復す る ことがなかった 最後の 病気に かかって いる 時 
こうし、 つた。 

けツ ラーは ユダヤ教 徒と キリスト教徒を 呪われた。 彼等が 彼等の 預言者 達の 墓を 礼拝 
堂と したから です」 

ところで 彼女 ヴ ー^^ r シヤ） はに の 話に 関連し 口こう つけ 加えた。 

「もし 万一そうした 恐れ 力 《 なかったなら、 彼頒 言を ムハンマド） の 墓 もまた 公開の 場 抓 こ 
造営され ただろう （を）。 

だがし 力ん 彼の 墓は モスクに される 恐れが あった のです」 

(を) 預言を の 墓は 彼が そこで 他界した アー イシ ヤのル 部屋の 中に つくられた 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて し、 る 



「預言者 達の 墓を 礼拝堂に した ユダヤ教 巧を アツ ラーが 滅ぼす ように！」 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「預言者の 墓を 礼拝堂に した キリスト教 巧 や ュダヤ教 徒に アツ ラーの 呪 あれ」 

ア— イシ ヤと アブ ドツ ラ— •ビン •ア ツバ— スは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が まさに 息を 引き取ろうと していた 時、 彼は 布を 顔の 上に 引き上げた。 
それから ちし 〈なって それを 顔から とり 化い そしてこう いった。 

「預言者 達の 墓を 礼拝堂に した ュダヤ教 徒 や キリスト教徒に アツ ラーの 呪 あれ」 

さて 実際の 巧、 彼は 彼等 異教徒が 行った 行為を 例に とって 信 巧に 警告した のです。 

ジュン ダブは 次のように 伝えて いる 

私は 預言を が 死の 五日 前に 次のように いった 言葉を 聞きました。 

「私が あなた 達の 中から ハ リール (親友） を 選んだ としても アツ ラーの 前で 潔白です。 
なぜなら アツ ラーは イブ ラ ヒーム む \ リー ルに したと 同じように 化む \ リー ルに しました。 
もし 私が 私の 信徒 集団の 中から ハリー ルを 選ぶ としたら、 きっと アブー •バ クルを 選ぶ でし 
ょう。 

かつて あなた 達な 前の 人々 は 彼等の 預言 まの 墓 や 信む 深い 人の 墓を 礼拝 巧に しました 
が あなた 達は 決して 墓を 礼拝 巧に しては ならない。 

私は そのこと を あなた 達に しかと 禁じました よ」 



モスク 建設の 美徳と そのす すめ 

ウ バイ ドツ ラー. ハウラーニーが 伝えて いる 

ウス マー ン ゼン •アツ ファー ンは 彼が アツ ラーの 使徒の モスクを 建てな おした 時、 まず 
人々 の 意見を 聞いた が 彼等の 意見は 好意的ではなかった。 

そこで 彼は こういった。 

あなた 達は 公正で ない、 なぜなら 私は アツ ラーの 使 巧の 次の ような 言葉を 聞いて います。 
「至高なる アツ ラーのために モスクを 建てた 人は アツ ラーが 彼のた めに 天国で をを 建てて 
〈ださる」 

ところで ブカイ ルに よれば 預言 まは 次のように いったと 思う としてい る。 

「彼が モスクを 建てる ことによって ただ ひたすら アツ ラーの 喜びを 求めて いるなら …… 」 
また イブ ン •イー サーの 伝承では 「 …… モスクと 同じよう なまを 天国で …… 」 となって いる。 

マフ ムード •ビン •ラビードは 伝えて いる 

ウス マー ン ゼン •アツ ファー ンは モスクの 再建築を したいと 思った。 

しかし 人々 は それを 嫌った。 

彼等は それが そのままの 状態に ある ことを むしろ 望んで いた。 

そこで ウス マー ンは アツ ラーの 使徒から 次の ような 言葉を 聞いた として 語った。 

「アツ ラーのために モスクを 建てた 人には アツ ラーは それと 同じ ものを 天国に 建てて 下さる 
だろう」 



屈 身 礼の 際は 手を 膝の 上に 置くべき こと、 また タト ビーク （両手の 掌を 合わ 
せ それを 両 太股の 間に 置に と) の 破棄 

ア スワ ドと アル カマは 次のように 伝えて いる 

私達が アブ ドツ ラーゼン •マ スウードの 家に やって また 時、 彼は こういった。 

「豊 格で 高官の あの人 達は あなた 達の 背後で 礼拝し ました か」 

そこで 我々 は 「いいえ、 まだです」 というと 彼は 「それなら あなた 達は 立ち上がって 礼 キ丰し 
なさい」 といった。 

さて その 際に 彼は 化たち にア ザー ンと イカーマの 詠唱を 命じませんでした （を 1)。 

そこで 私達は 彼 (アブ ド' ツ ラー) の 背後に 立つ ために 彼に ついて 行きました。 

すると 彼は 私達の 手を 取り一人を 彼の 右手の 側に 立たせもう一人を 左側に 立たせた。 
そして 彼が 屈 身 礼を した 時 私達は 手を 膝の 上に 置きました。 

すると 彼は 私達の 手を 打ち 両手の 掌を 合わせ それから それを 彼の 両 太股の 間に 入れた 
にれ は 後に 破棄され た）。 

それから 礼拝を 終えた 時 彼は こういった。 

「あなた 達の 巧に まもな 〈アミール (大 守、 豊裕な 高官 達) たちが やって来 るで しょが 《 彼等 
は 礼拝を 決められた 時刻より 遅らせて います。 

つまり 曰 おの 時間 ぎりぎりのと ころまで 遅らせて います。 

それで 彼らが そのよう にす ると わかったなら あなた 達は 礼拝を みめら れた 時刻に 行って し 
まいなさい。 

そして その後の 彼等との 礼拝は 任意の 礼拝と して 行えば よいで しよう。 

さても しあな た 達が 兰 人なら ば一列に 並んで一緒に 礼拝し なみ、 （これは 後に 破棄され る 
はの） 

もし それよりも 多ければ あなた 達のう ちの一人力 《 イマー ム になり なみ、。 

そして 屈身ネ ぶす る 時には 両前 碗を 両 膝の 上に 置いて から 身をかがめ それから 両手の 
掌を 合わせ 両 協の 内側に 置きなさい。 

この 仕草に ついては あたかも 私び ブドツ ラー) は アツ ラーの 使 巧の （それぞれの） 指の 違 
いを 今 眼前に 見て いる 思いです (それ 程 はっきり 記憶して いる）」 

(を 1) 個人 宅で 礼挥 する 場合は 許される 

(をの 現行の 規定では 二人の 場合は 一列に 並んで 礼拝し 兰 人な 上の 場合は そのうちの 
- 人が イマーム となり 先頭に 立ち 残りのを は 背後に 整列す る ことに なって いる 

アル カマと ア スワ ドに よる 前記の ハディー スは 別の 伝承を 経路を 経ても 伝えられ ている。 

ところで 別 伝承の ハディー ス には 「あたかも 私は 屈 身 礼 中の アツ ラーの 使 巧の 指の 違いを 眼前に 



ながめて いる 思いです」 と ある。 


アル カマと ア スワ ドは 次のように 伝えて いる 

彼ら 二人 カ ヴブわ ラーを 訪ねた 時、 彼は こういった。 

「あなた 達の 後ろに いる 人々 （豊 格で 高官の アミール 達） は 礼拝を しました か」 

それで 二人は r はい」 と 答えた。 

すると アブ ドッ ラーは 二人の 間に 割り込んで 立ち一人を 彼の 右側に 他の一人を 左側に 立 
たせた。 

それから 私たちは 屈 身 礼を しました。 

その 時 私達は 両手を 膝の 上に 置いた ところ、 彼は （そうでは ない と) 私達の 手を たたいた。 
それから 彼は 両手の 掌を 合わせ それを 両 股の 間に 置きました (を）。 

そして 礼拝が 終わった 時 じの ように アッ ラーの 使徒は 行った」 と 彼は いいました。 

(を） この 仕草は 次に 続 〈複数の ハディー ス によって 後に 破棄され た 

ムス アブ •ビン •サアドは 次のように 伝えて いる 
私は 父の 協で 礼拝し ました。 

その 時 私は 両手を 両 膝の 間に 置きました。 

すると 父は こういい ました。 

「両手の 掌を 両 膝の 上に 置きな み、」 

それから 私が 巧び 最初の 動作を 繰り返す と 彼は 私の 手を 巧って こういった。 

「我々 はそう する ことを 禁じられ たのた 我々 は 手の 掌は 膝の 上に 置 〈よう 命じられた」 

アブー ■ヤ アフー ルは 同様の ハディー スを 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えて いるが 彼は 「我々 はそう 
する ことを 禁じられた」 とだけ 伝え その後は 何も 言及して いか、 

ムス アブ •ビン •サアドは 伝えて いる 

私は 屈 身 礼を した 斷ご 手は こうす るの だ" といって 両手の 掌を 合わせ それを 両 股の 間に 
置いた。 

すると 化の 父が こういった。 

「かつて 我々 もそう した ものでした。 

しかし その後 我々 は 両手を 膝の 上に 置 〈ように 命じられた」 

ムス アブ ゼン •サアド ゼン •アブー •ワッカー スは 伝えて いる 
私は 父の 協で 礼拝し ました。 

そして 屈 身した 際に 両手の 指を 交互に 交差 させ 組み合わせて 両 膝の 間に 置きました。 



すると 彼は 私の 手を たたいて 警告した。 

そして 礼拝が 終わる と 彼は こういった。 

けつて 我々 もそう していた、 それから 我々 は 膝の 上に それを あげる よう 命じられました」 



かかとの 上に (体重を かけ t ) 座る ことは 許されて いる 


ター ウスは 次のように 伝えて いる 

私達は イブ ン •アツ バース に 両足の かかとの 上に 体重を かけて 座る ことにつ いて 聞き まし 
た。 

すると 彼は 「それは スン ナ （おです」 といった。 

そこで 私達は 彼に こういった。 

「 それは 足に 酷な こと だと 思います」 

すると イブ ン •アツ バース はこうし 、つた。 

「し 力ん それは あなたの 預言 まの スン ナ です」 


(お 慣習、 ここでは 預言者の 慣習の 意味、 ファルド (義務 行為） の 対語た それを すれば 
来世に て 報償を 得る がしなくても 罰を 受け か パ 子 為 



礼拝 中の 私語の 禁止と な 前には 許されて いた 行為の 破棄 

ムアー ウイ ヤ •ビン • / \ カムは 伝えて いる 

私が アツ ラーの 使徒と一緒に 礼拝した 時、一 人の 男が ク シャミを した。 

そこで 私は 「あなたに アツ ラーの 慈悲が (を 1)」 といい ました。 

すると 周囲の 礼拝 ま 達が いっせいに 私を にらんだ (をの。 

それで 化は こういった。 

「 災いなる かな、 なぜ あなた 達は 私を そんな 眼で みるんで すか」 

すると 彼等は 膝の 上で 手を 巧ち 始めた。 

そして 私は 彼等が 私を 黙らせようと していた ことを かり むっとし たが 化は 默っ ていました。 
そして アツ ラーの 使徒が 礼拝を 終えた 時一まことに 彼は 父母に も 代え 難い お 方で、 私は 
後に も 先に も 彼より 優れた 教師を 見た こけ 《 あ りません がーアツ ラーに 誓って 彼は 私に 強 
制したり、 私を 巧ったり また 侮辱した りする ような ことな 〈次のようにい いました。 

「礼拝 中は 人間への 会話は ゆるされて いません し 許されて いるのは タス ビー フヴツ ラー 
への 讚美の 言葉） と タク ビールと クル アーン の 読誦 あるいは アツ ラーの 使 巧が 語った 言葉 
だけです」 

そこで 私は こういい ました。 

「アツ ラーの 使徒よ、 私は 最近まで ジャー ヒリー ヤ 時代 （イスラー ムな 前の 無道 時代） に 生 
さていました。 

しかし アツ ラーは イスラー ムを 私達に もたらされました。 

それでも 私達の 中には まだ 力ー ヒン （占師） に 頼る をが います」 

すると 彼は こういった。 

「 彼等に 頼って はなら か、」 

私は つづけて 「なかには 鳥を 使って 吉凶を 占う をが います （を 3)」 

すると 彼は こういった。 

「それらの ことは 彼等の 胸中に ある ことで 彼等を 止めさせる ことは できない」 

ところで イブ ン •サバー フ が‘ あなた 達を 止めさせる ことは できない" と 伝えた。 

さて 私は さらにこう いった。 

「私達の 中には 線を 引いて 占う をが います」 

すると 彼 (預言を は 次のようにし、 しなした。 

「 lil 前 預言 まのう ちの一人 （イ ドリー スか ダニエル) が 線を 引いて 予言した が、 もし 彼等が 
それと 同じ ことを する ので あれば 許される ことです （をが」 

ムアー ウイ ヤは さらに 次のように 語った。 

私には ウフド 山と ジャワー ニヤ （マデイー ナの 化の 地点） の 近 〈で 化の ために 羊を 飼う 女 奴 
隸 がいました。 

或る日 私は そこを 見廻った ところ 狼が 羊の 群から その一頭を 奪って しまって いた ことが わ 



かりました。 

私 も 人の子で すから 誰もが 残念に 思うよう に 私 も 残念に 思いました。 

それで 私は 彼女の 顔面に 平手 むちを 噫 わしました。 

それから 私は アツ ラーの 使徒の 巧に やってき ましたが 彼は 私が 行った ことを 重大な ことの 
ように 私に 思わせました。 

そこで 私は こういい ました。 

けツ ラーの 使徒 様、 私は 彼女を (奴 隸) 解放すべき ではないで しょうか」 

すると 彼は 「彼女を 連れてき なみり といった。 

そこで 私は 彼女を 連れてき ました。 

すると 彼は 彼 かこ 「アツ ラーは どこに しなす か」 と 尋ねた。 

すると 彼女は 答えて 「万 こいます」 といった。 

彼は さらに 「私は 誰です か」 と 尋ねた。 

すると 彼 かれ、 った。 

「 あなたは アツ ラーの 使徒です」 

そこで 彼は こういい ました。 

「彼女を 自由の 身に してやりなさい。 彼女は 信まで す」 

(を 1) ク シャミ をした 本人が ブツ ラーに 称 讚 あれ！ "といい、 それを 聞いた 人が 前記の" あ 

なた に アツ ラーの 慈悲が" と 唱える べしと 日常 的には 慣晋 化されて いるが ここでは 礼拝 中 

に 関係の ない 言葉を 発した として 非難を うけてい る 

(をの 礼拝 中に 人間 同志の 会話つ まり 余計な ことを 口にした から 

(をの 鳥を 放って それが ちち 向に 飛ぶ か 左に 飛ぶ かで 吉凶を 占った 

(をが しかし 預言者 ムハンマドは 最後の 預言者で あるから 結局は 彼な 後は 許されな いこ 

とになる 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている。 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードは 次のように 伝えて いる 

かつて 私達は アツ ラーの 使徒が 礼拝 中に 彼に 挨搂 をした が 彼は 私達に ちゃんと 挨楼を 返 
し^ し] — 〇 

ところが 私達 力け ジ ャーンーの 巧 (エ チオピ のから 帰って みると （お 私達が 預言者に 挨 
搂 しても こんどは 挨搂を 返しませんでした。 

そこで 私達は 次のように 尋ねた。 

「アツ ラーの 使徒 様、 あなたは かつて 礼拝 中に 私たちが 挨搂 した 時には 挨搂を 返して 下さ 
いました」 

すると 彼は 次のように 答えた だけだった。 



「礼拝は 全を 意力の 集中を 要求して いる」 


姓） マッカでの 迫害 時代に一部の 信徒 集団が エチオピアに 避難した。 
この 集団は その後 マデイーナ 時代に 帰国した 
前記 同様な ハディー スが別 伝承を 経路を 経て 伝えられ t いる。 


ザ イド ゼン •アル カムは 伝えて いる 

力、 つて 私達は 礼拝 中に よく 話を していました。 

一人の 男が 礼拝 中の 隣り の 友人に 話しかけ ましたが そこで 次の一節が 啓示され ました。 
「清を なむで アツ ラーの 前に 立ちな みり （第 2 章の 節） 

こうして 私達は 礼拝 中な 熟を 守る よう 命じられ 私語す る ことを 禁じられました。 

前記 同様な ハディー スが 別の 伝を を 桂路を 経て 伝えられ T いる。 


ジャー ビルは 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は かつて 私を 使い走りに 送りました。 

それから 私は 用向きを 済ませて 彼の もとに 戻りました がその 時 彼は （ら 〈だに 乗っ 口 行進 
中でした。 

(クタ イバは 行進 中に 預言を は 礼拝し ながこの だと 伝えな^ が)。 

私げ ャー ビル） は そこで 彼に 挨楼 をした ところ 彼は 私に 身振りで 返礼した。 

そして 彼が 礼拝を 終えた 時 私を 呼んで こういった。 

「あなたは 先程 私が 礼拝 中に 挨搂 しました わ」 

ところで 預言を は その 時 まちに 向かって 行進 中でした （を）。 

(お 預言を は 当然ら 〈だに 乗って 行進 中に ナフ ル (随意） の 礼拝を 行った と考えられる か 
ら このような 場合は 必ずしも マッカの 力ー バ 神殿に 向かって 礼拝し な 〈て もがに とになる 

ジャー ビルは 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は バヌー •ム スタ リク 族 攻略に 向かう 途中 私を 使い走りに 送った。 

それで 化が 彼の もとに 戻った 時 彼 はら 〈だに 乗った まま 礼拝して いる 巧でした。 

私は 彼に 話しかけ ましたが 彼は 私に こんな ふうに 手振りで 答えました。 

(た 承 者の一人 ズハイル もまた この 時の 状況を こんな 手振りで 伝えて いる） 

そこで 私は もう一度 話しかけました ところ 彼は ちび 手振りで こんな ふうに 答えました。 
(ズハイル もまた 地面を 指差す 身振りを 交えて 伝えて いる） 

私の 方は その 時 預言を が クル アーン を 話ん な、 る 声を 聞きと りました が 彼は 頭を 動かし 
(屈 身 礼と 平伏 礼の ため） 彼が 礼拝 中で ある ことを 私に 知らせようと していた。 

そして 彼が 礼拝を 終えた 時こう いった。 



「私が 送った 用向きの ことで あなたは どうしました 力、、 （今まで) 私が あなたに 話しかけられ 
なかった のは 礼拝 中だった からです」 

ところで ズハイル はこう 伝えて いる。 

この ハディー スを アブー •ズバイルが 伝えた 時、 彼 ヴブー •ズバイル） は T 度 力ー バネ申 殿 
に 向かって 座って いました。 

そして 彼は/な一 •ムス か J ク 族の 居留地の 方角を 指差した の だがし かし その 方角は 力一 
バ 神殿の 方角ではなかった。 

ジャー ビルは 次のように 伝えて いる 

私達は 預言 まと一緒に いました。 

彼は ある 用向きで おを 使者と して 送りました。 

それから 私が 戻って きた 時、 彼は らくだに 乗った まま 礼挥 中でした がその 時 彼は キ ブラな 
外の 方角を 向いて いました。 

そこで 私は 彼に 挨搂 しました。 

しかし 彼は 返礼し ませんで した。 

そして 彼が 礼拝を 終えた 時こう いいました。 

「私は 礼拝を していた ので あなたに 返事が できなかった のです」 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている。 



礼拝 中に 悪魔を 呪う こと また タ アウ ィーズ (悪魔から 逃れて アツ ラーに 助け 
を 請う 呪文) を 唱える こと、 また その他の 些細な 行為は 許される こと 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉を 次のように 伝えて いる 

「ジンの 仲間の ア フリート (性悪の ジンで 悪魔の一種） が 昨夜 私の 礼拝を 中断す るた め 私 
を 襲い 始めました。 

しかし アツ ラーは これに 対抗す る 力を 私に ちえて 〈れ ました。 

それで 化は アフリ ートを 巧え て あなた 達 全てが その 姿を 見る ことができる ように それを モ 
スク の一本の 円は にあわ や 縛り付けようと 思いました。 

しかし 私は 預言 ま 系列では 兄に あたる スライ マー ンのロ モソの 次の ような ネ斤 りの 言葉を 
思い出しました。 

「主よ 私を お赦し 下み、 そして 私に 後世の 誰も 持ち 得ない 王国を お与え 下さい J のルア 
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力、 〈て アツ ラーは それ ヴフリ ート） を 追い 化う に とどめられた」 

(を) ジンの 取締りの 権限に ついては 形式 上は ソロモンに 与えられ ている ことに なって いる。 
そのこと を 思い起した のであろう。 

また ソロモンは 預言者と 王権 双方のを 柄に 生まれた ので 彼が 預言を としての 奇跡を 示す 
ためには まず 巨大な 王国を 望んだ としても 当然であろう といった 文脈で 理解され ている 
前記 同様の ハ ディースは 別の 伝承を 経路を 経て 伝えられ ている。 

ただし ここでは" 対抗す るけ）" の 代わりに" 踏みつける （か" となって いる。 

アブー. ダル ダー ウ は 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 礼 巧の ために 立ち上 力 《 った。 

そして 私達は 彼が" 私は お前 （悪魔) から 逃れて アツ ラーの 助けを 請い 願う" と 唱え、 つい 
で" アツ ラーの 呪が お前に あれ！ "と； 回 繰り返す 声を 聞きました。 

それから 彼は 何 力ぶ 捉 むように 手を 空中に 伸ばしました。 

そして 礼拝を 終えた 時化 達は こういって 尋ねた。 

「アツ ラーの 使徒よ、 化 達は あなたが 礼 巧 中に な 前に 聞いた こと もない 言葉を 聞きました。 
また あなたが 手を 伸ばす 姿を 見ました」 

すると 彼は こういい ました。 

「アツ ラーの 敵の イブ リース が 燃える おを 持って きて それを 私の 顔に 当てようと したので 秘 
は" お前から 逃れて アツ ラーの お助けを 請い 願う" と； 回い いました。 

そして また" アツ ラーの 完璧な 呪が お前に あれ" といい ました。 

しかし それでも イブ リー スは兰 回と も一歩 も しりぞきませんでした。 

そこで 私は それを 捉まえようと 思いました。 



アツ ラーに 誓って、 もし 私達 預言を 系列 上の 兄 スライ マー ンの析 りが 無かった なら きっと そ 
れは 縛り あげられ マディー ナの 子供達の 遊び道具に された ことで しよう」 



礼拝 中に 子供を 片手で 抱き かかえる ことは 許されて いる 

アブー •カターダは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 彼の 娘の ザイ ナブの おであり アブー •アースの 娘で も ある 巧 娘の ウ マー 
マを 抱きながら 礼 巧し ました。 

直立 礼の 時は 彼女を 片手で 抱き かかえ （注) 平伏す る 時には 彼女を 下に 置きました。 
ところで ヤヒヤーは そのこと で マー リク カぐ その 通りだった" として 肯定した と 伝えて いる。 

(を） 両手で 抱き かかえた 場合には 礼拝 そのものが 無効になる 

アブー •カターダは 伝えて いる 

私は 預言を が アブー •ア ース のおウ マーマを 連れて イマー ム として 礼 巧す る 姿を 見ました。 
その子は 預言を の 娘ザイ ナブの 娘でした。 

彼は 彼女を 肩に のせて ほ） おり 屈 身す る 時には 彼女を 下に おろし 平伏 礼から 立ち上がる 
時には 彼女を また 肩に 戻しました。 

(を） 両肩 でな 〈片方の 肩に またがせて 乗せた 意 

アブー •カターダは 伝えて いる 

私は アツ ラーの 使徒が アブ ー ■ アース の 娘の ウ マーマを 首に 乗せて イマー ム として 礼拝す 
る 姿を 見ました。 

そして 平伏す る 時には 彼女を 下に 降ろしました。 

アブー •カターダは 別の 伝承を 経路を 経て 次のように 伝えて いる 

お 達が モスクに 座って いると アツ ラーの 使徒が 私達の 巧に やってきた。 

な 下は 前記の ハディー スを 伝えた カホ; だし ここでは 預言者が その 礼拝で イマー ムを 勤め 
たとは いっていない。 



礼拝 中に 一歩 か 二 歩 動く ことは 許されて いる 


アブ ドル •アズ イーズ •ビン •アブー •ハー ズ イムは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
-団の 人々 がサ ハル •ビン •サアドの 巧に やって また。 

そして 預言 まの ミン バル (説教 台け 《 どんな 木で 出 まてい るの かにつ いて 口論を 始めた。 
そこで 彼け ハル） はこう 語った。 

「アツ ラーに 誓って、 私は それが どんな 木で 作られ な^の 力、、 また 誰が それを 作った の 
力、 ちゃんと がって います。 

私は アツ ラーの 使徒が その上に 最初に 座った 曰 の 姿を 目 撃して います」 

そこで 私 ヴブー •ハー ズ イム） はこうい った。 

「アブー •ア ツバー スけ ハルの 通称） よ、 そのこと を 我々 に 話して 〈れ」 

すると 彼は 次のように 語った。 

「アツ ラーの 使徒は 彼の 使いを ある 女性の もとに 送りました ヴ ブー •ハー ズ イムは サ ハル 
がその 時 彼女の 名前を 特定した と 語った が） 

それは 彼女に 依頼して 彼女が 巧ち する 奴隸の 大工に 預言 まの 説教 台を 作らせる ためで 
した。 

こうして その 奴隸が この 兰 段の 説教 台を 作った のです。 

それから アツ ラーの 使徒は それを 今 ある この 場所に 置 〈よう 命じた のです。 

それは アル •ガ ーバ (マデイー ナ から 8.9 マイルの 高地） 産の タマ リスクの 木から 作られ まし 
た。 

さて 私は 彼が 説教 台の 上に 立ち タク ビー ルを 唱え、 人々 が 彼に 続いて タク ビー ルを する 
光景を 見ました。 

それから 預言 まは 屈 身 礼から 頭を 上げてから 後ず さりす るよう にして 説教 台を 跨 リて説 
教 台の 基を 部の 巧で 平伏した。 

それから 再び 説教 台の 上に もどった がこうして 彼は その 礼拝が 終わる まで 上下の じ 
ホの） 移動を 繰り返した (注 1)。 

その後 預言者は 人々 に 向かって こう 語りました。 

「皆さん、 私が このように 行動した のは 私に 従って あなた 達が 私から 礼拝の 仕方を 学ぶ た 
めです （注の」 


(を 1) くるりと 向き 直らない 限り 礼拝 中の一こ 歩の 移動は 必要な 限り 許される 
(をの 高い 巧で 礼拝の 仕方の デ モンス トレ イシ ヨンを 行って みせた とも 考えられる 


アブ ー -ハ ー ズ イムは イ 占えて し、 る 



人々 がサ ハル ゼン •サアドの 抓 こまて 彼に 預言 まの 説教 台が 何で 作られて いるの か尋 
ねた。 

な 下 は 前記/ \ デイー スと 同じで ある。 



礼拝 中に 手を 腰元に 置く ことは すすめられな いこと 


アブー •フライ ラは 伝えて いる 

預言 まは 礼拝 中に 手を 腰元に 置 〈ことを 禁じた。 

また アブー •バ クルの 伝える 巧で も" アツ ラーの 使 おはそう する ことを 禁じた" と ある。 


礼拝 中小 石を 動かしたり、 地面を 平らに ならした りする ことは すすめられな 
いこと 

ム アイ キブは 次のように 伝えて いる 

預言を は モスクで けし 拝 中） ル 石を 動かす （取り除 〈にとの 是非に ついて 言及し こういった。 
「あなたが どうしてもそう しなければ ならない 時は一回 だけにしなさい」 

ム アイ キブは 次のように 伝えて いる 

彼等は 預言を に礼挥 中に ル 石を 取り除く 行為に ついて 尋ねた。 

すると 彼が‘一 度 だけ" といった。 

また、 ムア イキ ブは 次のように 伝えて いる。 

アツ ラーの 使徒は けけ 手中に） 平伏 場所の 地面を 平らに している 男に 次のように いった。 
「もし あなたが どうしてもし なければ ならない のなら一回 だけにして おきなみ り 



礼 巧 中 モスクの 中 やその 他の 場所で も 唾を 吐く ことは 禁止され ている 

アブ ドツ ラー •ビン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は キ ブラち 向の 壁の 上に (誰かが) 唾を 吐いた 跡を 見つけ それを 弓 I っ 接い 
て 取り去った。 

それから 人々 に 向かって こういった。 

「誰でも 礼拝して いる 時は 前方に 唾を 吐いて はならない。 

なぜなら アツ ラーは 礼拝す る 時 彼の 顔の 前にい るからで す」 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

預言者は モスクの キ ブラの 壁に 付着した 疲を 見つけた。 

lil 下は 前記の ハディー スを 伝えた が 伝承 まの一人 ドツ ハー クは 単に" キ ブラの 壁に 付着 
した 疲を …… "と 伝えて いる 

アブー ■サイード •フ ドリーは 伝えて いる 

預言者は モスクの キ ブラの 壁面に 付着して いる 疲を 見つけた。 

そこで 彼は 小石で それを 搔 きとった。 

それから 彼は ち 側と 前方に 唾を 吐 〈ことを 禁じた。 

しかし 左側と 左足 元に 吐 〈ことは 許された。 

アブー- フライ ラと アブー • サイードが 伝えて いる 別の 伝承 者 経路に よる/ \ ディー ス では r アツ ラー 
の 使徒は 疲を 見た」 な 下は 同じ ものが 伝えられて いる。 

了 - r シャは 次のように 伝えて いる 

預言者は 唾 か 鼻汁 か疲 かこのう ちの どれ かが キ ブラの 壁面に 付着して いる 巧を 見つけて 
それを 引っ 接いて 取り去った。 

アブー- フライ ラ は 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は モスクの キ ブラ 壁面に 疲が 付着し t いる 巧を 見つけ 人々 に 向かって 次 
のように いった。 

「あなた 達の 中にはち の 前に 立って 主の 面前に 唾を 吐 〈者が いるが一体 どう しづつ もりな 
のです か、 あなた 達のう ちで 人の 前に 立って 人の 顔に 唾を 好んで 吐 〈をが いるで しよう 力、。 
誰でも 唾を 吐く 時には 左側の 自分の 足元に すべきです。 

しかし もし 彼が (唾を 吐 〈場所が 見つけられ か、 のなら その 時 彼は こうすべき です」 

伝承 者の一人力ーシムは それを 説明して 彼の 服に 唾を 吐き それから それを 包み込み 交 
互に こすり 合わせた。 



アブー •フライ ラから 別の 伝承 者 経路を 経て 次のように も 伝えられ ている 

私は アツ ラーの 使徒が 彼の 服の一部 （に 唾を 吐き それ) をた たみ 込んで いる 姿を まるで 今 
眼前に 見な^ 感じです。 


アナス ゼン •マーリクは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「誰でも 礼拝す る 者は ちと 親し 〈巧 話して いるので あるから 己れ の 眼前 やち 側に 唾を 吐い 
ては ならない。 

彼は 自分の 左側の 足元に 吐 〈べきで ある」 


アナス ゼン •マーリクは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「モスクで 唾を 吐 〈ことは 罪で ある。 その 償いは それを ± 中に 埋める ことです」 

シュウ バは 次のように 伝えて いる 

私は カターダに モスク 内で 唾を 吐く ことに 関して 尋ねました。 

すると 彼は 「私は アナス ゼン •マーリクが 次の ような 預言者の 言葉を 語った 話を 聞いた」 と 
いった。 

「モスクで 唾を 吐 〈ことは 罪で ある。 その 償いは それを 埋める ことです」 

アブ ー • ザ ツルは 次の ような 預言者の 言葉を 伝えて いる 

「私の 信仰 共同体に おいて 善行と 悪行が 何たる かが 私に 明らかにされた。 

私は 良い 行いと しては 道路から 障害物が 取り除かれる ことで あり、 また 悪い行い としては 
疲 力な スク 内で 吐かれて それが 埋められな いこと だと 知りました」 


ヤジー ド ゼン •アブ ドツ ラーゼン •シ ツヒー ルは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて し、 る 
私 （ヤ ジー ドの 父） は アツ ラーの 使徒と一緒に 礼拝して いました。 

その 時 彼 (預言 おは 唾を 吐いた 力 巧れ を サンダルで 拭い 取りました。 

ヤジー ド ゼン •アブ ドツ ラーゼン •シ ツヒー ルは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 語って いる 
私 （ヤ ジー ドの 父） は 預言を と一緒に 礼拝した。 

すると 彼 願 言を は 唾を 吐き それから それを ち 足の サンダルで 拭い 取りました。 



サンダルを 履いた まま 礼拝す る ことは 許される 


サイード ゼン •ヤ ジー ドは 伝え ている 

私は アナス ゼン •マー リ かこ 「アツ ラーの 使徒は サンダルを 履いた まま 礼拝し ました か」 と 
尋ねた。 

すると 彼は 「はいそうです」 と 答えた。 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経て おえられ ている。 


図案 や マークが 描かれた 服装で 礼拝す る ことは 適切では ない こと 


アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

預言者は 図案が 描かれた 外套 (アブー •ジャ ハムからの 贈物だった） を 着て 礼拝し ました 
がこう 言いました。 

「 この 図案は 私の 気を そらします。 

だから これを 持って アブー •ジヤ ハムの 巧に 行き 代りに 彼の 巧から 無地の 外套を もらって 
まなさい」 


ア ー"^ r シャは 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 図案の 描かれた 外套を 着て 礼拝に 立った。 

そして 彼は その 図案を よく ながめた。 

それから 礼拝を 終えた 時 彼は こういった。 

「この 外套を 持って アブー •ジャ ハム ゼン •フ サイ ファけ f 套の 贈り主） の 巧に 行き 代りに 無 
地の 外套を 持って きなさい。 

なぜなら これは 先 ほどの 礼拝 中に 化の 気を そらせた からです」 

マ r シャは 伝えて いる 

預言者は かつて 図案の 描かれな'' る 外套を 持って いました。 

そして それは 礼拝 中に 彼の 気を そらせた。 

そこで 彼は それを アブー ジャ ハム (贈り おに 返し 代りに 無地の 外套を 受け とった。 



今す ぐに も 食べたい と 思う 食物を 前にして 礼拝す る ことは 禁物、 また 大 ルの 
用た しを 我慢しながら 礼拝す る こと も 好ましくない 

アナス ゼン •マー リクは 預言き ■が 次のように いったと して 伝えて いる 

「夕食が 用意され た 時に 礼拝が 始まったら 夕食を まず とってから 礼拝し なみり 
また 別の 伝承を 経路に よって アナス ゼン •マーリクは アツ ラーの 使徒が いったと して 次のように 伝 
えてい る 

「夕食が 近づいて 同時に また 礼 巧の 時刻に なったなら、 曰 お 後の 礼拝の 前に 夕食を 始め 
なみ、 

夕食を おあずけ にして 礼拝を 急いでは ならない」 

アナスの 前記 ハ ディースは 別の 伝承を 経路を 経ても 伝えられ ている。 

イブ ン •ウマルは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「誰でも 夕食が 用意され て その 時 礼拝が 始まったら 夕食から 先に 始めな み、 

そして それが すむ まで 決して 礼拝を 急いでは なりません」 

同様な 前記 ハディー スは 別の 伝承を 経路を 経ても 伝えられな' る。 

イブ ン •アブー •ア ティークは 伝えて いる 

ネムと 力ーシム （を 1) はアー イシ ャの 巧で ハディー スの 話を していました。 

力ーシムの 言葉には 解放 奴隸の 彼の 母親な 2 け 《 持っな が 部が あり それが ひどかった。 
そこで 彼女は 彼に 向かって こういった。 

「一 体 どうして あなたは この 私の 兄弟の 息子 （イブ ン •アブー •ア ティーが のように ハ デ ィー 
スを きちんと 言えない のです か、 私には あなたが その 說 を どこから 獲得した か ちゃんと 解 
ってい ます。 

彼 （イブ ン •アブー •ア ティーがは 彼の 母親 力な 〈仕つ けたので すし あなたの 場合は あなた 
の お母さんが 仕つ けた 結まで す」 

すると 力ーシムは 怒り 彼女を 瞬み つけた。 

そして 彼は アー イシ ャの 食卓が 用意され るのを 見た 時 すっと 立ち上がった。 

そこで 彼女は 「どこへ 行 〈のです々、」 といった。 

すると 彼は け L 巧です」 と 答えた。 

そこで 彼 かが 座りな み、 不忠を よ (注 3)」 といった。 

すると 彼は 「私は 礼拝を 捧げに 行 〈んで すん といった。 

すると 彼女は こういった。 

「私は アツ ラーの 使徒が 次のように いった 言葉を 聞いて しなす。 

『食事の 用意が 出来て いる 時と 大 ルの 用た しを 我慢して いる 時には 礼拝はありません』」 



(を 1) アー イシ ャの 兄弟の 息子で 甥に あたる。 

母は 多分 非 アラブ 系の 解放 巧隸 であった。 

そのため か 児 期に アラビア 語の 語法を 充分に 身に つける ことができなかった 
(をの 力ーシムを 生んだ ことによって 奴隸 身分から 解放され た 母親 
(を 3) アー イシ ャは 力ーシムの 父の 死後 力ーシムを 引き とって 育てた ので 力ーシムの 仕つ 
けの 責任 か あった ので このような 強い 言葉で 叱った 

アブ ドッ ラー •ビン •アブー •ア ティー ク はアー イシ ャ からの 伝聞と して 前記 同様の 預言者の 言葉を 
別の 伝承を 経路を 経て 伝えて いるが しかし ここでは 力ーシムの 話には 言及して いない。 



モスクに 赴く 時は ニン ニク、 玉 ネギ、 ニ ラな ど、 他人に 不 快感を 与える 食べ 
物を 口にする ことは 禁じられ ている 


イブ ン •ウマルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は ハイバルの 戦に 出陣 中に こういった。 

「この 野菜 （つまり ニン ニク） を 食べた まは 絶 巧に モスクに 来て はならない」 
ところで ズハイルは" ある 戦場で" といい ハイバルの 戦とは いわな 力、 つた。 


イブ ン •ウマルは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「この 野菜 （つまり ニン ニク） を 食べた まは その 臭が 消える までは 我々 の モスクに 近づいて 
はならない」 


イブ ン •スハ イブは 伝えて いる 

アナス カと ン ニクに ついて 尋ねられた 時、 彼は アツ ラーの 使徒は 次のように 語った と 伝え 
た。 

「この 野菜に ンニ がを 食べた をは 私達に 決して 近づいて はならない しまた 私達と一緒に 
礼拝を しては ならない」 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「この 野菜に ンニ がを 食べた をは 私達の モスクに 近づいて はならない しその 臭いで 私達 
を 不快に しては ならない」 

ジャー ビルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 玉 ネギや ニ ラを 食べる ことを 禁じた。 

しかし 私達は どうしても それを 食べた 〈なって 食べて しまった。 

すると 彼は いった。 

「この 嫌な 臭を 放つ 木 （野菜） を 食べた をは 化 達の モスクに 近づいて はなら か、。 

なぜなら 天使 もまた 人間が 害される ものに よって 傷つ けられる からです」 

ジャー ビルは アツ ラーの 使 巧が 次のように いったと して 伝えて いる 

「ニン ニク や 玉 ネギを 食べた まは 私達から 離れて いるべき であり、 また 私達の モスクから 
離れて 自分の 家に とどまるべき である」 

或る日 預言 まの もとに 色々 な 野菜が 料理され た 鍋が 届 けられた。 

彼は その 臭を かぎ そこに 悪臭が ある ことに 気付いた。 

そこで 彼は 何が 料理され ている のか 尋ねた。 

そして 料理に 使われた 野菜に ついて 知らされた。 



そこで 彼は 何人 かの 教 友達に 「それ (料理） を 近づけて みなみり といった。 

一人の 教 友は それを 見た 時 彼 もまた 食べたがらなかった。 

すると 預言を は 次のように 言った。 

「 あなたは 食べても かまいません。 

でも 私は あなたが (話す ことが 許されて し々 い 者 ほ 使） と 話さねば なりません ので 食べら 
れ ません が」 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは 預言を の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

「この 臭いを 出す 野菜に ン ニク) を 食べた まは ほた 或る時は こういった。 

玉 ネギや ニン ニク や ニ ラを 食べた まは） 私達の モスクに 近づいて はならない。 

なぜならば 天使 達 もまた アダムの 子孫が 害される ものに よって 同様に 害される からです」 

イアン •ジュラ イジ ュは 同一伝承を 経路を 経て 次のように 伝えて いる 

「この 野菜 (ニン ニク） を 食べた 者は モスクに いる 私達の 巧に まては ならない」 

だが 彼は 玉 ネギや ニ ラに ついては 言及し なかった。 

アブー. サイードは 次のように 伝えて いる 

まもな 〈化 達は ハイバルを 征 眼した。 

そして 私達は その 野菜に ン ニのに 群がった。 

なぜなら その 時人々 は腹ぺ こだった からです。 

それで 私達は それを 貪り食った 次第です。 

その後 私達は モスクに 出向いた。 

だが アツ ラーの 使徒は その 臭を 嗅ぎつ けて こう 言った。 

「このい まわしい 植物を 少しで も 食べた をは モスクに 決して 近づいて はならない」 

そこで 人々 は 「（ニン ニクが) 禁じられた、 禁じられた」 と 口々 に 叫んだ。 

さて そのこと が 預言 まの 耳にまで 届いた ので 彼は こういった。 

「皆さん、 アツ ラーが 許した ものを 私が あなた 達に 禁じる 力はありません。 

しかし それは 私 力 巧の 臭いを 嫌う 植物です ほ）」 


(を) 他人に 迷惑を かける ことな 〈ニン ニク や 玉 ネギや ニ ラを たべる こと 自体は 勿論 禁じ 
られ ていない 

アブ—. サイ-ド •フ ドリ-は 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒と 教 友達が 玉ネギ 畑の そばを 通りかかった。 

すると一部の 者が そこで 立ち止まって 玉 ネギを 取って 食べた。 

しかし 他のを 達は 食べなかった。 



それから 私達は 預言者の 巧に 行った。 

すると 彼は 最ネ刀 玉 ネギを 食べなかった をを 呼び集め 他のを (玉 ネギを 食べた をは その 
臭が 消える まで その 場で 待たせた。 

マア ダー ン ゼン •アブー •タラ ハは 次のように 伝えて いる 

ウマル ゼン •ハッター ブは ジュムア （金曜日の 合同 礼 街で 説教を していた 時 彼は まず 頂 
言 まの こと、 ついで アブ ー バ クルの ことに 言及し それから さらにこう いった。 

私は 雄鶏が 私を 兰 回つつ 〈夢を見ました。 

それで 秘は 自分の 死期が 近いと 思って います。 

また 何人もの 人々 が 私に 次の カリフ (後継 ま) を 任命す るよう 提議し な 巧す。 

しかし アッ ラーはみ して 彼の 教え （イスラー ム） とそれ を 伝える か J フ 制を 反故にする ことは 
ないだ ろうし、 また そのために 預言者に 授けた もの （クル アーソ を 反故にする ことは あり 
ません。 

もし そのこと （死期） が 私に とって 急を 要する ことで あるならば 次の カリフは アッ ラーの 使を 
が あく 時まで 良しと された これら 六 人 （おの 中から 合議制で 決めるべき でしよう。 

また 化は いったん イスラー ムを 表明した 者を この 手に かけて 殺した ことに 巧して一部の 
人々 が 非難して いる こと も 十分 承知して しなす。 

しかし もし 彼等が 私を 非難 するならば 彼等は アッ ラーの 敵で あり 不信仰 者で あり、 路に迷 
ってし まった 者 達です。 

それから 私は カラーラ （父親と 子供を 除いた 相続ん その 判定 議論） よりも 重要で あると 
私に 思える ことは 何事 も 死期な 後に やり 残さ か、 つもりです。 

私は カラーラ について これほど しばしば アッ ラーの 使徒に 聞きに 行った ことはありません。 
そして 預言 まは この 問題に ついて これ 程 私に 荒々 しく 語った ことは 他に ありません。 

そして 彼は その 時 狼 猫の あまり 指で 私の 胸を つついて こういい ました。 

「 ウマルよ、 け ラーラに ついては） クル アーン 女性 章の 最後の 段の 暑い 夏に 下された一 
節 （4 章 177 節） で それで 十分では ない のかね、 化が もっと 長生きす ると すれば、 私は この 
問題に ついて 極めて 明解な 決定を 下そう、 そうしたら、 クル アーン を 読む 人 も 読まない 人 
も それに 照して 正しい 裁定を 下す ことが 出 まよう」 

ウマルは さらにつ づけて こういった。 

アッ ラーよ、 私は あなたに 各地の 統治 まに ついて 次のように 証言し ます。 

私は 彼等 統治者を それぞれの ± 地 にな 下の 諸を 件で その 役割を またす ために 派遣し ま 
した。 

それは 各地の 住民に 対して 公平に おうこと、 また 彼等に イスラー ムと 預言者の スン ナを教 
える こと、 また 戦利品を 規定 通りに 分配す る こと、 また 住民が 困っな^ ことを 私の もとに 
伝える ことです。 

それから 皆さん、 皆さんは 玉 ネギと ニン ニクを 食べて しなす が 私は それらを 忌 わしい もの 



だと 思います。 

私は アッ ラーの 使徒 力;' モスクで その 臭を 放った をを 見つける と ただちに バ キーウ 伟スク 
の 隣の 空地で 現在は 墓に なって いる） へ 出て 行 〈よう お命じ なった 現場を 目撃し ました。 
だから それらを 食べたい 人は 調理に よりその 臭を よ 〈消さなければ ならない。 

(を) ①ウ スマー ン② アリー ③ ズバイル ④ みい アブ ドル •ラフ マー ン ゼン •アウ フ⑥サ 
アド •ビン •アブ ー • ワッカー スの六 人 
また カタ ー ダは 同様の ハディー スを 別の 伝を を 経路を 経て 伝えて いる。 



紛失 物を 捜す ために モスクで 大声を 上げる ことは 禁じられ ている、 また 大声 
を 聞いた 者は 声の 主に 何と しづべき か 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒 力 《 、次のように いったと して 伝えて いる 

もし 誰かが 紛失 物を 捜す ために モスクで 大声を 上げたなら その 者には 次のように いいな 
さい。 

「アツ ラーが それを 君に お戻しに なりません ように、 なぜならば モスクは そのために 建てら 
れ たのでは ありません から」 

また 同様な/ \ ディー スを 別の 伝承 者 経路を 経て アブー フライ ラは 伝えて いる。 

スライ マー ン ゼン づラ イダは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

或る 男が モスク 内が 誰が 私の ホら 〈だを 呼び集め たの だ」 と 大声で 人々 に 呼びかけた。 
すると 預言 まは 次のように いった。 

「それは あなたの もとに 戻るまい ぞ 、なぜなら モスクは （そもそも） その （元 まの） 建立 目的 
けし 拝な 思 頃 想な のに そって 建てられて いるの だから」 

スライ マー ン ゼン づラ イダは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

預言 まが 礼拝を 終えた 時一人の 男が 立ち上がり 「誰が 私の ホら くだを 呼び集め たの だ」 と 
いった。 

すると 預言 まは 次のように いった。 

「それは あなたの もとに 戻るまい ぞ 、というのは モスクは （そもそも） その （元 まの） 建立 目 
的に そって 建てられ たの だから」 

イアン •ブライダは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

預言者が 日の出 前の 礼拝を 終えた 時に一人の ベドウィン （遊牧民） が やって まて 頭を モス 
クの 戸口から 差し入れ 先に 述べた 二つの ハディー スと 同様の 言葉を 放った。 



礼 巧 中の 注意 不足に よる 忘却と その 価い のた めの 平伏 礼 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「あなた 達の 誰かが 礼 巧に 立った 時、 悪魔が 彼の もとに やってきて 彼が 何回 礼拝した か 
分らなくなる 程に 惑わした とする。 

仮に あなた 達の 誰かが そのような 状態に なったならば、 償いの 意味で (最後の） 座礼 状態 
のま ま はらに） 平伏 礼を 二回 行いな み''」 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経て ズ フリーに 上って 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

け ザー ンの 詠唱を 聞く と 悪魔は それを 聞 〈か、 として 後を 向き 放 おしながら 遁走す る。 
しかし ア ザーンの 詠唱が 終る とすぐ また 戻り 近付いて 〈る。 

ついで イカーマの 詠唱が はじまる と 後を 向き 巧び 遁走す る。 

そして イカーマの 詠唱が 終る とまた 近付いて きて 次のように 礼拝 まの むに 私語して 惑わ 
す。 

『しかじかの ことを 思い起せ、 しかじかの ことを 思い出せ』 

しかし そのような ことは 礼拝 者には 思い も 及ばめ ことなので 遂に 彼は 自分で も 何回 礼拝し 
たか 忘れて しまう。 

そのような 時 即ち 自分が 何回 礼拝した か 分らな 〈なった 時は 座礼 状態の まま 二回 平伏し 
なみり 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「悪魔は 礼拝が 始まる と 顔を そむけて 放 居しながら 逃げ出す」 

ついで 預言 まは 前記 ハ ディースと 同じ ことを 語った が Jil 下の ことが それに 加えられた。 
「悪魔は 礼拝 者に （突然) 楽しし にと を 思い起さ せたり、 欲しい ものを 思い起させたり 彼が 
忘れて いた 必要な ものの い 〈つかを 思い起させた りする」 

アブ ドツ ラーゼン づハ イナは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 或る 義務の 礼拝で 私達を 先導して ニ ラ カートの 礼拝を 行い そのまま 立 
ち 上がり 座らなかった。 

それで 人々 も 彼に 晋って 立ち上がった。 

彼が 礼拝を 終えた 時 私達は 彼 力 《 タス リーム (最後の 挨楼 儀礼) を 唱える ものと 思った が 座 
った ままで 彼は アツ ラーは 偉大な りと 唱えつつ タス リーム の 前に (償いの ために） 二回 平 
伏 礼を 行い、 その後 タス リームを 行った。 


アブ ドッ ラーゼン づハ イナ •アス デーは 伝えて し、 る 



アツ ラーの 使徒は 昼過ぎの 礼拝に 立ち上がり ニ ラ カートの 後に 正座 礼に 入るべき ところを 
そのまま 兰ラ カー ト へと 立ち上がった。 

そこで 彼は 礼拝を 終えた 時 最後の 挨楼 礼を する 前に 座礼 状態の ままで アツ ラーは 偉大な 
りと 唱えつつ 償いの 意味で 二回 平伏 礼を した。 

そこで 人々 は 彼に 普って 二回の 平伏を 行った。 

それは ニ ラ カートの 後に 預言者が 座る ことを 忘れて しまった ことに 対する 償いの 行為で あ 
っ た。 

アブ ドツ ラー •ビン •マーリク ゼン •ブハ イナ •アズ デーは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 礼拝の 際に ニ ラ カー トを 終えて そのまま 正座 礼に 入るべき ところを 立ち 
上がった。 

しかし 彼は 礼拝を 続行した。 

そして 彼は 礼 巧の 最後の 左右の 挨搂ネ ぶす る 前に 償いの 平伏 ネぶ 行い その後 礼拝を し 
め 〈 〈る お 搂 礼を 行った。 

アブー ■サイード •フ ドリーは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「誰でも 自分の 礼拝に 疑いを もち、 何 ラ カー ト 礼拝した か 分らな 〈なったならば 疑わしい ラ 
力ー ト （第 四 ラ カー ト なのは 切り捨てて とりあえず 確信の もてる ラ カー ト に基づいて 礼拝を 
つづけなさい。 

その後 挨搂 儀礼に 入る 前に 二回の 平伏を 行いなさい。 

もし 彼が 五 ラ カートの 礼拝に 気が付いたならば その 償いと しての 二回の 平伏 礼は 彼の 礼 
拝を 偶数 ラ カー トに 揃えてから にしな み、。 

また 彼が 事実 T 度 四 ラ カー トの 礼拝を していた ので あれば、 償いの 二回の 平伏 礼は 徐 
分になる がし 力ん それは） 悪魔を 辱める ことになる でしよう （を）」 

(ミ 主) つまり 悪魔は 人間の 誘惑に 失敗した ことになるから 

同様な ハディー スが 別の 伝承 者 経路を 経て ザ イド •ビン •ア スラマに よって 伝えられ ている。 
ところで ここでは 「左ち の挨楼 儀礼の 前に 二回の 平伏 礼を 行うべし」 と 彼 （ザ イド） は 述べて いる。 

アル カマは アブ ドツ ラーゼン •マ スウードが 語った として 次のように 伝えて いる 
アツ ラーの 使徒が 礼拝を 行った。 

さて 伝承 者の一人 イブ ラ ヒーム はな 下の 伝承を 加えて いるが それによ ると 預言 まは 礼拝 
中の 動作で 新しい 動作を 加えたり もしくは 省いたり した。 

そして 彼が 最後に お搂 儀礼を 行った 時 彼は 次のように 尋ねられた。 

けツ ラーの 使徒ん 礼 巧 中に 新しい 動作が ありました」 



すると 使 おは 「それは 何です か」 といった。 

そこで 彼らは 「かけ、 くし かじかに あなたは 礼拝し ました」 といった。 

伝承 者は つづけて こう 伝えて いる。 

そこで 彼は 両脚を 曲げて 正座の 姿勢を とり、 キ ブラの 方向に 向き 直り 二回の 平伏 礼を 行 
し、 それから お搂 儀礼を 行った。 

そして 預言 まは 化 達の 方に 向き 直り 次のように いった。 

「もし 礼拝の 中で 何 か 新しい こと カヴッ ラーより 命じられた 場合には 私は 必ず そのこと を あ 
なた 達に 伝達す るでしょう。 

しかし 私は 人間で ありあな た 方が 忘れる ように 私 も 忘れる ことがあ ります。 

そこで もし 私が 忘れて いたならば 私に 思い起させる ようを 意して 下さい。 

そして 誰でも 礼 巧に 疑念を 抱いた 時には 彼に 正しい 礼拝を ホめ させな み、。 

ひとまず 礼拝を 終えさせて 後に 代償と しての （二回の） 平伏 礼を 行わし めなさい」 

同様の ハディー スが マンスール によって 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている がな 下の 点で 表 
現 上に わずかな 違いが ある。 

イブ ンゼ シュルの 伝承では" 彼 （自ら 礼拝に 疑念を 抱いた ま) をして 正しい 礼拝に より ふさわしい 
ものを 求めせ しめよ" と あり、 ワキー ウの 伝承に おいてが‘ 彼を して 正しい 礼拝を 求めせ しめよ" と 
伝えて いる。 

同様の ハディー スが マンスール によって 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている。 

しかし ここでは マンスー ルは 次のようにし、 ってい る。 

"彼を して 礼拝に とって一香 ぶぶ わしい ものを 求めせ しめよ" 

同様な ハディー スが マンスール によって 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えられ ている。 

マンスー ルは ここでは 次のようにし、 ってい る。 

"彼を して 正しい 礼拝を 求めせ しめよ" 

同様の ハディー スが マンスール によって 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えられ ている。 

ただし マンスールは ここでは 次のように 伝えて いる。 

"彼を して 正しい 礼拝に一香 近い ものを 求めせ しめよ" 

同様の ハディー スが マンスール によって 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えられ ている。 

ただし マンスールは ここでは 次のように 伝えて いる。 

"彼を して それが 正しい 礼拝で あると 考えられる ものを ホめ せしめよ" 



また 同様の ハディー スが マンスール によって 別の 伝承を 経路を 経て 伝えられ ている。 

ただし マンスールは ここでは 次のように 伝えて いる。 

"彼を して 正しい 礼拝を 求めせ しめよ" 

アブ ドッ ラー •ビン •マ スウードは 次のように 伝えて いる 

預言者は 昼過ぎの 礼拝で 五 ラ カートの 礼拝を 捧げた。 

そして 最後に お 搂儀ネ ぶ 行った 時、 彼は け L 巧で ラ カー ト 数が 増えた のです か」 と 尋ねら 
れ た。 

すると 預言 まは 「それは どう しづこと です か」 といった。 

そこで 彼等は 「あなたは 五 ラ カート 礼拝し ました」 と 答えた。 

そこで 預言を は 償いの 二回の 平伏 礼を 捧げた。 

アル カマは 伝えて いる 

彼 (預言を） は 彼らを 先導して 五 ラ カートの 礼拝を 捧げた ほ）。 

(を) 原文には これし か 書いて なし、、 ここでは 預言者で も 四 ラ カー トの 巧を 忘れて 五 ラ カー 
卜 捧げた ことがあ ると つたえ T いる だけ 


イブ ラ ヒーム ゼン •スワ イドは 伝えて いる 

アル カマは 化 達を 先導して 昼過ぎの 礼拝に 五 ラ カートを 捧げた。 

そして 彼が 礼拝の 最後の 挨搂 儀ネぶ 終えた 時に 人々 は 次のように いった。 

「アブ ー シみレ (アル カマの 別称） よ、 確かに あなたは 五 ラ カー トの 礼拝を 捧げました」 
ところが 彼は 「いいえ そんなは ずはありません」 と 主張した。 だが 人々 は 「いや あなたは そ 
ラした」 といった。 

その 時 私 （伝承を） は 未だ 少年で したが 人々 の 中に まじって その 場に 居合わせ ていた。 
そこで 私 も 「いや 確かに 五 ラ カー ト 捧げた」 といった。 

すると 彼 (アル カマ） は 私に 「や一、 独眼を よ あなた もそう いい 張る のか」 といった。 

そこで 私は 「はい」 と 答えました。 

すると 彼は ただちに くるりと 顔の 向きを 変えて 二回の 平伏 ネぶ 捧げ その後で 最後の 挨搂 
礼を 行った。 

それから 彼び ルカ マ） は アブ ドッ ラーカ 《いっている ことと して 次のように 伝えた。 

アッ ラーの 使徒は お 達を 先導して 五 ラ カートの 礼拝を 捧げた。 

そして 彼ヴッ ラーの 使徒） が 人々 の 方に 向き 直った 時人々 は ざわざわと 相互に ささやき 
あってし、 た。 

そこで 彼は こう 尋ねた。 

「あなた 達の 間に 何が あった のです か」 



すると 彼等は 次のように いった。 

けツ ラーの 使徒よ、 礼拝の 規定 ラ カー トの 数が 増えた のでし け か」 

彼は 「いいえ」 と 答えた ので 彼等は いった。 

「あなたは 五 ラ カー トの 礼拝を 確かに 捧げました」 

すると 彼は キ ブラの 方角に 向き 直り 二回の 平伏 礼を 捧げ その後で 最後の 挨楼 礼を 行った。 
それから 彼 願 言 者） は 次のように いった。 

「私は あなた 方と 同じ 〈人間で ありあな た 方が 忘れる ように 私 も 忘れます」 

イブ ン •ヌ マイルは 彼の ハディー スの 中で 次のように 付け加え ている。 

"もし あなたち の 誰かが (捧げた ラ カー ト 数を） 忘れた 時は 償いと して 彼を して 二回の 平伏 
礼を させなさい" 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 私達を 先導して 五 ラ カートの 礼拝を 捧げました。 

そこで ネム 達は けツ ラーの 使徒よ、 礼挥の 規定 ラ カー ト 数が 増えた のでし ようか」 と 尋ねた。 
すると 彼は 「それは どう しづこと です か」 と 尋ねた。 

そこで 私達は こういい ました。 

「あなたは 確かに 五 ラ カー トの 礼拝を ささげました」 

すると アツ ラーの 使徒は 次のように いった。 

「私は あなた 方と 同じく 人間で あり、 あなた 方が 覚えて いるよう に 私 も 覚えて いますし ま 
た あなた 方が 忘れる ように 私 も 忘れます」 

それから 彼は 不注意の 償いと して 二回 平伏した。 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使 おは 礼拝を 行った がその 時 彼は 礼拝に 何 かを 付け加え たかまた は 省略した。 
も 承 者の一人 イブ ラ ヒーム は (それにつ いて) 彼 自身 疑念が 残ったと しづ。 

それで 預言を は 人々 から 次のように 尋ねられた。 

「アツ ラーの 使徒よ 礼 キ丰に 何 か 新たに 付け加えられました か」 

すると 彼は 次のように いった。 

「まことに 私は あなたち と 同じ 人間で ありあな た 方が 忘れる ように 私 も 忘れます。 

さて 誰でも 忘れた 時は 二回の 平伏 礼を 償いと して 行わねば ならめ」 

その 時 彼は 座った ままであった が 顔を キ ブラの 方角に 向け 二回の 平伏を 巧った。 

アブ ドツ ラーゼン. マ スウードは 伝えて いる 

預言者は 礼拝の 最後の 挨搂 礼と お 話 (を） の 後で 不を 意な 忘却を 償う 二回の 平伏 礼を 行 
っ た。 

(を） イスラー ム初 巧には 礼拝 中の おしや ベリが 許されて いた 



アブ ドツ ラーは 次のように 伝えて いる 

私達は アツ ラーの 使徒と一緒に 礼拝した。 

その 時 彼は 礼拝に 何 かを がけ 加えた かもし 〈は 省略した。 

伝承 者の一人 イブ ラ ヒーム がブツ ラーに 誓って そのような 疑念は 私 個人の 立場な かの も 
のではありません が" といって いる 力 《さらに 次のように 伝えて いる。 

そこで 私達は こういった。 

「アツ ラーの 使徒よ 礼拝に 何 か 新しし にと が 加えられました か」 

すると 預言 まは 「し ル、 え」 と 答えた。 

そこで 私達は 彼 願 言を が どのように 行った かを 彼に 語りました。 

すると 預言 まは 次のようにい いました。 

「もし 誰かが 礼拝して 何 かを 付け加えたり 省略した りした 時は 償いの ために 二回の 平伏を 
しなみ''」 

それから 彼 自身 二回の 平伏 礼を 行った。 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 秘 達を 導いて 昼過ぎの 礼拝だった か 午後の 礼拝だった かと も か 〈午後 
の 二つの 礼拝のう ちの一つを 行った がその 時 彼は ニ ラ カートの 礼拝の 後で (ただちに） 最 
後の 挨搂 礼を 行い、 それから モスクの キ ブラの 方角に あった 材木のと ころ （を） にやって 
まて それに もたれかかって しまった。 

その 時 彼は 怒って いるよう にも 見えた。 

人々 の 中には アブ ー バ かけ ウマル も 居りました 力 《 、 二人は この ことで 彼に 話しかける 
のは 恐れ多い ことと 思って いた。 

-方 人々 が‘ 礼掛ホ 短縮され たの だ" といいながら あわただし 〈出な V 3 た。 

しかし ズル ■ヤ ダイ ニ （手の 長い 奴） の 結 名で 知られて いる 男が 立ち上 力 《 って 次のようにい 
っ た。 

「アツ ラーの 使徒よ、 礼拝は 短縮され たのです か、 それとも あなた 様は お忘れに なった の 
です か」 

すると 預言 まは 左右を 見廻しながら いった。 

「ズル •ヤ ダイ ニは 何を いってい るので すか」 

そこで 人々 はこ ラし、 った。 

「 彼のい う 通りで ごみ、 ます。 あなた 様は ニ ラ カー ト しか 礼拝し ませんで した」 

そこで 預言を はさら に ニ ラ カー トの 礼拝を 行い 最後の お 楼ネぶ 行った。 

それから タク ビールを 唱えて 平伏し そして タク ビールを 唱えて 頭を 上げ それから タク ビー 
ルを 唱えて 平伏し それから また タク ビー ルを 唱えて 頭を 上げた。 

さらに 伝承を ホ" 私は イム ラー ン ゼン •フサ インから 彼が 次のように いったけ 日ら された" 

と 伝えて いる。 



「そして 彼 (預言者） は 最後の 挨楼 礼を した」 


(を） 当時の マディーナの モスクは 実に 簡素な ものだった 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 私達を 先導して 午後の 二つの 礼 巧のう ちの一つを 礼拝した。 

な 下の ハディー スは 前記の ハディー スと 同一である。 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 私達を 先導して 午後の 礼拝を 行い ニ ラ カートの 後に 最後の お 搂ネぶ 行 
っ た。 

そこで ズル ■ヤ ダイ ニが 立ち上が りこう いった。 

「アツ ラーの 使徒よ、 礼 街 ホ 短縮され たので しよう か。 それとも 忘れた のでし ようか」 

すると アツ ラーの 使徒は 「その どちらで もない」 といった。 

そこで ズ ル. ヤ ダイ ニは こういった。 

「アツ ラーの 使徒よ、 確かに どこか おかしかった」 

すると アツ ラーの 使徒は 人々 の 方に 向き 直って こういった。 

「ズル ■ヤ ダイ ニの いっている 通りだろう か」 

すると 人々 は 答えて 「はい、 アツ ラーの 使徒 様、 彼のい う 通りで わと いった。 

そこで アツ ラーの 使徒は 礼拝の 残りを 済ませてから 挨搂 礼の 後に 座礼の 状態で 償いの た 
め 二回の 平伏 礼を 行った (注）。 

(を) 償いの 二回の 平伏 礼は 挨楼 礼の 前に 行うべき かまた は 後に 行うべき か 法学が によ 
って 見解を 異にして いる 

アブー- フライ ラ は 別の 伝承を 経路を 経て 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 昼過ぎの 礼拝の 際に ニ ラ カート だけ 巧って それから ただちに 最後の 挨 
搂礼 をした ことがあった。 

すると バヌー •スライム 族 出身の 小人の 男が 彼の もとに やって まてこう いった。 

「アツ ラーの 使を よ 礼拝は 短縮され たのです 力、、 それとも あなた 様が 忘れた のです か」 

な 下 残りの ハディー スは 前述の ハディー スと 同じで ある。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

私が 預言を と一緒に 昼過ぎの 礼拝を 行って いる 時に、 アツ ラーの 使 紀ホニ ラ カー トの後 
に 最後の 挨搂ネ L を 行った。 



そこで/ なー スライム 族 出身の一人の 男が 立ち上がった。 

この 後の 残りの ハ ディー スは 前記の ものと 同じで ある。 

イム ラー ン •ビン • フサ インは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 午後の 礼拝を 行った が兰ラ カートの 後に 最後の 挨搂 礼を 行った。 
それから 彼は 自 分の 家 （モスクに 隣接して いた） に 入って しまった。 

そこで ヒ ルバー クと 呼ばれる 両手の 長い 男が 立ち上がり 彼のと ころに 行き 「アツ ラーの 使 
徒よ …… 」 といって 預言者が 礼拝で 行った ことを 語った。 

すると 預言 まは 怒って 外套を 弓 I きずりながら 人々 が 集まって いる 耐こ 行き じの 男は 真実 
を 語って います か」 と 尋ねた。 

人々 は 「はい」 と 答えた。 

そこで 預言を はーラ カー トを 追加し そして 最後の 挨楼ネ ぶ 行い それから 償いの 二回の 平 
伏 礼を 行い それから また 最後の 挨搂ネ ぶ 行った。 

イム ラー ン ゼン •フサ インは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 午後の 礼拝のう ちの 兰ラ カートの 後に 最後の 挨搂 礼を 行い それから 立 
ち 上がり 自分の 部屋に 入って しまった。 

そこで 両手の 長い 男が 立ち上がって けツ ラーの 使徒よ、 礼拝は 短縮され たのです か」 と 
いった。 

すると 預言 まは 怒りながら 部屋から 出て 来て 残りのーラ カートを 行って 最後の 挨搂 礼を し 
て それから 償いの 二回の 平伏 ネぶ 行って それから 最後の 挨搂ネ ぶ 行った。 



ク ルアー ン 読誦 中の 平伏 礼 


イブ ン •ウマルは 次のように 伝えて いる 

預言者は クル アーン を 読誦して しが。 

彼は 文中 ピサ ジダ (平伏）" と しづ 単語を ふ 〈んだ 章を 誦ん でいた がそ か‘ サジ ダ" の 巧 ま 
でく ると 実際に 平伏した。 

そこで 私 も 彼に ならって 平伏した。 

しかし その 時化 達は 込み合って いて 幾人 かの 人々 は 額を 付ける 場所 さえない 状態で し 
た。 


イブ ン •ウマルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が クル アーン を 読誦して いる 斷 こ" サジ ダ" と しづ 語に 出会う 時が あり、 そ 
の 時は 化 達と一緒に 実際に 平伏しました。 

しかし 私達は 彼の 近 〈にいて 大変 込み合って いたので 誰一人と して 平伏 できるだけの ス 
ペースを 見いだ せない 状態でした。 


アブ ドッ ラー •ビン •ウマルは 伝えて いる 

預言者は 「ミホみ 行 〈星に かけて」 章 (第 53 章) を誦 みその 読誦 中に 平伏 礼を 行った。 
そして 彼と一緒に その 場に 居合わせた 者 も 一斉に 平伏した。 

しかし一人の 老人 だけは 手の 掌一杯に 小石 または ± を つかみ それを 彼の 額のと ころまで 
上げて" これで 私には 充分です" といった。 

ところで アブ ドッ ラーは 彼に ついて こういった。 

「確かに 私は 後に 彼 （老人け 《 無 信仰 まの お 輩と して 殺された ところを 見ました」 

アター か ビン •ヤ サー ルは 伝えて いる 

彼は ザ イド ゼン •サ ービト にけ L 拝 中に） イマー ム と一緒に の ル アーン お 読誦す る ことの 
是非に ついて 尋ねた。 

すると ザ イドは、 「どう あっても 礼拝 中に イマー ム と一緒の 読誦は あり 得ない な)」 といっ 
た。 

また 彼 (ザ イド') は 彼が アツ ラーの 使徒の 前が 巧: み 行 < 星 にかけ て」 章 (第 53 章) を よんだ 
際に 彼 願 言 者） は 平伏しなかった とち 張した。 

(を) イマーム だけが 読誦し 一般の 信徒は ただ 黙って 礼拝せ よの 意 


アブー. サラマ ゼン • アブ ドル • ラフ マー ンは 次のように 伝えて いる 



アブー •フライ ラは 人々 の 前が 天空が 裂けて 割れる 時 J 章 (第 84 章) を よんだ がその 読誦 
中に 平伏した。 

そしてけ L 拝が） 完了した 時 彼は 人々 に 向かって アッ ラーの 使徒が この 章を 読誦 中に 平伏 
したと 伝えた。 

同様の ハディー スが アブー •フライ ラからの 伝聞と して アブー ■サラマを 経て 別の 伝承 者 経路で 伝 

ス b れ/ てし、 る。 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

我々 は 預言を 力 《 「天空が 裂けて 割れる 時」 章 (第 84 章） と。 女の 主の み 名に おいて 誦 め」 
章 (第 96 章) を よんだ 時 彼と一緒に 平伏した。 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は r 天空が 裂けて 割れる 時」 章 (第 84 章） と r ホの 主の み 名に おいて 話め J 
章 (第 96 章) を よんだ 時、 平伏 礼を 行った。 

同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て アブー •フライ ラからの 伝聞と して アブ ドル •ラフ マー 
ン •アア ラジに よって 伝えられ ている。 

アブー •ラー フイ ウは 次のように 伝えて いる 

私は アブー •フライ ラと一緒に 夜の 礼拝を 巧った。 

その 時 彼は 「大空が 裂けて 割れる 時」 章を よみ、 その 読誦 中に 平伏した。 

そこで 私は 彼に じの 平伏 礼は一体 何です か」 と 尋ねた。 

すると 彼は こういった。 

「その 章の 読誦 中 アブー •力ーシム 觸言 まの 別名） の 背後で 私は 平伏 ネぶ 行いました。 
よって この 章を よむ 際には ま 世で 彼に 出会う まで 私は 平伏しつ づける ことで しよう」 

また 別 伝承では 「私 も その 際には 平伏 礼を 続けます」 とお えられて いる。 

この ハディー スは タイ ミーに よっても 別の 伝承を 経路を 経て 伝えられ ている。 

しかし ここでは" アブー •力ーシムの 背後で …… "の一節は 言及され てはいない。 

アブー •ラー フィ ウは 次のように 伝えて いる 

私は 「大空が 裂けて 割れる 時」 章を 読誦 中に アブー フライ ラが 平伏 ネぶ する 巧を 見た。 
そこで 私は 彼に 「あなたは その 章の 読誦 中に 平伏 ネぶ する のです か」 と 尋ねた。 

すると 彼は 次のように 語った。 

「はい、 私は 最高の 友が この 章を 読誦 中に 平伏す る 巧を 見ました。 



だから 私は 来世で 彼に 出会う まで この 章の 読誦 中は 平伏 礼を し 続けます」 

ところで 伝承を の一人 シュウ バ が‘ 最高の 友とは 預言を のこと です か" と 尋ねた。 
すると 彼 （シュウ バ にこの ハディー スを 伝えた 伝承を は" はい、 そうです" と 答えた。 



礼拝 中の 正座 礼の 姿勢と 両手を 両 太股の 上に いかに 置く かにつ いて 


アブ ドッ ラー •ビン •ズバイルは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 礼 巧で 座りの 姿勢を とった 時 左足 先を (右の） 太股と 腔の 間に おき、 右 
の 足 先を 伸ばして 横座りした。 

そして 左手を 左 膝の 上に 置きち 手を 右の 太股の 上に 置き、 ち 手の 人差し指を 上げた。 


アブ ドツ ラー •ビン •ズバイルは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は ネ斤 りの ため 座りの 姿勢を とった 時 右手を ちの 太股の 上に 置き 左手を 左 
の 太股の 上に 置いた。 

そして (ちの） 人差し指を 上げ 親指を 中指の 上に 置き、 左手の 掌で 膝を 覆った。 

イブ ン •ウマルは 次のように 伝えて いる 

預言者は 礼拝 中の 証言 礼の ために 座った 時 両手を 両 膝の 上に 置き、 親指に 続 〈ちの 人 
差し 指を 上げた 姿勢け 申の 唯一性を 象徴) でネ 斤った。 

そして 左手は 左 膝の 上に 伸ばして いた。 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 証言 礼の ために 座った 時 左手を 左 膝の 上に ち 手を 右 膝の 上に 置き、 

53 の お (を） に 指で 輪を 作り、 人差し指は 上げて いた。 

(を) よ 〈わからな いが 次の ような 解釈 も 考えられる。 

アラブは 指で 数を 数える 時に 古 〈は 開いた 指を一本一本 倒しな、 ったと しづ。 

この 論法で ゆく と 左手は 握り しめてい るから 五十と なりち 手は 人差し指を 立てる と 親指 も 
自然と 立つ ので； となり、 計 53 となる 

アリーゼン •アブ ドル •ラフ マー ン •ム アー ウィーは 次のように 伝えて いる 

アブ ドツ ラーゼン •ウマルは 化が 礼拝 中に ル 石で 遊んで いる 姿を みた 力 《 、礼拝が 終わっ 
た 時に 彼は 私が している ことを 禁じて 次のように いった。 

「アツ ラーの 使徒が 常 日 頃 行って いたよう にしなさい」 

そこで 化は 尋ねた。 

「アツ ラーの 使徒は どのように していた のでし け か」 

す ると 彼は こういった。 

「彼は 礼拝 中の 記 言 礼の ために 座った 時、 ち 手の 掌を 右 膝の 上に 置き、 指を 握りし め、 親 
指に つづく 人差し指 だけは 上げ、一 方 左手の 掌は 左 膝の 上に 置いて いた」 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えられ ている。 



礼拝を 終える 際の タス リーム (左右の 挨搂 儀礼 (を)） とその 方法 

(をに の 時 次のように 唱える" 貴方の 上に 平を がそして アッ ラーの 慈悲が あります よ 
ぅピ’ 

アブ— •マ アマ ルは 次のように 伝えて いる 

マッカの 或る アミールが （左ち の） 二回の 挨搂 礼を 行った。 

そこで アブ ドッ ラー •ビン •マ スウー ドが 尋ねた。 

「どこで その スン ナ頒言 まの 慣行) を 得ました か」 

すると 彼は ハ カムが 彼の ハディー スの 中で 次のように 語って いると 答えた。 

「アッ ラーの 使徒は かつて そのよう に 行って いた」 

アブ ドッ ラー •ビン •マ スウードは 次のように 伝えて いる 
或る時 シュウ バが 次のように 御 こいった。 

け ミール もし 〈は 或る 男が 二回 お 楼ネぶ 行った」 

す ると アブ ドッ ラーはこう いった。 

「彼 （その 男） は どこで その スン ナを 得た のだろう か」 

アー ミル •ビン •サアドは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私は アッ ラーの 使徒が 彼の 頼の 白 さが 見える 程度に ちを 向いて 挨搂 礼を 行いつ いで 左を 
向いて 挨搂ネ ぶ 行った ところを 見た。 



礼 巧 後の ズィ クル 刷の み 名を 反復す る唱 念） について 


イブ ン •ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 

お 達は アツ ラーの 使徒が 礼拝を 完了した ことを タク ビー ルヴツ ラーは 偉大な りと 唱える こ 
と） によって がった ものでした。 

イブ ン •ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 

私達は アツ ラーの 使徒が 礼拝を 完了した ことを タク ビー ルレ a 外に よっては 知り 得なかった。 
ところで アム ル ゼン •ディー ナー ルは こういった。 

私が アブー •マ アバ ドに 向かって そのこと について 言及した 時 彼は それを 否定し で‘ 私は 
あなたに それを 伝えて いない" といった。 

しかし アム ルは" な 前に 彼 ヴブー •マ アバの が 確かに そのこと を おヴム ル） に 伝えた" と 
し、 つた （を）。 

(を) アム ル ゼン •デイー ナー ルの ちが アブー マ アバ ドより 信頼に 足る と ハディー ス 学者 
によって 考えられ ている 


イブ ン •ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 

義務の 礼拝の 後に ズィ クルの 声を一段と 高 〈する ことが 預言 まの 生 渥の 習わしでした。 
それで 化は その 声を 聞く 時に 人々 が 礼拝を 完了した ことを がった ものでした。 



墓 中の 責 苦からの 加護を 求める ことが 望ましし にと 

ア ー"^ r シヤは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒が 私の 部屋に 入って きたが その 時 私と一緒に一人の ユダヤの 女が いて 
「あなた 方は お 墓の 中で 試練を 受ける ことに 気がつい ています か」 といった。 

それを 聞いた アツ ラーの 使 おは 体を 震わせながら こういった。 

「確かに ユダヤ人 のみが 試練を 受ける だろう」 

さて ア ー "^ r シヤ はさら につ づけて 次のように 語った。 

それから 私達は 数 夜を 過した。 

そして アツ ラーの 使徒は 私に 次のように いった。 

「あなた 達 仏 スリム) も 墓 中で 試練を 受ける だろうと しづこと が 私に 啓示され た 力 《 、お前は 
そのこと に 気が付いて いるか」 

アー イシ ヤは さらにこう 伝えて いる。 

"その後 私は アツ ラーの 使徒が 墓 中の 責 ちからの 加護を 求めて 析る 声を 聞きました" 
アブー •フライ ラは 伝えて いる 

その 啓示の あった 後 私は アツ ラーの 使徒が 墓 中の 苦痛からの 加護を 求めて 析る 声を 聞 
いた。 

マ r シヤは 次のように 伝えて いる 

マディー ナに 住む ユダヤ人の 二人の 老女が 私の 家に 入って きて 「真の かこいる 人々 （死 
者） は 墓 中で も責 ちに 会う だろう」 といった。 

しかし 私は 彼女 等 二人の 言葉を 信じなかった。 

私は 二人が 正しし にと を いってい るとは 思いた 〈なかった。 

さて 二人は 出て 行った が アツ ラーの 使を が 代って 化の 部屋に 入って 来た。 

そこで 私は 彼に いった。 

「アツ ラーの 使徒 様、 マディーナに 住む ユダヤ人の 二人の 老女が 私の 巧に やって来て 墓 
の 中に いる 人々 は 己れ の 墓の 中で 責 ちを 負う だろうと ち 張し ました」 

すると 預言 まは こういった。 

「その 二人は 真実を 語った の だ、 彼等 墓 中の 人々 は責 苦を 負い 動物で さえ その （うめき） 
声を 耳に する 程です」 

後に ア ー ^^ r シャは 次のように 語った。 

「私は その後 預言 まが 礼拝 中に 墓 中の 責 ちからの 加護を 求めて がる 姿を 必ず 見ました」 
この ハ ディ ー スはア ー イシ ヤ からの イ石 聞と して マス ル ー ク によって 語られて いる。 

その 中で 彼女は こう 語って いる。 

「彼觸 言 おは その後 礼拝 中に 墓 中の 責 ちからの 加護を 必ず 求めな なした」 



その他 礼拝 中に 加護を 求めるべき こと 


マ ー"^ r シャは 次のように 伝えて いる 

私は アッ ラーの 使徒が 礼拝 中に ダッジ ャール (偽 救世主は）） の 試練からの 加護を 求め 
る 声を 聞きました。 

(を) 宗教 的 詐欺師で 30 人 現われる とされて いる。 

キリスト教では アン テイク リストに 相当す る。 

最大の 偽 救世主は 終末に 現われる 最後の 詐欺師と されて いる 

アブー •フライ ラは アッ ラーの 使徒の 言葉を 次のように 伝えて いる 

誰でも 礼拝に おいて 証言 礼を 唱える 時は アッ ラーにな 下の 四つの ち 難からの 加護を 求め 
て 次のようにい いなさい。 

「おお アッ ラー、 げに 私は あなたに 地獄の 責 ちから、 また 墓 中の 責 ちから、 また 生と 死の 
試練から、 また 偽 救世ち の 試練の 邪悪からの ご 加護を 求めます」 

預言者の 妻の アー イシ ャは 伝えて いる 

預言者は 礼拝に おいて 常に 次のようにが 願し なが。 

「おお アッ ラー、 げに 私は あなたに 墓 中の 責 苦から、 偽 救世ち の 試練からの ご 加護を ホ 
めます。 

また 生と 死の 試練からの ご 加護を 求めます。 

おお アッ ラー、 宗教 上の 罪と 負債からの ご 加護を 求めます」 

さらに ア ー"^ r シャは 次のように 伝えて いる。 

ある 男が 預言を にこう 尋ねた。 

「アッ ラーの 使を よ、 どうして あなたは そう しばしば 負債からの ご 加護を 求める のです か」 
すると 預言 まは こう 答えた。 

「もし 人が 負債を 負う と、 応 々にして 話を すれば 嘘を つかざる を 得な 〈なり 約 まを しても 破 
ら ざるを 得なくなる からです」 

アブー •フライ ラは アッ ラーの 使徒の 言葉を 次のように 伝えて いる 

「誰でも 最後の 記 言 礼を 終えた 時には 次の 四つの 救る を アツ ラーに 求めなさい。 

それらは 地獄の 責 ちと 墓 中の 責 苦と 生と 死の 試練と 偽 救世主の 邪悪です」 

この ハディー スは 同一伝承を 経路を 経て アウ ザーウイーによって 伝えられ ている。 

しかし 彼は" 誰でも 記 言ネぶ 終えた 時" と 伝え" 最後の （記 言 礼）" とは 伝えて いか、。 


アブー •フライ ラは 伝えて し、 る 



アツ ラーの 使徒は 次のように いった。 

「おお アツ ラー、 げに 私は 墓 中の 責 ち、 地獄の 業火の 責 ち、 生と 死の 試練、 偽 救世主の 
邪悪からの ご 加護を 請い 願います」 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉と して 次のように 伝えて いる 
「アツ ラーの （地獄の） 処罰から アツ ラーにご 加護を 求めな み、。 

墓 中の 責 苦から アツ ラーにご 加護を ホめ よ、 偽 救世ち の 試練から アツ ラーの ご 加護を 求 
めよ、 生と 死の 試練から アツ ラーにご 加護を 求めな みり 
同様の ハ ディースが 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えられ ている。 

同様の ハディー スが別 伝承で も 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

預言 まは 墓 中の 責 苦から また 地獄での 責 苦から また 偽 救世主の 試練からの 加護を 求め 
る ことを 常と していた。 

イブ ン •ア ツバー スは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は クル アーン の一章を 教える ようにな 下の ドアー (祈願の 言葉） を 彼等に 
教えた ものでした。 

そこで 彼は 次のように 唱えなさい といって います。 

「 おお アツ ラー、 私達は 地獄の 責 ちから あなたに ご 加護を ホめ ます。 

また 化は 墓 中の 責 ちから あなたに ご 加護を 求めます。 

また 私は 偽 救世主の 試練から あなたに ご 加護を 求めます。 

また 化は 生と 死の 試練から あなたに ご 加護を 求めます」 

ムス リム ゼン •ハツ ジャー ジュは 次の 話を 聞いた として 伝えて いる。 

夕ーウ ースは 彼の 息子に" おまえは 礼拝 中に この 祈願 文 （ドアー) を 唱えた か" と 尋ねた。 
すると 息子は" いいえ" と 答えた。 

すると 夕ー ウース は" おまえの 礼拝を やりなおしなさい ほ）" といった。 

さて 夕ー ウース はこの ハディー ス もし 〈は 同一内容の ハディー ス を； 人 もしくは 四 人の 伝 
承 まを 通じて 伝えて いる。 

(をに の ドアーを 唱える ことは 決して 義務では ない がその 重要性に 鑑みて 教育的 立場 か 
ら やり直しを 命じた 



礼拝 後の ズィ クル 刷の み 名を 反復す る唱 念) が 好ましし にと、 及び ズィ クル 
の 仕方に ついて 

サウ バーンは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 礼拝を 終えた 時 アツ ラーに 兰回赦 しを 請い、 そして 次のように いった。 
「おお アツ ラー、 あなたは 平安で あり、 平安は あなたから やってくる、 あなたは 栄光と 栄誉 
の 主として 自ら 尊 〈おわし ます J 
ところで ワリー ドは 次のように 伝えて いる。 

私は アウ ザーウィ ーに" どのよう にして 赦 しを 請う のです か" と 尋ねた。 

すると 彼が‘ あなたは 次のように 唱えます" とこう 云った。 

"私は アツ ラーに 赦 しを 請います。 化は アツ ラーに 赦 しを 請います" 

ア ー"^ r シャは 次のように 伝えて いる 

預言者は お 搂ネぶ 終える と ただちに 座った まま 次の 祈願 文を 唱えた。 

「おお アツ ラー、 あなたは 平まで あり、 平安は あなたから やって 〈る。 

あなたは 自ら 尊く ありま 光と 栄誉の ちで ある」 

ところで イブ ン •ヌ マイルの 伝承で が‘ おお 栄光と 栄誉の 主よ" と ある。 

同様の ハディー スは 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えら ている。 

ただし ここでは" おお 栄光と 名誉の 主よ" とおえ ている。 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経て おえられ ている。 

し 力ん ここでは 預言を が‘ おお 栄光と 栄誉の ちよ" といって いたと ある。 

ムギー ラ ゼン •シュ かく (を） は ムアー ウィ ヤ （ウ マイヤ 朝の カリスに 次のように 書いた 
アツ ラーの 使徒は 挨搂 礼を 終え 礼拝を 終えた 時 次のように 唱えた。 

「アツ ラーな 外に ネ申 はなし アツ ラーは 独一まで あり、 彼には いかなる 同位 者 もな し、 大権 
は 彼のみ にあり、 讀 ま 辛は 彼に のみ 帰され、 彼は 全ての ことに 全能で ある。 

おお アツ ラー、 あなたの ちえた ものを 禁じる をはな 〈、 また あなたが 禁じた ものを 与える を 
はない。 

そして、 あなたの 元では 資産家の 富 も 何の 役に もたたない」 

(を) 彼は ムアー ウィ ヤ によって クー ファの 知事に 任命され ていた 
同様の ハディー スがム ギーラ ゼン •シュウ バ によって 別の 伝承を 経路を 経て 伝えられ ている。 
ただし アブー •バ クルと アブー •クライブは 二人の 伝承の 中で ワツ ラード' (ム ギー ラの 解放 奴隸け 《 
次のように 報告した と 語って いる。 



ムギー ラは 私 （ワツ ラード） にこの ハディー スの 原文を 口述筆記 させ、 私は それを ムアー ウィ ヤに宛 
てて 書いた。 

ムギー ラ ゼン • シュウ バの 解放 奴 隸ワツ ラードは 次のように 伝えて いる 

ムギー ラは ムアー ウィ ヤに 次のように 書いた （ワツ ラードが ムギー ラに 代って その 手紙を 
書いた の だが）。 

私は アツ ラーの 使徒が お楼 礼を 終えた 時、 前述の 二人が 伝えた ハ ディースと 同様の ハ デ 
ィ ー スを 聞いた。 

しかし ここでは 彼が‘ 彼ヴツ ラー) は 全ての ことに 全能で ある" と しづ一節には 言及し なか 
っ た。 

ムギー ラ ゼン •シュウ バの 書記 ワツ ラードは 次のように 伝えて いる 

ムア ー ウィ ヤは 前述の ハディ ー スと同 内容の ハディ ー ス をムギ ー ラに 書いた。 

ムギー ラ ゼン •シュウ バは 、次のように 伝えて いる 

ムアー ウィ ヤは ムギー ラに" アツ ラーの 使徒から あなたが 聞いた ことは 何でも 私に 書きな 
さい" と 書き送った。 

そこで ムギー ラは ムアー ウィ ヤに 次のように 書いた。 

私は アツ ラーの 使徒が 礼拝を 終えた 時 次のように 唱えて いた 言葉を 聞いた。 

「アツ ラーな 外に 神は なし アツ ラーは 独一まで あり、 彼には しけ々 る 同位を もな し 大権 
は 彼に のみ あり、 讀 ま 辛は 彼に のみ 帰され、 彼は 全ての ことに 全能で ある。 

おお アツ ラー、 あなたが ちえた ものを 禁じる をはな 〈、 あなたが 禁じた ものを ちえる を もな 
い。 

そして あなたの もとでは 資産家の 富 も 何の 役に も 立たない」 

アブー ■ズバイルは 次のように 伝えて いる 

イブ ンベ バイ ルは を 礼拝の 挨楼 礼の 後で 次の ような 言葉を 唱えて いた ほ）。 

「アツ ラーな 外に 神は なし アツ ラーは 独一まで あり、 彼には しけ々 る 同位を もな し 大権 
は 彼に のみ あり、 讀 ま 辛は 彼に のみ 帰され、 彼は 全ての ことに 全能で ある。 

しけ、 なる 権能 も 力 も アツ ラーによる ことなしには 存在せ ず、 アツ ラーなかに 神は なし、 われ 
らは アツ ラーのみを 崇拝し み 恵みは 彼のみ が 持つ、 美徳は 彼に のみ 帰す、 またす ばらし 
き 讚 ま 辛は 彼に のみ ある。 

アツ ラーな 外に ネ申 はなし われらは 彼に のみ 信む の 誠を つ 〈す、 たとえ 無 信仰を たちが 

(どんか こ） そのこと を 嫌った としてむ 

さて 伝承 者ヴ ブー •ズバイル） はさら に 次のように 伝えた。 

アツ ラーの 使徒は を 義務の 礼拝の 直後に 前記の 言葉を 声高に 唱えた ものでした。 



(を) アブー ズバイルと イブ ン •ズバイルび ブドッ ラー) との 間には 特に 親子関係は ない。 
前を は 解放 巧隸の 出身 


解放 奴隸の アブー •ズバイルは 次のように 伝えて いる 

アブ ドツ ラーゼン •ズバイルは イブ ン •ヌ マイルが 伝えた ハディー スの如 〈を 礼拝の 直後に 
"アツ ラーの 他に ネ申 なし" と 唱えて いた。 

彼は それを ハディー スの 最後の 段で 伝えた。 

それから また イブ ン •ズバイルは 次のように 語って いる。 

アツ ラーの 使徒は を 礼拝の 直後に" アツ ラーの 他に ネ申 なし" と 声高に 唱えて いた。 

アブー ■ズバイルは 次のように 伝えて いる 

私は アブ ドツ ラーゼン •ズ バんレ （おが 説教 壇上で 人々 に 向かって 説教して 次のように 
語って いる 言葉を 聞いた。 

アツ ラーの 使徒は 義務の 礼拝 もし 〈は その他の 礼拝の 最後の 挨搂 礼を 終えた 後 前記 ハ 
ディー スを 述べた ものでした。 

(を) 彼の 母は 預言者の 妻アー イシ ャの 姉ア スマー ウ である。 

また 彼は マディーナヘの 移住 ま 達の 間で 最初に 生れた 子供だった 

アブー ズバイル •マッキー (解放 奴隸） は 次のように 伝えて いる 

彼は アブ ドッ ラーゼンべ バイ ルが 礼拝の 最後の 挨搂 礼を 終えた 後に 前記の 二人の ハ 
ディースの 如き 文 言を 唱えて いる 声を 聞いた。 

しかし 彼は また アツ ラーの 使 巧から それを 直ち 聞き及んで 伝えて いると も 語った。 


アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる にれ は クタ イバの 伝えた ハディー ス でも ある） 

移住 ま 達の 中で 貧しい 人達が アツ ラーの 使 おの もとへ やって まてこう いった。 

「資産を 達は 既に 最高の 地位と 天国での 久遠の 至福と を 占めて しまって いる」 

すると 預言 まは 尋ねて いった。 

「それは どう しづ 意味です か」 

そこで 彼らは 次のように 説明した。 

「彼ら 資産を 達は 化 達が 礼拝す る ごとく 礼拝し 私達が が 食す る ごとく 断食し T しなす。 
その上 彼らは 施しを します。 然し 私達は 施す 余裕が ありません。 

彼らは 奴隸を 解放し ますが 化 達は 奴隸を 解放し ません」 

そこで アツ ラーの 使徒は こういった。 

「私は あなた 方に 対して あなたち に 先行した 人達に 追いつき、 あなた 方の 後から まるを に 
は 先んじる ことができる すべを 教えた ではありません か。 



あなた 方が 行った 行為と 同じ 行為を 行った まを 除いて あなたち に 優る をは 誰一人と して 
いないではありません か」 

そこで 彼等は 「はし、、 確かに、 アツ ラーの 使徒 様」 といった がさら に 預言を はこう いった。 
「あなた 方は 各 礼挥の 直後に アツ ラーのま 光を たたえ、 アツ ラーは 偉大な りと 唱え、 33 回 
アツ ラーを 讚美し なみり 

ところで アブー ■サー リフは 次のように 伝えて いる。 

移住者 達の 中で 貧しい 者 達 カヴツ ラーの 使 おの もとに 戻って 来て こういった。 

「私達の 兄弟の 資産家の 人々 は 化 達が 行った ことを 聞き それと 同じ 行なを しました」 
そこで アツ ラーの 使徒は こういった。 

「これは アツ ラーの 恩寵で あり、 アツ ラーは それを みむの ままに 嘉し 給える をに 与え 給う」 
ところで ス マイヤは 次のように 語った。 

「私は 家族の 何人 かに この ハディー スを 伝えた」 

すると 家族の一人が‘ あなたは 思いち がいして いる" といって 預言を の 言葉を 次のように 
伝えた。 

「あなたは 33 回 アツ ラーのま 光を たたえ 33 回 アツ ラーを 讚美し そして アツ ラーは 偉大な り 
と 33 回 唱えなさい」 

そこで 私は アブー •サ ーリフ のと ころへ 戻り 彼に 事の 次第を 伝えた。 

すると 彼は 私の 手を とり 次のように 云った。 

「アツ ラーは 偉大な り、 アツ ラーのま ホに たたえ あれ、 称 讚は アツ ラーにの み、 アツ ラーは 
偉大な り、 アツ ラーのま 光に たたえ あれ、 称 讚は アツ ラーにの み …… 」 

こうして 彼は それら すべてを の 回 唱えつ づけた。 

ところで イブ ン •アジ ユラー ンは 次のように 語って いる。 

私は この ハ ディー スを ラジャー ウ •ビン •ハ イワに 語った。 

すると 彼は それと 同様の ハディー スを 預言を、 アブー フライ ラ、 アブー サー リフの 伝承 
順序で 私に 伝えた。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒から 聞いた として 次のように 伝えて いる 
人々 （移住を のうち 貧しい 人が はこう いった。 

「アツ ラーの 使徒よ、 資産家 達は 最高の 地位と 天国での 久遠の 至福を 占めて います」 

さて 残りの ハディー スは ライスからの 伝聞と して クタ イバが 伝えた ものと 同じで ある。 

しかし 彼は アブー •フライ ラの 伝える ハディー スの 末尾に アブー •サー リフの 言葉を 挿入し 
た。 

それは" それから 移住を 達のう ちの 貧しい 人々 は 戻って きた" な 下の一節 である。 

また 彼は 次の 部分を 付加した。 

「ス ハイルは いっている、 11 回ず つ 唱えて 全てを 合わせる と 33 回になる （を）」 



(お例え ば" アツ ラーは 偉大な り、 アツ ラーのま 光に 讚え あれ、 称 讚は アツ ラーにの み" と 
いう一連の 言葉を 11 回 唱えれば 計 33 回 アツ ラーを 讚え たこと になる 意 

カ アブ ゼン •ウ ジュラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 
「礼拝の 直後に 唱える 言葉が ある。 

それを 唱える 者 または 行う まは みして 失望す る ことは か、 

その 言葉は" アツ ラーに ま 光 あれ" を 33 回、 "アツ ラーに 讚え あれ" をの 回、 "アツ ラーは 偉 
大 なり" を 34 回 唱える ことで ある」 

カ アブ •ビン •ウ ジュラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 
「礼拝の 直後に 唱える 言葉 仏 アツ キバ ート) が ある。 

それむ づ ままた は それを 行う 者は 決して 失望す る ことは ない。 

それは" アツ ラーに ま 光 あれ" を 33 回、 "アツ ラーに 讚え あがぶ 33 回、 "アツ ラーは 偉大な 
り" を 34 回 各 礼拝の 後に つづいて 唱える ことで ある」 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経て ハ カムに よって 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「各 礼拝の 最後に" アツ ラーに 栄光 あれ" と 33 回 唱え、 また" アツ ラーに 讚え あが’ と 33 回 
唱え、 "アツ ラーは 偉大な り" と 33 回 唱えて 全て 合わせて 99 回を 唱え、 その上" アツ ラーの 
化に 神な し アツ ラーは 独一者な り、 彼に 同位を な 〈、 大権は 彼に のみ あり、 讚辞は 彼の 
みに 帰され、 彼は 全てに 全能で ある" と しづ 言葉を 加えて 100 回と なすを は 誰で あれ、 そ 
のまの 宗教 上の 罪は、 たとえ それが 波立つ あのを のように をな も 全て 赦 される だろう 
。主)」 

(を にれ らの赦 される 罪は 当然 大罪で な 〈ル 罪で ある 
この ハディー スは 別の 伝を を 経路を 経て アブー •フライ ラに よって 伝えられ ている。 



礼拝 開始の タク ビー ルと それに つづく クル アーン 読誦との 間に 唱え 

られる 言葉 


アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 礼拝を 始める にあたって タク ビールを 唱え 次の クル アーン の 朗誦に 入 
る 前にし ばら 〈間を とってな 熟して いた ものだった。 

そこで 私は 彼に 次のように 尋ねた。 

けツ ラーの 使徒よ、 私の 父母に も 代え 難い おちよ、 タク ビー ルと クル アーン 朗誦の 間の 
な默 時に あなたは 何を いっている のか 私に お教え 下さい」 

すると 彼は 次のように 念じて いると 答えた。 

「おお アツ ラー、 あなたが 西と まを 原て たように、 私と 私の 数々 の 罪を お 幅て 下さい。 

おお アツ ラー、 白い ホが ミちれ から 清められる ように 私を 数々 の 罪から お浄め 下み、。 

おお アツ ラー、 水と 氷と 雷な） でもって 私から 数々 の 罪を 洗い 落して 下み^ 

(を) アラビアでは 雪は 降らない が 看は 時々 降る ことがある 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経ても 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 第二 回目 の 屈 身 礼から 身を 起す 際に ただちにけ ツ ラーに 讚え あれ、 万 
世の 主 …… 」 （開扉 章) を 朗唱し その 間にな 熟する ことはなかった。 

アナスは 次のように 伝えて いる 

— 人の 男が 息せ き 切って やってきて 礼拝の 列に 加わり、 次のように いった。 

「アツ ラーに 称 讚 あれ、 を 〈の 称 讚が、 み 恵みと ネ兄 福が あれ かし」 

それから アツ ラーの 使徒が 礼拝を 終えた 時 彼は 次のように 尋ねた。 

「そのような 言葉を 誰が いったので すか」 

ところが 人々 は 黙った ままで したので 彼は ちび 尋ねて こういった。 

「誰が いったの です 力、。 その 者は 決して 悪い ことを 口にした わけでは ありません」 
そこで一人の 男が 次のように いった。 

「私は 遅れて やって 参り ましたが 息が ちし 〈てつい そのよう にいい ました」 

すると 預言 まは こう 申された。 

「私は 12 人の 天使 達が その 言葉を 誰 カヴッ ラーのみ もとに 伝える かで ホ 目 互に 競って いる 
様子を 見ました」 


イブ ン •ウマルは 次のように •(云えて いる 



私達 カヴツ ラーの 使徒と一緒に 礼拝を 捧げて いる 最中に 誰かが 次のように いった。 

けツ ラーは 真に 偉大な り、 アツ ラーに 絶大なる 称 讚 あれ、 朝な 夕な に アツ ラーに 讚美 あれ 
かし」 

そこで アツ ラーの 使徒は こういった。 

「しかじかの 言葉を 唱えた 者は 誰です か」 

すると 人々 の 中の 叫 人が こういい ましたい 

「私です。 アツ ラーの 使徒 様 J 

そこで アツ ラーの 使徒は こう 申されました。 

「私は 驚きました。 天国の 門が そのために 開かれた のです から」 さて イブ ン •ウマルは 次の 
ように 語った。 

「私は アツ ラーの 使徒の □からこの 言葉を 聞いた 時な ま (前述の） 讚美の 言葉を 唱え つづ 
けて います」 



礼拝は 厳肃に 平静に 行う ことが 好ましし にと、 あわただしく 行う ことは 禁じら 
れ ている こと 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「礼拝 開始 直前の 呼びかけ (イカーマ） が 詠唱され た 時で も あなたは 礼拝に 急いで 走って 
まては いけません。 

平静に 歩いて まなさい。 

そして 間に合った 部分を まず 礼拝し やり 過した 部分は 後で 完了 させな み M 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと 伝えて いる 

「礼拝 開始 直前の 呼びかけが 詠誦され た 時で も 礼拝に 急いで 走って まては いけません。 
平静に 歩いて まなさい。 

そして 間に合った 部分を まず 礼拝し やり 過した 部分は 後で 完了 させな み、 

なぜならば 誰でも 礼拝に 赴こうと 決めた 時 その 時から 彼は 実質的に 礼拝 中で あるの だか 
ら です J 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒から 聞いた た 〈さんの ハディー ス のうち その一つを 次のように 伝 
えてい る 

「礼拝の 呼びかけが あった 時、 あなた 方は 礼拝に 急いで 走って 来て はいけ ません。 
平静に 歩いて まなさい。 

そして 間に合った 部分を まず 礼拝し やり 過した 部分は 後で 完了 させな みり 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「礼拝 開始 直前の 呼びかけが 詠唱され た 時、 誰でも 礼拝に 走って まては いけません。 
静かに 落ち着いて まなさい。 

そして 間に合った 部分を 礼拝し、 追いついた 時点で イマー ムが あなたに 先行して いた 部 
分は 後で 完了 させなさい」 

アブ ドツ ラーゼン •アブー •カターダは 彼の 父親からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私達 カヴツ ラーの 使 巧と一緒に 礼拝し な、 る 最中に 預言を は （後方で 起こった) 騒ぎを 耳 
にしました。 

そこで 彼は 礼拝が 終った 時 「何事です か」 と 尋ねた。 

すると 彼等は 次のようにい いました。 

「私達は 礼拝へ 急いで かけつけた もので」 

すると 預言 まは こういい ました。 

「そのような ことを しては いけません。 



礼拝に 来る 時は 静かに まる ものです。 

そして 間に合った 部分を まず 礼拝し 間に合わなかった 部分は 後で 完了 すれば お W で 
す」 

同様の ハディー スが 同一伝承 ま 経路を 経て シャイ バーン によって 伝えられ ている。 



いつ 人々 は 礼拝の ために 立ち上がるべき か 


アブー •カターダは アツ ラーの 使徒 力 化、 ったと して 次のように 伝えて いる 

「礼拝 直前の 呼びかけが 詠唱され た 時、 あなた 方は 化を 見る までは 立ち上がって はなり 
ません」 

ところで 伝承を の一人 イブ ン •ハーテムが‘ 礼キ丰 直前の 呼びかけが 詠唱され た 時" か、 或 
いが‘ 礼拝への 呼びかけが あった が' かの どちら かの 表現で あると 伝えて いる。 

アブー •カターダが 父からの 伝聞と して 伝えた 別の 伝承では それが‘ 確かに 私 (預言 まけ 《 出 てま 
たと ころを 見る までは" と ある。 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

礼拝 直前の 呼び掛けが 詠唱され、 そこで 私達は 立ち上がり アツ ラーの 使 おが 化 達のと こ 
ろへ やって まる 前に 列を 整え （待って い） た。 

そこへ アツ ラーの 使徒が やって来た。 

そして 最初の タク ビー ルを 唱える 前に 彼の イマー ム としての 礼挥の 場所に 立った 時 彼は 
(急に) 何 かを 思い出した、 そこで 彼は" あなた 方は その 場に そのままに" といいながら 立 
ち 去った。 

それで 私達は 立った まま 彼が やって 〈るまで そのまま 待ちつ づけた。 

その 間 彼は 確かに 身体を 洗って いたが （出て 来た 時には) 彼の 頭からは しずくが 垂れて い 
た。 

それから 彼は タク ビールを 行い 私達を 先導して 礼拝した。 

アブー ■サラマは アブー •フライ ラからの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
礼拝 直前の 呼びかけが 詠唱され、 人々 は 列を 整えて 並んだ。 

そして アツ ラーの 使徒が 出て きて イマー ム としての 彼の 礼拝の 場所に 立った。 

それから 彼は 手で" あなたち の 場所に そのまま いるよう に" と 彼等に 合図を した。 

そして 彼は 出て し、 ったが その 間 確かに 身体を 洗って いたので (戻って また 時には） 彼の 頭 
力、 ら はしず 〈が 垂れて いた。 

それから 彼は 化 達を 先導して 礼拝を 行った。 

アブー ■サラマは アブー •フライ ラからの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

礼拝 直前の 呼びかけが アツ ラーの 使を のために 詠唱され た 時、 預言を が 彼の 場所に 立 
つな 前に 人々 は 列を 整えて 並んだ。 

ジャー ビル ゼン •サム ラは 伝えて いる 



ビラールは 太陽が 西に 傾いた 時、 ア ザーンを 詠唱した が 預言を が 出て くるまでは 礼拝 直 
前の 呼びかけは 詠唱し なかった (を）。 

(を) つまり ビラールは 預言 まが 出て 来て 彼の 姿を 見た 時 はじめて 礼拝 直前の 呼びかけ 
を 詠唱した 



礼 巧 中の 屈 身 礼に 間に合った をは 確かに その 礼拝に 間に合った ことになる 

アブー •フライ ラは 預言者が 次のように いったと して 伝えて いる 

「礼拝 中の 屈 身 礼に 間に合った をは 確かに その 集団 礼拝に 間に合った ことになる」 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「イマー ム と一緒に 行われる 礼拝 中の 屈 身 礼に 間に合った をは 確かに その 礼拝に 間に 
合った ことになる」 

アブー •フライ ラは 別の 伝承を 経路を 経て 同様の ハディー スを 伝えて いる。 

しかし ここでは" イマー ム と一緒に" と しづ 語句は もえて いない。 

また 伝承 まの一人 かく イド ツ ラーが 伝えた ハディー ス でが‘ 彼は 確かに 礼拝の 全てに 間に合った" 
と ある。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「太陽が 昇る 前 （に 行う）、 日の出 前の 礼拝で、 その 屈 身 礼の一つに 間に合った まは、 確 
かに 日の出 前の 礼拝に 間に合った ことになる （注） 

また 太陽が なむ 前の 午後の 礼拝で、 その 屈 身 礼の一つに 間に合った まは、 確かに 午後 
の 礼拝に 間に合った ことになる」 

(を） 日の出、 天 中、 日 お 時の 太陽 運行に 伴う 兰 時点に おける 礼拝は 太陽 崇拝に 通じる と 
して 禁じられた 力 《 、これは それ lil 前の ハディー ス だろう 
同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経て おえられ ている。 

マ r シャは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「太陽が なむ 前 （に 行う）、 午後の 礼拝で、 その 平伏 礼の一つに 間に合った を、 もし 〈は 太 
陽が 昇る 前 （に 行う）、 日の出 前の 礼拝で、 その 平伏 礼の一つに 間に合った をは、 確かに 
それらの 礼拝に 間に合った ことになる」 

ところで 平伏 礼とは ここでは 屈 身 礼を 暗に 意味し な^。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「太陽が なむ 前に、 午後の 礼拝の 屈 身 礼の一つに 間に合った ものは、 確かに 間に合った 
ことになる。 

太陽が 昇る 前に、 日の出 前の 礼拝の 屈 身 礼の一つに 間に合った 者は、 確かに 間に合っ 
たこと になる」 

同様の ハディー スがマ アマ ルに よって 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている。 



五つの 義務の 礼拝の 時刻 

イブ ン •シ ハー ブは 次のように 伝えて いる 

ウマル ゼン •アブ ドル •ア ズィー カれ ベ ぶん 午後の 礼拝を 遅らせた。 

そこで ウル ワ ゼン. ズハイルは 航 こいった。 

「天使 ジブリールは 確かに 天下って まて アツ ラーの 使徒を 先導して 礼拝を 行った のでは な 
いです か （を）」 

そこで ウマルは 彼に こういった。 

「かの よ、 あなたは 自分が 何を いってい るか 解っな'^ るので すか」 

そこで 彼は こう 語った。 

私 （ウル ワ） は バシー ル ゼン •アブ ー マ スウードが 次のように 語った 言葉を 聞いて います。 
私 （バ シー ル） は 父び ブー マ スウーの カヴツ ラーの 使徒から 次の ような 言葉を 耳に した 
とし、 ラ ことを ■(云 聞した。 

「天使 ジブ リー ルが 降りて 来て 私觸言 ま) を ホ 導した。 

そこで 私は 彼と一緒に 礼拝した。 

それから 私は 彼と一緒に 礼拝した、 それから 私は 彼と一緒に 礼拝した。 

それから 私は 彼と一緒に 礼拝した、 それから 私は 彼と一緒に 礼拝した」 

と 彼 (預言 おは 指で 五 回の 礼拝を 数えながら いった。 

さて イブ ン •シ ハー ブ はまた 次のように 伝えて いる。 

ウマル ゼン •アブ ドル •アズ ィーズ が 或る日 礼拝を 遅らせた。 

そこへ ウル ワ ゼン •ズバイルが 入って まて 彼 （ウマル） に 次のように 語った。 

ムギー ラ ゼン •シュ かな 《 クー ファ 在任中の 或る日の こと 礼拝を 遅らせた ことがある。 
すると アブー •マ スウード •アンサー リーが 彼 （ム ギー ラ） の耐 こやって 来て 次のように いっ 
た。 

ムギー ラよ、 これは一体 どうした ことです 力、、 あなたは 次の ことを 知らないので すか。 

天使 ジブリールが 降りて きて 礼 巧した。 

それで アツ ラーの 使徒 も 彼と ともに 礼拝した。 

それから また ジブリールが 礼拝し それで 預言を が 礼拝し それから また ジブリールが 礼 
拝し、 それで 預言を が 礼拝し、 それから また ジブリールが 礼拝し それで 預言者が 礼拝し、 
それから また ジブリールが 礼拝し それで 預言を が 礼拝した。 それから 預言者は" このよう 
に 私は 命じられました な）" といった。 

さて ウマルは ウル ワに こういった。 

「ウル ワよ あなたが 語っな、 る ことを よく 考えて みなみ、。 

実に 天使 ジブリールが アツ ラーの 使徒に 礼拝の 時刻を 教えた のでは ないか」 

そこで ウル ワ が‘ そのよう に バンール •ビン •アブー •マ スウード も 父からの 伝聞と して 伝え 
た" といった。 



ウル ワは 預言を の 妻アー イシ ャが 彼に 次のように 語った として 伝えて いる。 

アツ ラーの 使徒は 彼女の 部屋に 曰が かげる 前の 未だ 太陽の 光が そこに 射し 込んで いるう 
ちに 午後の 礼拝を 捧げた ものでした。 

(を) 礼拝の 時刻 もまた ネ 申の 意思に よって 決められた、 礼拝は その 指定され た 時刻 も 含め 
て アツ ラーの 意思に より 命じられた ものの 意 か 

同様の ハ ディースが 別の 伝承を 経路を 経て 次のように 伝えられ ている 

預言 まは 太陽の ホが 私の 部屋に 射し 込んで いる 内に 午後の 礼拝を 行った もので したが 
その 時は まだ 午後の 日影が 長 〈延びて 部屋を 覆う 前であった。 

また 伝承 まの一人 アブー/ け ル （イブ ン • アブー シャイ パ') も 午後の 日 影が 長く 延びて 未 
だ 部屋に 射し 込む 前であった と 記 言し な' る。 

預言者の 妻アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 太陽が 彼女の 部屋を 明るく 照して いる 内に 午後の 礼拝を 行って いた。 
その 時は まだ 午後の 日影が はっきりと 彼女の 部屋にまで 長 〈延びる 前であった。 

アー イシ ャは 次のように 伝えて いる。 

アツ ラーの 使徒は 太陽の 光が おの 部屋に まだ ある 内に 午後の 礼拝を 捧げて しが。 

アブ ドツ ラー •ビン •アム ルは アツ ラーの 預言 まが 次のように いったと して 伝えて いる 

「あなた 方が 日の出 前の 礼拝を 行う 時間帯は、 太陽の ネ刀 光が 現れる までの 時刻で ある。 
それから 昼過ぎの 礼拝を 行う 時間帯は、 午後の 礼拝の 時刻に 入る までの 間で ある。 

また 午後の 礼拝を 行う 時間帯は、 太陽が 黄昏 色に 染まる 時刻まで である。 

また 曰 お 後の 礼拝を 行う 時間帯は、 黄昏の 光が 消えう せて し 辛つ までの 間で ある。 

そして 夜の 礼拝を 行う 時間帯は、 夜半に 至る までの 間で ある」 

アブ ドツ ラーゼン •アム ルは 預言 まが 次のように 語った として 伝えて いる 

「昼過ぎの 礼拝の 時間帯は、 午後の 礼拝の 時刻になる 前までの 間で ある。 

また 午後の 礼拝の 時間帯は、 太陽が 黄昏 色になる 前までの 間で ある。 

また 曰 お 後の 礼拝の 時間帯は、 曰 お 後の 夕焼けが 消え去る までの 間で ある。 

また 夜の 礼 巧の 時間帯は、 夜半に 到る 前までの 間で ある。 

そして 日の出 前の 礼拝の 時間帯は、 太陽が 昇る 前までの 間で ある」 

アブー •バ クル ゼン •アブー •シャイ バと ヤヒヤー •ビン •アブー ヴ カイルは 別の 伝承 者 経路を 経て 
同様の ハディー スを 伝えて いる。 



二人とも シュ かな、 らの 伝聞と して 伝えて いるが シュウ バ はこの ハディー スの 伝承 経路を一度 だ 
け さかのぼって 検討した が 二度までは 調べて いないと いっている。 


アブ ドツ ラー •ビン •アム ルは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「昼過ぎの 礼拝の 時間帯は、 太陽が 天 中を 過ぎた 時から 始まり、 人の 影が 身長と 同じ 長 
さになる 時刻 また つまり 午後の 礼拝の 時刻に 到る 前 また の 間で ある。 

午後の 礼拝の 時間帯は、 太陽が 黄昏 色になる 前までで あり、 曰を 後の 礼拝の 時間帯は、 
日;’ 曼 後の 夕焼けが 消える 間までで あり、 夜の 礼拝の 時間帯は、 真夜中まで である。 

曰の 出前の 礼拝の 時間帯は、 晚が 現れた 時から 太陽が 昇る 前までの 間で ある。 

しかし もし 太陽が 昇って しまったならば 礼拝を 控えな み、。 なぜならば それは 悪魔の 双 角 
の 間から 异 るからで す （を）」 

(を) 太陽 崇拝の 禁止と 関係が あるだろう 

アブ ドツ ラー •ビン •アム ル •ビン •ア ースは 次のように 伝えて いる 
アツ ラーの 使徒は を 礼拝の 時刻に ついて 尋ねられた。 

そこで 彼は 次のように 答えた。 

「日の出 前の 礼拝の 最後の 時刻は、 日の出の 初 光が 現れる 前までで ある。 

そして 昼過ぎの 礼拝の 始まりの 時刻は、 太陽が. 天頂から 傾いた 時からで あり、 その 最 
後の 時刻は、 午後の 礼拝に 到る 前までで ある。 

そして 午後の 礼拝の 最後の 時刻は、 太陽が 黄昏 色と なり その ネ刀 光が なむ 前までで ある。 
そして 日 お 後の 礼拝の 時間帯は、 太陽が 沈んだ 時から 始まり、 日を 後の 残光が 消え去る 
前までで ある。 

そして 夜の 礼拝の 時間帯は、 夜半に 到る までの 間で ある」 

アブ ドツ ラー •ビン •ヤヒヤーは 父から 次の 言葉を 聞いた として 伝えて いる 
人は 労せ ずして が識を 得る ことは できない ほ）。 

(お 突然 前後の ハディー スと 関係 力 《 ない ハディー スが ここに ある、 せいぜい 礼 巧 時刻に 
関する ハ ディースを 集めて 伝承す るち まに 関係して いるの だろう か 

スライ マー ン ゼン ヴラ イダは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
或る 男が アツ ラーの 預言を に 礼拝の 時刻に ついて 尋ねた。 

そこで 預言を はこう いった。 

「私達と一緒 にこの 二日 間 礼拝を 共に しなみ、」 

力、 〈て 太陽が 天頂から 傾いた 時、 預言を は ビラールに ア ザーンを 命じた。 



ついで 預言を は ビラールに 昼過ぎの 礼拝 直前の 呼びかけ (イカーマ) を 命じた。 

それから また 預言 まが 命じ、 それで ビラールは 午後の 礼拝 直前の 呼びかけを 詠唱した。 
その 時日は 高 〈、 白く 澄んで いた。 

それから 太陽が なんだ 時、 また 命じた ので ビラールは 日 没後の 礼拝 直前の 呼びかけを 
詠唱した。 

それから 曰 お 後の 薄明り が 消えた 時、 また 命じた ので ビラールは 夜の 礼拝 直前の 呼び か 
けを 詠唱した。 

それから 晩が 現れた 時、 また 命じた ので ビラールは 日の出 前の 礼拝 直前の 呼びかけを 
詠唱した。 

二日 目 になった 時、 預言 まは ビラールに 灼熱の 時間帯が 過ぎる まで、 昼過ぎの 礼拝を 遅 
ら せる ように 命じ、 彼は そのよう にした。 

か 〈して 預言を は （一日 のうちで) 最も 暑い 時間帯が 過ぎ去る まで 礼拝を 遅らせる ことを 許 
した。 

また 預言 まは 日は まだ 高かった が、 午後の 礼拝を 前日に 礼拝した 時刻よりも一層 遅らせ 
て 行った。 

それから 日 お 後の 薄明り が 消え去る 直前に、 日 お 後の 礼 巧を 行い、 夜の 兰 分の一が 過 
ぎた 頃に 夜の 礼拝を 捧げた。 

また 預言 まは はっきりと 夜が 明けた 時に、 日の出 前の 礼拝を 行った。 

それから 預言者は 「礼拝の 時刻を 尋ねた 者は 誰だった か」 と 尋ねた。 

そこで その 男 （質問を が 「私です、 アツ ラーの 使徒 様」 というと 彼は 次のように いった。 
「あなた 方の 礼拝の 時刻は、 あなたち が これまで 見て きた 範囲 内に あります (を)」 


(を） 五つの 義務の 礼拝の それぞれの 時刻に ついて 第一日日は 最も 早い 例で 第二 日 目 
は 最も 遅い 例で 示した 

スライ マー ン ゼン ヴラ イダは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

— 人の 男が 預言を の 巧に やって来て 各 礼拝の それぞれの 時間帯に ついて 尋ねた。 
そこで 預言者は 「私達と一緒に 礼拝を しなさい」 と 彼に いった。 

そして 預言 まは ビラールに 命じ、 ビラールは 夜明け 間近の 間の 中で ア ザー ンを 詠唱した。 
そして 彼は 晚が 現れた 時に 日の出 前の 礼拝を 行った。 

それから 預言者は 太陽が 天頂を 過ぎて 傾いた 
時に、 昼過ぎの 礼拝の ア ザーンを 命じた。 

それから 預言者は まだ 日が 高 しづち に 午後の 礼拝の ア ザー ンを 命じた。 

それから 彼は 太陽が ホんだ 時に 日 巧 後の 礼 巧の ア ザーンを 命じた。 

それから 日;’ 曼 後の 薄明り が 消え去った 時に 夜の 礼拝の ア ザーンを 命じた。 

翌日 預言を は、 あたりが 夜 則ナの 光で 満たされた 時に、 ビラールに ア ザー ンを 命じた。 



それから 彼は一 番 暑い 時が 過ぎた 閒こ 、昼過ぎの 礼拝の ア ザー ンを 命じた。 

それから 太陽が 未だ 白 〈澄み きっていて 黄色 味を 帯びる 前 こ、 午後の 礼拝の ア ザー ンを 
命じた。 

それから 日 お 後の 薄明り が 消える 前に、 日 巧 後の 礼拝の ア ザー ンを 命じた。 

それから 彼は 夜の； 分の一もし 〈は それより 少し 前 頃に、 夜の 礼拝の アサー ンを 命じた。 
ところで、 伝承を の一人で ある ハラ ミーは 夜間の いつ 頃であった のか その 特定に ついて 
は 疑念を 抱いて いた。 

朝が やって 采た 時、 預言を は 次のように 申された。 

「礼拝の 時間帯に ついて 尋ねた まは どこに しなす か。 

二日 間で あなたが 見た を 礼 巧の 早晩の 差の 間 それが それぞれの 礼拝の 時間帯です」 

アブー •ムーサーは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒の もとに 或る 男が やって来て 礼拝の 時間帯に ついて 尋ねた が、 預言者は 
彼に 何も 答えなかった ほ）。 

そして 預言 まは 夜明けが 始まった 時、 日の出 前の 礼拝を 行った。 

しかし この 時は 人々 はお 互の 顔を ほとんど 識別 不能な 程の 闇でした。 

それから 預言者は 太陽が 天頂から 傾いた 時に、 昼過ぎの 礼拝 直前の 呼びかけを 命じた。 
或る 者 達は その 時は きっかり 正午だった と しづか も 知れない。 

しかし もともと 預言 まは 彼らよりも はるかに ご存 がのは ずであった。 

それから 太陽が 未だ 高い 内に、 午後の 礼拝 直前の 呼びかけを 命じた。 

それから 太陽が なんだ 時、 曰 ミ曼 後の 礼拝 直前の 呼びかけを 命じた。 

それから 日 お 後の 薄明り が 消えた 時、 夜の 礼拝 直前の 呼びかけを 命じた。 

翌日 になって 預言を は 日の出 前の 礼拝を かなり 遅らせた ので 礼拝から 戻った をは その 
時 確かに 太陽は 昇り 切って いた、 もし 〈はま さに 太陽は 昇り 切らん としていた と しづ 程で し 
た。 

それから 彼は 昼過ぎの 礼拝を 昨日の 午後の 礼拝の 時間の 間近になる まで 遅らせた。 
それから 午後の 礼拝を 遅らせた がその 日 の 礼拝から 戻った をは、 確かに 太陽が ホくな っ 
ていたと いう 程でした。 

それから 彼は 曰 お 後の 礼拝を 曰 お 後の 薄明り が 消え ゆく 頃まで 遅らせた。 

それから 夜の 礼拝は 夜間の 最初の 兰 分の一が 過ぎる 頃まで 遅らせた。 

それから 朝が やって来た 時 預言を は (最初に 彼に) 尋ねた 男を 呼んで 次のように いった。 
「礼拝の 時間は これら 対応す る 礼 巧 時刻の 間の 時間帯に ある」 

(を) 預言を は 尋ねた 男と 礼拝を 共に する ことによって 体験 的に 礼拝の 時間帯を 教える つ 
もりであった から 



アブー •ムー サーは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

或る 男が 預言者の ところへ やってき てを 礼拝の 時刻に ついて 尋ねた。 

な 下の 部分を 除いては 前記 ハ ディースと 同じで ある。 

" 第二 日日に 預言者は 日 お 後の 礼拝を 日 お 後の 薄明り が 消え去る 前に 行った" 



集団 礼拝に 参集す る 者が 途中で、 灼熱の 太陽の もとに さらされる ことを 避 
ける ために も、 灼熱 時間帯が 過ぎる まで、 昼過ぎの 礼拝を 遅らせる ことは 好 
ましい ことで ある 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「昼の 暑さが一段と 激し 〈なった 時は、 最も 暑い 時が 過ぎてから、 昼過ぎの 礼拝を しなさい。 
なぜならば、 この 酷暑の 厳しさは まさに 地獄の 業火の 吐息の ような もの だからで ある」 

同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て アブー •フライ ラに よって 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「酷暑の 日 には 最も 暑い 時が 過ぎてから、 昼過ぎの 礼 巧を しなみ、。 

なぜならば、 この 酷暑の 厳しさは 地獄の 業义の 吐出の ような もの だから」 

アブー •フライ ラに よる 別の 伝承で が‘ 最も 暑い 時を やり 過して から 昼過ぎの 礼拝を しな さ 
い。 

なぜなら この 酷暑の 厳しさは 地獄の 業义の 吐出の ような もの だから" と ある。 

アブー •フライ ラは 前記と 同様の ハディー スを 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えな、 る。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「確かに 酷暑は 地 鉄の 業火の 吐出で ある。 

されば 涼しくなる 時まで 礼 巧 時刻を 遅らせな み'」 

ハン マー ム ゼン •ムナ ツ ビフは アブ ー ■ フライ ラが 預言をから 聞いた ものと してし、 〈つかの ハ デ ィー 
スを 伝えて いる。 

そのうちの一つが 次の ハディー ス であり、 そこでは アツ ラーの 使 巧は 次のように いっている 
「酷暑を さけて 涼しくな るまで 礼拝 時刻を 遅らせよ。 

なぜなら この 酷暑の 厳しさは 地獄の 業火の 吐出で あるから」 

アブー. ザ ツルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒の ムアツ ジンび ザー ン 詠唱を が 昼過ぎの 礼拝の ア ザー ンを 詠唱した。 
すると 預言を が 涼しくな るまで 遅らせな み、 涼 じなる まで 遅らせなさい」 もしくは 「待ち 
なさい、 待ちな み''」 といった。 

そして 彼は 続けて こういい ました。 

「この 酷暑の 厳しさは 地秩の 業义の 吐出の ような もの だから 著さが 厳しい 時は、 礼拝を 涼 
し 〈なる まで 遅らせな み''」 



アブ—. ザ ツルは さらに 次のように 伝えて いる。 

「私達は 砂丘の 影を 見る まで 待った （を)」 

(お つまり 日 が 傾き 涼し 〈なる までの 意 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「 地獄の 業义 がち ヴツ ラー） に 次の ような 苦情を 申し立てた。 

『おお 主よ、 混雑の あまり 私の一部が 別の一部を 焼きつ 〈して 困ります J 
そこで 主は 業义に 二つの 吐息を お許しに なった。 

一息は 冬の 吐息、 もう一息は 夏の 吐息であった。 

それが あなたち が 体験す る 夏の 酷暑で あり、 また 冬の 酷き は) である」 

(を） この 言葉の 原語は 外来語 起源の 卑語で ある。 

元来 地獄の 特性は 極寒と 極熱で ある ことを 暗示して いる 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「暑い 時には 涼し 〈なる まで 礼拝を 遅らせなさい。 

なぜなら 確かに その 酷暑の 厳しさは 地獄からの 吐息な の だから」 

そして さらに 預言 まは 次のように いった。 

「地獄の 業义 がち ヴツ ラー） にち 情を 述べた。 

そこで 主は 毎年 二回の 吐息を 吐 〈ことを 許した。 

その一 息は 冬に、 もう一 息は 夏で ある」 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 
「地獄の 業义 はちに こういった。 

『私の一部が 別の一部分を 焼きつ 〈しています。 

だから 吐息を 吐 〈ことを お許し 下み 
そこで 主は 义に 二回の 吐息を 許した。 

その一つは 冬に もう一つは 夏の 吐息で ある。 

ゆえにに あなたち が 体験した 酷寒 それは 地獄からの 吐息で あり、 酷暑 もまた 地獄からの 
吐息で ある」 



酷暑な かでは 定まった 時間の 初めのう ちに 昼過ぎの 礼拝を 行う ことが 好ま 
しい 


ジャー ビル ゼン •サム ラは 次のように 伝えて いる 

預言 まは 太陽が 少し 西に 傾いた 時に 昼過ぎの 礼拝を していた。 

ハツ パーブは 次のように 伝えて いる 

お 達は アツ ラーの 使徒に 熱砂の 上での 昼過ぎの 礼拝の 歯 難を 訴えた。 

しかし 預言者は 私達の 苦情に を 意を キムわなかった （を）。 

(お明かに 前 出の ハディー スの 内容と 矛盾す るが、 ハ ツバー ブ 達の 訴えが 遅らせる こと 
の 出来る 時間の 限度を 越えて いた ものであった ためと 解釈され ている 

ハツ バー ブは 次のように 伝えて いる 

私達は アツ ラーの 使徒の もとに やって来て 非常に 熱 〈なった 地面 もし 〈は 砂の 上での 礼 巧 
の 困難 さを 訴えた。 

しかし 彼は 私達の 苦情に 耳を 傾けなかった。 

ところで 伝承を の一人 ズハイルは 次のように 伝えて いる。 

私は アブ ー イス ハーかこ 「それは 昼過ぎの 礼キ丰 に関する ことです か」 と 尋ねた。 

すると 彼は 「そうです」 と 答えた。 

そこで 私は ちび 「礼拝を 早めに 行う ことにつ いてです か」 と 尋ねた。 

すると 彼は 「そうです」 と 答えた。 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

私達は 非常に 暑い なかで アツ ラーの 使 巧と一緒に 礼拝して いた。 

そして 私達のう ちの一人が 彼の 額を 地面に つける ことができなかった 時、 彼は 彼の 衣服 
を 広げ その上で 平伏 礼を した。 



午後の 礼 巧は 早めに 行う ことが 好ましし、 

アナス ゼン •マーリクは 次のように 伝えて いる 

アツ ラ— の 使徒は 太陽が 高く そして 輝い な、 る 時に 午後の 礼拝を 行った。 

それから 或る 男が マディー ナ から アワー リー村 (マディー ナの 近くの 高地の 村) へ 出かけ 
やがて その アワーリー 巧へ やって来 たが 未だ 太陽が 高い 内に 到着した。 

伝承 者の一人 イブ ン •クタ イバの 伝えた ところに よれげ ブワ ーリー ネオに やってきた" という 
- 節は 述べられて いない。 

前記の ように アツ ラーの 使徒が 午後の 礼拝を 捧げな、 たと しづこの ハディー スは 別の 伝承を 経路 
を 経ても たえられ ている。 

アナス ゼン •マーリクは 次のように 伝えて いる 

私達が 午後の 礼 キ丰を 行い それから （秘 達のう ちの） 誰かが クバー ウ （マディーナから 3 マイ 
ル 程の 村） に 出かけた としても まだ 曰が 高い うちに そこに 着いた ものでした。 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

私達は 午後の 礼拝を 早々 とる ませた。 

それから一人のを カ ヴムル •ビン •アウ フ 部族の 人々 の 居留地 （マディー ナ から ニ マイ 
ルの 巧） に 出かけ そこに 着いて みると 彼等は 午後の 礼拝を 行って いる 最中でした。 

アラーゼン •アブ ドル •ラフ マー ンは 次のように 伝えて いる 

彼は 昼過ぎの 礼拝を 終えた 後に バスラに ある アナス ゼン •マーリクの 家を 訪れた。 

彼の 家は モスクの 脇に あった が 私達が 彼を 訪れた 時 彼は こういった。 

「 あなた 方は 午後の 礼拝を 行いました か」 

そこで 私達は 彼に こう 答えました。 

「私達は T 度 少し 前に 昼過ぎの 礼拝を 終えた ばかりです」 

すると 彼は こういった。 

「午後の 礼拝を しなさい」 

そこで 私達は 立ち上がり 礼拝を 行った。 

私達が 礼拝を 終えた 時 彼は アツ ラーの 使 巧が 次のように 語った といった。 

『さて 偽善を の 礼拝の 仕ち はこうです。 

偽善者は 太陽が 悪魔の 両 角の 間にある 時は 陽の 光が 黄 味を 帯びて 〈るが になる まで 
座って いて、 それから 立ち上がり いやいやながら 急いで 大地を 四 回つつ 〈（四 ラ カー ト のこ 
と）、 その 間 彼は ほんの 少しし か アツ ラーのみ 名を 唱念 しません J 



アブ ー -ウマ ー マ .ビン. サ / 、ルは ■(占えて いる 

お 達は ウマル ゼン •アブみ いアズ ィーズ と一緒に 昼過ぎの 礼拝を しました。 

それから 私達は モスクから 出て 行き、 アナス ゼン •マーリクを 訪ねた。 そこで 私達は 彼が 
午後の 礼拝を している 姿を 見ました。 

そこで 私は いった。 

「や一、 おじさん、 あなたが 行った この 礼拝は 何の 礼拝です か」 

すると 彼は こう 答えた。 

「午後の 礼拝です、 これ こそ 私達が アツ ラーの 使徒と一緒に 行った 預言を の 礼拝です」 
アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 私達を 先導して 午後の 礼拝を したが 彼が それを 終えた 時 バヌー ■サり マ 
族の 者が 使徒の もとに やって まてこう いった。 

「我々 はらく だを一頭 屠殺 (を） した 〈思って います。 

そこで この 際 あなた 様が これに 出席して 欲しい と 思って います」 

そこで 預言者は 「わかりました」 と 答えた ので その 男は 出て いった。 

そして 私達 も 彼と一緒に 出かける ことに なった。 

ところで 私達は あちらで まだ 屠殺され ていないら 〈だを 見ました が やがて それが 屠殺され 
細かく 切られ 料理され た。 

そして 私達は 太陽が ホむ 前に それを 食べる ことができました。 

ところで この ハディー スは 別の 伝承 者 経路に よっても 伝えられ ている。 

(を) 会食 パーティーを 催す 意 

ラー フイ ウ .ビン./ \ ディー ジュは 伝えて いる 

私達は アツ ラーの 使徒と一緒に 午後の 礼拝を した。 

それからら 〈だが 屠殺され 十分に 解体され それから 料理され た。 

そして 私達は 太陽が なむまでに その 料理され た 肉を 食べた。 

この ハディー スの別 伝承 も 伝えられ ている。 

しかし 次の 部分 だけが 前記 ハ ディースと 違って いる。 

"私達は アツ ラーの 使徒の 時代に 午後の 礼挥の 後ら 〈だを 屠殺した" と 表現し、" 化 達は 預言を と 
— 緒に 礼拝した" とは 述べて いない。 



午後の 礼拝 時間を やり 過す あやまち 

イブ ン •ウマルは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「午後の 礼拝 （の 機会) を やり 過した をは あたかも 彼のを 族と 財産を 失った ような もの だ」 
同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て 預言を にまで さかのぼる 伝承 （マル フー かとして 伝 
えられて いる。 

サー リム ゼン •アブ ドツ ラーは 父からの 伝聞と して アツ ラーの 使徒が 次のように 語った とおえ てい 
る 

「午後の 礼拝を 失った をは あたかも 彼の 家族と 財産を 失った ような ものである」 

アリーは 次のように 伝えて いる 

アフ ザー ブ （壁 侵） の 戦の 時、 アツ ラーの 使徒は 次のように いった。 

「アツ ラーよ、 彼ら （敵） の 墓 やま々 を义で 満たした まえ、 彼らは 太陽が なむまで 我々 を 引 
き 止め 中間の 礼 巧 （午後の 礼拝け、 ら 我々 を そらせて しまったので すから」 

同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て ヒ シャーム によって 伝えられ ている。 



中間の 礼拝 それは 午後の 礼拝の ことで あると 主張す る 人々 の 根拠 

アリーは アフ ザー ブの 戦の 日に アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「彼ら （敵） は 太陽が なむまで 我々 の 気を 中間の 礼拝 许 後の 礼拝) から そらせて しまった 
ので、 アツ ラーよ、 彼らの 墓 もし 〈は 彼らの 家 もしくは 彼らの 腹 （胃袋） を义で 満たした まえ」 
ところで 伝承を の一人 シュウ バ が‘ を"" 腹" の 二 語に ついては （言及した かどう か） 疑問 視 
している。 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経て カターダ によって 伝えられ ている。 

し 力ん 彼が‘ 彼らの 家と 墓を ••"と 述べた が‘ を" ど 墓" の両 語に ついて 疑いを もたなかった。 

アリーは アフ ザー ブの 戦の 日に 整 侵の 入口の ひとつに 座って いた アツ ラーの 使徒が 次のようにい 
ったと して 伝えて いる 

「彼ら （敵） は 私達の 気を 太陽が なむまで 中間の 礼拝から そらせて しまった 。アツ ラーよ、 
彼らの 墓と 彼等の 家と を 業火で 谎 たし 給え」 もしくは 「彼らの 墓と 彼らの 腹を…」 

アリーは アフ ザー ブの 戦の 日に アツ ラーの 使徒が 次のように いったと 伝えて いる 
「彼ら (敵） は 私達の 気を 中間の 礼拝つ まり 午後の 礼拝から そらした。 

アツ ラーよ、 彼らのを と 彼らの 墓を 業火で 満たし 給え」 

それから 預言 まは 日 お 後の 礼拝と 夜の 礼拝の 間に それ 件 後の 礼拝) を (償いと し 口 行 
っ た。 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードは 次のように 伝えて いる 

多神教 徒 達は アツ ラーの 使徒を 太陽が ホ 〈なる まで もし 〈は 黄色 〈なる まで 午後の 礼拝 か 
ら 引きと めて いた。 

そこで 預言を はこう いった。 

「彼ら (敵） は 私達の 気を 中間の 礼拝から そらした 。アツ ラーよ、 彼らの 腹と 彼らの 墓を 業 
义で 満たし 給え」 

もし 〈は 次のように いったけ ツ ラーよ、 彼らの 腹と 彼らの 墓に 業火を 詰め込み 給え」 

アブー •ユ ーヌス (ア ー^^ r シャの 解放 奴隸） は 次のように 伝えて いる 

アー イシ ャは 私に 彼女の ために クル アーン の 写本を 書き写す よう 命じた。 

そして 彼女は 化に こういった。 

「あなたが 「各 礼拝を 守れ、 特に 中間の 礼拝を 建 厳に 守れ J (第 2 章の 8 節) の 一節の 前 ま 
で 書き写したら その 旨を 私にから せな み、」 

それで その一節の 手前まで 達した 時 私は その 旨を 彼女に 知らせた。 



すると 彼女は 私に 次のように 書き取らせた。 

『各 礼拝を 守れ、 特に 中間の 礼拝と 午後の 礼拝を 謹厳に 守れ (を）、 そして 敬虔に アツ ラ 
一の 御前に 立て』 

そして アー イシ ヤは 次のように いった。 

「私は アツ ラーの 使徒から そのよう に 開いた」 


(を） ここでは 中間の 礼拝と 午後の 礼拝とは 同一では ないよう だが 中間の 礼 巧の 中味を 
不明確に して おにと によって 却って 午後の 礼拝 前後に おける 信を の 勤行を一層 促が そ 
うとした ため か。 

いずれにせよ ア r シャ はこの 時点では この一節に 取消し 部分が 後に あった という ことを 
からなかった 

バラー ウ ゼン •ア ーズ ィブは 次のように 伝えて いる 

ク ルアー ンの 一節 「各 礼拝を 守れ、 特に 午後の 礼拝を 尊厳に 守れ」 が 下りた。 

そこで 私達は アッ ラーが お望みの ままに この一節を その 通りに 読んだ。 

それから アッ ラーはこの一節を お取り消し になり 「各 礼拝を 守れ、 特に 中間の 礼拝を 建 厳 
に 守れ」 （第 2 章 第の 8 節) とを えられた。 

ところで シャキー ク (伝承を の一人） と一緒に 座って いた 男が 「それでは それは 午後の 礼 
拝を 意味して いるだろう」 といった。 

すると バラー ウ はこう いった。 

「私は あなたに この一節が どのよう にして 下った のか また どのよう にして アッ ラーが それを 
お取り消し になった かを 確かに 伝えました よ。 

いずれにせよ それは アッ ラーが 最も 良 〈御存 がの ことです」 

さて イマー ム ■ムス リムは 次のように 述べた。 

アシュ ジャイーは それを スフ ヤーン •サウ リー から 伝え聞き、 スフ ヤーン は それを ア スワ ド- 
ビン •カ イスより 伝え聞き、 ア スワ ドは それを シャキークゼ ン •ウ かな、 ら 伝え聞き、 シャキ 
-クは それむ く ラー ウ ゼン •ア ーズ ィブから 伝え聞いた がその バラー ウは 次のように いっ 
た。 

私達は フ ダイ ル •ビン •アル ズーク の 伝える ハディー スと 同様に、 取り消しな 前の 最初の一 
節を しばらくの 間 預言を とともに よんで いました。 

ジャー ビル •ビン •アブ ドッ ラーは 伝えて いる 

ウマル ゼン •ハッター ブが ハンダク （壁 侵） の 戦いの 日に クライ シュ 族の 無 信仰を 達に 向 
かって 悪口を おびせ ていた。 

そして 彼は 預言を のと ころに 来て こういった。 

「アッ ラーの 使徒よ、 アッ ラーに 誓って、 午後の 礼拝が できない ままもう 日が なんでし まい 



ました」 

すると アツ ラーの 使徒は こういった。 

「アツ ラーに 誓って 私 もまた その 礼 巧を しなかった」 

それで 私達は 谷間へ と 降りて 行き、 アツ ラーの 使徒は 浄め （ウ わ一) を 巧い 私達 もまた 浄 
めを 行った。 

か 〈して アツ ラーの 使 おは 太陽が ホんだ 後に (償いの） 午後の 礼拝を 行い そか こ 引き つづ 
いて 曰 お 後の 礼 巧を 行った。 

同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て ヤヒヤーゼン •アブー •カ スィール によって 伝えられて 
いる。 



曰の 出前の 礼拝と 午後の 礼拝の 特典と それら 二っの 礼拝の 遵守 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

天使 達は 夜に 昼に あなた 方の 間に 次から 次へ と 天下り、 日の出 前の 礼 巧と 午後の 礼拝 
に 参集す る。 

それから あなた 方の 間で 夜を 過した 天使 達は 昇天して 行く。 

もちろん ちは 彼等の ことを 最もよ 〈ご存知で すが 主は 彼らに 次のように お尋ねになる。 
「どのように、 あなた 方は 私の 下僕 達 （人間） の もとを 立ち去って きた か」 

そこで 彼等 天使 達は こう 答えます。 

「私達は 彼等が 礼拝を している 間に 彼等の もとを 立ち去り、 彼等が 礼拝して いる 間に 彼等 
のと ころへ 天下りました （を）」 

(を) アツ ラーは 天使 達に 地上の 人間に ついての 情報を 求めて いる 訳では か、。 

力、 つて 天使 達は アツ ラーが 人間を 創造す る ことに 反対した ことがあ るが ここでは 人間が ア 
ツ ラーの 地上の 代理人と しての 役割を ましてい る ことを、 確認す る ことによって、 天使 達に 
対する 人間の 優越性を 単に 示そうと した だけ 

同様の ハディー スが 別な 伝承 者 経路を 経て 伝えられな^。 

ただし ここでは 「天使 達は あなたち の 間に 次から 次へ と 天下り やって 〈る」 と 表現され な^。 

ジャリール ゼン •アブ ドツ ラーは 次のように 伝えて いる 
私達は アツ ラーの 使徒と一緒に 座って いた。 

その 時は 満月の 夜で あり、 彼は 月を 見て いた。 

そしてこう いった。 

「あなた 方は この 月を 見る 如く あなた 方の 主に まみえ るであろう。 だが (その 際に） あなた 
ちは 主を 見る ため （の 混雑） に 悩まされる ことは ないで しよう。 

されば あなた 方は 太陽が 昇る 前と なむ 前の 礼拝、 つまり 日の出 前の 礼拝と 午後の 礼拝と 
に 圧倒され ないように それらを よ 〈守り、 出 まれば 主に まみえ るよう 努力し なみ M 
それから ジャリールは 次の一節を 誦ん だ。 

「太陽が 昇る 前と 太陽が なむ 前に 主の 栄光を 誉め 讚え なみり の ル アーン 第 20 章 130 

節） 

伝承 者 ワキー ウが 伝えて いるものでは、 預言者は 次のように いっている。 

「あなた 方は まもな 〈主の 前に 立ち この 月を 見る かの 如 〈ちを 見る であろう」 

それから 彼は 前記の クル アーン の一節を 誦ん だ。 

しかし この ハディー ス では その他の ジャリールの 伝承は 伝えられて いない。 



ウ マーラ ゼン •ル アイ バは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
私は アツ ラーの 使徒が 次のように 語った 言葉を 聞いた。 

「太陽が 昇る 前と 太陽が なむ 前の 礼拝り まり 日の出 前の 礼拝と 午後の 礼拝) を 行う を ホ 
义獄 にを ちる ことは か、 であろう」 

すると バスラから 来た まが 彼 （ウ マーラの 父） にこう いった。 

「あなたは それを アツ ラーの 使徒から 自身で 聞いた のか」 

そこで 彼 （ウ マーラの 父） は 「はい、 そうです」 と 答えた。 

すると バスラから 来た まは こういった。 

「私 もまた それを アツ ラーの 使 巧から 聞いた ことを 話 言し ます。 

私の 両耳が それを 聞き、 私の むが 覚えて いた ことを 証言し ます」 

ウ マーラ ゼン •ル アイ バは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 
アツ ラーの 使徒は 次のように いった。 

「太陽が 昇る 前と 太陽が なむ 前に 礼拝を 行った をは 火獄に 落ちる ことは かがろう」 

その 時 彼 （ウマーラの 父） の 協には バスラから また一人の 男が 居た がその 男は こういった。 
「 あなたは それを あなた 自 身が 自 ら アツ ラーの 使徒から 聞いた のです か」 

すると 彼 （ウ マーラの 父） は 「はい、 私は そうで ある ことを 証言し ます」 といった。 

そこで バスラから 来た 男は こういった。 

「私 もまた あなたが それを 開いた 場所で 預言を がその ように いった ことを 聞いた ことを 証 
言し ます」 


アブー •バ クルは 父からの 伝聞と して アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「涼しい 時間帯の 二つの 礼拝 （日の出 前と 午後の 礼拝) を 行った まは 天国に 入る だろう」 
前述の ハディー スは 別の 伝承 ま 経路を 経て ハンマー ム によって 伝えられ ている。 

そして アブー •バ クルに ついては 彼が アブー •ム ーサの 息子で あると いっている。 



曰 巧 後の 礼拝の 始まりは 曰 お直 後で ある こと 


サラマ ゼン •アク ワウは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 太陽が 沈み、 地平線の 彼方に 見えな 〈なった 時に 日 巧 後の 礼拝を した 
ものでした。 

ラー フイ ウ •ビン • / \ デイー ジュは 伝えて いる 

お 達は アツ ラーの 使徒と ともに 日 巧 後の 礼 巧を 行って いた。 

それから 私達の 一人が 出て 行った が 彼は 自分が 射 かけた 矢が 落ちる 場所まで 見通す こ 
とが 出来た。 

その 時 それ 程 あたりは 未だ 明るかった。 

同様の ハディー スカ 巧ーフィ ウ •ビン •ハディー ジュ によって 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えられ てい 
る。 


夜の 礼拝の 時間と その 遅延 

預言 まの 妻アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 或る 夜の こと 夜 (イシ ャ ー) の 礼拝 ヴ タマの 礼拝と も しづが) を 遅らせた。 
アッ ラーの 使徒は ウマル ゼン •ハッター ブが 女、 子供が 寝静まった とおえ るまでは 礼掛こ 
出て まなかった。 

アツ ラーの 使徒が 出て 来た 時 彼は モスクに 居並ぶ 人々 に 向かって こういった。 

「この 地上で あなたち な 外に 誰一人と して それ (遅く なった 夜の 礼拝） を 待つ をはい ない 
な 1)」 


さて この 出来事は イス ラームが 人々 の 間に あまね 〈広がる lil 前の ことであった。 

ところで イブ ン •シハ ーブ によって 伝えられた 伝承では アッ ラーの 使徒は 次のように 語った 
とされて いる。 

「あなた 方 カヴッ ラーの 使徒に 礼拝を 促して 強制しても よいと しづこと はか、」 

さて この 言葉は ウマル ゼン •ハッター ブが 大声で 預言者を 呼んだ 時に いった ものである 
な 2)。 

(を 1) つま リム スリムの 教団な かは の 意で あり、 他の 宗教の 信 おはこれ 程 夜 遅 〈まで 勤 
行に 励んで いないの 意 



(を の 預言 まは 夜の 礼 巧の 最も 遅い 刻限に ついて、 体験を 通して 信を に 示そうと してが 
意に 遅らせた ので ある。 

預言者は アツ ラーによって 導び かれな^ の だから、 一般 信を が 宗教 上の ことでは □出 
しを するな の 意 

同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て イブ ン •シ ハーブに よって 伝えられ ている。 

アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

預言者は 或る 夜の こと、 夜の 大部分が 過ぎて モスクに 起居す る 人々 が 寝静まって しまう 
まで、 夜の 礼拝を 遅らせた。 

そして おもむろに モスクに 出て 行って 礼拝を る ませてから こういった。 

「これ こそ 適切な 礼拝 時刻で ある、 もし 万一、 私が 我が 信仰 共同体に 重荷を 負わせる こと 
にならないならば、 私は 通常 この 時刻に 礼 巧す るでしょう」 

ところで ある 伝承を が 伝える ハディー ス には 「もし 万 じの 時刻が 我が 信仰 共同体に 重荷 
を 負わせる ことになら ないならば」 と ある。 

アブ ドツ ラー •ビン •ウマルは 次のように 伝えて いる 

或る 夜、 私達は 最後の 夜の 礼拝の ために、 アツ ラーの 使 おの 出現を、 ずっと 待ちつ づけ 
ていました。 

夜の； 分の一もし 〈は それ も 過ぎた 頃、 彼は 私達のと ころに 出て きました。 

その 時 預言を が 家族の ことか、 或いは また 他の 事で 多忙であった のか どうか 私達には 知 
る 由 もなかった。 

いずれにせよ 預言を は 礼拝に 出て また 時に こういった。 

「あなた 方な 外の 他の 宗教の 民は、 礼拝を 待つ ことは ない 力 《 、 あなた 方は 確かに 礼挥を 
(遅くまで) 待って いる。 

もし 万一、 これが 我が 信仰 共同体に とって 負担と ならない のであるなら ば、 私は この 時刻 
に 彼らを 先導して 夜の 礼拝を する でしょう」 

それから 預言者は ムアツ ジンに ア ザーンの 詠唱を 命じた。 

それから 礼拝の ために 立ち上がり、 礼拝を 行った。 

アブ ドツ ラー •ビン •ウマルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 或る 夜、 何事 かで 多忙に なり 夜の 礼拝を 遅らせた。 

それで 我々 は 彼を 待って モスクで 居昭リ をして しまい、 それから 私達は 目 を覚 しました が 
やがて また 居 眼り をした 後で 巧び 目を 覚 しました。 

それから アツ ラーの 使徒は 私達のと ころに まて 次のように いった。 



「この 地上の 人々 の 中で、 あなた 方を 除いては 誰一人と して 夜間に 礼拝を 待つ 者は いな 

し、」 


サー ビトは 次のように 伝えて いる 

彼等 （信 紙 は アナスに アツ ラーの 使徒の 指輪に ついて 尋ねた。 

すると アナスは 次のように 答えて いった。 

アツ ラーの 使徒は 或る 夜の こと、 夜の 礼拝を 真夜中 もし 〈は 夜半が 過ぎる 頃まで 遅らせた。 
それから 我々 の 巧に やって まて 彼は こういった。 

「 （他の） 人々 は 礼拝を すでに 行って 寝て しまった。 

しかし あなた 方は 礼拝の ために 待ちつ づけた が、 その 限りに おいて あなた 達は その 間 礼 
拝 中であった ことと 同じで ある」 

これを もえた アナスは 「私は 銀製の 彼 (預言 おの 指輪の 光が を、 今 眼前に 見て いるかの 
如 〈感ずる」 といって いかに 預言 ま 力 《 、 指輪のは まっている 左の ル 指を その 時 高々 と 上げ 
たかを 示す ために 左の ル 指を 上げた。 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

私達は 或る 夜、 アツ ラーの 使徒を 真夜中 近 〈まで 待って いた。 

それから 使 巧が やってきて 礼拝を 行った。 

その後 彼は 顔を 化 達の ちに 向けた が 「化ヴ ナス） は あたかも 彼の 指には まっな 苗 銀製 
の 指輪の 光沢を、 今 眼前に ながめな'^ る 思いが する」 と 語った。 

同様の ハディー スカ 《 クツ ラに よって 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている。 

しかし ここでは 「それから 彼は 私達の 方に 顔を 向けた」 の 部分には 言及され ていない。 

アブー ■ムーサーは 次のように 伝えて いる 

私は一緒に 船出した 仲間 達 ほ） とともに ブタ ハーの 谷間に 住んで いました がその 時 アツ 
ラーの 使徒は （既 ロマ ディー ナ におり ました。 

さて 彼等のう ちの 幾人 かが 毎夜、 夜の 礼拝の 時刻に アツ ラーの 使を の もとに 次々 と 交互 
に 行きました。 

アブ ー ■ ムー サー はさら に 次のように つづけて し、 った。 

ある 夜 私達は アツ ラーの 使徒のと ころに 行った が 彼は 何 かの 用事に 忙殺されて 真夜中に 
なる まで 礼拝を 遅らせた。 

それから アツ ラーの 使徒は 出て まて 彼等 集って (待って） いる 人々 を 先導して 礼拝を 行っ 
た。 

そして 彼が 礼拝を 終えた 時 集って いる 人々 に 向かって こういった。 

「む 配す る ことは ない 私は あなたち にな 下の 福音を 知らせようと している のです。 

人々 の 間で あなた 方 lil 外に 誰一人と して この 時刻に 礼 巧す る まは いないと いう ことは、 あ 



なた 方に 巧す る アツ ラーの 恩恵な のです」 もしくは じの 遅い 時刻に あなた 方な 外には 礼 
拝し な 力、 ったと いう ことは、 あなた 方に 巧す る アツ ラーの 恩恵です」 （どちらの 文句を 云った 
か 我々 には わからない） 

さらに アブ ー ■ ムー サーは つづけて こういった。 

「そこで 我々 は アツ ラーの 使徒から 開いた お 言葉に 喜び勇んで 帰りました」 

(を) アブ ー • ムー サーは イエメン 人で マデイー ナに 向けて 出航した が 暴風の ため 仲間と と 
もに が 岸の エチオピアに 漂流し ここで セ 年間 滞在して 後 カイ バルの 戦いの 起きる 前に 彼 
等と ともに マデイーナに やって来た 


イブ ン •ジュラ イジ ュは 次のように 伝えて いる 

私は アタ ーウに 次のように 尋ねた。 「人々 力な タマと 呼んで いる 夜の 礼 巧を イマー ム として、 
または 一人 だけで 私が 礼拝す る 場合に どんな 時刻が 適切で あると あなたは 考えます か」 
すると 彼は 「私は イブ ン •ア ツバー スが 次のように いった」 言葉を 聞いた と 答えた。 

アツ ラーの 預言を は ある 夜の こと、 夜の 礼拝を 人々 が 居眠りを する 時刻まで 遅らせた。 
それから 人々 は 目を 覚 しまた 居眠りを しそして 巧び 目を 覚 しました。 

そこで ウマル •ビン • / V ソ ターブ が 立ち上がり r 礼拝 だ」 と 叫んだ。 

アタ ーウは イブ ン •ア ツバー ス がさら に 次のように 語った として 伝えて いる。 

アツ ラーの 預言を が 出て また 時、 彼の 頭からは 水が 滴り落ちん ばかりで あり （を 1) それで 
彼は 頭の 片側 半分の 上に 手を 置い な、 る 姿を 今でも 目前に 見る 思いです が、 その 時預 
言 まは こういい ました。 

「もし 私の 信仰 共同体に とって 負担で なければ、 私は この 遅い 時刻に 礼拝を する よう 命じ 
るだろう」 

さて 私 （イブ ン •ジュラ イジ ュ） は イブ ン •ア ツバー スが 伝えた 話の 中で 預言を が どのように 
彼の 手を 頭に 載せた か、 アタ ーウに 尋ねた。 

すると アタ ーウは 彼の 指の 間を 少し 拡げ、 それから 彼の 指の 先端を 頭の 側部に 置き、 そ 
れ から それらを 頭の 上で こんな 具合に、 次のように 動かした。 

即ち、 彼の 親指が 顔の 側に 近い 耳の 端に 触れる ようにし それから こめかみに かかる 髪 
と 韻 藍の一部を 触る まで 動かした。 

その 動きは ゆっ 〈りで も 早ななかった ほ 2)、 化は アタ ーウに 巧び 次のように 尋ねた。 
「その 夜、 預言を が 礼拝を どれ 位 遅らせた かにつ いて、 あなたは どのように イブ ン •ア ツバ 
— ス によって イ占 えられました か」 

すると 彼は 「私は そ 日り ません」 と 答え、 ア ターウ はさら にこう いった。 

「私は イマーム としても また一人で 礼拝す る 時で も その 夜、 預言を が 礼拝を 遅らせた よう 
に 夜の 礼拝を 遅らせる ことが 私には 好まし 〈思えます、 しかし 遅らせる ことが あなたに とっ 
て （一 人の 場合に せよ、 あなたが イマー ムを 勤める 集団 礼拝に おいて かまた 人々 にと っ 



て も 負担と なり 厳しい ものである ならば、 早な な 〈遅な か 啼れら の 中間の 時刻に、 夜 
の 礼拝を しなさい」 


(を 1) 礼拝 前の 浄 めを 行った ことを 物語って いる 

(をのな 上は 頭髪から 水を きる 仕草、 また アラブ 人が 言葉の 記憶力に 加えて いかに 状況 
イメージの 記憶に も 優れな ' V るかを 思わせる一文 である 


ジヤー ビル ゼン •サム ラは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は （最後の） 夜の 礼拝を 遅らせた ものでした。 


ジャー ビル ゼン •サム ラは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は あなたち の 礼拝と 同じように それぞれの 礼拝を 行った。 

しかし 彼は ア タマの 礼拝 (夜の 礼拝） は あなた 方が 普段 行う 礼拝 時刻より 少し 遅らせて 捧 
げた。 

そして その 礼 キ丰を 短 〈しました。 


アブ ドツ ラー •ビン •ウマルは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「遊牧民が あなた 方の 礼拝の 名前に 関して あなた 方を 圧倒す る ことがあって はなら め、 夜 
の 礼拝の 名前は 『イシ ヤ ー J であるべき ではない 力、、 ところで 遊牧民は それを ブ タマ 
(を）" と 呼んで います。 

なぜならば 彼等は この 言葉に よって ラク ダの 夜間の 乳拷 りを 遅らせる ことを 意味して いる 
からです」 


(を） ここでは 単に 遅らせる ことの 意味 だ 力 《 、その他に 夜間の 兰 分の一位の 時刻の 意味 も 
ある 

イブ ン •ウマルは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「遊牧民が あなた 方の 礼拝の 名前、 すなわち イシ ャー 液の 礼挥） に関して、 あなた 方を 圧 
倒す るよう な ことがあって はならない。 

その （夜の 礼拝） の 名前は アツ ラーの 聖典 （クル アーソ に イシ ャーと ある （を）。 

遊牧民は それを ア タマと 呼んで いるが それは 単に 彼等が 夜間の ラク ダの 乳拷 りを 遅らせ 
る ことに 由来して いるに 過ぎない」 

(を） クル アーン 第 24 章 58 節に その 名が ある 



日の出 前の 礼拝を その 時間帯の 初めに 早めに 行う ことが 好ましし にと、 そ 
の 時刻は 夜明け 前で ある こと、 また その 間の 読 請の 長さに ついて 

アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

女性の 信徒 達が 預言者と 一緒に 日の出 前の 礼拝を 行った。 

それから 彼女 達は マントで 身を 包み 帰って いった。 

その 時は 夜明け 前だった が、 あたりは 未だ 薄暗 〈誰一人と して 彼女 達の 顔を 確認した も 
のはい なかった。 

預言者の 妻アー イシ ャは 次のように 伝えて いる 

マントに 身を 包んだ 女性の 信徒 達が 預言者と一緒に 曰の 出前の 礼拝を 行った。 

それから 彼女 達は まに 戻って いった 力 《 、アッ ラーの 使徒が 夜明け 前の 未だ あたりが 薄暗 
しづち に 礼拝を 行った ために、 彼女 達は 誰に も 顔を がられる ことはなかった。 

ア ー"^ r シャは 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 日の出 前の 礼拝を 行った。 

そして 出席した 女性 達は マントに 身を 包んで 戻って いった。 

その 時は 夜明け 前で あたりは 未だ 薄暗かった ので 彼女 達は 顔を 知られる ことはなかった。 
ところで イス/ \ -ク ゼン • ムーサ ー. アンサー リーは 彼の 伝承の 中で 「 （マントに 身を） 巻き 
つけて」 として 伝えて いる。 

ムハンマド •ビン •アム ル ゼン •ハ サン ゼン •アリーは 次のように 伝えて いる 

ハ ッジャ ージュ が マディー ナに また 時だった が 私達は ジャー ビル ゼン •アブ ドッ ラーに 預 
言 まの 礼拝 時刻に ついて 尋ねた 巧 彼は こういった。 

アッ ラーの 使徒は 昼過ぎの 礼拝を 日中の 暑い 時間に、 午後の 礼拝を (未だ) 太陽が 輝い 
ている 時に、 曰 お 後の 礼 キ丰は 太陽が 完全に なんだ 時に、 夜の 礼拝は、 時には それを 遅ら 
せ 時には それを 早めて 行って いた。 

つまり 預言 まは、 教 友達が 既に 集まって いた 時には 早めに、 また 彼等が 遅れて 集まった 
時には 遅らせた。 

日の出 前の 礼拝に ついていえば、 預言を は 夜明け 前の 薄暗 しづち に 礼拝を した。 

ムハンマド ゼン •アム ル ゼン •ハ サン •ビン •アリーは 次のように 伝えて いる 
ハッジャー ジュ (おは 諸 礼拝を いつも 遅らせて いた。 

そこで 私達は ジャー ビル ゼン •アブ ドッ ラーに 預言を の 礼拝 時刻に ついて 尋ねた。 

残りの ハディー スは 前記 ハディー スと 同じで ある。 



(おウ マイヤ 朝の 猛将 ハツ ジャ ージュ .ビン. ユー スフの こと。 

この頃より ムス リムの 統治を 達は 宗教 的 献身に 欠けな N ると みられて いた 

シュウ バは 次のように 伝えて いる 

サイ ヤール •ビン •サラーマは 私に 次のように 伝えた。 

「私け イヤづ レ） は 化の 父が アブー •バル ザに アツ ラーの 使 巧の 礼拝に ついて 尋ねて い 
る 対話を 聞いた」 

そこで 私 （シュ かく） はこう いった。 

「あなたは それを アブー •バル ザより 直接 聞いた のです か。 

私は あなたが T 度 その 時に それを 聞いて いたよう に 聞こえます」 

すると サイ ヤー ルは 「化は 私の 父が アツ ラーの 使徒の 礼拝に ついて アブー •バル ザに 尋 
わて いる 巧を 耳に したので す」 といった がさて その 中で アブ ー • バル ザは 答えて 次のように 
いっている。 

預言者は 礼拝に よっては それを 遅らせる ことにつ いて 気にして いなかった。 

例えば、 夜の 礼拝は 夜半まで 遅らせた が、 彼は それを 行う 前に おる こと や、 また それを 終 
えた 後で おおりな どす る ことを 好まなかった。 

さて シュウ バ はまた 次のように 伝えて いる。 

それから 私は その後 また、 彼け イ ヤール） に 会って 預言を の 礼 街 こついて 尋ねた。 
すると 彼は 次のように 伝えた。 

彼 (預言を） は 昼過ぎの 礼拝を 太陽が 天 中から 傾いた 頃に 行った。 

そして 午後の 礼拝は、 それを 終えて マディー ナの 郊外に 出かけて 当地に 着いても まだ 太 
陽が 輝いて いる 程の 時刻に、 それを 行った。 

そして 日 お 後の 礼拝は、 その 時刻に ついては 彼が 何と いった か 覚えて いない。 

それから その後 私み ュかリ は 巧び 彼け イヤー ル） に 会い、 預言を の礼衝 こついて 彼 
に 尋ねた。 す ると 彼は こういった。 

日の出 前の 礼拝は、 その 礼拝を 終えて 家に 戻った まが、 彼の 隣人の 顔を一目 ちらっとみ 
てよう や 〈それと 認識で きる 位の 早い 時刻に、 預言者は 礼拝した。 

また 彼は その 礼掛 こおいて 六十から 百 節ぐ らいの クル アーン を 読誦した ものだった。 


サイ ヤール ゼン •サラーマは 伝えて いる 

私は アブー •バル サが 次のように 語った ところを 聞きました。 

力つ て アツ ラーの 使徒は 時に より、 夜の 礼拝を 真夜中まで 遅らせる ことを 気に かけません 
でした。 

また その 礼拝の 前に 寝る ことと、 その 礼拝の 後に お碟 りを する ことを 嫌いました。 

ところで シュウ バは 次のように いった。 



それから 私は 彼け イヤー ル） にもう一度 会いました がその 時 彼は 「真夜中 か あるいは 夜 
の兰 分の一」 といって いました。 

アブー •バル ザ •ア スラ ミーは 伝えて いる 

力、 つて アツ ラーの 使徒は 夜の 礼拝を 夜の 兰 分の一が 過ぎる 頃まで 遅らせる ことが 常で し 
た。 

そして その 前に 眠る ことと、 その後に お瞎 りする ことを 嫌って いました。 

また 日の出 前の 礼挥 では、 クル アーン の 中から 百 節から 六十 節の 長さの 言葉を 誦 み、 私 
達の 顔が お 互いに 判別 出 まる 位に 巧る 〈なった 時に、 礼拝を 終了した ものでした。 



指定され た 礼拝 時間より 礼拝を 遅らせる ことは 好ましくない こと、 イマー ム 
が 礼 t 军 時刻を 遅らせた 場合 イマ ー ムに 従って 礼拝す る 人々 （マ ー ム ー ン) 
は 何を なす べき か 


アブ—. ザ ツルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 化に こういった。 

「もし あなたの 統治 ま 達が 礼拝を 所定の 時間より 遅らせた 場合、 あなたは どうします か」 
そこで 私は 逆にこう 尋ねました。 

「あなたは 私に どうしろ と 命じます か」 

それで 彼は 次のように 答えました。 

「あなたは 所定の 時間 内に 礼拝しなさい、 それから あなたが 遅れた 彼等の 礼 キ丰に 間に合 
ったなら、 それ も一緒に 合同で 礼拝し なみ、 

なぜならば、 それは あなたに とって 随意の 礼拝けーフイ ラ） （を） になる からです」 

ところで ハ ラフに の 伝を をの一人） は 「所定の 時間より」 と しづ 言葉を 伝えて いない。 

(を） この 礼拝は 曰の 出前の 礼拝の 際に も 午後の 礼拝の 際に も 曰を 後の 礼拝の 際に も 許 
されて いない。 

従って ここて はを 分 昼過ぎの 礼拝 か 夜の 礼拝の 際につ いて 語られて いるので あろう 

アブー ■ザ ツルは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

けブ- •ザ ツルよ、 私な き 後に 礼拝を 死なせる （遅らせる) 統治を 達が 出現し よう。 

しかし あなたは 礼 巧を 所定の 時間 内に る ませな み、 

そうすれば 次の 集団 礼拝は あなたに とって 随意の 礼 巧になります。 

またもし その 集団 礼拝を しなく とも、 あなたは あなたの 義務の 礼拝を きちんと 守った ことに 
なります」 


アブー. ザ ツルは 次のように 伝えて いる 

私の 親友 (預言を） は、 私が 統治者 達に 良 〈耳を 傾けて 従うよう に、 いい 残しました。 

たとえ その 統治を が 手足を 切断され た奴隸 であった としても 従うよう、 いい 残しました。 
また 彼は、 私に 礼 街が 斤定の 時間に を ませる ようにと、 いい 残しました。 

そして 預言 まは 次のように もい いました。 

「もし 人々 力 《 (遅れた） 礼 巧を し 終えた ことが わかった としても、 その 時までに あなたは 既に 
義務の 礼 巧を ましてし まって おり、 またもし そうでなかった としても （人々 の 遅れた 礼拝が 
完了して おらず その 礼拝に 加わった 意） その 礼拝は あなたに とって 随意の 礼拝と しづこと 
になる でしよ ラ J 



アブー. ザ ツルは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 私の 太股を たたきながら 次のように いった。 

「もし あなたが 所定の 礼拝の 時刻を 遅らせる 人々 の もとにいた としたら どうします か」 

そこで アブー. ザ ツルは こういった。 

「 あなたは 何を 命じます か」 

すると 彼は こういった。 

「まず 礼拝を 所定の 時刻に; ちませ、 その後 あなたの 用事を 済ませな み、。 

もし 次の （遅れた） 礼 巧が 始まった 時に あなた 力 《 モスクに 居合わせたなら、 その 時は 彼ら 
と一緒に (もう一度) 礼 巧し なみり 

アブー. ア ーリヤ • / くツ ラー ウ は 伝えて いる 
イブ ン • ジャー ドが 礼拝を 遅らせた。 

ところで アブ ドツ ラー •ビン •サー ミトが 私の 巧に やって またのた 私は 彼に 椅子を すすめ 
彼が その上に 座った ところた 化は 彼に イブ ン •ジ ヤード のした ことを 話した。 

すると 彼は 口菅を 咬み 私の 股を 巧ちながら こういった。 

私は アブー •ザ ツルに T 度 あなたが 尋ねた ことを 尋ねました。 

すると 彼は 私の 股を T 度 私が あなたの 股を 打った ように 打ちこう いった。 

私ヴ ブー •ザ ツル） は 預言を に T 度 あなた ヴ ブドツ ラー) が 尋ねた ように 尋ねた。 

すると 彼は T 度 私が あなたの 股を 巧った ように 私の 股を 巧って こういった。 

「礼拝は （一人で か 決められた 所定の 時間 内に 済ませな み、 

もし 彼等が その後に 礼拝す るよう なら 彼等と一緒に 集団で 礼拝し なみ、 

その 時 あなたが‘ 私は もう 礼拝を 済ませた から 礼 街 ホし ません" といって はいけ ません」 

アブ—. ザ ツルは 預言 まが 次のように いったと して 伝えて いる 

「もし あなた 達が 或いは あなたが、 いつも 礼拝を 遅らせる 人々 の もとに 居た としたら どうし 
ます か。 

そう しづ 時には、 あなた 達は まず 礼拝の 時間に なったら 所定の 礼拝を 済ませな み、。 

その後 集団で 礼拝が 始まったら 彼等と一 鄕こ (ちび) 礼拝し なみ、 

そうすれば それで さらに 良い 事を 重ねた ことになります」 

アブー. アーリ ヤ .バツ ラー ウは 伝えて いる 

私は アブ ドツ ラーゼン •サー ミトに 「我々 は 礼拝を いつも 遅らせる 統治 ま 達の 背後で ジュ 
ムアの 礼拝 (金曜日の 合同 礼拝) をして います」 といった ところ、 彼は 私の 股を 痛い ほど 巧 
って こ ラし、 った。 

私び ブドツ ラーけな ブー ザ ツルに そのこと を 尋ねた 巧、 彼は 化の 股を 打って こういった。 
私ヴ ブー •ザ ツル） は アツ ラーの 使徒に そのこと を 尋ねました。 



すると 彼は こういった。 

「礼拝を 所定の 時刻に 行いな み \ そして 彼等との ち 度の 礼拝は 随意の 礼拝と して 行い 
なみり 

ところで アブ ドツ ラーは 「預言を 力な ブー ザ ツルの 股を 巧った」 として 彼に 伝えられ たと 語 
つた。 



集団 礼拝の 特典と それへの 参加を 避ける ことに 対する 厳しい 警告 (を) 


(を） 一日 五 回の 義務の 礼拝は 元来 全て 集団の 礼拝で あるべき もの、 金曜の 昼過ぎ 
の 集団 合同 礼拝 （ジュムア） だけに 限った ものではなかった 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「集団の 礼拝は あなた 達が一人で 行う 礼拝よ リニ 十五 倍の 徳が ある」 

アブー •フライ ラは 預言を の 言葉と して 次のように 伝えて いる 

「集団の 礼拝は一人で 行う 個人 礼拝よ リニ 十五 倍 優れてい る。 また 夜と 昼の 天使 達 （を） 
は 日の出 前の 礼拝に 参集し ます」 

ところで アブー •フライ ラは こういった。 もし 皆さんが お望みな らば 次の一節を 誦 みなみ、。 
「確かに 日の出 前の クル アーン 読誦には 立会人 (天使 達) がいる」 （第 1 7 章 78 節） 

(を）一 人の 人間に 四 人の 天使が ついて 昼夜 交替で その まの 行動を 記録して いると いわ 
れ ている 

同様の ハディー スは アブー •フライ ラに よって 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている。 し 力、 しこ こで 
は 「二十 五倍の 徳」 と 表現され ている。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒 力 化、 ったと して 次のように 伝えて いる 
「集団 礼拝は 個人の 礼拝の 二十 五倍の 価値に 相当す る」 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒 力 化、 ったと して 次のように 伝えて いる 

「イマー ム と一緒に 行う 集団 礼拝は 個人で 行う 二十 五 回の 礼 巧よりも 優っ t いる」 

イブ ン •ウマルは アツ ラーの 使徒が いったと して 次のように 伝えて いる 
「集団 礼拝は 個人で 行う 礼拝より 二十 セ 倍 も 優って いる」 

イブ ン •ウマルは 預言を が 次のように いったと して 伝えて いる 
「集団 礼拝は一人で 行う 礼拝の 二十 セ 倍よりも 勝る」 


同様の ハディー スが 別の 伝承を 経路を 経て 伝えられ ている 力 《 、それらに よかが 二十 数倍」 とも 
「二十 七 倍の 価値」 とも 表現され ている。 

また 別 伝承では 「二十 数倍」 とも 伝えられて いる。 



アブ ー- フライ ラは 次のように 語って いる 

アッ ラーの 使徒は一部の 人々 （多分 偽 信 ま 達 かは 1)) が 何回 か 礼 街 こ 参加し かにと を 
かった。 

そこで 彼は 次のように いった。 

「私は いっその こと 人々 を 導いて 礼拝す る ことを 誰かに 命じて おいて （その） 集団 礼拝に 参 
力 □しなかった 人々 の 巧に 出向いて いき、 彼等の 家を まきで 焼き 化って しまうよう 命じよう か 
と 思いました。 

その 結果と して 肉の たっぶ り 付いた 骨 （焼死体) を 彼等が みる ことになると はじめから 解っ 
ていたならば、 彼等は きっと 夜の 礼拝に 参加す る ことになる でしよう （をの」 

(を 1) マデイーナ における 偽 信を 達は 信を 集団に 対する 最も 面倒な 政治的 敵が 集団で あ 
つたので ここでは な 下で みる 如 〈彼等に 巧す る 敵意を むきだし にした 表現が みられる 


(を 2) 集団 礼拝に 加わらなかった からといって 焼 討を かけても よいと しづ 法的根拠 とはな 
ら ない。 

なぜならば 預言を はた だそう 思った だけで 実際には そうしなかった の だから 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

「偽 信を ことって一 番 重荷に 感ずる 礼拝は、 夜の 礼拝と 日の出 前の 礼拝で ある。 

もし 彼等が それら 二つの 礼拝の 重要性を 知るならば、 彼等は きっと はって でも やって また 
ことで しよ ラ。 

さて 私は 礼拝の 開始を 命じ、 或る 男に 人々 を 導いて 礼拝す るよう に 命じて おいて、 自らは 
礼拝に 加わらない 人々 の 家を 火で 焼き キムうた めに まきを 持った 数人の 男 達を 連れて 本気 
で 出動し ようかと 思った 程です」 

ハン マー ム ゼン •ムナ ツ ビフは 伝えて いる 

これは アブー •フライ ラが アツ ラーの 使 おにつ いて 語った し、 〈つかの ハディー ス のうち の一 
つ である。 

さて アツ ラーの 使 巧は こういった。 

「私は 若を 達に まきの まを 準備す るよう 命じ それから 誰かに 人々 を 導いて 礼拝す るよう に 
命じて おいて、 その後 礼拝に 加わらない 人々 の 家を その 中に 居る 人間 も 含めて （お 全て 
焼き キムって しまおうかと 考えた 程でした」 


(を） その 時 礼拝に 敢て 参加して いないで 家の 中に いる 人々 



同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経ても 伝えられ ている。 


アブ ドッ ラーは 次のように 伝えて いる 

預言者は 金曜日の 合同 礼拝に 参加し ない 人々 に 向 力、 って 次のように いった。 

「私は 或る 男に 人々 を 先導して 礼拝す るよう に 命じて おいて その後け L 拝に) 参加し なかっ 
た 者 達を、 彼等の 家 もろとも 焼き 化って しまおうかと 本気で 考えた 程でした」 



礼拝への 呼び掛けを 聞いた 者は、 モスクに 赴いて 礼拝す る ことが 義務で あ 
る 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

預言 まの 巧に 日 の不自 由な 男 （イブ ン •ウン ム •マク I '■— ム か） が やって まてこう いった。 
「私には モスクに 連れていって くれる まがいません」 

そして、 彼は アツ ラーの 使徒に 彼 だけ 特別にまで 礼拝しても よいと しづ 許可を 求めた。 
そこで 預言を は 特例と して 許可を 与えた。 

さて そのを が 立ち去ろ うとした 時 預言 まは 彼を 呼びと めて こういった。 

「あなたは 礼拝への 呼びかけが 聞こえます か」 

そこで 彼は 「はい」 と 答えた。 すると 預言を はす かさず こういった。 

「それなら それに 答えるべき だほ)」 

(を） 原則的には 理由が 巧ら かなので 集団 礼 街 こ 参加し な 〈て もが、 

しかし その 男が イブ ン •ウン ム •マタ I ム とすれば 例外 中の 例外と なる。 

なぜならば、 彼は 教 友の 中で も 長老 格の 人物で、 かつて 預言者が マディー ナ不 在中は、 
しばしば イマ ー ムを 勤めた ことがある。 

このような 理由た 預言を は 彼の 集団 礼拝 参加を 強 〈望んだ 



集団 礼拝は スン ナ •フダ ー (預言を の 導きの 慣習 （を)） である 

ほ) スン ナ觸言 者の 慣習には こ 種 ある、一 つは スン ナ •フ ダー (導び きの 慣習） で 他 
は スン ナ •ザ ワー イド ( 附加 的な 慣習 ） である。 

前者は 集団 礼拝の ように ムス リムが 従わない と 非難され る もので 後者は 預言者の 歩 
き 方と か 座り 方 等で 従わな くと も 非難に 値しない 慣習で ある 

アブ ドツ ラー ビン •マ スウードは 伝えて いる 

私は 我々 の 中で はっきりと 偽 信者と して 知られて いるま か、 或いは 病人を 除いて、 礼拝に 
参集し ない まは 他に いなかった ことを、 ずっと 見て 参りました。 

しかも その 病人で すら 左ち の 二人の 男に 支えられて どうにか 歩ける まは、 礼拝に やって 
まました。 

また アツ ラーの 使徒は 私達に 様々 な 導び きの 慣習な ナ •フ ダー) を 教えて くれました。 
そして ア ザーンの 詠唱に よって 始まる モスクでの 礼拝 こそは、 導び きの 慣晋 の一例です。 

アブ ドツ ラーは 次のように 伝えて いる 

明日な 世で) ムス リムと して アツ ラーに まみえ たいと 思う 者は 礼拝への 呼びかけが あった 
時には、 それに 答えて 遵守すべき である。 

なぜならば アツ ラーは あなた 達の 預言を に 様々 な 導び きの 方 まを 定めました。 

そして 礼拝は その 中の一 つです。 

だからた とえ あなた 達が 自分の 家で 礼拝した としても、 それは モスクでの 礼拝を 拒否して 
家で一人で 礼拝す る 者と 同様で あり、 あなた 達は 預言を の 慣行を 無視し 捨てた ことにな り 
ます。 

そして あなた 達が 預言を の 慣行を 捨てる と しづことは、 あなた 達が 正しい 道を 見失い 迷っ 
たこと を 意味し ます。 

浄 めを 十分に 行い、 それから モスクに 向かう 者には、 誰で あれ アツ ラーは 彼が一歩 歩く 毎 
に その 報償を 記録に 留め、 また 彼の 来世の 地位を 引き上げて 〈れ ると 同時に、 また 彼の 
罪を 取り去って 〈れ ます。 

私は 我々 の 中で 礼拝に 参集 しないを ホ、 その 偽 信者 振り 力なな 日ら れて いるを lil 外の 何 
をで かにと を 見て 参りました。 

また その一方で、 自らは 歩けない ために 礼拝の 列に 加わる まで 二人の 男の 肩に 捉 まって 
連れて こられた をが いました。 



ム アツ ジンげ ザー ンの 詠唱 ま） がア ザー ンを 詠唱し それを モスクの 中で 
聞いた まは、 その後 礼拝が 終る まで そこから 出る ことは 禁じられ ている 


アブ— •シャ アサ— ウは 次のように 伝えて いる 

私達が アブー フライ ラと一緒に 座って いると ムアッ ジンカな ザー ンの 詠唱を 行った。 
すると一人の 男が 立ち上がり モスクから 出ようと 歩き 出した。 

その 時 アブー •フライ ラの 視線は その 男の 行 〈手を 追った 力 《 、 とうとう 彼は モスクの かに 出 
てし まった。 

そこで アブー. フライ ラは こうし、 つた。 

「あの 男は アブー •力ーシム （預言者 ムハンマドの 別名） を 裏切って しまった」 


イブ ン •アブー •シャ アサー ウは 彼の 父からの 伝聞と して 次のように 伝えて いる 

私 （アブー •シャ アサー ウ） は アブー •フライ ラが ア ザー ンの 後に一人の 男が モスクから 出 
て 行 〈姿を 見て 次の 输こ いった ことを 耳に しました。 

「彼は アブー カーシム （預言 ま ムハンマドの 別名） を 裏切って しまった」 



夜の 礼拝と 曰 巧の 礼拝を 集 同で 行う ことは 美徳で ある こと 


アブ ドル •ラフ マー ン ゼン‘ アブー •アム ラが 次のように 伝えて いる 

日;’ 曼 後の 礼拝の 後に ウス マー ン ゼン •アツ ファー ン （後に 第； 代 か J フけ 《 モスクに 入リー 
人で 座った ので 私は 彼の そばに 座った。 

すると 彼は こういった。 

「私の 兄弟の 息子よ、 私は アツ ラーの 使徒が 次のように いった 言葉を 耳に しました。 

『夜の 礼拝を 集団で 行った 者は 彼が 夜の 半分を一人で がりに 費した と 同じ 価値が ある。 
また 日の出 前の 礼拝を 集団で 行った をは 彼が 夜通し お祈りに 要した と 同じ 価値が ある 
な) 山 


同様な ハ ディースが 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えられ ている。 

(お 朝 早 〈起きる ことは 夜 遅くまで 起きて いる ことより一層 困難を 伴う ので アツ ラーの 報償 
にも 差が ある 


ジュン ダブ •ビン •アブ ドツ ラーは アツ ラーの 使 おが 次のように いったと して 伝えて いる 
「日の出 前の 礼拝を 集団で 行った まは アツ ラーの 庇護の もとに 居る。 

アツ ラーはこの 庇護と 引き替えに あなた 方に 対して この 他に 何も 求めは しない。 

もし アツ ラーのな 護の もとに あるを に 害を 加えれば アツ ラーは その 者を 地獄の 業火に 丰曼 
げ 込んで しまわれる だろう」 

-方 アツ ラーの 使徒が 次のように 語った と ジュン ダブ •カスリーが 伝えて いる。 

「日の出 前の 礼拝を 集団で 行った まは アツ ラーの 庇護の もとにい る。 

し 力、 も アツ ラーは その 化 護と 引き替え にこの 他に 何も 要求し 給わめ。 

なぜなら もし 誰か カヴッ ラーの 庇護と 引き替えに 何 かを 求めた ととしても にの 場合は 日 
の 出前の 集団 礼拝を しない ことになるが) アツ ラーは 全て 御 巧知で ある （皮肉な 表現 か）。 
そして アツ ラーは 彼を 地獄の 業义に さっさと 掛 ず 込んで しまわれる だろう」 


ジュン ダブ •ビン •スフ ヤーン の 前記の ハディー スは 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えられ ている 力 《 、し 
かしこ こでは けッ ラーは 彼を 地 鉄の 業 义に掛 ず 込んで しまわれる だろう」 と しづ一節には 言及して 
いなし、。 



何ら かの 正当な 理由に よっては 集団 礼拝への 不参加 も 許される こと 

マフ ムード •ビン • ラビー ウ はおえ ている 

イト バーン ゼン •マーリク （彼は 預言を の教 友の一人 であ ル 《ドルの 戦に 参加した マディ 
-ナ 出身の 信を （を 1) の一人で ある） が アツ ラーの 使徒の 巧に やって まてこう いった。 
けツ ラーの 使徒よ、 私は一族を 先導して 礼拝す る 立場に あります が 視力を 失って しまい 
ましに。 

ところで もし 雨が 降る と 私と 彼等の 間にある ワジ (お 谷） に 洪水が 流れ だし それで 私が 彼 
等の モスクに 行って 彼等を 導いて 礼拝す る ことは 出 まなくなります。 

そこで アツ ラーの 使徒よ、 どうか あなたが 化の まに 来て 礼拝す る 場所を 私の 家の 中で 選 
んで 礼拝して 下さい。 

そうすれば 私は その 場所を な 後 礼拝 巧に する ことができます」 

すると アツ ラーの 使徒は こういった。 

「アツ ラーが 望まれるなら そのよう にし ましよう」 

さて イト バーン はさら につ づけて こう 語った。 

翌日 アツ ラーの 使徒と アブー •バ クルが 日 も だいぶ 高 〈なった 頃に 私の 巧に やって来た。 
そして アツ ラーの 使徒は まに 入る 許可を 求め 私は 当然 彼に 許可を 与えた が 彼は 家に 入っ 
て も 座ろうと しなかった。 

そして 彼は こういった。 

「さて 私が あなたの まの どこで 礼拝して 欲しい のです か」 

そこで 私は まの 片隅を 指した。 

すると アツ ラーの 使徒は その 場所に 礼拝の ために 立ち タク ビー ルを 唱えた。 

そして 私達 も 彼の 背後に 立って ニ ラ カートの 礼拝を 捧げた。 

それから 預言者は タス リームを 唱えて その 礼拝を 終えた。 

その 時 私達は 彼のた めに 用意した 肉 カレーを 食べても らうべ 〈彼を 弓を 留めました。 
そこへ 近所の 男 達が やって またので かなりの 人数が 私のを に 集まりました。 

その 時 彼らの 中の一人が こういった。 

「マ-リク ゼン •ドフ シュンは どこに いる」 

それに 答えて一部の 人々 がこう いった。 

「 あいつは 偽 信を だ、 アツ ラーも その 使徒 も 巧き では か W だろう よ」 

すると アツ ラーの 使徒は 次のように いった。 

「彼の ことを そのよう にいって はいけ ない。 

彼が 『アツ ラーなかに 神は 無い』 といった ことを あなた 達は 知っている でしよう。 

こうして 彼 もまた アツ ラーの ご 尊顔を 拝す る ことり まり アツ ラーの お喜び) を 願って いる こ 
とになる のです から」 

これを 聞いて 彼等は こういった。 



「アツ ラーとその 使を のみが 最も 良く 御存知で ある」 

す ると 聴を の一人が こういった。 

「私達は 彼 (マー リ がの 顔と 彼のを 告が饱 にかと) 偽 信を 達に 傾斜して いる ことを がって 
いる だけです (注の」 

ここで アツ ラーの 使徒は 次のように いった。 

けツ ラーは アツ ラーレ a かに 神は おいと 唱えて アツ ラーの お喜びを 望む をには 地獄の 業火 
を 禁じられた」 

ところで この ハ ディー スの 伝承を の一人 イブ ン •シハ ーブ はこう 伝えて いる。 

それから 私 （イブ ン •シハ ー ブ） はサ ー リム 族の リ ー タ ー の 一 人で ある フサ イン •ビン • ムハ 
ン マド •アンサー リー にこの ハディー ス について 尋ねました。 すると 彼は それを 正しい と認 
めた。 

(を 1) イス ラームの 信仰 共同体が 未だ 数の 上で も 物質的に も 劣勢だった 初期の バド ルの 
決戦に 生命と 財産を 掛 ず うって これに 参加した 人々 は ムス リム 社会の 中で 尊敬を 集め 高 
い 地位が 与えられ ている 

(を の 預言を の 証言の 如く マーリクは 真の ムス リムて あった。 だが 何 かの どうに もなら な 
い 事情が あって 偽 信を 達に 傾 尉した 行動が みられた ので あろうと 考えられ ている 

イ レくー ン ゼン •マーリクは 伝えて いる 

「私は アツ ラーの 使徒の 巧に やって また」 

な 下は 前記 ハディー スと 同じ ことを 伝えて いる。 

しかし 下記の 部分は 違って いる。 

- 人の 男が こういった 

「マーリク ゼン •ド フ シュン ほた は ドハ イシ ュソは どこに いる」 

また 次の ような 追加 表現が みられる。 

マフ ムー ドは 次のように 語った。 

そこで 私は この ハディ ー スを 一 団の 人々 に 話しました。 

その 中には アブー •アィ ユーブ •アンサー リー がいて こういい ました。 

「あなたが 語った ことは 私には アツ ラーの 使徒が 語った とは 思われな いの だが」 

すると マフ ムー ドは 次のようにこう 語った。 

「そこで 化は もう一度 イ いくー ンの ところに 出向いて その 件に 関して 彼に 問い正して みる こ 
とを 誓った。 

こうして 私は 彼 （イト バーソ の 刷 こ 巧び いったので すが 彼は 大変 年老いな、 て 視力を 全 〈 
失って いました。 

しかし 彼は一族の イマー ムを 務めて おり、 私は 彼の 隣り に 座り込んで この ハディー ス につ 
いて 尋ねました。 



その 時 彼は 最初に 私に 話して 〈れ たものと 同じ ハディー スを 語りました」 

ところで ズフ リーは 次のように 伝えて いる。 

その後 幾多の 義務 行為 やまた 私達が もはやを る ことは あるまい と 思われる いくつかの 命 
令が 啓示され た （を 1)。 

それで 崩されまい とする まは もはや 編され ないよう になった （をの。 

(を 1) この ハディー スの もとは 極めて 初期の ものである ことを 物語って いる 
(を 2) 後に なって してよ しにと といけ ない ことが 明示され るよう になり、 信を と 偽 信を の 間 
に はっきりした 線が 引かれる ようになった のた その 気になり さえ すれば 信を が 迷う 危険 
がな 〈なった の 意 

マフ ムード •ビン •ラビー ウ はおえ ている 

アツ ラーの 使徒が 私達の まの 手桶から 水を 汲み 口に 含んで いまだ ル さかった ほ才） 私 
の 顔に ピュー と 水を かけた (私を 笑わせる ために） ことを 化は 今でも 良 〈覚えて いる。 
さらに マフ ムー ドは こういった。 

イト バーン ゼン •マーリクは 私に 次のように 語った。 

私は 「アツ ラーの 使 巧よ、 私の 目は すっかり 悪く なって しまいました」 といった。 

ついで イ I ' バーン はな 下の ハ ディー スを 伝えた。 

「彼 (預言を） は 化 達を 導いて ニ ラ カートの 礼拝を 行った。 

そして 私達は 彼のた めに 用意した プディング (を) を 食べても らうた めに 彼を 引き留め まし 
た」 

しかし それな 下の 前 出の ハディー ス （の 追加 分） について は 何も 言及し なかった。 

(を） ル 麦粉と 肉と ナツメ ヤシの 実で つくった 料理 



随意の 礼拝を 合同で 礼拝しても おにと、 礼拝に おいて 敷物と 冠り 物、 着る 
物 その他の ものは 清潔で ある こと 

アナス ゼン •マーリクは 次のように 伝えて いる 

彼の 祖母 ムライ か 実は 母と も 云われて いる） は、 彼女が つ わた 料理に アツ ラーの 使徒を 
巧いた。 

それで 預言を は それを 食べてから こういった。 

「さあ お立ちなさい。 私は あなた 方 ご一をの ネ兄 福の ために 礼拝を します （を）」 

アナス ゼン •マーリクは さらにつ づけて こういった。 

そこで 私は 敷物の 上に 立ち上った。 

だが その 敷物は 長い間 使った ために 黒 〈なって いた。 

そこで 私は それを 柔 〈する ために その上に 水を ふりまいた。 

そして アツ ラーの 使徒は その上に 立ち上った。 

それから 私と 孤児 （ダ ミール ゼン •サアドの こと） は 彼の 背後に 並んだ が 年寄り ヴ ナスの 
(祖) 母の こと） はさら に 私達の 後に 並んだ。 

こうして アツ ラーの 使 巧は 私達を 導いて 祝福の ニ ラ カートの 礼拝を 行い それから 戻って 行 
っ た。 

(を) 特に この 家の 女性 達に とっては 預言 まに よる 礼拝の デ モンス トレイン ヨンに 接する 良 
い チ ヤンスと なった 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 人々 の 中で 最も 性格の 優れた お 人柄であった。 

彼が 私達の 家に 居る 間に 礼拝の 時間が やって 〈ると、 彼は 彼の 足元に 敷物を 敷 〈ことを 
命じた。 

そのため その 敷物は 掃除され、 その上に 水が まかれた。 

それから アツ ラーの 使徒は イマー ム として 立ち上がり、 私達は 彼の 後方に 並んで 立った。 
それから 彼は 化 達を 先導して 礼拝を した。 

ところで 彼らの 敷物は ナツメ ヤシの 枝葉から つ 〈られ ていた。 

アナスは 次のように 伝えて いる 

預言者が 私達の 家を 訪れた。 その 時を には 私と 母と 母の 叔母の ウン ム •ハ ラームし かお 
りませんでした。 

そして 預言 まは こういった。 「立ちなさい、 私は け L 拝 時間な 外の 時間に) あなたがたを 導 
し、 て 礼拝し ます」 

こうして 彼は 私 等を 先導して 礼拝し ました。 



ところで 或る 男が サー ビトヴ ナスから 最初に 直接 開いた 伝承を にこう 尋ねた。 

「その 時 預言を は アナスを 彼の どの位 置に 立たせました か」 

すると サー ビトは 答えて こういった。 

「預言者は 彼を 彼のち 側に 立たせました」 

さて それから 預言者は 私達 家族 (アナスの 家族） のために 現世と 来世の すべての 良き も 
のがあります ようにと 析っ た。 

そこで 私の 母は いった。 

けッ ラーの 使徒 様、 ここに あなたの ル さな 召使 （アナスの こと） がいます。 彼のた めに アッ 
ラーに ネ 斤って 下み なし」 

こうして 預言者は 私の ために 良き もの すべてが あります ようにと 祈った ほ）。 

彼は 化の ために ネ 斤った 最後に こういった。 

「おお アッ ラー、 彼の 富と 子供を 増し 給え、 彼を ネ兄 福し 給え」 

(を) アナスは la 後 預言を が 他界す るまで 預言 まの もとで 仕えた。 

アナスは 百才な 上になる まで 生き、 多 〈の ハディー スを 保持し 人々 に 伝えた 


アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 彼 (アナス） と 彼の 母 または 彼の 叔母を 導いて 礼拝を 行った。 

その 時 預言を は 私ヴナ のを 彼のち に 立たせ、 女性 達は 化 達の 背後に 立たせました。 
同様の ハディー ス はまた 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている。 

預言者の 妻 マイム ーナは 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 礼拝を 行って いた。 

その 時化は 彼の そばに いた。 

そして 彼が 平伏 ネぶ 行う と 時々 彼の 服が 私に 触れた （おが その 時 彼は 小さな 敦 物の 上 
で 礼拝して いた。 

(を） イスラー ム では 女性を 巧ら わしい と 考えて いない 証拠 
アブ—. サイ-ド •フ ドリ-は 伝えて いる 

彼 カヴッ ラーの 使徒のと ころに 入って いった 時 彼は 預言者が 敦 物の 上で 礼拝して おり、 平 
伏 礼を している お 姿を 目撃した。 



義務の 集団 礼拝の 特典と その 礼拝を 待つ 美徳 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「集団で 行う 礼拝は 家で 行う 礼拝 や巿場 (職場） で 行う 礼拝に 比べて 二十 数倍 勝って いる。 
その わけは 集団 礼拝に 参加す る 者は 浄 めを する 際には しっかり とした 浄 めを 行い、 それ 
から モスクまで 出向いて 行き、 その 時の 彼の 行為には ただ 集団 礼拝に 参加したい一 むで 
それな 外には 何の 強制 もな く、 また 彼は 礼拝を 除いて 他の いかなる 目 的 も 抱かない から 
て ある。 

彼は モスクに 向かって一歩 進む ごとに一段と アツ ラーからの 得点を 上げ、 罪の 方は一つ 
-つ 消滅して ゆ 〈うちに モスクに 入る ことになります。 

そして 彼 力 《 モスクに 入った 時 彼は 礼拝一筋 にあ 頭し な、 るが その 際 彼が 自分の 礼拝の 
場に いる 限り 天使 達は 彼のた めに 次のように 析り つづけます。 

『おお アツ ラー、 彼に 慈悲を 与え 給え、 おお アツ ラー、 彼の 罪を 赦し 給え、 おお アツ ラー、 彼 
の 悔悟を うけ 入れ 給え』 

こうして 天使 達は この 析 りを 彼が 自ら 害を なさめ 限り また 彼の 浄 めの 状態が 解消す るまで 
ネ 斤り つづける でしよう」 

同様な ハ ディースが 別の 伝承 者 経路を 経て 伝えられ ている。 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「天使 達は あなた 方が 礼拝の 場に いる 限り 礼拝 者の ために 次のように ネ 斤り つづける でしよ 
ラ。 

『おお アツ ラー、 彼の 罪を 赦し 給え、 おお アツ ラー、 彼に 慈悲を かけ 給え J 
か 〈て浄 めの 状態 か仙聯 消されず、 彼が 礼拝 中で、 それにを 頭して いる 限り 天使 達は こ 
のように ネ斤 りつ づけます」 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

けツ ラーの 下僕 (信 おが 集団 礼拝 中で 彼が 己れ の 礼拝 勒 こいる 限り、 たとえ 礼拝 時間 
を 待って いる 間で も 天使 達は 次のようにい い 続けて いる。 

『おお アツ ラー、 彼の 罪を 赦し 給え、 おお アツ ラー、 彼に 慈 おを かけ 給え J 

この 天使 達の 祈りは 彼が 礼拝 巧を 出て 行けな たは 彼の 浄 めの 状態が 解消す るまで つ 

づきます」 

そこで 私は こう 尋ねました。 

「浄 めの 状態が 解消す るとは どんな ことです か」 

すると 預言 まは 次のように 答えた。 

「 ち 声 無声の 放屁に よって 解消す る」 



アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「あなた 方の 誰に ついて む'' える こと だ 力 《 、 礼拝 だけが 彼を 弓 I き 留めて いて、 礼拝な かに 
彼が 家族の もとに 戻る ことを 防げな々 い 限り その 者は その 間 ずっと 礼拝を つづけて いる 
ことになります」 


アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「あなた 方の 誰でも、 集団 礼拝の 場で 礼拝を 待ちながら 座って おり、 かつ 彼の 浄 めの 状態 
が 解消し ない 限り 天使 達は 彼のた めに 次のように がりつ づけて しなす。 

『おお アツ ラー、 彼の 罪を 赦し 給え、 おお アツ ラー、 彼に 慈悲を かけ 給え 山 

前記 同様な ハディー スが 別の 伝を を 経路を 経て 伝えられ T いる。 



モスクまでの 歩数の 多 さは 美徳のう ち 


アブー ■ムー サーは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「集団 礼拝で 最大の 報酬を 受ける をは 人々 のうちで 任スク から） より 遠 〈に 住んで いる 人 
であり、 その 遠い 道程を 歩いて 〈る 人で ある。 

また イマー ム と一緒に 礼拝す るまで それを 待って し、 るを は一人で 礼拝を して それから 寝 
てし まう をよりも 報酬を 受ける をと して一層 優れてい る」 

さて ある 伝承 者の ハディー ス では 次のように 語られて いる。 

「 イマー ム と一緒に 集団で 礼拝す るまで (待って いる）」 


ウ バイ ユ ゼン •カ アブは 次のように 伝えて いる 

或る 男が いたが 化は 彼よりも モスクから 遠 〈に 住んで いるを を 他に そ 日らない。 

だが 彼は 決して 集団での 礼拝に 遅れた ことはなかった。 

それで 彼は 次のようにい われた。 

或いは 私が 彼に こういった。 

「もし あなたが ろばを一頭 買ったならば、 あなたは 真暗闇の 中で も、 また 焼けつ く 熱砂の 
中で も それに 乗る ことができる でしよう に」 

すると 彼は 次のように いった。 

「私は おのまが モスクの そばに あれば 嬉しい とは 思わない。 

私は モスクに 歩いて ゆく ことにより、 また 自分のを 族の もとに 歩いて 帰る ことにより 報酬が 
私に 定められる ことを 望みます」 

そこで アツ ラーの 使 巧は こういった。 

「確かに アツ ラーは そのような 全ての 報酬を あなたに お集め 下さった」 


同様の ハディー スが 同一伝承 ま 経路を 経て タイ ミーによって 伝えられ ている。 

ウ バイ ユ ゼン •カ アブは 次のように 伝えて いる 

アンサールの ある 男の 家は マディー ナの 中で 最も 遠 〈離れた 巧に あった。 

しかし 彼は アツ ラーの 使徒と一緒に 行う 礼拝に みして 遅れた ことはなかった。 

私達は 彼に 同情して いたので 私は 彼に こういい ました。 

「誰々 さん、 もし あなたが ろばを一頭 買ったならば それは 焼け付いた 熱砂から あなたを 救 
つて くれる でしよう。 

また 地面の 害虫から も あなたを 守って くれる でしよう」 

すると 彼は 次のように いった。 

「聞いて 下さい、 私は アツ ラーに 誓って、 私のを が ムハンマド 願 言 者） の 家の 隣り にある 
ことを 欲しません」 



それで 私は 彼の 言葉を 聞き捨てに できない 非常に 不快な ものに 感じた ので アツ ラーの 使 
徒の もとに 行き そのこと を 告げ口し ました。 

すると 預言 まは 彼 (その 男） を 呼びよ せた が、 彼は 預言を を 前にして 私に いった ことと 全 〈 
同じ ことを いった。 

そして 彼は 彼の 歩み (モスクと まの 間の） の 報酬を 望む ことを 告げた。 

そこで 預言を は 彼に こういった。 

「確かに あなたには あなたが 期待す る ものが あります」 


同様の ハ ディースが 別の 伝承 者 経路を 経て アース イムに より 伝えられ ている。 

ジャー ピルゼン •アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

私達のを は モスクから 遠く離れていた。 

そこで 私達は モスクに 近付 〈ために その 家を 売りたい と 思って いました。 

しかし アツ ラーの 使徒は 私達が そうする ことを 禁じました。 

そして 次のように 仰せられた。 

「モスクへ 向かう あなたたち の一歩一歩には アツ ラーの 報償が あります」 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

モスクの まわりの ± 地が 空地に なって いました。 

そこで バヌー ■サリマの一族が モスクの 近くに 移り 住みたい と 欲した。 

そして そのこと が アツ ラーの 使徒の 耳に 入った。 それで 彼は 彼等に こういった。 
「あなた 方 力な スクの 近くに 移り 住もうと している ことが 化の 百に 入りました」 
すると 彼等は こういった。 

「はし、、 その 通りです アツ ラーの 使徒 様、 確かに 化 達は そのよう に 望みました」 
そこで 預言を は 二回 線り 返して 次のように 仰せられた。 

「/ な 一 ■ サリマー族よ、 あなた 方の 今の 家に 住みなさい。 

そうすれば あなたち の モスクへの 歩みは 精進と して 記録され るで しよう」 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

バヌー ■サリマー族は モスクの 近くに 移り 住む ことを 望んで いた。 

その 時 T 度 モスクの まわりの ± 地が 空いて いた。 

そして そのこと が 預言を の 耳に 入った。 

そこで 預言を はこう いった。 

「バヌ ー • サリマー族よ、 あなたち の 家に そのまま 住みなさい。 

そうすれば あなたち の モスクへの 歩みは 精進と して 記録され よう」 

これを 聞いて 彼等は 次のように いった。 



「我々 力 《 モスクの 近 〈に 移り 住む 喜び なぞ 預言 まから この お 言葉を 聞いた 喜びに 比べれ 
ば 物の 数では ない」 



礼拝に 出向 〈歩行は 罪を 消し 天国での 報 価の 階段を 登らし める こと 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

をで 身体を 浄 め、 それから アツ ラーに対する 義務の 礼 巧の一つ をます ために アツ ラーの 
を （モスク） の一つに 出向く を そのを の 歩みには 二 歩 ある。 

その一つは 彼の 罪を 消しもう一歩は 天国での アツ ラーからの 報酬の 階段を 登らし める。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒の 言葉を 次のように 伝えて いる。 

また アブ ー •バ クルの イ占 承に おいても 預言を による 同様の ハディ ー スが 語られて いる 
「 あなた 方は 次の 事を 考えた ことがあります か。 

もし、 あなた 方の 誰か一人 のまの 戸口の 近くに 川が 流れて おり、 毎日 五 回 そこで 身体を 
洗うなら ば 何 か 不浄な もの が 残 ります か」 

すると 彼等は こういった。 

「いいえ、 不浄な ものは 何も 残りません」 

そこで 預言を はこう いった。 

「それは あたかも一曰 五 回の 礼拝の ような ものです。 

アツ ラーは その 五 回の 礼拝に よって 罪を 消して 下さる のです （を）」 

(お 罪を 消す といっても 様々 な ル 罪を 消す 意味で 大罪 锻ん赛 通な りは 礼拝に よって 
消える ことは ない 

使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 

「一 日 五 回の 礼拝は あたかも あを た 方のを の そばに 谎 々と 水を たたえて 流れて いる 川が 
あり そこで 毎日 五 回 身体を 洗い流す ような ものである」 

ところが ハ サンは 次のように 付け加え ている。 

じう すれば 巧れ は 何も 残ら かり 

アブー •フライ ラは 預言 まが 次のように いったと して 伝えて いる 

「モスクに 早朝 もし 〈は夕 ちに、 出向いた 者には アツ ラーは 彼のた めに 天国に おいて 早朝 
もし 〈は 夕 かこ、 宴を 用意して 下さる でしよう」 



曰の 出前の 礼拝の 後 そのまま そこに 正座す る ことは 美徳で ある こと、 及び 
モスクの 美徳 


スイ マー ク •ビン •ハル ブは 次のように いった 

私 (スイ マーがは ジャー ビル ゼン •サム ラに 次のように いった。 

「あなたは アツ ラーの 使 おの おそ ばに 座って いた ことがあ ります か」 

すると 彼は 「はい 何度も」 と 答えて 次のように いった。 

預言 まは 曰の 出前の 礼拝 または 早朝の 礼拝 (ガ ダート) を 行った 後、 太陽が 昇る まで そ 
の 場に そのまま 座って いて 立ち上 力 もな 力、 った。 

そして 彼は 太陽が 昇った 時よう やく 立ち上がった がその 間教 友達は ジャー ヒリー ヤ （イス 
ラー ムな 前の 無明 無道 時代） に関する 話を しては 大声で 笑って しがは）。 

その 間 預言を はた だほ ほえんで いる だけでした。 

(を) 教 友達は 皆 ジャー ヒリー ヤ から イスラー ム 時代に かけて 生きた 人々 である。 

彼等が イス ラームから それな 前の 時代を 眺めた 時、 その 大きな 違いに 気付き 大声で 話し、 
力つ 笑って いたのだろう 力に の 彼等の 姿を 預言者は 満足そう にかた わらで 見て いたと いう 
こと 


ジャー ビル ゼン •サム ラは 次のように 伝えて いる 

預言 まは 曰の 出前の 礼挥を 行った 後、 太陽が 充分 高 〈昇る まで そのまま そこに 正座して 
いた。 

同様の ハディー スが スィ マー ク によって 別の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられ ている。 

しかし ここでは 「充分に 高 〈…」 とは 伝えて いない。 

アブー •フライ ラは アツ ラーの 使徒が 次のように 語った として 伝えて いる 

アツ ラーに とって 最も 愛すべき 場所柄は その 地に ある モスクで あり 最も 嫌いな 巧は その 地 
にある ホ 場で ある。 



イマーム として 誰が 適格 か 

アブー ■サイード •フ ドリーは アッ ラーの 使徒が 次のように いったと して 伝えて いる 
人が 兰人 集まった とすれば そのうちの一人が イマー ム となりな み、。 

そして イマー ム としての 適任を は 彼等の なかで 最も クル アーン を 上手に よむ をで ある。 

同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経て カター ダに より 伝えられ ている。 

この ハディー スは 別の 伝承を 経路を 経て アブー ■サイードに よっても 伝えられ ている。 

アブー •マ スウード •アンサー リーは アッ ラーの 使 巧が 次のように 語った として 伝えて いる 
「クル アーン をよ むこと に 最も 熟達した まがまず 人々 の イマー ム となる。 

もし 彼等が クル アーン の 読誦に おいて 同じで あれば スン ナ （預言者の 慣行） を 最もよ くがっ 
ている 者が イマ ー ム となる。 

もし 彼等 力な ンナ においても 同じが 識 であるならば 最も 早 〈ヒ ジュラけ ッカから マディー ナ 
への 移住) をした 者が イマーム となる （を 1)。 

もし 彼等が ヒ ジュラに おいて 同時なら ばより 早 〈イスラー ムに 改宗した 者が イマー ム になる。 
また 誰も 権力の座 にある 人 (領主、 統治 まな ど) を 従えて 礼拝を 先導す る ことは 許されな 
い （注の。 

また 誰でも その 家の ち 人の 許しな 〈して 上座に 座って はいけ ない」 

ところで ア シャッ ジュは 彼の 伝承の 中 ザ‘ より 早く イスラー ムに 改宗した" という 部分を‘ より 
年を した" と 伝えて いる。 

(を 1 ) マディーナの 信を （アンサール） はヒ ジュラす る ことはなかった ので 彼等は 除外され 
ている のでは ないかと しづ 疑問が 持たれる 力 《 、 これは マッカ 出身の ネ刀 期の 信徒の 間で イ 
マー ムを 誰に 決める かと しづ 特定 ケース と考えられる 

(をの イスラー ム 初期では 政治的 リーダーと 宗教 上の リーダーは 同一人物 である ことが 
をかった。 

勿論 この 際に 領主 や 統治者に 人々 の 礼拝を 導く だけの 宗教 的 知識と 権威が 巧 分に 具わ 
っ ている ことが 前提になる。 

また リ ー ダ ー には 既に 現在、 イマ ー ムの 座に ある 人と しづ 解釈 も ある。 

そういう 人の 許可な しに おしのけて 先導す る ことを も 戒めて いる 



同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て アア マシ ュ により 伝えられ ている。 


アブー •マ スウードは アツ ラーの 使徒が 次のように 彼等に 語った として 伝えて いる 

「まず クル アーン を 最も 熟知し その 読誦に おいて 最も 熟達した まが 人々 の イマー ム となる。 
もし 彼等が 読誦に も' いて 同じ レベルで あれば 最も 早い 時期に ヒ ジュラを した ま 力 《 イマー ム 
となる。 

もし 彼等が ヒ ジュラに おいて 同時であるなら ばより 年を した 年配を が イマー ム となる。 

また あなたは 他人の 家の 中で、 または 巧手が 権力まで ある 場合には みして 彼を 導いて イ 
マー ム となって はならない。 

また 他人のを において 彼が あなたに 前もって 許可を 与えない 限り、 もしくは あなたの 方 か 
ら 彼の 許可を 得ない 限り 彼が すわる 席に すわって はならない」 


マーリク ゼン •フ ワイ リスは 伝えて いる 

私達は アツ ラーの 使徒の 巧に やって まました。 

その 時 私達は 皆 同年 代の 若者でした。 

そして 私達は 預言 まとと もに 二十 夜を 過し ました。 

アツ ラーの 使徒は 大変 優し 〈思いやりの ある おちで あり 私達が を 族を をし がって いるので 
はない かわむ 酉 おれて 私達が 残して きた ま 族の ことにつ いて お尋ねに なりました。 

そこで 化 達は ま 族の ことを 彼に 話しました。 

すると 預言 まは 次のように 申された。 

「 あなた 方は 家族の もとに 戻りなさい。 

そして 彼等と一緒に 暮 しなさい。 

そして 彼等に 信仰と イスラー ム に関する ことを 教えな み、。 

また 彼等には 善い ことを 説き勧めなさい。 

そして 礼拝の 時刻が 来たならば あなた 方のう ちの一人が ア ザー ンを 詠唱し なみ、 
それから あなた 方の 中で一 番の 年配を 力 《 イマー ムを つとめな みり 


同様の ハ ディースが 別の 伝承 ま 経路を 経て アイ ユー ブ により 伝えられ ている。 

アブー •スライ マー ン けーリク ゼン •フ ワイ リス） の 別の 伝を では 次のように 伝えて いる 
私は 人々 と一御 こいる アツ ラーの 使徒の もとに やって まました。 

その 時化 達は 皆 同年 代の 若者であった。 

この ハディー スの 残りの 部分は 前述の ハディー スと 同じで ある。 


マーリク ゼン •フ ワイ リスは 伝えて し、 る 



私は 秘の 友人の一 人と一緒に 預言者の もとに やって来ました。 

そして 私達 二人が 彼の もとから 帰ろうと した 時 彼は こういった。 

「礼拝の 時刻が また 時は、 まず ア ザー ンを 詠唱し それから イカーマを 唱えな み、 
そして あなた 方のう ち 年配の 方が イマームと なりなさい」 


同様の ハ ディースが 別の 伝承を 経路を 経て 伝えられて いるが それには 次の 言葉が 付け加えられ 
ている。 

"彼等一人は クル アーン の 読誦に おいて 同じであった" 



ムス リム 達に 炎 難が 降り かかって きた 時には 全ての 礼拝に おいて ク ヌート 
(祈願と 呪い) を 唱える ことが 好ましし にと 

アブー •フライ ラは 次のように 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 日の出 前の 礼拝の 際に クル アーン の 読誦を 終えて 屈 身 礼に 入り その 
後 タク ビールを 唱えて 頭を 上げた 時 次のように 唱えた。 

けッ ラーは 讚美す る まの 声を 聞き届け 給う、 われらの 主よ、 称 讚は あなたに のみ」 
それから 彼は 立った ままで 続けて 次のように いった。 

「 おお アッ ラー、 ワ リード ゼン •ワ リード (を 1 ) を 救い 給え、 サラマ. ビン •ヒシ ャーム （を 2) 
を 救い 給え、 アィ ヤーン ュ ゼン •アブー •ラビー ア （を 3) を 救い 給え、 また ムス リムの 内で 
も 弱い 立場に あり 無力な 人々 （ムス タダア フィー ン) を 救い 給え。 

おお アッ ラー、 厳し 〈ム ダル 族 (を がのを を 踏みつけ 給え、 また 彼等には 預言を ユースフ 
の 時代の 飢營 をち え 給え、 おお アッ ラー、 リフヤ ーヌ族 （を 5) と リウ ル 族 （をのと ザ クワー 
ヌ族 (を がと ウサイ ヤ族 (を がの それぞれに 呪いを かけ 給え、 げに 彼等は アッ ラーとその 
使徒に 背いた のです」 

それから 預言者は 次の クル アーン の一節が 啓示され た 時から 前述の ク ヌート (析 願と 呪 
し、） を 止めた という 知らせが 私達の 耳に 入りました。 

ヴッ ラーが 彼等に 哀 みを かける のか それとも 懲罰を 下す のかは ホ (預言 おに 関わる こ 
とでは ない。 もっとも 彼等は 罪深い を 達で ある ことは 確かで あるが」 （クル アーン 第 3 章 
128 節） 

(を 1 ) バド ルの 戦で 捕虐 となる。 

その後 マッカに 帰って イスラー ムに 改宗 そのため 投獄され 様々 な 拷問を うける。 

イスラー ムの剣 ハー リ ドの 兄 ま 

(を の イスラー ム 初期の 敵 マッカの クライ シュ 族の 頭目 アブー •ジャ ハルの 兄弟、 イスラー 
ムには 極く 初期に 改宗す るが マッカのを ネ申教 をに よって 様々 な 残虐 行為を こうむる 

(を の アブー •ジャ ハルの 義理の 兄弟、 初期の 改宗者で 様々 な 試練を うける 

(を が 最も 激しく イスラー ムに 敵対した 部族 

(をの ヒ ジュラ 四 年に 預言を が 流通した 六 人の クル アーン 読誦 まを 死に 至らし めた 部族 

(をが これらの 部族は 彼等の 要請を うけて 預言者が 通わした 七十 人の ク ルアー ン 読誦 者 
を 裏切って 殺害した 



同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て アブー •フライ ラに よって 伝えられて いるが それは 次 
の一節まで である。 

「また 彼等には 預言を ユースフの 時代の 飢 謹を 与え 給え」 

アブー ■サラマは アブー •フライ ラが 次のように 語った として 伝えて いる 
預言 まは 屈 身 化の 後に ネ斤 願と 呪いをーヶ月 間つ づけて 行った。 

彼は けツ ラーは 讀美 する をの 声を 聞き届け 給う」 と 唱えた 後で 次のように いった。 

「おお アツ ラー、 ワリー ド ゼン •ワ リー ドを 救い 給え、 おお アツ ラー、 サラマ-ビン •ヒシ ャーム 
を 救い 給え、 おお アツ ラー、 アイ ヤー シュ •ビン •アブー •ラビー アを 救い 給え。 

おお アツ ラー、 信仰 深き ま 達のう ち 無力で 非力な 弱い 立場に あるを 達 (ムス タダア フィー 
ン) を 救い 給え。 

おお アツ ラー、 ム ダル 族の まを 厳し 〈踏みつけ 給え、 また 彼等には 預言 まユー スフの 時代 
の飢 鐘を ちえ 給え」 

また アブー •フライ ラは さらに 次のように 伝えて いる。 

それから 私は アツ ラーの 使徒が その後 この 析 願と 呪いの ヌ ート) を やめた ことを がりこう 
いいました。 

「私は アツ ラーの 使徒が 確かに 彼等 （非力な 人が のために 析願 する ことを 止めた ところを 
見た」 

そのような わけで アブー •フライ ラは （人々 によって） 次のように いわれる ことに なった。 
「あなたは 預言を によって 析 願を 受けた 人々 が (迫害を 逃れて） やって来た （実際に 救わ 
れ た） ところを 見なかった か （見た でしよう）」 


伝承 ま アブー • サラマ は アブー • フライ ラが 彼に 次のように 知らせた として 伝えて いる 

アッ ラーの 使徒は 夜の 礼拝 中に けッ ラーは 彼を 讚美す る 者の 声を 聞き届け 給う」 と 唱え 
それから 平伏 礼に 入る 前に 次のように いった。 

「おお アッ ラー、 アイ ヤーン ュ ゼン. アブー. ラビー アを 救い 給え」 

それから この ハディー スの 残りの 部分が‘ ュー スフの 時代の ような" という一節までは 前述 
の ハディー スと 同じで あるが その後の 部分は 何も 伝えて いない。 

アブー ■サラマ ゼン •アブ ドル •ラフ マー ンは アブー •フライ ラが 次のように 語った として 伝えて いる 
けッ ラーに 誓って、 あなた 方と ともに 化は アツ ラーの 使徒の 礼拝に 最も 近付きたい」 

そして アブー •フライ ラは 昼過ぎの 礼 巧と 夜の 礼挥と 日の出 前の 礼 巧に おいて 析 願と 呪い 
を 唱えた。 

信を のためには 析 願し 無 信仰 まに 対しては 呪いを かけた。 


アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 



アツ ラーの 使徒は 日の出 前の 礼拝に おいて マ ウーナの 泉 （の 戦） で教 友達を 殺した 者 達 
を； 十日 間 呪い、 アツ ラーとその 使 巧に 背いた リウ ル 族と ザク ワーヌ 族と リフ ヤーヌ 族と 
オ サイ ヤ 族を （兰 十日 間） 呪った。 

さらに アナスは つづけて こういった。 

アツ ラーは マウー ナの 泉で 殺された 人々 のために クル アーン の一節を 下し 給うた。 

私達は それが その後 取消しを うける まで それを 読誦し ななした。 

さて その一 節とは 次の ような 言葉でした。 

「人々 に 次の便り を 伝えな み、 

確かに 私達は われらの 主に お会いした。 

そして 主は 私達に 満足され、 化 達は 主に 満足し ました ほ）」 

(をに の 意味に 相当す る クル アーン の 節は 5 章 1 の 節 、 9 章 101 節、 … などで ある 

ムハンマドは 次のように 伝えて いる 

私は アナスに アツ ラーの 使徒が 日の出 前の 礼拝に おいて ネ斤 願と 呪いを 唱えた かどう か尋 
わた。 

すると 彼は 「はい 屈 身 礼の 後し ばら 〈の 間」 と 答えた。 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 曰の 出前の 礼拝で 屈 身 礼の 後、 ホ 願と 呪いの 言葉をーヶ月 間 唱えて い 
た。 

彼は リウ ル 族と ザク ワーヌ 族を 呪いけ サイ ヤ 族は アツ ラーとその 使徒に 背いた」 といって 
いた。 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 曰の 出前の 礼拝の 屈 身 礼の 後に 析 願と 呪いの 言葉をーヶ月 間 唱えて 
いた。 

そして 彼は オ サイ ヤ 族を 呪って いました。 


アー スィムは 次のように 伝えて いる 

私は アナスに 析 願と 呪いの ヌ ート） は 屈 身 礼の 前に 唱えられた のか それとも その後に 唱 
えられた のかを 尋ねた。 

すると 彼は 「屈 身 礼の 前だった」 と 答えた。 

そこで 私は 彼に 「人々 は アツ ラーの 使徒が 屈 身 礼の 後に 析 願と 呪いを 唱えた」 と 主張して 
いると いった。 

すると 彼は 「アツ ラーの 使 おがーヶ月 間析 願と 呪いを 唱えて いた」 とし 「彼の 教 友達のう ち 



でクッ ラーの ル アーン 読誦 者） と 呼ばれる 人々 の 多 〈を 殺した を 達を 呪って いた」 といった 

(を）。 


(を） つまり 屈 身 礼の 前に 呪って いた ことになる。 

この 立場は ハナ フイー法 学派が 支持し な^ 見解で ある 


アー スィムは アナスが 次のように いったと して 伝えて いる 

私 （アナス） は マ ウーナの 泉の 戦で 戦死した セ 十 名 のクツ ラー (クル アーン 読誦を） と 呼ば 
れ たを 達に がする、 アツ ラーの 使徒の 悲しみよ うは、 これまでの いかなる 小隊の 壊滅で も 
—度も 見た ことがありませんでした。 

それで 預言を はーヶ月 間 彼等を 殺した 人々 を 呪い 続けた 程でした。 

同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て アナスに よって 伝えられ ている。 

しかし ここでは 部分的には 多少の 省略と 付加され た 部分が みられる。 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

預言者はーヶ月 間ネ斤 願と 呪いの 言葉を 唱えつ づけ リウ ル 族と ザク ワーヌ 族と オ サイ ヤ族 
を 呪って いた。 

同様の ハディー スが 別の 伝承 ま 経路を 経て アナスに よって 伝えられ ている。 

アナスは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒はーヶ月 間 祈願と 呪いを つづけ アラブ 部族のう ちの し、 くつ かの 部族を 呪っ 
ていた。 

しかし その後 彼は 呪いを 中止した。 

バラー ウ ゼン •ア ーズ ィブは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 日の出 前の 礼拝と 日 お 後の 礼拝 中に 析 願と 呪いの 言葉を 唱えて いた。 
バラー ウは 次のように 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 日の出 前の 礼拝と 日;’ 曼 後の 礼拝に おいて 析 願と 呪いを 唱えて いた。 

クフ ア ー フ •ビン •イ ー マ ー ウ •ギフ ァ ー リ ー は 次のように 伝えて いる 
アツ ラーの 使徒は 礼拝 中に 次のように いった。 

「おお アツ ラー、 リフ ヤーヌ 族と リウ ル 族と ザク ワーヌ 族と オ サイ ヤ 族を 呪い 給え、 彼等は 
アツ ラーとその 使を に 背きました。 



ギ ファール 族 （を） について は アツ ラーは 彼等を 許しました。 

アス ラム 族に ついては アツ ラーは 彼等を お守り 下さった」 

(を) 彼等は イス ラームに 改宗す るな 前は 巡礼を を わらって 追 剥を していた 

クフ ア ー フ •ビン •イ ー マ ー ウは 伝えて いる 

アツ ラーの 使徒は 屈 身ネぶ 行い それから 頭を 上げて こういった。 

「ギ ファール 族に ついては アツ ラーよ、 彼等を 許し 給え。 

また アス ラム 族に ついては アツ ラーよ、 彼等を お守り 下さい。 

そして ウサイ ヤ 族に ついては 彼等は アツ ラーとその 使徒に 背きました。 

おお アツ ラー、 リフ ヤーヌ 族を 呪い 給え、 また リウ ル 族を 呪い 給え、 また ザク ワーヌ 族を 呪 
い 給え」 

そして 預言 まは 平伏 礼に 移りました。 

さて クフ ァーフ はさら につ づけて こう 伝えた。 

こうして その後、 無 信仰者 達への 呪いが 是認され るに 到った。 

同様の ハディ ー スが 別の イ占承 ま 経路を 経て クフ ァ ー フ •ビン •イ ー マ ー ウ によって イ占 えられて いる。 
し 力ん ここでは" かくして 無 信仰を 達への 呪いが 是認され るに 至 わた" という一節は 伝えなかった。 



礼拝の 機会を 失した 時の 償い。 

また、 それに 気付いた 時、 まやかに 礼拝を 挙行すべき こと 


アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは ハイバルの 遠征から 帰る 時、一 晩 中 旅を 続けられた。 

そして 彼が 眠気を もようされ たも 休息の ため 乗り物から 降りて (従を の） ビラールに 「今 
夜 われわれ のために 監視に 立て」 と言われた。 

ビラールは アツ ラーのみ 使いと 彼の 親友たち が おってい る 間に ほ 全を 確認しつつ） 出 ま 
る だけ 礼拝を 行った。 

夜明けが 近く なった 時、 彼は 太陽が 昇る 方向を むき 彼のら くだに 寄り掛かった。 

彼は そうして いるう ちに 何時しか 旧って しまった。 

そして、 太陽が 彼等の 上を 明るく 照す まで、 預言者 も ビラール もまた 他の 教 友たち も 誰一 
人目を 覚まさなかった。 

彼等の 中で 最ネ 刀に 起きた のは アツ ラーのみ 使いであった。 

み使いは （日の出に） 気がつ 〈とお 立ちに なって 「ビラールは 何処か」 と言われた。 
ビラールは 「おお アツ ラー…、 たとえ 私の 父母を 身代りと しようと も、 どう カヴツ ラーのみ 使 
し、 を お 護り 下み、 ますよう… （とがった 後）、 あなたは 眠気を もよう されて 眠られました。 私 
も それに 勝てず おってし か 巧した」 と 言った。 

み使いは 「ら 〈だを 引いて まいれ」 とお 命じに なった。 

それから 人々 は 少し 離れた 位置に 移動した ほ 1)。 そこで アツ ラーのみ 使いは ホ おされ、 
ビラールに 礼拝の 挙行を 告げさせた。 

そして 人々 の 先に 立って 朝の 礼拝を 挙行され た。 

礼拝 終了後、 み使いは 「誰でも 礼拝の 機会を 失した 者は、 それに 気付いた 時に 礼拝せ よ。 
アツ ラー は 「われを むに 抱いて 礼 巧の 務めを 守れ」 （クル アーン 第 20 章 14 節） （を 2) 」 と 
申された。 

ユー ヌスは 「イブ ン •シ ハー ブは その一節を‘ 記憶して け L 拝の 務めを 守れ）" のように 常々 
読唱し t しが」 と 言った。 

(を 1 ) 多数の 人々 が 休息した 場所は 排泄物 等で 不浄になる ため 礼拝の 場所は 他に 選ぶ 
べきで ある 


(を 2) 礼拝を 忘れずに 務め 守る のは 常に アッ ラーをむ に 抱いな^ と しづこと でも ある 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

われわれは アッ ラーのみ 使いと （ある 場所で) 休息した。 

(そして そこで おってし まい） 太陽が 昇る まで 目が 覚めなかった。 



み使いは、 めいめい 乗り物の 手綱を 取って にの 場所を 出る よう） 申された。 

この 場 抓 こは 既に 悪魔が 訪れて われわれに つきまとって いるから である ほ）。 

一同 その 言葉に 従った。 

それから み使いは 水を 要求し ホ おされてから ニ ラ カートの 礼拝を 行われた。 

ヤー クーブ は 「それから 彼は 二回 叩頭され た。 

その後" アツ ラーは 偉大な り" と しづ 言葉が 唱えられ、 朝の 礼拝の 始まりが 告げられた。 
み使いは （人々 を 先導され て) 朝の 礼拝を; ちまされ た」 と 言った。 

(を） そこは 皆が 眠り こんで 礼拝を 失って しまった 場所で あると 同時に、 前述 同様、 不浄の 
場と 化した のを 意味す る 

アブ ー •カタ ー ダは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方は 夕刻から 夜に かけて 旅行し 朝、 水の ある 抓 こ 到着す る 
ように するがよい」 と 説教され た。 

そこで 人々 は 他の まに かまう ことな 〈旅を した。 

時に、 アツ ラーのみ 使いが 深夜、 乗り物に 乗って 旅を された ことがあった。 

私が み使いの 側に おりました 時、 彼は 居眠りを されら 〈だの 上で 片側に 傾かれた。 

私は 近寄って 彼が ねむりを 覚まさな いよう 気を 配って 支え、 らくだの 背に を定 させた。 

彼は 旅を 続けられ、 夜 も 大分 ふけた 頃に (巧の 乗り物の 上で 傾かれた。 

私は お 側に 寄って 彼を 目覚めさせ ないよう そっと 支えて その 背に 安定 させた。 

彼は なお も 旅を 続けられた。 

則 ナ方近 〈になって、 （今度は) 前の 二回より 更に 大き 〈片側に 傾かれ、 らくだから 落ちそう 
になった。 

私は かけ 寄って 彼を 支え 頭を 起して 差し上げた。 

彼は 「誰です か」 と 申された。 

私は けブー カターダです」 と 言った。 

み使いは 「あなたは どのくらいの 間 私と一緒に 歩いて いるので すか」 と言われた。 
「私は一晩 中 歩き続け ております」 と 言った。 

彼は 「あなたが 彼 (アツ ラー) のみ 使いを 守った ように、 アツ ラーが あなたを お守り 下さる よ 
うに…」 と 私の ことを 祈って 下された。 

そしてち び 「あなたは われわれが 人々 からは ぐれて しまったと 思います か」 と言われ、 続 
いて 「あなたは 誰かを 見ました か」 と 申された。 

私は じこに らくだに 乗った をが おります」 と 言った。 

私は 巧び 「そこに もら 〈だに 乗った をが おります」 と 言った。 

われわれが 集って 見る とらく だに 乗った ま セ 人 だけであった。 

それから アツ ラーのみ 使いは 幹線道路を 少しは ずした 巧で 休息の ために 横たわられて 



「諸君、 礼拝を 守らねば ならめ」 と 申された。 

(だが 人々 は 皆 眠って しまった。 そして） 最础こ 目を覚まされ たのは アツ ラーのみ 使いで あ 
っ た。 

その 時、 太陽は 既に 昇り 始め 彼の 背を 照らして いた。 

われわれは 驚いて 起き 上った。 

彼は 「乗れ」 と言われた。 

- 同ら 〈だに 乗って 進んだ。 

そして 太陽が (完全に） 昇り きった 時、 み使いは 乗り物から 降り、 私が 携帯して いた 水差し 
を 要求され た。 

それには いくらかの 量の 水が 入って いた。 

彼は 通常の ホ おと 比べる と、 それは 比較に ならない 程 少量の 水で それを 済まされた。 
その 水差しの 中にはな お 若干の 量の 水が 残って いた。 

み使いは アブー •カターみこ 「その 水差しの 水を とって お 〈ように、 それには (それを めぐっ 
て）一 つの 話が 生まれる であろう」 と言われた。 

その後、 ビラールが ア ザー ンけ L 拝の 時刻を 告げる こと) を 唱えた。 

アツ ラーのみ 使いは まず ニ ラ カートを 行われ、 それから 彼が 毎日され るよう に 朝の 礼拝を 
挙行され た。 

み使いが 乗り物に 乗られる とわれ われ も （めいめいの 乗り物に) 乗った。 

- 同の 中の 幾人 かは 彼等の 不を 意で 礼拝を 失し、 不敬を はたらいて しまった ことにつ い 
て 互いに （後悔の） つぶやきを 交して いた。 

すると、 アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方は 化の 日常 生まの 中から 規範を 得て はし々 いの 
です か」 と言われた。 

そして、 U 民って しまった 場合は 怠慢では ない。 

ほことの） 怠慢は 今 挙行すべき 礼拝を 別の 礼拝の 時刻まで 意図的に 延ばす ことで ある。 
(眼り、 あるいは 避け 難い 理由で) 礼拝を 失した 者は それに 気が いた 時に 行う が 良い。 
それが 翌日に なって しまった 場合には 定められた 礼拝の 時に 挙行せ よ」 と 申された。 
それから み使いは のろのろ しな、 る 人々 を 弓 I き 離して しまわれて、 「あなた 方は 彼等 （後 
れた 人が が 私達の ことを どのように 言って いると 思います か」 と言われた。 

(一方) 後れた 人々 は 預言 まが 彼等の 間に いないのに 気付き 始めた。 

アブ ー バか レと ウマルは けツ ラーのみ 使いは あなた 方の 後に 居られる に違いない。 み 
使いは あなた 方を 置き去りには なさらない」 と 言った。 

し 力ん 人々 はけ ツ ラーのみ 使いは あなた 方の 前に 居られます。 それた もし 後れた 人々 
が アブー •バ クルと ウマルに 従って 行けば 道を 誤る ことは ないで あろう」 と 言った。 
われわれは （その 二人に 従って） 道を 急ぎ、 前の 人々 に 追いついた がその 時は 既に 太陽 
が 昇って からかな りの 時間が 経過して いて、 すべての 物は は 陽の 熱で） 熱 〈なって いた。 
彼等 馈友 たかはけ ツ ラーのみ 使いよ…、 われわれは 喉が 乾いて 死にそう です」 と 言っ 



た。 

彼は 「あなた 方は 死には せめ J と 申され、 更に 「私の ル コップを 持って まなさい」 と言われ 
た。 

それから 彼は 例の 水差しを 要求され、 アブ ー カター ダに、 一 同に 飲ませる ようにと 言って 
その か コップに 水を を がれた。 

人々 は 水差しに 水が あるのを かると 押し合って （われ 先に 飲もうと した。） 

アッ ラーのみ 使いは 「一同、 節度を 保つ がよ い。 水は 皆に ち えられる の だ」 と言われた。 
人々 は 彼の 言葉を 謹聴し 従った。 

み使いは ル コップに 水を 満たして ちえ 続け、 残る は 私と み使い 二人 だけであった。 

彼は コップに 水を をぐ と 私に 「飲みな みり と言われた。 

私は けッ ラーのみ 使いよ、 私は あなたが お飲みになる までは 飲みません」 と 言った。 
み使いは 「人々 の 奉仕者は一 番 最後に 飲む」 と 申された。 

私は 飲んだ。 

アッ ラーのみ 使い もまた お飲みに なった。 

こうして一同は 気力を 回復し 水の ある 場所に 無事 到達 出 また。 

アブ ドッ ラーゼン •ラバー フは 「私は この ハディー スを （クー ファの） 偉大な モスクで 話す で 
あろう」 と 言った。 

その 時、 イム ラー ン ゼン •フサ インが r おお 若を よ…、 どうして 君が (それが 話す の 力、。 実 
は、 私は その 夜、 一 行に 加わって いた一人 だ」 と 言った。 

私は 「それでは、 あなたは この ハディー スを良 〈御存 かに 違いない」 と 言った。 

彼は 「君は どういう まか」 と 尋ねた。 

私は け ンサー ル （マディー ナ 出身で み使いに 協力した 信者） の一人です」 と 答えた。 

この 時 彼は 「では 君が 話し 給え。 

あなた 方の ハディー ス について は、 あなた 方が より 良く 御 巧知で あろが、 ら」 と 言った。 
そこで 私は 人々 に それに 関して 話した。 

イム ラー ンは 「私は その 夜 現場に いた。 しかし 君の ように それを 記憶して いる 者は一人 
も 無い という ことを 感じ とった の だ」 と 言った。 

イム ラーン •ビン • フサ インは 伝えて いる 

私は 預言を と一緒に ある 旅を した。 

われわれは 夜 ど おし 旅を 続けた。 

明け方に なって、 われわれは 休息の ため 横に なった。 

す ると一同 眠って しまい （気が付いた 時は) 太陽が 昇って いた。 

われわれの 中で 最初に 目を覚ま したのは アブ ー • バ クルであった。 

われわれは 預言者が 眠られる と御自 分で 目覚める まで 起こさない ようにし ていた （を 1 ) 。 
次に 起きた のは ウマルであった。 



彼は 預言を の 側に 立ち、 大声で" アツ ラー フ •ア かシ レヴ ツ ラーは 偉大な り）" と 唱えた。 
アツ ラーのみ 使いは 目 を 覚まされた。 

彼が 頭を お上げに をった 時、 太陽は 异っ てし まっていた。 

み使いは 「一 同、 移動せ よ J と言われた。 

われわれは 彼と一緒に 進んだ。 

太陽が (赤い 色から） 白日 色に なった 時、 彼は 乗り物を 降りて 一同を 導き 朝の 礼拝を 挙行 
された。 

その 時、 われわれから 離れ、 一緒に 礼拝を 行おうと しなかった 男が一人いた。 

アツ ラーのみ 使いは 礼拝 終了後 その 男に 「某よ、 あを たは 何が われわれと一緒に 礼拝し 
ない のか」 と 尋ねられた。 

彼は 「預言を よ…、 （水が 無 〈口 化は 沐 おしなかった のです J と 言った。 

み使いは 彼に タヤ ンムム （をのを お命じに なった。 

その 男は それを 行い 礼拝を る ませた。 

それから み使いは 水を 見つける ため 私に らくだに 乗った一 行の 前に 急いで 進む よう お 命 
じに なった。 

その 時 われわれの 喉は 既に 輯 きで ひっ 付きそう であった。 

- 同道を 進んで 行 〈と、 突然 （ら 〈だの） 両側に 大きな 皮の 水 袋を 置き その 間に 座る ように 
して 乗って いた 女性に 出合った。 

彼女は 顔に ベールを 掛けて いた。 

われわれは 「水は 何処に あります か」 と 彼女に 尋ねた。 

彼女は 「遠 〈、 遠く、 とっても 速くです。 あなたち には 水は 得られません」 と 答えた。 
われわれは 巧び 「あなたの まから 水の ある 巧まで どの 〈らいの 道のりで すか」 と 尋ねた。 
「一昼夜 かかります」 と 彼女は 言った。 

われわれは 「あなた、 アツ ラーのみ 使いのと ころに 行きなさい」 と言うと、 彼女は 「アツ ラー 
の み使いとは どのような 方です か」 と 言った。 

われわれ はこの 問題を 放置す る ことは 出まなかった。 

そこで 直ちに 彼女を み使いの 巧に 連れて行った。 

み使いは 彼女に 合い いろいろと 尋ねられた。 

彼女は そこで も われわれに 話した 事と 同様の 話を した。 

そして 彼女が 孤児を かかえて いる 寡婦で あると も 告げた。 

み使いは 水を 積んだら 〈だを すわらせ るよう 命じられた。 

それから、 その 水 袋の 口を 開いて うがいを された。 

そしてち びす わって いたら 〈だを 立ち上がらせた。 

この 時、 われわれ 喉の 度き きっていた 四十 人は （袋の 下部に ついている 水口から） 十分に 
飲んだ。 

そして、 われわれが 持って いた 携帯 用の 水 袋に も 水を 満たし 友人 達と ホ おのた め 水を 



ちえ 合った。 

それでもら 〈だには 水を 与える 必要が 無かった ので、一 同の 水 袋は なお かなりの 水で 満ち 
ていた。 

この 後、 アッ ラーのみ 使いは一同に 「あなた 方が 巧 持して いる 物は 何でも ここへ 持って ま 
なさい」 と言われた。 

われわれは 彼女の ために パンの 部分、 干した なつめ 挪 子の 実 等を 集めて 布切れに 包み 
「これを 持って行き なみ、。 

これは あなたの お 子 達に 上げる のです。 

それで、 われわれが あなたの 水を 奪った のでは ない ことを 知って 欲しい のです」 とこと わっ 
た。 

彼女は 家に 着 〈と 「私は 人間の 中で 最も 偉大な 魔術師、 それとも 昔から よ 〈言われて いる 
預言まで あろう か、 そのような 人に 出合った」 と 言った。 

その後、 アッ ラーは その 婦人 やその 家族の 人々 を イスラー ムに 導かれ、 彼等は 皆 ムス リ 
ム になった。 

(を 1 ) これは アッ ラーからの 啓示 か あるか もしれ ない と しづた めで ある 
(を 2) タヤ ンムム (水の ない 場合の ル浄） 場酣 こよって 水が 得られなかったり、 病気な ど 
で 水が 使え か、 とき、 清い ± や 砂 または 壁に 手を ふれて 行う 浄 めの 方法を いう。 ウ わ一 
(水で 行う ル浄） と 同じ一 定の 順を で 行う 

イム ラーン •ビン • フサ インは 伝えて いる 

われわれは 預言を と ある 旅に 出た。 

われわれは 夜通し 旅を 続け 夜明け 少し 前に (休息の ため) 横たわった。 

それは 旅行を に とって この 上な く 甘美な ものな の だ。 

それで一 同 （寝込んで しかり 太陽の 熱気を 感じて 始めて 目を覚ました。 

残りの ハディー スは 前述の ものと 同様 だ 力 《 、 ここでは 次の 追加が ある。 

ウマル ゼン •ハッター ブが 目を覚ました 時、 人々 は 皆 眠り込んで いるの がわかった。 

彼は 太鼓腹の 立派な 体格を した 人であった。 

その 彼が 大声を 上げて" アッ ラー フ •ア クバ ル" と 唱えた。 

アッ ラーのみ 使いは その" アッ ラーは 偉大な り" の 強力な 音声で 目を覚まされた。 

み使いが 目を覚ました 時人々 はおりを 覚まされた ことにが する 不平を 訴えた。 

するとみ 使いは 「何も 悪い ことは ない。 旅を 進めん と 申された。 

残余の ハ ディースは 既述した。 


アブ ー •カタ ー ダは 伝えて いる 



アッ ラーのみ 使いは 旅 中には、 夜、 休息の ため 乗り物から 降りる と 右側を 下にして 横たわ 
られ るの が 常であった。 

そして、 彼が 明け方 近く 乗り物から 降りて 憩われる 時は (腰を下ろし 口 両腕を 立て、 手の 
平 に 顔を うずめて 休息され ていた。 

アブー. カターダは アナス ゼン •マーリクからの 話と して 次のように 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは 「礼拝の 挙行を 忘れた 者は それに 気付いた 時に 行う が 良い。 それな 
外に それを 償う 方 まは ない」 と言われた。 

カターダ はけ ッ ラーは 「われを 也に 抱いて 礼拝の 務めを 守れ バ クル アーン 第 20 章 14 節) 
と 仰せられた」 と 言った。 

この ハディー スは アブー •カターダ によって 口述され た。 

し 力ん 「それな 外に それを 償う ちまは ない」 と しづ 言葉は これには 述べられて いなかった。 


カターダは アナス •ビン •マーリクを 根拠と して 口述して いる 

預言者は 「礼拝を 忘れた 者、 あるいは 眠って それを 失した 者の 償いは、 それを 思い出した 
時に き 行す る こと だけで ある」 と 申された。 


カターダは アナス ゼン • マーリクを 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「誰でも おり、 または 忘れて 礼拝を 失した をは それを 思い出した 時挙 
行せ よ。 アツ ラーは 「われを むに 抱いて 礼拝の 務めを 守れ」 と 仰せられた」 と 申された。 



旅行を の 礼拝と それの 短縮の 書 


旅行者の 礼 巧と それの 短縮 

預言者の 妻アー イシ ャは 伝えて いる 

礼拝は 居住地に 在っても 旅 中に おいても それぞれ ニ ラ カー トが 義務づけられました。 
それから 旅 中の 礼拝は 規定 通り 行われる ことにな りました が、 居住地での 礼拝は 増加 さ 
れ ました (注）。 


(を） イスラー ム 法学者 シャー フイー、 マーリク •ビン •アナス その他を くの 学 まが、 旅 中は 
短縮 礼拝 も 完全な 礼拝 も、 いずれも 許される と 述べて いる。 

アブー •ハ ニ ー ファは 短縮が 義務づけられ ると 言っな、 る。 

ナワ ウイーは、 旅 中は 短縮 礼 巧の 挙行が ふさわし いと 述べて いる 

預言者の 妻アー イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラーは 礼拝を 義務づけられ ましたが、 最初 義務と して 定められた 時は ニ ラ カートで し 
た。 

それから 居住地に 在って は （四 ラ カー トを 行って） 完全と されました。 

しかし 旅での 礼拝は 最初に 義務と して 定められた ことが 認められました。 

ア ー"^ r シャは 伝えて いる 

最初 義務と して 定められた 礼拝は ニ ラ カー ト でした。 

旅 中の 礼拝は （最初の） 規定 通りです が、 居住地での 礼挥は 完全な ものが 行われました。 
この ハディー スに 関連し 伝承を なフリ ー) はアー イシ ヤの 話を 聞いた 伝承を （ウル ワ） に 
「どうして アー イシ ヤは旅 中での 完全な 礼 巧 形式に ついて 話した のであろう」 と 尋ねた。 

彼は 「彼女は ウス マーンが 解釈した ように 彼女 自身が 解釈した のです」 と 答えた。 


ヤ アラー ゼン •ウ マイヤは 述べた 

私は ウマル ゼン •ハッターカ こ 「アッ ラーは 「もし 信仰の ない をたち に 害を 加えられる 恐れ 
の ある 時は、 礼キ 羊を 短縮しても 巧 はない」 （クル アーン 第 4 章 101 節） と 仰せられた。 
しかし 今、 人々 は 全く 安全です。 それでも…」 と （いぶかっ 口 言った。 

ウマルは 「あなたが 不思議に 思った 事を 私 も 不思議に 思った の だ。 

そこで、 それにつ いて アッ ラーのみ 使いに 尋ねた。 

すると 彼は 『それは アッ ラーが あなたち にお かけに なった 御 慈悲 ゆえ、 慎んで それを 受け 
入れよ』 と 申された」 と 言った。 



前記 ハ ディースは 別の 伝承を 経路で も 伝わって いる。 


イブ ン •アツ バース は 伝えて いる 

アッ ラーは あなたち の 預言者を 通して、 居住地では 四 ラ カー ト、 旅 中は ニ ラ カー ト、 危険 
(状態） にあった 場合はーラ カー ト （の 礼 街を 義務と して 定められた。 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

アッ ラーは あなたち の 預言者の 言葉に よって、 旅行 まには ニ ラ カー ト、 浦 在 者には 四 ラ カ 
-卜 危険な 状態に あるを にはーラ カートの 礼拝を 義務と して 定められた。 

ム —サ— •ビン’ フザ リーは 述べて いる 

私は イブ ン •ア ッバー スに 「私が マッカに 居て イマー ムけ旨 導 ま） と一緒に 礼拝し ない 場合、 
どのように それを 巧えば よいの か」 と 尋ねた。 

すると 彼は 「ニ ラ カー トの 礼拝 カ ヴブー カーシム （預言者の 別称） の スン ナ 遇 行） であ 
る」 と 答えた。 

これと 類似の ハディー スは 同一の 伝承 者 経路を 経て アブー •カターダに よっても たらされて いる。 

ハ フス ゼン. アース ィム （ウマルの 巧） は 述べて いる。 

私は マッカへの 道を イブ ン •ウマルと 歩いた。 

彼は 正午に、 われわれを 先導して ニ ラ カートの 礼拝を 行った。 

それから 彼は 先に 進んだ。 

われわれ も 彼に 従って 行き、 彼の 宿場に 到着した。 

彼が 座る とわれ われ も 一緒に 座った。 

その 時、 彼は 先程 礼拝を 行った 場所の 方向に 目を 転じた。 

すると そこに 立って いる 人々 のい るの が 見えた。 

彼は 「彼等は 何を しな、 るの か」 と 言った。 

私は 「彼等は アッ ラーのま ホを 讚美して おります」 と 言った。 

彼は 「化の 甥よ、 もし 私が 完全な 礼拝を 行う ので あれば そのよう にした であろう。 

私は アッ ラーのみ 使いの 旅の 伴を したが、 み使いは t 〈なられる まで (旅 中は） ニ ラ カー ト 
lil 上の 礼拝は されなかった。 

私は アブー •バ クルの 伴 もした。 

彼 も t 〈なる まで (旅 中の 礼拝は） ニ ラ カー トを 越えなかった。 

そして （父） ウマルに も 同伴した が 彼 も t 〈なる まで ニ ラ カー トを 越えな 力、 った。 

また、 私は ウス マー ン にも 同伴した 力 《 、 彼 も t 〈なる まで ニ ラ カー トを 越える ことは なかっ 
た。 



アッ ラー は 「本当に アッ ラーのみ 使いは お前 達に とって 立派な 模範であった」 の ル アーン 
第 33 章 21 節） と 仰せられた」 


/ \ フス • ビン • 了ースィム は 伝えて いる 
私は 重い 病気に なった。 

すると ウマルの 息子が 見舞に 訪れた。 

その 時、 私は 旅 中に おいての "アツ ラーの 讚美" について 尋ねた。 

彼は 「化は アツ ラーのみ 使いの 旅の 伴を した。 その 間、 み使いが それを 行う ことは なかっ 
た。 

それた もし 私が それを 行う とすれば、 それは 礼拝を 完全に 行う 場合であろう。 

アツ ラー は 「本当に アツ ラーのみ 使いは お前 達に とって 立派な 模範であった」 （クル アーン 
第 33 章 21 節） と 仰せられた」 と 言った。 

アナスは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは マデイー ナで 正午の 礼拝に 四 ラ カー ト 行われた。 

そして、 ズール •フライ ファ （を） での アスル （夕方の 礼拝） は ニ ラ カー ト であった。 


(を） マディー ナ より 六 マイルの 地点 

アナス ゼン •マーリクは 次のように 言った と 伝えられ ている 

私は アツ ラーのみ 使いと マディー ナで 正午の 礼拝を 四 ラ カー ト 行った。 

そして、 ズール •フライ ファでは アスルの 礼拝を み使いと ニ ラ カー ト 行った。 

ヤヒヤ— •ビン •ヤズ ィード •フナ r は 伝えて いる 

私は アナス •ビン •マーリクに 礼拝の 短縮に ついて 尋ねた。 

彼は けツ ラーのみ 使いは； マイル、 あるいは； パラ サン グ (注 1) 離れた 地に 行かれれ 
ば ニ ラ カー ト 挙行され ていた」 と 言った。 

シュウ バ (伝承を の一人） は それにつ いて 疑って いる （をの。 

(を 1) 兰 パラ サン グは九 マイル 

(を 2) ハナ フィー派は、 礼拝 短縮の 可能な 旅の 最短距離は 18 マイルで あると している 
ジュバイル •ビン •ヌ ファイルは 伝えて いる 

私は シュ ラフ ビール ゼン •スィム トと 17 マイル か 18 マイル 遠隔の 地に ある ネオに 行った。 
そこで 彼は ニ ラ カー トの 礼拝を 行った。 



私は （それにつ いて） 彼に 尋ねた。 

彼は 「おは ウマル カなール •フライ ファで ニ ラ カー トの 礼拝を 行う のを 見た。 

私は （それにつ いて ウマルに) 尋ねた ことがある。 

(そのが 彼は 『私は アッ ラーのみ 使い 力 巧うな される のを 見て、 私 も そのよう にす る だけ 
である』 と 言った」 と 答えた。 

この ハディー スは 同一の 伝承を 経路で シュウ バ によっても たらされた。 

シュウ バ はこれ を スィム トの 息子から 開いた と 言った。 

彼は シュ ラフ ビー ルとは 名づ けられて いな 力、 ったと もい われる。 

彼 (スィム トの 息み は 18 マイル 遠隔地に ある ドーミー ンと 呼ばれて いた 地に 行った、 と述 
ベて いる。 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

私は アッ ラーのみ 使いと マディー ナを 出て マッカに 行った。 

み使いは われわれと マディー ナ に、 帰られる また 礼拝は、 その都度 ニ ラ カー トを 行われ 
ていた。 

私 力 《 「何日 マッカに 滞在され ました か」 と 尋ねる と、 「10 日です」 と言われた。 

これに 類似す る ハディー スは 別の 伝承 者 経路ても アナスに よって 伝えられ ている。 

ヤヒヤ ー •ビン •アブ ー •イス ハ ー クは 伝えて いる 

私は アナス •ビン •マーリクが (次のように 言った のを） 聞いた。 

「われわれは マディー ナ から ハ ッジに 出かけた」 

その後の 話は 前述と 同様で ある。 



ミナ ーでの 短縮 礼 巧 


サー リム ゼン • アブ ドッ ラー (ウマルの 孫） は 彼の 父を 根拠と して 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは ミナーや その他の 場 巧た 旅の 礼挥 として ニ ラ カー ト 挙行され た。 

アブ ー ■ バか レ、 ウマル、 そして ウス マー ンも カリフの 地位に ついた 初期の 頃までは ニ ラ カ 
—卜を 挙行して いた。 

し 力、 し、 ウス マー ンは （その後 マッカで） 四 ラ カー トの 完全 礼拝を 行った （注）。 

じ 主） ウス マー ンがニ ラ カー ト から 四 ラ カー トに 変更した 理由と して 次のように 言われる 
し 時の 推移に つれて 多 〈の 部族 力 《 イスラー ムに 帰依した。 

それらの 人々 がか J フのニ ラ カー トの 礼拝を 見て、 礼 掛ホニ ラ カー ト によって 成る もの だと 
考える のを 懸念した。 

そこで 彼は 四 ラ カートに よる 完全な 礼拝を 行い、 居住地での 礼拝に ついての 範を たれた 

2、 ウス マー ンは マッカの 女性と 結婚した。 

こうして 出 また 親戚の 住居は その 人 自身の 住居と して おわれる ためで ある。 

つまり 旅行を でも 親戚の 住居 地に 行った 場合は 旅行 まの 資格は 失われる。 

これにつ いて 人々 から 異議の 声が 上がった 力、、 彼は 四 ラ カー トの 礼拝を 断行し 彼の 正当 
性を ち 張した 

3、 イマー ム ‘アフ マド •アブ ドッ ラーゼン •ズバイル、 そして フ マル ディに よって 伝えられた 
ハディー ス によると、 アッ ラーのみ 使いは 「人が 都会で 結婚す る 時は、 そのを は 居住者と 
しての 礼拝を 挙行し なければ ならない」 と言われた。 

これ こそ ウス マー ン カけ ッカで 完全な 礼拝を 行った 最も 確かな 理由と されて いる 
これに 類す る ハ ディースは 同一の 伝承 者 経路を 経て ズ ハリーに よっても たらされた。 それには ミナ 
— だけにつ いて 話されて おり、 他の 場 巧に ついては 述べられて はいない。 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは ミナーで ニ ラ カー トを （行うよう） 言われた。 

そして、 アブー •バ クルは み使いの 後に、 ウマルは アブー •バ クルの 後に、 そして ウス マー 
ン はか 口の 地位に ついて その ネ刀 期の 頃には （それぞれ 前 まの） 行為に 做った。 

その後、 ウス マー ンは四 ラ カー トを 行った。 イブ ン •ウマルは イマー ム にこでは ウス マー ン 
のこと） と一緒に 礼拝す る 時は 四 ラ カー ト 行い、 彼一人で 礼拝す る 場合は ニ ラ カー ト行っ 
ていたな）。 



(注 にれ は その 地の 居住地を イマー ム として 礼拝を 行う 場合は、 たとえ 旅行を であっても、 
イマー ムに 従う ことを 巧ら かにした ものである 
これに 類似の ハ ディースは 同一の 伝承を 経路を 経て 伝えられた。 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは ミナーで 旅行を の 礼拝に ついて 話された。 

アブー •バ クルと ウマルは 同じように 行った。 ウス マー ンは それを 八 年 あるいは 六 年 行っ 
た。 

ハ フスは、 イブ ン •ウマルは 常々 ミナーで ニ ラ カー トの 礼拝を 行った 後 就寝して いた。 

私は 彼に 「おじさん、 もし あなたが もう ニ ラ カー ト 行った とす かも それは どう しづ 礼 街 こな 
るので しよう」 と言うと、 「もしおが (それが 行えば、 私は 完全な 礼拝を 行った ことになるで 
あろう」 と 言った。 

この ハディー スは 同一の 伝承 ま 経路を 経て シュウ バ によっても たらされた 力 《 、 これには ミナーでの 
旅の 礼拝に ついて だけた その他の 事は 述べられて はいない。 


イブ ラ ヒー ムは 伝えて いる 

私は アブ ドル •ラフ マー ン •ビン •ヤズ ィーが 《 (次のように） 言って いるのを 聞いた。 
われわれは ウス マー ンを イマー ム として、 ミナーで 四 ラ カー トの 礼拝を 行った。 

この 事が アブ ドッ ラーゼン •マ スウードに 話された。 

すると 彼は r げに われらは アッ ラーの もの、 その 御 許に われらは 帰り 行なの なり」 のルア 
-ン第 2 章 156 節) を 読唱し 化は み使いと ミナーで ニ ラ カー トの 礼拝を 行った。 

私は アブー •バ クル •スィ ッ ディー クに 従って ミナーで ニ ラ カー トの 礼拝を 行った。 

同じ 〈、私は ウマル ゼン •ハッター ブ とも一御 こ ミナーで ニ ラ カー トの 礼拝を 行った。 
「どうか、 四 ラ カー トの 中の、 私の 行った ニ ラ カー ト カヴッ ラーに 受け入れられる もので あっ 
て 〈れ ますよう に」 と析っ た。 

これに 類似す る ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て アア マシ ュに よっても たらされた。 

ハーリサ ゼン •ワ ハブは 伝えて いる 

私は アッ ラーのみ 傾い と ミナーで ニ ラ カー トの 礼拝を 行った。 

ほとんどの 人々 がそ こでは ニ ラ カートの 礼拝を 行って 谎 足して いた。 

ハーリサ ゼン •ワ ハブ •フ ザー イーは 伝えて いる 

私は ミナーで、 アッ ラーのみ 使いの 後に 立って 礼拝した。 そこには 非常にを 数の 人々 がい 
た。 



み使いは 離別の 巡礼に ニ ラ カートの 礼拝を 行われた。 

ムス リムは 「ハーリサ ゼン. ワハブ •フサー イーは ウマル ■ビン •ハッター ブの 息子 ウ バイ 
ドッ ラーの 異母 兄まで ある」 と 言った。 



雨天の 曰 は 住居で 礼拝を 行って 良い 


イブ ン •ウマルは きくて 風の 吹 〈夜、 ア ザー ンを 唱えた。 

そしてな お 「諸君のを で 礼拝を 行う が 良い」 と (大声で) 言った。 

更に 「アッ ラーのみ 使いは ム アッ ジン (を 1) に 『雨の 降る きい 夜は それぞれの 住居で 礼拝す るよう 
呼びかけよ J ] とお 命じに なって いた」 と 言った （をの。 

(を 1) 礼拝の 時刻を ア ザーン 詠唱で 告げたり、 モスクの 雑事を 行う を 

(を 2) この ハディー スに 関連し で‘ はき 物が めれ る 時は 住居で 礼拝を 行う" と しづの が ある 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

彼は 寒くて 風雨の 夜、 人々 に 礼拝を 呼びかけた。 

その 呼びかけの 最後に 「諸君の 居所で 礼拝せ よ、 諸君の 居所で 礼拝せ よ」 と 大声で 告げ 
た。 

それから 「アッ ラーのみ 使いは、 旅 中、 きい 夜 や 雨の 日 は 居所での 礼拝を 呼びかけ るよう、 
常々 お命じに なって いた」 と 言った。 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

彼は ダジュ ナーン (マッカ 近郊の 山） で 礼拝の 呼びかけを 行った。 

その後の ハディー スは 前述の ものと 同様で ある。 

しかし 彼は 「諸君の 居所で 礼拝 せんとは 言った 力 《 、 それを 繰り返え す ことはなかった、 と 
言って いる。 

ジヤー ビルは 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いと 旅に 出た 時、 雨に 降られた。 

その 時み 使いは 「諸君の 中で 礼拝の 挙行を 望む まは その 居所で 行う が 良い」 と言われ 
た。 


アブ ドツ ラーゼン •ア ツバー スは 伝えて いる 
彼は 雨天の 曰ム アツ ジンに 

「あなたは "アツ ラー lil 外に 神は ない と 話 言し ムハンマドは アツ ラーのみ 使で あると 証言 
します" と 言った 後続け で‘ 礼拝に 急いで 集れっ" と 言って はなら め。 

(その代りに）" あなた 方のまで 礼拝を 挙行せ よっ" と 言え」 と 言った。 

彼 (伝承を） は 「人々 は それに 巧して 不満の 意を 表明した」 と 言った。 

イブ ン •ア ツバー スは 



「諸君は それに 驚いて いるので すか。 

アツ ラーのみ 使い、 その 方は 私よりは るかに 立派な ちです が、 その 方が そのよう にされ た 
のです。 

金曜日の 礼拝は 確かに 義務では あるが、 私は あなた 方に 強いてを を 出て すべりやすい 
めか るんだ 道を 歩かせる のを 好まない のです」 と 言った。 

アブ ドル. ハミードは 伝えて いる。 

私は アブ ドツ ラー ゼン • / リスが け ブドツ ラー- ビン • アツ/ くー スは 雨降りの 目 について 
お 達に 説教した」 と 言った のを 聞いた。 

残余の ハ ディースは 前述と 同じで ある 力 《 、彼は 金曜の 礼拝には 言及し なかった。 

そして、 「それは 私よりは るかに 立派な 方が 既にな された ことで ある」 と しづ 言葉を つけ 加 
えた。 


アブ ドツ ラー •ビン •ハーリスは 伝えて いる 

イブ ン •ア ツバー スは 雨天の 金曜日、 彼の ムアツ ジンに 礼拝への 呼びかけを 行わせた 後、 
人々 に それぞれ のをで 礼拝を 行うよう 告げさせた。 

彼は 「化は あなた 方に すべりやすいめ かるんだ 道を 歩かせる のは 巧まない」 と 言った。 
残余の ハディー スは 他と 同様で ある。 

アブ ドツ ラー •ビン •ハーリスは 伝えて いる 

イブ ン •アツ バースは 彼の ムアツ ジンに 金曜の 礼拝の 呼びかけを 行わせた が、 その 曰は 
雨天であった のでめ いめいが まで 礼拝す るよう 告げさせた。 

これは マ アマ ル その他の まに よっても たらされた。 

この ハディー ス には 「化 （イブ ン •ア ツバー ス） よりはる かに 立派な お 方が そうされた」 という 
言葉が 述べられ ていた。 

このような ハディー スは アブ ドツ ラーゼン •ハーリス によって 伝えられた。 

ウハ イブに の ハディー スを もたらした 伝承 者の一人） は 「イブ ン •ア ツバー スが 雨天の 金曜日、 彼 
の ムアツ ジンに にれ これの ことが 告げさせた、 と しづ 話は 彼び ブドツ ラー） から 聞かなかった」 と 
言った。 



旅 中、 乗り物の 上に あって、 それが どの 方向を むいて いようと ナフ ル （随意 
の 礼 巧） は ゆるされる 


イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使い はら 〈だに 乗って 出かける どのような 場所で も ナフ ルの 礼拝を 巧って お 
られた ほ）。 


(を) ハ ディースの 権威の 中には、 汽車 や 飛行機の 中で 礼拝を 義務づけ るのは 間違いで 
あると 結論す る。 

しかし 法学を 達は 義務の 礼拝は ル かの 中で も 実行され るべき ものである、 という 意見で 
— 致して いる。 

がに、 それは 汽車、 飛行機 その他の 乗り物で も 行われる のが 論理的 だとして いる 
イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは どこに 巧 かれて もら 〈だの 背で 礼 巧され ていた。 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは らくだに まって マッカに 向かわれる 時、 御顔が 向いて いる 方向 （前進 
方向） にがして 礼拝を 行って おられた。 

これは、 あなたち が 向 〈ち 向は どちらで も アッ ラーの 御前で ある、 という ことを 示した もの 
である。 

この ハディー ス はもう一つの 伝を ま 経路に よっても 伝えられ ている。 

それは イブ ン •ムバ ー ラクと イブ ン •アブー ■ザーイダ によって 伝えられ てし、 る 力 《 、その 中に 次の よう 
な 箇所が ある。 その 時、 イブ ン •ウマルは 「あなた 方が どの 方向に 向いても アツ ラーの 御前に ある」 
(クル アーン 第 2 章 115 節） を読唱 しな、 た。 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは ハイバルに 向かわれる 間、 ろばの 背で 礼拝して おられた。 


サイード •ビン •ヤ サールは 伝えて いる 

私は イブ ン •ウマルに 従って マッカに 向かって いた。 

途中、 私は 夜 則ナを 懸念し まり 物から 下りて 単独で 礼拝を 行った。 

その後で 急ぎ、 彼に 追いついた。 

イブ ン •ウマルは 化に 「あなたは どこに し'' たの か」 と 尋ねた。 

私は 「夜 則ナ がむ 配でした ので 乗り物を 下りて一人で 礼拝して きました」 と 答えた。 



すると アブ ドツ ラーが 「あなたは アツ ラーのみ 使いが 良い 例を 示されて いるのを がらない の 
です か」 と 言った。 

私は 「はい、 アツ ラーに 誓って、 全 〈知りません」 と 答えた。 

彼は 「み使い はら 〈だの 上で ウィ トル （を) を 行って おられた」 と 言った。 

(を） ウィト ルの 礼拝は 夜の 礼 巧の 一部と して 行われる。 

それ は イシ ャー 液の 礼 街 または か V ジジ ュド (深夜に 行う 礼拝） のい ずれ かと一 鄉こ 
行われるべき ものである 

アブ ドツ ラー •ビン •ディー ナー ルは イブ ン •ウマルを 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 乗り物の 背で、 彼の 向かわれる 方向に むかって 礼拝され ていた。 

アブ ドッ ラーゼン •デイー ナー ルは 「イブ ン •ウマルは み使いと 同じように していた」 と 言つ 
た。 


アブ ドッ ラー •ビン •ウマルは 伝えて いる 


アツ ラーのみ 使いは ウィト ルの 礼拝を 彼の 乗り物の 上で 行って おられた。 


サリー ム ゼン •アブ ドツ ラーは 彼の 父を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 向かわれ るち 向が どちらで あっても （そのち 向に 関係な く） 乗り物が 
向かう ち 向に 巧して アツ ラーを 讚え、 ウイ トルの 礼拝を 行って おられた。 

しかし 彼は 乗り物の 上で 義務の 礼拝を 挙行され たのではなかった。 

アブ ドツ ラー •ビン •アー ミル ゼンう ビーア は 彼の 父を 根拠と して 伝えて いる 

彼 （アブ ドッ ラーの 父、 アー ミル） は 夜 旅を されて いたみ 使いが、 彼の 乗り物の 上で、 お 向 
きになって いる 方向に ナフ ルの 礼拝を 挙行され るのを 見た。 


アナス ゼン •スイー リーン は 伝えて いる 

われわれは アナス ゼン •マーリク か シリアに また 時、 アイ ニッ タム ル （注） で 彼に 会った。 
その 時、 おは 彼が ろばの 上で 彼の 顔が 向いな、 る 方向に 対して 礼拝し な、 るのを 見た。 
ハン マー ム (伝承 まの一人） は それが キ ブラけ L 拝の 際に 向かう 方向） より 左に 寄った 方 
向で ある ことを しめした。 

そこで 私は 彼に 「あなたは キ ブラでは ない 方角に 巧して 礼 巧して おります」 と 言った。 


彼は 「私は アツ ラーのみ 使いが そうな さるのを 見なかった なら、 私 もそう はしなかった であ 
り ましよ ラ」 と 言った。 


(を) シリアから イラクへの 道筋に あるが 



旅 中は 二つの 礼拝を 同時に 行って 差し支えない 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 道を お急ぎの 場合には マグ リブと イシ ヤーの 二つの 礼拝を 合わせて 
行って いた。 

ナー フイ ウは 伝えて いる 

イブ ン •ウマルは 旅で 道を 急いでい る 場合には マグ リブと イシ ヤーの 礼 巧を 夕暮れの 明り 
が 消えた 後に 合わせて 行って いた。 

彼は 「アツ ラーのみ 使いは お急ぎの 時は マグ リブと イシ ヤーの 礼拝を 合わせて 行って い 
た」 と 言って いた。 

サー リムは 彼の 父 力 《 「おは アツ ラーのみ 使いが 道を お急ぎの 時は マグ リブと イシ ヤーの 礼拝を 合 
わせて なさる のを 見た」 と しづ 話を していた と 伝えて いる。 

サー リム ゼン •アブ ドツ ラーは 彼の 父 力 《 「私は アツ ラーのみ 使いが 旅で 道を 急いで おられる 場合に 
は、 マグ リブの 礼拝を イシ ヤーの 礼 巧 時に 合わせて 行われる ために、 その 時刻まで 遅らせて おら 
れ たのを 見た」 と 言った と 伝えな'' る。 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 太陽が 頂点に 達する 前に 出立され た 時は ズ フルの 礼拝を アスルの 
ミ ほで 遅らせに なった。 

そして その 刻には 乗り物から 降りられて (ズ フルと アスルの 礼拝 お合わせて 挙行され て 
いた。 

しかし もし 太陽が、 出立の 前に 頂点より 西に 傾いて いれば、 ズ フルを 済ましてから 乗り 
物に 乗られた。 

アナスは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 旅で 二つの 礼拝を 同時に 挙行され たい 場合は、 アスルの 刻まで ズフ 
ルの 礼拝を 遅らせに なった。 

そして、 その 刻に 入る とほ どなく その 二つの 礼拝を 合わせて 行って おられた。 

アナスは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 旅を お急ぎの 時は ズ フルの 礼拝を アスルの 刻まで 遅らせ、 その 刻に 
入る と 間もなく その 二つの 礼拝を 合わせて されて いた。 



また、 彼は マグ リブの 礼拝を 遅らせ、 夕暮れの 明りが 消えた 後で イシ ヤーの 礼拝と 合わせ 
て 行って おられた。 



定住を の 併合 礼拝に ついて 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは ズ フルと アスルの 礼 巧を、 また、 マグ リブと イシ ャーの 礼拝を 危険な 
状態で も 旅 中で もない 時に 合わせて 行って おられた。 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは マディー ナで 危険な 状態で も 旅 中で もない 閒こ 、ズ フルと アスルの 礼 
丰丰を 合わせて 行って おられた。 

アブー •ズハイルは サイード (伝承 者の一人） に 「どうして 彼は そうされ たのです か」 と 尋ね 
た。 

すると 彼は 「私は イブ ン •ア ツバー ス にあな たが 私に 尋ねた ように 尋ねました。 彼は 『み 使 
いは 彼の ウン マ （イスラー ム 信仰 共同体） の 中の 誰一人と して 礼拝の ことで 難儀 しないよ 
う 望まれた のです』 と 答えた」 と 言った。 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは タブー ク ほ） の 遠征の ために 旅を した 時 併合 礼拝を 行われた。 

(その 時) 彼は ズ フルと アスル、 また、 マグ リブと イシ ャーの 礼拝を それぞれ 合わせて 行わ 
れ た。 

サイード (伝承を の一人） は イブ ン •ア ツバー スに 「どうして み使いは そのよう にされ たので 
す か」 と 尋ねた。 

彼は 「み使いは 彼の ウン マに 難儀な ことを 望まれなかった のです」 と 答えた。 

(を) ダマスカスから マディーナヘの 巡礼 道路に ある 町 
ムアー ズは 伝えて いる 

われわれは アツ ラーのみ 使いと タブークの 遠征に 出た。 

(その 時) み使いは ズ フルと アスルの 礼 巧を 合わせて 行われ、 また、 マグ リブと イシ ャーの 
礼拝を 合わせて 巧って おられた。 

ム アーズ •ビン •ジャ バルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは タブー クの 遠征で ズ フルと アスルの 礼 巧と、 マグ リブと イシ ャーの 礼 
拝を (それぞれ) 合わせて 行って おられた。 

彼 （伝承を の一人） が 「どうして み使いは そのよう にな さるので すか」 と 尋ねた。 

彼 仏アー みは 「あの 御 方は 彼の ウン マに 難儀を かける のを 望まれなかった のです」 と 答 
えた。 



イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは マディー ナで 危険な 状態で も 雨天で もない 時、 ズ フルと アスルの 礼拝 
を、 また、 マグ リブと イシ ャーの 礼拝を 合わせて 行って おられた。 

ワ ーキウ によって 伝えられた ハディー ス には r 私は イブ ン •ア ツバー ス に、 どうして み使い 
は そのよう にな さるの か、 と 尋ねた。 

すると 彼は 『それは 彼の ウン マが 難儀を しないた めです』 と 答えた」 と 述べられな、 る。 
これに 関して ムアー ウィ ヤ によって 伝えられた ハディー スも ある。 

その 事で イブ ン •ア ツバー スは 「み使いは どうして そのよう にな さるので すか」 と 尋ねられた。 
すると 彼は 「み使いは 彼の ウン マに 不必要な 難儀を かけた 〈ない のです」 と 答えた、 と述 
ベら れ ている。 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いと 八 ラ カートの 併合 礼拝を 巧った。 

そして また、 （時を おいて） セラ カー トの 併合 礼拝を 行った。 

私 (伝承を の一人） は 「おお、 アブー •アツ シャ アサー ウ よ、 それは み使いが ズ フルの 礼拝 
を 遅らせて アスルの 礼挥と 合わせて、 また、 マグ リブの 礼拝を 遅らせて イシ ャーの 礼 巧と 
合わせた の だと 思います」 と 言った。 

彼は 「おも そのよう に 思う」 と 言った ほ）。 

(を) ズ フル 礼拝は 四 ラ カー ト、 アスルは 四 ラ カー ト、 マグ リブは 兰ラ カー ト、 イシ ャーは 四 ラ 
力 ー ト である 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは マディー ナで セラ カー トと八 ラ カー トの 礼拝を された。 

すなわち、 （み使いは） ズ フルと アスルの 礼拝り り 力一りと マグ リブと イシ ャーの 礼拝 （セ 
ラ カート) を 合わせて 行われた。 

アブ ドツ ラー •ビン •シャキー クは 伝えて いる 

イブ ン •ア ツバー スは ある 日、 アスルの 礼拝の 後、 日 おまで われわれに 説教を した。 

やがて 星が 輝き 始めた。 

人々 はけ L 拝、 礼拝」 と 言い 始めた。 その 時 タミー ム 族の 男が 彼の 巧に 近付いて 執よう に 
「礼拝、 礼拝」 （と 叫び 続けた） イブ ン •ア ツバー スは 「拾われた 奴め な 1) ! お前は 化に 
スン ナ （を のを 教える のか」 と 言った。 

それから 彼は 「私は アツ ラーのみ 使いが ズ フルと アスルの 礼 巧を、 そして、 マグ リブと イシ 
ャーの 礼拝を 合わせて なさる のを 見た の だ」 と 言った。 

アブ ドツ ラーゼン •シャキー クは 、これにつ いて 私の むに 若干の 疑問が 生じた。 



そこで 私は アブー •フライ ラの 耐こ 行って （それにつ いて） 尋ねた。 

すると 彼は 「彼 （イブ ン •ア ツバーのの 言葉は 真実で ある」 と 証言した。 

(を 1) 麻義は 「母を 知らないを」 という 意で 非難、 ののしりの 言葉 
(をのみ 使いの 聖行 

アブ ドツ ラー •ビン •シャキー クは 伝えて いる 

ある 男が イブ ン •ア ツバー スに (彼が 礼拝を 遅らせた 時） け L 拝」 と 言った。 

彼は 黙って いた。 

彼は 巧び 「礼拝」 と 言った。 彼は なお 黙った ままであった。 

すると 彼は 巧び けけ 丰」 と 叫んだ。 

彼は なおな 獣 州した ままであった が、 しばらくの 時を おいて 「お前の 母が 奮われよ っ、 お 
前は 秘に 礼拝に ついて 教える の 力、。 私は アツ ラーのみ 使いの 時代に、 しばしば 二つの 礼 
拝を 合わせて 行った もの だ」 と 言った な）。 

(を) 居住を、 危険な 状態、 あるいは 雨天の いずれで もない 場合の 併合 礼拝には を 〈の 説 
明が あるが、 それは どうしても それが 必要な 場合、 例えば 病気の ような、 に 限られる と 結 
論され る。 

これは 規則では なく、 あくまで 例外 だとい うこと を 記憶し なければ ならない。 

預言者は 平和 時 や 居住者と しての 状況では ほとんど 併合 礼拝は 行わなかった という。 
併合 礼拝は 異常な 状況 や 例外的な ケースに のみ 行われる ものである 



礼 巧 終了後、 左ち いずれの 方向を 向いて 行動を 起こしても 良い 


アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

あなた 方 誰一人た りと、 サタンには あなたの 側に 場 巧を 与えて はならない。 

礼拝 者は けけ 丰 後) ちち 向に のみ 行動を 起こす のが 正しい と 考えて はならない。 

私は アツ ラーのみ 使いが しばしば 左方 向に 向かって 行動を おこされ るのを 見た （を）。 

(を） イスラー ム では 左側を 嫌う 傾向が ある。 

シ ャーム （シリのは 左の 国の 意た アラブの 敵国 ビ ザンテ ィンを 国の 方向であった からだ 
と 己 わ^る。 

—方 ヤマン （イエメン） はちの 国の 意で、 良い 事が をい 地と 考えられ ていた 
このような ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て アア マシ ュに よっても たらされ ている。 

スツ デイーは 伝えて いる 

私は アナスに けけ 丰 終了後は、 右ち 向に 行動す るので しょうか、 それとも 左方 向でしょう 
か」 と 尋ねた。 

彼は 「化は アツ ラーのみ 使いが ちち 向に 多 〈行動され るのを 見た」 と 言った。 

アナスは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 常々 け L 拝 終了後は) ち 方向に 行動され て おられた。 


イマ ー ム のち 側に 位置す る ことが 好まれる 

バラー ウは 伝えて いる 

われわれは アッ ラーのみ 使いの 後に 立って 礼拝を 行った 時、 彼のち 側に 位置す るのを 好 
ん だ。 

それは けけ 丰の 終りに） み使いの 御顔が われわれの 方に 向く と 思われる からであった。 
またけ L 拝の 折 われわれは) み使いが 「お、、 わが 主よ、 あなたが 復 まさせ 給う 日、 または、 
あなたを 畏敬す る ま 達を お集めに なられる 日、 あなたの 懲罰より 救われます ように」 とお 
ネ斤 りになる 言葉を 聞きました。 

同一の 伝承 ま 経路を 経て ミス アルに よっても たらされた ものには 「アッ ラーのみ 使いが われわれ 
の 方に 向く と 思われる」 と しづことは 述べられて はいない。 



ムアツ ジンが ア ザー ンを 唱え 始めた 時には、 ナフ ルの 礼拝 挙行は 好ましくな 
い 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「 （イカーマが 唱えられて) 礼拝が 始まった 時は、 義務と しての 礼拝 la 
外は ない」 と 言って おられた。 

この ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て ワ ルカー ウ によっても たらされた。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「イカーマが 唱えられた 時、 そこには 義務の 礼拝を 除いては ない」 と 
申された。 


このような ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て イス ハークに よっても たらされた。 

アブー •フライ ラに よって 伝えられ たこの ハディー スは 別の 伝承 者 経路で も 伝わって いる。 
ハン マード (伝承 者の一人） は 「私は アム ル (伝承を の一人） に 会った。 彼は それにつ いて 
私に 話した 力 《 、それは アッ ラーのみ 使いから 直接 伝えられた ものではなかった」 と 言った。 

アブ ドッ ラー •ビン •マーリク ゼン ヴハ イナは 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは 夜明けの 礼拝が 始まった も 礼拝を 行っ！: しが一人の 男の 側を 通ら 
れ た。 

み使いは その 男に 何 か 申された 力 《 、それが どのようなことであった かわからなかった。 
み使いが そこを 去られた 時、 われわれは その 男の 周囲に 集まって 「み使いは あなたに 何 
を 言われた のです か」 と 尋ねた。 

彼は 「み使いは 『あなた 方の 中の一人が 早朝 礼掛 こ、 まさに 四 ラ カー ト 行おうと している J 
と 申された」 と 言った ほ）。 

カア ナビーはけ ブドッ ラーゼン •マーリク ゼン づハ イナは これを 彼の 父を 根拠と して 話 
した」 と 言った。 

アブー •フサ イン •ムス リムは じの ハディー ス について 彼の 父を 根拠と したと し、 う 彼の 言 
葉は 間違いで ある」 （と 言った） 


(を) 早朝の 礼拝は ニ ラ カー ト である 


イブ ンづハ イナは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは ムアツ ジンカ 《 イカーマを 唱えて いた 時、一 人の 男が 礼 巧して いるのを 
御覧に なった。 

み使いは その 男に 「あなたは 早朝の 礼拝に 四 ラ カー ト行 うのです か」 と言われた。 



アブ ドツ ラー •ビン •サル ジスは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが 早朝の 礼拝を 挙行され ている 時、 一 人の 男が モスクに 入って また。 
彼は その モスクの一隅で ニ ラ カートの 礼拝を 行った。 

それから 彼は み使いと一緒に 礼拝した。 

み使いが' あなたち に 平安を' の 挨搂を 終えられた 時、 「おお 某よ！ 二回の 礼拝の 中の 


どちらを （義務の 礼拝と して） 行った のです 力、。 あなたが一人で 行った もの、 それとも、 わた 
し 達と一緒に 行った ものです か」 といわれた。 



モスクに 入った 時に 言う 言葉 


アブー •フ マイ ドは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方の 誰でも モスクに 入った 時が‘ も' お アツ ラー、 私に あなたの 
御 慈悲の 扉を お開き 下さい" と言うよ うに、 そして (そこから） 出る 時は" おお アツ ラー、 私は 
あなたの 御仁 慈を 請い 願います" と言うよ うに」 と 申された。 

アツ ラーのみ 使いから 語られた この ハディー スは 別の 伝承を 経路に よっても 伝えられ ている。 


モスクに 入った 時、 そこへの 挨搂 として ニ ラ カートの 礼 巧 挙行が 好ましく、 
それを 行う 前に 座る のは 好まし 〈ない 

アブ ー •カタ ー ダは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方の 誰でも モスクに 入った 時は、 座る 前に ニ ラ カー トの ナフ ル 
を 挙行しなさい」 と 申された （を）。 

(お ナフ ル （随意の 礼拝） は 信者の アツ ラーへの 限りない 愛の 象徴で ある。 

モスクに 入った 際の その 礼拝は、 その 人の 精神を 現実 界 から 天地を 支配す る 宗教 界へ 
の 意識へ と 高揚させる ものである 

教 友の 一 人、 アブ ー •カタ ー ダは 言った 

私は アツ ラーのみ 使いが 人々 の 間に 座って おられた 時 モスクに 入った。 

私 も 人々 の 中 に 入って 座った。 

その 時み 使いは 私に 「あなたは どうして 座る 前に ニ ラ カー トの 礼拝を 巧わない のです か」 
と言われた。 

私は けツ ラーのみ 使いよ、 私は あなたが 座って おられる の や、 人々 が 座って いるのを 見 
ました （ので 座って しまいました）」 と 言った。 

するとみ 使いは 「あなたち の 誰でも モスクに 入った 時は、 ニ ラ カー トの礼 巧を 行う まで 座っ 
ては なりません」 と言われた。 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 私に 負債 （を） が あった。 

彼は それを 返して 下さり、 その上に 余分の ものまで 下された。 

私 力 《 モスクに 入る と 私は 「ニ ラ カー トの 礼拝を しなさい」 と言われた。 


(を） ら 〈だの 代金 



旅から 帰った をは モスクに 入って ニ ラ カートの 礼 巧 挙行が 好ましい 


ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 私 からら 〈だを お買いに なった。 

彼 力け デイー ナ から お帰りに なった 時、 私に モスクに まるよう お命じに なった。 

私が そこへ 行く とみ 使いは 私に ニ ラ カートの 礼拝を 行うよう 言われた (を）。 

(を) 預言を は 彼を モスクに 呼ん た ムス リムの あらゆる ま 動の 基礎と なる アツ ラーに 巧す 
る 意識、 それへの ホ 敬、 献身を 促された 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いと 遠征に 出た。 

私 のら 〈だは 足が のろ 〈て すっかり 遅れて しまった。 

私は 疲れ切った。 

このような わけで アツ ラーのみ 使いは 私より 早く お帰りに なった。 

私が 帰った のは 翌日であった。 

私 力 《モスクに 行く と 彼は その 入り口の 巧に 居られた。 

み使いは 「あなたは 今 着いた のです か」 と言われた。 

私は 「はい、 そうです」 と 言った。 

彼は 「あなた のら 〈だを 置いて (モスクに） 入りなさい。 そして、 ニ ラ カー トの 礼拝を 挙行し な 
さい」 と言われた。 

彼 (語り おは 「そこで 私は （モスクに） 入り （ニ ラ カー トの礼 キ丰お 行って 帰りました」 と 言つ 
た。 


カ アブ ゼン •マーリクは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが 旅から お帰りになる 時は いつも 正午 前であった。 

彼は お帰りに なると 最初に モスクに 入って ニ ラ カー トの礼 巧を しそれ から そこに 座られ 
た。 



午前の 礼拝は 好ましい。 

それの 最も 短い のは ニ ラ カ ート、 最も 長いのは 八 ラ カー トた 四ない し 六 ラ カ 
ー トの 場合 も ある 

アブ ドッ ラー •ビン •シャキー クは 伝えて いる 

私は アー イシ ャに 「アッ ラーのみ 使いは ドハーり、〜 九 時 頃から 正午までの ミ ID の 礼拝を さ 
れ ておりました か」 と 尋ねた。 

彼女は 「し ル、 え、 み使いは 旅から お帰りに なった 時な 外は はれて おりませんでした）」 と 答 
えた。 

アブ ドッ ラー •ビン •シャキー クは 伝えて いる 

私は アー イシ ャに 「アッ ラーのみ 使いは ドハーの 礼 巧を されて おりました か」 と 尋ねた。 
彼女は 「いいえ、 み使いは 旅から お帰りに なった 時な 外は （して おりませんでした）」 と 答え 
たは）。 

(を) アブ ドッ ラーゼン •シャキー ク のこの 二つの ハディー スは全 〈同一である 力 《、 これは 
預言者が ドハーの 礼拝を モスクでは 行わなかった ことを 明瞭に する ためで あると している 

ウル ワは 伝えて いる 

了 r シャは 「私は アッ ラーのみ 使いが 午前の 礼 巧で 規定され たもの よりを 〈行われて い 
るのを 見た ことは ごみな せん。 

そして、 私 も 同じように 行いました。 

もしみ 使いが、 実際は 挙行され る ことを お望みの 何 かの 行為を 放棄され たような 場合は、 
人々 かそれ に 做って 行って いるう ちに それを 義務と 思って しまう のでは なしけ、、 と しづこと 
をむ 配され るた めです」 と 言った は）。 

(注） 預言を は ドハーを 行った が、 その ほとんどは 人々 の 目のと どかない 家の 中であった。 
また、 彼が 時々 それを 放棄した のは、 それが 義務的 行為と 受け取られない ようにであった。 
もし 彼 か 規則的に それを 行えば 人々 がそれ に徴 つて 義務的な 行為と 見なされ かわない 
と 考えた ので ある。 

預言者は 人々 に 不必要な 負 巧を かける のを 望まれなかった し また、 人々 かいかなる プ 
レッシャー も 感ずる ことな 〈、それぞれに 合う 宗教 的 献身を 推進す る ことを 望まれた ので あ 
る 

ムアー ザは けッ ラーのみ 使いは 午前の 礼挥 には 何 ラ カー ト をされ ておりました か」 とア ー"^ r シャに 
尋ねた。 



彼女は 「四 ラ カー ト です。 でも、 み使いが 好んだ 時は もっとを く はれて おりました）」 と 答えた。 


これに 類似の ハ ディースは 同一の 伝承を 経路を 経て 伝えられた。 

し 力ん けッ ラーが 喜ばれる から」 とお 承 まが 言った と しづ 言葉の 付加が ある。 

ムアー ザ •アダ ウィー ヤ はおえ ている 

アー イシ ャは 「み使いは 四 ラ カー ト される のが 習慣でした 力 《 、 アッ ラーが 喜ばれる ので 時に 
は それより 多 〈のけ 力ー ト) をされ ておりました」 と 言いました。 

このような ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て カター ダに よっても たらされた。 

アブ もい ラフ マー ン • ビン • アブー . ライラーは 伝えて いる 

ウン ム •ハーニーを 除いては、 誰も 私に アッ ラーのみ 使いが 午前の 礼 巧を 行って いるのを 
見た と 告げた をは 無い。 

彼女は けッ ラーのみ 使いは マッカ 征服の 日、 彼女の まに 入り 八 ラ カー トの礼 巧を され ま 
した。 

そのと き、 み使いは ル クーほ 礼） と サジダ （叩爾 を 完全に 行われました 力 《 、 み使いが あ 
のように 軽い 礼拝 （注) をされ るのを けっして 見た ことがあ りませんでした」 と 言った。 

イブ ン •バッ シャー ル (伝承 まの一人） は 彼の 話の 中では" けっして" と しづ 言葉は 言わな 
かった。 

(を) クル アーン の 長い 章句 や、 アッ ラーの 讀 美を 多く 唱える ことを 放棄した 礼拝 

アブ ドツ ラー •ビン. ハーリス ゼン- ヌーフ アルは 伝えて いる 

私は アッ ラーのみ 使いが 午前の 礼拝を 行われた かどう かにつ いて 告げて 〈れる 人を 熱む 
に 探した。 

しかし 私は アブー •夕ー リブの 娘 ウン ム •ハーニー (おな 外は 誰も 見付けられなかった。 
彼 かがみ 使いは マッカ 征服の 日、 日が 高く なって から （私の 家に） まられ ました。 

そして、 衣服が 運ばれて、 それで その 御ち のために 人目が とどがない 場所が つ 〈られ まし 
た。 

彼は ホ おされてから お立ちに なり、 八 ラ カー トの 礼拝を されました。 

私は (彼の 礼拝 中） その 御ち の 立った 姿勢 力 化、 ちばん 長かった のか、 それとも お S 辛 儀 か、 
あるいは 叩頭 力、、 または それら すべてが 同程度の 長さだった のかは 存 かません。 

私は この 時な 外み 使いが 感謝の 言葉を 唱えて いる ナフ ルの 礼拝を されて いるのを 見 ませ 
ん でした」 と 言った。 

ムラーディーは ュー ヌスを 根拠と して 伝えて し、 る 力 《 「彼 （ュー ヌス） がそれ を 私に 告げた」 と 
は 言って はいない。 



(お ウン ム •ハーニーは アリー (預言者の 娘 ファーテ イマの 夫で 四 代 正統 カリフ） の 実の 兄 
まで ある 

アブ ー タ ー リブの 娘、 ウン ム •ハ ー ニ ー の マウラ ー (奴隸 の 身分から 解放され た 自由 民） アブ — 
ムッ ラは 伝えて いる 

ウン ム •ハーニー は r 化は マッカ 征服の 年、 アッ ラーのみ 使いの 酣こ 行きました。 

その 時、 み使いは 身体を 清められ、 彼の 息女 ファーテ イマが 彼を 巧 眼で 人目 のと どかめ 
よう 手助けして いるのを 見ました （を 1)。 

私は み使いに 挨搂 しました。 

彼は 「どなたで すか」 （を のと 申しました。 

私は 「アブ ー •夕 ー リブの 娘、 ウン ム •ハ ー ニ ー です 」 と 申しました。 

彼は 「ようこそ、 ウン ム •ハーニー」 と 申されました。 

彼は ホ おを 完全に 終えられ ると、 一枚 布の 衣服を まとわれて お立ちに なり、 八 ラ カー トの 
礼拝を されました。 

み使いが 礼 巧を 終えられた 時、 私は けッ ラーのみ 使いよ、 私の 母の 息子 アリーゼン •夕 
- リブは 私が 保護した フ ラー ヌ •ビン •フ バイ ラ （を 3) を 殺害に 行きました」 と 申します と 彼 
は r ウン ム •ハーニーよ、 わたし 達 もまた、 あなたが 保護した 人物を 保護し ました」 と 申され 
ましに。 

「それは 午前の 礼拝の 時でした」 と 彼女は 申しました。 


(を 1) ホ おの 時 も 体の 下部を 布で 覆う のが 預言者の 慣行であった。 

彼は 身体の 上部 も 人目に さらさ か、 よう 気配りして しがと しづ。 

娘の ファーテ イマは アリーに 嫁ぐ 前は、 を 庭で 預言 まの 世話を する一人 でも あった 

な 2) ホ おを 行って いる 間で も挨搂 に対する 返答は 許される 

(を 3) 彼の 名前は ハ ー リス •ビン. ヒシャ ー ム .マ ハズ ー ミ ー であった。 

しかし 幾人 かの 学者は、 そのを は アブ トツ ラーゼン •ラビー ア であると 主張し な、 る 


アブ ー •ムツ ラは ウン ム •ハ ー — — を 根拠と して 述べて いる 

マッカ 征服の 日、 アッ ラーのみ 使いは 彼女の 家で一枚 布の 衣服 (注) を まとわれて 八 ラ カ 
—卜の 礼拝を された が、 その 巧 眼の 両端は 交差して 肩に かけられ ていた。 


(をに の 巧 服は 白色の 幅の広い 布を 体に 卷 〈ようにして 身に つける ものと 考える と 良い 


アブー •ザ ツルは 伝えて いる 



アツ ラーのみ 使いは 「午前中に、 あなたち 各々 の 身体の 骨一つ一つに 慈善 行為が 課せら 
れ ている （を 1)。 

アツ ラーの 栄光を 讚え る 言葉の一つ一つが 慈善 巧 為で ある。 

アツ ラーを 讚美す る一つ一つの 言葉が 慈善 行為で ある。 

アツ ラーの 唯一性を 告白す る 言葉の一つ一つが 慈善 行為で ある。 

"アツ ラーは 偉大な り" と 唱える 言葉の一つ一つが 慈善 行為で ある。 

善行を 命ず る こと も 慈善 行為で ある。 

アツ ラーが 否認され たこと を 禁止す るの も 慈善 行為で ある。 

がに、 それらの 言葉を 唱えて ニ ラ カー トを 行えば 件 前の 礼拝と しては） 十分であろう。 
(つまり、 礼拝は 身体の すべての 器官を 使用して 行われる からで ある （をの） 


(を 1) ここには 午前の 礼拝の 意義 か 示されて いる。 

その 実践が あって、 人間の 骨の一つ一つは 病気を 免れて 十分に 機能し 形態 も 保たれる と 
される 

(をの イスラー ムの 慈善 行為とは 財貨の 消費の みを 意味す る ものでは ない。 

それは、 人の アツ ラーへの 強い 恭敬 や 献身で あるし、 悪い 行為を 憎む の も イスラー ム では 
慈善 行為と なる 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

私の 親友 ヴツ ラーのみ 使い） は 私に 兰 つの 事を 行うよう 勧められた。 

(それは） 毎月 兰 日間の 断食、 午前中に ニ ラ カートの 礼拝の 挙行、 夜、 寝る 前に ウィト ル 
の 礼拝の 励行で ある。 

このような ハディー スは アブー •フライ ラに よって、 別の 伝承を 経路で も 伝えられ ている。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

私の 親友 アブー •力ーシム 願 言を の 別称） は 私に； つの 事を 行うよう 割め られ た。 それ 
は 前述の ハディー スと 同様で ある。 


ウン ム •ハ ー — — の マウラ ー 、 アブ ー •ムツ ラは アブ ー •デルタ ー ウを 根拠と して 伝えて いる 
私の 親友 （預言を） は兰 つの 行為を 勧められた。 

私は 生涯、 けっして それを 放棄し ないで あろう。 

それは 毎月 兰曰 間の が 食、 午前の 礼拝、 そして ウィト ルの 礼拝を 済ませる まで 就寝し な 
いこと である。 



早朝の 礼拝で スン ナ としての ニ ラ カー トは 好ましい。 

その 中での 読唱が 好まれる ク ルアー ンの 章句に ついて (を） 

(を） 早朝の 礼拝で スン ナ としての ニ ラ カー トは大 へん 強調され ている。 

これは 義務と しての 礼拝に 加えた ものの 中、 最も 重視され る ものである 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

信を 達の 母、 ハ フサは 「ム アツ ジンが 早朝の 礼 挥のア ザー ンを 唱え 終って 静まる と、 アツ 
ラーのみ 使いは 義務と しての 礼拝が 開始され る 前に 短い 礼拝を 挙行され ました」 と 話し 
た。 


この ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て ナー フイ ウに よっても たらされた。 

ハ フサは 伝えて いる 

早朝の 礼拝に、 み使いは 短い ニ ラ カートの 礼拝な 外は 行われませんでした。 


このような ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て シュウ バ によっても たらされた。 

ハ フサは 伝えて いる 

早朝の 礼掛 こ、 アツ ラーのみ 使いは ニ ラ カー トの 礼拝を されました。 

ア ー"^ r シャは 伝えて いる 

み使いは ア ザー ンを お開きに なると、 短い 礼拝で したが、 ニ ラ カー ト による 早朝の 礼拝を 
されて おりました。 

この ハ ディースは 同一の 伝承を 経路で 伝えられた。 

なお、 アブ ー ウサーマに よって 話された ハディー スの 中には" 夜が 明けた 時" という 言葉 
が 入って いる。 

ア ー"^ r シャは 述べて いる 

み使いは (早朝の） ア ザー ン とその 礼拝が 開始され る 間に、 （義務では ない） ニ ラ カー トの 
礼拝を されて おりました。 

アー イシ ャは 述べて いる 

み使いは ニ ラ カ ー トの 早朝 礼 巧を されて おりました が、 私が 「み使いは ファ ー ティ ハ （開 端 
黃 を読唱 された のか しら ほ)」 と言う 程に けけ 丰 を) 短 〈されて おりました。 



(を） 「み使いは ファーティ ハを 読唱 された のか しら」 と しづ 表現は、 預言者の その 時の 礼 
拝が 大 へん 短い ものであった のを 意味して いる。 

なお、 ファーティ ハ （開 端 章） は クル アーン の 章の 中で も 極めて 短い 章の一つ である 
アー イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは ファ ジュ ルの 刻になります と、 ニ ラ カー トの 礼拝を されて おりました。 
私は （それが あまり 短い ので） 「あの 御 方は その 礼拝で ファーティ ハを 読唱 される のかし 
ら」 と 申して おりました。 

アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは ナフ ルの 礼拝に 関しまして は、 早朝の ニ ラ カー トの 礼拝 ほど 気づか われる のは 
他には ありませんでした。 

ア ー イシ ャは 述べて いる 

私は み使いが ナフ ルと しての 礼拝の 中で、 早朝の （義務の） 礼拝の 前の ニ ラ カート 程、 
(気づか われて） お急ぎになる （を） のを 見ませんでした。 

(を) それを 行おうと して 熱む になる 

ア ー イシ ャは 述べて いる 

み使いは 「早朝の ニ ラ カー トは 現世、 あるいは それに 存在す る 何にも 増して すばらし しりと 
申されました。 

ア ー"^ r シャは 述べて いる 

み使いは 早朝の 義務と してでは ない ニ ラ カー トの 礼拝に ついて r それは 私に とって 全 世 
界な 上に 巧 ましい ものである」 と 申されました。 

アブー •フライ ラは 述べて いる 

アツ ラーのみ 使いは 早朝の 礼 巧の ニ ラ カー トが 言って やる が お、。 『おも 不信 またち よ 
… 山 の ル アーン 109 章) と 「言って やる がか、 彼は アツ ラー、 唯一なる 御 方で あられる」 
(クル アーン 1 1 2 章） を読唱 されて いた。 

イブ ン •アツ バース は 述べて いる 

アツ ラーのみ 使いは 早朝の 礼 巧の ニ ラ カー トた 最初のーラ カー ト には r (ムス リムよ 巧っ 
り 言う がか、 『わたしたちは、 アツ ラーとわたし たちに 啓示され たものを 信じます 山 （ク 



ル アーン 第 2 章 136 節） ともう一つには 「わたしたちは 信じます。 あなたは、 わたしたちが 
ムス リムで ある ことを 立証して 下み、 J (クル アーン 第 3 章 52 節） を読唱 されて いた。 

イブ ン •ア ツバー ス はおえ ている 

アツ ラーのみ 使いは 早朝の ニ ラ カー トで r (ムス リムよ 祈つ り 言う が お、。 『わたしたちは、 
アツ ラーと わたしたちに 啓示され たものを 信じます』 と 『わたしたちと あなた 方との 間の 共 
通の ことば (の 下） に 来なさい』 J (クル アーン 第 3 章 64 節) を読唱 されて しが。 

別の 伝承を 経路で も 同じ ハ ディースが 伝わって いる。 



義務と しての 礼拝の 前後に 行う スン ナの礼 描 こそな わる 徳点 （を） 

ほ) スン ナ としての 礼拝は 二 類型に わかれる。 ス ナンな ンナの 複数） •ラーティ バ 、ま 
たは、 ム ワッカ ダ (大 へん 強調され る もの） と ガイルうー テが ほた は、 ガイル •ム ワッ 
カ ダ (それ 程 強調され ない もの） である。 

これら スン ナの 礼拝は 重要で あり、 義務と しての 礼拝に おける 不十分な 点を 補う もの 
とされて いる。 

重要 さでの 序列を 述べれば、 

-) 夜明け 用 朝） の 義務と しての 礼拝の 前の ニ ラ カー ト。 

二） 夕刻の ニ ラ カート。 

云） 正午の ニ ラ カート。 

四） イシ ャ ー の ニ フカ ー ト である。 

二） H) 四） は 義務の 礼拝の 後で 行われる。 五） は 正午の 義務の 礼拝の 前の 四 ラ カー 
卜 である 

ウン ム •ハピー/ 《(預言 まの 妻） は 伝えて いる 

み使いは 「昼と 夜に け フルの） 十ニ ラ カー ト （を） を 行った まには、 天上の 楽園に をが 建 
てられる であろ ラ」 と 申されて おりました。 

更に 彼 かが 私は それを お聞きして からは、 けっして それを 怠って はおりません」 と 言った。 
伝承 まの 幾人 かは 「私は それを (誰々 からまた 誰々 から） 開いて な 来 (その 礼 巧を 怠って 
はいない」 と一様に 言って いる。 

(をに の 十ニ ラ カー ト は、 ス ナン •ム ワッカ ダの ことで ある 

ヌ アマー ン ゼン •サー リムは 「一 日に け フルの） 十ニ ラ カー トを 行った 者は、 彼の 為に 天国に をが 
建てられる であろう」 （という ハディー スお 同一の 伝を ま 経路で 伝えて いる。 

預言者の 妻、 ウン ム •ハ ビーバは 伝えて いる 

み使いは けッ ラーの 下僕た る ムス リムは 誰でも アッ ラーへの一 途 なむで (義務の 礼拝な 
外に） 毎日 十ニ ラ カー トを 捧げ かも アッ ラーは 彼の 為に 天国に をを お建て 下さる であろ 
う。 または、 彼の 為に 天国に 家が 建てられる であろう」 と 申されて おりました。 

それで 化は それを 聞きまして から、 その 礼拝を 続けて おります。 

(アム ルと ヌ アマー ンも また、 それと 同様の ことを 言った） 


ウン ム •ハ ビーバ は 言った 



み使いは けッ ラーの 下僕た る ムス リムは 誰でも 毎日 ホ おを しそれ を 完全に 行った 後、 
礼拝を 行う」 と 申されました。 

残余の ハディー スは 前述の ものと 同一である。 


イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いと 共に 正午の （義務の 礼拝の） 前に ニ ラ カー ト、 後に ニ ラ カー ト 、マ 
グ リブの 礼拝の 後に ニ ラ カート、 イシ ヤーの 礼拝の 後に ニ ラ カート、 そして、 金曜の 礼拝の 
後 金曜の それは、 アツ ラーのみ 傾い と一緒に 彼の 家で 行った な 1)、 （ を 2)。 


(を 1) イマー ム •シ ャー フィーはこの ハディー スを 根拠と して、 正午の 礼拝の 前の スン ナの 
礼拝は ニ ラ カー ト である ことに 賛成して いる。 

— 方、 ハナ フィ ー 派の 人々 は、 アリ ー 、ア ー イシ ャ、 ウン ム •ハピ ー バ によって 伝えられた 
ハディー スを 根拠と して 四 ラ カー トに 賛成して いる。 

他の 法学を 達 も 四 ラ カー トに 賛成し な^まが をい 

(を の イブ ン •ウマルは 預言者の 妻、 ハ フサの 実の 兄まで ある。 

それが、 彼は 預言を が 家で 行った スン ナの 礼拝を 見て いる 



ナフ ルの 礼 巧は 立って 行っても 座って 行っても 良い。 

また 正当な 理由が あれば 挙行 中の 一部の ラ カートは、 その 時 在った 姿勢 か 
ら 直ちに 座る、 あるいは 立つ に 変える ことが 許される 

アブ ドツラ ー •ビン •シャキ ー クは 述べて いる 

私は アー イシ ャに アツ ラーのみ 使いの ナフ ルの 礼 巧に ついて 尋ねた。 

ラ カー トを 行って から 出て 行かれ、 そして、 人々 を 礼拝に 先導され ておりました。 

それから まに 帰られて ニ ラ カート 挙行され ておりました。 

み使いは また、 マグ リブの 礼 巧を 人々 と共に された 後、 家で ニ ラ カー ト されて おりました。 
イシ ャーの 場合 も 人々 と共に された 後、 まで ニ ラ カー ト 行って おられました。 

夜間には ウィ トルを 含む 九 ラ カー トを 行って おられました。 

み使いは 夜、 長い間 お立ちの ま、、 あるいは 長い間 座った ま、 礼拝され ておりました。 
あのかたが お立ちの まま クル アーン を読唱 された 時は、 その 姿勢 •で 先ず 立 礼され、 それ 
力 A 叩頭され ました。 

その かたが 座った ま、 クル アーン を読唱 された 時は、 座った 姿勢で 腰を 曲げて 礼を 行い、 
それから 叩頭され ました。 

そして ファ ジュル （未明の 亥り） が 参ります と ニ ラ カー トを 行われました」 

ア ー"^ r シャは 伝えて いる 

み使いは 夜、 長い間 礼拝され ておりました。 

その かたが 立って 礼拝され た 時は 立った 姿 寶で立 礼し、 座って 礼 巧され た 時は 座った 姿 
勢で 腰を 曲 げて 札を されました ほ） 

(を) ナフ ルの 礼拝は 立った ま、、 あるいは 座った ままの いずれの 姿勢で 行っても 良い。 
もし それが 座った 姿勢で 行われるなら、 礼拝 まは その 姿勢を 保って 礼拝を 遂行し 特別の 
事情がない 限り 立ち上がって はならない 

アブ ドツ ラーゼン •シャキー クは 伝えて いる 
私は ペルシアで 病気に なった。 

そこで 私は 座った 姿勢で 礼拝を 行った。 

私は これにつ いて アー イシ ャに 尋ねた。 

彼 かがみ 使いは 夜間、 長い間 座って 礼拝され ておりました」 と 答えた。 

アブ ドツ ラーゼン •シャキー ク •ウ カイリーは 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いの 夜間の 礼 巧に ついて アー イシ ャに 尋ねた。 

彼 かがみ 使いは 夜間、 長い間 お立ちの まま、 あるいは 長い間 お座りに なった まま 礼拝 さ 



れ ておりました。 そして、 あのかたが 立って クル アーン を読唱 された 時は 立った 姿勢で 礼 
をされ、 座って クル アーン を読唱 された 時は 座った 姿勢で 腰を 曲げて 礼を されて おり まし 
た」 と 言った。 

アブ ドッ ラー •ビン •シャキー ク •ウ カイリーは 伝えて いる 

私は アー イシ ャに アッ ラーのみ 使いの 礼拝に ついて 尋ねた。 

彼 かがみ 使いは お立ちに なって 礼拝され るのと 同じ 〈らい、 お座りに なっても それを なさ 
いました。 そして、 もし あのかたが 立って 礼拝を 始められた 時は 立った 姿勢で 礼を され、 座 
って それを 始められた 時は 座った 姿勢で 腰を 巧げ てネ L をされ ておりました」 と 言った。 

アー イシ ャは 伝えて いる 

私は み使いが (結婚して 最初の 頃は) 夜の 礼拝に 座って クル アーン を読唱 される のを 見た 
ことがありませんでした。 

しかしみ 使いが 年を 召されて からは お座りに なって 読唱 されて おりました。 

そして、 （読唱 される） スー ラの ル アーン の 章） の 中、 あと； 十 乃至 四十 節になります と 立 
たれて 残りの スー ラを 読唱 されました。 

それから 立ネ けれて おりました （を）。 

(お礼 拝まは 立った 姿勢での 礼拝に 耐えられ か 順 合は 座って 巧っても 良い。 

また、 正当な 理由が あれば 礼拝の 途中で も、 立つ、 またはす わる 姿勢のを 化が 許される 

アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは （お 年を 召されて からは) 座って 礼拝され ておりました。 

あのかたが そうする ようになられてから クル アーン を読唱 します 時、 残りの 節が 兰十 乃至 
四十 節 程になります とお 立ちに なって それを 読唱 されました。 

それが 終る と 立 礼され、 次に 叩頭され ました。 

み使いは 二回 目 の ラ カー ト でも 同じよう になみ 巧した。 

アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは （深夜の 礼拝の 間） よ 〈座っての ル アーン お読唱 されて おりました。 

そして、 あのかたが 立 礼を 望まれる とお 立ちに なって、 一般の 人が クル アーン の 四十 節を 
読唱 する 〈らい （の 間） お立ちに なって おりました。 

アル カマ ゼン •ワッカー スは 伝えて いる 

私は アー イシ ャ に、 アッ ラーのみ 使いが どのように ニ ラ カー トを 座って 行われた 力ぶ 尋ね 
た。 



彼 かがみ 使いは ニ ラ カー トで クル アーン を読唱 されて おりました 力 《 、 立 礼を 望まれる とお 
立ちに なって それを なみな した」 と 言った ほ）。 

(をに のよう な 方までの ナフ ルの 礼 巧 も 許されな'^ る。 

この場合、 立った 後で 若干の 節を 読み、 その後、 ルクー (立 礼) する のか 好ましい とされて 
いる 


アブ ドツ ラー •ビン •シャキー クは 伝えて いる 

私は アー イシ ャに 「アツ ラーのみ 使いは 座って 礼 巧され ました か」 と 尋ねました。 

彼女は 「はい、 人々 が あのかたを 破壊して しまった 後で ほ）」 と 言った。 

(を） 「人々 が あのかたを 破壊して しまった 後のは 直訳た これが‘ 人々 の 仕 合せの 為の 
巧 苦が 重荷と なって 老い込んで しまった 後で" の 意 

アブ ドツ ラー •ビン •シャキー クは 伝えて いる 
私は ア ー ^^ T シヤに 尋ねた。 

すると 彼女は アツ ラーのみ 使いに ついて （上記 同様の 話が した。 

アー イシ ヤは 伝えて いる 

み使いは t 〈なられる 少し 前には ほとんど 座って 礼拝を され！: いました。 


ア ー r シャは 伝えて いる 

み使いは お 年を 召し 体力が お弱りに なって からは、 ほとんどの 礼拝を 座って されました。 
ハ フサは 伝えて いる 

私は み使いが お t 〈なりになる 一年 前までは、 その 御ち が ナフ ルの 礼拝を 座って なさる の 
を 見た ことがありませんでした。 

み使いは クル アーン のスー ラを 読唱 されて おりました が、 それが より 長 〈長 〈あるよう に、 
ゆっ がした 調子 のん しを つけて 読唱 されて おりました。 

前記の ハディー スは 別の 伝承 者 経路で 伝えられ ている 力 《 、それ ロ ホ"一 年 あるいは 二が’ の 言葉 
が 入って いる。 

ジャー ビル ゼン •サム ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは t く なられる 少し 前は 座って 礼拝して おられた。 



アブ ドツ ラーゼン •アム ルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「（ナフ ルの 礼拝で） 男子の 座っての 礼拝は 半分の もので しかな し、 （を 
1 ) 」 と言われ たとの 事を 私は 聞いた。 

私が み使いの 許に 行 〈と 彼は 座って 礼拝して おられた。 

私は 秘の 手を み使いの 頭に 置いた （注の。 

彼 は 「おお アブ ドツ ラー •ビン • アム ル か、 どう したの か」 と言われた。 

私は けツ ラーのみ 使いよ、 あなたは 『男子の 座っての 礼 街 ホ 半分の もので し 力々 い 化 申 
された、 と 伺いました。 

でも あなたは 座って 礼拝を されて おられます」 と 言った。 

み使いは 「その 通りで ある。 だが、 私は あなた 方と 同じでは ない （注 3)」 と 申された。 

(を 1) 正当の 理由な く 座って 行われた 礼拝には 半分の 報償し か 得られめ 

(をの 手を み使いの 頭に 置いた 時は 彼が 礼拝を 終えた 後の ことで ある。 

人々 が 預言 まと 巧 面しよう とする 際に そのよう にした か、 それは 決して ネぶ 失する 行為で 
はない とされる 

(を のこれには 二つの 考え方が ある 
一にれ を 預言を の 特典と する ものである。 

彼は 多くの 時間を 頃 想と 礼拝に ついやし たこと。 

また アツ ラーのみ 使いと しての 重大な 責任を 負った ことたた とえ 座って それを 行った とし 
て も 立って 行った 場合と 同じ 特別の 扱いと なる、 と しづ 考え方で ある 
二） この 時 彼は 既に 老齢に 達して いたと する 考え方で あるが、 前者の 考え方に 多 〈の 学を 
は 賛成して いる 

このような ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て アブー ■ヤヒヤー •アア ラジュに よって 伝えられ 

た。 



夜の 礼拝と 預言を がその 時 行った ラ カートの 数、 そして ー ラ カートの ウ仆 
ルの 遵守 (を） 


(を） 夜の 礼拝は か V ソジュ ドと キヤー ムル •ラん レと される 力 《 、一般 に それらは 同一の 
ものと みなされて いる。 

しかし 厳密には 若干の 相違が ある。 

か V ソジュ ドは 就寝 後、 夜 も 大分 ふけた 頃に 行われる" 深夜の 礼拝" である。 

キヤ ームル •ライルは サラ ー トル •ライルと も 呼ばれ、 眠ったら 容易に 目覚めめ 者、 早 
朝の 起床が 困難な 者、 疲労から タ ハ ツジュ ドが 行えめ 者の ために、 それらの 代りと し 
て 推奨され る 夜間 礼拝で ある 

ウィト ルの 礼拝は 奇数の ラ カートに よる もので 通常は 云 ラ カートで ある 

ア ー "^ r シャは 伝えて いる 

み使いは 夜、 ^ — ラ カ ー トの 礼拝を されて おりました 力 《 、 その 中には ー ラ カ ー ト による ウィ 
トルが 含まれました。 

それが 終ります と、 彼は ム アツ ジンが 参ります まで 体の ちを 下にして 横たわられました。 
それから 仏 アツ ジンが 参ります と） 短い ニ ラ カー ト をされ ました ほ）。 

(を) 前述の ように ウィ トルは 奇数の ラ カー ト による 礼 巧で 通常は 兰ラ カー ト である。 

しかし この ハディー ス にも あるよう に、 それはーラ カー トの 場合 も あり、 時には 五、 セ、 九 
の ラ カートの 時 も ある 


預言者の 妻アー イシ ャは 述べて いる 

み使いは 人々 が" アル •ア タマ" と 呼んで いる イシ ャーの 礼拝から 早朝の 礼拝の 間、 ーラカ 
— 卜 による ウィト ルを 含む、 ^ — ラ カ ー トの礼 巧を されて おりました。 

そして ニ ラ カー ト 終了す る 度ピ‘ ホの 上に 平安 あれ" の 挨搂を 唱えて おられました。 
(夜明け 近くに なって) ムアッ ジンが 早朝の 礼キ丰 への 呼び掛けを 唱え 終ります と、 御自身で 
も 早朝の 刻に なった かどう 力ぶ 確かめられました。 

そして、 ムアッ ジンが 御 側に 参ります とお 立ちに なって 短い ニ ラ カー ト による 礼拝を され ま 
した。 

その後、 ムアッ ジンが イカーマ （義務 礼拝 開始 呼びかけ） の 為にち び 彼の 巧に 参ります ま 
で 体の 右側を 下にして 横たわって おられました。 

同一の 伝承 ま 経路を 経て イブ ン •シ ハー ブ によっても たらされた この種の ハディー ス には 
イカーマに ついては 述べられて はいない。 



アー イシ ャは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 夜間 礼拝に 十兰ラ カー トを 行って おられました。 

それらの 中の 五 ラ カー トは ウィ トルと しての ものです。 

なお、 み使いは 最後の 挨搂 まで お座りに なりませんでした （注）。 

(を) 預言を の 慣行のを 〈は ニ ラ カート 終了の 度に 挨搂を 行う ものであった。 

しかし この ハディー ス では ニ ラ カー ト 毎に 挨楼を 行わず、 最後に それを 行った ことを 示し 
ている。 

なお、 この ハディー スに 預言を が 十兰ラ カー トの 夜間 礼拝を 行った と あるが、 その 中には 
スン ナの 早朝 礼拝 ニ ラ カー トが 含まれて いる 


この ハ デイー スは 同一の 伝承 者 経路を 経て ヒシ ャーム によっても たらされた。 

アー イシ ヤは 伝えて いる 

み使いは 夜間 （スン ナ としての） 早朝 礼拝 ニ ラ カー トを 含む 十兰ラ カー トの 礼拝を されて お 
りました ほ）。 

(ミ 主) 早朝の ニ ラ カー トを 除いた 十ーラ カー トが 夜の 礼拝で ある。 


さらに その 中より、 ウイ トルが 兰ラ カー ト、 残りの 八 ラ カー トが ナフ ルの 礼拝と なる 


アブ ー ■ サラーマ ゼン •アブ ドル •ラフ マー ンは ラマダー ンの 間、 アツ ラーのみ 使いの 夜の 礼拝が ど 
のよう であった かにつ いて アー イシ ャに 尋ねた 

彼女は 「み使いは ラマダー ン でも、 また 他の 月で も H ■- ラ カー ト よりを くは なみ 巧 せんで 
した。 

あのかたは （最抓 四 ラ カー ト行 われました。 

その 完璧 さ 長さな どに ついては お尋ね 下さい ますな (を 1 ) 。 

あのかたは 再度 四 ラ カー ト 行われました がその 完璧 さ 長さな どに ついては お尋ねに なら 
ないで 下さい。 

それから あのかたは 兰ラ カー ト 行われました」 と 言った。 

続けて アー イシ ャは 「私は あのかたに 『み使い 様、 あなたは ウィト ルを なさい ます 前に お寝 
みになります か J ] と 申しました。 

すると 『アー イシ ヤ よ、 私の 両眼は 眠っても 私の むは おらな し、 （を 2)』 と 申されました」 


(を 1) 預言を の 礼拝の 完全無欠 さは 説明が 困難と いう こと 



(を 2) アツ ラーのみ 使いの ような 人の むは、 たとえ 眼って いても、 むの 認識は 弱まる ことは 
ない という。 

ムハンマドな 前の 預言者 達の む も 皆 同様であった 


アブー •サラマは アツ ラーのみ 使いの 礼拝に ついて アー イシ ャに 尋ねた 

彼女は 言った 「み使いは (夜間） 十； ラ カー ト 行って おられました。 

あの 御 方は 八 ラ カート 行われてから ウィ トルを され、 それから ニ ラ カートを 座って 行われ ま 
したな)。 

あの 御 方が 立 礼を 望まれる とお 立ちに なって それを 行われました。 

そして、 夜 則ナの 礼拝への 呼びかけと、 （義務と しての） 早朝の 礼拝 開始を 告げる イ カー 
マとの 間に ニ ラ カー ト による 礼拝を されました」 


(を） これは 規則的な 夜間 礼拝では ないよう である。 

これを 預言者が 行った のは 稀であった。 

つまり、 この 礼拝は ウィ トルの 後に ナフ ルを 行っても 良い とし、 うこと を 人々 に 教える 為で あ 
る 

アブー ■サラマは 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いの （夜間の） 礼拝に ついて アー イシ ャに 尋ねた。 

この ハディー ス は、 "アツ ラーのみ 使いが ウィ トルを 含む 九 ラ カー トを 行った" という ことが 
今までの ハディー スと 異なって いる。 

アブー ■サラマは （次のように 言った と) 伝えられ ている 

私は アー イシ ャの 巧に 行き 「信者 達の 母よ、 アツ ラーのみ 使いの （夜間の） 礼拝に ついて 
告げて 下み りと 言った。 

彼女は 「み使いの ラマダー ン とその 他の 月に おける （夜間の） 礼拝は、 早朝の （スン ナ の） 
ニ ラ カー トを 含む 十兰ラ カー トで した」 と 言った。 

アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いの 夜間の 礼 巧は 十 ラ カートでした。 

あの 御 方はーラ カー トの ウイい レと 早朝の スン ナのニ ラ カー ト もされました ので、 全部で 十 
兰ラ カー ト です。 


ア— イシ ャは アツ ラ-のみ 使い （の 夜間の 礼 街 こ） ついて （次のように) 伝えて いる 



み使いは 夜は 早 〈お寝み になり、 夜 も 大分 深まって から 目を覚まされました。 

そして、 もし 妻との 交りを 望まれたならば、 それを 終えられて (巧の 眠られました。 

そして、 最初の がりへの 呼びかけを 耳に すると、 あの 御ち は 飛び起きられました。 

ヴッ ラーに 誓って、 彼女は 「あの 御 方は 起床され ました」 とは 言わなかった) そして あの 御 
方は 水を 御自 身の上に じ 益れ るよう に) を がれました （を）。 

ヴッ ラーに 誓って、 彼女は 「あの 御 方は 身体を 清められました」 とは 言わなかった。 私は 
彼女の 意味す る ことを 理解した） 

そして、 み使いが 交りを されない 場合は 男性と しての ウ ドウー (ル 浄） だけで ニ ラ カー トの 
礼拝を されました。 


(をに こでは 大浄 (全身を 洗い清める こと) を 意味す る、 これに 巧し一 般のウ わ一が ル 
浄 J と 言って いる 

アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは 夜間の 礼拝を 行われる と、 その 最後に ウィト ルを 行って おられました。 

マ スイ レ ー クは {五え ている 

私は アー イシ ャに アツ ラーのみ 使いが (最も 喜ばれる） 行為に ついて 尋ねた。 

彼 かがみ 使いは 継続的に なされる （行為が おさ子み でした」 と 言った。 

私が 「み使いは 夜間、 何時 礼拝され ました か」 と 尋ねます と、 「み使いは 鶏が 鳴く のを 開か 
れ ると 起床して、 礼拝され ました」 と 彼女は 答えた。 

私は 夜明けの 直前に み使いが 私の 家の 中、 または 私の 近くで、 必ず、 お寝み になって い 
るのを 見て おります (注）。 

(を) 預言を は 深夜に 礼拝を 含む 信仰の 務めに 多くの 時間を ついやし ていた。 

故に その 疲労から 早朝の 礼拝に 起床す る 前、 つまり 明け方 近 〈はしり も おってし がと しづ 


アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは 夜 則ナの 礼拝 ニ ラ カー トを 終えられた 時、 もし 私が 目覚めて いれば 私に 話し か 
けられ ましたが、 そうでない 時は お 体を 横たえられて おりました。 

この ハディー スはア ー イシ ャ によって 伝えられた 力 《 、他の 伝承 者 経路で も 伝わって いる。 

ア ー"^ r シャは 伝えて いる 

み使いは 常ん 夜間 礼 巧を されて おりました 力 《 、 あの 御 方が ウィト ルを 行われる 時、 私に、 
「ア ー ^^ r シャよ 起きな み、 そして、 ウィ トルを 捧げな みり と 申されました （を）。 



(をに の ハディー スは ウィト ルの 礼拝が か V ソジュ ドの ような 随意の ものでは な 〈、強制的 
な ものである 事を 示す ものと されて いる 


アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは 常々、 夜間 礼拝され ており ましたが、 その 前で 私は 寝て おりました。 

そして、 ウィ トルの 礼拝が 未だる まな しづち にあの 御 方は 化を 起されました。 

こうして 私は ウィト ルを る ませました。 

アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは 毎晩 ウィ トルを されて おりました。 

そして、 あの 御 方の ウィト ルは 早朝まで には 終りました。 

マス ルー クは アー イシ ャを 根拠と して 伝えて いる 

彼 かがみ 使いは 毎晩、 宵の口、 真夜中、 夜明け 方の （し ザれ の 時間に か ウィト ルを され 
ましに。 

そして、 あの 御 方の ウィト ルは 早朝まで には 終りました」 と 言った （注）。 

じ 主) ハディー ス にある ように ウ仆 ルは 夜の 何時に 行われて もがけ 《 、 必ず 実行され ねば 
ならない。 

なお、 ここでの 早朝とは、 早朝の 礼 巧の 前を 意図す る 
了 一 r シャは 伝えて いる 

み使いは 毎晩 ウィト ルを 行われて おりました が、 それは 早朝まで には 終りました。 



夜の 礼拝と 眠ったら 容易に 覚めめ 者、 病人の 場合に ついての 包括的な 事 
柄 

サアド (を 1) •ビン •ヒシ ャーム •アー ミルは アツ ラーへの 御 奉公の ために 遠征に 参加す る ことを 望 
ん だ。 

そこで 彼は マディー ナに 来て、 そこに あった 彼の 巧ち 地を 売却し それで 武具 や 馬を 購入し 一命 
を 投げ うって 口ーマ （ビザ ン ティン 巧 国） と 戦う ことを 決意した。 

マディー ナに 着く と、 彼は その 地の 人々 に 会って （し々 いろと 尋ねた）。 

人々 は 彼に （一度 決めた) 決む を ひるがえ すよう 忠告した。 

そして、 彼に 「六 人の 男 達の グルー プが 預言 まの 在世中に （あなたと 同様の ことお 決む したが、 
み使いは 彼等が そうする のを 止められ、 『あなたち は 私の （これまでの 生きち の） 中に 手本と する 
ものがない のです か』 と 申された (を 2)」 と 告げた。 

この 話を 聞いた サアド •ビン •ヒシ ャーム は 彼の 妻の 許に 帰って 行った。 

にれ より 先） 彼は ヴツ ラーへの 御 奉公の ため 命を 捧げる 決む をした 際) 離婚して しまって いた 力 《 、 
復縁を 願って （人々 を） 証人に 立てた。 

その後、 彼は イブ ン •ア ツバー スの 許に 来て アツ ラーのみ 使いの ウイい レに ついて 尋ねた。 

イブ ン •ア ツバー スは 「アツ ラーのみ 使いの ウイ トルに ついて この 世で 最も 〈わしし、 おちを、 是非 あ 
なた におし えよう」 と 言った。 

サアドは 「それは 誰です か」 と 言った。 

イブ ン •ア ツバー スは 「それは アー イシ ャ である」 と 言った。 

そして、 「そう しづ わけで 彼女の 刷 こ 行って お尋ねな み、。 その後で 巧び 私の 耐 こまて 彼女が あな 
たに 話した 事を 告げなさい」 と 言った。 

私は 先ず ハキー ム ゼン •アフラ フの 許に 行って 私を 彼女の 巧に 連れて行 〈よう 頼んだ。 

すると、 彼は 「私は 彼女の 巧へは 行きたくないの もと しづの も 私は 彼女に ニグ ルー プけ ホやア 
リ ー、 かた や ムアー ウィ ヤを 支持す る それぞれの グルーカの 間の （闘争に ついて） 口を出さない 
よう 求めた のに、 彼女は 谢の 忠告が 拒否して （その 争いに） 加わった の だ」 と 言った。 

私は 彼に 「後生 だから」 と 彼女の 許に 案内す るよう 懇願した。 

(彼は 私の 願いを 聞いて 〈れ て) 連れ だって アー イシ ャの 巧に 行き 彼女に 面会を ボ めた。 

彼女は それに 応じて 〈れ た。 

そこで、 われわれは 彼女の 居 巧に 入って 行った。 

彼女は 御 こ 「あなたは ハキー ムで すわ」 と 申しました。 

(彼女は 彼が 誰で あるか わかった のです） 

彼は 「はい、 そうです」 と 言った。 

彼女は 「あなたと 御一緒の ちは どなたで すか」 と 申しました。 

彼 力 《 「サアド ゼン •ヒシ ャーム です」 と言うと、 「どちらの ヒシ ャーム です か」 と 彼女は 申しました。 

彼が 「イブ ン •アー ミルです」 と言うと （彼女は 理解した）。 



そして、 彼女は 「彼 (私の 祖父 アー ミル） に、 "アツ ラーの お恵み あれ"」 とネ 斤り ました。 

それから 彼女は 私の ネ且 父の 立派な 業 積を 話しました。 

(カターダ は、 彼は ウフ ドの 戦で 巧] 教 したと 言った） 

私は 「信を 達の 母よ、 私に アツ ラーのみ 使いの 徳性に ついて 話して 下さい」 と 言った。 

彼女は 「あなたは クル アーン を お読みに ならない のです か」 と 申しました。 

私は 「確かに 読んで おります」 と 言った。 

彼 かがみ 使いの 徳性は クル アーン に 巧ら かにされ ております」 と 申しました。 

サアドは 「私は、 その 時、 そこを 立って、 生涯、 もう 誰に も 何も 尋ね か \ としづような 気持であった。 
しかし 私は 考えな おしてけ ツ ラーのみ 使いの （夜間の） 礼拝に ついて お話し 下さい」 と 言った ほ 

3)。 

彼女は 「あなたは 『衣を 纏う 者 章』 （クル アーン 第 73 章) を お読みに なって はいない のです か」 と 申 
しよ し/ 〇 

私は 「読みました」 と 言った。 

彼女は けツ ラーはこの 章の 初めに 夜の 礼拝の 励行を （義務と して） お命じに なりました。 

それで、 み使い やその 御 方の 親友 達は一年間 （夜の 礼拝を) 実行なさい ました。 

その 時、 アツ ラーは 天界 にて 十 ニヶ 月間、 その 章の 終結の 啓示を 遅らせに なられた のです。 

そして、 その 章の 終結 時に それを 緩和され て 夜の 礼 巧は 義務から 随意の ものに をった のです」 と 
申された。 

私は 「信を 達の 母よ、 私に、 アツ ラーのみ 使いの ウイ トルに ついて お話し 下さい」 と 言った。 

彼 かが 私は み使いの ために ス イワー ク (歯を 磨く ための 芳香を もつ 植物の ル ほ） と ホ おの 水を 
常々 用意 致しました。 

アツ ラーがみ 使いの 起床を 望まれた 刻に あの 御 方は 起床され ました。 

そして、 ス イワー クを 使用され、 ホ おもす まされてから、 九 ラ カー トの 礼拝を され ましたが 八 番目の 
ラ カー トな 外には お座りに なりませんでした。 

その 時、 み使いは アツ ラーの 御名を 唱えられ、 讚美され、 そしてが 願され ておりました。 

それから けし 拝の 最後に 唱える） 挨搂の 言葉を 唱えずに お立ちに なって、 九 番目の ラ カー ト をされ 
ました。 

その後、 再び 座られて アツ ラーの 御名を 唱えられ、 讚美され、 が 願され てから 私達に 聞え るけ け丰 
終了後の） 挨搂 をされ ました。 

その 挨搂の 後、 み使いは 座って ニ ラ カー ト 行われました。 

それで、 その 礼拝は 十ーラ カー ト になります。 

おお、 わが 息子よ （サアドに 対して）、 しかしながら、 み使いが お 年を 召され (お 体に） 肉 も お付きに 
なった 時、 あのかたは セラ カー トの ウイ トルを されました。 

その後、 lil 前 もそう であった ように ニ ラ カー トを 行われました。 

(すなわち） それは 九 ラ カー ト になります。 

おお、 わが 息子よ、 み使いは (夜の） 礼拝を される 時は、 それが 継続的に 行われる のを 好まれ まし 



た。 

彼が おってし まったり、 体の どこか 痛んで 夜の 礼拝が お出 まに ならなかった 時は、 昼の 間に 十二 
ラ カー トを 行って おられました （を 4)。 

なお、 私は み使いが一晩に クル アーン を 全部 お読みに なった こ t また、 早朝まで 夜を 通して 礼丰丰 
された こと、 そして、 ラマダー ンな 外のーヶ月を 完全に 断食され たこと 等に ついては 承 かして おり ま 
せん」 と 申しました。 

彼け アド） は 「私は、 それから イブ ン •ア ツバー スの抓 こ 行って (彼女から 聞いた） その ハディー ス 
を 伝えた。 

すると 彼は 『彼女は 真実を 話した。 もし 私が 彼女の 近くに 居た か、 あるいは 彼女の 巧へ 行って いた 
ら 、彼女から 直接に 聞けた であろうに』 と 言った」 と 述べた。 

なお サアドは 「もし 私が、 あなたが 彼女の 巧に 行かない のを がって いたなら、 彼女の 話を あなたに 
は 伝えな 力、 ったのに （を 5)」 と 言った。 

(注 1) ハディー ス にも 述べられて いるよう に、 彼け ア のは ウフ ドの 戦で 狗教 した 教 友の 巧で ある。 
彼は 最も 信頼の おける 伝承 まの一人 として かられて いる。 

彼が 伝えた ハディー ス には アー イシ ャや イブ ン •ウマルからの ものが 多い 

(をの 預言を の 生まは 一途な 宗教 的 献身では あった が、 健全な 社会 ま 動に も 忙殺される ことが 
多かった。 

彼は 教 友達に 生まの 楽しみを 放棄す るよう な ことは みして 勧めなかった。 

もちろん、 それは 道徳上の けじめを もった 健全な 楽しみ 方で ある 

(を 3) ここでは クル アーン の 十分な 理解に ハディー スの 必要性を 暗示して いる。 

クル アーン は 人々 を 正道に 導 〈ための 教えを 包括的 かつ 簡潔に 述べた 聖 なる 教典で ある。 

しかるに われわれが クル アーン の 教えの 詳細な 実践を 知る には ハディー スを 研究し なければ なら 
ない。 

ここに この ハ ディースの 伝承 者が 考えを をえ た 理由が ある 

(をが これは か V ソジュ ドの 償いに ついての 指針を 示して いる。 

か V ジジ ュ ドを 常に 行って いるを 力 巧れ をし なかった 時大 へんな 損失と して 受け取る。 

その 償いの ため、 日中、 義務な 外の 礼拝と して 十ニ ラ カー トを 行う ことが 認められ ている。 

これを 行う のは 正午の 礼拝の 後で ある 

(をの イブ ン •ア ツバー スも 有名な 伝承を の一人で ある 力 《 、 ここでは 彼が 進んで アー イシ ャの 許に 
行って 彼女から ち 益な 話を 聞こうと しか 作 J 度を 非難して いる 



ズ ラーラ ゼン •アウ ファーは、 サアド ゼン •ヒシ ャーム は 彼の 妻を 離婚し 彼の 所有地を 売る ために 
マディー ナに 赴いた、 と 言った。 

この 後の ハディー ス について は 前述と 同様で ある。 

サアド •ビン •ヒシ ャーム は 伝えて いる 

私は アブ ドツラ ー ビン •ア ツバー スの 許に 行き、 彼に ウィ トルの 礼拝に ついて 尋ねた。 
そこで 起った 出来事は 前述の通り である 力 《 、 アー イシ ャの 巧に 行 〈と 彼女は 私に 「どちら 
のヒシ ャーム です か」 と 申しました。 

ネムが けーミルの 息子です」 と 言います と 「アー ミルは 何とす ばらしい 人だった のでし よう。 
彼は ウフ ドの 戦で 狗教 致しました」 と 彼女は 申しました、 と しづ 部分に 相違が ある。 

ズ ラーラ ゼン •アウ ファーは 伝えて いる 

サアド •ビン •ヒシ ャーム は 彼の 隣人であった。 

そして サアドは 妻を 離婚した ことを ズ ラーラに 告げた。 

ズ ラーラは サアドの 話を 伝えて いる。 

その 中に、 彼女 ヴー イシ ャ） は 「どちらの ヒシ ャーム です か」 と 申しました。 

彼は けーミルの 息子です」 と 言った。 

彼 かが 彼は 何とす ばらしい 人だった のでし よう。 彼は ウフ ドの 戦に み使いに 従って 出陣し 
殆教 しました」 

また、 ハキー ム ゼン •アフラ フ はけ アドの 言葉と して） 「もし 私け アド） 力 《 、 あなたが アー 
イシャの 許に 行って （進んで 尋ね か W お知っていたなら、 彼女の 話を あなたに 告げる 
のでは な 力、 ったのに」 と 言って いた 事を 伝えて いる。 

アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは （肉体的） ち 痛 その他で 夜の 礼拝を しなかった 時は 昼の 問に 十ニ ラ カー トの礼 
拝を されて おりました。 

ア ー"^ r シャは 伝えて いる 

み使いは どんな 事で も 行う ことを 決められ たな 上は それを 継続して されました。 

そして、 彼が 夜 眠って しまわれ たか、 または 病気に なられた 時は、 昼の 間に 十ニ ラ カー ト 
の 礼拝を されて おりました。 

私は み使いが 朝まで 夜通し がられて いた こと、 また、 ラマダー ンな 外のーヶ月を 通して 断 
食され たことは 知りません。 


ウマル •ビン •ハッタ ー ブ は 伝えて いる 



アツ ラーのみ 使いは 「おってし まって クル アーン の 章、 または その一部の 読唱 をし なかっ 
た 者が、 早朝の 礼拝と 正午の 礼拝の 間に それを 読めば、 それは ちょうど 彼が 夜 それを 読 
ん だのと 同様に ヴツ ラーの 許に） 記録され るであろう」 と 申された。 



強い 罪悪感で 苦悩す る 人達は、 子ら くだの 脚が 砂の 熱で 焼きつ 〈ような 熱さ 
を 感ずる 刻に 礼拝す る 


ザ イド ゼン •アル カムは 人々 が 午前 （の 暑 〈なって しまった 刻に） 礼 巧し！: いるのを 見て 
「彼等は、 礼拝は このような 刻を 外した 方が 良い のを 知っている であろうに。 

アッ ラーのみ 使いは 『強い 罪悪感で ち 悩す る 人達は 子ら 〈だの 仰が 焼きつ 〈ような 熱を 感ずる 刻に 
行う （を)』 と言われた」 と 言った。 

(を） 子ら くだの 脚が 焼きつ 〈ような 熱さと いうのは 曰 も 高 〈なって一曰の ほぼ 四 分の一が 過ぎた 頃 
で、 人々 は 休息に 入る 頃で ある 

ザ イド ゼン •アル カムは 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは クバー ウの 人々 が 礼拝して いる 巧へ 行かれた。 

そして 「強い 罪悪感で ち 悩し な 苗 人達は、 らくだの 子の 脚が 砂の 熱で 焼きつ 〈ような 熱さ 
を 感ずる 刻に 行う」 と言われた。 



夜の 随意の 礼拝は 対に ラ カー トずツ で 行われる。 
そして、 ウ仆 ルは その 礼拝の 最後のーラ カー ト である。 


イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

- 人の 男が アツ ラーのみ 使いに 夜の 随意の 礼拝に ついて 尋ねた。 

み使いは 「夜の 随意の 礼拝は 巧 (ニ ラ カートず つ） で 行われる。 

だ 力 《 、もし あなた 方の 誰かが 早朝の 近い ことを む 配す る 時 (を） は 奇数のーラ カー トを 行う 
べきで ある」 と言われた。 

(を) 早朝の 義務の 礼挥の 時間に 入って しまう のを 懸念す る 場合 

サー リム ゼン • アブ ドツ ラー (ウマル • ビン • / V ジター ブの 巧） は 彼の 父を 根拠と し 伝えて いる 
- 人の 男が アツ ラーのみ 使いに 夜の 随意の 礼拝に ついて 尋ねた。 

み使いは 「それは 巧 じ ラ カー ト ずつ） で 行われる。 しかし 礼拝 まが 朝に なって しまう のを 
む 配す る 時はーラ カートの 奇数の 礼拝を 行うべき である」 と言われた。 


アブ ドッ ラー •ビン •ウマルは 伝えて いる 

- 人の 男が 立って けッ ラーのみ 使いよ、 夜の （随意の） 礼 街 ホ どのように 行えば よいの 
です か」 と 尋ねた。 

み使いは 「夜の （随意の） 礼拝は 巧 じ ラ カー ト ずつ） で 行われる。 しかし もし あなたが 夜 
明けになる のを 懸念した 時はーラ カー ト による 奇数で 行うべき である」 と言われた。 


アブ ドツ ラー •ビン •ウマルは 伝えて いる 

- 人の 男が アツ ラーのみ 使いに 尋ねた 時、 私は み使いと その 男の 間にいた。 

彼は けツ ラーのみ 使いよ、 夜の 礼拝は どのように 行えば よいので すか」 と 尋ねた。 
み使いは 「それは 巧 じ ラ カー ト ずつ） の ものである。 

しかし、 もし あなたが 夜明けになる のを 懸念した 時はーラ カートを 行い、 あなたの 最後の 
礼拝を ウイ トルの ように (を） しなさい」 と言われた。 

それから （しばら 〈の 後）、 み使いの ご 〈お 側に いた一人の 男が み使いに 尋ねた。 

私は （その 時 かみ 使いの 近くに いた 力 《 、その 男が 前に 尋ねた 人物と 同一人であった かど 
うかに ついては からない。 

その 時 も アツ ラの み使いは 同様の 答を して おられた。 

(を にれ は ウイ トルの 礼拝では ない。 

巧け 方 近 〈になって 礼 巧の 時間が な 〈なること を 懸念して ニ ラ カートで あるべき ものをーラ 
力ー トに 短縮した ため ウイ トルの ような おとなった と 考えるべき ものである 



この ハディー スは イブ ン •ウマルに よって 別の 伝承 ま 経路で も 伝わって いる。 

しかし 次の 言葉" それから一人の 男が アツ ラーのみ 使いに 尋ね ピ’ 云々 について は 述べられて 
はいない。 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「早朝 （の 礼拝) 前は ウィト ルを 急ぐ がよ い」 と 申された。 

イブ ン •ウマルは 「夜の 随意の 礼拝を 行った 者は、 最後の 礼拝を ウィト ルの ようにすべき である。 
アツ ラーのみ 使いは これを 命じて おられた」 と 言った。 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方の 夜の 礼拝の 最後は ウィト ルと するがよい」 と 申された。 

ナー フイ ウ は 伝えて いる 
イブ ン •ウマルは 

「夜の 礼拝を 行った 者は、 早朝 前には 最後の 礼拝を ウィト ルと すべきで ある。 

アツ ラーのみ 使いは そのよう に 命じて おられた」 と 言って いた。 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「ウ仆 ルは 夜の （随意の） 礼 巧の 最後のーラ カー ト である」 と 申された 

(を)。 

(を） ウィト ルの ラ カー トの 数は 前述した ように 奇数で 兰ラ カー ト が一 般的 である。 

しかし それは それだけで 行われる ものでは なく 夜の 随意 礼挥の 最後の ニ ラ カートの 礼 
丰丰と 一緒に 行われる 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「ウィ トルは 夜の 礼拝の 最後のーラ カー ト である」 と 申された。 

アブー. ミ ジュラ ズは 伝えて いる 

私は イブ ン •ア ツバー スに ウィト ルの 礼拝に ついて 尋ねた。 

彼は 「化は アツ ラーのみ 使いが 『それは 夜の 礼拝の 最後のーラ カー ト である 化 言われる 
のを 聞いた」 と 言った。 

また、 イブ ン ■ウマルに 尋ねた。 

すると アツ ラーのみ 使いが 「それは 夜の 礼拝の 最後のーラ カー ト である」 と言われ るのを 
聞いた と イブ ン •ウマルは 答えた。 



イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使い 力 《 モスクに 居られた 時、 一 人の 男が み使いに 大きな 声で 「アツ ラーのみ 
使いよ、 私が 夜の 礼拝の ラ カー トを 奇数に する には どう すれば よいので しよう」 と 言った。 
み使いは 「（夜の） 礼挥を 行う 者は それを 巧 じ ラ カー ト ずつ） で 行わねば ならめ。 

しかし もし その 者が 早朝の 刻が 来て しまう と 懸念したなら、 彼はーラ カー トを 行うべき で 
ある。 

そうすれば そのを の ラ カー トの 数は 奇数と なる」 と言われた。 

伝承 まの一人 はこの ハディー ス はかく イド ツ ラーゼン •アブ ドツ ラーが 言った もので イブ 
ン •ウマルが 言った ものでは ない と 伝えて いる。 

アナス •ビン •シー リーンは 伝えて いる 

私は イブ ン •ウマルに 早朝の 義務の 礼 巧の 前に 行う ニ ラ カートの 中では、 クル アーン の 読 
唱を長 〈行う のか どうか、 預言 まの 慣行に ついて 話して 〈れ るよう 求めた。 

彼は けツ ラーのみ 使いは 夜の 礼拝を 巧で 行って おられた。 そして 最後にーラ カー トを行 
われて その 数を 奇数に されて いた」 と 言った。 

私は 「化が あなたに お尋ねして いるのは そう しづ 事では ない」 と 言った。 

彼は 「あなたは まことに 巨大な おち （を 1) である。 

あなたは 私が あなたに その ハ ディースを 完全に お話しし ようとして いるのに 辛抱 出まない 
のです か。 

アツ ラーのみ 使いは 夜の 礼拝を 巧で 行われて いた。 

それからーラ カー トを 行われて その 数を 奇数に されて いた。 

それから み使いは 早朝の 義務の 礼拝が 開始され る ほんの 少し 前に スン ナ としての ニ ラ カ 
-卜を 巧って おられた (をの」 

レ \ ラフの 伝承には" その 礼拝" と 言及して いない）。 

(を 1)" あなたは まことに 巨大な おちで ある" は 相手の 愚鈍 も お礼 さを 暗にち 日ら しめる 表 
現で あり、 人の 話を 最後まで 聞かずに 途中で 口を はさむ 人に 多 〈言われる 
(をの 預言者は スン ナ としての 夜明けの 礼拝を 早朝の 義務の 礼拝が 始まる 数 分 前に 行っ 
ていた。 

従って それは かなり 短し A のであった と考えられる 

アナス •ビン •シー リーンは 伝えて いる 

私は イブ ン •ウマルに (前述の ハディー ス にある ような） 質問を した。 

彼は （前述の ものに） 加えて 次の ような こと も 言った。 

それ 口が み使いは 夜の 礼挥の 最後をーラ カ ー H こして 奇数に されて いた」 また 「やめよ、 
やめよ、 あなたは まことに 巨大な 御 方で ある」 等が ある。 



イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「夜の 礼拝は 巧で 行われる。 そして、 あなたが 夜明けが 近付いた のを 
そわたら、 その 数をーラ カー ト による 奇数に せよ」 と言われた。 

すると イブ ン •ウマルは 「巧とは 何です か」 と 尋ねた。 

み使いは 「それは を ニ ラ カー トの 後で (あなたち の 上に 平安 あれ） の 挨搂を 唱える ことで 
ある」 と 申された。 


アブー ■サイードロ ドリー) はおえ ている 

アツ ラーのみ 使いは 「ウイ トルの 礼拝は 朝になる 前に 挙行せ よ」 と言われた。 


アブ ー• サイードは 「アツ ラーのみ 使いの 教 友の 幾人 かがみ 使いに ウィ トルに ついて 尋ねた。 する 
と 『ウィト ルは 朝になる 前に 挙行せ よ』 と言われた」 と 言った。 



明け方 近くの 起床が 困難な のを 懸念す るを は 宵の口に ウ仆 ルを 済ます 


ジャー ビルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「明け方 近くの 起床が 困難な のを 懸念す るを ホ、 宵の口に ウィト ルを 
済ませよ。 

そして、 明けち 近 〈に 起床し その 刻の ウィ トルを 切望す る まは それを 挙行せ よ。 

明け方 近 〈の 礼拝は （慈 おの） 天使が 見な 苗。 

それは よ りさ子 ましい ことで ある」 と 申された。 

(アブー •ム アー ウィ ヤは r 天使が 訪れる」 と 言った） 

ジャー ビルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方の 中で 明けち 近 〈の 起床が 困難な ことを 懸念す る まは、 宫 
の 口に ウイ トルを 済ませよ。 

それから 休む がよ い。 

明け方 近く 起床し 礼拝の 挙行に 確信の ある 者は その 刻に 挙行せ よ。 

明け方 近 〈の 読唱 には (天使が) 訪れる。 

それは すばらし しにと である」 と言われた。 


長い 立 礼が 望ましい 

ジャー ビルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「最も 良い 礼拝は 立った ま、 の 時間が 長 〈続な ので ある」 と言われた 
じ 主）。 


(ミ 主) アブ ー •ハ ニ ー ファと シャ ー フィ ー は 立った ま、 の 礼拝は 脆 拝を 行うよ り 良い としてい 
る。 

これには 昼夜の 区別は ない 
ジャー ビルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは どのような 礼 巧が 最も 良い のかに ついて 尋ねられた。 

み使いは 「それは 立った ま、 の 礼拝の 時間が 長 〈継続す る ものである」 と言われた。 

この ハ ディースは 別の 伝承 ま 経路で も 伝わって いる。 



夜間の 祈願は 受け入れられる 

ジャー ビルは 「アツ ラーのみ 使い 力 《 『夜間には、 ムス リムが アツ ラーに 現世 や 来世の 幸福を が 願す 
れ ば、 主 も 必ず それを お聞きと どけ 下さる 時が ある。 それは 毎夜で ある』 と言われ るのを 聞いた」 と 
言った。 

ジャー ビルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「夜間に、 アツ ラーの 下僕た る ムス リムが 現世、 来世の 幸福を 析 願す 
れ ば、 ちは 必ず それを お聞き 下さる 時が ある」 と言われた ほ)。 

(を) アツ ラーへの ホ 願は いつかは 必ず 叶えられる。 

析願 する をは 叶えられる とはいっても 私利 私欲からの 願い もけ えられる と しづので はない 



明け方 近くの 請願には (特に) 主の お応えが ある 


アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 「われらの ちは 毎夜、 未だ その； 分の一が 残って いる 頃に (天界 か 
ら） 下界の 空まで 降臨され る。 

そして 『われは、 われに ネ斤 願す る 者には 応える であろう。 われに 求める まには 与える で 
あろう。 われに 許しを 請う をには 許す であろう』 と 仰せになる」 と 申された。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「ちは 毎夜 その 兰 分の一が 過ぎた 頃に （天界 から） 下界の 空まで 降 
臨され る。 

そして 『われは 至高の 王者で ある。 

われは 至高の 王を である。 

われに ネ斤 願す るを は 誰か。 

われは その 者に 応える であろう。 

われに 求む るを は 誰か。 

われは その 者に 与える であろう。 

われに 許しを 請う をは 誰か。 

われは その 者を 許す であろ 别 主は 夜が 明ける まで このように 仰せに なって いる」 と 申され 
た ほ）。 


(おな 上の 二つの ハディー ス では 主の 降臨 時間が 異なって いる。 

これは、 夜半を 中 也と した 数 時間は 常にそう あると しづこと である。 

また、" 下界の 望まで 降臨され る" には いろいろの 見解が ある。 

一） 主 自らが 降臨され る。 

二） 主の 慈悲と 恩寵で ある。 

兰） 主の 命を おぴた 天使で ある、 などで ある。 

ここで 間違えて はならない のは、 主は この 時間に のみ ネ斤 願に 応えられる というので はない、 
という ことで ある。 

常に 慈悲 あふれる 主は 夜の その 時間には、 より 慈悲 深 〈なられ、 その 別にち のた め 甘い 
おりを 捨てて 起床し 祈願す る まに、 ひとしおの 慈悲と 恩寵を 垂れ 給う、 というの である 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いは 「主は 夜、 その 半分、 または 兰 分の 二が 経過す る 頃 (天界 から） 下界 
の 空まで 降臨され る。 



そして 『ち えられる よう 願って いるまは ある 力、。 応えを 求めて ネ斤 願す る 者は あるか。 許され 
るよう 請い 願って いるを は あるか』 と 朝が 来る まで 仰せ 続けられる」 と言われた。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いは 「主は 夜、 その 半分、 または 兰 分の 二が 経過す る 頃 (天界 から） 下界 
の 空まで ご 降臨され る。 

そして、 『われに が 願す るを には 応える であろう。 

または、 われに 求める をには 与える であろう。 

それから、 貸しを する 者 (の 相手は) 貧しな な 〈暴君で もない な) と 申された』」 と言われ 
た。 

(を)" 貸しを する を" とは 善行を なす 信まで ある。 

(その 巧手は）" 貧し 〈もな 〈暴君で もない" とはち のこと である。 

主は 御自身を 借りる 者の 立場に おかれた。 

貧しい 人は 借金を しても その 返済 手段を もたないで あろう。 

また、 暴君は たとえ 返済 手段は あっても、 それを 実行し ないか も 知れない。 

主は 万有の 所有を であり、 慈悲 深き 御 方で ある。 

それが、 善行を 為す をは その 行為に 見合う 報酬が 必ず 約 まされる 

この ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て、 次の ハディー スも 付加され て サアド •ビン •サイードに 
よって 伝えられた 

「それから おが 貸しを する ま （の ホ 白 手は） 貧しな な 〈暴ち でもない』 と 仰せられて その 而 
手を 広げられる (を)」 

(を)" 両手を 広げられる" はちの 御 慈悲 や 恩寵が あまね 〈ゆきわた るの 意 

アブー. サイードと アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「ちは 夜に なって その 兰 分の一が 過ぎる まで お待ちに なられて 下界 
の 空まで 降臨され る。 

そして 『許しを 請い 願って いる 者は ある 力、。 悔い改め ている をは あるか。 慈悲と 恩寵を 求 
めて いる 者は ある 力、。 そして （それらす ベての ため） が 願して いる 者は あるか』 と 朝になる 
まで 仰せ 続けられる」 と言われた。 

この ハディー スは 別の 伝承を 経路を 経ても たらされ ている。 



ラマダー ン月 における タラ ウィー フ (お礼 拝の 勧め 

(を) この 礼拝は ラマダー ン 月の 赢戒 中に 毎晚 イシ ャーの 礼拝 後 二十 ラ カート 捧げる 
ものである 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「ラマダー ンに 夜間、 信仰 （と 善行） に対する 報償を 求めて 礼拝を 行う 
をは その まの 過去の 罪科は 許される であろう」 と 申された。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは （彼の 親友 達に) タラ ウィー フの 礼拝を お命じには ならな 力、 った 力 《 、ラ 
マ ダー ン （の おに 義務の ように それを 行うよう 勧めて きた。 

そして、 「ラマダー ンに 信仰 （と 善が に 巧す る 報償の ために、 夜間 礼拝を 行う をは その 者 
の 過去の 罪 料は 許される であろう」 と言われた。 

アツ ラーのみ 使いが t 〈なられても これは 実行され た （注）。 

それは カリフ •アブー •バ クルの 時 や、 ウマルの 初期の 時代まで 続いた。 

(を） 人々 はこの 礼拝を を 〈は 個人的に 家庭で、 または 小人数の グループで 行った。 
これは アブ ー ■ バ クルの 時代、 ウマルの 初期の 時代まで 続いた 力 《 、 ウマルの 時代に 国内 
が 安定す ると、 かつて 預言を が 行われた ことの ある 兰日 だけ 集合して 行うよう になった 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「ラマ ダーンに 信仰と 報償の ため 断食を 行う をは 過去の すべての 罪 
科が 許される。 

そして、 ライラ トル •力 も レ （を） に 信仰と 報償の ために 礼拝を 行う まは 過去の すべての 罪 
料が 許される」 と言われた。 

(を) ライラい い カド ルは ラマダー ンの 二十 六日から 二十 セ 日に かけての 夜で あり、 クル 
アーン が 啓示され た 夜であった 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「ライラ トル •カド ルに 礼拝を 捧げる まは それが その 夜で ある ことを 認 
識す るであろう」 と言われた。 

(その 意味に ついて） 私は み使いが 「それを 信仰と 報償の ために 行う をは、 その まの （過 
去の） 罪科が 許される」 と言われた (のと 同じで ある） と 確信す る。 



アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは ある 夜 モスクで 礼 巧され、 人々 も その 御 方と一緒に 礼拝し ました。 

み使いは 次の 夜 も 礼拝され ました。 

そこには 大勢の 人々 が 集まりました。 

それから 兰日 目、 あるいは 四 日日の 夜 も そこには 大勢の 人々 が 集まりました。 

しかし、 アツ ラーのみ 使いは その 両日には （タラ ウィー フの 礼拝を 先導す るた めに） 彼等の 
巧へは 出て 行かれませんでした。 

朝に なって み使いは 「化は あなた 方が 大勢 集まった のを がって いた。 それた 私は あなた 
方の 巧に 出て 行く にやぶ さかではなかった が 思い止まった。 

それは この 礼拝が あなた 方に とって 義務と なって しまう のを 恐れた からで ある」 と言われ 
た。 

(伝承 者は） 「それは ラマダー ンの 月であった」 と 言った。 


アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは 夜間 モスクに 行って 礼拝され ました。 

(その 時) 若干の 人々 が 彼と一緒に 礼拝し ました。 

朝に なって、 その 人達は その 事を 人々 に 話しました。 

そうし ますと、 次の 日 は もっとを 〈の 人々 が 集まりました。 

二日 日の 夜 も、 み使いは 出て 行かれました。 

そして、 そこに 参集した 人々 は、 その 御 方と一緒に 礼拝し ました。 

朝になる と、 人々 は その 事に ついて 語り 始めました。 

そうし ますと、 兰 日日の 夜は 人々 で モスクは 埋まりました。 

(この 時は) み使いは 出て 行かれました。 

そして、 人々 は その 御 方と一緒に 礼拝し ました。 

四日 日の 夜になります と、 モスクは 身動きの 不自由な 〈らい （人々 カリ 集まりました。 
しかしみ 使いは （そこには） 出て 行かれませんでした。 

人々 の 中の 幾人 かが 突然" 礼拝" と 叫びました。 

でも、 み使いは 早朝の 礼 巧 （の 刻 ほで お出には なりませんでした。 

その 御 方が 早朝の 礼拝を 完全に る まされた 時、 お 顔を 人々 の 方に 向けて 「私は、" アッ 
ラーの 他に 神は ない" と 記 言し そして、 "ムハンマド こそは アッ ラーのみ 使いな り" と 証言 
すると 誓われてから、 私は あなた 方の 夜の 事は 良く かっていた。 

だが 诚の 継続的な 礼拝で) あの 夜の 礼拝が あなた かこ とって 義務と 化し （あげくには) 
あなた 方に とって 実行が 困難な ものと なる のを 恐れた の だ」 と言われた。 



ズィ ツル ゼン •フ バイ シュは 伝えて いる 

私は、 ウ バイ ユ ゼン •カ アブが け ブドツ ラーゼン •マ スウードは 『一 年を 通して （毎 お礼 
拝の 為に 起床す る まは ライラ ル •力み レに 出合う』 と 言った」 と 話し T いるのを 聞いた。 

ウ バイ ユは r アツ ラーなかに 神は ない。 

その アツ ラーに 誓って、 それ (ライラ トル •カド ル） は ラマダー ン月 にある。 

(彼は 絶対的な 誓いを して) 私は アツ ラーに 誓い、 その 夜を かってい る。 

それは アツ ラーのみ 使いが われわれに 礼拝を お命じに なった 夜で ある。 

それは 二十 セ 曰 の 朝を 迎える 夜で ある。 

その 徴候は、 その 日の 太陽が 毫光 のない 輝きで 异って 〈る」 と 言った。 

ウ バイ ユ ゼン •カ アブは 伝えて いる 

「アツ ラーに 誓い、 私は ライラい い カド ルに 関して 知っている。 

私は それが け マ ダー ン 月の） 二十 セ 日の 夜た アツ ラーのみ 使いが われわれに 礼 巧の 
き 行を お命じに なった その 夜で ある ことを 熟 かしてい る」 

だ 力み ュウバ (伝承を の一人） は" アツ ラーの 御 使いが われわれに 礼拝の 挙行を お命じに 
なった その 夜" という 言葉に ついて 疑った。 

この 事は 私の 友人が 私に 話して 〈れ た。 

シュウ バ はこの ハディー スが 同一の 伝承を 経路を もってい ると 伝えて はいる 力 《 、彼が 疑っ 
た 事、 また その後の ことにつ いては 言及して いない。 



夜の 礼拝に おける 祈願 


イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

私は ある 夜、 私の 母の 姉 巧で ある おば (マイムー ナ） の 許で一夜を 過した。 

アツ ラーのみ 使いは、 夜間 起床され て 用を たされた。 

それから お 顔と 両手を 洗われて ほた） お休みに なった。 

その後、 その かたはち び 起床され て 水の 入った 皮 袋の 巧へ 行かれ、 その 草 ひもを ゆるめ 
て、 二つの ホ おの 間の ウド ウーされ たじ 主 1)。 

(その 時) その かたは 水を 無駄に する ことな 〈、 定められた 部分を 清められ、 お立ちに なっ 
て 礼 巧され た。 

私 もまた、 み使い 力 巧れ る ことを 知っていながら 眼っな^ ふりを している、 という ことを 彼 
に 気付かれ るのを 恐れて (ちょうど 今 眠から 覚めた ような ふりを しの 体を 伸ばした。 

そして、 化 も ホ おを して 礼拝の ために 立った。 

それは その かたの 左側であった。 

すると、 その かたは 私の 手を 個んで 御自身の ち 側へ まわして 立たせられた。 

それからみ 使いは、 夜の 礼拝 十兰ラ カートを 行われた。 

その後、 その かたは 横たわられて 休まれる といび きを かいて おられた。 

(それは み使いが お休みに なって いる 時の 習癖であった） 

やがて、 ビラールが 来て み使いに 礼拝の 時刻を 告げる と、 その かたは 礼拝の ために お 立 
ちに なられた が ホ おはされ な 力^た （を 2)。 

その 時の 彼の ネ斤 願の 言葉の 中には 「おお アツ ラー、 おのむ に 光を、 私の 視覚に 光を、 私 
の 聴覚に ホを、 私の ちに 光を、 化の 左に 光を、 私の 上に 光を、 私の 前に 光を、 化の 後に 
光を お置き 下さい。 そして、 私の ために 光を 強力に して 下み M と しづの が あった。 

クライブ (伝承が は 「（更に） セつ （の 言葉) が 私の むには あるが、 それらを 思い出す こと 
が 出来ない。 

私は アツ バースの 幾人 かの 子供達に 会った。 

彼等は 秘に それらの 言葉を 言った。 

(すなわち) 私の 神 紐 こ (光を）、 私の 肉に (光を)、 私の 血に (光を）、 化の 毛に (光を)、 私 
の 皮膚に （ホが と しづ 言葉を 述べた 他に、 更に 二つの 言葉を 述べて しが」 と 言った (注 3)。 

(を 1) 二つの ホ おの 間の ウ ドウーは、 二つの 両極端の ウ ドウー、 つまり、 非常にて いわい 
な もの、 辛うじて 認められる ものとの 間 

(をの 前述した 力 《 、預言 まの 眼り は 目は 眼って いても むはそう ではない といわれる。 

それは、 彼が おってい る 間で も 啓示は 下る からで ある。 



アツ ラーは 預言者の むが 常に その 命を 受けられ るよう 用意 させて おかれた。 

がに、 預言者は たとえ 眠っても 彼 自身の ことは 十分 知ってい るので ある 

(を の 更に 二つの ものは 「私の 魂に ホを、 私の 舌に 光を」 である 

イブ ン •ア ツバー スの マウラー、 クライブは 伝えて いる 
イブ ン •ア ツバー スは 彼に （次のように） 話した。 

イブ ン •ア ツバー ス は一夜、 信を 達の 母で 彼の 母の 姉な である マイムー ナの 家で 過した。 
彼は 「化たち は （一 つの 細長い 枕を 共用し) 私は 横の 狭い 部分を 使用して その 方向に、 み 
使い 御 夫婦は 縦の 方向に 並んで 休まれた。 

その かたは 眼ら れ て、 真夜中 か あるいは その 少し 前、 あるいは その 少し 後に 起床され た。 
そして、 おりを 覚ます ために 両手で 顔を こすり 始められた。 

それから イム ラーン 家 章の 結びの 十 節を 読唱 された。 

その後、 み使いは 立って 皮の 水 袋が 掛 力、 ってい る 巧に 行き、 ていねいに ホ おされた。 
そして、 お立ちに なって 礼拝を 行われた」 と 言った。 

イブ ン •ア ツバー スは 「私は 起きて アツ ラーのみ 使いが された ようにした。 

そして、 その かたの 巧に 行き その 側に 立った。 

み使いは 彼のち 手を 私の 頭の 上に 置かれてから、 私の ちの 耳を 個んで よじられた （を）。 
それから み使いは ニ ラ カー ト、 次に ニ ラ カー ト、 次に ニ ラ カー ト、 次 も ニ ラ カー ト、 更に ニ ラ 
力 ー ト、 更に ニ ラ カー ト をされ、 最後に （ウィい レ） のー ラ カー トを 行われた。 

その後、 彼は 横たわられた。 

(早朝 近 〈なって) 彼は お立ちに なって 短い ニ ラ カー トを 行われてから 出て 行き、 早朝の 礼 
拝を 捧げられた。 

(を） はっきりと 目 を 覚まさせる ための 行為 

マ ハラ マ ■ビン-スラ イマー ンは これに 次の ハディー スを 付加して いる 
「み使いは それから 水 袋の 巧へ 行き、 歯を 磨かれた。 

そして、 ていねいに ホ おを 行われた が、 水の 使用は むしろ 少な 目であった。 

それから、 その かたは 私を 起された。 私は 立った」 

残余の ハ ディースは 前述の ものと 同一である。 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

私は （一夜) 預言を の 妻で ある マイムー ナの 巧に 泊った。 

アツ ラーのみ 使いは、 その 夜は 彼女と一緒に 過され た。 

み使いは (夜半まで おられた 後 起床され) ホ おされた。 



そして お立ちに なって 礼拝され た。 

私 も 立って その かたの 左側に 立った。 

み使いは 私を 個 まれて その かたのち 側に 立たされた。 

み使いは その 夜 十； ラ カートの 礼拝を 捧げられた。 

その後、 み使いは 眠られて いびきを かかれた。 

おってい る 間 その かたがい びきを かかれる のは 習癖であった。 

それから ムアツ ジンが 彼のと ころへ け L 拝の 刻を 告げに） また。 

み使いは 出て 行って 礼拝され た 力 《 、 （その 時は） ホ おはされ なかった。 

(アム ルは 「ブカイ ル ゼン •ア シャツ ジュが 私に これを 話した」 と 言った） 

イブ ン •ア ツバー ス はおえ ている 

私は、 一 夜、 私の 母の 姉 巧で ハーリスの 娘、 マイムー ナの 家に 泊った。 

私は 彼 かこ 「アツ ラーのみ 使いが (夜） 礼拝に 起きられたら 私 も 起こして 下さい」 と 言った。 
(彼女が 私を 起こして 〈れた 時) アツ ラーのみ 使いは 礼拝の ために お立ちに なって いた。 
私は み使いの 左側に 立った。 

すると その かたは 私の 手を 個んで 彼のち 側に 立たされた。 

そして、 私が 完全に 目を覚まし 切れな いでいる 時は 耳た ぶを 個 まれた。 

彼 (伝承を） は 「み使いは 十ーラ カー トを 行われた。 

それから その かたは 衣服を 体に 巻き 両 膝を 抱える ようにして おられた のた 私は 彼の お 
っ ている 時の 寝息を 聞かなかった。 

そして 夜が 明ける と、 その かたは (スン ナ の） 短い ニ ラ カー トを 行われた」 と 言った。 

イブ ン •アツ バース はおえ ている 

私は、 夜、 私の 母方の おば、 マイムー ナの 巧に 泊った。 

アツ ラーのみ 使いは 夜、 お起きに なって 近くに 掛けられ ていた 皮の 水 袋 （の 水） で 短い ホ 
おを された。 

(預言者の ホ おの 様子を） イブ ン •ア ツバー スは 「それは 短時間に 少量の 水で 行われた」 と 
言った。 

そして 「私は 立って み使いが 行われた と 同様の ことを 行った。 

それから （み使いの 巧へ） 行って その 左側に 立った。 

すると その かたは 化を 彼の 背後を まわして ち 側に 立たされた。 

み使いは 礼 巧を 済ます と 休まれて いびきを お 力、 きになった。 

やがて、 ビラール がその かたに 礼拝 （の 刻 お告げに 来た。 

み使いは 出て 行き 早朝の 礼拝を された が (その 時は) ホ おはされ なかった」 と 言った。 

スフ ヤーン はじれ は 預言を に 限られた 行為で ある。 われわれには" 預言を の 目 は 眼って 
し、 て もむ はおらない" という ことが 伝わって いる」 と 言った。 



イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

私は一夜、 私の 母方の おば マイムー ナ のまに 泊った。 

そして、 アッ ラーのみ 使いが 夜、 どのように 礼拝され るの かを 観察した。 

その かたは 起きて 用を たされた。 

それから、 顔と 手を 洗い また おられた。 

しばらくの 後、 巧び 起き上がられ 皮の 水 袋のと ころに 行って 紐を 解かれた。 

そして 少量の 水を 器に とり 御自身の 手に を がれた。 

そして その かたは 二つの ホ おの 良い 方を 巧 われた。 

それから 礼拝の ために 立たれた。 

私 も （その かたの 巧へ） 行き その 左側に 立った。 

するとみ 使いは 私を 個んで 彼のち 側に 立たせられた。 

み使いが 行った 礼拝は 十兰ラ カートであった。 

その後、 み使いは 休んで いびきを かかれた。 

われわれは その かたが 眠った 時は いびきを おかきになる のを 知っていた。 

(夜明けの 礼拝の 刻になる と) 彼は 出て 行き 礼拝され た。 

み使いは （顔を 上げて) ネ 斤る も あるいは ひれ 伏して 祈る 時 

「お、 アッ ラー、 私の むに ホを、 私の 聴覚に 光を、 私の 視覚に ホを、 私の ちに 光を、 化の 
左に 光を、 私の 前に 光を、 私の 後に 光を、 化の 上に 光を お置き 下さい。 

そして、 私の ために 光を お与え 下さい。 

あるいは、 私に 光を お与え 下さい」 と 申されて いた。 

サラマは 「私は クライブに 会った。 彼は イブ ン •ア ッバー スカ 《 (次のように） 言った」 と 述べた 
「私は 化の 母ち の おば マイム ーナの 巧に 居た。 

そこへ アッ ラーのみ 使いが まられ た」 

それから クライブは グン ダルに よって 伝えられた ハディー スを 述べた。 

(すなわち） イブ ン •アッ バース は 疑いな 〈「秘 に ホを おちえ 下み りと しづ 言葉 （の 方) を 言 
ったと いう ものである。 

アブー •リシ ュ デイー ン （マウラー •クライブの 異名） はおえ ている 

イブ ン •ア ッバー スは 「私は一夜、 私の 母の 姉妹 マイムー ナの 家で 過した」 と 言った。 
それから (前述の ようが ハディー スを 話した が、 彼は (預言者が) 顔と 両手を ホった ことに 
ついては 述べなかった。 

しかし、 彼は 「み使いは 皮の 水 袋の 巧へ 行って 紐を 解かれ、 二つの ホ おの 間の ウド ゥーを 
行われた。 

それから ベッドに 戻って 眠られた。 

しばらくの 後、 その かたは 再度 起床され 水 袋の 巧に 行って 紐を 解き ホ おされた。 



それは まことにて いわいな ものであった。 

そしてみ 使いは 『主よ、 私に たなんの ホを おちえ 下さい J ] とは 言われなかった」 と 言った。 

クライブは イブ ン •アツ バース カヴツ ラーのみ 使いのを で一夜を 過し (次のように） 言った と 伝えて 
いる 

「アツ ラーのみ 使いは 皮の 水 袋の 近くに 立ち、 水を をいで ホ おされた。 

その 時の 水の 量は をく もな 〈少な 〈もなかった」 

その後の ハディー スは 他と 同じで あるが、 その 中に アツ ラーのみ 使いが その 夜、 十九の 
ネ斤 願の 言葉を 述べた というの が ある。 

クライ カが 私は それらの 中から 十二の 言葉を 覚えて いるが 残りは 忘れた。 

(その 十二は） 私の むに 光を、 私の 舌に 光を、 私の 聴覚に ホを、 私の 視覚に 光を、 私の 上 
に 光を、 化の 下に 光を、 私の ちに ホを、 私の 左に 光を、 化の 前に 光を、 私の 後に ホを お 置 
き 下さい、 おの 魂に 光を お置き 下さい。 

そして、 私の ために 光を 強力に して 下さい。 である」 と 言った （を）。 

(を） 残りの セつ の 言葉は、 私の 神経に、 私の 肉に、 私の 血に、 私の 毛に、 私の 皮膚に 光 
を お置き 下さい、 私に 光を お 創り 下み \ 化に 光を お与え 下さい、 である 

イブ ン •ア ツバー ス はおえ ている 

「私は アツ ラーのみ 使いが おられる 時、 その かたが 夜の 礼拝を どのように される のかを 挥 
見す るた めに、 マイム ー ナ のまで 一 夜を 過した。 

み使いは 彼の 妻と しばら 〈の 間 話を されて いて、 それから お休みに なった」 

その後の ハ ディースは 他と 同様で あるが、 その 中に、 「彼は 起き上がって ホ おを し 歯を 磨 
かれた」 と しづの が ある。 

アブ ドツ ラー •ビン •ア ツバー スは 伝えて いる 

私は （一 夜) アツ ラーのみ 使いのを で 過した。 

み使いは 起床す ると 歯を 磨かれてから、 「本当に 天と地の 創造、 また 夜と 昼の 交替の 中 
には 思慮 あるを への 印が ある」 の ル アーン 第 3 章 1 90 節） と 唱えられ、 その 章の 最後まで 
読唱し 続けられた。 

それから その かたは 時間を おかけに なって、 直立、 立ネし 叩頭に よる ニ ラ カー トの 礼拝を 
行われた。 

それを 終える とお 休みに なって いびきを おかきに なった。 

み使いは そのような ことを； 度 行われた ので 合計 六 ラ カー トを 捧げられた ことになる。 

彼は 毎回、 歯を 磨き ホ おされ (クル アーン の） それらの 節を 読唱 された。 

それから その かたは 兰ラ カートの ウィ トルを 行われた （を）。 



やがて ムアツ ジンカな ザー ンを 唱える と、 み使いは 「おお アツ ラー、 私の むに 光を、 化の 舌 
に 光を お置き 下さい。 

私の 聴覚に 光を お置き 下さい。 

私の 視覚に 光を お置き 下み、 私の 後に 光を、 私の 前に 光を お置き 下さい。 

私の 上に ホを、 私の 下に 光を お置き 下さい。 お、、 アツ ラー、 私に 光を 強力に して 下み、」 
と 申されながら 礼拝に 出て 行かれた。 


(を） イスラ ー ムま 学者、 アブ ー •ハ ニ ー ファが ウィ トルの 礼拝は ー ニ ラ カ ー ト から 成る と 信 
ずるのは、 この ハディー スに 由まして いる 

イブ ン •ア ツバー ス はおえ ている 

「私は 一 夜、 私の 母の 姉妹、 マイム ー ナの 家で 過した。 

アツ ラーのみ 使いは 夜、 ナフ ルの 礼拝の ために 起床され た。 

み使いは 皮の 水 袋の 巧に お立ちに なって ホ おされ、 そして 礼拝され た。 

私 も その かたが そのよう にされ るのを 見た 時 起きた。 

そして、 水 袋の 水で ホ おを 巧 ませて その かたの 左側に 立った。 

すると、 彼は 後方から 私の 手を 個み、 御自身の 背後を まわして そのち 側に 立たせられた」 
私 (ア ターウ •伝を ま） は 「それは ナフ ルの 礼 巧でした か」 と 尋ねた。 

彼は 「そうです」 と 答えた。 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

「私の 父 ヴツバ ース） は 預言 まが 私の 母ち の おば マイムー ナの 家に いた 時、 化を み使い 
の 巧に 行かせた。 

私は その 夜、 み使いと一緒に 過した。 

その かたは 起きて 夜の 礼拝を された。 

そこで 私は 彼の 左側に 立った。 その かたは 後方から 私を 捆み (彼の 背後を まわして) 御自 
身の 右側に 立たされた」 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

「私は 一 夜、 私の 母の 姉妹、 マイム ー ナの 家で 過した」 

この 後の ハ ディー スは 他と 同一である。 

アブ— •ジャム ラは 伝えて いる 

私は イブ ン •ア ツバー ス がけ ツ ラーのみ 使いは 夜 （の 礼拝に） 十； ラ カー トを 行って おられ 
た」 と 言って いるのを 聞いた。 



ザ イド ゼン •ハー リド •ジュ ハ ニーは 伝えて いる 

私は 夜、 アツ ラーのみ 使いの 礼拝を たしかに 見た。 

その かたは ニ ラ カートの 短い 礼拝を 行った。 

それから ニ ラ カー トの 長い 長い 礼 巧を 行った。 

次に その かたは ニ ラ カー トの 礼拝を 行った 力 《 、 それは 前の ニ ラ カー ト よりは 短し vt ; ので あ 
っ た。 

それから ほた） ニ ラ カー トを 行われた がそれ は 前の ニ ラ カー ト より 更に 短い ものであった。 
それから ほた） ニ ラ カー トを 行われた 力 《 、それ も その 前の ニ ラ カー ト より 更に 短い もので 
あった。 

そして ほた） ニ ラ カー トを 行われた。 

それ も その 前の ニ ラ カー ト より 短い ものであった。 

次に その かたはーラ カー トの 礼拝 （ウィト ル） をされ た。 それらは 都合 十兰ラ カー ト である 

じ 主）。 


(を にれ は 預言を が テントで一夜を 過した 時の 話で ある 

ジャー ビル ゼン •アブ ドッ ラーは 伝えて いる 

私は アッ ラーのみ 使いと一緒に 旅を した。 

われわれが 水の ある 酣 こまた 時、 み使いは 「ジ ャー ビル、 お前、 （水の 中に) 入って くれめ 
か」 と言われた。 

私は 「はい」 と 答えた。 

それから み使いは （ら 〈だから） 降りられた。 

私は 水に 入った。 

その 時、 み使いは 用を たしに 行かれた。 

私は み使いに ホ おの 水を 用意した。 

み使いは 帰って まられ ると ホ おし お立ちに なって、 一 枚の 布で 出来た 衣服の 両端を 交 
差させて 肩に お掛けに なって 礼拝され た。 

おが その かたの 後に 立つ と 私の 耳を 個 まれて 御自身の ち 側に 立たされた。 

アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは 夜、 礼拝に 立たれた 時は、 短い ニ ラ カー トの 礼拝で 始められました。 

アブー. フライ ラ は 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは 「あなた 方の 誰でも、 夜、 起きた 時は 短い ニ ラ カー トで 礼拝を 始める よ 
うに」 と言われた。 



イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 夜間、 礼拝に お立ちに なると 「おお アツ ラー、 ま 光は あなたに ございま 
す。 

あなたは 天地の 光です。 

栄光は あなたに ございます。 

あなたは 天地を 創造され 保護され る 御 方です。 

栄光は あなたに ございます。 

あなたは 天と地と それに 存在す るすべ てのものの ちです。 

あなたは 真理で ございます。 

あなたの 約 まは 真実です。 

あなたの お 言葉は 真実です。 

あなたとの 出合いは 真実です。 

天国は 真実です。 

地獄 も 真実です。 

(復 まの） その 時 も 真実です。 

おお アツ ラー、 私は せつに あなたに 眼 従いた します。 

私は むより あなたへの 信仰を 告白いた します。 

私は ひたすら あなたを 頼りと して おります。 

私は あなたに ざんげいた します。 

私は あなたが お与え 下さった 記 則 こよって （真理を 否定す る 者 すべてに) 論駿 しました。 
あなたの 御 決定を 仰ぎます。 

そして、 私が ずっとな 前に 化した 罪、 また 最近 化した もの、 公然と 為した る もの、 密かに 行 
った ものを お許し 下さい。 

あなたは 私の 唯一至高の 神で ございます。 

あなた Jil 外に 神は ございません」 と 申して おられた。 

この ハディー スは イブ ン •ア ツバー スを 根拠と し 二 語 程の ホ 目 違を もって 別の も 承 者 経路で も 伝え 
られ ている。 

それは、 ciayyam (上述の ハディー ス では" 支持者" の 意を、 ここでは ciayyim" 守護 •監視 
を" として 使用して いる。 

また、 預言を 力 《 「私が 密かに 行った もの」 と 言って いる 言葉に ついて、 イブ ン •ウ マイヤに よって 伝 
えられた ハディー ス には 若干の （言葉の） イ寸 加が ある。 

この ハディー スは イブ ン •ア ツバー スを 根拠と して 別の 伝承を 経路で も 伝えられ ている 力 《 、その 言 
葉は （上述の ものと） ほとんど 同じで ある。 



アブ もい ラフ マー ン ゼン •アウ フは 伝えて いる 

私は 信を 達の 母アー イシ ャに 預言 まが 夜、 礼拝に 立たれた 時は、 どのような 言葉で それ 
を 始められた のかに ついて 尋ねた。 

彼 かがみ 使いが 夜け L 拝に） お立ちに なった 時は 『おお アツ ラー、 ガブリエル、 ミカエル、 
そして イスラー フイ ー ル (音楽の 天使） の 主、 天と地の 創造ち、 見えめ (世界）、 見える （世 
界) を かり 給う 御 方、 あなたは あなたの 下僕ら の 行状を 裁かれる 御 方。 

どうか、 （人々 が) 進む 正しい 道に ついての 様々 な 意見の 中で、 あなたが 適合と 看な す も 
ので 私を お導き 下さい。 

あなたは 必ず あなたが 望まれる 者を 正しい 道に お導きに なられます』 と 申されました」 と 言 
っ た。 

アリ— ビン •アブ— •夕— リブは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが 夜、 礼拝に お立ちに なった 時、 彼は (次のように) 言われた。 

「私は 天地創造 のちに 異教の 念を もって 巧し ます。 

私は をネ申 教徒 達の一人 ではありません。 

まことに、 私の 礼拝、 献身、 私の 生と 死は 唯一無二の 万有の ちの もので ございます。 

私は ムス リムの一人 として そのような (信仰の 告白を） 命じられました。 

おお アツ ラー、 あなたは 王で あり、 あなたの ■外に 巧は ございません。 

あなたは 私の ち、 私は あなたの 下僕です。 

ネムは 化自 身に 過ちを 化しました （を）。 

私は 化の 罪の 告白を いたします。 

どうか 私の すべての 罪を お許し 下さい。 

まことに、 あなたな 外に 罪を 許す をは ございません。 

どが、、 私を この 上な き 徳性のを にお 導き 下み、。 

あなた Jil 外に 導 〈をは ございません。 

私から 罪を キムい のけて 下さい。 

あなた Jil 外に それの 出 まる まはありません。 

私は 常に あなたに お仕えいた します。 

善、 その すべては あなたに よっても たらされる ものであります。 

そして、 悪は あなたの せいでは ごぎい ません。 

私の 能力は あなたの 恩恵の 賜で あり、 化は あなたに おすがり する 者です。 

あなたは 讚美、 賞揚され る 御ち です。 

私は あなたに 許しを 請い 願います。 

私は あなたに ざんげいた します」 

そして、 み使いが ひぎまず かれた 時は 「おお アツ ラー、 私は あなたの ために 立札を 捧げ ま 
す。 



私は ひたすら あなたに 服従いた します。 

私は むより あなたへの 信仰を 証言いた します。 

そして、 私の 聴覚、 視覚、 腦髓、 骨 そして ネ申 経は あなたの 御前に 畏れ 従って おります」 
そしてみ 使いが 頭を 上げた 時は 「おお アツ ラー、 われらの ち、 天は 満ち 地は 満ち、 その 間 
に 存在す る 空間 も 満たされました。 

そして その後、 あなたの 望まれた ものは すべて、 満たされました。 

がに、 栄光は あなたに ございます」 と 申されました。 

み使いが 叩頭され ました 時は 「おお アツ ラー、 私が ひれ 伏します のは あなたに 対してで ご 
ざいます。 

私は むより あなたへの 信仰を 告白いた します。 

私は ひたすら あなたに 服従いた します。 

私の 顔は それを 創造され お造られた 御 方の 前に ひれ 伏して おります。 

そして、 耳は 聞き 目 は 見守って おります。 

アツ ラー、 この 上な き 創造主、 彼は 尊 〈高く おわし ます」 と 申されました。 

そして 最後に けツ ラーの 他に ネ申 はなし」 と しづ 誓いの 言葉と、 

礼拝の 最後に 行う 挨楼の 間に 

「おお アツ ラー、 私が 化した 古い 罪過、 また 最近の もの、 公然とな せる もの、 密かに 行える 
もの、 そして 私が 制限を 越えて 行った 行為 も お許し 下み、 

それにつ いて あなたは 私よりも 良く 御存知で ございます。 

あなたは （望まれる まが 上位に つけられ、 ほた 望まれる まが 下位に 下げられます。 
あなたを 除いて 神は ごみな せん」 と 言って おられました。 

(お 預言を は ホして 意図的に 罪は 化さ か、 

彼が 過ちと している のは、 ル さな 省略 や なおざりの ような ものである 

アア ラジュは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが 礼拝を 始められた 時は 

けツ ラー フ •ア かシ レヴ ツ ラーは 偉大な り）」 を 唱えられた 後、 

「私は 化の 顔を (あなたに） お向けし ました。 

私は 最初の ムス リムで ございます」 と言われた。 

その かたが 立 礼から 頭を 上げられた 時け ツ ラーが 彼ヴツ ラー) を 称えた 者の 言葉を 聞 こ 
し 召されます ように。 

おお、 われらの 主よ、 ま 光は あなたに ございます」 と言われた。 

それから 「ちは （人間 おお 造られました。 その 形状は なんとす ばらしし にと であり ましよう」 
と言われた。 

ここで 彼 (伝承 者） は 「み使いが けし 拝の 終りの） 挨搂を 唱えられた 時 



『おお アツ ラー、 化が ずっとな 前に 犯した 罪を お許し 下み、』 

から、 この ハディー スの 終りまでの 言葉を 言われた」 と 言った。 

しかし、 「それを" アツ ラーの 他に ネ申 なじ' と 誓う 言葉と 礼拝の 最後の 挨楼の 間に 言われ 
た」 とは 言わなかった。 



夜の 礼拝での 読唱は 長い 方が 好ましい 


フザイ ファは 伝えて いる 

私は一夜、 アツ ラーのみ 使いと 礼拝を 行った。 

その かたは 初めに 雌牛 章 (クル アーン 第 2 章) を 読まれた。 

私は、 み使いは 100 節 読まれた 後に 立 礼され るので はない かと 思って いた。 

しかし その かたは （なお も読唱 お続けられた。 

そこで 私は、 み使いはーラ カー トで その 章の 大半を 読まれて しまう ので あろうと 考えた。 
しかし その かたはな おも 続けられた。 

私は、 み使いは この 章を 完結した 後 立 礼され るので あろうと 思った。 

それから み使いは 婦人 章 (クル アーン 第 4 章） に 入られて それを 読唱し 終えられ、 更に イ 
ムラー ンま 章の ル アーン 第 3 黃に 入られて、 それを ゆっくりと 読まれた。 

そして その かたは アツ ラーを 讚美す る ことに 言及して いる 節に か' かります ど アツ ラーに 称 
讚 あれ" と 讚美され ました。 

み使いは はへの） ホ 願の 節に さしかか ります とネ斤 願され ました。 

または 口 救いを ホめ る 節に さしかか ります と、 救いを 求められた 後 立 礼され、 そして 「偉 
大 なる アツ ラーに 称え あれ」 と言われました。 

み使いの 立 礼の 時間は その かたが 立って いたのと 同じ 〈らい 継続し ました。 

そしてみ 使いは ほた 直立の 姿勢に 戻られ 口け ツ ラーが 彼を 称えた をの 言葉を 聞こし召 
されます ように」 と言われた。 

それから その かたは、 その かたが 立ネ けれて いたのと 同じく らい 長い間 立って おられて か 
ら 叩頭に 移られました。 

そして 「至高の わが 主に 称え あれ」 と言われました。 み使いの 脆 拝の 時間は その かたが 
立って いた それに 近い ものでした。 

ジャリール によって 伝えられた これと同じ ハディー スの 中には、 "み使いは 「アツ ラーが 彼 
を 称えた をの 言葉を 聞こし召されます ように。 われわれの 主、 彼に こそ 栄 ホは おわし ま 
す」 と言われ ピ’が ある。 

アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

私は アツ ラーのみ 使いと一緒に 礼拝した。 

その かたは 私が (その 間に） 悪い 考えを むに 抱 〈程 長い 時間を それに かけられた。 
(その後） み使いは 私に 「あなたは どんな こと も むに 抱いた のか」 と言われた。 

私は 「座りたい こと や、 あなたを 置いて 去る ことを 考えて おりました」 と 言った。 

このような ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て アア マシ ュに よっても たらされた。 



朝まで 夜もすがら 眠り 続ける 者に ついての 預言者の 言葉 

アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 朝まで 夜 ど おし おっな、 るを について 「それは 悪魔が 彼の 両耳に 放 
尿した 者で ある （を）。 あるいは、 彼の 耳に 放尿した をで ある」 と言われた。 

(を) 悪魔が 彼を 意の ま、 にした と しづ 風刺で ある。 

これは 悪魔が その まを 愚弄し 完全に 支配して しまう ことた この 為に 彼は アツ ラーへの 服 
従を 怠って、 おってし まう ので ある。 

不浄なる ものは 身体に 付着し やす 〈、それが 体内に 侵入して 諸々 の 器官に 害を 及ぼし 
怠惰な 肉体と なる 因と なる。 

糞尿は 不浄な ものの 代表で、 人体の あらゆる 孔 から 侵入して 器官を 侵す。 

特に 耳は 鋭敏な 器官の一つで、 侵され やすいと される 

フサ イン ゼン •アリー は （彼の 父） アリーゼン •アブー •夕ー リブを 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは ある 夜、 私ヴリ ー) と ファーテ ィマ （預言者の 娘） に 会いに 来られ 「あ 
なたち は (夜の） 礼 巧を 行わない のか」 と言われた。 

私ヴリ ー) はけ ツ ラーのみ 使いよ、 確かに わたし 達の 魂は アツ ラーの 御手の 中に ありま 
す。 彼 (アツ ラー) がわれ われを 目 覚めさせようと 望まれれば われわれを 目 覚めさせます」 
と 申します と、 み使いは お帰りに なった （を 1)。 

彼は 帰る 道す がら 御自身の 大腿部を うちながら （注 2) ほこと に、 人と しづ ものは (都合の 
良い ように) 色々 のこと を 論議す る ものである」 と言われた。 

(を 1) アリーと ファーテ ィマが 敏 度な ムス リムであった ことは 言を またない。 

彼等は 常々 その 礼拝を 行って いたが、 その 夜に 限って 夜の 礼拝を しなかった ので ある。 
アリーは その 時、 ハディー ス にある ような 言葉を 預言 まに 言った。 

しかし 彼は 怒らず 黙って 帰った。 

というの も 彼は 強制を 巧まなかった し また、 夜の 礼拝が 随意の もので も あった からで あ 
る。 

実のところ 預言を は、 己れ の 怠慢を 正当化し ようとす る アリーの 言葉には 不快を 覚えて い 
た。 

確かに 人の 魂は アツ ラーの 御手の 中に あるとは いえ、 夜の 礼拝の ような 敬神 的 行為は 自 
らの 努力で 行われねば ならない ものである 

(を の 大腿部を うつと しづことは、 アラブが 不愉快な 言葉 や 行動に 接した 際に 巧う 晋慣で 
ある 



アブー •フライ ラは アツ ラーのみ 使いから （次の ような 話を 開いた と) 伝えて いる 

「あなた 方の 誰でも 就寝した 時、 悪魔が あなた 方の 首筋に： E つの 結び目を つくる （を）。 
もし それら一つ一つの 結び目を つけた まま 寝れば ちしみ の 長い 夜を 過す ことと なる。 

もし 彼が 起きて アツ ラーの 御名を 唱えれば その 結び目の一つは 解ける。 

そして、 もし 彼が ホ おすれば 二つの 結び目が 解ける。 

なお、 彼が 礼拝を 行えば もう一つの 結び目は 解けて、 彼は はつらつ として 朝を 迎える であ 
ろう」 


(を) 悪魔が つくる 結び目 とは 人を 怠惰な 習性に 落しめ る 端緒と なる 事柄を 比喩的に 表現 
した ものである。 

夜間の 礼 巧には 兰 つの 関門が ある。 

-) 深夜の 起床、 二） ホ 浴、 H ) 礼拝で あり、 それ それの 行為 遂行は なまやさしい ことでは 
ない。 

それを 悪魔の； つの 妨害に 例えた ので ある。 

そして、 人が 敬ネ申 性を 喪失し あるいは 忘却して 惰眠を むさぼる ことた その 結び目は 固く 
なって ち军 けなく なって しま ラ 



家庭での ナフ ルの 礼拝は 好ましい が、 それは モスクで 行っても 良い 


イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方の 礼拝のう ち どれ かは 家庭で き 行せ よ。 ここを （家） を 墓場 
のように しては ならめ （を）」 と 申された。 


(を) 死者が 墓で 礼拝し ないように、 を 庭を ただ 眠る だけの 墓 同様の 空しい 状態に しない 
よ ラに、 とし、 ラ ことで ある 

この 他、 家庭での 礼 巧の 重要性に ついて、 し、 〈つか 言われて いる。 

-) 本人 自身への 影響で ある。 それは、 誠実 さや ひたむきな 敬神 性を 教えを う ものである。 
というの も 家庭での 人 かれめ 宗教 的 行為は 世間の 称 讚を 目的とは しないから である。 

二） 家族への 影響で ある。 を 族で 宗教 的 行事を 実践す る ことた 高潔な 人格の お 成、 健 
康 的な 雰困 気の 家庭つ くりに 役立つ ので ある 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方の 家で 礼拝を 挙行 せん そして、 そこを 墓場の ようにし ては 
ならめ」 と 申された。 

ジャー ビルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方の 誰でも モスクで （義務と しての） 礼 キ丰を 行う も （義務 Jil 外 
に 行う 礼拝の 中から） 彼の ま 庭で 行う ものを とって おくべき である。 誠に アツ ラーは、 人が 
家庭で 礼拝を 行えば その まに ネ兄 福を 垂れ 給う」 と 申された。 

アブ ー •ム ー サ ー は ■(占えて いる 

アツ ラーのみ 使いは けツ ラーの 御名が そこで 唱えられ るよう なを 庭と、 アツ ラーの 御名が 
そこで 唱えられな いような 家庭と では 生と 死の ような 相違が ある」 と 申された。 

アブー- フライ ラ は 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方の 家を 墓地に しては ならめ。 誠に、 悪魔は 雌牛 章が 読唱さ 
れる 家からは 逃避す る」 と 申された。 

ザ イド ゼン •サー ビトは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは、 挪 子の 葉で 編んだ ござで 囲んだ 小さな 部屋を つ 〈られ 、そこで 礼拝 
する 為に 出て こられた。 

人々 は 彼の 後に 続き、 彼と一緒に 礼拝し ようと やって また。 

それから 彼等は、 ある 日、 ちび やって まてみ 使いを 待った。 



しかし 彼は 容易に 彼等の 巧に 出て こられなかった。 

人々 は 声高に 呼び、 小石を 扉に 巧げ た。 アツ ラーのみ 使いは 怒って 出て まられ た。 

そして 「私は あなたち の 行為が 継続的に 行われる ことた あなたち に 義務と 化して しまう 
のでは ないかと 考えた の だ。 あなたち は 各自の 家庭で 礼拝を 行が 《 良い。 義務の 礼拝な 
外は、 人が 家庭で 礼拝を 行う のは 大いに 結構な ことで ある」 と言われた。 

ザ イド ゼン •サー ビトは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは モスクの 中に (挪モ の 葉で 編んだ) ござで 部屋を おつくりに なった。 そ 
こで、 後は 幾夜も 礼拝され て おられた ので、 人々 がその 周囲に 集まり 始めた。 

この 後の ハディー スは 前と 同様で あるが、 これには （次の ような 言葉が) 付加され ている。 
「もし このけ フルの） 礼拝が あなたち に 義務に なったら、 あなた 方は それを 遵守し 得ない 
であろ ラ」 



宗教 上の 行為で 尊ばれる のは 継続的な 行為で ある 


マ — r シャは 伝えて いる 

み使いは ござを もって おられて、 夜間には それで 部屋を しつらえ、 その 中で 礼拝され てい 
ましに。 

人々 は その 御 方と一緒に 礼拝し 始めました。 

み使いは それを 昼は 広げて いらっ しかな した。 

人々 は ある 夜、 その 御 方の 周囲に 集まりました。 

その 時 あの 御ち は 「あなたち は 皆、 あなた 方に 出 まることは 完全に まさなければ ならめ。 
まことに、 アツ ラーはお 飽きになる ことは ない が あなた 方は 飽きて しまう。 アツ ラーが 最も 
喜ばれる 行為 ほ） は、 たとえ それが 少 いもので あっても 継続して なされる ものである」 と 
申されました。 

預言者 ムハンマドの 家族は 彼等が ある ことを 始めた 時は、 それを 継続して 行って おり まし 
た。 


(を） ここでの 行為は 主として 宗教 上の 事柄に ついて である 

マ r シャ はけ ツ ラーのみ 使いが アツ ラーの 最も 好まれる 行為に ついて 尋ねられた 時 『それが た 
とえ 少しでは あっても、 継続的に なされる ものである』 と 申されました」 と 言った。 

アル カマは 伝えて いる 

私は 信を 達の 母、 アー イシ ャに 「信を 達の 母よ、 アツ ラーのみ 使いは どのように 物事を さ 
れ ていました か。 （たとえば) 彼は 日を 選んで 何 か 事を 起されて いたので しょうか」 と 尋ね ま 
した。 

彼女は 「し ル、 え、 み使いの 行為は 継続的に 行われて おりました。 そして、 あの 御 方の され 
たことは あなた 方の 誰に でも 可能な ものです」 と 申されました。 

力ーシム •ビン •ムハンマドは アー イシ ャに ついて 伝えて いる 

アー イシ ャは アツ ラーのみ 使い 力 《 「アツ ラーの 最も 好まれる 行為は、 たとえ それが 少しで あ 
っても 継続して 行われる ものである」 と 話して いた。 

また アー イシ ャ は、 ある ことを 始めたならば、 続けて 行って いた。 



礼拝 中に 居眠りを したり クル アーン の 読唱に 口ごもる 者は、 はっきり 目覚め 
るまで それを 中止させる こと 


アナスは アツ ラーのみ 使いが モスクに 入られる と 二 本の 柱の 間に 綱が 張られて いるのを 見て （次 
のように） 言われた と 伝えて いる 
「これは 何のた めか」 

彼等は 「ザイ ナブが 礼拝す るた めです。 彼女が 疲れて 気力を 失ったら それにつ かまる の 
です」 と 言った。 

するとみ 使いは 「それを 解け。 礼拝は 人が 元気で ある 時に のみ 行わせる が お、 人が お 
れて 元気を 失うよう な 場合は それを 止めさ せんと 申された。 

別の 伝承を の ハ ディースには 「彼を 座らせよ」 と ある。 

別の 伝承を 経路で 同様な ハディー スが 伝わって いる。 


ウル ワ ゼン •ズハイルは 伝えて いる 

預言者の 妻ア ー^^ r シャ は、 ハウラー ウ ゼン ト •トワ イト ゼン •ハ ビーブ ゼン •アサ ド' ゼン- 
アブみ いウッ ザーが 彼女の 側を 通った 時、 

そばに いた 預言者に じれは トワ イトの 娘 ハウラー ウ です。 

人々 は、 彼女は 夜 寝ない と 言って おります」 と 言った。 

するとみ 使いは 「彼女は 夜 寝ない のか。 

あなた 方は、 あなたち に 可能な 行為を 行えば 良い ので ある。 

アツ ラーに 誓って、 アツ ラーはお 疲れには ならない が、 あなた 方は 疲れて しまう であろう」 と 
申された。 


アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは、 ある 女性が 私と一緒に おりました 時、 私の 巧に まられ ました。 

彼は じの 女性は どなたで すか」 と 申されました。 

私は 「彼女は 礼 巧の ために おらない と しづ 女性です」 と 言いました。 

み使いは 「あなたち に 出 まること をしなさい。 アツ ラーに 誓って、 アツ ラーはお 飽きに ならな 
しけ 《 あなた 方は 飽きて しまう であろう 。アツ ラーの 最も 巧 まれる 宗教 上の 行為は 継続的に 
行われる ものです」 と 申されました。 

アブー •ウサーマ によって 伝えられた ハディー ス によると、 この 女性は アサ ド 族の 女性で あ 
つたと されて いる。 


アー イシ ャは 伝えて いる 



み使いは 「あなたち の 誰かが 礼拝の 最中に お 〈なったら、 眠気が 消える まで おらせが 誰 
でも 居 おりしながら 礼拝 すれば、 彼は 許しを 請うて いるの か、 それとも 自分を のろって いる 
の 力、、 分別 出まないで あろう」 と 申されました。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方の 誰かが 夜け L 拝の ために) 起床し クル アーン の 読唱に 
口ごもったり、 何を 読んで いるの か 分らない 時は その 者を 眠らせん と 申された。 



ク ルアー ンの 記憶が うすれな いよう 配慮すべき こと 

ア ー "^ r シャは 伝えて いる 

み使いは 夜、 ある 人が クル アーン を読唱 している のを お聞きに なった。 

その 時 彼は 「彼に アツ ラーの 御 慈悲が あります ように、 彼は 私が 忘れて いた (お 何々 の 
章の 何々 の 節を 思い出させて くれた」 と 申されました。 

(を) アツ ラーが 私に その 章句の 読唱を 忘れさせ るの 意 

ア ー "^ r シャは 伝えて いる 

み使いは モスクで、 ある 人が クル アーン を読唱 している のを お聞きに なった。 

その 時み 使いは 「彼に アツ ラーの 御 慈悲が あります ように。 彼は 私が 忘れて いた 章句を 思 
し、 出させて 〈れ た」 と言われました。 

アブ ドツ ラー •ビン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「クル アーン を 暗記して いるを をた とえれば、 （逃げない ように） 足を 縛 
られ てい るら 〈だを 巧ち している ような ものである。 

もし 彼が 用む 深く （しっかり 縛っ 口い かも それを 保持し な、 られる 力 《 、 ゆるめれば それ 
は 逃げて しまう （を)」 と 申された。 

(を) ら 〈だは 注意 深く 監視して いれば、 保持し 駆使 出来る。 

クル アーン を 暗記して いるま も、 それと 同様に、 を 意 深く 繰り返し 読唱 する ようむが けて い 
れ ば、 身から 触れる ことは ない。 

しかし、 一旦、 無 関む になれば 忘れて 失われて 行 〈 

この ハディー スは 預言者から 聞いた 話と して イブ ン •ウマルに よって 伝えられた 力 《 、ムー サーゼ 
ン •ウ クバに よって 伝えられた ものには （次の ようが ハディー スの 付加が ある 

クル アーン を 暗記 ほた は 精通） したなら、 夜 も 昼 も それを 読唱 して 記憶を 保持す るので あ 
る。 

だが、 もし 彼が (夜の 礼衛 こも 起きず 読唱 もしなければ) 忘れて しまう。 

アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「人々 の 中で、 私は クル アーン のこれ これの 節を 忘れて しまった、 と 
言う 者 こそ まことに あわれな をで ある。 

(彼は このように 言う 代りに) 私は それを 忘れる ようにして 来たの だ （と言うべき である）。 



それは (逃げられ めよう） 足を 縛られて いるら 〈だより 人の 記憶から 失われ 易い ものである 
から、 その 暗記を 保持し 続ける ようむが けよ」 と 申された。 

アブ ドツ ラー (について 次のように) 伝えられ ている 

神聖な 教典に 関する あなた 方の 知識を はっきりと 記憶して いるよう にせよ ほた は、 この 
神聖な 教典に 関する あなた 方の 知識を 常に 保ち 続ける ようにせ がと 言って しが。 

また 彼は 時々 次のように 言って いた。 

クル アーン についての 記憶は、 足を 縛られた 動物より、 人の 記憶から 逃げ 易い ものである。 
アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方の 誰一人、 化は クル アーン のこれ これの 節を 忘れた、 と 言 
っては ならめ。 

彼は (それ か 忘れる ようにして 来たの だ」 と 申された。 

イブ ン .マ スウードは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「私は の ル アーン のにれ これの 章を 忘れた。 

あるいは、 私は これこれの 節を 忘れた、 と言う まこ そま ことに あわれな をで ある。 

彼は （それが 忘れる ようにして 来たの だ」 と 言って おられた。 

アブー. ム ーサー アシュ アリーは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「クル アーン に関する あなたち のが 識 を、 はっきりと 保持して いるよう 
にせよ。 

ムハンマド のむ がその 御手の 中に ある 御 方 ほ） に 誓って 言う。 

それは 足を 縛られたら 〈だより、 人の 記憶から 逃れ やすい ものである」 と言われた。 


なにれ も、 "アツ ラーに 誓つ で’ のよう な 誓いの 言葉で ある 



美声に よる クル アーン の読唱 がより 好ましい ものである 

アブー •フライ ラは 預言をから 直接 聞いた 次の 言葉を 伝えて いる 

アツ ラーは 預言を が 甘美な 声で クル アーン を読唱 される のを お聞きに なられる。 

(し 力ん ながら） 他の 何 ごと も それと 同じように お聞きになる と しづ ものでは ない ほ）。 

(おつまり 、アツ ラーは 甘美な 声に よる クル アーン の 読唱を ひとしおの 喜びで お聞きに な 
ると いう こと 

この ハ ディースは 同一の 伝承 ま 経路を 経て、" 預言を が 甘美な 声で クル アーン を読唱 される のを 
お聞きに なられる （と 同様に）" と しづ 言葉を そえて、 イブ ン •シハ ーブ によって 伝えられた。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは けツ ラーは 彼のみ 使いが 甘美な 声で クル アーン を 声高に 読唱 する 
のを 聞かれる。 

しかしながら、 他の 何 ごと も それと 同じように、 お聞きになる という ものでは ない」 と 申され 
たのを 聞いた。 

このような ハディー スは 同一のた をを 経路を 経て イブ ン •ハードに よっても たらされた。 

彼は アブー フライ ラは けツ ラーのみ 使いが け、 く か 。申された」 とは 言った 力 《 、彼が それを 「み 使 
いから 聞いた」 と 言った、 というよ うには 言って はいない。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは けツ ラーは 彼のみ 使いが 甘美な 声で クル アーン を読唱 される のを 聞 
かれる ように、 すべての ものを お聞きになる のでは ない」 と言われた。 

この ハディー スは 別の 伝承を 経路に よっても 伝えられ たが、 言葉に 若干の 変更が ある。 

アブ ドツ ラーゼン づラ イダは 彼の 父を 根拠と して 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「アブ ドツ ラー ■ビン •カ イス、 または、 アシュ アリー (アブー ■ム ーサー ■ 
アシュ アリー) の 美声は、 ダウード (ダビデ) の一族が もつ 美声を わかち 与えられ たの だ」 と 
言われて いた （を）。 

(を) 預言を の一人 ダビデは たいへんな 美声の もち 主で、 常々 礼拝の お 式を そなえた 歌、 
アツ ラーへの 讀 歌を 歌って いたと 言われる ところから、 上記の ような ハディー スが 出た もの 
と考えられる 



アブ ー .ム — サ ー は {占えて いる 

アツ ラーのみ 使いは アブー •ムー サーに 「私は 昨夜、 あなたの クル アーン の 読唱を 聞いた。 
もし あなたが その 時の 私を 見たなら、 あなたは きっと 喜んだ であろう。 

あなたは たしかに ダウードの一族の 美声を わかちち えられて いる」 と 申された。 



預言者は マッカ 征服の 日" 勝利 章" (クル アーン 第が 章) を読唱 された 

ムアー ウイ ヤ •ビン • クッ ラは 伝えて いる 

アブ ドッ ラー ゼン •ム ガッフ ァル •ムザ ニーは （次のように） 言った。 

けッ ラーのみ 使いは マッカ 征服の も 進行 中の 乗物の 上で‘ 勝利 章" を 繰り返し 読唱 され 
ていた」 

ムアー ウィ ヤは 「もし 私 力 《 、 人々 が 私の 周囲に 群がる のを 恐れなかったなら、 彼 (アブ ドッ 
ラー） の 読唱を 実際に 行って 見せる の だが」 と 言った。 

ムアー ウイ ヤ ゼン •クッ ラは アブ ドッラ ー ■ ビン •ム ガッフ ァルが (次のように） 言って いるのを 聞いた 
と 伝えて いる 

私は 預言を 力け ッカ 征服の 日、 彼のら 〈だの 上で" 勝利 章" を読唱 されて いるのを 見た。 

彼 (伝承を は 「イブ ン •ム ガッ ファ ルは、 （み使いは) それを 読唱し 繰り返された」 と 言った。 
ムアー ウィ ヤは 「人々 が 群 力 もないなら アブ ドッラ ー ■ ビン •ム ガッ ファ ルが 預言 まに ついて 
話した 様子を、 実際に 行って 示す の だが」 と 言った。 

"(マッカ 征服の 日） 預言 まは 彼の 乗り物の 上で 進行 中ピ‘ 勝利 章" を読唱 されて いピと しづ ハディ 
-スは 別の 伝承を 経路を 経ても 伝えられ ている。 



クル アーン の読唱 によって" 静穏" (お の 降臨が ある 


(を) アラビア 語の sakina を" 静穏" と 直訳した が、 これは" ネ 申の 臨在" とも 訳さ 
れ ている。 

しかし 次の ハディ ー スを 見る とこ こでは d] ^义_〇 malaika (天使 ■複数） のこと である 

アル •バラー ウは 伝えて いる 

ある 男が 洞窟 章 (クル アーン 第 18 章) を読唱 してし が。 

彼の 近くには 二 本の 綱で つながれ ていた 馬が いた。 

その 時、 雲が 彼の 上に 陰を つ 〈り、 それ か 次第に その 馬に 近付 〈と 馬は それに おびえた。 
翌朝 彼は 預言者の 許に 行き その 事を 話した。 

預言者は 「それは クル アーン の読唱 によって 下った 静穏であった」 と 申された。 

イブ ン •イス ハークは 伝えて いる 

私は バラー ウが (次のように 話した の お 聞いた。 

(すな わが ある 男が 動物が いる 建物の 中で 洞窟 章の ル アーン 第 18 章) を読唱 していた。 
すると その 動物は おののき 始めた。 

そこで 彼が あたりを 見廻す と 雲の 陰が その上に かかって いた。 

彼は それを 預言者に 話した。 

預言を が読唱 せよ、 それは 静穏 (のた かで ある。 あなたが クル アーン を読唱 した 際に、 
(または、 クル アーン の読唱 のために） 降った の だ」 と 申された。 

この ハディー スは 言葉に 若干の 変更が あるが、 バラー ウを 根拠と して 伝えられた。 

アブ—. サイ— ド •フ ドリ— は ウサイ ド •ビン •フ ダイ ルに ついて 次のように 伝えて いる 

ある 夜、 ウサイ ド' •ビン •フ ダイ ルは 動物を つか、 で 置 〈巧た クル アーン を読唱 していた。 
その 時、 彼の 馬が 跳ね 始めた。 

彼が 再び読 唱を 始める と、 （その 馬は) 巧び 跳ねた。 

彼が また 読唱 すると、 また 同じように 跳ねた。 

ウサイ ドは 言った 

「私は それが 私の 息子 ヤヒヤーを 踏みつ ぶしは しない かと 恐れた。 

そこで、 私は 立って 馬の 側へ 行った。 

その 時、 突然 私の 頭上に 天蓋の ような ものを 見た。 

それには 幾つかの ランプの ような ものが 付いていて、 天 高 〈昇って 行って 遂に 見えな 〈なっ 
た。 



翌朝 アツ ラーのみ 使いの 巧へ 行き、 『み使いよ、 私は 夜間、 わが 家の 家畜 小屋で クルアー 
ンを 読唱 して おりました 時、 私の 馬が 跳ね 始めた のです J ] と 私は 言った。 

『イブ ン •フ ダイ ル （ウサイ ド 自身の こと) よ、 あなたは 読唱を 継続すべき であった』 とみ 使い 
は 申された。 

『私は 読唱 しました。 すると それは また 跳ねました』 と 私は 言った。 

『イブ ン •フ ダイ ル、 あなたは 読唱を 継続すべき であった』 み使いは 巧び 申された。 

『私は 読唱 しました。 すると またもや それは 跳ねた のです』 と 化は 言った。 

『イブ ン •フ ダイ ル、 あなたは 読唱を 継続すべき であった』 み使いは なお も 申された。 

『私は 息子 ヤヒヤーが （馬の） 近 〈に 居りました ので (読唱 を) 止めました。 

私は それが 息子を 踏みつ ぶしは しない かと 恐れた のです。 

私は 幾つかの ランプの ような ものを 付けた 天蓋の ような ものを 見ました 力 《 、それは 天に 昇 
って 遂に 見えな 〈なりました J ] と 言った。 

すると、 『それは あなた （の 読唱） を 聞いて いた 天使であった。 そして、 もし あなたが 読唱を 
続けて いたなら、 人々 は 朝 彼等 (天使) を 見た であろう。 彼等 もまた、 彼等 自身の 姿を 隠さ 
なかった であろう』 と アツ ラーのみ 使いは 申された （を）」 


(をに の ハディー スは 例外的な 場合に おいて、 人間が 天使を 見る ことが 出来る のを 話 拠 
立てる ものと している 



ク ルアー ン 暗誦を の徳点 


アブー. ム ーサー アシュ アリーは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「クル アーン を読唱 する 信を は、 甘い 香りと 美味な オレンジ のよう であ 
る。 

クル アーン の 読唱を 行わ か M 言 まは、 美味では あっても 芳香の ない 挪モの 実の ような も 
ので ある。 

クル アーン を読唱 する 偽善を は、 めぼう き (を 1) のよう な もので 香りは 良い がその 味は ち 
い。 

偽善者で しかも クル アーン の 読唱を 行わない 者は、 コロ シン ト 瓜な 2) のよう で 芳香は な 〈 
その 味は 苦い」 と言われた。 

(を 1) はっかに 似た 草で 香味料 

(を の アラビア 語では ハン ザ ラと いい、 アジア、 地中 ミち 方面の 温暖 地方に 産す るの 科の 
植物 


これと 同様の ハディー スは 同一の 伝承 ま 経路を 経て 伝えられた 力 《 、ハン マー ム による ものには 
mun が q (偽善を) を お ir (邪悪な をと しづ 語に 入れ替えて ある。 



ク ルアー ンに 熟達して いるを とそれ を 口 ごもる 者の 徳点 


マ — r シャは 伝えて いる 

み使いは 「クル アーン の 読 暗に 熱 達した 者は、 気高くて 敬虔な 記録 天使と 会い まみえ る。 
卜 ち) それに 口 ごもる 者は ほり 刻ち 勉励す る ことた 二倍の 報償 ほ 2) が 得られる」 と 
申されました。 


(を 1) ここでは、 アラビア 語を 母国語と していない 人々 を 指して いるよう である 

(を 2) 二倍の 報償と しづのは、 それに 熟達した 者の 二倍と しづ 意味では ない。 

刻ち 勉励の 後、 熟達した まには、 それなりの 多くの 報償が あると いう ことで ある。 

この ハディー スは 同一の 伝承 者 経路を 経て カタ ー ダに よって 伝えられた 力 《 、 ワキー ウの ものには 
「（クル アーン の読唱 に） 困難を 見出す をには 二倍の 報償が ある」 と 述べられ ている。 


ク ルアー ン の読唱 は読唱 をの 地位の いかんを 問わず、 より 熟達せ るを によ 
る 方が 好ましい 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは ウ バイ ュ •ビン •カ アブに 「アツ ラーは 私が あなたの ために クル アーン 
を読唱 する よう お命じに なった」 と言われた。 

ウ バイ ュ はけ ツ ラーは あなたに 名指しで 私の ことを 申された のでし ようか」 と 言った。 
み使いは けツ ラーは 私に あなたの 名前を 述べられた」 と言われました。 

にれ を 聞 〈と） ウ バイ ュ ゼン •カ アブは (感激して) をいた。 

アナスは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは ウ バイ ュ •ビン •カ アブに 「アツ ラーは あなたの ため 私に 「（真理を） 拒 
否した 者 もを ネ申教 を も…」 の ル アーン 第 98 章) の 読唱を お命じに なった」 と言われた。 
彼は けツ ラーは 名指しで 化の ことを 申された のでし ようか」 と 尋ねた。 

み使いは 「その 通りです」 と 答えられた。 

この 時 か 《イュ は （感激し 口 涙を 流した。 

カターダは 伝えて いる 

私は アナス カ 《 「 アツ ラーのみ 使いは かく イュ に対して (前述の ハディー ス と） 同 じこと を 言 
われた」 と 言って いるのを 聞いた。 



ク ルアー ン の読唱 をに 読唱を 求め、 それに 傾聴して 涙を 流し 反省の 時を も 
つ ことは 好ましい ことで ある 

アブ ドッ ラー •ビン •マ スウードは 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは 私に クル アーン の 読 唱をお ホめ になった。 

私は けッ ラーのみ 使いよ、 それは あなたに 啓示され たもので すのに、 （どうしり 化が あな 
たに お読みす るので しよう」 と 言った。 

み使いは 「化は 私な 外の 誰かから それを 聞きたい の だ」 と言われた。 

そこで 私が‘ 婦人 章" を 「われが、 それぞれの ウン マから一人の 証人を 連れて 〈る 時、 また 
あなた 仏 ハン マのを、 彼等の 悪に 対する 証人と する 時は、 どんな (有 お) であろう か」 （ク 
ル アーン 第 4 章 41 節 ほで 読娼 した。 

私は 頭を 上げた。 

あるいは 誰か 私の わき 腹に 触れた のた おは 頭を 上げた。 

その 時、 私は み使いが 涙を 流されな' るのを 見た な）。 

(を） いつの 時代に も、 預言 ま 達は アッ ラーに 託された 使命を 誠実に 遂行し 人々 を 正道 
に 導いて 来た。 ムハンマドは アツ ラーの 最後の み使いと して、 大使 命を になう 存在と なつ 
た。 


彼が 涙を 流した のは、 最後の み使いと しての 責任の 大きさを 考えての ことであった。 

この ハディー スは 同一の 伝承を 経路で アア マシ ュに よっても たらされた。 

しかし これにが ブツ ラーのみ 使いが 化に 読唱を 求められ たのは 説教 台の 上であった" という 言 
葉 カ シ\ ンナー ドに よって 付加され ている。 

イブ ラ ヒーム は 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは アブ ドツ ラーゼン •マ スウードに （クル アーン の） 読唱を お求めに なっ 
た。 

彼は 「それは あなたに 啓示され ましたのに 私が 誦 まなければ なりません か」 と 言った。 
み使いは 「私は 誰か 他のを から それを 聞きたい の だ」 と言われた。 

そこで 彼び ブドツ ラーゼン •マ スウーのは その 御 方に 婦人 章の 初めから r われ 力 《、 それ 
ぞれの ウン マから一人の 証人を 連れてく る 時、 また あなた (ム ハン マのを、 彼等の 悪に 対 
する 証人と する 時は、 どんな 诸 様) であろう か」 の ル アーン 第 4 章 41 節） まで 誦ん だ。 
するとみ 使いは 涙を 流して おられた。 

これは イブ ン •マ スウードを 根拠と して 伝えられた 力 《 、 別の 伝承を 経路を 絶た ものには、 預 
言 まが‘ 私が 彼等の 中で 生ました、 あるいは 私が 彼等の 中で 生まして 来た 限りは 私が 彼 
等の 証人で ある" と言われ たと しづ 話が 伝えられて いる。 



アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

私は （シリアの 町） ヒ ムスに し が。 

その 時、 人々 は 私に クル アーン の 読唱を 求めた。 

そこで 私は 彼等に" ヨセフ 章" （第 12 章） を読唱 した。 

すると 彼等の 中の一人 がけ ツ ラーに 誓って、 それは そのよう に 啓示され たのでは なかっ 
た」 と 言った。 

私は 「ホに 災い あれ、 アツ ラーに 誓って、 私は これを アツ ラーのみ 使いに お誦 みした。 その 
カホは 私に 『あなたの 読唱は 見事で ある』 と 申された」 と 言った。 

私が その 男と 言い合って いると、 彼に 酒のに おいが した。 

私は 「お前は ミ 酉を 飲んで アツ ラーからの 聖 なる 教典を うそ 呼ばわり する。 私が お前を 鞭で 
巧つ までは 去って はなら め J と 言って、 （飲酒の） 罰と して 規定され ている ものに 従って 鞭で 
巧った。 


このような ハディー スは 同一の 伝を を 経路を 経て アア マシ ュに よっても たらされた。 

しかし アブー •ム アー ウィ ヤを経 たものに がブッ ラーのみ 使いは 私に 『あなたの 読唱は 見事で あ 
る』 と 申された" という 言葉は 除かれて いる。 



ク ルアー ン の読唱 とそれ を 教える ことの 徳点 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「あなた 方が 家族の 酣こ 帰った 時、 そこに 兰 頭の 肥えて 身 ごもった 大 
きなら 〈だが いたら 嬉しいで あろう」 と言われた。 

われわれは 「言われる 通りで ござし なす」 と 言った。 

すると、 その かたはけ け丰 時の （クル アーン の） 兰 節の 読唱は あなた 方の 誰に とっても、 兰 
頭の 肥え 身 ごもった 大きなら くだより 良い ものな ので ある」 と言われた。 

ウ クバ •ビン •アー ミルは 伝えて いる 

われわれが スツ ファ （を 1) にいた 時、 アツ ラーのみ 使いが お出に なって 「あなたち の 中で、 
毎朝、 ブト ハー ン (を のまた は アル •アキー クほ 3) に 行って 罪を 犯す け、、 あるいは 親族 
との 縁が 断たれる としづような こととは 無関係に、 二 頭の 大きな キヒ らくだを 手に入れて 〈る 
のを 望む をはない か」 と言われた。 

われわれは 「アツ ラーのみ 使いよ、 われわれは それを 望みます」 と 言った。 

するとみ 使いは 「それた あなたち の 中には 朝 モスクへ 行って 聖 クル アーン の 中の 二 節を 
教えたり、 あるいは 読唱 しようと しづ まは ない のか。 

その 行為は 二 頭の キヒ らくだより 良い ものである。 

それが 兰節 であれば に 頭のから 〈だより） 良い し 四 節なら 四 頭の けヒ らくだより） 良い。 
同様にして、 （それな 上の 節を 読む ことは） その 節の 数に 匹敵す る 叱ら 〈だより 良い ものな 
ので ある」 と 申された。 

(を 1) マデイー ナ にある 預言 まの モスクの一隅に あって、 一 段と 高い 場 巧の ことで ある。 
そこは、 アツ ラーの 道に 献身す る教 友達の 為にし つら われた ものた 常々 そこにいた 教友 
達は、 "スツ ファの 教 友" と 呼ばれて いた 

(を 2、 3) ブト ハー ンと アキーか ホ、 マデイー ナ にある 二つの 場 巧で ある。 

前を は 中む に 近い 位置に あり、 後者は 中む から 四 マイル 程の 地点に ある。 それぞれ らく 
だの ホが 開かれる ことで かられて いる 



ク ルアー ン の" 雌牛 章" (第二 章) 読 唱の徳 点 


アブ ー ウ マー マは アツ ラーのみ 使いが (次のように） 言われる のを 聞いた と 言った 
「クル アーン を読唱 せよ。 

復 まの 日、 それは それを 読唱 した まの 仲裁者と して 来て 〈れ る。 

読唱 せよ、 光輝の 二 章、 雌牛 章と イム ラーンを 章を。 

復 まの 日、 それらは あたかも 二つの 雲 か 陰の ように、 あるいは 翼を 広げた 二 群の 鳥の よ 
うに、 それを 読んだ まの 弁護の ために 来て 〈れ る。 

雌牛 章を 読唱 せよ、 その実 行は 喜びの 因で あり それの 放棄は 悲しみの 因で ある。 
魔術師に 雌牛 章は 出 まめ ことで ある」 

(ム アー ウイ ヤは 私に ここ ザ‘ 使用され た" batala (と しづ 語） は" 魔術師" を 意味す ると 言つ 
た） ほ）。 


(を) アラブは 古 まより 魔術で 知られた 民族 
このような ハディー スは 同一の 伝を を 経路を 経て ムアー ウィ ヤに よって 伝えられた。 

しかし 前述の ハディー スの 最後に ある 仏アー ウィ ヤが 云が と しづ 言葉は 述べられ てはいな か 
っ た。 

ナツ ワース ゼン •サム アーヌ は アツ ラーのみ 使い 力 《 (次のように） 言われる のを 聞いた と 言った 
「 復 まの 日、 クル アーン とその 教えに 従って 行動して 来た 人々 は、 雌牛 章と イム ラー ン家 
章に 導かれ (弁護され) るであろう」 

なおみ 使いは その 様子を 兰 つの 例で 示された 力 《 、私は 未だ それらを 忘れて はいない。 
み使いは 「その 二 章が 二つの 雲、 あるいは 明かりを つけて いる 二つの 黒い 天蓋、 または 
(クル アーン を読唱 した 人々 の 弁護の ための） 二 群の 鳥たち のよう である」 と言われた。 



開 端 章 (ク ルアー ン 第一章） と 雌牛 章 (ク ルアー ン 第二 章） の 終り 数 節の 徳 
点と 雌牛 章の 結びの 二 節 読唱の 勧め 


イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

ガブリエル カヴツ ラーのみ 使いの 側に 座って いた 時、 彼の 上で 卦る 音を 聞いた。 

彼は 頭を 上げ 「今まで 開けられなかった 天の 扉が 今日 開かれた」 と 言った。 

そして、 そこから 天使が 降りて また 時 「これは 今日 始めて 地上に 降臨され た 天使です」 と 
言った。 

天使は 挨搂 をして 「お喜び あれ、 あなた レ U 前の いかなる 預言を にも 与えられなかった 二つ 
の 光を、 あなたは 与えられた のです。 （それは) クル アーン の 開 端 章と 雌牛 章の 最後の 数 
節です。 そして、 あなたが 読唱 する ものは一文字たり と、 報償の 巧を とされめ ものは ない 
であり ましよう」 と 言った。 

アブ ドル •ラフ マー ン •ビン •ヤ ズィー ドは 伝えて いる 

私は アブー •マ スウードに そのを （力ー バ聖 殿） の 近くで 会った。 

私は 彼に 「雌牛 章の 結びの 二 節に ついて あなたを 根拠と する一つの ハディー スが 私に 伝 
わった」 と 言った。 

彼は 「確かに 私は 言った。 アツ ラーのみ 使いは 誰でも 夜、 雌牛 章の 結びの 二 節を 読唱す 
る 者は それに よって 満足を 覚える であろう」 と言われた。 

この ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て マンスールに よっても たらされた。 

アブー •マ スウードは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「夜、 雌牛 章の 結びの 二 節を 読唱 する をは 誰でも、 それに よって 谎足 
を 覚える であろう」 と言われた。 

アブ ドル •ラフ マー ンは 「私は 力ー バ聖 殿を 巡回して いる アブー •マ スウードに 出合った。 そ 
こで 私は 彼に それにつ いて 尋ねた。 すると 彼は それを アツ ラーのみ 使いから 聞いた と 私に 
話した」 


このような ハディー スげ なわち） アツ ラーのみ 使いから 聞いた とする ものは、 別の 伝承を 経路を 経 
て アブー •マス ウー ドに よって 伝えられ ている。 



洞窟 章 (クル アーン 第 18 章) 全り 0 節と 雌牛 章 (クル アーン 第 2 章) 第 255 
節 (おの 徳点 

(を）" 玉座の 節 ヴーヤ いい クル シー）" として 有名な 啓示 

アブ ー •ダ ル ダ ー ウは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「洞窟 章の 最初からの 十 節を 暗記した 者は 誘惑 （の 手） からな 護され 
る」 と言われた。 

この ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て、 カター ダに よって 伝えられた。 

しかし シュウ バ (伝承 まの一人） は 「洞窟 章の 最後の 節 _) と 言った。 

また ハン マー ムは 「洞窟 章の 最初の 節」 と 言った 

ウ バイ ユ ゼン •カ アブは 言った 

アツ ラーのみ 使いは けブー •ムン ズィ ルよ、 あなたは クル アーン の 中の どの 節が 最も 偉大 
であるか かってい ます か」 と 聞かれた。 

私は けツ ラーとその み使いが 最も 良 〈御存 かです」 と 言った。 

み使いは 巧び け ブーム ンズィ ルよ、 あなたは クル アーン の 中の どの 節が 最も 偉大で あ 
るか 知っています か」 と言われた。 

私は 「「アツ ラー、 彼の 外に 巧は なく、 永生に 自在され る 御 方」 （クル アーン 第 2 章 255 節)」 
と 言った。 

するとみ 使いは、 私の 胸を お打ちに なり 「アブ ー ムン ズイ ルよ、 その 知識が あなたに 有益 
な ものであるよう に」 と 申された （注）。 


(を にれ は アブー ■ムン ズィ ルが 正しい答えを したのに 対する 祝福で ある 



純正 章 （ク ルアー ン第 112 章） の 「言え、 彼は アツ ラー、 唯一なる 御 方で あ 
る J 読 唱の徳 点 

アブ ー •ダ ル ダ ー ウは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「誰か あなたち の 中で一夜に クル アー ンの兰 分の一を 読唱 しきれる 
をは あるか」 と言われた。 

彼等 馈 友達） は 「いかにして クル アー ンの兰 分の一も （一 夜で) 読唱出 まましょう か」 と 言 
っ た。 

み使いは 「言え、 彼は アツ ラー、 Pi - なる 御 方で ある」 の ル アーン 第 112 章 1 節） （または 
その 黃は クル アーン の； 分の一に 相当す る （内容を もつ ものである）」 ほ） と 申された。 

(を） クル アーン には、 ネ 申の 唯一性の 信仰、 イスラー ム聖 法、 人格 教育が 解かれて いる。 
アル •イフ ラー ス （純正 章） には その 兰 つの 基本的 知識の 中の一つ である ネ 申の 唯一性の 
信仰が 述べられ ている ためで ある 


この ハディー スは カター ダを 根拠と し 同一の 伝承 者 経路を 経て 伝えられた。 

なおこれ を 伝えた 伝承を の 中には、 アツ ラーのみ 使いは 「アツ ラーは クル アーン を； つの 部分に 分 
けられた。 そして 「言え、 彼は アツ ラー、 唯一なる 御 方で ある J を その 中の一つに された」 と言われ 
た、 と しづ 言葉を 付加して いるま も ある。 

この ハディー スは アブー •フライ ラを 根拠と して 伝えられた 

アツ ラーのみ 使いは 「一同、 集合せ よ、 化は あなた 方に クル アー ンの兰 分の一を 読唱 する 
であろう」 と言われた。 

人々 は 急いで 集まった。 

み使いは 出て まられ て 「言え、 彼は アツ ラー、 Pi - なる 御 方で ある」 を読唱 され まに お入り 
になった。 

われわれは 互いに 「 多分、 天から ある お告げが もたらされて み使いは 家の 中に お入りに 
なった のであろう」 と 言った。 

それから み使いは 巧び 出て まられ 「私は あなた 方に クル アー ンの兰 分の一を 読む であろ 
うと 述べた。 そして一同 むに 止めて お 〈が 良い。 これ (純正 章） は クル アー ンの兰 分の一に 
ホ 目 当す る」 と言われた。 

アブー •フライ ラは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは われわれの 巧に 出て 来られ 「私は あなたち に クル アー ンの兰 分の一 
を 読む であろう」 と言われた。 

そして 「言え、 彼は アツ ラー、 唯一なる 御 方で ある J を その 章の 終りまで 読唱 された。 



アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは 一 人の 男を 分遣隊に 送られました。 

その 人は 彼の 仲間の ために 礼 巧の 時は クル アーン の 読唱を 巧って いました。 

彼は 「言え、 彼は アツ ラー、 唯一なる 御 方で ある」 で (読 唱） を 終りました。 

彼等が 帰った 時、 そのこと が アツ ラーのみ 使いに 告げられました。 

み使いは 彼等に 「どうして 彼が そのよう にした のかを 尋ねて みよ」 と 申されました。 

彼等は 彼に 尋ねました。 

すると、 彼は 「それは 慈悲 深い 特性を もつ ものた 私は それを 読唱 する のを 好む のです」 
と 答えました。 

にれ を 聞い 口み 使いは 「彼に、 アツ ラーが あなたを 愛する であろう、 と 告げよ」 と 彼等に 
言われました。 



アツ ラーの 御 加護を ホめ 願う 二 章 (ク ルアー ン第 113 章、 第 114 章) 読唱の 
徳点 


ウ クバ ゼン •アー ミルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「今日、 啓示され た 数 節は 何とす ばらしい のであろう。 私は そのような 
ものは 今まで 知らなかった」 と言われた。 

それが 言え 『黎明の 主に 御 加護を 求め 願う J 1」 （クル アーン 第 1 1 3 章) と、 「言え 「御 加護を 
ホめ 願う JI 」 （クル アーン 第 1 1 4 章） であるな）。 

(を) 両章 とも 数 節から 成る 短い 章で ある 

ウ クバ •ビン •アー ミルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 私に 「私が 今まで 全 〈知らなかった げばら しい） 数 節の 啓示が あった。 
それらは 「御 加護を 求め 願う _! 二つの 章な け ある」 と言われた。 

(を） この 二 章は 前述の r 黎明 章」 と r 人々 章 J である 

この ハディー スは 別の 伝承を 経路で 伝えられた。 

なお、 これは 預言を の教 友から 直接 伝えられた ものである。 



クル アーン の 教えを 実践し イスラー ムま学 その他より 学んだ ものを 遵守し 
かつ それを 教える 者の 徳点 

サー リムは 彼の 父を 根拠と して 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは 「ねたみは （次の） 二 例を 除いては 正当では ない。 

(その一は） アッ ラーによって クル アーン （のか 識) をち えられ、 昼と いわず 夜と いわず それ 
を 読唱し （その 内容を 実践) する 者に 巧して である。 

(その 二は) アッ ラーによって 富を 与えられ、 昼と いわず 夜と いわず (他人の 幸福を 願い ア 
ッ ラーの 御 満足を ホめ て) それを 消費す る 者に 巧して である」 と言われた。 

サー リム ゼン •アブ ドッ ラー ビン •ウマルは 彼の 父を 根拠と して 饮 のこと が 言った と 伝えられて 
いる 

アッ ラーのみ 使いは 「ねたみは （次の） 二 例を 除いては 正当では ない。 

すなわち、 アッ ラーによって この 書物の 知識 (クル アーン の 知識) をち えられ、 昼と いわず 
夜と いわず それを 読唱し (それを 実践す る） をに 巧して である。 

そして、 （もう一例は) アッ ラーから 富を ち えられ、 それを 昼と なく 夜と な 〈、 慈善の ために 費 
すまに 巧して である」 と言われた。 

アブ ドッ ラー •ビン •マ スウードは 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは 「ねたみは （次の） 二 例を 除いては 正当では ない。 

(すなわち） アッ ラーによって 富を ち えられ、 それを 真理の ために 行使す る 者に 巧して。 
そして （もう一例は） アッ ラーによって か 恵 （を） を 与えられ、 それに よって いろいろな （事件、 
懸案な どを) 解決し、 また （人々 に） それを 教える をに 巧して である」 と言われた。 

(をに こで いう 知恵は、 クル アーン や スン ナの 勉強を とおして 得られた 洞察力を 意味す る 
とされる 

アー ミル ゼン. ワー スイ ラは 伝えて いる 

ナー フイ ウ ゼン-アブ ドル •ハーリスは ウス ファー ンの 地で ウマルに 会った。 

ウマルは 彼を マッカで 徴税を として 採用して いた。 

彼は ナー フイ ウに 「あなたは 峡谷の 人々 に 巧し 誰を 徴税を として 採用した か」 と 言った。 

彼は 「イブ ン •アブ ザーと しづをです」 と 答えた。 

「イブ ン •アブ ザーとは どのような まか」 と ウマルは 尋ねた。 

彼は 「それは われわれの マウラー (奴隸 の 身分から 解放され た 自由 民) です」 と 答えた。 
「そうか、 あなたは 彼等に 巧して マウラーを 指名した のか」 

「はし、、 彼は アッ ラーの 聖 なる 教典の 良き 読唱 をです。 また 宗教 上の 諸事に も 精通して お 



ります」 

これを 聞いて ウマルは ほこと、 あなた 方の 預言 まは 『アツ ラーはこの 聖 なる 教典に よって 
ある 人々 を 高め、 また 他のを 達の 等級を 下げ 給う ほ)』 と 申されて いた」 と 言った。 

(を) クル アーン を 信じ それに 従って 行動す る 者の 社会的 地位は 高まり、 それに 反して、 記 
憶 もせず 行動 も 起こさな いま 達の 地位は 下る 

前述と 同様な ハディー スは 別な 語り手で も 伝えられて いる。 



ク ルアー ンの セつ の読唱 法と その 意図の 説明 

ウマル ■ビン •ハッター ブは 言った 

私は ヒシ ャーム •ビン •ハキー ム •ビン •ヒ ザー ムが 識別 章 （クル アーン 第の 章） を、 私の 読 
唱 とは 違った 誦 みちで 行って いるのを 聞いた。 

アッ ラーのみ 使いは 私に 読唱を お教えに なって いたのた 化は 彼に 論争を しかけん ばか 
りであった。 

しかし 彼が (その 読唱が 終える まで 待った。 

それから、 私は 彼の 外衣を 個み、 彼を アッ ラーのみ 使いの 許に 連れて来て 言った。 

「アッ ラーのみ 使いよ、 私は このを が、 あなたが 秘に 教えて 下さった 読唱 とは 異なった 様 
式た 識別 章を 読唱し t いるのを 聞きました」 

すると アッ ラーのみ 使いは 秘に 「御 こ 力なわずに (そのまま にして） お 〈が 良い」 と言われ、 
彼から 彼の 読唱を 求められた。 

(それを 聞かれた 後) み使いは 「それは そのよう にく だされた のです」 と言われ、 私に も 「読 
唱 せよ」 と言われた。 

そこで 私は 私の 様式で 読唱 した。 

彼は 「それは そのよう に 〈だされた のです。 クル アーン は セつ の 方言で 〈だされた のです。 
そう しづ わけた その 中から 容易と 思われる 様式で 読唱 せんと 申された な）。 

(をに の ハディー ス に関しては、 真実の 意を めぐって 非常に 多 〈の 解釈と 多数の 学を の 
激論の 交換が あった。 

しかしながら、 現在では クル アーン は 単に それを 読唱 する をが 困難で ないように、 セつ の 
方言に よる 読み方が あると しづ 意見で一致 している 

この ハディー スは ウマル ゼン •ハッター ブ によって 伝えられた 力 《 、 （伝承 者に より） 若干の 言葉の 
ホ 目 違を もっている。 

げ なわち） 「私は アッ ラーの 御 使いが 生存 中、 ヒシ ャーム ゼン •ハキー ムが 識別 章を 読唱 してい 
るのを 聞いた」 である。 

残りの ハディー スは 同様 だ 力 《 、その 中に 「私は 礼拝 中に 彼に つかみかかろ うとした 力 《 、彼が けけ 丰 
の 終りの） 挨搂 をる ますまで 待った」 と しづ 付加 も ある。 

この ハディー スは 別の 伝承を 経路で も 伝わって いる。 

イブ ン •ア ッバー ス はおえ ている 

アッ ラーのみ 使い はげ ブリエ ルは 私に一つの 様式での 読唱を 教えた。 私は 彼の 意見を 
請い 更に 多 〈の (様式) をち える よう 願った。 すると 彼は それに 応じ ヴッ ラーの 御 許しを 



得） て セつ の 方言まで 増加して 〈れ た」 

イブ ン •シ ハー ブは 「その セつ の 方言は それぞれ 非常に 重要な もので あり、 どれが 許され 
て どれが 禁止され ると しづよう な 相違を もつ ものでは なし \ と しづこと がわかった」 と 言つ 
た。 


前述の ハディー スは 別の 語り手で も 伝えられ ている。 

ウバ イユ ゼン •カ アブは 伝えて いる 

私が モスクに いた 時、 一 人の 男が 入って まて 礼拝し、 私が 反対した 様式で け ル アーン 
が読唱 した。 

それから また、 別の 男が 入って まて 先の 仲間とは 違った 様式で 読唱 した。 
われわれ一同が 礼拝を 終えた 時、 預言を の 巧に 入って 行った。 

私は み使いに じの まは 私が 反対した 様式で 読唱を 行いました。 それから 別の 者が 入っ 
てまて、 彼の 友人とは また 違った 様式で 読唱を 行いました」 と 言った。 

すると、 アツ ラーのみ 使いは その 二人に 読唱を 求められた。 

二人が 読唱し 終える と、 み使いは 両 をの 読唱の 様式に 賛成の 意を 表された。 

その 時 私の むには ジャー ヒリー ヤ 時代に さえ 起きなかった 預言 能力に がする ある 種の 否 
定の 気持ちが 起こった。 

アツ ラーのみ 使いは （悪い 考えに よる） 私の むの 動きを みて、 私の 胸を お打ちに なった。 
私は 冷や汗が どっと 溢れ出る のを 感じた。 

それは ちょうど 恐怖の 念で アツ ラーを 見つめて いるかの ようであった。 

彼は 化に 言われた 

「か 《イュ よ、 神託は (初め） 私に一つの 方言で クル アーン を読唱 する よう 降った。 

私は" 化の 国民の ために (諸事を) 容易なら しめ 給え" とが 願した。 

すると、 私に 『それは 二つの 方言で 読唱 して 良い J ] との お告げが あった。 

私は ほた）" 化の 国民の ために 諸事を 容易なら しめ 給え" と析 願した。 

すると、 私に 『それは セつ の 方言で 読唱 して 良い J ] との お告げが あった。 

今 ネムは あなたが 捜し ホめ ていた 問題の一 つ一つに ついて 答えた。 

私は 既に 二度" お、 アツ ラー、 私の 国民を お許し 下さい、 私の 国民を お許し 下さい" と析願 
した。 

ここに 私は 預言を イブ ラ ヒーム を 含め、 全ての 人々 が 私に （仲裁が 頼む 日の 為に 第； の 
仲裁 (の 祈願) を 延期して いる」 


ウ バイ ュ ゼン •カ アブは 伝えて いる 

彼 力な スクに 座っ ながこ 時、一 人の 男が 入って まて 礼拝を 行い 読唱 した。 
この 後の ハディー スは （前述の ものと） 同一である。 



ウバ イユ ゼン •カ アブは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが ギフ アール 族の 沼地の 近 〈に おられた 時、 ガブリエルが 彼の 巧に 来 
て 「アツ ラーは あなたに あなたの 国民が クル アーン を一つの 方言で 読唱 する ことを お命じ 
に なられました」 と 言った。 

み使いは 「私は アツ ラーの 御 救済と お許しを 巧り ます。 私の 国民は 仰せの ようには 出来な 
いでし よう」 と 申された。 

それから ガブリエル はち 度み 使いの 巧に まて 「アツ ラーは あなたに あなたの 国民が 二つ 
の 方言で 読唱 する よう お命じに なりました」 と 言った。 

み使いは 「私は アツ ラーの 御 救済と 御 許しを ネ 斤り まん 私の 国民は 仰せの ようには 出来な 
し、 でしよう」 と言われた。 

それから、 彼は； 度み 使いの 巧に まて 「アツ ラーは あなたに あなたの 国民 力 《 クル アーン を 
兰 つの 方言で 読唱 する よう お命じに なりました」 と 言った。 

み使いは 「私は アツ ラーの 御 救済と 御 許しを ネ斤 りまん 私の 国民は 仰せの ようには 出来な 
し、 でしよう」 と言われた。 

それから、 彼は 四 度み 使いの 巧に まて 「アツ ラーは あなたに あなたの 国民が クル アーン 
を 七つの 方言で 読唱 する よう お命じに なられました。 

それで （それらの 中の） どの 方言で 人々 がそれ を読唱 しても 彼等は 正しい のです」 と 言つ 

た。 


この ハ ディースは 別の 伝承 者 経路を 経ても もたらされ ている。 



クル アーン の読唱 は、 ある 程度の スピー ドと 明瞭 さがなければ ならない。 
しかし 度を越え た 速さは 慎まねば ならない。 

なん ーラ カー ト における 読唱 に、 二 章ない しそれ な 上の 章の 結合が 許され 
ている 

アブ— •ワ —イ ルは 伝えて いる 

ナヒー クゼ ン • ス イナー ン という 名 の 者が アブ ドツ ラー (ゼン • マ スウード） の 巧に 来て 「ア 
ブドル •ラフ マ ー ンの 父よ、 あなたは い とし 0 J!— C u-ojT min ma'in ghaira ぉ in または、 い 
と し〇 J； _ i Lj min ma’in ghaira y ぉ in に 見られる alif または ya (注 1 ) を ど のように 読まれ 
るので すか」 と 尋ねた。 

アブ ドツ ラーは 「あなたは ここにけ 旨 摘した） ものを 除いて クル アーン 全てを 記憶され たよう 
です わ」 と （答えに ならない ことを） 言った （をの。 

ナヒ ークは (巧び） 「私はーラ カー トで 全ての 解明 諸 章 (注 3) を読唱 します」 と 言った。 

アブ ドツ ラーは 「 （あなたは それを) 詩の 朗唱の ように 朗朗と 読まなければ ならない。 

まこと、 多 〈の 人々 が クル アーン を読唱 する。 

しかし それは 彼等の 鎖骨より 下に 降りる ことは ない なが。 

それが むにまで 到達して そこに 根を 張り、 確固不動の ものと なって こそ 有益な ので ある。 
礼拝での 最 重要 事は 立 礼と 叩頭で ある。 

私は アツ ラーのみ 使いが 立 礼 ごとに 二つの 章を 結合 させて おられた のに 気付いて いる 
はの」 

こう 言って、 アブ ドツ ラーは 立って 出て 行った。 

その 直後、 アル カマが 入って 来た。 

彼は われわれに 近付き 「イブ ン •ヌ マん レカ シ ぶーラ 族の 男が アブ ドツ ラーの 抓 こ 来た、 と 
は 言った 力 《 、ナヒ ーク •ビン •ス イナー ンと しづ 名前は 出さなかった」 と 言った。 

(注 1 ) ぉ in の a (アリ フ） と y ぉ in の ya (ヤ ー ） 

(を の そのような 問題は 取る に 足らめ ものた クル アーン には、 他に 重要な 問題が を 〈あ 
ると しづこと を 暗に 示した の だと しづ 

(を 3、 5) アブー •タウードは み使いが どの 章を 結合 させて いたかに ついて 述べて いる。 
それによ ると、 ーラ カー ト目 にが‘ 慈悲 あまねく 御 方 章" （第 55 章） と "星 章" （第 53 章) を 
結合 させ、 第ニ ラ カートでは" 月 章" (第 54 章) ど‘ 真実 章" (第 69 章) を 結合され た。 同様に 
して、 "山 章" (第 52 章) と" 撒き散らす もの 章" (第 51 章) そして" 出来事 章" (第 56 章) と 
"筆 章" （第 68 章）、 "階段 章" (第 70 章) と" 引き離す もの 章" (第 79 章) そして" 慈善 章" (第 
1 の 章) と" 眉を ひそめて 章" (第 80 章）、 "包る ま 章" (第 74 章) ど‘ 巧を まとう を 章" (第 73 
章)、 "人間 章" (第 76 章) と" 復ま 章" (第 75 章)、 "消息 章" (第 78 章) ど‘ 送られる 者 章" 
(第 77 章）、" 煙 震 章" (第 44 章) ど‘ 包み隠す 章" (第 81 章) などで ある。 



これらのを 章が いわゆる ムフ ァツ サルけ 军明諸 章） とされて いるのは、 その それぞれ がそ 
れ だけで 完備され 他とは 明瞭に 分離され た 独自 の 存在 だからで ある 
(を が クル アーン は 完全な 知識、 知恵、 信仰な どの 教えを 内蔵す る 巨大な ま 庫で ある。 
しかし それは まむ からの 宗教 的献 むを もって のぞまない 限り 開 〈ことが 出来ない もので あ 
る 

アブー •ワ r ルは 伝えて いる 

ナ ヒーク ゼン •ス ィナー ンと しづをが アブ ドツ ラーの 耐 こまた。 

そして （次に 記す ことを 除いて） 残余の ハディー スは 同一である。 

(すなわち） アル カマは 彼び ブドツ ラ ー ■ ビン •マ スウード） の耐 こやって 来た。 

そこた われわれは アル カマに 「彼に み使いがーラ カー トに 読唱 されて いた 諸 章に ついて 
尋ねなさい」 と 言った。 

すると、 彼は アブ ドツ ラーの 耐こ 入って 尋ねた。 

そして、 われわれの 酣こ 戻って まると け ブドツ ラーが 編集した 解明 諸 章の 数は 20 章で あ 
る」 と 言った。 

この ハディー スは 同一の 伝承を 経路を 経て、 アア マシ ュに よっても たらされた。 

その 中に ヴブ ドツ ラーゼン •マ スウード） は 「私は アツ ラーのみ 使いはーラ カー トで二 章 お 読 別 こ 
なって いた。 それ 故 十 ラ カー ト では 二十 章と なる」 と 言った、 というの も ある。 

アブ— •ワ —イ ルは 伝えて いる 

われわれは ある 日、 早朝の 礼拝を 行った 後、 アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードの 巧に 行き 門 
の 側に 立って 挨楼 した。 

彼は われわれに 入る よう 言った が、 なおし ばら 〈の 間、 門の 巧に 立って いた。 

すると、 女の 召使いが 出て 来て 「皆様 方、 どうして 内に お入りに ならない のです か」 と 言っ 
た。 

そこた われわれは 内に 入った。 

そこには、 アブ ドツ ラー •ビン •マ スウーが ヴツ ラーを 讚美し な 力 も 座って いた。 

彼は 「おが 入りな み'^ と 言った のに どうして あなたち はお 入りに ならなかった のです か」 

と 言った。 

わたし 達は 「いえ、 別に どうと しづ わけではありません。 ただ 御 家族の 中で どなた か 未だ お 
休みでは ない のかと 考えた のです」 と 言った。 

彼は 「あなた 方は イブ ン •ウン ム •アブ ド (注り の 家 おこ （宗教 上の 義務の 上で) 何 か 怠慢 
な ことがあ ると 思った のです か」 と 言った。 

そう 言って 彼は (ちび) アツ ラーを 讚美し 始めた が (その 時) 太陽は 昇っな、 ると 思った。 
そして 例の 女性に 「太陽は 异っ たであろう。 見よ」 と 言った。 



彼女が かを 見る と 太陽は 未だ 昇っな々 かった。 

彼は また アツ ラーを 讚美し 始めた。 

そしてもう 太陽は 昇った であろうと 考えて、 その 女性に 「太陽は 异っ たであろう。 見て みん 
と 言った。 

この 時 太陽は 昇って いた。 

彼は 「われわれは この一日、 われらの 罪を お咎めに ならなかった アツ ラーを 讚美し 奉る」 と 
言った。 

け ハディ ーは r 私は 彼が 『アツ ラーはわれ われが 罪深 〈ある にもかかわらず われわれを 
破滅 させ 給わず』 と 言った と 思う」 と 述べた） 

人々 の 間にいた一人の 男が 「私は 昨夜の 間にす ベての 解明 諸 章を 読唱 しました」 と 言っ 
た。 

アブ ドツ ラーは 「あなたは それを 詩の ように (朗朗と 読まなければ ならない）。 私は (み使い 
が) 幾 章 かを 結合され て読唱 される のを 聞いた。 

なお、 私は 彼が 結合 させて 読唱 されな、 た 章を 覚えて いる。 

それは 解明 諸 章の 18 の 章と ハ ー ■ ミー ム （を ので 始まって いる 二つの 章であった」 と 言つ 
た。 


(を 1) イブ ン •ウン ム •アブ ドとは、 アブ ドッ ラーの 母の 息子と しづ 意で あるから、 彼 自身の 
ことを 言って いる 

(を 2) クル アーン の 章の 中には、 アリ フ .ラー ム .ミー ム 、アリ フ .ラー ム .ミー ム ■サー ド ある 
いは アリ フ •ラー ム •ラーのように、 深遠 ネ申秘 な 真理を 表わす 象徴と 解され る 文字で 始まる 
章が ある。 

この ハディー ス にある ハ ー ■ ミー ムで 始まる 章は 40、 41 、 42、 43、 44、 45、 が の 各 章で ある。 
それの 意味す る ものに ついては 諸説が あるが、 本当の 意は アツ ラーのみが 御 巧知で ある 
とされて いる 


シャキ ー クは {五え ている 

名前が ナ ヒーク ゼン •ス イナー ン としづよ うに 言われて いる ハジーラ 族の 男が、 アブ ドツラ 
-の耐 こまて 「私は 解明 諸 章をーラ カー トで 読唱 します」 と 言った。 

アブ ドツ ラーは 「あなたは それを 詩の 朗唱の ように 朗朗と 読まなければ ならない。 私は アツ 
ラーのみ 使いがーラ カー トで 結合して 読唱 されて しが 解明 諸 章の、 それぞれの 二 章が ど 
れ であるかを かった」 と 言った。 



アブ— •ワ —イ ルは 伝えて いる 

ある 男が アブ ドツ ラー •ビン •マ スウードの 抓 こ 来て 「私は 解明 諸 章を一晩の 中に すべて 読 
唱 しました」 と 言った。 

アブ ドツ ラーは 「あなたは それを 詩の 朗唱の ように 朗朗と 読まなければ ならない」 と 言った。 
そして 彼は 「おは アツ ラーのみ 使いが 結合され な、 た 各 二 章を 知った」 と 言い、 20 の 解明 
諸 章と (み使い カリーラ カー トで (それら 20 章の 中から） 結合され ていた 各 二 章に ついて 述 
ベた。 



ク ルアー ン 読誦に 関する ことがら 


アブ ー •イス ハ ー クは •(占えて いる 

私は、 モスクで クル アーン を 教えて いた ア スワ ド' •ビン •ヤ ズィー ドに、 ある 男 カバ 次の よう 
に） 尋ねて いるのを 見た。 

「 あなたは この 節の J_ ^い j._J わ hal min mud ぉ kir の：! d と i dh のい ず れに お読みに 
なります か J 

「それは J d です。 私は アブ ドツ ラーゼン •マ スウードが 『アツ ラーのみ 使いは > 心 ム^ 

mud お kir を J d で 読まれて いるのを 聞いた』 と 言って いたのを がって います」 とア スワ ドは 

言った。 


イス ハー クは アブ ドツ ラーゼン •マ スウードを 根拠と して 伝えて いる 

彼が ア スワ ドから 聞いた 話では、 アツ ラーのみ 使いは い fahal min mud ぉ kir と 
読まれて いたと しづこと て ある。 

アル カマは 伝えて いる 

われわれは シリアに 行った。 その 時 アブ ー ダル ダー ウ がわれ われの 巧に 来て 「どなた か 
あなた 方の 中で アブ ドツ ラーの 読唱で 読まれる 方はありません か」 と 言った。 

私は 「はい、 私が 読みましょう」 と 言った。 

彼は 巧び 言った 

「あなたは アブ ドツラ ー が この 節 J I i [ \«3’|-|3り-卜邮3乂36|15|13(覆われる夜 

において） を どのように 読んだ か 聞きました か」 

彼 （アル カマ） は 「私は 彼が I J I り j._J JU I J ^ iSn j wa1-lai トト idha 

yaghsha wa' dhdhakar- 卜 wa'I-untha (覆われる 夜に おいて、 男女を） のように 読む のを 聞い 
た」 と 言った。 

彼は けツ ラーに 誓って、 私は アツ ラーのみ 使いが (それとは 異なって、 これこれの ように） 
読まれる のを 聞いた」 と 言った。 

この 他、 彼等 （シリアの ムス リム 達） は 私に 巧して ^ wama khalaqa (創造され たお 
方に) を 読み 入れる よう 望んだ。 

しかし 私は 彼等に 従わなかった (注）。 

(を） これは 夜 章 (第 92 章） の 一節から 兰節 間の、 語句の 脱落に 関する 問題で ある。 

時に、 クル アーン の 集録は ウス マー ンの 時代に なって からであった。 

それまでは、 アブ ドツ ラーのよ うな クル アーン を 読唱し 説明す る 人は 自分の 記憶の ため、 
また 説 巧の ために 部分的に 書き留め ていた 程度に 過ぎない。 

このような わけで、 これは アブ ドツ ラーカ 《 クル アーン の 完全な ものを 巧 持して いなかった た 



めに 起こった 問題で ある。 

ところで、 アブ ドツ ラーが 脱落 させた 言葉は Lo お j ma khala が (創造され たお 方 口で ある。 
彼が 常々 読唱 していた のは、 この ハディー ス には 記述され てはいな いが J ぃ！ 

に iti— I J L^_LJ I j I i I l ^ JlJ I 5 ピ J j、 I j wa’Haih—idha yaghsha 

wan-nahar-Hdha tajalla wa'dhdhakar- 卜 wa'I-untha (覆われた 夜に おいて、 輝く 昼に おいて、 
男女を） である。 

ここで、 実は 対格で あるべき はずの 次の 語が J I j 

wa'dhdhakharH-wa’II-untha のように 属格に なって いるのは、 アブ ドツラ ー の メモランダム 
には、 し 0 ふじ ma khala が が 欠落して いた 為で ある。 

なお、 ハ ディ ー ス にが' シリアの 人々 は 私に Lo ふじ ma khala が を 読み 入れる よう 望んだ" 
と あるが、 これは その 言葉を 読み 入れて、 その 目 的 語と して >^JU I I j 

a'dhdhakar-a-wa’l-untha と 巧 格で 読む よう 望んだ と しづ 意味で ある 

イブ ラ ヒー ムは 伝えて いる 

アル カマは シリアに 采て モスクに 入った。 

礼拝を 終えた 後 そこに 輪に なって 座って いた 人々 の グルー プに 加わった。 

その 時、 一人の 男が そこに また。 私は （彼の 到来に） 人々 の 困惑した 気配を 感じ取った。 
その 男は 私の 側に 座って 「あなたは アブ ドツ ラーが どのように （クル アーン お読唱 してい 
たかがって いるか」 と 言った。 

残余の ハディー スは 既述の 通りで ある。 

アル カマは 伝えて いる 

私は アブー •ダル ダー ウに 会った。 

彼は 化に 「あなたの お 国は どちらで すか」 と 言った。 

私は 「イラクの まです」 と 言った。 

彼は 巧び 「で、 どちらの 都巿 です か」 と 尋ねた。 

私は 「クー ファに 住んで います」 と 答えた。 

彼は また 「あなたは アブ ドツラ ー • ビン •マ スウードに 習って 読唱 している のです か」 と 言っ 
た。 

私は 「はい、 そうです」 と 言った。 

彼は 「この J_! 斗」 I j I i ! wa'I-laiH-Wha 乂 3 かか 3 (覆われる夜において） の節を読唱 
して 下さい」 と 言った。 

そこで 私は J_ ； 斗 」 I J I i I : r ム ^ J レ '^」 I J I i I ,, _ 14 J-JU I j I j wa’Haihi-idha 

yaghsha wan-nahar-Hdha tajalla wa’dhdhakar— hwa'I-untha (覆われた 夜に おいて、 輝 〈昼 
において、 男女を） と読唱 した。 

すると 彼は 笑し' 「私は アツ ラーのみ 使いが にれ これの ように) 読まれる のを 聞いて いる」 と 



言った (注）。 


(を) アブー ダル ダー ウが 笑った のは、 読唱 された 節の 中の 山 心 khala が という 語の 脱落 
に 帰 因す ると 考えられる。 

前述した ように、 預言 まから クル アーン の 集録 •記述を 委任され た 人達を 除いては、 自身 
の 記憶の 為に 部分的に メモを 取る 程度であった と しづ。 

従って、 その 中には 言葉の 脱落が あった の も 十分に あり 得る ことで ある 

この ハディー スは 別の 伝承を 経路を 経て 伝えられた ものである。 



礼拝が 禁止され ている 時刻に ついて 


アブー •フライ ラは 次のように 言った と 伝えられ ている 

アッ ラーのみ 使いは アスルの 礼拝 後日 巧 また また 早朝の 礼拝 後 太陽が 昇る までの 間 
は、 礼拝の 挙行を 禁じられた。 

イブ ン •ア ツバー スは 伝えて いる 

私は 多くの 教 友達から それ (前述の ハ ディース) を 聞いた が、 その 中の一人で 私の 最も 親 
愛な ち ウマル •ビン •ハッター ブ はけ ッ ラーのみ 使いは、 早朝の 礼 巧から 日の出までと、 
アスルの 後日 ミ曼 また 礼拝の き 行を 禁じられた」 と 言った。 

この ハ ディースは 同一の 伝承を 経路で カターダに よっても たらされ たが 言葉に 若干のを 
更が ある。 

アブー ■サイード •フ ドリーはおえ ている 

アッ ラーのみ 使いは 「アスルの 礼拝の 後より 曰 おまでの 間の 礼キ丰 は、 有効では ない。 

また 早朝の 礼拝の 後より 曰の 出までの 間の 礼拝 も、 有効では ない」 と言われた。 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは 「あなたち一人 たりと 太陽が 异る 時、 また それが 沈む 時に 礼拝を 意 
図して はなら め J と言われた。 

イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アッ ラーのみ 使いは 「あなた 方は 太陽が 异る 時、 または それが なむ 時に 礼拝を 意図して 
はなら め。 

それは 悪魔の 角の 間に 异 るの だ (を）」 と言われた。 

(を) 背信を、 特に 太陽 崇挥 またち がその 時刻に 太陽に 向かって ひれ 伏す ため、 とい わ 
れ ている 


イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 「太陽の 縁が 現れ 始めたら、 それが 完全に 現れる まで 礼拝を 延ばす 
が お、。 

また 太陽の 縁が 沈み かけたら、 それが 完全に なむまで 礼拝を 延ばす がよ い」 と言われ 
た。 


アブー •バスラ-ギフ ァ ーリー はおえ てし、 る 



アツ ラーのみ 使いは ム ハン マス （地名） で われわれの アスルの 礼 巧を 先導され た。 

その 時み 使いは 「この 礼拝は あなた 方の 前に （生き そして） t 〈なられた 方々 のために、 棒 
げられ たもので ある。 

その 人々 は （多忙の 時期に 生きられた ために) 礼拝の 継続を 放棄せ ざるを 得なかった の 
である。 

この 礼拝を 遵守し 続ける をには、 アツ ラーから 二倍の 報償が ある。 

そして、 その 礼拝の 後 星が 現れる までの 礼 巧は 有効では ない」 と言われた。 

この ハディー スは 別の 伝承を 経路を 経て、 アブー •バスラ •ギ ファー リー によっても たらされた。 

ウ クバ •ビン •アー ミルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いが われわれに 禁じられた 礼拝の 時刻と、 死者 埋葬の 時刻が ある。 
それは 太陽が 昇り 始めて 高くなる までの 間、 太陽が 中央に かかる 刻から 傾 〈間、 そして そ 
れが ホみ 始めてから なんで しまうまでの 間で ある。 



アム ル •ビン •アバ サの イスラー ム への 帰依に ついて 

アム ル ゼン •アバ サ • スラ ミーは 伝えて いる 

私は ジャー ヒリー ヤ 時代に 人々 は 正道を 誤って 歩いて いると 考えて いた。 

彼等は 偶像を 崇拝し (正道と 考えられる ようが まともな 生き方は 何一つし てし々 かった の 
だ。 

時に、 私は マッカで 頒言的 知識に 基づいて) 情報を 与える 人物に ついて 耳に した。 

そこで 私は らくだに 乗って その かたを 尋ねた。 

その 頃 アッ ラーのみ 使いは その 地の 人々 に 厳しい 仕打ちを 受けて いたので、 身を 隠して 
おいででした。 

そこた 私は け ッカの 人々 に） 友交 的な 態度を とる ことで （はじめ 口 その かたの 抓 こ 行き 
つ 〈ことが 出 また。 

私は 彼に 会って 「あなたは どのような ちな のです か」 と 言った。 

彼は 「秘は 預言を である」 と言われました。 

私は (巧び） 「預言者とは どのよう なをです か」 と 尋ねた。 

彼は けッ ラーから そのみ 使いと して 送られた をで ある」 と言われた。 

私は けッ ラーは どのような 事柄で あなたを (み使いと して) 送られた のです か」 と 言った。 
彼は 「 ヴッ ラーは 愛情 や 思いやりで) 血族関係を 強固に し 偶像を お壊し、 そして アッ ラー 
は 唯一にして 同位を は 全 〈おいこと を 宣言す るた めで ある」 と 申された。 

私は 「それで、 （それらの ことを 信じ） あなたと (巧 動 お 共に している のは 誰です か」 と 尋ね 
た。 

彼は 「 一 人の 立派な 巿 民と一人の 奴隸 である」 と 申された。 

(彼 〔伝承を〕 は 「その 時み 使と一御 こいた まは イスラー ムに 帰依した 人々 の 中の アブー- 
バクルと ビラー ルであった」 と 言った）。 

その 時 私は み使いに 「私は あなたに ついて 参ります」 と 言った。 

彼は 「今は そのよう にす る わけには 行かめ。 あなたは 私 や (私の） 人々 が 厳しい 状況 下に 
あるのを からない のです か。 

あなたは 御 家族の 許に 帰って 私の 勝利を 聞いたら お出になる とよい」 と 申された。 

それで、 私は 私の 家族の 巧に 帰った。 

私は 色々 の 情報を 得ようと して 多 〈の 人々 を 尋ねた。 

この 時、 ヤス リブ (マディー ナ） の 人達の グルー プが 私の 巧を 訪れた。 

私は (彼等に） り ディー ナに まられ た 方は どうされ ました か」 と 尋ねた。 

彼等は 「人々 は その 方の 許に 馳せ参じました。 一方、 彼の地の 人々 （マッカの 多神教 徒 
達） はみ 使いを 殺害し ようと 企てました がまた せませんでした」 と 話した。 

(この 話を 聞いた 時) 私は マディーナに 行った。 

そしてみ 使いに お会いして 「アッ ラーのみ 使いよ、 あなたは 私を 御存知で すか」 と 言った。 



み使いは 「存じて いる。 あなたは マッカで お会いし たちで ある」 と 申された。 私は 「その 通り 
です」 と 言った。 

つづけて 「預言を よ、 アッ ラーが あなたに 教えられた ことで 私が がらない と 思われる ことに 
ついて お話し 下さい。 礼拝に ついても 是非」 と 言った。 

その かたは 申された 
「早朝の 礼拝を 挙行しなさい。 

それから 太陽が 昇りき るまでは それを 止めな み、。 

それが 昇る 時は 悪魔の 角の 間に 异って 来る のです。 

その 刻、 背信 ま 達は それに 巧して ひれ 伏す のです。 

それから 礼拝し なみ、 

まこと、 槍の 影が け 地から） 消える まで (おの 礼 街 ホ 天使が それを 証明して 〈れる もの 
です。 

その後、 礼拝を (再び) 止めなさい。 

その 刻、 地獄の 業义は 燃えさ かってい る 最中です。 

影が 長 〈なって きたら 礼拝 しなさい。 

アスルの 前の 礼 巧は 天使が それを 証明して くれます。 

その後 太陽が なみきる までは 礼拝を 止めな み、。 

それは 悪魔の 角の 間に ホみ ます。 その 刻、 背信者 達は それに 巧して ひれ 伏す のです」 
私は （次に） 「預言者よ、 ホ おの ことにつ いて お話し 下み なせんで しょう か」 と 言った。 
み使いは 申しました 

「あなた 方 誰でも ホ おに 水を 使用して 口を すすぎ 鼻孔を 清潔に すれば、 その まの 顔、 口、 
鼻孔の 過ち が 流し 落される の です。 

それから 、アッ ラーが お命じに なった ように 顔を 洗えば その 者の 顔の 過ちは あご 藍の 先端 
から 水と 共に 落ちます。 

そして、 両手で がまで 洗えば、 その 者の 両手の 過ちは 指先から 水と 共に 落ちます。 
髪の毛を めぐえば、 その 者の 頭の 過ちは 頭髪の 先端から 水と 共に 落ちます。 

両足を 〈るぶ しまで 洗えば、 その 過ちは 指先から 水と 共に 落ちます。 

こうして 彼は 礼拝の ために 立ち、 まことに そうする ことが ふさわしい、 アッ ラーのま 光を 讚 
美し 称 讚し 奉るなら 彼の 過失は 消え去って、 彼の 母が 生んで 〈れた 日の 彼の 肉体の よう 
に、 全 〈けがれの 無い ものに なりましょう _! 

アム ル •ビン •アバ サ はこの ハディー スを アッ ラーのみ 使いの 親友 アブー. ウ マーマに 話し 
た。 

アブ- •ウ マ-マは けムル ゼン •アバ サ よ、 君は、 一 つの 場所で (唯 ホ おと 礼拝す る だけ 
で) そのような （多大な 報償が) 与えられ ると 言っ T いるが (その 言葉に 責任を もてる のか） 
よ 〈考えて みるが よい」 と 言った。 

アム ルは 「アブ —— ウ マー マよ、 私は 既に 歳を とってし まった。 



私の 骨は 脆 〈なって 死期 もそう 遠い ことでは あるまい。 

(どうして 今) 私 カヴッ ラーやその み使いに 嘘を つ 〈必要が ある だろ が、。 

それに、 私が そのこと をみ 使いから一回、 あるいは 二回、 いや； 回 （彼は 七 回まで それを 
数えた） と （幾度 か 聞いた のでなかったら、 けっして それを 話しは しなかった であろう。 
しかし 私は それを 彼から それな 上を く 聞いた の だ」 と 言った。 

(お 槍の 影が 消える、 つまり 太陽が 真上に まる。 

アラブは 真昼の 刻を、 昔、 槍を 立てて かる 晋慣が あった 



日の出と 日没の 刻に 礼拝を 意図して はならない 

ア ー "^ r シャは 伝えて いる 

ウマルは 、アツ ラーのみ 使いが 日の出と 日 おの 刻の 礼 巧の 挙行を 禁じられた 事実に つい 
ての 解釈を 誤りました ほ）。 

(を） ウマルは アスルの 後の 時間 すべてに おいて それが 禁じられ たものと 考えた 
ア ー > r シャは 伝えて いる 

み使いは アスルの 礼拝の 後、 随意の ニ ラ カートを 必ず 挙行され ておりました。 

なおみ 使いは、 太陽が 昇る 刻と ホむ 刻に 礼拝を 意図して はなら め。 

礼拝す る ことは (もちろん) なら も と 申されました。 



アスルの 礼拝 後の ニ ラ カー ト について 


イブ ン • アッ/ くー スの マウラー • クライブは 伝えて いる 

アブ ドツ ラーゼン ■ア ツバー ス 、アブ ドル. ラフ マー ン ゼン ■アズ ハル、 ミ スワ ル. ビン ■マ ハ 
ラマは 彼 (マウラー •クライブ) を 預言 まの 妻アー イシ ャの 許に 送った。 

(そのが 彼等は 「先ず われわれ一同からの お搂を 彼女に 伝えた 後、 アスルの 礼拝の 後 
の ニ ラ カー ト について 尋ねよ。 

そして、 われわれは アッ ラーのみ 使いが その ニ ラ カー トを 禁止され たのに あなたは 挙行 さ 
れ ている と 聞き及んで います、 と 伝えよ」 と 言った。 

イブ ン •ア ッバー スは 「私は ウマル •ビン •ハッター ブ と共に 人々 に （その ニ ラ カー トが 行わ 
ないように 言って 来た」 と 述べた。 

クライブは 言った 

「私は 彼女の 巧に 行って 私が 託された 伝言を 伝えた。 

すると 彼女は 『ウン ムサ ラマ （注 1) に 尋ねて 下さい （その 方が 良い） 化 言った。 

私は 彼等の 巧に 戻り 彼女の 言葉を 伝えた。 

すると 彼等は 化を アー イシ ャの 許に 送った のと 同じ 目的で サラマの 巧に 行かせた。 

ウン ム •サラマは 『私は み使いが それを 禁止され るのを 聞きました。 

その後、 ネムは その かたが その 礼拝を 行われ な^のを 見た のです。 

その かたが その ニ ラ カー トを 挙行され たのは たしかに アスルの 礼拝を 終えた 後でした。 
時に、 私が アンサールの ハラー ム 族の 女性 達と一緒に 居りました 折、 み使いが 来られて 
その ニ ラ カー ト をき 行され ました。 

私は 奴隸 女に 申しつ けました 

『お前、 み使いの 巧に 行って ウン ム •サラマ カ 《 、 "み使い 様、 私は あなたが その ニ ラ カー ト 
を 禁止され るのを 聞いて おります。 

それな のに 化は あなたが それを 挙行され るのを 目に します"、 と 申して おります と 言いな さ 
い。 

そして、 もし その かたが 手で (待つ よう） 合図され たら 待つ のです』 とこの ように。 

彼女は 私の 言いつけ 通りに しました。 

彼は 手で 合図され ました。 

そこで 彼女は 離れた 巧 で 待ち ました。 

み使いが 礼 巧を 終えた 時 『アブ ー ■ ウ マイヤの 娘よ、 あなたは アスルの 礼拝の 後の ニ ラ カ 
— り こついて 尋ねた。 

これより 先、 アブ ドル •カ イス （を 2) の 中で イスラー ムに 帰依す るた めに 化の 巧へ また 
人々 が 正午の 礼拝の 後に 挙行す る ニ ラ カートを 妨げた。 

それた あの ニ ラ カー トが (今、 化が 行った） それで ある』 と 申されました」 とこの ように 彼女 
は 言いました （をの。 



(を 1) ウン ム •サラマは 預言者の 妻の一人 である。 

彼女の 実名は ヒンド ゼン ト •アブー •ウ マイヤ ■ホ ザイフ ァ ゼン •ム ギーラ •マ ハズ ミーであ 
る 

(を の アブ ドル •カ イスを はバ ハレー ン 北部に 拠った 部族での 8 年に イスラー ムに 帰依し 
ている 


(を の 預言を が 正午の 礼拝の 後 挙行す るは ずの 随意の 礼拝を 後ら していた のは、 イスラ 
—ムを 信奉す るた めに 訪れた 人々 に、 この 宗教に ついて 説いて いたた めで ある。 

これは イスラー ムを 説いて 人々 を 正道に 導 〈こと 力 《 、 ナフ ルの 礼拝な 上に 重要で あるのを 
示した ものであると される。 

なお、 一般 的な 規則と しては、 アスルの 礼 巧 後の ニ ラ カー トは 禁止され ている。 

しかし 預言を はこの 限りでは ない 


アブー. サラマは アー イシ ャ に、 アツ ラーのみ 使いが アスルの 礼 巧 後に 挙行され ていた ニ ラ カー ト 
について 尋ねた。 

彼 かがみ 使いは それを 最初、 アスルの 前に 行って おりました。 

その後、 その 御 方は その ニ ラ カー トに 差し障りを お感じに なった の 力、、 アスルの 後に 挙行され るよ 
ラに なりました。 

それからは 続けて そのよう にされ ております。 

その 御 方が 礼拝を 行われた 時は、 それを 継続的に される のが (習慣です）」 と 申しました。 

イス マイールは 「それは み使いが その ニ ラ カー トを 継続して 行われた ことを 意味す る」 と 言った。 

アー イシ ャは 伝えて いる 

み使いは 私のまで は アスルの 後の ニ ラ カー トの 礼拝を 決して 放棄され る ことは ありませ 
ん でした。 

ア ー "^^ r シャは 伝えて いる 

み使いが 化の 家で、 公然と あるいは 内々 に、 欠かす ことな 〈挙行され た ニ ラ カー ト は、 早 
朝の 未明の ニ ラ カー ト と、 アスルの 後の ニ ラ カー ト です。 


ア スワ ドと マス ルー クは 述べて いる 

ア ー"^ r シャカ 《 「み使いは 私と 共に 居られた 日は、 私の 家で アスルの 後の ニ ラ カー トを 決し 
て 欠かす ことはありませんでした」 と 言った ことにつ いて、 われわれは 証言 致します。 



マグ リブの 礼拝の 前に ニ ラ カー トの 挙行は 好ましい ものである 

ム フタール ゼン •フル フルは 伝えて いる 

私は アナス •ビン •マーリクに アスルの 後の 自発的な 礼 巧に ついて 尋ねた。 

彼は 「ウマルは アスルの 後の 礼拝に 巧して は 彼の 手を たたいて いた （注 1)。 

そして、 われわれは 預言者が 御 存命の 時は 太陽が ホんだ 後の マグ リブの 礼拝の 前に 二 
ラ カー トを 行って いた」 と 言った。 

私は 彼に 「アツ ラーのみ 使いは その ニ ラ カー トを 挙行され ていました か」 と 尋ねた。 

彼は 「み使いは われわれ 力 巧れ を 行う のを 御覧に なって おられた 力 《 、別に それを お命じに 
なるとい うので もなかった し、 禁止され もしなかった」 と 答えた （をの。 

(を 1 ) 手を たた 〈のは 不愉快な 感情を 示す 動作 

(を のこの ニ ラ カー ト はあくまで 随意の ものと して、 イスラー ムが 起こった 初期の 頃に 行わ 
れ ていた。 

だ 力、、 これが マグ リブの 礼 巧を 遅らせる 因と なった ようで あり、 やかて 行われない ようにな 
ってし まった。 

しかしながら、 ほとんどの イスラー ム 法学を は、 この ナフ ルの 礼拝は 許される ものと 考え 
ている 

アナス ゼン •マーリクは 伝えて いる 

われわれは マディー ナに 居た。 

そこで、 ムアツ ジンが マグ リブの 礼拝の ア ザー ンを 唱えた 時人々 は モスクの 支せ の 巧へ 
急行した (を)。 

そして 彼等は めいめい ニ ラ カートニ ラ カー トと 、礼拝を 行った。 

もし (状況が からない 人が モスクに 入ったなら 、あまりに もを くの 人々 が 礼拝を 行って いる 
のた 義務と しての 礼拝は 既に 終えた のでは ないかと 考える ような 光景であった。 

(を) 人々 がせの 側へ 急行す るのは その後に 位置を 占める のを 望む からで ある。 

その 理由は 礼拝 中に 前を 歩かれる のを 嫌うた めで ある 



ア ザーンの 間の 礼拝 


アブ ドツラ ー ■ ビン •ム ガツフ アルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 二つの 呼び掛け ヴ ザー ンと イカーマ） の 間に 礼拝が ある」 と 申された。 
み使いは それを； 度 言われた が； 度 目に 「にれ は) それを 望む をが 行えば 良い」 と 申さ 
れ た。 

この ハディー スは アブ ドツ ラーゼン •ム ガツフ アルに よって 別の 伝承 ま 経路で も 伝わって いる。 

だが それには 若干の 相違が ある。 

げ なわち) み使いは 四 度 目に 「にれ は) それを 望む 者が 行えば 良い」 と 申された。 



危険 時の 礼拝に ついて 


サー リム ゼン •アブ ドツ ラーゼン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは 二つの グルー プ の一つが 敵と 巧 障して いる 間に 他の一つの グルー プ 
を 導いて、 危険 時にーラ カートの 礼拝を 挙行され た。 

その後、 彼等け L 拝を 行った グルー プの 人が は それまで 敵と おおして いた 仲間と 交代し 
た。 

第二の グルー プ がまる とみ 傾い は (ちの 彼等を 導いてーラ カー トの 礼拝を 挙行され た。 
これを 終える とみ 使いは けし 拝 終了の) 挨搂 をされ た。 

その後 （第一の グループの） 人々 は （再度） ーラ カートを 挙行し、 次いで (第二の グループ 
の） 人々 もーラ カー トを 挙行した にう して 礼拝は 完全に 行われた M を） 

この ハディー スは 別の 伝承を 経路で も 伝えられ ている。 

(を） これは 危険 時に おける 十六の 礼拝 形式の 中の一つで ある。 

これは 状況に 応じてを えられる 


イブ ン •ウマルは 伝えて いる 

アツ ラーのみ 使いは ある 日、 危険 時に (次の ような ちまで) 礼拝を 挙行され た。 

- つの グループが 敵と 巧晴し 別の グループは み使いと 礼拝を 行った。 

この グルー プの 人々 がみ 使いとーラ カー トを 挙行し 終える と (前線へ） 戻った。 

(代って） 別の グルー プの 人々 がまて （み使いと 共に）ー ラ カー トを 挙行した。 

この 後両 グループは それぞれーラ カートを 済ませて 礼拝を 完結した。 

イブ ン •ウマルは 「そこに 非常な 危険が ある 場合には （馬、 ら 〈だに) 乗った まま、 あるいは 
立った ままけ L 拝の） 身ぶ りで それを 挙行せ よ」 と 言った。 

ジャー ビル ゼン •アブ ドツ ラーは 伝えて いる 

私は 危険 時に アツ ラーの み使いと 礼拝を 行った。 

み使いは 敵が われわれと キ ブラとの 間にい る 時 われわれを 横に 二列に 整列 させ、 前列を 
彼のす ぐ 後に 位置 させた。 

み使いが けツ ラー フ •ア かシ レ」 と 唱えられ ると われわれ も 「アツ ラー フ •ア クバ ル」 と 唱え 
た。 

彼が 立 礼され ると われわれ も 立 礼した。 

彼が 頭を 上げられ ると われわれ も 頭を 上げた。 

それから、 彼が 叩頭され ると 前列は それに 従って 叩頭した。 

その 時、 後列は 敵を 監視す るた めに 立った ままであった。 

み使いが 叩頭を 終えられ ると 前列 も 立ち上った。 



それに 代って 後列が 叩頭した。 

全員が 立った 時、 前列と 後列は 位置を 交代した。 

それから み使いが (巧び) 立 礼され ると、 われわれ 全員 も 立 礼した。 

み 使 いが 頭を 上 げられ ると、 全員 頭を 上 げた。 

その かたが 叩頭され ると、 前列 （それは 最初のーラ カートでは 後列であった） は その かた 
に 従って 叩頭した。 

その 間、 後列は 敵を 監視して 立った ままであった。 

み使いと 前列が 叩頭を 終える と、 後列が 叩頭した。 それから み使いは けし 拝の 最後の） お 
搂 をされ、 われわれ も 全員 お搂 した (注)。 

(ジ ャー ビルは） あなたち の 護衛たち が 長に つき 従うよう に （われわれ もそう した） と 言った。 

(を） これは、 イスラー ム 法に のっとった 危険 時での 第二の 礼拝 形式で ある。 

この おまでは、 人々 は イマー ムの 後に 二列に 整列し ーラ カー トで その 位置を 交代す る 
が、 その 場合ーグループは 敵を 監視し なければ ならない ために、 必要が あれば その 姿勢 
をを えても 良い とされる 

ジャー ビルは 伝えて いる 

われわれは アツ ラーのみ 使いと一緒に 出陣して、 ジュハ イナ 族と 戦った。 

彼等は われわれに 激し 〈挑んで また。 

ところで、 われら一同が 正午の 礼拝を 遂行し 終えた 時、 多神教 徒たち は 「もし われわれが 
(あの 礼拝の 折に) 速攻して いれば 彼等を おす ことが 出 またであろう に」 と 言った。 

天使 ガブリエルは その 事を アツ ラーのみ 使いに 告げた。 

み使いは それを われわれに 話された。 

多神教 徒たち は 「間 もな 〈彼等には アスルの 礼拝の 時刻が 来る。 

それは 彼等が 彼等の 子供達な 上に 重要視して いるもの だ」 と 言った。 

アスルの 礼拝の 時刻が 来た 時、 敵が われわれと キ ブラとの 間にい る 状況の 中で、 われ わ 
れは 横に 二列に 整列した。 

み使いが けツ ラー フ •ア クバ ル」 と 唱えられた。 

われわれ も それに 従ってけ ツ ラー フ •ア クバ ル」 と 唱えた。 

み使いが 立 礼され ると 全員 立 礼した。 

その かたが 叩頭され ると 前列が 叩頭した。 

彼等が 立ち上った 時、 後列が 叩頭した。 

(それが 終る と) 前列は 後へ さがり、 後列が 前へ 出て 位置を 交代した。 

その 時、 み使いは けツ ラー フ •ア クバ ル」 と 唱えられた。 

われわれ も 「アツ ラー フ •アか シ レ」 と 唱えた。 

その かたが 立 礼され ると 全員 立 礼した。 



その かたが 叩頭され ると、 前列は それに 従って 叩頭した。 

後列は (敵を 監視して） 立った。 

そして、 後列 も 叩頭し 終え われわれ 全員が (大地に) 座 わると み使いは けし 拝 終了 時の） 
挨搂を 彼等に された。 

アブー •ズバイルは 「それから ジャー ビルは 『ちょうど あなたち の 長たち が ほ P 下に 危険が 
およばな いよう 配慮し 口 礼拝を 行うよう に』 と しづ 言葉を 特につ け 加えた」 と 言った。 

サ ハル ゼン •アブー ■ハス マは 伝えて いる 

アツ ラーの み使いは 危険 時に 教 友達を 導かれて 礼拝され た。 

み 使は 人々 を 横に 二列に 整列 させ 後に 立たせた。 

その かたは (最ネ 刀） 前列の 人々 とーラ カ ー トを 挙行して お立ちに なった。 

(それから 後列の 人々 がーラ カートを 行った が) 彼は 後列の 人々 が 礼拝し 終える まで 立ち 
続けて おられた。 

それから 後列の 人々 は 前に、 前列の 人々 は 後に さがって 位置を 交代した。 

み使いは また 前列に 位置した 人々 を 導いて、 ーラカ ー トを 挙行され て 座った。 

そして、 後列の 人々 がーラ カー トを 終了す るのを 待って 挨搂を 行われた。 

ヤズィ ー ド •ビン •ル ー マ ー ンはザ ー トル •リカ ー ウ （を） の 戦で、 危険 時に アツ ラ ー のみ 使いと 礼拝 
を 共に した 教 友を 根拠と した サー ルぃ ビン •ハウ ワート の 話を 伝えて いる 

- グルー プが 横に一列 になって み使いと 礼拝して いた 間に、 別のーグルー プは 敵と おお 
していた。 

み使いは その かたと一緒の 人々 とーラ カー トを 挙行され て、 お立ちの ままであった。 

人々 は 彼等 自身で (残りのーラ カー トを 行って その 礼拝が 完結した。 

礼拝を 終えた 人々 は (敵と おおす るた めに) 去った。 

(それと 交代に） 別の グループが やって また。 

するとみ 使いは その 人々 と一緒に、 彼の 残りのーラ カー トを 済まされて 座られた。 

人々 は 彼等 だけで 礼 巧を 完結した。 

それと 同時にみ 使いは 挨楼を 行われ 人々 も それに 従った。 

(を) ガタ ファーンの一地区 遠征の 戦いで ある。 

これは ヒ ジュラ 暦 五 年の ことで ある 

ジャー ビルは 伝えて いる 

われわれは アツ ラーのみ 使いと 共に 道を 進んで いた。 

ザーいい リカー ウに 着く とそ こに 木陰が あって、 み使いは その 下に お入りに なった。 
そこに 多神教 徒の一人が 現れて 木に 掛けて あった み使いの 剣を 奪った。 



彼は 靴を はらって み使いに、 「お前は 私を 恐れない のか」 と 言った。 

み使いは 「恐れない」 と言われた。 

彼は 「化の 襲撃に、 お前を 護る 者は 誰か」 と 言った。 

み使いは けツ ラーが 私を お前から お 護り 〈ださる」 と言われ たは）。 

その 時、 み使いの 親友 達が その 男を おどかした。 

彼は 剣を 銷に 収め （もと 在った ように 木に) 掛けた。 

キ斤リ しも、 礼拝の ア ザー ンが 唱えられた。 

み使いは、 ー グルー プとニ ラ カー ト 挙行され た。 

それから （その グループは） 後に さがった。 

み使いは 別の グルー プ とまた ニ ラ カー ト 挙行され た。 

アツ ラーのみ 使いは、 ここでは、 四 ラ カー ト 挙行され、 人々 は ニ ラ カー ト 挙行した ので ある。 

(を にれ は 預言を の アツ ラーにが する 黙 信の 観念の 表明で あると される 

アブー ■サラマ ゼン •アブ ドル •ラフ マー ンは 伝えて いる。 

ジャー ビルは 危険な 時に アツ ラーのみ 使いと 礼拝を したと 彼に 告げた。 

み使いは、 ニグ ループの 中のーグループと、 ニ ラ カー ト 挙行され た。 

その後み 使いは、 残りの グルー プ と、 ニ ラ カー ト 挙行され た。 

すなわち、 アツ ラーのみ 使いは 四 ラ カート、 を々 の グループは ニ ラ カート 挙行した ので あ 
る。 
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クル アーン の 記憶 保持に ついて 

美声に よる 聖典 読誦に ついて 

預言者と 「勝利 章」 について 


聖典 読誦と 「静穏」 降臨に ついて 

聖典 読誦 者の 徳点 について 

聖典 読誦 熟達 者に ついて 
クル アーン 読誦の 熟達に 関して 

クル アーン 読誦と 傾聰 について 

クル アーン 読誦と 教授に ついて 

「雌牛 章」 の 読誦に 関して 
「開 端 章」 と 「雌牛 章」 に関して 

「洞 塵 章」 と 「雌牛 章」 に関して 

「純正 章」 読誦に 関して 
加護を 求める 二つの 章に ついて 

クル アーン 教義の 実践に ついて 

セ 種の 読誦 法に ついて 
読誦の スピード や 明瞭 さに ついて 

クル アーン 読誦に 関して 

礼拝の 禁止 時刻に ついて 
アム ルの イスラー ム 入信に ついて 

日の出と 日 おの 礼拝に ついて 

アスル 礼拝 後の 礼拝に 関して 

マグ リブ 礼拝 前の 礼拝に ついて 

ア ザー ンの 間の 礼拝に ついて 

危険 時の 礼拝に ついて 


